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掲示板について

学生への通知や連絡事項はすべて掲示によって行う
◎公示、告示、修学上必要な事項（休講・補講・時間割変更・教室変更・連絡事項）
の伝達などはすべて所定の掲示板（４号館ピロティー、その他センターからの案内
については３号館１階）に掲示する。

◎学生が掲示を見なかったことによって生じる不利益はすべて学生自身の責任になる
ので、登下校の際には必ず掲示板を見ることを習慣づけること。

気象警報・交通機関ストライキの場合の措置について

●ＪＲ西日本又は阪急・阪神電鉄のいずれか運休の場合
●神戸市に特別警報・緊急地震速報（警報）（震度6弱以上）・暴風警報が発
令された場合

＜措置について＞
①午前７時の時点で解除されている場合は、平常どおり授業、試験を実施する。
②午前７時から午前10時までに解除された場合は、3時限から授業を実施する。
試験は午後からの試験を実施する。

③午前10時を過ぎても解除されない場合は、全日休講、試験は中止となる。

教務課事務取扱受付時間

平 日／９：００～１７：００ （時間外の受付はできません。）

土・日・祝祭日／休　業 （その他、休業の場合は掲示で知らせる。）



 神戸薬科大学の理念　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

社会に大きく開かれた大学であることを意識し、創立以来の伝統である教育と研究の両立を基盤と
しながら、医療人としての使命感と倫理観を十分に理解し、高度な薬学の知識を身につけた薬剤師、
並びに教育・研究者を養成すること、さらに地域の医療と環境問題に目を向けて健康の維持・増進に
も貢献できる拠点となること

 神戸薬科大学の教育目標
１．社会に貢献できる高度な薬学の知識と技能の修得
２．医療人としての使命感と倫理観の修得
３．科学的思考力及び問題の主体的解決能力の修得
４．これからの医療と環境を正しく理解し、健康の増進に貢献できる知識の修得

 カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）
神戸薬科大学の理念を実現し、医療人としての使命感と倫理観を十分に理解し、高度な薬学の知識

と科学的思考力を身につけ、広く薬学の分野で貢献できる有意な人材を育成するために、「薬学教育
モデル・コアカリキュラム」及び「実務実習モデル・コアカリキュラム」に準拠した科目と本学独自
の科目を適切に配置したカリキュラムを編成し、次のように実施します。

１．教養教育科目、基礎教育科目を充実し、基礎力と幅広い視野の育成を図ります。
２．教養教育科目の外国語に加え、医療英語、薬学英語に係る科目を充実し、海外研修等を通じて

国際化に対応できる人材の養成を図ります。
３．５年次の病院実習、薬局実習を含めて専門教育科目を充実し、薬の専門家としての基礎力の育

成を図ります。
４．低学年からの実習・演習、卒業研究やスモールグループディスカッション形式の授業を通し

て、科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力及びコミュニケーションスキルの育成を図り
ます。

５．ヒューマニズムに関する科目を充実し、近隣大学や地域の医療機関との連携に基づくチーム医
療教育を通して、医療人としての倫理観と使命感の育成を図ります。

６．生涯研修支援事業に参加することによって、生涯にわたり自己研鑽を続ける意欲を醸成しま
す。

 ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）　　　　
「カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）」に基づいて設定した授業科目を受講し、
本学の教育目標を達成することによって薬の専門家としての知識・技能・態度を身につけ、卒業に必
要な単位数を履修した者に対して、卒業を認定し、「学士（薬学）」の学位を授与します。



■ 学生のみなさんへ ■
薬剤師養成のための臨床に係る実践的能力を培うことを主たる目的として薬学教育は６

年制となりました。学生のみなさんには医療分野の急速な進歩や医薬品の適正使用に対応
した幅広い学識と生命に関わる職業人になることを自覚した行動・態度とが求められてい
ます。そのため本学のカリキュラムでは、高度な知識・技能の修得を目指した薬学専門教
育科目はもちろんのこと、国際化に対応した英語力の修得を重視した教育、教養科目やディ
スカッション能力の向上をめざした少人数グループによる演習科目と盛り沢山の内容と
なっています。さらには、研究室での卒業研究を通じて問題発見・解決型の薬剤師養成を
めざしています。

１年次前期では、薬学入門や早期体験学習、生命科学入門、物理学、数学、基礎化学、
情報リテラシーなどの基礎教育科目や英語などの教養教育科目から授業は始まります。数
学、英語については、個々のレベルにあわせて学習でき、学習意欲の向上につながるよう
習熟度別のクラス編成を行っています。

６年制薬学教育では、長期実務実習が必修となりますが、この実習は学内での１か月の
実務実習事前教育と各 11 週間の病院実習、薬局実習から構成されています。病院実習、
薬局実習受講前には、全国規模の薬学共用試験（CBT、OSCE）が実施され、病院実習、
薬局実習を受講するのにふさわしい知識・技能・態度が備わっているかが試験されます。
また、高学年では、全員が研究室に配属され、卒業研究に取り組みます。卒業研究では、
自らが目標を設定し、自分自身で考えながら積極的に研究課題に取り組むことで、問題解
決能力や研究マインドを身につけていきます。

シラバスに記載されています一般目標（GIO:General Instructional Objective）とは、
学習することにより得られる成果を総合的に示した大目標であり、到達目標（SBOs:Specific 
Behavioral Objectives）は、一般目標 GIO を達成するために必要な具体的な目標で、個
別目標とされています。各科目の内容は GIO、SBOs を達成することを目的に構成されて
います。このシラバスの GIO、SBOs や学生へのアドバイスをよく読んで、内容を把握し
て学習にのぞんでください。また、本書の前半には、学則、履修規程、履修要項を収載し
ています。履修にあたって、見落としてはいけない重要な項目が並んでいますので、しっ
かりと把握しておいてください。そして、これらにもとづいて各自の履修計画を立ててく
ださい。

薬剤師国家試験に合格し、卒業後、薬学部卒業生としてふさわしい医療に貢献できる人
材となるためには不断の努力が必要です。入学時の決意を胸に、積極的に勉学に取り組ん
でください。また、大学生活を通じて、多くの知己を得て、人間性豊かな人格を形成する
ことを切望します。

教務部長　中山　尋量



目　　　次

学　　　則  	 1

履 修 規 程   	 11

履 修 要 項   	 17

　授業について 	 	 19
Ⅰ．授業科目の区分 

Ⅱ．授業 

Ⅲ．履修登録 

Ⅳ．他大学卒業など既修得単位の単位認定

Ⅴ．授業科目配当表「認定科目」について 

　試験について 	 	 25
Ⅰ．試験の種別 

Ⅱ．追再試験の受験と放棄手続 

Ⅲ．受験の注意事項 

　成績について  	 	 27
Ⅰ．成績評価 

Ⅱ．成績発表 

　留年学生について 	 	 29
Ⅰ．科目の履修 

Ⅱ．履修登録 

　薬学共用試験について 	 	 30

薬学教育モデル・コアカリキュラム関連図  	 31

授業科目及び単位年次配当表（薬学教育モデル・コアカリキュラム対応表）  	 35

授業科目コード表  	 71

シラバス（授業計画）  	 77
一年次生 	 	 79
二年次生 	 	157
三年次生 	 	223
四年次生 	 	265
五年次生 	 	305
六年次生 	 	319

モデル・コアカリキュラム  	339

薬剤師国家試験出題基準  	477





1

神戸薬科大学
学則





3

神戸薬科大学学則

第１章　総則

（目的）
第１条　本大学は、教育基本法及び学校教育法の規定するところに従い、高い教養と専門的能力を培うこ

とによって、医療人としての使命感と倫理観を十分に理解し、高度な薬学の知識を身につけた薬
剤師並びに教育・研究者を育成すること、さらに医療と薬事衛生の向上に貢献することを目的と
する。

（学部・学科及び定員）
第２条　本大学に次の学部及び学科をおき、その定員は次のとおりとする。
	 　学部・学科　　　　入学定員　　　	収容定員
	 薬学部・薬学科　　　270 名　　　　1,620 名

（修業年限）
第３条　本大学の修業年限は、６年とする。

（学位授与）
第４条　本大学は、６年以上在学して所定の単位を修得した者に学士（薬学）の学位を授与する。

第２章　職員組織及び教授会

（職員組織）
第５条　本大学に学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員及びその他の職員をおく。
	 ２　前項に掲げる職員のほかに、非常勤の教授及び講師をおくことができる。
	 ３　職員の職制及び服務に関する規定は、別に定める。

（教授会）
第６条　本大学に教授会をおく。
	 ２　教授会は、学長、教授、准教授及び講師をもって構成する。（ただし非常勤者を除く）
	 ３　教授会は、次の事項を審議する。

（１）学長、教育職員及び事務職員（課長以上）の採用及び昇任選考に関すること。ただし、選
考に関する規程は、別に定める。

（２）学則その他教育研究に関する重要な規則の制定及び改廃に関すること
（３）教育課程に関すること
（４）学生の入退学、試験及び卒業に関すること
（５）学生の補導厚生及びその身分に関すること
（６）学生の賞罰に関すること
（７）教育研究に関する予算概算の方針に関すること
（８）重要な施設の設置及び廃止の企画に関すること
（９）その他大学に関する重要なこと

	 ４　教授会に関する規程は、別に定める。

第３章　教育課程及び履修方法

（教育課程）
第７条　本大学の教育課程は、その授業科目を基礎教育科目、教養教育科目及び専門教育科目に分ける。
	 ２　各授業科目は、必修科目及び選択科目に分け、これを各年次に配当して編成する。
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（教育内容等の改善）
第７条の２　本大学は、教育内容及び教育方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を行う。
	 ２　前項の研修及び研究に関することは、別に定める。

（授業科目の名称及び履修単位）
第８条　授業科目の名称及び履修単位は、別表第１の授業科目及び単位年次配当表のとおりとする。ただ

し、教授会の議を経て一部変更することがある。

（単位計算の基準）
第９条　１単位の授業科目は、原則として 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準

とする。各授業科目の単位数は、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必
要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算する。
（１）講義及び演習については、15 時間から 30 時間までの範囲で、本大学が各授業科目につい

て定める時間の授業をもって１単位とする。
（２）実習及び実技については、30 時間から 45 時間までの範囲で、本大学が各授業科目につい

て定める時間の授業をもって１単位とする。
	 ２　前項の規定にかかわらず、卒業研究等の授業科目については、これらの学修の成果を評価して単

位数を定める。

（授業期間）
第10条　各授業科目の授業は、15 週にわたる期間を単位として行うものとする。ただし、教育上特別の

必要があると認められる場合は、これらの期間より短い特定の期間において授業を行うことがで
きる。

（履修すべき単位）・・・・・１～３年次生適用
第11条　学生が全課程を履修するには、次の単位を修得しなければならない。
	 基礎教育科目	 必修	 11	 単位
	 教養教育科目	 必修	 8	 単位
	 	 選択	 8	 単位以上
	 専門教育科目	 必修	 154	 単位
	 	 選択	 5	 単位以上
	 	 総計	 186	 単位以上

（履修すべき単位）・・・・・４年次生適用
第11条　学生が全課程を履修するには、次の単位を修得しなければならない。
	 基礎教育科目	 必修	 12	 単位
	 教養教育科目	 必修	 12	 単位
	 	 選択	 8	 単位以上
	 専門教育科目	 必修	 148	 単位
	 	 選択	 6	 単位以上
	 	 総計	 186	 単位以上

（履修すべき単位）・・・・・５～６年次生適用
第11条　学生が全課程を履修するには、次の単位を修得しなければならない。
	 基礎教育科目	 必修	 12	 単位
	 教養教育科目	 必修	 12	 単位
	 	 選択	 8	 単位以上
	 専門教育科目	 必修	148.5	 単位
	 	 選択	 6	 単位以上
	 	 総計	186.5	 単位以上
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（履修単位の認定）
第12条　履修した授業科目の単位の認定は、試験によって行う。ただし、授業科目によっては、他の方法

によることができる。第 9条の授業科目のうち、演習、実習及び実技は、学修の成果を評価して
認定する。

	 ２　試験に関する規程は、別に定める。
	 ３　他の大学又は短期大学を卒業若しくは退学し、本大学の第１年次に入学した学生の既修得単位に

ついては、基礎教育科目及び教養教育科目の単位について、合計 15 単位を超えない範囲で認定
することができる。ただし、単位認定と関連した修業年限の短縮は行わない。

	 ４　教育上有益と認めるときは、他の大学との協議に基づき、学生に当該大学の授業科目を履修させ
ることがある。ただし、修得した授業科目の単位は、15 単位を超えない範囲で本大学において
修得した単位とみなすことができる。

	 ５　教育上有益と認めるときは、大学教育に相当する水準を有すると認めた学修について、本大学の
授業科目の履修により修得した単位とみなすことができる。

	 ６　前項により与えることができる単位数は、第 3項及び第 4項により、本大学において修得したも
のとみなす単位数と合わせて 60単位を超えないものとする。

（成績の評価）
第13条　成績は、「秀」、「優」、「良」、「可」、「不可」をもって表示し、「秀」、「優」、「良」、「可」を合格、「不

可」を不合格とする。

（卒業）
第14条　本大学に６年以上在学し、第 11条に定める単位を修得した者でなければ卒業できない。

第４章　入学、編入学、転入学、休学、転学、退学及び復学

（入学の時期）
第15条　入学の時期は学年の始めとする。

（入学者の資格）
第16条　本大学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。

（１）高等学校を卒業した者
（２）通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者、又は通常の課程以外の課程によりこれ

に相当する学校教育を修了した者
（３）外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者、又はこれに準ずるもので文部

科学大臣の指定した者
（４）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者
（５）文部科学大臣の指定した者
（６）高等学校卒業程度認定試験規則により文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合

格した者
（７）本大学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者で、３月 31日までに 18歳に達する者

（入学志願の手続）
第17条　入学志願者は、所定の書類に入学検定料を添えて指定の期日までに願い出なければならない。
	 ２　入学志願の期日及び入学検定料は、別に定める。

（入学選考）
第18条　入学志願者に対しては、学力及び健康等について選考の上、入学を許可する。
	 ２　選考の方法及び期日は、別に定める。



6

（編入学）
第19条　次の各号の一に該当する者が、本大学に編入学を願い出たときは、収容定員の枠内で選考の上相

当年次に入学を許可することがある。
（１）大学を卒業した者（卒業見込みの者を含む）
（２）学校教育法の規定により短期大学士の学位を授与された者
（３）大学に２年以上在学し、出願時に 62単位以上を修得している者

	 ２　前項により入学を許可された者については、既に履修した授業科目及び単位数並びに在学年数の
一部又は全部を、本大学における授業科目及び単位数並びに在学年数として認定する場合がある。

	 ３　編入学の時期は、学年の始めとする。
	 ４　編入学に関する規程は、別に定める。

（転入学）
第20条　他大学から本大学へ転入学を願い出る者があるときは、欠員のある場合に限り選考の上、許可す

ることがある。
	 ２　転入学生が他大学において履修した授業科目及び単位並びに在学年数の一部又は全部を、本大学

における授業科目及び単位並びに在学年数として認定する場合がある。

（入学手続）
第21条　入学、編入学及び転入学を許可された者は、指定の期日までに所定の納付金及び次の書類を提出

しなければならない。
	 	 （1）誓約書
	 	 （2）入学資格を証明する書類
	 	 （3）保証人届
	 ２　正当な理由なくしてこの手続を履行しないときは、入学の許可を取消す。

（保証人）
第22条　前条の保証人は、本人の父母等であり、本人在学中一切の責任を負う者でなければならない。

（休学）
第23条　病気その他やむを得ない事由により休学しようとする者は、保証人連署の上、願い出て許可を受

けなければならない。
	 ２　休学の始期は、前期又は後期の開始日とし、途中からの休学は認めない。また、第１年次につい

ては前期の休学は認めない。ただし、突発的な疾病・事故などにより長期加療を必要とする場合
（医師の診断書のあるもの）は、願い出により上記以外の休学を認めることがある。

	 ３　休学の期間は、１年を超えることはできない。ただし、特別の事情がある場合は引続き休学する
ことができるが、通算して３年を超えることはできない。

	 ４　特別の事由があると認めた者には休学を命ずることがある。

（転学）
第24条　他大学へ転学しようとする者は、保証人連署の上、あらかじめ願い出て許可を受けなければなら

ない。

（退学）
第25条　病気その他やむを得ない事由により退学しようとする者は、保証人連署の上、願い出て許可を受

けなければならない。
	 ２　次の各号の一に該当する者は退学の措置をとる。

（１）授業料及びその他の納付金の納入を怠り、督促を受けても納めない者
（２）定められた在学期間を超えた者
（３）死亡その他の事由で成業の見込がないと認めた者

	 ３　退学は、教授会で審議の上、決定する。
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（復学）
第26条　休学又は退学した者が、復学しようとするときは保証人連署の上、願い出て許可を受けなければ

ならない。
	 ２　休学者の復学は、各期の始めとする。ただし、特別な事由があるときは、教授会で審議の上、上

記以外の復学を認めることがある。
	 ３　退学者の復学は、退学日当日を含む学年度を第１回目として、４回目の年度の３月末日までに許

可された者に限る。また、復学の時期は学年の始めとする。
	 ４　第 25 条第２項第１号の規定による退学者が復学しようとするときは、未納の授業料及びその他

の納付金を納付し、保証人連署の上、願い出て許可を受けなければならない。
	 ５　第 25 条第２項第１号の規定による退学者の復学は、第 25 条第３項に定めた退学の効力が生じ

たときから２年以内の者に限る。また復学の時期は、各期の始めとする。
	 	 ただし、退学手続を行った日から 7日以内に所定の復学手続を完了した者については、退学日と

同日付の復学を認めることがある。
	 ６　第 25条第２項第２号ならびに第 40条の規定による退学者の復学は、認めない。
	 ７　復学時の学年は、教授会で審議の上、決定する。

（在学期間）
第27条　学生の在学期間は、第２年次の必要課程を修了する時までに３年を、第４年次の必要課程を修了

する時までに７年を、第６年次の必要課程を修了するまでに 10 年を、それぞれ超えることがで
きない。

	 ２　休学中の期間は、在学年数に算入しない。

第５章　学年、学期及び休講日

（学年）
第28条　学年は、４月１日に始まり翌年３月 31日に終る。

（学期）
第29条　学年を次の２期に分ける。

	 	前期　４月１日から９月 30日まで
	 	後期　10月１日から翌年３月 31日まで

	 ２　前期及び後期の授業日数を調整するため、教授会の議を経て前期の終期及び後期の始期を変更す
ることがある。

（休講日）
第30条　授業を行わない日（以下この条において、これを「休講日」という）は、次のとおりとする。

（１）土曜日、日曜日
（２）国民の祝日に関する法律に規定する休日
（３）創立記念日（４月 27日）
（４）春季休講日、夏季休講日及び冬季休講日については、教授会の議を経て定める。

	 ２　必要があると認めたときは、教授会の議を経て、前項の休講日を変更し又は臨時に休講日を定め
若しくは休講日に授業を課すことがある。

第６章　入学検定料、入学金及び学費

（納付金）
第31条　納付金は、入学検定料、入学金及び学費（授業料等）とし、その額は別表第２のとおりとする。
	 ２　入学検定料は出願時に、入学金は入学手続時に納付しなければならない。
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	 ３　授業料は、下記の期間内にそれぞれ納付しなければならない。ただし、延納が認められたときは、
その期日までに納付しなければならない。

	 	 	前期　４月１日から４月 30日まで
	 	 	後期　10月１日から 10月 31 日まで

	 ４　入学を許可された者は、前期分を入学手続時に納付しなければならない。

（延納）
第32条　前条に定める期間内に授業料及びその他の納付金を納付できない者は、この期間内に保証人連署

の上、延納願を提出し許可を受けなければならない。
	 ２　延納の最終期日は、前期は５月 31日、後期は 11月 30 日とする。

（休学者の授業料）
第33条　休学者の休学期間中の授業料は、その２分の１の額を月割りで免除する。
	 ２　計算の結果生じた 100 円未満の端数は四捨五入する。

（納付金の還付）
第34条　一旦納付した納付金は、次の各号に定める場合を除き還付しない。

（１）推薦入学試験（公募制・併願可）、一般入学試験及び大学入試センター試験利用入学試験に
おいて、入学手続き時に授業料を納付した者が、入学年度の前年度の３月 31 日までに入
学を辞退した場合は、納付した授業料を還付する。

（２）前条（休学者の授業料）に該当した場合。

第７章　科目等履修生及び研究生

（科目等履修生）
第35条　本大学の授業科目中、特定の科目について履修を願い出る者があるときは、教授会で審議の上、

科目等履修生として学修を許可することがある。
	 ２　科目等履修生の履修料は、授業科目１単位につき 20,000 円とする。
	 ３　科目等履修生に対する単位の認定については、第 12条の規定を準用する。

（学則の準用）
第36条　科目等履修生は、一般学生とともに授業を受けるものとする。
	 ２　科目等履修生には、学則第２条～第４条、第 11 条、第 14 条～第 26 条、第 30 条～第 33 条を

除いて準用する。

（研究生）
第37条　本大学に研究を願い出る者があるときは、教授会の議を経て許可することがある。
	 ２　研究生に関する規程は、別に定める。

第８章　公開講座

（公開講座）
第38条　本大学は、生涯学習の一環として公開講座を開講することができる。

第９章　賞罰

（表彰）
第39条　次の各号の一に該当する団体又は学生を表彰することがある。

（１）人物及び学業の優秀な者
（２）課外活動又はその他の活動において優秀な成績や業績を修めた者
（３）地域社会又は国際交流の発展などにおいて社会的貢献を行った者
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（懲戒）
第40条　本大学の学則、諸規程及び命令を守らず学生の本分に反する行為のあった者は、その軽重に従い、

教授会の議を経て学長がこれを懲戒する。
	 １　訓戒	 ２　謹慎　　３　停学　　４　退学
	 ２　前項の退学は、次の各号の一に該当する学生に対して行うことができる。

（１）性行不良であって成業の見込がないと認めた者
（２）学業を怠り成業の見込がないと認めた者
（３）正当な理由がなくて出席の常でない者
（４）大学の秩序を乱し、その他学生の本分に反した者

第10章　学生心得

（学生心得）
第41条　本大学の学生は、次に掲げる事項を守らなければならない。

（１）学生は、人格の本義を認め信念を涵養し、知徳を練磨し人格の完成を期すること。
（２）学生は、敬けんな態度をもって身を処し、人類の福祉に貢献すること。
（３）学生は、自由、自治の本領に立って協力一致して本学学風の振興に努めること。
（４）学生は、諸規則及び命令を守り秩序と静粛とを保つこと。

	 ２　学生心得に関する細則は、別に定める。

第11章　附属施設

（図書館、薬用植物園及び学生寮）
第42条　本大学に図書館、薬用植物園及び学生寮を附設する。
	 ２　図書館、薬用植物園及び学生寮に関する規程は、別に定める。

附則
この学則は、平成 18年４月１日から施行する。
平成 19年４月	 １	日改正
平成 20年４月	 １	日改正
平成 20年５月 21	日改正
平成 21年４月	 １	日改正
平成 21年４月 20	日改正
平成 22年４月	 １	日改正
平成 23年４月	 １	日改正
平成 24年４月	 １	日改正
平成 25年４月	 １	日改正
平成 26年４月	 1	日改正
（別表第１、第２は省略）
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神戸薬科大学
履修規程
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神戸薬科大学　履修規程

（課程の履修）
第１条　学生は、学則に定めるもののほか、この規程によって課程を履修しなければならない。

（授業科目の受講）
第２条　学生は、授業科目が配当されている学年次に進級しなければ、その授業科目を受講することはで

きない。
	 ２　病院実習、薬局実習は、共用試験に合格した者でなければ受講できない。

（履修の登録）
第３条　学生は、履修しようとする選択科目について所定の期日までに履修登録を教務課に提出しなけれ

ばならない。ただし、必修科目及び選択必修科目については、履修登録の必要はない。
	 ２　履修登録期間に正当な理由なく登録をしない者は、当該年次の選択科目を履修することができな

い。

（単位の修得）
第４条　各授業科目の単位は、所定の試験に合格して修得するものとする。ただし、授業科目によっては、

他の方法によることがある。授業科目及び単位は、「授業科目及び単位年次配当表」による。

（試験の種類）
第５条　試験の種類は、定期試験、追試験、再試験並びに臨時試験とする。

（成績の表示）
第６条　成績は、学則第 13 条の定めにより秀、優、良、可、不可をもって表示する。成績は、試験及び

学習成果を総合的に評価して認定する。秀（100 ～ 90 点）、優（89～ 80 点）、良（79～ 70 点）、
可（69～ 60 点）を合格、不可（59～０点）を不合格とする。

	 ２　２期にわたって配当されている授業科目の成績については、最終期に判定する。

（定期試験）
第７条　定期試験とは、各期の授業終了後に行う試験をいう。
	 ２　定期試験を受験する者は、所定の期日までに授業料を納入しなければならない。
	 ３　科目によっては、定期試験を行わないことがある。

（追試験）
第８条　追試験とは、定期試験を次の各号の一に該当する理由により欠席した者に対して行う試験をいう。
	 	 （１）傷病（医師の診断書のあるもの）
	 	 （２）２親等までの親族又は親権者の死亡
	 	 	 ①父母の場合	 ７日以内
	 	 	 ②祖父母・兄弟姉妹の場合	 ３日以内
	 	 	 ③親権者の場合	 ７日以内
	 	 （３）その他やむを得ない理由
	 ２　定期試験を前項の理由で受験できなかった者のうち追試験を希望する者は、追試験願を提出しな

ければならない。この場合、教授会において内容を審議の上、受験を許可する。
	 ３　追試験願の提出期限は、当該試験期間の最終日から５日以内とする。
	 ４　追試験を受ける者は、所定の期日までに追試験受験届を教務課に提出しなければならない。
	 ５　追試験は、原則として前期授業科目については前期に、後期授業科目については後期に行う。た

だし、第４～６年次の追試験の時期は、その都度決める。
	 ６　追試験の成績は、優、良、可、不可をもって表示する。
	 ７　科目によっては、追試験を行わないことがある。
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（再試験）
第９条　再試験とは、定期試験において不合格となった者及び定期試験を欠席した者のうち、第８条第１

項に該当しない者に対して行う試験をいう。再試験を受ける者は、所定の期日までに再試験受験
届を教務課に提出しなければならない。

	 ２　再試験は、原則として前期授業科目については前期に、後期授業科目又は最終期が後期に配当さ
れた授業科目については後期に行う。ただし、第４～６年次の再試験の時期は、その都度決める。

	 ３　再試験に合格した者の成績は、すべて可をもって表示する。
	 ４　科目によっては、再試験を行わないことがある。

（臨時試験）
第10条　臨時試験とは、必要があると認められた時に行う試験をいう。

（薬学共用試験）
第11条　４年次の所定の期間に、薬学共用試験（CBT、OSCE）を行う。
	 ２　病気などやむを得ない理由により、薬学共用試験の本試験を受験できなかった者に対して所定の

期日に追試験を行う。
	 ３　薬学共用試験の本試験の結果、不合格になった者に対して、所定の期日に再試験を行う。

（進級基準）・・・・・１～３年次生適用
第12条　進級が認められる者は、本条各項に示す条件を満たした者でなければならない。
	 ２　第１年次で次に示す条件をすべて満たした者でなければ、第２年次の課程を履修することはできない。

（１）１年次において、必修科目の実習、演習の単位をすべて修得した者
（２）１年次において、必修講義科目の未修得単位数が３単位以下の者

	 ３　第２年次で次に示す条件をすべて満たした者でなければ、第３年次の課程を履修することはできない。
（１）２年次において、必修科目の実習、演習の単位をすべて修得した者
（２）２年次終了時までに、教養教育科目の選択科目合計８単位以上を修得した者
（３）２年次において、必修講義科目の未修得単位数が３単位以下の者
（４）１年次の単位未修得の必修講義科目を再履修し、すべて修得した者

	 ４　第３年次で次に示す条件をすべて満たした者でなければ、第４年次の課程を履修することはできない。
（１）３年次において、必修科目の実習、演習の単位をすべて修得した者
（２）３年次において、必修講義科目の未修得単位数が３単位以下の者
（３）２年次の単位未修得の必修講義科目を再履修し、すべて修得した者

	 ５　第４年次で次に示す条件をすべて満たした者でなければ、第５年次の課程を履修することはできない。
（１）４年次において、必修科目の単位をすべて修得した者
（２）３年次の単位未修得の必修講義科目を再履修し、すべて修得した者

	 ６　第５年次で次に示す条件を満たした者でなければ、第６年次の課程を履修することはできない。
（１）５年次において、必修科目の単位をすべて修得した者

	 	 （２）前号（１）に対して、成績評価について特別事情を認めた者

（進級基準）・・・・・４～６年次生適用
第12条　進級が認められる者は、本条各項に示す条件を満たした者でなければならない。
	 ２　第１年次で次に示す条件をすべて満たした者でなければ、第２年次の課程を履修することはできない。

（１）１年次において、必修科目の実習、演習の単位をすべて修得した者
（２）１年次において、必修講義科目の未修得単位数が３単位以下の者

	 ３　第２年次で次に示す条件をすべて満たした者でなければ、第３年次の課程を履修することはできない。
（１）２年次において、必修科目の実習、演習の単位をすべて修得した者
（２）２年次終了時までに、教養教育科目の選択科目合計８単位以上を修得した者
（３）２年次において、必修講義科目の未修得単位数が３単位以下の者
（４）１年次の単位未修得の必修講義科目を再履修し、すべて修得した者

	 ４　第３年次で次に示す条件をすべて満たした者でなければ、第４年次の課程を履修することはできない。
（１）３年次において、必修科目の実習、演習の単位をすべて修得した者
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（２）３年次において、必修講義科目の未修得単位数が２単位以下の者
（３）２年次の単位未修得の必修講義科目を再履修し、すべて修得した者

	 ５　第４年次で次に示す条件をすべて満たした者でなければ、第５年次の課程を履修することはできない。
（１）４年次において、必修科目の単位をすべて修得した者
（２）３年次の単位未修得の必修講義科目を再履修し、すべて修得した者

	 ６　第５年次で次に示す条件を満たした者でなければ、第６年次の課程を履修することはできない。
（１）５年次において、必修科目の単位をすべて修得した者
（２）前号（１）に対して、成績評価について特別事情を認めた者

（留年学生）
第13条　第 12条に抵触する学生を留年学生と称する。
	 ２　留年学生の既修得単位は、原則として認める。
	 ３　留年学生の未修得単位に係る授業科目については、原則として再履修し、当該授業科目の定期試

験を受験しなければならない。その成績は、第６条を適用する。
	 ４　留年学生については、審議の上、第２条第１項の規定にかかわらず翌年次科目の履修を認めるこ

とがある。

（試験日程）
第14条　各試験の日程は、教授会決定にしたがい、事前に教務課から発表する。
	 ただし、臨時試験はこの限りではない。

（追再試験受験料）
第15条　追試験の受験料は無料とする。再試験を受ける者は、所定の期日までに受験料を経理課に納入し

なければならない。受験料が未納の者は、これを受験することができない。
	 ２　再試験の受験料は、１科目につき 2,000 円とする。

（不正行為）
第16条　受験に際し不正行為があった場合は、定期試験、追再試験（臨時試験を含む）にかかわらず、当

該学期の既受験科目の成績はすべて不可とし、それ以降の当該学期のすべての試験を受験停止と
する。不正行為を行った者に対しては、学則に従い懲戒を行う。

（受験心得）
第17条　各試験を受験するときは、必ず机上に学生証又は仮学生証を提示しなければならない。

附則　
この規程は、平成 18年４月１日から施行する。
平成 21年４月	 １	日改正
平成 22年４月	 １	日改正
平成 22年６月 28	日改正
平成 23年４月	 １	日改正
平成 24年４月	 １	日改正
平成 26年４月	 １	日改正
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履修要項
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履　修　要　項

授業科目の履修に関して、学則及び履修規程に明示されていない細目はこの履修要項に定めるところによ
ります。
履修について理解できない事項がありましたら、クラス担任や教務課（学生支援センター）に相談してく
ださい。

授業について
Ⅰ．授業科目の区分
	 １．開設する科目は、次のとおり３つに大きく区分されています。
	 	 「基礎教育科目」、「教養教育科目」、「専門教育科目」

	 ２．授業科目は、次のように分類されています。
	 	 必修科目：必ず履修しなければならない科目
	 	 選択科目：各自で選択して履修できる科目

Ⅱ．授　業
	 １．授業を受ける心構え
	 	 大学での修学は、学生個人がそれぞれ勉学の目標を定め、単に授業に出席するだけではなく、予習、

復習等各自が自主的な勉学を行うことが大切です。授業については、積極的姿勢で受講してくだ
さい。

	 ２．授業時間（１時限 75分）
	 	 平常の授業は、授業時間割表に従って実施します。

１時限　	 9:00 ～ 10:15 ４時限　14:15 ～ 15:30

２時限　10:30 ～ 11:45 ５時限　15:45 ～ 17:00

３時限　12:00 ～ 13:15 ※ ６時限　17:15 ～ 18:30

３時限　12:45 ～ 14:00 ※
	 	 ※３時限の開始時間は学年により異なります。時間割表で確認をしてください。

　　３．休講・補講・時間割変更・講義室変更
	 	 すべての事項について掲示板（４号館１階ピロティ）に掲示で知らせます。登校したら掲示板を

必ず見るようにしてください。掲示板は学年ごとに区分されていますが、自分の学年と併せて「全
学年」の掲示板も必ず見るようにしてください。

	 	 （１）	休講
①急な休講以外は、１週間前に掲示をします。
②休講の掲示がなく担当者が来ない場合は、講義室内のインターホン又は電話で教務課
（学生支援センター）に確認してください。

	 	 （２）補講
①休講となった場合、その他補充講義が必要な場合に行います。
②実施日時、講義室などに注意してください。

	 	 （３）時間割変更・講義室変更
①時間割、講義室などの変更がある場合は、掲示します。
②各学期の全期間にわたって変更する場合の掲示期間は、原則２週間です。
　各自の授業時間割表を訂正してください。

※これらの内容は掲示板で知らせますが、１週間以内の変更についてはWeb掲示板でも同じ内容
を配信します。
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	 ４．出欠席
	 	 （１）授業に欠席、遅刻しないようにしてください。
	 	 （２）欠席が多い場合は単位認定ができません。
	 	 （３）ガイダンス等の学校行事に欠席しないようにしてください。
	 	 （４）欠席の届出については次のとおり対応してください。

①１週間未満の欠席
・授業担当者へなるべく事前に届け出てください。
・急用（急病）などやむを得ない突発的な欠席は、電話連絡をし、事後速やかに授業担
当者へ届け出てください。
（授業担当者から指示がある場合は、指示に従うこと。）
・その他、提出物があるときは、その関係部署まで必ず連絡してください。
②１週間以上の長期欠席
・クラス担任に申し出て、教務課（学生支援センター）で所定の欠席届用紙を受領して
ください。
・欠席届は必要事項を記入の上（医師の診断書など添付）、本人と保護者が署名捺印し
てクラス担任へ提出してください。
※医師の診断書を提出する場合は、必ず加療期間を明記してもらうようにしてくださ
い。

③その他
・大学で協議した結果、やむを得ないと認められた長期欠席については、クラス担任の
指示に従い届け出てください。

Ⅲ．履修登録
	 １．履修上の注意

（１）各自で履修計画を立てることが肝心です。
①授業科目の履修は、学則第11条に示された単位数を学則第8条に定められた単位年次配
当表に従い、履修しなければなりません。
②特に選択科目については、進級要件や卒業要件を充足するよう授業科目の内容をシラバ
ス（授業計画）で確認し、各自でよく考え履修計画を立ててください。

（２）一度履修登録した科目は変更できません。
（３）クラス指定された授業科目は、必ず指定された時間に履修しなければなりません。
（４）特定の授業科目（選択科目）の中には、履修人数を制限する場合があります。
	 	履修方法・履修登録の手続きに十分注意してください。
（５）同一時限に２科目を重複して履修することはできません。
（６）各学年次に配当された授業科目は、配当学年次で履修しなければなりません。
（７）各年次とも留年学生以外は上位学年次の配当科目を履修することはできません。
（８）履修指定をする授業科目は次のとおりです。履修指定された科目又はクラスで履修してく

ださい。
	 ①習熟度別（A・B・C）又は（A・B・C・D）クラスでの履修

　基礎教育科目：数学Ⅰ・数学Ⅱ・英語Ⅰ・英語Ⅱ・英語Ⅲ・英語Ⅳ
・年度当初に小テストを実施します。その結果により履修クラスを決定し、掲示で指示
します。
・前期試験の結果により、後期から履修クラスの変更もあります。
	 変更がある場合は、担当者から掲示で指示します。
専門教育科目：有機化学演習
・１回目の授業で試験を実施します。その結果により履修クラスを決定し、掲示で指示
します。

②履修歴別（A・B）クラスでの履修　　
　基礎教育科目：物理学
	 ・高等学校における履修の有無により履修クラスを決定し、掲示で指示します。
	 　Aクラス：履修した
	 　Bクラス：履修しなかった
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③教養教育科目の履修について
・１、２年次同時並列開講科目の履修は定員制のため、履修希望調査を行います。
・２年次終了時には、教養教育科目の選択科目合計８単位以上を修得しなければ３年次
へ進級することができません。
・履修科目の決定は、掲示で指示します。
④初期体験臨床実習（専門教育科目・選択科目）について
・１年次「初期体験臨床実習」は選考の上、受講者を決定します。
・詳細については掲示で指示します。
⑤IPW演習（専門教育科目・選択科目）について
・５年次「IPW演習」は選考の上、受講者を決定します。
・詳細については、掲示で指示します。
⑥海外薬学研修（専門教育科目・選択科目）について
・４～５年次「海外薬学研修」は選考の上、受講者を決定します。
・詳細については、掲示で指示します。
⑦専門教育科目（選択科目）の単位認定科目について（３～６年次生対象）
・４～５年次「健康食品」、４～６年次「実践薬学」は、本学エクステンションセン
ター主催の生涯研修プログラムに参加し、必要条件を満たせば単位認定を行います。
・５～６年次「Student	CASPワークショップ」は本学主催のStudent	CASPワーク
ショップに参加し、必要条件を満たせば単位認定を行います。
・３年次「語学検定」は本学入学後に受験したTOEICまたはカレッジTOEICの成績が、
必要条件を満たせば単位認定を行います。

	 	 （９）進級後の再履修科目について
	 	 	 単位未修得の必修講義科目は、再履修しなければなりません。
	 	 	 翌年次に必ず履修登録をしてください。

	 ２．履修登録の手続き方法
	 前期・後期に履修する授業科目を、各自で登録しなければなりません。授業科目の登録は、次の

要領に従って年度当初に指定された期間内に行ってください。
	 この登録を怠ると、その年度の授業及び試験を受けることができませんので、十分注意してくだ

さい。（P.23【通告】を参照）
	 	 （１）必修科目について

全員が必ず履修しなければならない科目であるため、自動的に登録されます。履修登録の
手続きは不要です。

【進級後の再履修科目について】
必修科目であっても必ず履修登録の手続きが必要です。

	 	 （２）選択科目について
履修計画により適宜選択して履修ができる科目であるため、単位を修得するためには、必
ず履修登録の手続きが必要です。

	 	 （３）履修登録科目の確認について
履修登録科目の確認期間中に、各自Webシステムを利用して確認すること。登録内容に誤
りがある場合は、この期間に申し出てください。確認期間後の訂正はできません。

	 	 （４）履修登録科目の取り消しについて
一度受講登録された科目であっても、授業内容が勉強したいものと違っていた、あるいは
履修科目数を減らしたい等の理由により、別に定める履修取り消し期間に、受講の取り消
し手続きを行うことができます。
将来の履修計画を立てたうえで、各自履修取り消し手続きを行ってください。履修取り消
し期間は、前期科目は前期に、後期科目は後期に設けます。詳細は掲示で知らせます。
ただし、取り消し手続きができるのは選択科目に限ります。履修取り消し期間内に手続き
を行わなかった場合、以降の申請は受け付けられません。
＊なお、「初期体験臨床実習」「インターンシップ」「IPW演習」「実用英語」「実用薬学
英語Ⅰ・Ⅱ」「実用医療英語Ⅰ・Ⅱ」「海外薬学研修」の履修取り消しはできません。
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	 	 （５）履修登録科目の受験について
履修登録された科目は定期試験を受けることができます。（科目によっては、定期試験を
行わないことがあります。）
ただし、定期試験の結果において不可となった科目については、指定された期間内に再試
験の受験又は放棄の手続きを行ってください。手続きを怠った場合や期間後の訂正はでき
ません。

「履修登録指定用紙（受講届）」の様式例及び注意事項について
①届用紙はコンピュータ専用のOCR用紙（光学文字読み取り装置専用用紙）ですので取り扱いには注意
してください。（汚れ、折り曲げ厳禁）
②標準書体で記入し、記入漏れがないよう、必ず確認してから提出してください。
③科目コード、科目名の記入については、「シラバス」で該当科目を見て記入してください（記入方法は、
様式例を参照してください）。
科目コードを誤ると受講できないことになります。

〈受講届の様式例〉

学籍番号６ケタを「標準書体」で
記入すること。

シラバスで「科目コード」を確認
して、 間違いのないよう記入す
ること。
特にクラス別コードがある場合
は、注意すること。
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「履修登録（受講届）」及び「受験届」未提出者に対する対応について

【　通　告　】
【１】「履修登録（受講届）」「受験届」の提出日は、行事予定表の中であらかじめ通

知している。また、手続方法等については掲示で知らせている。掲示内容は

変更されることがあるので、毎日登校時と下校時の２回必ず確認すること。

【２】提出期限（日時）を厳守すること。期限を過ぎても提出がない場合は手続き

を放棄したものと判断し、以後は一切受理しない。

	 なお、この場合の呼び出し又は個人的連絡は一切行わない。

【３】やむを得ない理由があって期日までに提出できない場合は、事前に必ず教務

課（学生支援センター）へ届けること（電話も可）。

【４】一旦受理された「履修登録（受講届）」、「受験届」の変更又は取り消しは認め

ない。

以上、履修登録に限らず、期日指定の提出物についても十分に注意すること。
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Ⅳ．他大学卒業など既修得単位の単位認定
他の大学又は短期大学を卒業あるいは退学し、本学に入学した学生の既修得単位の取扱いについて
は下記のとおりです（学則第 12条第３項）。

	 １．単位認定対象科目
	 	 対象となるのは１～３年次に配当されている基礎教育科目及び教養教育科目で、合計 15 単位を

超えない範囲で認定されることがあります。

	 ２．修業年限について
	 	 単位認定と関連して修業年限の短縮は行いません。

	 ３．申請時期
	 	 入学時の１年次４月とします。

	 ４．申請方法
	 	 以下のものを持って教務課（学生支援センター）に提出し、申し出てください。
	 	 （１）単位認定願（下記の様式例を参考に、各自で作成してください）
	 	 	 注）単位認定を希望する科目を全て記入する。（例：１、２、３年科目）
	 	 （２）成績証明書
	 	 （３）単位認定を申請する科目のシラバス（履修の手引）

	 	 	 ＊詳細については、個別に対応します。

	 〔様式例〕

平成 年 月 日

神戸薬科大学学長殿

１年１クラス 80番
神 薬 花 子
(学籍番号 140001)

単 位 認 定 願

大学に於いて修得いたしました下記の単位につきまして、

単位認定していただきたくよろしくお願いいたします。

記

既修得科目（単位数） 単位認定を申請する本学の科目（単位数）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

合格単位数 単位

以 上
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Ⅴ．授業科目配当表「認定科目」について
教育上有益と認められ、大学教育に相当する水準を有すると認められた学修について、本学におけ
る授業科目の履修とみなし、卒業要件の単位として取り扱われます。認定対象となる科目は次のとお
りです。

	 １．成績評価を行う科目
	 	 「語学検定」１単位（選択）３年次配当、専門教育科目

	 ２．成績評価を行わない科目
	 	 「Student	CASP	ワークショップ」1単位（選択）５～６年次配当
	 	 「健康食品」１単位（選択）４～５年次配当、専門教育科目
	 	 「実践薬学」１単位（選択）４～６年次配当、専門教育科目

試験について
Ⅰ．試験の種別

履修規程第５条のとおり試験は定期試験、追試験、再試験並びに臨時試験があります。試験につい
ては履修規程第７～ 10条を熟読し、周到な準備と厳正な態度で臨むことが肝要です。
各試験の日程表は、教務課（学生支援センター）で全員に配布します。
配布期間については掲示で発表します。ただし、発表後に日程変更があれば、掲示で知らせます。

	 １．定期試験（履修規程第７条）
	 	 前期（７月）と後期（１月）に、年２回実施します。なお、実施期間については、各学期行事予

定表で通知します。
＊平常点、授業中等に行う試験、小テスト、又は試験の代わりにレポート提出を求められる場合
もありますので、日頃から授業中での指示及び掲示に十分注意してください。科目によっては、
定期試験を行わないことがあります。シラバス（授業計画）に記載している成績評価方法を熟
知しておいてください。

	 ２．追試験（履修規程第８条）
	 	 追試験とは傷病（医師の診断書のあるもの）、２親等までの親族又は親権者の死亡（父母の場合

７日以内、祖父母・兄弟姉妹の場合３日以内、親権者の場合７日以内）、その他やむを得ない理
由で定期試験を受験できなかった者に対して行う試験です。

	 	 実施期間については、各学期行事予定表で通知します（追試験と再試験は同時に実施します）。
科目によっては、追試験を行わないことがあります。シラバス（授業計画）に記載している成績
評価方法を熟知しておいてください。

	 《追試験願の申請について》
＊教務課（学生支援センター）で追試験願を受領する。
＊所定の欄へ記入後、欠席の理由（医師の診断書等）を添えてクラス担任に提出する。
＊クラス担任に押印してもらった後、当該試験期間の最終日から５日以内に教務課（学生支援セ
ンター）へ提出する。
＊教授会において審議の上、受験許可された者は、追再試験受験届出日に公示されるので、確認
すること。
＊医師の診断書を提出する場合は、必ず加療期間を明記しておくこと。

	 ３．再試験（履修規程第９条）
	 	 定期試験において不合格となった者及び定期試験を欠席した者のうち追試験（履修規程第８条）

に該当しない者に対して行う試験です。実施期間については、各学期行事予定表で通知します。
科目によっては、再試験を行わないことがあります。シラバス（授業計画）に記載している成績
評価方法を熟知しておいてください。

	 ４．臨時試験（履修規程第 10条）
	 	 必要がある時は臨時試験を実施します。その時は担当者及び教務課（学生支援センター）から伝
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達及び掲示で知らせます。

Ⅱ．追再試験の受験と放棄手続
	 １．追試験の受験手続

（１）受験を許可された者は、定期試験結果発表（WEBシステム発表）の翌日、受験届カードを
受領し、ただちに教務課（学生支援センター）へ提出してください。

	 	 （２）手続の日程については、各学期行事予定表で通知します。

	 ２．再試験の受験と放棄手続
（１）定期試験結果発表（WEBシステム発表）の翌日、該当者のみ受験届カードを受領し、ただ

ちに教務課（学生支援センター）へ提出してください。
（２）受験を放棄する場合は、受験届カードで放棄の手続きをしてください。
（３）一旦提出した受験又は放棄の届け出の変更や取り消しは認められません。
（４）手続の日程については、各学期行事予定表で通知します。
（５）受験届提出後、所定の期日に経理課へ受験料（１科目 2,000 円）を納入してください。

＊受験届の提出については P.23【通告】のとおりですので、各自が責任をもって手続を怠らない
ようにしてください。

	
Ⅲ．受験の注意事項
	 １．試験の受験資格

（１）受験できる科目は、「履修規程」による定められた手続きを行った科目に限ります。
（２）「学生証」を提示しない者は受験できません。「学生証」を忘れた場合は、学生就職課（学

生支援センター）が発行した仮学生証を携帯して受験してください（履修規程第 17条）。
（３）定期試験は、授業料が未納の者は受験できません（履修規程第７条第２項）。
（４）再試験は、受験料が未納の者は受験できません（履修規程第 15条第１項）。

	 ２．受験に関する注意事項
（１）試験時間は、原則 60分である。
（２）指定された試験室で受験すること。
（３）座席は「座席表」にて指定している。監督者の指示に従い着席すること。
（４）「学生証」は、机上に提示すること。
	 試験開始後の「学生証」不携帯は、受験が無効となる場合があるので試験終了後、直ちに

教務課（学生支援センター）まで出頭すること。
（５）体調不良等で途中退席が予想される場合やハンカチ又はティッシュ等を使用する場合は、

できるだけ事前に教務課（学生支援センター）に申し出ておくこと。後は監督者の指示に
従うこと。

（６）医務室受験はできない。
（７）試験の欠席は、必ず事前に教務課（学生支援センター）へ連絡すること。
（８）試験開始 10分経過後は受験できない。
（９）試験終了時間まで退場は一切認めない。ただし、科目によっては試験開始 25分経過後から

試験終了時間 10 分前までに限り、退場を認める場合がある。（一旦退場した者は再入場で
きない）

（10）筆記用具（鉛筆、シャープペンシル、消しゴム、定規類）以外のものは、各自の足元に置くこと。
また、試験開始後は筆記用具の貸借はしてはならない。

（11）事前に「持ち込み許可」の掲示が出された科目のみ、許可された物を机上に置くことができる。
ただし、試験開始後は持ち込みを許可されたものの貸借はしてはならない。

（12）	英和訳、記憶装置等の特別な機能付きの計算機や時計等は持ち込むことができない。
（13）	携帯電話の電源は、必ず切っておくこと。

	 ３．試験問題等に関する注意事項
（１）配付される試験用紙は、１種１枚ずつしか取ってはいけない。
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（２）答案には直ちに、「学籍番号」「学年」「クラス」「出席番号」「氏名」を必ず記入すること。
未記入の場合及び記入間違いがあった場合は、科目によっては減点や無効となることがあ
る。十分注意し、必ず再確認をすること。

（３）試験科目によって問題形式が多様なため、試験開始前の監督者による注意事項を必ず確認
すること。

（４）答案の提出は監督者の指示に従い、所定の場所に提出すること。一度提出した答案は加筆
訂正できない。

（５）答案を試験室外に持ち出してはいけない。一度持ち出したものは当該科目の受験が無効と
なる。

（６）マークカード方式の試験科目があるため、全科目、HBの鉛筆とプラスチック消しゴムを持
参すること。

（７）マークカード方式の試験で、学籍番号のマーク記入間違い及び未記入は、氏名の未記入と
して取り扱う。科目によっては減点や無効となることがある。

	 十分注意し、必ず再確認をすること。
（８）試験問題における誤字、誤植に関する質問・確認は試験時間中に行うこと。
		 試験時間終了後の誤字、誤植に関する問合せには一切応じない。

	 ４．不正行為
（１）不正行為とは

①持ち込みを許可されていないものを持ち込んで使用すること。
②持ち込み許可の物や筆記用具を貸借すること。
③カンニングペーパーなどを用意すること。
④他人の答案をのぞき見て写しとったり、写させたりすること。
⑤試験内容について私語をすること。
⑥配付されたもの以外の机上や手などへの書き込みや、疑われるような行動をすること。
⑦以上に類する行為をすること。
※「答案を試験室外に持ち出しすること」、「監督者の指示に従わない行為をすること」
なども⑦に該当するとみなされますので、注意してください。

（２）不正行為に対する処置（履修規程第 16条）
①監督者が不正行為と判断したときは、直ちにその学生に試験の停止を命じる。
②不正行為をした場合は、試験の種別にかかわらず、当該学期の既受験科目の成績はすべ
て不可とし、それ以降の当該学期のすべての試験を受験停止とする。
③不正行為を行った者に対しては、学則に従い懲戒を行う。

成績について
Ⅰ．成績評価

定められた授業の講義、演習、実習、実技等に出席し、試験及びレポート等の提出により学習成果
を総合的に評価し単位の認定をします。

	 １．成績の表示（学則第 13条）
成績は秀、優、良、可、不可をもって表示し、「秀」、「優」、「良」、「可」を合格、「不可」を不
合格とします。
また、本学の成績はGPA（Grade	Point	Average）制度を導入し、成績評価を行っています。
所定の試験を受験しなかったり、授業に出席しなかったときなどは、評価の対象にならない場
合があります。

	 ２．GPA（Grade	Point	Average）制度
GPA制度とは、各授業科目の成績を５段階（秀、優、良、可、不可）で評価し、各成績評価
段階に 4.0 ～ 0.0 の評点（グレード・ポイント）を付与して、１単位あたりの評点平均値（グレー
ド・ポイント・アベレージ）を算出する制度です。
GPA制度は単位数という学修の「量」だけでなく、成績評価に基づく「質」を問うものです。
GPAにより、学期毎の学修の成果がより明確となり、自らの履修管理に責任を持ち、履修する
科目を自主的に、意欲的に学修することを目的としています。
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更に、各自の努力目標が具体的になることなどを狙いとしています。
GPA制度は、もともとアメリカの大学で採用されたシステムです。
５段階評価やGPA制度は、外国の多くの大学が採用しており、国際化に対応した成績評価方
法です。
GPA（グレード・ポイント・アベレージ）は学生の成績表及び保護者宛の成績通知書に記載します。

GPAの算出方法は次のとおりです。

区　分 評　価 成績評価基準
GPA

GP

合格

秀 100～90点 4.0

総履修登録単位
数を、分母とし
て計算します。

優 89～80点 3.0

良 79～70点 2.0

可 69～60点 1.0

不合格 不可 59～0点
0.0

評価不能 欠席等
試験未受験等により評価
できないもの

受験放棄 放棄
追再試験の受験届におい
て放棄の手続きをしたも
の

GPA計算対象外

単位認定 認定
転編入学や他大学等で修
得した科目を本学の単位
として認定したもの

（注１）追試験の評価は優（100 ～ 80 点）、良（79～ 70 点）、可（69～ 60 点）、不可（59～ 0点）
をもって表示する。

（注２）再試験の評価は可、不可をもって表示する。

【GPA算出方法】

GPA=

　4.0×秀の修得単位数+3.0×優の修得単位数+2.0×良の修得単位数+1.0×可の修得単位数
　	 	 	 総履修登録単位数（不可・欠席等の単位数を含む。）

（注１）「放棄」、「認定」の科目は、計算式に含みません。また、薬学共用試験など卒業所要単
位に算入しない科目は、GPAの算出の対象としません。

（注２）GPAは、追再試験終了後の最終評価を用いて算出します。
（注３）GPAは、小数点第３位を四捨五入し、小数点第２位までの数値で算出します。

Ⅱ．成績発表（「学生の手引」学生心得細則第 10条参照）
	 １．発表方法について

（１）試験ごとにWebシステムにより発表します。発表日については行事予定表及び掲示で知ら
せます。

（２）各期の追再試験成績発表後、保護者宛に「成績通知書」を送付します。

	 ２．成績結果の問い合わせについて
成績発表日から、10日以内まで授業科目担当者に成績を問い合わせることが可能です。ただし、
担当者が非常勤講師の場合は、問い合わせはできません。
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留年学生について
履修規程第 12条に規定する学年ごとの進級要件を充足しなかった場合は留年となります。
Ⅰ．科目の履修
	 　留年学生の履修は、履修規程第 13条の規定を適用します。
	 １．留年した学年次における未修得科目の履修について

（１）未修得科目が必修科目の場合は、必ずその科目を再履修しなければなりません。すなわち、
その科目の授業に再び出席し、定期試験から受験しなければなりません。

（２）未修得科目が選択科目の場合は、必ずしもその科目を再履修する必要はありません。ただし、
進級要件又は卒業要件単位数不足の場合は、再履修するか、新たな選択科目を履修しなけ
ればなりません。

	
	 ２．留年した学年次における翌年次科目の履修について

（１）履修許可条件及び単位認定について
①下記５項目に基づき、審議の上、履修を認めることがあります。
・履修にあたっては、上記１で再履修又は新規履修科目が決定した後、時間割上で重複
しない科目に限る。
・当該クラスで受講できる科目であること。
・履修を希望する科目担当者の許可が得られた科目であること。
・許可科目数は年間５科目を上限とする。
・実習（実務実習事前教育を含む）、演習、卒業研究、総合薬学講座は除く。
②単位は、単位修得時に認定します。ただし、翌年次への進級要件には単位加算はしません。
③単位修得科目は、再履修も可能です。再履修の結果によっては、成績評価の高い方を最
終成績とします。
④単位を修得できなかった場合は、その学年次進級後に改めて履修しなければなりません。

（２）科目履修願の手続について
①留年学生の履修ガイダンスにおいて、翌年次科目の履修について説明します。
②「科目履修願」を所定の期日までに、教務課（学生支援センター）へ提出しなければな
りません。
③審議の上、履修許可された科目については、履修登録（受講届）を所定の期日までに教
務課（学生支援センター）へ提出しなければなりません。

Ⅱ．履修登録
	 １．必修科目について

未修得科目はすべて履修登録の手続きをしなければなりません。

	 ２．選択科目について　
単位を修得するためには、必ず履修登録の手続きが必要です。

	 ３．上位学年の科目について
履修許可された科目についてのみ、履修登録することができます。

	 ４．履修登録科目の確認について
（１）履修登録科目の確認期間を設けるので、Webで登録確認を行ってください。
（２）登録内容に誤りがある場合は、この期間に申し出てください。
（３）確認期間後の訂正はできません。

	 ５．履修登録科目の受験について
（１）履修登録された科目は定期試験を受けることができます。
（２）定期試験で、不可となった科目については、所定の期間内に再試験の受験又は放棄の手続

きを行ってください。
（３）手続きを怠った場合や期間後の訂正はできません。
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	 薬学共用試験について（履修規程第11条）

薬学共用試験とは、長期実務実習（5年次通年「病院実習（11 週間）」、「薬局実習（11 週間）」を履修
するために必要な知識、技能及び態度が備わっているかを評価する試験です。この試験に合格しなければ、
長期実務実習（病院実習・薬局実習）に行くことができません。
また、薬学共用試験には、CBT（Computer	Based	Testing）とOSCE（Objective	Structured	Clinical	
Examination）という 2種類の試験があります。
「CBT」とはコンピュータを使用して知識を評価します。具体的にはコンピュータによりランダムに出題
される問題を解答します。全員が同じ問題を解くわけではありません。
「OSCE」とは技能、態度を評価する客観的臨床能力試験です。本学の薬学臨床教育センターにおいて、
模擬薬局、調剤室、演習室、講義室等を利用し、「患者応対、薬剤の調製（１）、薬剤の調製（２）、調剤鑑査、
無菌操作の実践、情報の提供」の６つのステーションを順次巡回する形式で臨床能力を評価する試験を行
う予定です。各ステーションで１人１人の学生に対して「試験」が行われます。

	 （薬学共用試験の実施時期）
　薬学共用試験（CBT、OSCE）は、４年次後期に行います。
　　試験の実施時期は、次のとおり予定しています。

・薬学共用試験（CBT）	 ：本試験（１月）、追再試験（２月）
・薬学共用試験（OSCE）	：本試験（12月）、追再試験（２月）

	 （4 年次関連科目の単位認定について）
・４年次通年「実務実習事前教育」は、薬学共用試験（OSCE）の合格が単位認定のための必要要件
です。
・４年次後期「基礎薬学演習」は、薬学共用試験（CBT）の合格が単位認定のための必要要件です。

	 （薬学共用試験に不合格となった場合）
薬学共用試験は、「CBT」と「OSCE」の２種類の試験に合格しなければ、５年次へ進級できません。そ
の場合、どちらか一方の合格は無効となり、翌年次に薬学共用試験を再受験しなければなりません。
また、不合格となった「実務実習事前教育」と「基礎薬学演習」の再履修が必要となります。



薬学教育モデル・
コアカリキュラム関連図
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授業科目及び
単位年次配当表

1年次生適用
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1年次生適用（2014年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

数　学Ⅰ　 1 1 F6

数　学Ⅱ　 1 1 F6

統計学Ⅰ 1 1 F6

統計学Ⅱ 1 1 F6

物理学 1 1 F3

基礎化学 1 1 F4,C1-1

生命科学入門 1 1 Ｆ5,C8-2

情報リテラシー 1 1 演習科目 Ｆ7

教養リテラシー 1 1 演習科目 Ｆ8

薬学英語入門Ⅰ 1 1 Ｆ2

薬学英語入門Ⅱ 1 1 Ｆ2

11 6 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

英語Ⅰ 1 1 F1

英語Ⅱ　 1 1 F1

英語Ⅲ 1 1 F1

英語Ⅳ　 1 1 F1

英語Ⅴ 1 1 F1

英語Ⅵ 1 1 F1

総合文化演習 2 演習科目 F1

8 2 2 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

ドイツ語Ⅰ 1 1 F1

ドイツ語Ⅱ 1 1 F1

中国語Ⅰ 1 1 F1

中国語Ⅱ 1 1 F1

韓国語Ⅰ 1 1 F1

韓国語Ⅱ 1 1 F1

実用英語 1 1 F1

数学の情緒Ａ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

数学の情緒Ｂ 1 1 F1

線形代数 1 1 1 1～2年共通科目 F1

グラフ理論 1 1 F1

アメリカ文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

アジア文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

日本文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

異文化理解 1 1 F1

言語と文化 1 1 1 1～2年共通科目 F1

英語の歴史 1 1 1 1～2年共通科目 F1

現代の音楽 1 1 F1

医療と人間 1 1 F1

コミュニケーション論 1 1 F1

社会心理学 1 1 1 1～2年共通科目 F1

現代社会論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

消費者行動論 1 1 F1

薬局経営論 1 1 F1

生活情報論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

医薬品企業論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

　　　　　　小　　　計　　 26 14 11 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教
養
教
育
科
目

選
　
択

必
　
修

2

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

4年 5年 6年1年 2年 3年

基
礎
教
育
科
目

必
　
修

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

授業科目及び単位年次配当表

（薬学教育モデル・コアカリキュラム対応表）

授業科目名 単位

開講年次および単位数

備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄
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1年次生適用（2014年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

4年 5年 6年1年 2年 3年授業科目名 単位

開講年次および単位数

備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄

社会薬学Ⅰ 1 1 C17-1,C18-1,3,B1

社会薬学Ⅱ 1 1 A1,A2,C18-1

生命倫理学 1 1 A1,A2

医療倫理学 1 1 A1

臨床心理学 1 1 A3

薬学入門 1 1 B1

物理化学Ⅰ 1 1 C1-4

物理化学Ⅱ 1 1 C1-2

物理化学Ⅲ 1 1 C1-3

物理化学Ⅳ 1 1 C1-3,C3-2

放射化学 1 1 C1-1,C2-3,C12-1,2

分析化学Ⅰ 1 1 C2-1

分析化学Ⅱ 1 1 C2-2,C3-1

分析化学Ⅲ 1 1 C2-2,3,C3-1

無機・錯体化学 1 1 C4-1

有機化学Ⅰ 1 1 C4-1,2

有機化学Ⅱ 1 1 C4-2,3

有機化学Ⅲ 1 1 C4-3

有機化学Ⅳ 1 1 C4-3,C5-1,2

構造解析学 1 1 C3-1,C4-4

生物有機化学 1 1 C6-1

医薬品化学 1 1 C6-2

精密有機合成化学 1 1 C5-2

有機化学演習 1 1 C4-1～3,C5-2

薬用資源学 1 1 C7-1

生薬学 1 1 C7-1,2

生薬化学 1 1 C7-1,2

漢方医学 1 1 C7-3

機能形態生理学 1 1 C8-1～3

生化学Ⅰ 1 1 C9-1

生化学Ⅱ 1 1 C9-3,5

生化学Ⅲ　 1 1 C9-4

分子生物学Ⅰ 1 1 C9-2

分子生物学Ⅱ　 1 1 C9-6,C17-3

微生物学Ⅰ 1 1 C8-4

微生物学Ⅱ 1 1 C10-3

免疫学 1 1 C10-1,2

衛生薬学Ⅰ 1 1 C11-1

衛生薬学Ⅱ　 1 1 C11-2,3

衛生薬学Ⅲ 1 1 C12-1

環境衛生学 1 1 C12-1,2

薬理学Ⅰ 1 1 C13-1,2

薬理学Ⅱ　 1 1 C13-2,3

薬理学Ⅲ 1 1 C13-2,3

医薬品毒性学 1 1 Ｃ13-1

薬物動態学Ⅰ 1 1 C13-4

薬物動態学Ⅱ 1 1 C13-5

臨床薬物動態学 1 1 C13-5,C15-3

臨床検査学Ⅰ 1 1 C2-3,C14-1

臨床検査学Ⅱ 1 1 C14-1

内分泌学　　 1 1 C9-5,C13-3,C14-3

専
門
教
育
科
目

（
講
義

）

必
　
修

38



1年次生適用（2014年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

4年 5年 6年1年 2年 3年授業科目名 単位

開講年次および単位数

備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄

感染制御学 1 1 C10-3,C14-5

薬物治療学Ⅰ  1 1 C14-1

薬物治療学Ⅱ　 1 1 C14-2,4,5

薬物治療学Ⅲ　 1 1 C14-1～4

薬物治療学Ⅳ 1 1 C14-2,4,5

薬物治療学Ⅴ 1 1 C14-1～4

医薬品情報学 1 1 C15-1～3

安全管理医療 1 1 D1

調剤学Ⅰ 1 1 D1

調剤学Ⅱ 1 1 A3,D1

創薬物理薬剤学 1 1 C16-1

薬剤設計学Ⅰ 1 1 C16-2

薬剤設計学Ⅱ 1 1 C16-3,C17-1

医薬品開発Ⅰ 1 1 C17-1,4

医薬品開発Ⅱ 1 1 C17-2

先端医療論 1 1 C17-3

医療統計学Ⅰ 1 1 C11-2,C17-5

薬事関係法規・薬事制度 1 1 C18-1

社会保障制度と薬剤経済 1 1 C18-2

ＯＴＣヘルスケア論 1 1 Ａ2,A3,C18-3

計　　 71 4 8 8 12 12 12 14 0 0 0 1 0

実用薬学英語Ⅰ 1 1 G1

実用医療英語Ⅰ 1 1 G1

実用薬学英語Ⅱ 1 1 G1

実用医療英語Ⅱ 1 1 G1

放射線管理学 1 1 C1-1,C2-3,C12-1

創薬化学 1 1 C17-2

臨床栄養学 1 1 C11-1,C15-3

香粧品学 1 1

テーラーメイド医療 1 1 C15-3

補完代替医療 1 1 A3,C18-3

医薬品臨床開発各論 1 1 C17-1

医療統計学Ⅱ 1 1 C17-5

計　　 小　　　計 12 0 0 0 0 1 1 3 2 0 0 5 0

早期体験学習 2 B2

基礎化学実習 1 1 F4,C2-1

物理化学系実習 1 1 C1-1～4,C3-1,2

分析化学系実習 1 1 F4,C2-2

有機化学系Ⅰ実習　 1 1 C2-2,C4-3,C5-1,2

有機化学系Ⅱ実習 1 1 C4-3,C5-1,2

有機化学系Ⅲ実習 1 1 C4-4

生薬化学実習 1 1 C7-1,2,3

生物学系Ⅰ実習　 1 1 C9-1,3,6

生物学系Ⅱ実習 1 1 C8-4

衛生薬学系実習  1 1 C11-1～3,C12-1,2

薬理学実習 1 1 C13-1,2

臨床検査実習 1 1 C14-1

薬剤学・製剤学実習 1 1 C13-4,5,C16-1,2

実務実習事前教育 4 D1

病院実習 10 D2

薬局実習 10 D2

2

4

10

10

専
門
教
育
科
目

（
講
義

）

必
　
修

選
　
択

専
門
教
育
科
目

（
実
習
等

）

必
　
修
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1年次生適用（2014年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

4年 5年 6年1年 2年 3年授業科目名 単位

開講年次および単位数

備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄

基礎薬学演習 3 3

処方解析学 1 1 E2

処方解析演習 4 4 E2

総合薬学講座 10 10

卒業研究Ⅰ 6 6 E1

卒業研究Ⅱ 12 E1

卒業研究ⅢA 8 8 E1

卒業研究ⅢB 3 3 E1

薬学演習 5 5

計　　 91 0 4 2 2 3 4 0 13 0 32 21 10

初期体験臨床実習 1 神戸大学連携科目

海外薬学研修 1 1 1 4～5年共通科目 G2

インターンシップ 1 4～5年共通科目 G7

ＩＰＷ演習 1 1 神戸大学連携科目

高度専門医療演習 1 1 E2

語学検定 1 認定科目

健康食品 1 認定科目

実践薬学 1 認定科目

Student CASP ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 1 認定科目

　　　小　　　計　　 9 0 1 0 0 0 1 1 4 1 6 1 3

1

1 1

卒　　業　　要　　件

選択必修科目

卒業研究ⅢA　　or
卒業研究ⅢB+薬学演習

選
　
択

1

1 1

1 1 1 1

1

専
門
教
育
科
目

（
実
習
等

）

必
　
修

12

1

1 1

必修科目 選択科目 計
基礎教育科目 11 0 11

教養教育科目 8 8 16

専門教育科目 154 5 159
計 173 13 186
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授業科目及び
単位年次配当表

2年次生適用

41





2年次生適用（2013年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

数　学Ⅰ　 1 1 F6

数　学Ⅱ　 1 1 F6

統計学Ⅰ 1 1 F6

統計学Ⅱ 1 1 F6

物理学 1 1 F3

基礎化学 1 1 F4,C1-1

生命科学入門 1 1 Ｆ5,C8-2

情報リテラシー 1 1 演習科目 Ｆ7

教養リテラシー 1 1 演習科目 Ｆ8

薬学英語入門Ⅰ 1 1 Ｆ2

薬学英語入門Ⅱ 1 1 Ｆ2

11 6 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

英語Ⅰ 1 1 F1

英語Ⅱ　 1 1 F1

英語Ⅲ 1 1 F1

英語Ⅳ　 1 1 F1

英語Ⅴ 1 1 F1

英語Ⅵ 1 1 F1

総合文化演習 2 演習科目 F1

8 2 2 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

ドイツ語Ⅰ 1 1 F1

ドイツ語Ⅱ 1 1 F1

中国語Ⅰ 1 1 F1

中国語Ⅱ 1 1 F1

韓国語Ⅰ 1 1 F1

韓国語Ⅱ 1 1 F1

実用英語 1 1 F1

数学の情緒Ａ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

数学の情緒Ｂ 1 1 F1

線形代数 1 1 1 1～2年共通科目 F1

グラフ理論 1 1 F1

アメリカ文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

アジア文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

日本文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

異文化理解 1 1 F1

言語と文化 1 1 1 1～2年共通科目 F1

英語の歴史 1 1 1 1～2年共通科目 F1

現代の音楽 1 1 F1

医療と人間 1 1 F1

ヒューマンケア論入門 1 1 F1

コミュニケーション論 1 1 F1

社会心理学 1 1 1 1～2年共通科目 F1

現代社会論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

現代広告論 1 1 F1

消費者行動論 1 1 F1

薬局経営論 1 1 F1

生活情報論 1 1 F1

医薬品企業論 1 1 F1

28 14 11 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2

授業科目及び単位年次配当表

（薬学教育モデル・コアカリキュラム対応表）

授業科目名 単位

開講年次および単位数

5年

基
礎
教
育
科
目

必
　
修

備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄1年 2年 3年 6年4年

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

必
　
修

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

教
養
教
育
科
目

選
　
択
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2年次生適用（2013年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目名 単位

開講年次および単位数

5年 備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄1年 2年 3年 6年4年

社会薬学Ⅰ 1 1 C17-1,C18-1,3,B1

社会薬学Ⅱ 1 1 A1,A2,C18-1

生命倫理学 1 1 A1,A2

医療倫理学 1 1 A1

臨床心理学 1 1 A3

薬学入門 1 1 B1

物理化学Ⅰ 1 1 C1-4

物理化学Ⅱ 1 1 C1-2

物理化学Ⅲ 1 1 C1-3

物理化学Ⅳ 1 1 C1-3,C3-2

放射化学 1 1 C1-1,C2-3,C12-1,2

分析化学Ⅰ 1 1 C2-1

分析化学Ⅱ 1 1 C2-2,C3-1

分析化学Ⅲ 1 1 C2-2,3,C3-1

無機・錯体化学 1 1 C4-1

有機化学Ⅰ 1 1 C4-1,2

有機化学Ⅱ 1 1 C4-2,3

有機化学Ⅲ 1 1 C4-3

有機化学Ⅳ 1 1 C4-3,C5-1,2

構造解析学 1 1 C3-1,C4-4

生物有機化学 1 1 C6-1

医薬品化学 1 1 C6-2

精密有機合成化学 1 1 C5-2

有機化学演習 1 1 C4-1～3,C5-2

薬用資源学 1 1 C7-1

生薬学 1 1 C7-1,2

生薬化学 1 1 C7-1,2

漢方医学 1 1 C7-3

機能形態生理学 1 1 C8-1～3

生化学Ⅰ 1 1 C9-1

生化学Ⅱ 1 1 C9-3,5

生化学Ⅲ　 1 1 C9-4

分子生物学Ⅰ 1 1 C9-2

分子生物学Ⅱ　 1 1 C9-6,C17-3

微生物学Ⅰ 1 1 C8-4

微生物学Ⅱ 1 1 C10-3

免疫学 1 1 C10-1,2

衛生薬学Ⅰ 1 1 C11-1

衛生薬学Ⅱ　 1 1 C11-2,3

衛生薬学Ⅲ 1 1 C12-1

環境衛生学 1 1 C12-1,2

薬理学Ⅰ 1 1 C13-1,2

薬理学Ⅱ　 1 1 C13-2,3

薬理学Ⅲ 1 1 C13-2,3

医薬品毒性学 1 1 Ｃ13-1

薬物動態学Ⅰ 1 1 C13-4

薬物動態学Ⅱ 1 1 C13-5

臨床薬物動態学 1 1 C13-5,C15-3

臨床検査学Ⅰ 1 1 C2-3,C14-1

臨床検査学Ⅱ 1 1 C14-1

内分泌学　　 1 1 C9-5,C13-3,C14-3

専
門
教
育
科
目

（
講
義

）

必
　
修
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2年次生適用（2013年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目名 単位

開講年次および単位数

5年 備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄1年 2年 3年 6年4年

感染制御学 1 1 C10-3,C14-5

薬物治療学Ⅰ  1 1 C14-1

薬物治療学Ⅱ　 1 1 C14-2,4,5

薬物治療学Ⅲ　 1 1 C14-1～4

薬物治療学Ⅳ 1 1 C14-2,4,5

薬物治療学Ⅴ 1 1 C14-1～4

医薬品情報学 1 1 C15-1～3

安全管理医療 1 1 D1

調剤学Ⅰ 1 1 D1

調剤学Ⅱ 1 1 A3,D1

創薬物理薬剤学 1 1 C16-1

薬剤設計学Ⅰ 1 1 C16-2

薬剤設計学Ⅱ 1 1 C16-3,C17-1

医薬品開発Ⅰ 1 1 C17-1,4

医薬品開発Ⅱ 1 1 C17-2

先端医療論 1 1 C17-3

医療統計学Ⅰ 1 1 C11-2,C17-5

薬事関係法規・薬事制度 1 1 C18-1

社会保障制度と薬剤経済 1 1 C18-2

ＯＴＣヘルスケア論 1 1 Ａ2,A3,C18-3

71 4 8 8 12 12 12 14 0 0 0 1 0

実用薬学英語Ⅰ 1 1 G1

実用医療英語Ⅰ 1 1 G1

実用薬学英語Ⅱ 1 1 G1

実用医療英語Ⅱ 1 1 G1

放射線管理学 1 1 C1-1,C2-3,C12-1

創薬化学 1 1 C17-2

臨床栄養学 1 1 C11-1,C15-3

香粧品学 1 1

テーラーメイド医療 1 1 C15-3

補完代替医療 1 1 A3,C18-3

医薬品臨床開発各論 1 1 C17-1

医療統計学Ⅱ 1 1 C17-5

12 0 0 0 0 1 1 3 2 0 0 5 0

早期体験学習 2 B2

基礎化学実習 1 1 F4,C2-1

物理化学系実習 1 1 C1-1～4,C3-1,2

分析化学系実習 1 1 F4,C2-2

有機化学系Ⅰ実習　 1 1 C2-2,C4-3,C5-1,2

有機化学系Ⅱ実習 1 1 C4-3,C5-1,2

有機化学系Ⅲ実習 1 1 C4-4

生薬化学実習 1 1 C7-1,2,3

生物学系Ⅰ実習　 1 1 C9-1,3,6

生物学系Ⅱ実習 1 1 C8-4

衛生薬学系実習  1 1 C11-1～3,C12-1,2

薬理学実習 1 1 C13-1,2

臨床検査実習 1 1 C14-1

薬剤学・製剤学実習 1 1 C13-4,5,C16-1,2

実務実習事前教育 4 D1

病院実習 10 D2

薬局実習 10 D2

基礎薬学演習 3 3

必
　
修

選
　
択

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

必
　
修

2

4

10

10

専
門
教
育
科
目

（
講
義

）
　　　　　　　　　　　小　　　計　　

専
門
教
育
科
目

（
実
習
等

）
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2年次生適用（2013年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目名 単位

開講年次および単位数

5年 備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄1年 2年 3年 6年4年

処方解析学 1 1 E2

処方解析演習 4 4 E2

総合薬学講座 10 10

卒業研究Ⅰ 6 6 E1

卒業研究Ⅱ 12 E1

卒業研究ⅢA 8 8 E1

卒業研究ⅢB 3 3 E1

薬学演習 5 5

　　 小　　　計　 91 0 4 2 2 3 4 0 13 0 32 21 10

初期体験臨床実習 1 神戸大学連携科目

海外薬学研修 1 1 1 4～5年共通科目 G2

インターンシップ 1 4～5年共通科目 G7

ＩＰＷ演習 1 1 神戸大学連携科目

高度専門医療演習 1 1 E2

語学検定 1 認定科目

健康食品 1 認定科目

実践薬学 1 認定科目

Student CASP ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 1 認定科目

9 0 1 0 0 0 1 1 4 1 6 1 3

1

1

1

卒　　業　　要　　件

1

1

1

1 1

1

1

1 1

選択必修科目

卒業研究ⅢA　　or
卒業研究ⅢB+薬学演習

1 1

12

選
　
択

　　　　　　　　　　　　小　　　計　　

専
門
教
育
科
目

（
実
習
等

）

必
　
修

必修科目 選択科目 計

基礎教育科目 11 0 11

教養教育科目 8 8 16

専門教育科目 154 5 159

計 173 13 186
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授業科目及び
単位年次配当表

3年次生適用
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3年次生適用（2012年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

数　学Ⅰ　 1 1 F6

数　学Ⅱ　 1 1 F6

統計学Ⅰ 1 1 F6

統計学Ⅱ 1 1 F6

物理学 1 1 F3

基礎化学 1 1 F4,C1-1

生命科学入門 1 1 Ｆ5,C8-2

情報リテラシー 1 1 演習科目 Ｆ7

教養リテラシー 1 1 演習科目 Ｆ8

薬学英語入門Ⅰ 1 1 Ｆ2

薬学英語入門Ⅱ 1 1 Ｆ2

11 6 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

英語Ⅰ 1 1 F1

英語Ⅱ　 1 1 F1

英語Ⅲ 1 1 F1

英語Ⅳ　 1 1 F1

英語Ⅴ 1 1 F1

英語Ⅵ 1 1 F1

総合文化演習 2 演習科目 F1

8 2 2 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

ドイツ語Ⅰ 1 1 F1

ドイツ語Ⅱ 1 1 F1

中国語Ⅰ 1 1 F1

中国語Ⅱ 1 1 F1

韓国語Ⅰ 1 1 F1

韓国語Ⅱ 1 1 F1

実用英語 1 1 F1

数学の情緒Ａ 1 1 F1

線形代数 1 1 F1

アメリカ文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

アジア文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

日本文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

異文化理解 1 1 F1

言語と文化 1 1 1 1～2年共通科目 F1

英語の歴史 1 1 1 1～2年共通科目 F1

現代の音楽 1 1 F1

医療と人間 1 1 F1

ヒューマンケア論入門 1 1 1 1～2年共通科目 F1

コミュニケーション論 1 1 F1

社会心理学 1 1 1 1～2年共通科目 F1

現代社会論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

現代広告論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

消費者行動論 1 1 F1

薬局経営論 1 1 F1

24 12 9 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2

（薬学教育モデル・コアカリキュラム対応表）

授業科目名 備　　　　考

基
礎
教
育
科
目

4年

必
　
修

1年 2年 3年

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

5年 6年

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

授業科目及び単位年次配当表

ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

必
　
修

選
　
択

教
養
教
育
科
目

単位

開講年次および単位数
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3年次生適用（2012年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目名 備　　　　考4年1年 2年 3年 5年 6年 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄単位

開講年次および単位数

社会薬学Ⅰ 1 1 C17-1,C18-1,3,B1

社会薬学Ⅱ 1 1 A1,A2,C18-1

生命倫理学 1 1 A1,A2

医療倫理学 1 1 A1

臨床心理学 1 1 A3

薬学入門 1 1 B1

物理化学Ⅰ 1 1 C1-4

物理化学Ⅱ 1 1 C1-2

物理化学Ⅲ 1 1 C1-3

物理化学Ⅳ 1 1 C1-3,C3-2

放射化学 1 1 C1-1,C2-3,C12-1,2

分析化学Ⅰ 1 1 C2-1

分析化学Ⅱ 1 1 C2-2,C3-1

分析化学Ⅲ 1 1 C2-2,3,C3-1

無機・錯体化学 1 1 C4-1

有機化学Ⅰ 1 1 C4-1,2

有機化学Ⅱ 1 1 C4-2,3

有機化学Ⅲ 1 1 C4-3

有機化学Ⅳ 1 1 C4-3,C5-1,2

構造解析学 1 1 C3-1,C4-4

生物有機化学 1 1 C6-1

医薬品化学 1 1 C6-2

精密有機合成化学 1 1 C5-2

有機化学演習 1 1 C4-1～3,C5-2

薬用資源学 1 1 C7-1

生薬学 1 1 C7-1,2

生薬化学 1 1 C7-1,2

漢方医学 1 1 C7-3

機能形態生理学 1 1 C8-1～3

生化学Ⅰ 1 1 C9-1

生化学Ⅱ 1 1 C9-3,5

生化学Ⅲ　 1 1 C9-4

分子生物学Ⅰ 1 1 C9-2

分子生物学Ⅱ　 1 1 C9-6,C17-3

微生物学Ⅰ 1 1 C8-4

微生物学Ⅱ 1 1 C10-3

免疫学 1 1 C10-1,2

衛生薬学Ⅰ 1 1 C11-1

衛生薬学Ⅱ　 1 1 C11-2,3

衛生薬学Ⅲ 1 1 C12-1

環境衛生学 1 1 C12-1,2

薬理学Ⅰ 1 1 C13-1,2

薬理学Ⅱ　 1 1 C13-2,3

薬理学Ⅲ 1 1 C13-2,3

医薬品毒性学 1 1 Ｃ13-1

薬物動態学Ⅰ 1 1 C13-4

薬物動態学Ⅱ 1 1 C13-5

臨床薬物動態学 1 1 C13-5,C15-3

臨床検査学Ⅰ 1 1 C2-3,C14-1

臨床検査学Ⅱ 1 1 C14-1

内分泌学　　 1 1 C9-5,C13-3,C14-3

専
門
教
育
科
目

（
講
義

）

必
　
修
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3年次生適用（2012年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目名 備　　　　考4年1年 2年 3年 5年 6年 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄単位

開講年次および単位数

感染制御学 1 1 C10-3,C14-5

薬物治療学Ⅰ  1 1 C14-1

薬物治療学Ⅱ　 1 1 C14-2,4,5

薬物治療学Ⅲ　 1 1 C14-1～4

薬物治療学Ⅳ 1 1 C14-2,4,5

薬物治療学Ⅴ 1 1 C14-1～4

医薬品情報学 1 1 C15-1～3

安全管理医療 1 1 D1

調剤学Ⅰ 1 1 D1

調剤学Ⅱ 1 1 A3,D1

創薬物理薬剤学 1 1 C16-1

薬剤設計学Ⅰ 1 1 C16-2

薬剤設計学Ⅱ 1 1 C16-3,C17-1

医薬品開発Ⅰ 1 1 C17-1,4

医薬品開発Ⅱ 1 1 C17-2

先端医療論 1 1 C17-3

医療統計学Ⅰ 1 1 C11-2,C17-5

薬事関係法規・薬事制度 1 1 C18-1

社会保障制度と薬剤経済 1 1 C18-2

ＯＴＣヘルスケア論 1 1 Ａ2,A3,C18-3

71 5 7 8 12 12 12 14 0 0 0 1 0

実用薬学英語Ⅰ 1 1 G1

実用医療英語Ⅰ 1 1 G1

実用薬学英語Ⅱ 1 1 G1

実用医療英語Ⅱ 1 1 G1

放射線管理学 1 1 C1-1,C2-3,C12-1

創薬化学 1 1 C17-2

臨床栄養学 1 1 C11-1,C15-3

香粧品学 1 1

テーラーメイド医療 1 1 C15-3

補完代替医療 1 1 A3,C18-3

医薬品臨床開発各論 1 1 C17-1

医療統計学Ⅱ 1 1 C17-5

12 0 0 0 0 1 1 3 2 0 0 5 0

早期体験学習 2 B2

基礎化学実習 1 1 F4,C2-1

物理化学系実習 1 1 C1-1～4,C3-1,2

分析化学系実習 1 1 F4,C2-2

有機化学系Ⅰ実習　 1 1 C2-2,C4-3,C5-1,2

有機化学系Ⅱ実習 1 1 C4-3,C5-1,2

有機化学系Ⅲ実習 1 1 C4-4

生薬化学実習 1 1 C7-1,2,3

生物学系Ⅰ実習　 1 1 C9-1,3,6

生物学系Ⅱ実習 1 1 C8-4

衛生薬学系実習  1 1 C11-1～3,C12-1,2

薬理学実習 1 1 C13-1,2

臨床検査実習 1 1 C14-1

薬剤学・製剤学実習 1 1 C13-4,5,C16-1,2

実務実習事前教育 4 D1

病院実習 10 D2

薬局実習 10 D2

必
　
修

専
門
教
育
科
目

（
講
義

）

必
　
修

専
門
教
育
科
目

（
実
習
等

）

選
　
択

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

2

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

4

10

10
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3年次生適用（2012年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目名 備　　　　考4年1年 2年 3年 5年 6年 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄単位

開講年次および単位数

基礎薬学演習 3 3

処方解析学 1 1 E2

処方解析演習 4 4 E2

総合薬学講座 10 10

卒業研究Ⅰ 6 6 E1

卒業研究Ⅱ 12 E1

卒業研究ⅢA 8 8 E1

卒業研究ⅢB 3 3 E1

薬学演習 5 5

91 0 4 2 2 3 4 0 13 0 32 21 10

初期体験臨床実習 1 神戸大学連携科目

海外薬学研修 1 1 1 4～5年共通科目 G2

インターンシップ 1 4～5年共通科目 G7

ＩＰＷ演習 1 1 神戸大学連携科目

高度専門医療演習 1 1 E2

語学検定 1 認定科目

健康食品 1 認定科目

実践薬学 1 認定科目

Student CASP ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 1 認定科目

9 0 1 0 0 0 1 1 4 1 6 1 3

選択必修科目

卒業研究ⅢA　　or
卒業研究ⅢB+薬学演習

1

1 1 1 1

1

1 1

1

卒　　業　　要　　件

1

1

必
　
修

1

1

選
　
択

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

専
門
教
育
科
目

（
実
習
等

）
1

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

12

必修科目 選択科目 計
基礎教育科目 11 0 11

教養教育科目 8 8 16

専門教育科目 154 5 159
計 173 13 186
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授業科目及び
単位年次配当表

4年次生適用
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4年次生適用（2011年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

数　学Ⅰ　 1 1 F6

数　学Ⅱ　 1 1 F6

統計学Ⅰ 1 1 F6

統計学Ⅱ 1 1 F6

生物学Ⅰ 1 1 F5

生物学Ⅱ 1 1 F5

物理学Ⅰ 1 1 F3

物理学Ⅱ 1 1 F3

基礎化学 1 1 F4,C1-1

基礎有機化学 1 1 C4-1

情報リテラシー 1 1 演習科目 F7

教養リテラシーＡ 1 1 演習科目 F8

教養リテラシーＢ 1 1 演習科目 F8

13 8 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

英語Ⅰ 1 1 F1

英語Ⅱ　 1 1 F1

英語Ⅲ 1 1 F1

英語Ⅳ　 1 1 F1

英語Ⅴ 1 1 F1

英語Ⅵ 1 1 F1

英語Ⅶ 1 1 F1

英語Ⅷ 1 1 F1

総合文化演習Ⅰ 2 演習科目 F1

総合文化演習Ⅱ 2 演習科目 F1

12 2 2 2 4 0 2 0 0 0 0 0 0

ドイツ語Ⅰ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

ドイツ語Ⅱ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

中国語Ⅰ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

中国語Ⅱ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

韓国語Ⅰ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

韓国語Ⅱ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

アメリカ文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

アジア文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

日本文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

現代の音楽 1 1 1 1～2年共通科目 F1

異文化理解 1 1 1 1～2年共通科目 F1

言語と文化 1 1 1 1～2年共通科目 F1

英語の歴史 1 1 1～2年共通科目 F1

コミュニケーション論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

社会心理学 1 1 1 1～2年共通科目 F1

現代社会論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

現代広告論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

消費者行動論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

薬局経営論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

企業社会と法律 1 1 1～2年共通科目 F1

医療と薬学の歴史 1 1 1～2年共通科目 F1

医療と人間 1 1 1 1～2年共通科目 F1

ヒューマンケア論入門 1 1 1 1～2年共通科目 F1

スポーツⅠ 0.5 0.5

スポーツⅡ 0.5 0.5

24 12.5 10.5 12 9 0 0 0 0 0 0 0 0

授業科目及び単位年次配当表

（薬学教育モデル・コアカリキュラム対応表）

授業科目名 単位

開講年次および単位数

備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄1年 2年 3年 4年 5年 6年

基
礎
教
育
科
目

必
　
修

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

教
養
教
育
科
目

必
　
修

2

2

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

選
　
択

　　　　　　　　　　　小　　　計　　
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4年次生適用（2011年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目名 単位

開講年次および単位数

備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄1年 2年 3年 4年 5年 6年

社会薬学Ⅰ 1 1 A2,C18-3

社会薬学Ⅱ 1 1 A2,C18-1

社会薬学Ⅲ 1 1 A2

生命倫理学 1 1 A1,A2

医療倫理学 1 1 A1

臨床心理学 1 1 A3

薬学入門 1 1 B1

物理化学Ⅰ 1 1 C1-1

物理化学Ⅱ 1 1 C1-2

物理化学Ⅲ 1 1 C1-4

物理化学Ⅳ 1 1 C1-3

分析化学Ⅰ 1 1 C2-1

分析化学Ⅱ 1 1 C2-2

分析化学Ⅲ 1 1 C2-2,3,C3-1

生物物理学 1 1 C3-2

無機・錯体化学 1 1 C4-1

有機化学Ⅰ 1 1 C4-1

有機化学Ⅱ 1 1 C4-2

有機化学Ⅲ 1 1 C4-3

有機化学Ⅳ 1 1 C5-1,2

有機化学Ⅴ 1 1 C4-4

有機化学Ⅵ 1 1 C6-2

有機化学Ⅶ 1 1 C4-3,4,C5-1,2

生物有機化学 1 1 C6-1

薬用資源学 1 1 C7-1

生薬学Ⅰ 1 1 C7-1,2

生薬学Ⅱ 1 1 C7-1,2

漢方医学 1 1 C7-3

機能形態学 1 1 C8-1

生理学　 1 1 C8-3

生化学Ⅰ 1 1 C9-1

生化学Ⅱ 1 1 C9-3

生化学Ⅲ　 1 1 C9-4

分子生物学Ⅰ 1 1 C9-2

分子生物学Ⅱ　 1 1 C9-6

微生物学Ⅰ 1 1 C8-4

微生物学Ⅱ 1 1 C10-3

免疫学Ⅰ　 1 1 C10-1

免疫学Ⅱ 1 1 C10-2

衛生薬学Ⅰ 1 1 C11-2

衛生薬学Ⅱ　 1 1 C11-1

衛生薬学Ⅲ 1 1 C11-3

衛生薬学Ⅳ　 1 1 C12-1

環境衛生学 1 1 C12-2

薬理学Ⅰ 1 1 C13-1

薬理学Ⅱ　 1 1 C13-2,3

薬理学Ⅲ 1 1 C13-2,3

薬物動態学Ⅰ 1 1 C13-5

薬物動態学Ⅱ 1 1 C13-4

臨床検査学Ⅰ 1 1 C14-1

臨床検査学Ⅱ 1 1 C2-3,C14-1

専
門
教
育
科
目

（
講
義

）

必
　
修
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4年次生適用（2011年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目名 単位

開講年次および単位数

備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄1年 2年 3年 4年 5年 6年

薬物治療学Ⅰ  1 1 C14-2,3

薬物治療学Ⅱ　 1 1 C14-2,4

薬物治療学Ⅲ　 1 1 C14-1～4

内分泌学　　 1 1 C9-5,C13-3,C14-3

抗生物質学 1 1 C14-5

医薬品情報学 1 1 C15-1～3

臨床薬物動態学 1 1 C13-5,C15-3

創薬物理薬剤学 1 1 C16-1

薬剤設計学 1 1 C16-2

機能性製剤学 1 1 C16-3

医薬品開発Ⅰ 1 1 C17-1

医薬品開発Ⅱ 1 1 C17-2

医薬品開発Ⅲ 1 1 C17-3

治験 1 1 C17-4

生物統計学 1 1 C17-5

薬事関係法規・薬事制度 1 1 C18-1

社会保障制度と薬剤経済 1 1 C18-2

薬学英語入門Ⅰ 1 1 F2

薬学英語入門Ⅱ 1 1 F2

70 3 8 9 7 13 13 13 1 0 0 3 0

実用薬学英語Ⅰ 1 1 G1

実用医療英語Ⅰ 1 1 G1

実用薬学英語Ⅱ 1 1 G1

実用医療英語Ⅱ 1 1 G1

医薬品物語 1 1

放射線管理学 1 1 C1-1,C2-3,C12-1

精密有機合成化学 1 1 C5-2

臨床栄養学 1 1 C11-1,C15-3

臨床検査医学 1 1 C14-1

香粧品学 1 1

安全管理医療 1 1 C18-1

医薬品臨床開発各論 1 1 C17-1

薬局ヘルスケア論 1 1 C18-3

13 0 0 0 1 0 0 4 5 0 0 3 0

早期体験学習 1 B2

基礎化学実習 1 1 F4,C2-1

物理化学系実習 1 1 C1-1～4,C3-1,2

分析化学系実習 1 1 F4,C2-2

有機化学系Ⅰ実習　 1 1 C2-2,C4-3,C5-1,2

有機化学系Ⅱ実習 1 1 C4-3,C5-1,2

有機化学系Ⅲ実習 1 1 C3-1,C4-1,3,4

生薬化学実習 1 1 C7-1,2,3

生物学系Ⅰ実習　 1 1

生物学系Ⅱ実習 1 1 C9-1,3,6

生物学系Ⅲ実習 1 1 C8-4

衛生薬学系Ⅰ実習  1 1 C11-1～3,C12-1,2

衛生薬学系Ⅱ実習 1 1 C12-2

薬理学実習 1 1 C13-1,2

臨床検査実習 1 1 C14-1

実務実習事前教育 4 D1,C13,C16

病院実習 10 D2

薬局実習 10 D2

基礎薬学演習 1 1

専
門
教
育
科
目

（
講
義

）

必
　
修

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

選
　
択

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

専
門
教
育
科
目

（
実
習
等

）

必
　
修

1

4

10

10
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4年次生適用（2011年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目名 単位

開講年次および単位数

備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄1年 2年 3年 4年 5年 6年

処方解析学 1 1 E2

処方解析演習 5 5 E2

総合薬学講座 10 10

卒業研究Ⅰ 12 E1

卒業研究ⅡA 10 10 E1

卒業研究ⅡB 4 4 E1

薬学演習 6 6

88 0 2 2 3 3 3 2 5 0 32 26 10

初期体験臨床実習 1 神戸大学連携科目

化学系基礎演習Ⅰ 1 1

化学系基礎演習Ⅱ 1 1

海外薬学研修 1 1 1 4～5年共通科目 G2

インターンシップ 1 4～5年共通科目 G7

ＩＰＷ演習 1 1 神戸大学連携科目

健康食品 1 認定科目

実践薬学 1 認定科目

Student CASP ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 1 認定科目

9 0 1 1 1 0 0 1 3 1 5 0 2　　　　　　　　　　　　小　　　計　　

専
門
教
育
科
目

（
実
習
等

）
選
　
択

1

選択必修科目

卒業研究ⅡA　　or
卒業研究ⅡB+薬学演習

1

必
　
修

12

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

1

1 1

卒　　業　　要　　件

1 1

1

1 1

必修科目 選択科目 計

基礎教育科目 12 0 12
教養教育科目 12 8 20

専門教育科目 148 6 154
計 172 14 186
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授業科目及び
単位年次配当表

5年次生適用
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5年次生適用（2010年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

数　学Ⅰ　 1 1 F6

数　学Ⅱ　 1 1 F6

統計学Ⅰ 1 1 F6

統計学Ⅱ 1 1 F6

生物学Ⅰ 1 1 F5

生物学Ⅱ 1 1 F5

物理学Ⅰ 1 1 F3

物理学Ⅱ 1 1 F3

基礎化学 1 1 F4,C1-1

基礎有機化学 1 1 C4-1

情報リテラシー 1 1 演習科目 F7

教養リテラシーＡ 1 1 演習科目 F8

教養リテラシーＢ 1 1 演習科目 F8

13 8 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

英語Ⅰ 1 1 F1

英語Ⅱ　 1 1 F1

英語Ⅲ 1 1 F1

英語Ⅳ　 1 1 F1

英語Ⅴ 1 1 F1

英語Ⅵ 1 1 F1

英語Ⅶ 1 1 F1

英語Ⅷ 1 1 F1

総合文化演習Ⅰ 2 演習科目 F1

総合文化演習Ⅱ 2 演習科目 F1

12 2 2 2 4 0 2 0 0 0 0 0 0

ドイツ語Ⅰ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

ドイツ語Ⅱ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

中国語Ⅰ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

中国語Ⅱ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

韓国語Ⅰ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

韓国語Ⅱ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

ヨーロッパ文化論 1 1 1～2年共通科目 F1

アメリカ文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

アジア文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

日本文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

現代の音楽 1 1 1 1～2年共通科目 F1

異文化理解 1 1 1 1～2年共通科目 F1

言語と文化 1 1 1～2年共通科目 F1

コミュニケーション論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

社会心理学 1 1 1 1～2年共通科目 F1

現代社会論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

現代広告論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

環境問題 1 1 1～2年共通科目 F1

消費者行動論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

薬局経営論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

企業社会と法律 1 1 1 1～2年共通科目 F1

医療と薬学の歴史 1 1 1 1～2年共通科目 F1

医療と人間 1 1 1 1～2年共通科目 F1

ヒューマンケア論入門 1 1 1～2年共通科目 F1

スポーツⅠ 0.5 0.5

スポーツⅡ 0.5 0.5

25 11.5 11.5 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0

授業科目及び単位年次配当表

（薬学教育モデル・コアカリキュラム対応表）

授業科目名 単位

開講年次および単位数

2

備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄1年 2年 3年 4年 5年 6年

基
礎
教
育
科
目

必
　
修

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

教
養
教
育
科
目

必
　
修

2

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

選
　
択

　　　　　　　　　　　小　　　計　　
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5年次生適用（2010年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目名 単位

開講年次および単位数

備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄1年 2年 3年 4年 5年 6年

社会薬学Ⅰ 1 1 A2,C18-3

社会薬学Ⅱ 1 1 A2,C18-1

社会薬学Ⅲ 1 1 A2

生命倫理学 1 1 A1,A2

医療倫理学 1 1 A1

臨床心理学 1 1 A3

薬学入門 1 1 B1

物理化学Ⅰ 1 1 C1-1

物理化学Ⅱ 1 1 C1-2

物理化学Ⅲ 1 1 C1-4

物理化学Ⅳ 1 1 C1-3

分析化学Ⅰ 1 1 C2-1

分析化学Ⅱ 1 1 C2-2

分析化学Ⅲ 1 1 C2-2,3,C3-1

生物物理学 1 1 C3-2

無機・錯体化学 1 1 C4-1

有機化学Ⅰ 1 1 C4-1

有機化学Ⅱ 1 1 C4-2

有機化学Ⅲ 1 1 C4-3

有機化学Ⅳ 1 1 C5-1,2

有機化学Ⅴ 1 1 C4-4

有機化学Ⅵ 1 1 C6-2

有機化学Ⅶ 1 1 C4-3,4,C5-1,2

生物有機化学 1 1 C6-1

薬用資源学 1 1 C7-1

生薬学Ⅰ 1 1 C7-1,2

生薬学Ⅱ 1 1 C7-1,2

漢方医学 1 1 C7-3

機能形態学 1 1 C8-1

生理学　 1 1 C8-3

生化学Ⅰ 1 1 C9-1

生化学Ⅱ 1 1 C9-3

生化学Ⅲ　 1 1 C9-4

分子生物学Ⅰ 1 1 C9-2

分子生物学Ⅱ　 1 1 C9-6

微生物学Ⅰ 1 1 C8-4

微生物学Ⅱ 1 1 C10-3

免疫学Ⅰ　 1 1 C10-1

免疫学Ⅱ 1 1 C10-2

衛生薬学Ⅰ 1 1 C11-2

衛生薬学Ⅱ　 1 1 C11-1

衛生薬学Ⅲ 1 1 C11-3

衛生薬学Ⅳ　 1 1 C12-1

環境衛生学 1 1 C12-2

薬理学Ⅰ 1 1 C13-1

薬理学Ⅱ　 1 1 C13-2,3

薬理学Ⅲ 1 1 C13-2,3

薬物動態学Ⅰ 1 1 C13-5

薬物動態学Ⅱ 1 1 C13-4

臨床検査学Ⅰ 1 1 C14-1

臨床検査学Ⅱ 1 1 C2-3,C14-1

専
門
教
育
科
目

（
講
義

）

必
　
修
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5年次生適用（2010年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目名 単位

開講年次および単位数

備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄1年 2年 3年 4年 5年 6年

薬物治療学Ⅰ  1 1 C14-2,3

薬物治療学Ⅱ　 1 1 C14-2,4

薬物治療学Ⅲ　 1 1 C14-1～4

内分泌学　　 1 1 C9-5,C13-3,C14-3

抗生物質学 1 1 C14-5

医薬品情報学 1 1 C15-1～3

臨床薬物動態学 1 1 C13-5,C15-3

創薬物理薬剤学 1 1 C16-1

薬剤設計学 1 1 C16-2

機能性製剤学 1 1 C16-3

医薬品開発Ⅰ 1 1 C17-1

医薬品開発Ⅱ 1 1 C17-2

医薬品開発Ⅲ 1 1 C17-3

治験 1 1 C17-4

生物統計学 1 1 C17-5

薬事関係法規・薬事制度 1 1 C18-1

社会保障制度と薬剤経済 1 1 C18-2

薬学英語入門Ⅰ 1 1 F2

薬学英語入門Ⅱ 1 1 F2

70 3 8 9 7 13 13 13 1 0 0 3 0

実用薬学英語Ⅰ 1 1 G1

実用医療英語Ⅰ 1 1 G1

実用薬学英語Ⅱ 1 1 G1

実用医療英語Ⅱ 1 1 G1

医薬品物語 1 1

放射線管理学 1 1 C1-1,C2-3,C12-1

精密有機合成化学 1 1 C5-2

臨床栄養学 1 1 C11-1,C15-3

臨床検査医学 1 1 C14-1

香粧品学 1 1

安全管理医療 1 1 C18-1

医薬品臨床開発各論 1 1 C17-1

薬局ヘルスケア論 1 1 C18-3

13 0 0 0 1 0 0 4 5 0 0 3 0

早期体験学習 1 B2

基礎化学実習 1 1 F4,C2-1

物理化学系実習 1.5 1.5 C1-1～4,C3-1,2

分析化学系実習 1 1 F4,C2-2

有機化学系Ⅰ実習　 1 1 C2-2,C4-3,C5-1,2

有機化学系Ⅱ実習 1 1 C4-3,C5-1,2

有機化学系Ⅲ実習 1 1 C3-1,C4-1,3,4

生薬化学実習 1 1 C7-1,2,3

生物学系Ⅰ実習　 1 1

生物学系Ⅱ実習 1 1 C9-1,3,6

生物学系Ⅲ実習 1 1 C8-4

衛生薬学系Ⅰ実習  1 1 C11-1～3,C12-1,2

衛生薬学系Ⅱ実習 1 1 C12-2

薬理学実習 1 1 C13-1,2

臨床検査実習 1 1 C14-1

実務実習事前教育 4 D1,C13,C16

病院実習 10 D2

薬局実習 10 D2

基礎薬学演習 1 1

1

4

専
門
教
育
科
目

（
講
義

）

必
　
修

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

選
　
択

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

専
門
教
育
科
目

（
実
習
等

）

必
　
修

10

10
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5年次生適用（2010年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目名 単位

開講年次および単位数

備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄1年 2年 3年 4年 5年 6年

処方解析学 1 1 E2

処方解析演習 5 5 E2

総合薬学講座 10 10

卒業研究Ⅰ 12 E1

卒業研究ⅡA 10 10 E1

卒業研究ⅡB 4 4 E1

薬学演習 6 6

88.5 0 2 2 3.5 3 3 2 5 0 32 26 10

初期体験臨床実習 1 神戸大学連携科目

化学系基礎演習Ⅰ 1 1

化学系基礎演習Ⅱ 1 1

海外薬学研修 1 1 1 4～5年共通科目 G2

インターンシップ 1 4～5年共通科目 G7

ＩＰＷ演習 1 1 神戸大学連携科目

健康食品 1 認定科目

実践薬学 1 認定科目

Student CASP ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 1 認定科目

9 0 1 1 1 0 0 1 1 1 5 0 2

1

1

専
門
教
育
科
目

（
実
習
等

）
選
　
択

1

1

選択必修科目

卒業研究ⅡA　　or
卒業研究ⅡB+薬学演習

1

卒　　業　　要　　件

必
　
修

12

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

1

1 1

　　　　　　　　　　　　小　　　計　　

必修科目 選択科目 計

基礎教育科目 12 0 12

教養教育科目 12 8 20

専門教育科目 148.5 6 154.5

計 172.5 14 186.5
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授業科目及び
単位年次配当表

6年次生適用
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6年次生適用（2009年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

数　学Ⅰ　 1 1 F6

数　学Ⅱ　 1 1 F6

統計学Ⅰ 1 1 F6

統計学Ⅱ 1 1 F6

生物学Ⅰ 1 1 F5

生物学Ⅱ 1 1 F5

物理学Ⅰ 1 1 F3

物理学Ⅱ 1 1 F3

基礎化学 1 1 F4,C1-1

基礎有機化学 1 1 C4-1

情報リテラシー 1 1 演習科目 F7

教養リテラシーＡ 1 1 演習科目 F8

教養リテラシーＢ 1 1 演習科目 F8

13 8 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

英語Ⅰ 1 1 F1

英語Ⅱ　 1 1 F1

英語Ⅲ 1 1 F1

英語Ⅳ　 1 1 F1

英語Ⅴ 1 1 F1

英語Ⅵ 1 1 F1

英語Ⅶ 1 1 F1

英語Ⅷ 1 1 F1

総合文化演習Ⅰ 2 演習科目 F1

総合文化演習Ⅱ 2 演習科目 F1

12 2 2 2 4 0 2 0 0 0 0 0 0

ドイツ語Ⅰ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

ドイツ語Ⅱ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

中国語Ⅰ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

中国語Ⅱ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

韓国語Ⅰ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

韓国語Ⅱ 1 1 1 1～2年共通科目 F1

ヨーロッパ文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

アメリカ文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

アジア文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

日本文化論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

現代の音楽 1 1 1 1～2年共通科目 F1

異文化理解 1 1 1 1～2年共通科目 F1

コミュニケーション論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

社会心理学 1 1 1 1～2年共通科目 F1

現代社会論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

女性と法 1 1 1～2年共通科目 F1

外国人と人権 1 1 1～2年共通科目 F1

現代広告論 1 1 1～2年共通科目 F1

環境問題 1 1 1 1～2年共通科目 F1

消費者行動論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

薬局経営論 1 1 1 1～2年共通科目 F1

企業社会と法律 1 1 1～2年共通科目 F1

医療と薬学の歴史 1 1 1 1～2年共通科目 F1

医療と人間 1 1 1 1～2年共通科目 F1

スポーツⅠ 0.5 0.5

スポーツⅡ 0.5 0.5

25 11.5 11.5 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0

授業科目及び単位年次配当表

（薬学教育モデル・コアカリキュラム対応表）

授業科目名 単位

開講年次および単位数

備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄1年 2年 3年 4年 5年 6年

基
礎
教
育
科
目

必
　
修

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

教
養
教
育
科
目

必
　
修

2

2

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

選
　
択

　　　　　　　　　　　小　　　計　　
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6年次生適用（2009年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目名 単位

開講年次および単位数

備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄1年 2年 3年 4年 5年 6年

社会薬学Ⅰ 1 1 A2,C18-3

社会薬学Ⅱ 1 1 A2,C18-1

社会薬学Ⅲ 1 1 A2

生命倫理学 1 1 A1,A2

医療倫理学 1 1 A1

臨床心理学 1 1 A3

薬学入門 1 1 B1

物理化学Ⅰ 1 1 C1-1

物理化学Ⅱ 1 1 C1-2

物理化学Ⅲ 1 1 C1-4

物理化学Ⅳ 1 1 C1-3

分析化学Ⅰ 1 1 C2-1

分析化学Ⅱ 1 1 C2-2

分析化学Ⅲ 1 1 C2-2,3,C3-1

生物物理学 1 1 C3-2

無機・錯体化学 1 1 C4-1

有機化学Ⅰ 1 1 C4-1

有機化学Ⅱ 1 1 C4-2

有機化学Ⅲ 1 1 C4-3

有機化学Ⅳ 1 1 C5-1,2

有機化学Ⅴ 1 1 C4-4

有機化学Ⅵ 1 1 C6-2

有機化学Ⅶ 1 1 C4-3,4,C5-1,2

生物有機化学 1 1 C6-1

薬用資源学 1 1 C7-1

生薬学Ⅰ 1 1 C7-1,2

生薬学Ⅱ 1 1 C7-1,2

漢方医学 1 1 C7-3

機能形態学 1 1 C8-1

生理学　 1 1 C8-3

生化学Ⅰ 1 1 C9-1

生化学Ⅱ 1 1 C9-3

生化学Ⅲ　 1 1 C9-4

分子生物学Ⅰ 1 1 C9-2

分子生物学Ⅱ　 1 1 C9-6

微生物学Ⅰ 1 1 C8-4

微生物学Ⅱ 1 1 C10-3

免疫学Ⅰ　 1 1 C10-1

免疫学Ⅱ 1 1 C10-2

衛生薬学Ⅰ 1 1 C11-2

衛生薬学Ⅱ　 1 1 C11-1

衛生薬学Ⅲ 1 1 C11-3

衛生薬学Ⅳ　 1 1 C12-1

環境衛生学 1 1 C12-2

薬理学Ⅰ 1 1 C13-1

薬理学Ⅱ　 1 1 C13-2,3

薬理学Ⅲ 1 1 C13-2,3

薬物動態学Ⅰ 1 1 C13-5

薬物動態学Ⅱ 1 1 C13-4

臨床検査学Ⅰ 1 1 C14-1

臨床検査学Ⅱ 1 1 C2-3,C14-1

専
門
教
育
科
目

（
講
義

）

必
　
修
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6年次生適用（2009年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目名 単位

開講年次および単位数

備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄1年 2年 3年 4年 5年 6年

薬物治療学Ⅰ  1 1 C14-2,3

薬物治療学Ⅱ　 1 1 C14-2,4

薬物治療学Ⅲ　 1 1 C14-1～4

内分泌学　　 1 1 C9-5,C13-3,C14-3

抗生物質学 1 1 C14-5

医薬品情報学 1 1 C15-1～3

臨床薬物動態学 1 1 C13-5,C15-3

創薬物理薬剤学 1 1 C16-1

薬剤設計学 1 1 C16-2

機能性製剤学 1 1 C16-3

医薬品開発Ⅰ 1 1 C17-1

医薬品開発Ⅱ 1 1 C17-2

医薬品開発Ⅲ 1 1 C17-3

治験 1 1 C17-4

生物統計学 1 1 C17-5

薬事関係法規・薬事制度 1 1 C18-1

社会保障制度と薬剤経済 1 1 C18-2

薬学英語入門Ⅰ 1 1 F2

薬学英語入門Ⅱ 1 1 F2

70 3 8 9 7 13 13 13 1 0 0 3 0

実用薬学英語Ⅰ 1 1 G1

実用薬学英語Ⅱ 1 1 G1

医薬品物語 1 1

放射線管理学 1 1 C1-1,C2-3,C12-1

精密有機合成化学 1 1 C5-2

臨床栄養学 1 1 C11-1,C15-3

臨床検査医学 1 1 C14-1

香粧品学 1 1

安全管理医療 1 1 C18-1

医薬品臨床開発各論 1 1 C17-1

薬局ヘルスケア論 1 1 C18-3

11 0 0 0 1 0 0 3 4 0 0 3 0

早期体験学習 1 B2

基礎化学実習 1 1 F4,C2-1

物理化学系実習 1.5 1.5 C1-1～4,C3-1,2

分析化学系実習 1 1 F4,C2-2

有機化学系Ⅰ実習　 1 1 C2-2,C4-3,C5-1,2

有機化学系Ⅱ実習 1 1 C4-3,C5-1,2

有機化学系Ⅲ実習 1 1 C3-1,C4-1,3,4

生薬化学実習 1 1 C7-1,2,3

生物学系Ⅰ実習　 1 1

生物学系Ⅱ実習 1 1 C9-1,3,6

生物学系Ⅲ実習 1 1 C8-4

衛生薬学系Ⅰ実習  1 1 C11-1～3,C12-1,2

衛生薬学系Ⅱ実習 1 1 C12-2

薬理学実習 1 1 C13-1,2

臨床検査実習 1 1 C14-1

実務実習事前教育 4 D1,C13,C16

病院実習 10 D2

薬局実習 10 D2

基礎薬学演習 1 1

専
門
教
育
科
目

（
実
習
等

）

10

10

専
門
教
育
科
目

（
講
義

）

必
　
修

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

選
　
択

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

必
　
修

1

4
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6年次生適用（2009年度入学者適用）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目名 単位

開講年次および単位数

備　　　　考 ｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応欄1年 2年 3年 4年 5年 6年

処方解析学 1 1 E2

処方解析演習 5 5 E2

総合薬学講座 10 10

卒業研究Ⅰ 12 E1

卒業研究ⅡA 10 10 E1

卒業研究ⅡB 4 4 E1

薬学演習 6 6

88.5 0 2 2 3.5 3 3 2 5 0 32 26 10

初期体験臨床実習 1 神戸大学連携科目

化学系基礎演習Ⅰ 1 1

化学系基礎演習Ⅱ 1 1

海外薬学研修 1 1 1 4～5年共通科目 G2

インターンシップ 1 4～5年共通科目 G7

ＩＰＷ演習 1 1 神戸大学連携科目

健康食品 1 認定科目

実践薬学 1 認定科目

Student CASP ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 1 認定科目

小　　　計　 9 0 1 1 1 0 0 1 1 1 2 0 3

専
門
教
育
科
目

（
実
習
等

）

必
　
修

12

　　　　　　　　　　　小　　　計　　

1

選
　
択

1

1

1

選択必修科目

卒業研究ⅡA　　or
卒業研究ⅡB+薬学演習

1

1

卒　　業　　要　　件

必修科目 選択科目 計

基礎教育科目 12 0 12

教養教育科目 12 8 20

専門教育科目 148.5 6 154.5

計 172.5 14 186.5
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授業科目コード表
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　　　　授業科目コード表

新カリキュラム（１年次生～３年次生）

基礎教育科目　＝　４００１　～　４１９９ 教養教育科目　＝　４２００　～　４３９９

選必 科目コード 授業科目名 単位 配当期 ｸﾗｽ 選必 科目コード 授業科目名 単位 配当期 ｸﾗｽ
4001 数学ⅠA　 1 1前 1-6 4211 英語ⅠA　 1 1前 1-6
4002 数学ⅠB　 1 1前 1-6 4212 英語ⅠB　 1 1前 1-6
4003 数学ⅠC　 1 1前 1-6 4213 英語ⅠC　 1 1前 1-6
4011 数学ⅡA　 1 1後 1-6 4221 英語ⅡA 1 1前 1-6
4012 数学ⅡB　 1 1後 1-6 4222 英語ⅡB 1 1前 1-6
4013 数学ⅡC　 1 1後 1-6 4223 英語ⅡC 1 1前 1-6
4021 統計学Ⅰ① 1 2前 1-6 4224 英語ⅡD 1 1前 1-6
4022 統計学Ⅰ② 1 2前 1-6 4231 英語ⅢA　 1 1後 1-6
4023 統計学Ⅰ③ 1 2前 1-6 4232 英語ⅢB　 1 1後 1-6
4024 統計学Ⅰ④ 1 2前 1-6 4233 英語ⅢC　 1 1後 1-6
4031 統計学Ⅱ① 1 2後 1-6 4241 英語ⅣA 1 1後 1-6
4032 統計学Ⅱ② 1 2後 1-6 4242 英語ⅣB 1 1後 1-6
4033 統計学Ⅱ③ 1 2後 1-6 4243 英語ⅣC 1 1後 1-6
4034 統計学Ⅱ④ 1 2後 1-6 4244 英語ⅣD 1 1後 1-6
4041 物理学A　田中義 1 1前 1-6 4251 英語Ⅴ　田中 1 2前 1-6
4043 物理学B　大西 1 1前 1-6 4252 英語Ⅴ　赤井 1 2前 1-6
4050 基礎化学 1 1前 1-6 4253 英語Ⅴ　玉巻 1 2前 1-6
4060 生命科学入門 1 1前 1-6 4254 英語Ⅴ　ＲＦ 1 2前 1-6
4071 情報リテラシー 1 1前 1 4255 英語Ⅴ　ＪＨ 1 2前 1-6
4072 情報リテラシー 1 1前 2 4256 英語Ⅴ　高木 1 2前 1-6
4073 情報リテラシー 1 1前 3 425７ 英語Ⅴ　大深 1 2前 1-6
4074 情報リテラシー 1 1前 4 4261 英語Ⅵ　田中 1 2後 1-6
4075 情報リテラシー 1 1前 5 4262 英語Ⅵ　赤井 1 2後 1-6
4076 情報リテラシー 1 1前 6 4263 英語Ⅵ　玉巻 1 2後 1-6
4091 教養リテラシー 1 1前 1 4264 英語Ⅵ　ＲＦ 1 2後 1-6
4092 教養リテラシー 1 1前 2 4265 英語Ⅵ　ＪＨ 1 2後 1-6
4093 教養リテラシー 1 1前 3 4266 英語Ⅵ　高木 1 2後 1-6
4094 教養リテラシー 1 1前 4 426７ 英語Ⅵ　大深 1 2後 1-6
4095 教養リテラシー 1 1前 5 4300 総合文化演習 2 2通 1-6
4096 教養リテラシー 1 1前 6 4311 ドイツ語Ⅰ　４限 1 1前 1-6
4111 薬学英語入門Ⅰ① 1 3前 1-6 4312 ドイツ語Ⅰ　５限 1 1前 1-6
4112 薬学英語入門Ⅰ② 1 3前 1-6 4313 中国語Ⅰ　４限 1 1前 1-6
4113 薬学英語入門Ⅰ③ 1 3前 1-6 4314 中国語Ⅰ　５限 1 1前 1-6
4114 薬学英語入門Ⅰ④ 1 3前 1-6 4315 韓国語Ⅰ　４限 1 1前 1-6
4131 薬学英語入門Ⅱ① 1 3後 1-6 4316 韓国語Ⅰ　５限 1 1前 1-6
4132 薬学英語入門Ⅱ② 1 3後 1-6 4331 ドイツ語Ⅱ　４限 1 1後 1-6
4133 薬学英語入門Ⅱ③ 1 3後 1-6 4333 中国語Ⅱ　４限 1 1後 1-6
4134 薬学英語入門Ⅱ④ 1 3後 1-6 4335 韓国語Ⅱ　４限 1 1後 1-6

4340 実用英語Ａ 1 2前 1-6
4341 実用英語Ｂ 1 2前 1-6
4351 数学の情緒Ａ 1 1-2前 1-6
4352 数学の情緒Ｂ 1 1後 1-6
4353 線形代数 1 1-2前 1-6
4354 グラフ理論 1 1後 1-6
4361 アメリカ文化論 1 1-2前 1-6
4362 アジア文化論 1 1-2前 1-6
4363 日本文化論 1 1-2前 1-6

4364 異文化理解 1 1後 1-6
4365 言語と文化 1 1-2前 1-6
4366 英語の歴史 1 1-2前 1-6
4367 現代の音楽 1 1後 1-6
4381 医療と人間 1 1後 1-6
4383 コミュニケーション論 1 1後 1-6
4384 社会心理学 1 1-2前 1-6
4391 現代社会論 1 1-2前 1-6
4393 消費者行動論 1 1後 1-6
4394 薬局経営論 1 1後 1-6
4395 生活情報論 1 1-2前 1-6
4396 医薬品企業論 1 1-2前 1-6

必
修

必
修

選
択
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　　　　授業科目コード表

新カリキュラム（１年次生～３年次生）

専門教育科目　＝　４４００　～　５９９９ 専門教育科目　＝　４４００　～　５９９９

選必 科目コード 授業科目名 単位 配当期 ｸﾗｽ 選必 科目コード 授業科目名 単位 配当期 ｸﾗｽ
4410 社会薬学Ⅰ 1 1前 1-6 5310 創薬物理薬剤学 1 2後 1-6
4420 社会薬学Ⅱ 1 1後 1-6 5320 薬剤設計学Ⅰ 1 3前 1-6
4430 生命倫理学 1 3前 1-6 5370 医療統計学Ⅰ 1 3前 1-6
4440 医療倫理学 1 3後 1-6 5600 早期体験学習 2 1通 1-6
4500 薬学入門 1 1前 1-6 5611 基礎化学実習 1 1後 1-6
4610 物理化学Ⅰ 1 1後 1-6 5612 物理化学系実習 1 2後 1-6
4620 物理化学Ⅱ 1 2前 1-6 5613 分析化学系実習 1 2前 1-6
4630 物理化学Ⅲ 1 2後 1-6 5621 有機化学系Ⅰ実習　 1 1後 1-6
4640 物理化学Ⅳ　 1 3前 1-6 5622 有機化学系Ⅱ実習 1 2後 1-6
4650 放射化学 1 2後 1-6 5623 有機化学系Ⅲ実習 1 3前 1-6
4660 分析化学Ⅰ 1 1後 1-6 5624 生薬化学実習 1 2前 1-6
4670 分析化学Ⅱ 1 2前 1-6 5631 生物学系Ⅰ実習　 1 3前 1-6
4680 分析化学Ⅲ　 1 2後 1-6 5632 生物学系Ⅱ実習 1 3後 1-6
4710 無機・錯体化学　 1 1後 1-6 5641 衛生薬学系実習  1 3前 1-6
4720 有機化学Ⅰ 1 1前 1-6 5651 薬理学実習 1 3後 1-6
4730 有機化学Ⅱ 1 1後 1-6 5652 臨床検査実習 1 3後 1-6
4740 有機化学Ⅲ 1 1後 1-6 5653 薬剤製剤実習 1 3後 1-6
4750 有機化学Ⅳ 1 2前 1-6 5551 放射線管理学 1 3前 1-6
4760 構造解析学 1 2前 1-6 5558 医療統計学ⅡＡ 1 3後 1-6
4770 生物有機化学 1 2後 1-6 5559 医療統計学ⅡＢ 1 3後 1-6
4780 医薬品化学 1 3後 1-6 5901 初期体験臨床実習 1 1通 1-6
4800 有機化学演習Ａ 1 2後 1-6 5906 語学検定 1 3～6通 1-6
4801 有機化学演習Ｂ１ 1 2後 1-6
4802 有機化学演習Ｂ２ 1 2後 1-6
4803 有機化学演習Ｃ１ 1 2後 1-6
4804 有機化学演習Ｃ２ 1 2後 1-6
4805 有機化学演習Ｃ３ 1 2後 1-6
4806 有機化学演習Ｃ４ 1 2後 1-6
4810 薬用資源学 1 1前 1-6
4820 生薬学 1 1後 1-6
4830 生薬化学 1 2後 1-6
4910 機能形態生理学 1 2前 1-6
4920 生化学Ⅰ 1 1後 1-6
4930 生化学Ⅱ 1 2前 1-6
4940 生化学Ⅲ　 1 2後 1-6
4950 分子生物学Ⅰ 1 2前 1-6
4960 分子生物学Ⅱ　 1 3後 1-6
4970 微生物学 I　 1 2前 1-6
4980 微生物学Ⅱ 1 2後 1-6
4990 免疫学 1 3前 1-6
5010 衛生薬学Ⅰ 1 2後 1-6
5020 衛生薬学Ⅱ　 1 3前 1-6
5030 衛生薬学Ⅲ 1 3後 1-6
5040 環境衛生学 1 2後 1-6
5110 薬理学Ⅰ 1 2後 1-6
5120 薬理学Ⅱ　 1 3前 1-6
5130 薬理学Ⅲ 1 3後 1-6
5140 医薬品毒性学 1 3前 1-6
5150 薬物動態学Ⅰ 1 3前 1-6
5160 薬物動態学Ⅱ 1 3後 1-6
5180 臨床検査学Ⅰ 1 3前 1-6
5190 臨床検査学Ⅱ 1 3前 1-6
5200 内分泌学　　 1 3後 1-6
5210 感染制御学 1 3後 1-6
5220 薬物治療学Ⅰ  1 3後 1-6
5230 薬物治療学Ⅱ　 1 3後 1-6
5240 薬物治療学Ⅲ　 1 3後 1-6
5290 調剤学Ⅰ 1 3前 1-6
5300 調剤学Ⅱ 1 3後 1-6

必
修

必
修

選
択
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　　　　授業科目コード表

旧カリキュラム（４年次生～６年次生）

専門教育科目　＝　１０００　～　３４９９
選必 科目コード 授業科目名 単位 配当期 ｸﾗｽ

1060 臨床心理学 1 4前 1-6
1470 有機化学Ⅶ　 1 4前 1-6
1570 漢方医学 1 4前 1-6
1940 薬物動態学Ⅰ 1 4前 1-6
1950 薬物動態学Ⅱ 1 4前 1-6
1970 臨床検査学Ⅱ 1 4前 1-6
1990 薬物治療学Ⅱ　 1 4前 1-6
2000 薬物治療学Ⅲ　 1 4前 1-6
2030 医薬品情報学 1 4前 1-6
2040 臨床薬物動態学 1 4前 1-6
2220 機能性製剤学 1 4前 1-6
2230 医薬品開発Ⅰ 1 6前 1-8
2240 医薬品開発Ⅱ 1 6前 1-8
2250 医薬品開発Ⅲ 1 6前 1-8
2260 治験 1 4前 1-6
2400 薬事関係法規・薬事制度 1 4前 1-6
2410 社会保障制度と薬剤経済 1 4後 1-6
3010 基礎薬学演習 1 4後 1-6
3020 処方解析学 1 6前 1-8
3241 薬理学実習 1 4前 1-6
3242 臨床検査実習 1 4前 1-6
3300 実務実習事前教育 4 4通 1-6
3310 病院実習 10 5通 1-8
3320 薬局実習 10 5通 1-8
3400 処方解析演習 5 6前 1-8
3410 総合薬学講座 10 6後 1-8
3411 総合薬学講座前期 10 6前 1-8
3420 卒業研究Ⅰ 12 5通 1-8
3430 卒業研究ⅡA 10 6通 1-8
3431 卒業研究ⅡB 4 6通 1-8
3440 薬学演習 6 6通 1-8
2740 実用薬学英語Ⅰ 1 4前 1-6
2741 実用医療英語Ⅰ 1 4前 1-6
2750 実用薬学英語Ⅱ 1 4後 1-6
2751 実用医療英語Ⅱ 1 4後 1-6
2910 放射線管理学 1 4前 1-6
2920 精密有機合成化学 1 6前 1-8
2930 臨床栄養学 1 4後 1-6
2940 臨床検査医学 1 4後 1-6
2950 安全管理医療 1 4後 1-6
2980 医薬品臨床開発 1 6前 1-8
2990 薬局ヘルスケア論 1 4前 1-6
3000 インターンシップ 1 4-5通 1-8
3030 ＩＰＷ演習 1 5後 1-8
3040 香粧品学 1 6前 1-8
3050 海外薬学研修 1 4-5前 1-8
3060 健康食品 1 4-5通 1-8
3070 実践薬学 1 4-6通 1-8
3080 CASP 1 5-6通 1-8

選
択

必
修
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SYLLABUS
（授業計画）
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一般目標（GIO）
薬学を学ぶ上で基礎となる数学に関する基本的知識を修得し、それらを薬学領域などで応用するための基本的技能を身につける。

到達目標（SBOs）
１．関数の概念を理解する。
２．指数関数、対数関数の概念を理解し、それを用いた計算ができる。
３．…三角関数、逆三角関数の概念を理解し、それを用いた計算ができる。
４．関数の連続性を理解し、主な関数についてそれを確かめることができる。
５．極限値の考え方を理解し、計算によってそれを求めることができる。
６．微分法の考え方を理解し、導関数の計算ができる。
７．導関数を用いて、関数の極値・増減を調べることができる。

準備学習（予習・復習等）
常日頃から、授業の進行に対応して、教科書にある問題を自分で解いてみること。
復習は宿題等を行う。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 髙田　一郎 集合と写像 集合と写像の定義・数学の準備 F（6）-1
第２回 髙田　一郎 関数の概念 関数、合成関数、逆関数の定義 F（6）-1
第３回 髙田　一郎 指数関数と対数関数 指数・対数関数 F（6）-1
第４回 髙田　一郎 三角関数 三角関数・逆三角関数 F（6）-1
第５回 髙田　一郎 関数の極限値１・連続関数 極限値の考え方・計算．関数の連続性、中間値の定理 F（6）-1
第６回 髙田　一郎 導関数 微分の考え方、導関数の定義と例 F（6）-1
第７回 髙田　一郎 導関数の計算１ 導関数の計算 F（6）-1
第８回 髙田　一郎 導関数の計算２ 合成関数・逆関数の微分法・基本的な関数の導関数 F（6）-1
第９回 髙田　一郎 関数の増減 関数の極値と増減、不等式への応用 F（6）-1
第10回 髙田　一郎 関数の極限値２ ロピタルの定理とその応用 F（6）-1
第11回 髙田　一郎 高次導関数・関数の展開式 高次導関数の求め方・マクローリン展開、関数の近似式 F（6）-1
第12回 髙田　一郎 関数の展開式 マクローリン展開、関数の近似式．前期のまとめ F（6）-1

成績評価方法
・定期試験（100点）
・平常点（15点）配点内訳：小テスト、課題レポート、受講態度で評価する。
… ただし、100点を超える場合には 100点とする。

教科書
ムイスリ出版「基礎からの微分積分」内田吉昭著

指定参考書
１．やさしく学べる微分積分…石村園子著…共立出版
２．わかりやすい薬学系の数学入門…都築稔編…講談社
３．薬学生のための基礎シリーズ２微分積分…本間浩編…培風館

オフィスアワー
A・B・Cクラスとも内田が担当します。研究室まで来てください。

数学ⅠＡ        
1年次
前期 必修 1単位
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担当教員名 非常勤講師 髙田　一郎
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一般目標（GIO）
薬学を学ぶ上で基礎となる数学に関する基本的知識を修得し、それらを薬学領域などで応用するための基本的技能を身につける。

到達目標（SBOs）
１．関数の概念を理解する。
２．指数関数、対数関数の概念を理解し、それを用いた計算ができる。
３．…三角関数、逆三角関数の概念を理解し、それを用いた計算ができる。
４．関数の連続性を理解し、主な関数についてそれを確かめることができる。
５．極限値の考え方を理解し、計算によってそれを求めることができる。
６．微分法の考え方を理解し、導関数の計算ができる。
７．導関数を用いて、関数の極値・増減を調べることができる。

準備学習（予習・復習等）
常日頃から、授業の進行に対応して、教科書にある問題を自分で解いてみること。
復習は宿題等を行う。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 丸尾　健二 集合と写像 集合と写像の定義・数学の準備 F（6）-1
第２回 丸尾　健二 関数の概念 関数、合成関数、逆関数の定義 F（6）-1
第３回 丸尾　健二 指数関数と対数関数 指数・対数関数 F（6）-1
第４回 丸尾　健二 三角関数 三角関数・逆三角関数 F（6）-1
第５回 丸尾　健二 関数の極限値１・連続関数 極限値の考え方・計算．関数の連続性、中間値の定理 F（6）-1
第６回 丸尾　健二 導関数 微分の考え方、導関数の定義と例 F（6）-1
第７回 丸尾　健二 導関数の計算１ 導関数の計算 F（6）-1
第８回 丸尾　健二 導関数の計算２ 合成関数・逆関数の微分法・基本的な関数の導関数 F（6）-1
第９回 丸尾　健二 関数の増減 関数の極値と増減、不等式への応用 F（6）-1
第10回 丸尾　健二 関数の極限値２ ロピタルの定理とその応用 F（6）-1
第11回 丸尾　健二 高次導関数・関数の展開式 高次導関数の求め方・マクローリン展開、関数の近似式 F（6）-1
第12回 丸尾　健二 関数の展開式 マクローリン展開、関数の近似式、前期のまとめ F（6）-1

成績評価方法
・定期試験（100点）
・平常点（15点）配点内訳：小テスト、課題レポート、受講態度で評価する。
… ただし、100点を超える場合には 100点とする。

教科書
ムイスリ出版「基礎からの微分積分」内田吉昭著

指定参考書
1．やさしく学べる微分積分…石村園子著…共立出版
2．わかりやすい薬学系の数学入門…都築稔編…講談社
3．薬学生のための基礎シリーズ 2…微分積分…本間浩編…培風館

オフィスアワー
A・B・Cクラスとも内田が担当します。研究室まで来てください。

数学ⅠＢ        
1年次
前期 必修 1単位
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担当教員名 非常勤講師 丸尾　健二
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一般目標（GIO）
薬学を学ぶ上で基礎となる数学に関する基本的知識を修得し、それらを薬学領域などで応用するための基本的技能を身につける。

到達目標（SBOs）
１．関数の概念を理解する。
２．指数関数、対数関数の概念を理解し、それを用いた計算ができる。
３．…三角関数、逆三角関数の概念を理解し、それを用いた計算ができる。
４．関数の連続性を理解し、主な関数についてそれを確かめることができる。
５．極限値の考え方を理解し、計算によってそれを求めることができる。
６．微分法の考え方を理解し、導関数の計算ができる。
７．導関数を用いて、関数の極値・増減を調べることができる。

準備学習（予習・復習等）
常日頃から、授業の進行に対応して、教科書にある問題を自分で解いてみること。
復習は宿題等を行う。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 内田　吉昭 集合と写像 集合と写像の定義・数学の準備 F（6）-1
第２回 内田　吉昭 関数の概念 関数、合成関数、逆関数の定義 F（6）-1
第３回 内田　吉昭 指数関数と対数関数 指数・対数関数 F（6）-1
第４回 内田　吉昭 三角関数 三角関数・逆三角関数 F（6）-1
第５回 内田　吉昭 関数の極限値１・連続関数 極限値の考え方・計算、関数の連続性、中間値の定理 F（6）-1
第６回 内田　吉昭 導関数 微分の考え方、導関数の定義と例 F（6）-1
第７回 内田　吉昭 導関数の計算１ 導関数の計算 F（6）-1
第８回 内田　吉昭 導関数の計算２ 合成関数・逆関数の微分法・基本的な関数の導関数 F（6）-1
第９回 内田　吉昭 関数の増減 関数の極値と増減、不等式への応用 F（6）-1
第10回 内田　吉昭 関数の極限値２ ロピタルの定理とその応用 F（6）-1
第11回 内田　吉昭 高次導関数・関数の展開式 高次導関数の求め方・マクローリン展開、関数の近似式 F（6）-1
第12回 内田　吉昭 関数の展開式 マクローリン展開、関数の近似式、前期のまとめ F（6）-1

成績評価方法
・定期試験（100点）
・平常点（15点）配点内訳：小テスト、課題レポート、受講態度で評価する。
… ただし、100点を超える場合には 100点とする。

教科書
ムイスリ出版「基礎からの微分積分」内田吉昭著

指定参考書
１．やさしく学べる微分積分…石村園子著…共立出版
２．わかりやすい薬学系の数学入門…都築稔編…講談社
３．薬学生のための基礎シリーズ２微分積分…本間浩編…培風館

オフィスアワー
A・B・Cクラスとも内田が担当します。研究室まで来てください。
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担当教員名 教授 内田　吉昭



84

一般目標（GIO）
薬学を学ぶ上で基礎となる数学に関する基本的知識を修得し、それらを薬学領域などで応用するための基本的技能を身につける。

到達目標（SBOs）
１．不定積分の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
２．定積分の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
３．広義積分の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
４．微分方程式の基本概念を理解し、簡単な場合に解くことができる。
５．微分方程式を用いて反応速度など薬学で必要な式を理解できる。

準備学習（予習・復習等）
常日頃から、授業の進行に対応して、教科書にある問題を自分で解いてみること。
復習は宿題等を行う。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 髙田　一郎 不定積分 原始関数と不定積分の定義 F（6）-1
第２回 髙田　一郎 基本的な関数の不定積分 基本的な関数の不定積分 F（6）-1
第３回 髙田　一郎 不定積分の計算法１ 置換積分法・部分積分法 F（6）-1
第４回 髙田　一郎 不定積分の計算法２ 置換積分法・部分積分法など F（6）-1
第５回 髙田　一郎 定積分 定積分の定義と計算 F（6）-1
第６回 髙田　一郎 定積分の計算１ 置換積分法・部分積分法など F（6）-1
第７回 髙田　一郎 定積分の計算 2 置換積分・部分積分など F（6）-1
第８回 髙田　一郎 面積・体積 面積・体積の計算 F（6）-1
第９回 髙田　一郎 定積分の近似計算 台形公式・シンプソンの公式 F（6）-1
第10回 髙田　一郎 広義積分 広義積分の考え方と計算、ガンマ関数・ベータ関数 F（6）-1
第11回 髙田　一郎 微分方程式１ 変数分離形の微分方程式の解法 F（6）-1
第12回 髙田　一郎 微分方程式２ １階線形微分方程式の解法、後期のまとめ F（6）-1

成績評価方法
・定期試験（100点）
・平常点（15点）配点内訳：小テスト、課題レポート、受講態度で評価する。
… ただし、100点を超える場合には 100点とする。

教科書
ムイスリ出版「基礎からの微分積分」内田吉昭著

指定参考書
１．やさしく学べる微分積分…石村園子著…共立出版
２．わかりやすい薬学系の数学入門…都築稔編…講談社
３．薬学生のための基礎シリーズ２微分積分…本間浩編…培風館

オフィスアワー
A・B・C…クラスとも内田が対応します。研究室に来てください。
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担当教員名 非常勤講師 髙田　一郎
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一般目標（GIO）
薬学を学ぶ上で基礎となる数学に関する基本的知識を修得し、それらを薬学領域などで応用するための基本的技能を身につける。

到達目標（SBOs）
１．不定積分の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
２．定積分の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
３．広義積分の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
４．微分方程式の基本概念を理解し、簡単な場合に解くことができる。
５．微分方程式を用いて反応速度など薬学で必要な式を理解できる。

準備学習（予習・復習等）
常日頃から、授業の進行に対応して、教科書にある問題を自分で解いてみること。
復習は宿題等を行う。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 丸尾　健二 不定積分 原始関数と不定積分の定義 F（6）-1
第２回 丸尾　健二 基本的な関数の不定積分 基本的な関数の不定積分 F（6）-1
第３回 丸尾　健二 不定積分の計算法１ 置換積分法・部分積分法 F（6）-1
第４回 丸尾　健二 不定積分の計算法２ 置換積分法・部分積分法など F（6）-1
第５回 丸尾　健二 定積分 定積分の定義と計算 F（6）-1
第６回 丸尾　健二 定積分の計算１ 置換積分法・部分積分法など F（6）-1
第７回 丸尾　健二 定積分の計算 2 置換積分・部分積分など F（6）-1
第８回 丸尾　健二 面積・体積 面積・体積の計算 F（6）-1
第９回 丸尾　健二 定積分の近似計算 台形公式・シンプソンの公式 F（6）-1
第10回 丸尾　健二 広義積分 広義積分の考え方と計算、ガンマ関数・ベータ関数 F（6）-1
第11回 丸尾　健二 微分方程式１ 変数分離形の微分方程式の解法 F（6）-1
第12回 丸尾　健二 微分方程式２ １階線形微分方程式の解法、後期のまとめ F（6）-1

成績評価方法
・定期試験（100点）
・平常点（15点）配点内訳：小テスト、課題レポート、受講態度で評価する。
… ただし、100点を超える場合には 100点とする。

教科書
ムイスリ出版「基礎からの微分積分」内田吉昭著

指定参考書
１．やさしく学べる微分積分…石村園子著…共立出版
２．わかりやすい薬学系の数学入門…都築稔編…講談社
３．薬学生のための基礎シリーズ２微分積分…本間浩編…培風館

オフィスアワー
A・B・C…クラスとも内田が対応します。研究室に来てください。
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担当教員名 非常勤講師 丸尾　健二
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一般目標（GIO）
薬学を学ぶ上で基礎となる数学に関する基本的知識を修得し、それらを薬学領域などで応用するための基本的技能を身につける。

到達目標（SBOs）
１．不定積分の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
２．定積分の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
３．広義積分の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
４．微分方程式の基本概念を理解し、簡単な場合に解くことができる。
５．微分方程式を用いて反応速度など薬学で必要な式を理解できる。

準備学習（予習・復習等）
常日頃から、授業の進行に対応して、教科書にある問題を自分で解いてみること。
復習は宿題等を行う。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 内田　吉昭 不定積分 原始関数と不定積分の定義 F（6）-1
第２回 内田　吉昭 基本的な関数の不定積分 基本的な関数の不定積分 F（6）-1
第３回 内田　吉昭 不定積分の計算法１ 置換積分法・部分積分法 F（6）-1
第４回 内田　吉昭 不定積分の計算法２ 置換積分法・部分積分法など F（6）-1
第５回 内田　吉昭 定積分 定積分の定義と計算 F（6）-1
第６回 内田　吉昭 定積分の計算１ 置換積分法・部分積分法など F（6）-1
第７回 内田　吉昭 定積分の計算 2 置換積分・部分積分など F（6）-1
第８回 内田　吉昭 面積・体積 面積・体積の計算 F（6）-1
第９回 内田　吉昭 定積分の近似計算 台形公式・シンプソンの公式 F（6）-1
第10回 内田　吉昭 広義積分 広義積分の考え方と計算、ガンマ関数・ベータ関数 F（6）-1
第11回 内田　吉昭 微分方程式１ 変数分離形の微分方程式の解法 F（6）-1
第12回 内田　吉昭 微分方程式２ １階線形微分方程式の解法、後期のまとめ F（6）-1

成績評価方法
・定期試験（100点）
・平常点（15点）配点内訳：小テスト、課題レポート、受講態度で評価する。
… ただし、100点を超える場合には 100点とする。

教科書
ムイスリ出版「基礎からの微分積分」内田吉昭著

指定参考書
１．やさしく学べる微分積分…石村園子著…共立出版
２．わかりやすい薬学系の数学入門…都築稔編…講談社
３．薬学生のための基礎シリーズ 2…微分積分…本間浩編…培風館

オフィスアワー
A・B・C…クラスとも内田が対応します。研究室に来てください。
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一般目標（GIO）
薬学を学ぶ上で必要な物理学の基礎力を身につけるために、
　物質は単純な法則で運動し、物質が集まれば質的に変化すること、
　物質が存在する空間を特徴づける場の考え方、物質と場の関連性　など
物質および物体間の相互作用に関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．有効数字の概念を説明できる。
２．物理量の基本単位の定義と組立単位を説明できる。
３．物理量にはスカラー量とベクトル量があることを説明できる。
４．運動の法則について理解し、質量、加速度、力、仕事、エネルギーなどの相互関係を説明できる。
５．直線運動、円運動、単振動などの運動を、数式を用いて説明できる。
６．運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、熱エネルギー、化学エネルギーなどの相互変化について例をあげて説明できる。
７．光、音、電磁波などの波の性質を理解し、反射、屈折、干渉などの特性を説明できる。
８．電荷、電流、電圧、電力、オームの法則、コンデンサーなどを説明できる。
９．電場、磁場、これらの相互関係、…電場や磁場の中における荷電粒子の運動を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
物理の基本概念を易しく解説していきますが、講義時間が絶対的に不足するので、
自学自習の心構えで臨んでほしい。
まず、授業に際しテキストの該当部分を読んで予習し、
受講後　配布したプリントも含めて必ず復習すること
そして、イメージをつかみ、自分で考えることで初めて記憶から理解へつながると思って、与えられた課題を自力で解いてみること。
常に、自分で論理的に考え貫く姿勢で学ぶことが大切です。
興味があれば、指定参考書を読んで理解を深めて下さい
課題やレポートは、指定された日時に必ず提出すること（厳守）
なお、提出する課題やレポートの裏側にもクラス、番号、氏名を書いて下さい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 田中　義人 物理学とは
自然に向き合う物理学の姿勢、物理量の特徴、物理量の単位、
運動物体の注目すべき点、運動を解析するV－ t…グラフ、等
加速度直線運動

F（3）

第２回 田中　義人 力学 運動の法則　、力の扱い方、力のつり合い、身近な力 F（3）
第３回 田中　義人 力学 円運動と単振動、正弦波 F（3）
第４回 田中　義人 力学 運動量とその保存則、反発係数、衝突などへの応用 F（3）

第５回 田中　義人 力学 仕事、エネルギーの原理、保存力とポテンシャルエネルギー、
力学的エネルギー保存則 F（3）

第６回 田中　義人 熱力学 熱と仕事、気体の法則　気体分子運動論と気体の内部エネル
ギー F（3）

第７回 田中　義人 熱力学 熱力学第一法則、エネルギー保存則、熱エネルギーの特殊性、
熱力学第二法則 F（3）

第８回 田中　義人 波動 波とは、波を表現する量（振幅、波長、速さ、振動数、周期）、
反射、屈折、干渉などの波の特性の説明 F（3）

第９回 田中　義人 電磁気学 電荷と電流、クーロン法則、帯電体と物質の相互作用、電荷
のある空間を表現する電気力線と電場 F（3）

第10回 田中　義人 電磁気学 ガウスの定理、帯電体の作る電場、電位、電気容量 F（3）

第11回 田中　義人 電磁気学 磁場、電流の作る磁場、アンペールの法則、外部磁場から電
流の受ける力、ローレンツ力 F（3）

第12回 田中　義人 電磁気学 電磁誘導、電場と磁場は相対的な量、変位電流、マクスウェ
ル方程式、電磁波 F（3）

成績評価方法
定期試験（60点）、課題・レポート（30点）、平常点（出席状況、受講態度；10点）

教科書
薬学の基礎としての物理　（大林康二、廣岡秀明、崔　東学、古川裕之、吉村玲子　共著）学術図書出版社
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担当教員名 非常勤講師 田中　義人
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指定参考書
動画だからわかる物理　DVD付
力学・波動編（鈴木久男 /山田邦雅 /前田展希 /徳永正晴　著）丸善株式会社
動画だからわかる物理　DVD付
熱力学・電磁気学編（鈴木久男 /山田邦雅 /前田展希 /徳永正晴　著）丸善株式会社

オフィスアワー
非常勤ゆえ、質問は講義終了後と指定した日時に行うオフィスアワーで対応します。
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一般目標（GIO）
薬学を学ぶ上で必要な物理学の基礎力を身につけるために、
　物質は単純な法則で運動し、物質が集まれば質的に変化すること、
　物質が存在する空間を特徴づける場の考え方、物質と場の関連性　など
物質および物体間の相互作用に関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．有効数字の概念を説明できる。
２．物理量の基本単位の定義と組立単位を説明できる。
３．物理量にはスカラー量とベクトル量があることを説明できる。
４．運動の法則について理解し、質量、加速度、力、仕事、エネルギーなどの相互関係を説明できる。
５．直線運動、円運動、単振動などの運動を、数式を用いて説明できる。
６．運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、熱エネルギー、化学エネルギーなどの相互変化について例をあげて説明できる。
７．光、音、電磁波などの波の性質を理解し、反射、屈折、干渉などの特性を説明できる。
８．電荷、電流、電圧、電力、オームの法則、コンデンサーなどを説明できる。
９．電場、磁場、これらの相互関係、…電場や磁場の中における荷電粒子の運動を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
物理の基本概念を易しく解説していきますが、講義時間が絶対的に不足するので、
自学自習の心構えで臨んでほしい。
まず、授業に際しテキストの該当部分を読んで予習し、
受講後　配布したプリントも含めて必ず復習すること
そして、イメージをつかみ、自分で考えることで初めて記憶から理解へつながると思って、与えられた課題を自力で解いてみること。
常に、自分で論理的に考え貫く姿勢で学ぶことが大切です。
興味があれば、指定参考書を読んで理解を深めて下さい
課題やレポートは、指定された日時に必ず提出すること（厳守）
なお、提出する課題やレポートの裏側にもクラス、番号、氏名を書いて下さい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 大西　正夫 物理学とは
自然に向き合う物理学の姿勢、物理量の特徴、物理量の単位、
運動物体の注目すべき点、運動を解析するV－ t…グラフ、等
加速度直線運動

F（3）

第２回 大西　正夫 力学 運動の法則　、力の扱い方、力のつり合い、身近な力 F（3）
第３回 大西　正夫 力学 円運動と単振動、正弦波 F（3）
第４回 大西　正夫 力学 運動量とその保存則、反発係数、衝突などへの応用 F（3）

第５回 大西　正夫 力学 仕事、エネルギーの原理、保存力とポテンシャルエネルギー、
力学的エネルギー保存則 F（3）

第６回 大西　正夫 熱力学 熱と仕事、気体の法則　気体分子運動論と気体の内部エネル
ギー F（3）

第７回 大西　正夫 熱力学 熱力学第一法則、エネルギー保存則、熱エネルギーの特殊性、
熱力学第二法則 F（3）

第８回 大西　正夫 波動 波とは、波を表現する量（振幅、波長、速さ、振動数、周期）、
反射、屈折、干渉などの波の特性の説明 F（3）

第９回 大西　正夫 電磁気学 電荷と電流、クーロン法則、帯電体と物質の相互作用、電荷
のある空間を表現する電気力線と電場 F（3）

第10回 大西　正夫 電磁気学 ガウスの定理、帯電体の作る電場、電位、電気容量 F（3）

第11回 大西　正夫 電磁気学 磁場、電流の作る磁場、アンペールの法則、外部磁場から電
流の受ける力、ローレンツ力 F（3）

第12回 大西　正夫 電磁気学 電磁誘導、電場と磁場は相対的な量、変位電流、マクスウェ
ル方程式、電磁波 F（3）

成績評価方法
定期試験（60点）、課題・レポート（30点）、平常点（出席状況、受講態度；10点）

教科書
薬学の基礎としての物理（大林康二、廣岡秀明、崔　東学、古川裕之、吉村玲子　共著）学術図書出版社

物理学Ｂ
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担当教員名 非常勤講師 大西　正夫
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指定参考書
動画だからわかる物理　DVD付
力学・波動編（鈴木久男 /山田邦雅 /前田展希 /徳永正晴　著）丸善株式会社
動画だからわかる物理　DVD付
熱力学・電磁気学編（鈴木久男 /山田邦雅 /前田展希 /徳永正晴　著）丸善株式会社

オフィスアワー
非常勤ゆえ、質問は講義終了後と指定した日時に行うオフィスアワーで対応します。
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一般目標（GIO）
薬学を学ぶ上で必要な化学の基礎学力を身につけるために、原子の構成から分子の成り立ちなどに関する基本的知識と技能を修得
する。

到達目標（SBOs）
１．物質の基本的概念について説明できる。
２．分子の基本的性質について説明できる。
３．化学反応を定量的に探ることができる。
４．化学結合の成り立ちについて説明できる。
５．分子間相互作用について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
復習として練習問題プリントの配布と答え合わせを行う。
①原子の電子配置　②周期性関連問題　③濃度計算問題　④酸塩基計算問題
⑤電子式　⑥混成軌道と分子の形　⑦結合に関する正誤問題　⑧分子間相互作用に関する正誤問題
各プリントの所要時間は 30～ 60分と考える。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 小山　淳子 物質の基本概念 原子の電子配置、電子のスピンとパウリの排他律 F（4）-1-3,4

第２回 小山　淳子 物質の基本概念
周期表に基づく原子の諸性質（イオン化エネルギー、電子親
和力、電気陰性度など）
同素体と同位体

F（4）-1-5,6

第３回 小山　淳子 化学反応を定量的に探る 溶液の濃度計算 F（4）-3-1
第４回 小山　淳子 化学反応を定量的に探る 質量保存の法則 F（4）-3-2
第５回 小山　淳子 化学反応を定量的に探る 代表的な化学反応の化学量論的な計算 F（4）-3-3

第６回 小山　淳子 化学反応を定量的に探る 酸と塩基の基本的な性質および強弱の指標
酸化と還元における電子の授受 F（4）-3-4,5

第７回 中山　尋量 化学結合 化学結合の成り立ちについて、軌道の混成
イオン結合、共有結合、配位結合 C1（1）-1-1,2

第８回 中山　尋量 化学結合 分子軌道の基本的概念 C1（1）-1-3
第９回 中山　尋量 化学結合 共役や共鳴の概念 C1（1）-1-4

第10回 中山　尋量 化学結合と分子
分子の分極および双極子モーメント
分子間およびイオン間相互作用と沸点、融点
代表的な結晶構造

C1（1）-3-4
C1（1）-2
C1（1）-3-8

第11回 中山　尋量 分子間相互作用 静電相互作用とファンデルワールス力（双極子間相互作用と
分散力） C1（1）-2-1,2,3

第12回 中山　尋量 分子間相互作用 水素結合、電荷移動と疎水性相互作用 C1（1）-2-5,6,7

成績評価方法
出席および試験によって総合的に評価する。

教科書
プライマリー薬学シリーズ（日本薬学会編）第３巻「薬学の基礎としての化学…I…定量的取扱い」東京化学同人
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会編）第２巻「物理系薬学…I…物質の物理的性質　第２版」東京化学同人

指定参考書
「薬学用語辞典」（日本薬学会編）東京化学同人
「溶液の化学と濃度計算」（立屋敷　哲著）丸善
「物理化学演習」（三輪、青木著）京都廣川書店

オフィスアワー
随時

基礎化学        
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担当教員名 教授 中山　尋量
教授 小山　淳子
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一般目標（GIO）
ヒトの病気の成り立ちからその予防および治療についての理解を深めるために、生命体としてのヒトの成り立ちを個体、器官、細
胞レベルで理解するとともに、生命の活動単位としての細胞の進化の過程、誕生から老化をへて死に至る過程に関する基礎的知識
を修得する。

到達目標（SBOs）
１．ヒトの体の基本構造（細胞、組織、器官）の名称と役割を説明できる。
２．ヒトの生命現象を支える化学物質（アミノ酸、タンパク質、糖質、脂質）の構造、性質とその役割を説明できる。
３．ヒトの生命の誕生から死に至る過程を説明できる。
４．ヒトの寿命に関連する内部環境の調節（恒常性の維持）や生体防御機構を説明できる。…

準備学習（予習・復習等）
授業開始時間を厳守し、私語を慎むこと。
授業で習ったキーワードとその内容について理解しておくこと。
自分のノートを作成すること。
予習をしてから授業を受けること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 児玉　典子 生命の起源と進化 分子から多細胞真核生物への進化の過程 F（5）

第２回 児玉　典子 細胞の構造と機能 細胞、組織、器官、細胞膜、細胞内小器官 C8（2）-1-1,2
C8（2）-2,3

第３回 児玉　典子 細胞の構造と機能 細胞の分裂と死、細胞間コミュニケーション C8（2）-4,5
第４回 児玉　典子 ヒトの生命現象を支える化学物質（1） アミノ酸、蛋白質、糖質、脂質の種類、構造 F（5）
第５回 児玉　典子 ヒトの生命現象を支える化学物質（2） アミノ酸、蛋白質、糖質、脂質の機能 F（5）
第６回 児玉　典子 生体防御 異物の侵入に対する生体防御機構 F（5）
第７回 児玉　典子 恒常性（ホメオスタシス） 神経系の調節機構、ホルモンによる調節機構 F（5）
第８回 児玉　典子 ストレス応答 ストレッサーと自律神経系・内分泌系・免疫系 F（5）
第９回 児玉　典子 ストレス応答 ストレッサーと自律神経系・内分泌系・免疫系 F（5）
第10回 児玉　典子 感染症の予防と治療 病原体や感染細胞への薬の作用 F（5）
第11回 児玉　典子 最先端医療 再生細胞医療 F（5）
第12回 児玉　典子 生活の質の向上（Quality…of…Life） 補完・代替医療 F（5）

成績評価方法
定期試験（90%）、平常点（10%）配点内訳：予習・復習、レポートの提出、受講態度

教科書
基礎生命科学……竹島　廣編…（京都廣川書店）　　
生物総合資料……長野敬監修…（実教出版）
必要に応じてプリントの配布、スライドを用いた授業を行う。

指定参考書
New生化学　第 2版　（廣川書店）
微生物学・免疫学　…金子太郎監修…（廣川書店）
Essential 細胞生物学　中村桂子監訳（南江堂）

オフィスアワー
オフィスアワーは必要に応じて行う。

生命科学入門    
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担当教員名 講師 児玉　典子
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一般目標（GIO）
情報の授受に効果的なコンピュータの利用法を理解し、必要なデータや情報を有効活用できるようになるために、インターネット
を利用した情報の収集、開示、データベースの使用法、応用などに関する基本的知識、技能、態度を修得する。

到達目標（SBOs）
１．ネットワーク使用上のマナーを遵守する。
２．インターネット、イントラネットの仕組みを概説できる。
３．ワープロソフト、表計算ソフト、グラフィックソフト、プレゼンテーションソフトを用いることができる。
４．ソフトウェア使用上のルール、マナーを守る。
５．電子メールの送信、受信、転送などができる。
６．インターネットのブラウザ検索ソフトを用いて、ホームページを閲覧できる。
７．与えられた課題に関する情報を、コンピュータを用いて収集、加工、発表することができる。

準備学習（予習・復習等）
演習時間以外にも機会をとらえて、コンピュータを利用し各ソフトに慣れること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回

寺岡　麗子
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

コンピュータの基礎 コンピュータの基礎・簡単な仕組み、基本操作 F（7）-1-1

第２回

寺岡　麗子
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

インターネットの基礎
情報倫理

ネットワークの概念・仕組み
ネットワーク使用上のマナーとインターネットセキュリ
ティー

F（7）-3-1
F（7）-3-3,4

第３回

寺岡　麗子
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

ブラウザ検索ソフト
オペレーティングシステム
電子メール

ホームページから必要な情報の収集
オペレーティングシステムの種類・役割
電子メールの送信、受信、転送など

F（7）-1-5
F（7）-3-2
F（7）-1-1
F（7）-1-4

第４回

寺岡　麗子
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

ソフトウェア
プレゼンテーションソフト
情報発信

ソフトウェアの特徴・使用上のルール、マナー
プレゼンテーションソフトの基本、簡単な操作
与えられた課題に関する情報の発信

F（7）-1-3
F（7）-1-2
F（7）-4-2

第５回

寺岡　麗子
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

ワープロソフトの基礎 ワープロソフトの基本的な仕組み、簡単な文書の作成 F（7）-1-2

第６回

寺岡　麗子
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

ワープロソフトの応用 図、表を含む文書の作成 F（7）-1-2

第７回

寺岡　麗子
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

確認テスト ワープロソフトを用いて与えられた課題に関する文書を作成 F（7）-1-2

第８回

寺岡　麗子
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

グラフィックソフト 簡単な化学構造式の作成 F（7）-1-2
F（7）-4-1

第９回

寺岡　麗子
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

グラフィックソフト 簡単な化学構造式の作成 F（7）-1-2
F（7）-4-1

第10回

寺岡　麗子
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

表計算ソフトの基礎 表計算ソフトの基本的な仕組み、操作 F（7）-1-2

第11回

寺岡　麗子
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

表計算ソフトの応用 簡単な計算への応用、グラフの作成など F（7）-1-2

情報リテラシー  
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担当教員名 准教授 寺岡　麗子
講師 土生　康司
講師 前田　秀子
助教 増田　有紀
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第12回

寺岡　麗子
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

確認テスト 表計算ソフトを用いて与えられた課題に関する文書を作成 F（7）-1-2

成績評価方法
・レポート（課題提出）（50点）
・平常点（50点）配点内訳：出席と受講態度で評価する。（出席重視：無断欠席、無断遅刻は厳禁）

教科書
Windows…7 によるコ・メディカルのための情報リテラシー（佐藤憲一ほか　共立出版）

指定参考書
学生・研究者のための使える !PowerPoint スライドデザイン…:…伝わるプレゼン 1つの原理と 3つの技術（宮野公樹ほか　化学同人）
情報活用力…:…考える伝える分かちあう（noa出版）

オフィスアワー
随時
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一般目標（GIO）
１．大学において、薬学領域および他の諸科学分野の幅広い知識を獲得し、他者とのコミュニケーションを通じてその能力を発展

させるための基礎として、日本語運用能力、とりわけ読解力、表現力、文章力の涵養を目指す。
２．またそれと合わせて、必要な情報、意思の伝達を行い、集団の意見を整理して発表できるようになるために、プレゼンテーショ

ンの基礎的知識、技能、態度を習得する。

到達目標（SBOs）
１．他者に自分の意見を的確に伝え、他者の考えを正確に聞き取り、理解することができる。
２．まとまった内容の文章を読み、その主題を的確に把握し、要約することができる。
３．自分の考えを的確な日本語の文章で書き表すことができる。
４．正確に漢字の読み書きができる。
５．課題に対する自分の意見を、決められた時間内、字数で発表できる。
６．グループディスカッションで得られた意見を、統合して発表できる。
７．質問に対して的確な応答ができる。
８．他者のプレゼンテーションに対して、優れた点および改善点を指摘できる。
９．効果的なプレゼンテーションを行う工夫ができる。

準備学習（予習・復習等）
特になし

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 松家　次朗 ガイダンス
スケジュールと授業内容の紹介
班分けと班長の選出
班毎に個別テーマ設定

F（8）

第２回 松家　次朗 短文要約 『バカの壁』第１章を要約し、提出する。 F（8）

第３回 松家　次朗 作文指導
テーマの発表 F（8）

第４回 松家　次朗 発表１ F（8）
第５回 松家　次朗 発表２ F（8）
第６回 松家　次朗 発表３ F（8）
第７回 松家　次朗 発表４ F（8）
第８回 松家　次朗 発表５ F（8）
第９回 松家　次朗 レポート吟味１ F（8）
第10回 松家　次朗 レポート吟味２ F（8）
第11回 松家　次朗 レポート吟味３ F（8）
第12回 松家　次朗 レポート吟味４ F（8）

成績評価方法
出席　20点
発表　40点
　プレゼンの資料、発表時の態度
平常点　40点
　授業への参加度、様々な提出物

教科書
特になし

指定参考書
特になし

オフィスアワー
必要に応じて対応する。

教養リテラシー  
1年次
前期 必修 1単位
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担当教員名 准教授 松家　次朗



96

一般目標（GIO）
大学において、薬学領域および他の諸科学分野の幅広い知識を獲得し、他者とのコミュニケーションを通じてその能力を発展させ
るための基礎として、日本語運用能力、とりわけ読解力、表現力、文章力の涵養を目指す。また、それと合わせて、必要な情報、
意思の伝達を行い、集団の意見を整理して発表できるようになるために、プレゼンテーションの基本的知識、技能、態度を習得する。

到達目標（SBOs）
１．他者に自分の意見を的確に伝え、他者の考えを正確に聞き取り、理解することができる。
２．まとまった内容の文章を読み、その主題を的確に把握し、要約することができる。
３．自分の考えを適切な日本語の文章で書き表すことができる。
４．正確に漢字の読み書きができる。
５．課題にたいする自分の意見を決められた時間内、字数で発表できる。
６．グループディスカッションで得られた意見を、統合して発表できる。
７．質問に対して的確な応答ができる。
８．他者のプレゼンテーションに対して、優れた点および改良点を指摘できる。
９．効果的なプレゼンテーションを行う工夫をする。

準備学習（予習・復習等）
前半は日本語能力の向上を目指して様々な訓練を行う。
後半は演習形式の授業の入門として、グループ発表を行う。テーマは「異文化理解」とする。今日、グローバル化の流れの中で、
異文化理解の重要性は、ますます高まっている。グループごとに興味を持てそうなテーマを選び、この問題について考える。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 畑　公也 ガイダンス
授業の内容とスケジュールの説明
調査テーマ「異文化理解」の説明
班分けとテーマえらび

F（8）

第２回 畑　公也 テキスト読解と分析 簡単なテキストを用いて、いかに深く読み解くことができる
か、自分の頭を使って、読解の可能性を考える F（8）

第３回 畑　公也 文章作成法
講義ノートの取り方 文章作成の基本と要領よく講義ノートを作成する訓練 F（8）

第４回 畑　公也 短文要約 『バカの壁』第１章を要約 F（8）
第５回 畑　公也 漢字力調査 間違いやすい漢字の読み書き練習 F（8）
第６回 畑　公也 短文要約講評 前々回に提出した要約文の講評と内容討議 F（8）
第７回 畑　公也 発表（１） 班毎に発表（１回２班）２０分の発表、その後、質疑討論 F（8）
第８回 畑　公也 発表（２） 同上 F（8）
第９回 畑　公也 発表（３） 同上 F（8）
第10回 畑　公也 発表（４） 同上 F（8）
第11回 畑　公也 発表（５） 同上 F（8）
第12回 畑　公也 まとめ F（8）

成績評価方法
出席（20点）、発表（40点）平常の授業への参加度（40点）

教科書
特になし

指定参考書
特になし

オフィスアワー
月、水の昼休み。または、在室時には常に質問や相談を随時受け付けます。４号館２Fの人文第２研究室へ。
メールも可：k-hata@kobepharma-u.ac.jp

教養リテラシー  
1年次
前期 必修 1単位
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担当教員名 教授 畑　公也
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一般目標（GIO）
厳選された基本的で重要な文法項目の復習を通して､ 英語の ｢文構造｣（文型と構文）の総合的理解を強化し､ 上級学年の英語や薬
学英語を学習するための基本的な言語知識と技能の確実な習得を目指す｡

到達目標（SBOs）
１．5文型を正確に識別し､ その特徴を文法的に説明できる｡
２．文中における各品詞の文法的役割を説明できる｡
３．様々な構文を文法的に正しく分析し､ その意味を説明できる｡
４．学習した ｢文構造｣ を応用して､ 日本文を文法にかなった英文に直すことができる｡
５．日本語には存在しない品詞（前置詞や冠詞など）の意味と用法を説明できる｡
６．英語独自の文法範疇（仮定法など）に含まれる形式を識別し､ その表現意図（意味）を説明できる｡

準備学習（予習・復習等）
予習・復習をしっかり行い、出席を継続すること。質問は講義時間の前後で対応する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 相本　資子 英文の基本構造…… 主部と述部､ 句と節､ 文の分類
第２回 相本　資子 基本文型（I）……… 第 1文型～第 5文型の特徴
第３回 相本　資子 基本文型（II）………… 同上
第４回 相本　資子 時間表現（I）…… 時間関係を表現するための時制とその種類
第５回 相本　資子 時間表現（II）…… 動作の未完了､ 完了を表現するための形式 : 進行形と完了形
第６回 相本　資子 能動 ･受動表現（I）…… 能動表現､ 受動表現の形式と用法
第７回 相本　資子 能動 ･受動表現（II）… 同上
第８回 相本　資子 名詞表現…… 文中における名詞の役割と冠詞の用法
第９回 相本　資子 準動詞の形式（I）…… 不定詞の用法
第10回 相本　資子 準動詞の形式（II） 分詞の用法
第11回 相本　資子 準動詞の形式（III）… 動名詞の用法
第12回 相本　資子 修飾表現（I）…… 形容詞の用法

成績評価方法
1．定期試験（80点）　2．平常点（20点）配点内訳：出席、小テスト、受講態度

教科書
Learn…More…Grammar（三修社）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
水曜日 4時限

英語ⅠＡ        
1年次
前期 必修 1単位
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担当教員名 非常勤講師 相本　資子
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一般目標（GIO）
厳選された基本的で重要な文法項目の復習を通して､ 英語の ｢文構造｣（文型と構文）の総合的理解を強化し､ 上級学年の英語や薬
学英語を学習するための基本的な言語知識と技能の確実な習得を目指す｡

到達目標（SBOs）
１．5文型を正確に識別し､ その特徴を文法的に説明できる｡
２．文中における各品詞の文法的役割を説明できる｡
３．様々な構文を文法的に正しく分析し､ その意味を説明できる｡
４．学習した ｢文構造｣ を応用して､ 日本文を文法にかなった英文に直すことができる｡
５．日本語には存在しない品詞（前置詞や冠詞など）の意味と用法を説明できる｡
６．英語独自の文法範疇（仮定法など）に含まれる形式を識別し､ その表現意図（意味）を説明できる｡

準備学習（予習・復習等）
予習・復習をしっかり行い、出席を継続すること。質問は講義時間の前後で対応する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 赤井　朋子 英文の基本構造…… 主部と述部､ 句と節､ 文の分類
第２回 赤井　朋子 基本文型（I）……… 第 1文型～第 5文型の特徴
第３回 赤井　朋子 基本文型（II）… 同上
第４回 赤井　朋子 時間表現（I）…… 時間関係を表現するための時制とその種類
第５回 赤井　朋子 時間表現（II）…… 動作の未完了､ 完了を表現するための形式 : 進行形と完了形
第６回 赤井　朋子 能動 ･受動表現（I）…… 能動表現､ 受動表現の形式と用法
第７回 赤井　朋子 能動 ･受動表現（II）……… 同上
第８回 赤井　朋子 名詞表現…… 文中における名詞の役割と冠詞の用法
第９回 赤井　朋子 準動詞の形式（I）…… 不定詞の用法
第10回 赤井　朋子 準動詞の形式（II）………… 分詞の用法
第11回 赤井　朋子 準動詞の形式（III） 動名詞の用法
第12回 赤井　朋子 修飾表現（I）…… 形容詞の用法

成績評価方法
1．定期試験（80点）　2．平常点（20点）配点内訳：出席、小テスト、受講態度

教科書
Learn…More…Grammar（三修社）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
水曜日 4時限

英語ⅠＢ        
1年次
前期 必修 1単位
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担当教員名 准教授 赤井　朋子
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一般目標（GIO）
厳選された基本的で重要な文法項目の復習を通して､ 英語の ｢文構造｣（文型と構文）の総合的理解を強化し､ 上級学年の英語や薬
学英語を学習するための基本的な言語知識と技能の確実な習得を目指す｡

到達目標（SBOs）
１．5文型を正確に識別し､ その特徴を文法的に説明できる｡
２．文中における各品詞の文法的役割を説明できる｡
３．様々な構文を文法的に正しく分析し､ その意味を説明できる｡
４．学習した ｢文構造｣ を応用して､ 日本文を文法にかなった英文に直すことができる｡
５．日本語には存在しない品詞（前置詞や冠詞など）の意味と用法を説明できる｡
６．英語独自の文法範疇（仮定法など）に含まれる形式を識別し､ その表現意図（意味）を説明できる｡

準備学習（予習・復習等）
予習・復習をしっかり行い、出席を継続すること。質問は講義時間の前後で対応する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 玉巻　欣子 英文の基本構造…… 主部と述部､ 句と節､ 文の分類
第２回 玉巻　欣子 基本文型（I）……… 第 1文型～第 5文型の特徴
第３回 玉巻　欣子 基本文型（II）………… 同上
第４回 玉巻　欣子 時間表現（I）…… 時間関係を表現するための時制とその種類
第５回 玉巻　欣子 時間表現（II）…… 動作の未完了､ 完了を表現するための形式 : 進行形と完了形
第６回 玉巻　欣子 能動 ･受動表現（I）…… 能動表現､ 受動表現の形式と用法
第７回 玉巻　欣子 能動 ･受動表現（II）……… 同上
第８回 玉巻　欣子 名詞表現…… 文中における名詞の役割と冠詞の用法
第９回 玉巻　欣子 準動詞の形式（I）…… 不定詞の用法
第10回 玉巻　欣子 準動詞の形式（II）………… 分詞の用法
第11回 玉巻　欣子 準動詞の形式（III）… 動名詞の用法
第12回 玉巻　欣子 修飾表現（I）…… 形容詞の用法

成績評価方法
1．定期試験（80点）　2．平常点（20点）配点内訳：出席、小テスト、受講態度

教科書
Learn…More…Grammar（三修社）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
水曜日 4時限

英語ⅠＣ        
1年次
前期 必修 1単位
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担当教員名 准教授 玉巻　欣子
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一般目標（GIO）
様々なジャンルの長い英文を読むには、読解の技術（リーディングスキル）が不可欠である。英文の理解において、まず必要なのは「文
構造」の正確な把握であり、次に豊富な「語彙力」である。更に、纏まった文章表現の理解には「パラグラフ」の論理的展開を効
果的に読み取る力が重要である。様々な種類とレベルの長い英文を確実に読み、語彙力をつけるための総合的読解スキルを修得する。

到達目標（SBOs）
１．読解の対象となる英文全体の大意を把握し、それを口頭で説明したり、文章で表現できる。
２．パラグラフ中の各英文を正確に読解し、その意味内容を説明できる。
３．パラグラフごとに、その主題（main…idea）や大意、主張点を説明できる。
４．複数にわたるパラグラフ間の連関性や展開を説明できる。
５．読解の対象となる英文全体に関する練習問題を解くことにより、各自の英文理解度を確認できる。
６．読解の対象となる英文中の重要な語句（キ―ワード）の意味と用法を説明することができる。

準備学習（予習・復習等）
着信音・振動音で授業を中断させることのないよう、携帯電話の電源は必ず切って授業に臨むという礼儀が求められる。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 髙木　一幸 はじめに
Chapter １　その１

オリエンテーション
読解

第２回 髙木　一幸 Chapter １　その２ 読解
第３回 髙木　一幸 Chapter １　その３ 練習問題
第４回 髙木　一幸 Chapter ２　その１ 読解
第５回 髙木　一幸 Chapter ２　その２ 練習問題
第６回 髙木　一幸 Chapter ３　その１ 読解
第７回 髙木　一幸 Chapter ３　その２ 練習問題
第８回 髙木　一幸 Chapter ４　その１ 読解
第９回 髙木　一幸 Chapter ４　その２ 練習問題
第10回 髙木　一幸 Chapter ５　その１ 読解
第11回 髙木　一幸 Chapter ５　その２ 練習問題
第12回 髙木　一幸 Chapter ６　その１ 読解

成績評価方法
定期試験（60%）と平常点（40%）により総合的に評価する。

教科書
PRISM…Book…8:…Orange（Macmillan,…2005）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問は随時受け付ける。

英語ⅡＡ        
1年次
前期 必修 1単位
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担当教員名 非常勤講師 髙木　一幸
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一般目標（GIO）
様々なジャンルの英文を読むためには、読解の技術（リーディングスキル）が不可欠である。英文の理解において、まず必要なのは「文
構造」の正確な把握であり、次に豊富な「語彙力」である。さらに、まとまった文章表現の理解には「パラグラフ」の論理的展開
を効果的に読み取る力が重要である。様々な種類とレベルの、長い英文を確実に読み、語彙力をつけるための総合的読解スキルを
習得する。

到達目標（SBOs）
１．読解の対象となる英文全体を把握し、それを口頭で説明したり、文章で表現できる。
２．パラグラフ中の各英文を正確に読解し、その意味内容を説明できる。
３．パラグラフごとに、その主題（main…idea）や大意、主張点を説明できる。
４．複数にわたるパラグラフ間の連関性や展開を説明できる。
５．読解の対象となる英文全体に関する練習問題を解くことにより、各自の英文理解度を確認できる。
６．読解の対象となる英文中の重要な語句（キーワード）の意味と用法を説明することができる。

準備学習（予習・復習等）
・単語を調べる際、発音やアクセント位置も調べること。また、できるだけ例文にも目を通すこと。
・英文のテキストを音読してみること。
・日本語に訳そうとせず、英語文の順序で理解しようとすること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 大深　悦子 オリエンテーション 授業内容・評価方法などの説明
第２回 大深　悦子 Chapter…1（1） 語彙の確認およびパラグラフ読解
第３回 大深　悦子 Chapter…1（2） 練習問題
第４回 大深　悦子 Chapter…2（1） 語彙の確認およびパラグラフ読解
第５回 大深　悦子 Chapter…2（2） 練習問題
第６回 大深　悦子 Chapter…4（1） 語彙の確認およびパラグラフ読解
第７回 大深　悦子 Chapter…4（2） 練習問題
第８回 大深　悦子 Chapter…5（1） 語彙の確認およびパラグラフ読解
第９回 大深　悦子 Chapter…5（2） 練習問題
第10回 大深　悦子 Chapter…7（1） 語彙の確認およびパラグラフ読解
第11回 大深　悦子 Chapter…7（2） 練習問題
第12回 大深　悦子 Review 前期のまとめ

成績評価方法
・定期試験（60%）
・平常点（40%）
… 配点内訳：［小テスト（20%）、提出物（15%）、学習態度（5%）］…

教科書
PRISM…Book…8:…Orange…
（Macmillan…Languagehouse）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
非常勤のため、質問は、E-mail で行うか、講義時間の前後、あるいは予約にて対応する。

英語ⅡＢ        
1年次
前期 必修 1単位
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担当教員名 非常勤講師 大深　悦子
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一般目標（GIO）
様々なジャンルの英文を読むには、読解の技術（リーディングスキル）が不可欠である｡ …英文の理解において、まず必要なのは「文
構造」の正確な把握であり､ 次に豊富な「語彙力」である。更に、纏まった文章表現の理解には「パラグラフ」の論理的展開を効
果的に読み取る力が重要である。…

到達目標（SBOs）
１．英文構造を正確に把握する｡
２．語彙力を増強する｡
３．パラグラフ中の各英文を正確に読解し、その意味内容を説明できる。
４．パラグラフごとに、その主題（main…idea）や大意、主張点を説明できる。
５．読解の対象となる英文全体に関する練習問題を解くことにより、各自の英文理解度を確認できる。
６．読解の対象となる英文中の重要な語句（キーワード）の意味と用法を説明することができる。

準備学習（予習・復習等）
授業中の作業が大切になるので、予習、出席はもちろんのこと、傾聴し真剣に問題に取り組むこと。できるだけ多く英語に触れて
ほしい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 相本　資子 導入 授業内容や評価方法の説明
第２回 相本　資子 Chapter…1 Y…So…Lonely
第３回 相本　資子 Chapter…1 Y…So…Lonely
第４回 相本　資子 Chapter…2 Seeing…Double
第５回 相本　資子 Chapter…2 Seeing…Double
第６回 相本　資子 Chapter…4 Ready…for…Mars
第７回 相本　資子 Chapter…4 Ready…for…Mars
第８回 相本　資子 Chapter…5 The…Art…of…Blogging…
第９回 相本　資子 Chapter…5 The…Art…of…Blogging…
第10回 相本　資子 Chapter…6 Health,…Drink…and…Stress…
第11回 相本　資子 Chapter…6 Health,…Drink…and…Stress………
第12回 相本　資子 Chapter…7 Bungee…Jumping

成績評価方法
1．定期試験（80点）2．平常点（20点）配点内訳：出席、受講態度、小テスト

教科書
PRISM…green…
（Macmillan…Languagehouse）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問は講義の前後で対応する。

英語ⅡＣ        
1年次
前期 必修 1単位
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一般目標（GIO）
様々なジャンルの英文を読むためには、読解の技術（リーディング・スキル）が不可欠である。英文の理解において、まず必要なのは「文
構造」の正確な把握であり、次に豊富な「語彙力」である。さらに、まとまった文章表現の理解には「パラグラフ」の論理的展開
を効果的に読み取る力が重要である。様々な種類とレベルの、長い英文を確実に読み、語彙力をつけるための総合的読解スキルを
習得する。

到達目標（SBOs）
１．英文構造を正確に把握する。
２．語彙力を増強する。
３．パラグラフ中の各英文を正確に読解し、その意味内容を説明できる。
４．パラグラフごとに、その主題（main…idea）、大意、主張点を説明できる。
５．読解の対象となる英文中の重要な語句（キーワード）の意味と用法を説明することができる。

準備学習（予習・復習等）
予習・復習をしっかり行い、出席を継続すること。質問は、講義時間の前後やオフィスアワー等の時間を利用して対応する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 赤井　朋子 ガイダンス 授業の進め方や評価方法についての説明 F（2）-1-1,2
第２回 赤井　朋子 Chapter…1 Y…So…Lonely F（2）-1-1,2
第３回 赤井　朋子 Chapter…1 Y…So…Lonely F（2）-1-1,2
第４回 赤井　朋子 Chapter…2 Seeing…Double F（2）-1-1,2
第５回 赤井　朋子 Chapter…2 Seeing…Double F（2）-1-1,2
第６回 赤井　朋子 Chapter…3 Beautiful…Swimmer F（2）-1-1,2
第７回 赤井　朋子 Chapter…3 Beautiful…Swimmer F（2）-1-1,2
第８回 赤井　朋子 Chapter…4 Getting…Ready…for…Mars F（2）-1-1,2
第９回 赤井　朋子 Chapter…4 Getting…Ready…for…Mars F（2）-1-1,2
第10回 赤井　朋子 Chapter…5 The…Art…of…Blogging F（2）-1-1,2
第11回 赤井　朋子 Chapter…5 The…Art…of…Blogging F（2）-1-1,2
第12回 赤井　朋子 まとめ 前期のまとめ F（2）-1-1,2

成績評価方法
・定期試験（80点）
・平常点（20点）配点内訳：出席と受講態度で評価する

教科書
Prism…Book…6:…Green…（Macmillan）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
水曜４時限

英語ⅡＤ        
1年次
前期 必修 1単位
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担当教員名 准教授 赤井　朋子
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一般目標（GIO）
厳選された基本的で重要な文法項目の復習を通して､ 英語の ｢文構造｣（文型と構文）の総合的理解を強化し､ 上級学年の英語や､
薬学英語を学習するための基本的な言語知識と技能の確実な習得を目指す｡

到達目標（SBOs）
１．5文型を正確に識別し､ その特徴を文法的に説明できる｡
２．文中における各品詞の文法的役割を説明できる｡
３．様々な構文を文法的に正しく分析し､ その意味を説明できる｡
４．学習した ｢文構造｣ を応用して､ 日本文を文法にかなった英文に直すことができる｡
５．日本語には存在しない英語の品詞（前置詞や冠詞など）の意味と用法を説明できる｡
６．英語独自の文法範疇（仮定法など）に含まれる形式を識別し､ その表現意図（意味）を説明できる｡

準備学習（予習・復習等）
予習・復習をしっかり行い、出席を継続すること。質問は講義時間の前後で対応する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 相本　資子 修飾表現（II）………… 副詞の用法
第２回 相本　資子 修飾表現（III）………………… 関係詞の基本的用法
第３回 相本　資子 修飾表現（IV）…………………… 同上
第４回 相本　資子 修飾表現（V）……………… 関係詞の注意すべき用法
第５回 相本　資子 程度の表現（I）……………… 形容詞､ 副詞による比較表現とその用法
第６回 相本　資子 程度の表現（II）……………… 同上
第７回 相本　資子 主観を反映する表現（I）…………… 法助動詞の用法
第８回 相本　資子 主観を反映する表現（II）……… 仮定法の用法
第９回 相本　資子 主観を反映する表現（III）… 同上
第10回 相本　資子 空間と時間を表す前置詞　……… 場所と時間の前置詞の用法
第11回 相本　資子 様々な関係を表す前置詞　 原因､ 理由､ 目的､ 手段などを表す前置詞の用法
第12回 相本　資子 文の連結と接続詞…………　 等位接続詞と従位接続詞の用法

成績評価方法
1．定期試験（80点）2．平常点（20点）配点内訳：出席、小テスト、受講態度

教科書
Learn…More…Grammar（三修社）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
水曜日 4時限

英語ⅢＡ        
1年次
後期 必修 1単位
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一般目標（GIO）
厳選された基本的で重要な文法項目の復習を通して､ 英語の ｢文構造｣（文型と構文）の総合的理解を強化し､ 上級学年の英語や､
薬学英語を学習するための基本的な言語知識と技能の確実な習得を目指す｡

到達目標（SBOs）
１．5文型を正確に識別し､ その特徴を文法的に説明できる｡
２．文中における各品詞の文法的役割を説明できる｡
３．様々な構文を文法的に正しく分析し､ その意味を説明できる｡
４．学習した ｢文構造｣ を応用して､ 日本文を文法にかなった英文に直すことができる｡
５．日本語には存在しない英語の品詞（前置詞や冠詞など）の意味と用法を説明できる｡
６．英語独自の文法範疇（仮定法など）に含まれる形式を識別し､ その表現意図（意味）を説明できる｡

準備学習（予習・復習等）
予習・復習をしっかり行い、出席を継続すること。質問は講義時間の前後で対応する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 赤井　朋子 修飾表現（II）………… 副詞の用法
第２回 赤井　朋子 修飾表現（III）………………… 関係詞の基本的用法
第３回 赤井　朋子 修飾表現（IV）…………………… 同上
第４回 赤井　朋子 修飾表現（V）……………… 関係詞の注意すべき用法
第５回 赤井　朋子 程度の表現（I）……………… 形容詞､ 副詞による比較表現とその用法
第６回 赤井　朋子 程度の表現（II）……………… 同上
第７回 赤井　朋子 主観を反映する表現（I）…………… 法助動詞の用法
第８回 赤井　朋子 主観を反映する表現（II）……… 仮定法の用法
第９回 赤井　朋子 主観を反映する表現（III）… 同上
第10回 赤井　朋子 空間と時間を表す前置詞　……… 場所と時間の前置詞の用法
第11回 赤井　朋子 様々な関係を表す前置詞　 原因､ 理由､ 目的､ 手段などを表す前置詞の用法
第12回 赤井　朋子 文の連結と接続詞…………　 等位接続詞と従位接続詞の用法

成績評価方法
1．定期試験（80点）2．平常点（20点）配点内訳：出席、小テスト、受講態度

教科書
Learn…More…Grammar（三修社）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
水曜日 4時限

英語ⅢＢ        
1年次
後期 必修 1単位
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担当教員名 准教授 赤井　朋子
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一般目標（GIO）
厳選された基本的で重要な文法項目の復習を通して､ 英語の ｢文構造｣（文型と構文）の総合的理解を強化し､ 上級学年の英語や､
薬学英語を学習するための基本的な言語知識と技能の確実な習得を目指す｡

到達目標（SBOs）
１．5文型を正確に識別し､ その特徴を文法的に説明できる｡
２．文中における各品詞の文法的役割を説明できる｡
３．様々な構文を文法的に正しく分析し､ その意味を説明できる｡
４．学習した ｢文構造｣ を応用して､ 日本文を文法にかなった英文に直すことができる｡
５．日本語には存在しない英語の品詞（前置詞や冠詞など）の意味と用法を説明できる｡
６．英語独自の文法範疇（仮定法など）に含まれる形式を識別し､ その表現意図（意味）を説明できる｡

準備学習（予習・復習等）
予習・復習をしっかり行い、出席を継続すること。質問は講義時間の前後で対応する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 玉巻　欣子 修飾表現（II）………… 副詞の用法
第２回 玉巻　欣子 修飾表現（III）………………… 関係詞の基本的用法
第３回 玉巻　欣子 修飾表現（IV）…………………… 同上
第４回 玉巻　欣子 修飾表現（V）……………… 関係詞の注意すべき用法
第５回 玉巻　欣子 程度の表現（I）……………… 形容詞､ 副詞による比較表現とその用法
第６回 玉巻　欣子 程度の表現（II）……………… 同上
第７回 玉巻　欣子 主観を反映する表現（I）…………… 法助動詞の用法
第８回 玉巻　欣子 主観を反映する表現（II）……… 仮定法の用法
第９回 玉巻　欣子 主観を反映する表現（III）… 同上
第10回 玉巻　欣子 空間と時間を表す前置詞　……… 場所と時間の前置詞の用法
第11回 玉巻　欣子 様々な関係を表す前置詞　 原因､ 理由､ 目的､ 手段などを表す前置詞の用法
第12回 玉巻　欣子 文の連結と接続詞…………　 等位接続詞と従位接続詞の用法

成績評価方法
1．定期試験（80点）2．平常点（20点）配点内訳：出席、小テスト、受講態度

教科書
Learn…More…Grammar（三修社）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
水曜日 4時限

英語ⅢＣ        
1年次
後期 必修 1単位
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担当教員名 准教授 玉巻　欣子
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一般目標（GIO）
様々なジャンルの長い英文を読むには、読解の技術（リーディングスキル）が不可欠である。英文の理解において、まず必要なのは「文
構造」の正確な把握であり、次に豊富な「語彙力」である。更に、纏まった文章表現の理解には「パラグラフ」の論理的展開を効
果的に読み取る力が重要である。様々な種類とレベルの長い英文を確実に読み、語彙力をつけるための総合的読解スキルを修得する。

到達目標（SBOs）
１．読解の対象となる英文全体の大意を把握し、それを口頭で説明したり、文章で表現できる。
２．パラグラフ中の各英文を正確に読解し、その意味内容を説明できる。
３．パラフラグごとに、その主題（main…idea）や大意、主張点を説明できる。
４．複数にわたるパラグラフ間の連関性や展開を説明できる。
５．読解の対象となる英文全体に関する練習問題を解くことにより、各自の英文理解度を確認できる。
６．読解の対象となる英文中の重要な語句（キーワード）の意味と用法を説明することができる。

準備学習（予習・復習等）
着信音・振動音で授業を中断させることのないよう、携帯電話の電源は必ず切って授業に臨むという礼儀が求められる。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 髙木　一幸 Chapter…7　その１ 読解
第２回 髙木　一幸 Chapter…7　その２ 練習問題
第３回 髙木　一幸 Chapter…8　その１ 読解
第４回 髙木　一幸 Chapter…8　その２ 練習問題
第５回 髙木　一幸 Chapter…9　その１ 読解
第６回 髙木　一幸 Chapter…9　その２ 練習問題
第７回 髙木　一幸 Chapter…10　その１ 読解
第８回 髙木　一幸 Chapter…10　その２ 練習問題
第９回 髙木　一幸 Chapter…11　その１ 読解　
第10回 髙木　一幸 Chapter…11　その２ 練習問題
第11回 髙木　一幸 Chapter…12　その１ 読解
第12回 髙木　一幸 Chapter…12　その２ 練習問題

成績評価方法
定期試験（60%）と平常点（40%）により総合的に評価する。

教科書
PRISM…Book…8:…Orange…（Macmillan,…2005）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問は随時受け付ける。

英語ⅣＡ        
1年次
後期 必修 1単位

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

教
養
教
育
専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

担当教員名 非常勤講師 髙木　一幸
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一般目標（GIO）
様々なジャンルの英文を読むためには、読解の技術（リーディングスキル）が不可欠である。英文の理解において、まず必要なのは「文
構造」の正確な把握であり、次に豊富な「語彙力」である。さらに、まとまった文章表現の理解には「パラグラフ」の論理的展開
を効果的に読み取る力が重要である。様々な種類とレベルの、長い英文を確実に読み、語彙力をつけるための総合的読解スキルを
習得する。…

到達目標（SBOs）
１．読解の対象となる英文全体を把握し、それを口頭で説明したり、文章で表現できる。
２．パラグラフ中の各英文を正確に読解し、その意味内容を説明できる。
３．パラグラフごとに、その主題…（main…idea）や大意、主張点を説明できる。
４．複数にわたるパラグラフ間の連関性や展開を説明できる。
５．読解の対象となる英文全体に関する練習問題を解くことにより、各自の英文理解度を確認できる。
６．読解の対象となる英文中の重要な語句（キーワード）の意味と用法を説明することができる。

準備学習（予習・復習等）
・単語を調べる際、発音やアクセント位置も調べること。また、できるだけ例文にも目を通すこと。
・英文のテキストを音読してみること。
・日本語に訳そうとせず、英語文の順序で理解しようとすること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 大深　悦子 前期の復習＋Chapter ８（0） 後期の授業内容の説明＋語彙の確認など
第２回 大深　悦子 Chapter…8（1） パラグラフ読解
第３回 大深　悦子 Chapter…8（2） 練習問題
第４回 大深　悦子 Chapter…9（1） 語彙の確認とパラグラフ読解
第５回 大深　悦子 Chapter…9（2） 練習問題
第６回 大深　悦子 Chapter…12（1） 語彙の確認とパラグラフ読解
第７回 大深　悦子 Chapter…12（2） 練習問題
第８回 大深　悦子 Chapter…13（1） 語彙の確認とパラグラフ読解
第９回 大深　悦子 Chapter…13（2） 練習問題
第10回 大深　悦子 Chapter…15（1） 語彙の確認とパラグラフ読解
第11回 大深　悦子 Chapter…15（2） 練習問題
第12回 大深　悦子 Review 後期のまとめ

成績評価方法
・定期試験（60%）
・平常点（40%）
… 配点内訳：［小テスト（20%）、提出物（15%）、学習態度（5%）］…

教科書
PRISM…Book…8:…Orange
（Macmillan…Languagehouse）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
非常勤のため、質問は、E-mail で行うか、講義時間の前後、あるいは予約にて対応する。

英語ⅣＢ        
1年次
後期 必修 1単位
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担当教員名 非常勤講師 大深　悦子
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一般目標（GIO）
様々なジャンルの英文を読むには、読解の技術（リーディングスキル）が不可欠である｡ …英文の理解において、まず必要なのは「文
構造」の正確な把握であり､ 次に豊富な「語彙力」である。更に、纏まった文章表現の理解には「パラグラフ」の論理的展開を効
果的に読み取る力が重要である。

到達目標（SBOs）
１．英文構造を正確に把握する｡
２．語彙力を増強する｡
３．パラグラフ中の各英文を正確に読解し、その意味内容を説明できる。
４．パラグラフごとに、その主題（main…idea）や大意、主張点を説明できる。
５．読解の対象となる英文全体に関する練習問題を解くことにより、各自の英文理解度を確認できる。
６．読解の対象となる英文中の重要な語句（キーワード）の意味と用法を説明することができる。

準備学習（予習・復習等）
授業中の作業が大切になるので、予習、出席はもちろんのこと、傾聴し真剣に問題に取り組むこと。できるだけ多く英語に触れて
ほしい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 相本　資子 Chapter…8 Toxic…Time…Bomb…
第２回 相本　資子 Chapter…8 Toxic…Time…Bomb
第３回 相本　資子 Chapter…9 Saddam…Ruins…Iraq
第４回 相本　資子 Chapter…9 Saddam…Ruins…Iraq
第５回 相本　資子 Chapter…10 Flexible…Gaming……
第６回 相本　資子 Chapter…10 Flexible…Gaming…
第７回 相本　資子 Chapter…11 Killer…Waves
第８回 相本　資子 Chapter…11 Killer…Waves
第９回 相本　資子 Chapter…12 My…Bones
第10回 相本　資子 Chapter…12 My…Bones
第11回 相本　資子 Chapter…13 Technology…Bites…Back　
第12回 相本　資子 Chapter…13 Technology…Bites…Back　

成績評価方法
1．定期試験（80点）　2．平常点（20点）配点内訳：出席、受講態度、小テスト

教科書
PRISM…green
（Macmillan…Languagehouse）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問は講義の前後で対応する。

英語ⅣＣ        
1年次
後期 必修 1単位
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担当教員名 非常勤講師 相本　資子
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一般目標（GIO）
様々なジャンルの英文を読むためには、読解の技術（リーディング・スキル）が不可欠である。英文の理解において、まず必要なのは「文
構造」の正確な把握であり、次に豊富な「語彙力」である。さらに、まとまった文章表現の理解には「パラグラフ」の論理的展開
を効果的に読み取る力が重要である。様々な種類とレベルの、長い英文を確実に読み、語彙力をつけるための総合的読解スキルを
習得する。

到達目標（SBOs）
１．英文構造を正確に把握する。
２．語彙力を増強する。
３．パラグラフ中の各英文を正確に読解し、その意味内容を説明できる。
４．パラグラフごとに、その主題（main…idea）、大意、主張点を説明できる。
５．読解の対象となる英文中の重要な語句（キーワード）の意味と用法を説明することができる。

準備学習（予習・復習等）
予習・復習をしっかり行い、出席を継続すること。質問は、講義時間の前後やオフィスアワー等の時間を利用して対応する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 赤井　朋子 Chapter…6 Health,…Drink…and…Stress F（2）-1-1,2
第２回 赤井　朋子 Chapter…6 Health,…Drink…and…Stress F（2）-1-1,2
第３回 赤井　朋子 Chapter…7 Bungee…Jumping F（2）-1-1,2
第４回 赤井　朋子 Chapter…7 Bungee…Jumping F（2）-1-1,2
第５回 赤井　朋子 Chapter…8 Toxic…Time…Bomb F（2）-1-1,2
第６回 赤井　朋子 Chapter…8 Toxic…Time…Bomb F（2）-1-1,2
第７回 赤井　朋子 Chapter…9 Lost…Wetlands…of…Iraq F（2）-1-1,2
第８回 赤井　朋子 Chapter…9 Lost…Wetlands…of…Iraq F（2）-1-1,2
第９回 赤井　朋子 Chapter…10 Flexible…Gaming F（2）-1-1,2
第10回 赤井　朋子 Chapter…10 Flexible…Gaming F（2）-1-1,2
第11回 赤井　朋子 Chapter…11 Killer…Waves F（2）-1-1,2
第12回 赤井　朋子 Chapter…11 Killer…Waves F（2）-1-1,2

成績評価方法
・定期試験（80点）
・平常点（20点）配点内訳：出席と受講態度で評価する

教科書
Prism…Book…6:…Green…（Macmillan）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
水曜４時限

英語ⅣＤ        
1年次
後期 必修 1単位
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担当教員名 准教授 赤井　朋子
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一般目標（GIO）
ドイツ語の基本的な運用能力を習得する。

到達目標（SBOs）
１．ドイツ語を通して、ドイツ文化およびヨーロッパの文化に対する関心を深める。
２．ドイツ語の単語を正しく発音できる。
３．ドイツ語文法の概要を把握する。
４．辞書を引いて、平易なドイツ語の文章を読むことができる。
５．ドイツ語で簡単な日常会話ができる。
６．ドイツ語で簡単な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
到達目標は、ドイツ語Ⅰ、Ⅱで、共通ですが、Ⅰでは、基礎の中の基礎を学びます。基礎とは、名詞系の変化と動詞系の変化、及
びドイツ語の文で最も重要な動詞の位置です。この三つのポイントに常に注目しながら、ドイツ語に慣れていってください。
言葉は文化です。言葉の中に文化と歴史が凝縮されています。ドイツ語と英語は近い親戚ですが、異なった歴史を歩んできました。
それゆえ二つの言葉には、似たところと異なったところがあります。そこが最初は難しいように思えますが、だんだんと慣れてく
れば味わい深いところでもあります。ドイツ語の面白さを一緒に味わいましょう。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 畑　公也 導入説明と発音 ヨーロッパの中のドイツ、日本とドイツの関係について概説
アルファベットの読み方を説明

第２回 畑　公也 動詞の現在人称変化・定動詞の位
置

第３回 畑　公也 同上
第４回 畑　公也 同上
第５回 畑　公也 同上
第６回 畑　公也 同上
第７回 畑　公也 冠詞と名詞の格変化・代名詞Ⅰ
第８回 畑　公也 同上
第９回 畑　公也 同上
第10回 畑　公也 不規則動詞
第11回 畑　公也 同上
第12回 畑　公也 ドイツ語Ⅰのまとめ

成績評価方法
期末テスト（80％）、平常点（小テストを含む：20％）

教科書
『300語で話すドイツ語』
入谷幸江他著　三修社

指定参考書
特になし

オフィスアワー
月、水の昼休み。在室時は質問や相談を随時受け付けます。４号館２Fの人文研究室へ。
メールも可：k-hata@kobepharma-u.ac.jp

ドイツ語Ⅰ
1年次
前期 選択 1単位
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担当教員名 教授 畑　公也
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一般目標（GIO）
ドイツ語Ⅰに引き続き、ドイツ語の基本的な運用能力を習得する。　

到達目標（SBOs）
１．ドイツ語を通して、ドイツ文化およびヨーロッパの文化に対する関心を深める。
２．ドイツ語の単語を正しく発音できる。
３．ドイツ語文法の概要を把握する。
４．辞書を引いて、平易なドイツ語の文章を読むことができる。
５．ドイツ語で簡単な日常会話ができる。
６．ドイツ語で簡単な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
この授業は、前期のドイツ語Ⅰの内容を引き継ぐものである。したがってドイツ語Ⅰを受講したもののみが受講できる。
ここでは、楽しみながら、初修の外国語であるドイツ語に慣れ親しんで欲しい。そして、ドイツ語を知ることによって、ヨーロッパ、
つまりまだよく知らない世界に向かって新しい窓をひとつ開いて欲しい。世界は、日本とアメリカだけで成り立っているのではな
いのだから。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 畑　公也 冠詞と名詞の格変化・代名詞Ⅱ
第２回 畑　公也 同上
第３回 畑　公也 同上
第４回 畑　公也 定冠詞類・指示代名詞
第５回 畑　公也 同上
第６回 畑　公也 同上
第７回 畑　公也 分離動詞
第８回 畑　公也 同上
第９回 畑　公也 話法の助動詞
第10回 畑　公也 同上
第11回 畑　公也 同上
第12回 畑　公也 まとめ

成績評価方法
期末テスト（80％）、平常点（小テストを含む：20％）

教科書
ドイツ語Ⅰで用いたテキストを継続使用する
『300語で話すドイツ語』
入谷幸江他著　三修社

指定参考書
特になし

オフィスアワー
月、火の昼休み。在室時は質問や相談を随時受け付けます。４号館２Fの人文第２研究室へお越しください。　
メールも可：k-hata@kobepharma-u.ac.jp

ドイツ語Ⅱ
1年次
後期 選択 1単位
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一般目標（GIO）
中国語の基礎力を身につける｡

到達目標（SBOs）
１．中国語の特徴を理解する｡
２．ピンインを習得する｡
３．基本単語を把握する｡
４．簡単な自己紹介ができる｡
５．基本文法を習得する｡
６．簡単な日常会話ができる｡

準備学習（予習・復習等）

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 レイハン　パタール 中国語とは
短母音、子音、四声 a,o,e,...

第２回 レイハン　パタール 子音 g,k,h,...
第３回 レイハン　パタール 子音、複母音 zh,ch,sh,…...ai,ei,ao,...
第４回 レイハン　パタール 複母音 ua,uo,ui,...
第５回 レイハン　パタール 複母音 an,en,in,...
第６回 レイハン　パタール 第一課 人称代名詞、“是”の文
第７回 レイハン　パタール 第二課 指示代名詞、疑問詞疑問文、“的”の用法､ 副詞
第８回 レイハン　パタール 第三課 動詞の文
第９回 レイハン　パタール 第三課 ｢所有｣ を表す“有”
第10回 レイハン　パタール 第四課 量詞
第11回 レイハン　パタール 第四課 形容詞の文
第12回 レイハン　パタール 第五課 「動作の時点」を言う表現

成績評価方法
試験（80％）及び平常点（出席状況､ 受講態度など､ 20％）で評価を行う｡

教科書
竹島金吾監修 ｢中国語はじめの一歩｣…白水社

指定参考書
塚本慶一監修 ｢一年生のコミュニケｰション中国語｣ 白水社
関中研著 ｢中国語キャンパス｣…基礎編…朝日出版社
本間史､ 孟広学著 ｢中国語ポイント 42｣ 白水社

オフィスアワー
質問は授業の前後で対応する。

中国語Ⅰ
1年次
前期 選択 1単位

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

教
養
教
育
専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

担当教員名 非常勤講師 レイハン　パタール
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一般目標（GIO）
中国語の基礎力を身につける｡

到達目標（SBOs）
１．基本単語を増やす｡
２．基礎文法を身につける｡
３．自己紹介ができる｡
４．日常会話ができる｡
５．辞書を引いて簡単な文書を読むことができる｡
６．中国文化についての理解を深める｡

準備学習（予習・復習等）

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 レイハン　パタール 第六課 ｢完了｣ を表す“了”
第２回 レイハン　パタール 第六課 ｢所在｣ を表す“在”
第３回 レイハン　パタール 第七課 ｢存在｣ を表す“有”
第４回 レイハン　パタール 第七課 反復疑問文
第５回 レイハン　パタール 第八課 ｢時間量｣ を表す語
第６回 レイハン　パタール 第八課 “得～”､“从～”
第７回 レイハン　パタール 第九課 ｢過去の経験｣ を表す“过”
第８回 レイハン　パタール 第九課 “是～的”の文
第９回 レイハン　パタール 第十課 “能～”､“会～”
第10回 レイハン　パタール 第十課 ｢動作の様態｣ を言う表現
第11回 レイハン　パタール 第十一課 ｢動作の進行｣ を表す

第12回 レイハン　パタール 第十一課 ｢～しに行く／来る｣ を表す
比較の表現

成績評価方法
試験（80％）及び平常点（出席状況､ 受講態度など､ 20％）で評価を行う｡

教科書
竹島金吾監修 ｢中国語はじめの一歩｣ 白水社

指定参考書
塚本慶一監修 ｢一年生のコミュニケｰション中国語｣ 白水社
関中研著 ｢中国語キャンパス｣ 基礎編…朝日出版社
本間史､ 孟広学著 ｢中国語ポイント 42｣ 白水社

オフィスアワー
質問は授業の前後で対応する。

中国語Ⅱ
1年次
後期 選択 1単位
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一般目標（GIO）
韓国語の文字ーハングルについて習得し、視聴覚資料を用いて韓国の事情・文化について関心と理解を深める。

到達目標（SBOs）
１．韓国語で日常あいさつができる。
２．ハングル文字が読める・書ける。
３．初歩的な文法を身に付ける。
４．韓国の事情・文化に関心と理解を深める。

準備学習（予習・復習等）
一つの言葉を知ると、その言葉を通じて更に一つの世界が広がっていきます。従って人生も豊かになり、どんどん自分の可能性を
開花していくことになるでしょう。大学での限られた学びの時間をよりよく生かすために、他の科目も同じですが、主体性を発揮し、
積極的にこの授業に臨んでください。予習・復習をすることで学んだ一つの単語・一つの文法が生かされて言葉につながっていく
と思います。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 金　錦花 朝鮮（韓国）語・ハングルについて

第２回 金　錦花 文字と発音１ 母音字〔１〕（単母音）・母音字〔２〕（重母音）
あいさつ１

第３回 金　錦花 文字と発音２ 子音字〔１〕（平音）・子音字〔２〕（平音）
あいさつ２

第４回 金　錦花 文字と発音３ 子音字〔３〕（激音）・子音字〔４〕（濃音）
あいさつ３

第５回 金　錦花 文字と発音４ 母音字〔３〕（重母音）
あいさつ４

第６回 金　錦花 文字と発音５ パッチム（終声）
あいさつ５

第７回 金　錦花 文字と発音６ 連音化
日本語の地名・人名をハングルで表記

第８回 金　錦花 第 1課　私の名前は藤井恵美です 「～です」の表現

第９回 金　錦花 助詞「～は」
指示詞

第10回 金　錦花 第 2課　学生ではありません 「～ではありません」の表現

第11回 金　錦花 「～ではなく」の表現
助詞「～に」

第12回 金　錦花 第 3課　携帯の番号は何番ですか
漢数詞
ー電話番号の表現
ー値段の表現

成績評価方法
定期試験の成績は 60％、平常点（小テスト・宿題など）は 40％の割合で総合して評価する。

教科書
金京子 /喜多恵美子　『パランセ韓国語』初級　朝日出版社
＊改訂版

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問は、講義終了時に受け付ける。

韓国語Ⅰ
1年次
前期 選択 1単位
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一般目標（GIO）
簡単なハングル文が書ける、韓国語で簡単な会話ができるなどの基本素養を身に付けるとともに、引き続いて韓国の事情・文化に
ついて理解を深める。

到達目標（SBOs）
韓国語Ⅰで学んだ基礎知識をしっかりと踏まえながら、韓国語Ⅱでは、「聞く・書く・読む・話す」との四つの総合能力を向上させ
ることを目標とする。
１．基本文法・文型を身に付ける。
２．基本単語を身に付ける。
３．簡単な会話ができる。
４．韓国の事情・文化に理解を深める。

準備学習（予習・復習等）
この段階では、ハングル文字に慣れてきて、徐々に韓国語である程度会話ができる・文が書けるようになってきます。ゆえに、「語
学の本当の楽しさ」を味わえる時期でもあります。しかし、その反面難しさも伴ってきますので、根気よく学ぶことが望まれます。“努
力は決して無駄にならない”ので、主体性・積極性を発揮して授業に臨んでください。予習・復習は必須です。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 金　錦花 第 3課　携帯の番号は何番ですか
・前期の復習
・「～ています」の表現
・助詞「～を」

第２回 金　錦花 第 4課　私の辞書は家にあります ・합니다体（～ます・～です）

第３回 金　錦花 ・存在詞
・助詞「～に」

第４回 金　錦花 第 5課　誕生日はいつですか
・年月日
・助詞「～が」
・助詞の縮約形

第５回 金　錦花 第 6課　私より 2歳年下です
固有数詞
・年齢の表現
・時間の表現

第６回 金　錦花 ・用言の否定表現Ⅰ
・助詞「～より」

第７回 金　錦花 第 7課　授業は何時に終わります
か

・「～しましょうか」の表現
・助詞「～に」

第８回 金　錦花 第 8課　日本語学校には行かない
のですか ・用言の否定表現Ⅱ

第９回 金　錦花 ・「～するつもりです」の表現
・助詞「～から～まで」（時間の起点と終点）

第10回 金　錦花 第 9課　「マンドウ」がお好きで
すか ・用言の尊敬形

第11回 金　錦花 ・動詞の特殊な尊敬形
・助詞「～で」

第12回 金　錦花 第 10 課　秀民と一緒に来てくだ
さい

・해요体
・해요体の縮約形

成績評価方法
定期試験の成績は 60％、平常点（小テスト・宿題など）は 40％の割合で総合して評価する。

教科書
金京子 /喜多恵美子『パランセ韓国語』初級　朝日出版社
＊改訂版

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問は、講義終了時に受け付ける。

韓国語Ⅱ
1年次
後期 選択 1単位
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一般目標（GIO）
薬学部で使う数学の内容をオムニバス形式で紹介する。

到達目標（SBOs）
薬学で必要な数学の力を学生自身でつけることができるようになる。

準備学習（予習・復習等）
特になし。
平常点がほしい学生はレポート問題を解いてください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 内田　吉昭 薬学部と数学
薬学部で使う数学・楽しそうな数学など。結び目理論・トポ
ロジーの視点から見たDNAや光学異性体などについて解説
する。まだDVD等も使用して理解を深める。

第２回 内田　吉昭 薬学部と数学
薬学部で使う数学・楽しそうな数学など。結び目理論・トポ
ロジーの視点から見たDNAや光学異性体などについて解説
する。まだDVD等も使用して理解を深める。

第３回 内田　吉昭 薬学部と数学
薬学部で使う数学・楽しそうな数学など。結び目理論・トポ
ロジーの視点から見たDNAや光学異性体などについて解説
する。まだDVD等も使用して理解を深める。

第４回 内田　吉昭 薬学部と数学
薬学部で使う数学・楽しそうな数学など。結び目理論・トポ
ロジーの視点から見たDNAや光学異性体などについて解説
する。まだDVD等も使用して理解を深める。

第５回 内田　吉昭 薬学部と数学
薬学部で使う数学・楽しそうな数学など。結び目理論・トポ
ロジーの視点から見たDNAや光学異性体などについて解説
する。まだDVD等も使用して理解を深める。

第６回 内田　吉昭 薬学部と数学
薬学部で使う数学・楽しそうな数学など。結び目理論・トポ
ロジーの視点から見たDNAや光学異性体などについて解説
する。まだDVD等も使用して理解を深める。

第７回 内田　吉昭 薬学部と数学
薬学部で使う数学・楽しそうな数学など。結び目理論・トポ
ロジーの視点から見たDNAや光学異性体などについて解説
する。まだDVD等も使用して理解を深める。

第８回 内田　吉昭 薬学部と数学
薬学部で使う数学・楽しそうな数学など。結び目理論・トポ
ロジーの視点から見たDNAや光学異性体などについて解説
する。まだDVD等も使用して理解を深める。

第９回 内田　吉昭 薬学部と数学
薬学部で使う数学・楽しそうな数学など。結び目理論・トポ
ロジーの視点から見たDNAや光学異性体などについて解説
する。まだDVD等も使用して理解を深める。

第10回 内田　吉昭 薬学部と数学
薬学部で使う数学・楽しそうな数学など。結び目理論・トポ
ロジーの視点から見たDNAや光学異性体などについて解説
する。まだDVD等も使用して理解を深める。

第11回 内田　吉昭 薬学部と数学
薬学部で使う数学・楽しそうな数学など。結び目理論・トポ
ロジーの視点から見たDNAや光学異性体などについて解説
する。まだDVD等も使用して理解を深める。

第12回 内田　吉昭 薬学部と数学
薬学部で使う数学・楽しそうな数学など。結び目理論・トポ
ロジーの視点から見たDNAや光学異性体などについて解説
する。まだDVD等も使用して理解を深める。

成績評価方法
レポートと定期試験の成績の予定（レポートのみになる場合がある）

教科書
プリント配布

指定参考書
日常にひそむ数理曲線…佐藤雅彦+ユーフラテス…小学館

オフィスアワー
随時

数学の情緒Ａ    
1年次～ 2年次
前期 選択 1単位
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一般目標（GIO）
初等幾何学や数学パズルを通して、考える力をつける。

到達目標（SBOs）
薬学で必要な数学の力を学生自身でつけることができるようになる。

準備学習（予習・復習等）
数学の情緒Aを履修していなくても構いません。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第２回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第３回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第４回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第５回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第６回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第７回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第８回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第９回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第10回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第11回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第12回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える

成績評価方法
授業課題と定期試験の成績による（レポートでの評価に変更する可能性あり）

教科書
プリント配布

指定参考書
日常にひそむ数理曲線…佐藤雅彦+ユーフラテス…小学館

オフィスアワー
随時

数学の情緒Ｂ    
1年次
後期 選択 1単位
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一般目標（GIO）
高校数学Cを履修していなくても薬学を勉強する上で必要なレベルの線形代数（行列・1次変換）が理解できるようになる。

到達目標（SBOs）
行列の定義がわかる。
行列の四則演算がわかる。
行列式がわかる。
固有値がわかる。
一次変換がわかる。
偏微分∂ z/ ∂ xの授業も 1回入ります。

準備学習（予習・復習等）
高等学校では行列は数学Cの内容です。行列は理系ではよく使うので数学Cを履修していない学生は、履修したほうが良いかもし
れません。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 内田　吉昭 ガイダンス ガイダンス
第２回 内田　吉昭 ベクトル 平面ベクトルと空間ベクトル
第３回 内田　吉昭 行列 行列の定義
第４回 内田　吉昭 行列 演算
第５回 内田　吉昭 連立一次方程式 解法
第６回 内田　吉昭 行列式 行列の基本変形
第７回 内田　吉昭 行列式 行列式の定義
第８回 内田　吉昭 固有値 固有値
第９回 内田　吉昭 固有値 一次変換
第10回 内田　吉昭 固有値 求め方
第11回 内田　吉昭 ベクトル空間 ベクトル空間
第12回 内田　吉昭 偏微分 偏微分

成績評価方法
レポートと定期試験の結果で評価します。
レポートは大体 30点です。

教科書
やさしく学べる基礎数学…線形代数・微分積分…石村園子著…共立出版

指定参考書
現在考え中なので、授業の中で紹介します。

オフィスアワー
随時

線形代数        
1年次～ 2年次
前期 選択 1単位
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一般目標（GIO）
点と線からなる図形をグラフといいます。グラフを利用して色々なものの性質を調べていきます。例えば、一筆書きの図もグラフ
とみなすことができます。一筆書きができる条件などをグラフの言葉で表していきます。

到達目標（SBOs）
グラフを通して数学の考え方に馴染んでもらう。具体的な到達内容を書いても（ハミルトングラフを理解するなど）グラフ理論を
知らない学生には意味がわからないので、一筆書きができるようになったり、どんな塗り絵でも 5色で塗ることができることを理
解する程度が目標です。

準備学習（予習・復習等）
予習は必要ありません。
レポートを解いてください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 内田　吉昭 はじめに ガイダンス
第２回 内田　吉昭 グラフの定義と応用
第３回 内田　吉昭 一筆書き
第４回 内田　吉昭 畳を敷きましょう
第５回 内田　吉昭 論理を学ぼう
第６回 内田　吉昭 彩色グラフ
第７回 内田　吉昭 貨車の入れ替え
第８回 内田　吉昭 グラフの基本概念
第９回 内田　吉昭 三色のグラフ
第10回 内田　吉昭 赤い三角形・青い三角形
第11回 内田　吉昭 マッチング
第12回 内田　吉昭 オイラーの定理

成績評価方法
レポートと定期試験で評価します。
レポート点はだいたい 15点ぐらい（学生の様子を見て考えます）です。

教科書
プリントを配布します。山形大学で行った時の資料をホームページに掲載しています。

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

グラフ理論      
1年次
後期 選択 1単位
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担当教員名 教授 内田　吉昭
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一般目標（GIO）
アメリカは「自由と民主主義」を標榜してきた世界一の大国でありながら、人種問題、貧困問題、銃問題、環境問題などを内に抱
えている。この複雑なアメリカに対する理解を深めることによって、視野を広げ、国際社会に参加するための基本的態度を養う。
また、上級学年の総合文化演習を受講するための基礎的知識を習得する。

到達目標（SBOs）
１．アメリカが独立したときの基本的理念を概説できる。
２．アメリカの民族的多様性を概説できる。
３．アメリカにおける少数民族の立場を概説できる。
４．アメリカの宗教観を概説できる。
５．アメリカの外交的態度を概説できる。
６．アメリカの文化的多様性を概説できる。
７．映画、ファンタジー、音楽などの大衆文化から見えるアメリカ文化を概説できる。

準備学習（予習・復習等）
新聞、ニュース、映画などを通して、できるだけアメリカに興味を持ってほしい。
講義は連続性があるため、毎回出席して傾聴すること。講義中は私語を慎むこと。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 相本　資子 アメリカ文化論を学ぶ意味 アメリカとはどういう国か
第２回 相本　資子 アメリカの理念と矛盾　1 「共和国と帝国」

第３回 相本　資子 アメリカの理念と矛盾　2
映画から見る「共和国と帝国」

「共和国と帝国」
『インディペンデンス・デイ』『スター・ウォーズ』

第４回 相本　資子 人種問題における帝国主義 移民の流れ
第５回 相本　資子 先住アメリカ人 歴史と文化ーー涙の旅路まで
第６回 相本　資子 先住アメリカ人　 歴史と文化ーーふたつのイメージ
第７回 相本　資子 先住アメリカ人 歴史と文化ーー現在のネイティヴ・アメリカン
第８回 相本　資子 アフリカ系アメリカ人 歴史と文化ーー南北戦争まで
第９回 相本　資子 アフリカ系アメリカ人 歴史と文化ーージム・クロウ法から公民権運動まで
第10回 相本　資子 アフリカ系アメリカ人 歴史と文化ーー公民権運動以後
第11回 相本　資子 領土拡張における帝国主義　 明白なる運命
第12回 相本　資子 ポピュラー・カルチャーと帝国主義 児童文学・ディズニーの世界

成績評価方法
定期試験（80点）　平常点（20点）配点内訳：出席、コメント、小レポート

教科書
トピックごとにそのつどプリントを用意する。

指定参考書
小田隆裕他編『事典現代のアメリカ』大修館書店
高村宏子他編『アメリカ合衆国とは何か』雄山閣出版
徳永由紀子他編『アメリカン・カルチュラル・スタディーズ』萌書房

オフィスアワー
質問は講義の前後で対応、または予約にて対応する。

アメリカ文化論  
1年次～ 2年次
前期 選択 1単位
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担当教員名 非常勤講師 相本　資子
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一般目標（GIO）
ユーラシア大陸の中心部に位置し、シルクロードの要衝、中央アジアの一部である中国新疆ウイグル自治区（以下新疆とする）で
はさまざまな文化を持つ集団が生活している。新疆及びこの地で生活しているウイグルと呼ばれている人々の文化について理解す
ると同時に､ シルクロードの要衝としての新疆､ 中央アジアの一部としての新疆､ 中国の一部としての新疆について理解を深める
ことを目標にする｡

到達目標（SBOs）
１．新疆の地理的位置について概説できる｡
２．新疆の自然環境の特徴と気候の特徴について概説できる。
３．多文化社会としての新疆について概説できる。
４．新疆の主な生活様式について概説できる。
５．「ウイグル」の由来と ｢トルコ化｣ について概説できる。
６．ウイグルの信仰の変遷と ｢イスラーム化｣ について概説できる。
７．日本との繋がりについて概説できる

準備学習（予習・復習等）

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 レイハン　パタール オリエンテーション 授業の内容､ 方式､ 評価の方法などの説明
第２回 レイハン　パタール 新疆の地理的位置 新疆の地理的位置について
第３回 レイハン　パタール 新疆の自然環境 新疆の自然環境の特徴と気候の特徴について
第４回 レイハン　パタール 新疆の生活様式 オアシス農耕
第５回 レイハン　パタール 新疆の生活様式 移動牧畜などについて
第６回 レイハン　パタール 新疆の人々 新疆で暮らす各民族の言語､ 宗教､ 生活様式
第７回 レイハン　パタール 新疆の人々 新疆で暮らす各民族の言語､ 宗教､ 生活様式
第８回 レイハン　パタール ウイグル文字とウイグル語 ウイグル文字について、ウイグル語の特徴
第９回 レイハン　パタール ウイグルとは ｢ウイグル｣ の意味､ 由来と ｢トルコ化｣
第10回 レイハン　パタール ウイグルの信仰 ウイグルの信仰の変遷と ｢イスラーム化｣
第11回 レイハン　パタール ウイグルの生活習慣 衣､ 食､ 子育てなど
第12回 レイハン　パタール 新疆と日本 日本との繋がりについて概説する

成績評価方法
試験（70％）及び平常点（出席状況、受講態度、宿題など、30％）で評価を行う。

教科書
適宜プリントを配布する。

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問は授業の前後で対応する。

アジア文化論    
1年次～ 2年次
前期 選択 1単位
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担当教員名 非常勤講師 レイハン　パタール
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一般目標（GIO）
日本文化的教養を身につけるために、特に日本独自の文学形式である俳句に焦点を絞り、作品を丁寧に解釈することを通して、そ
の史的発展を理解する。古典を学び、今を生きる自分を見つめ直す。

到達目標（SBOs）
１．俳諧の誕生とその変遷について概説できる。
２．俳句を解釈できる。
３．芭蕉について人物像を構築する。
４．芭蕉の紀行文を解釈できる。
５．芭蕉の作品について論述できる。
６．芭蕉と同時代の作品を知る。
７．文化的教養を身につけて俳句を創作する。
８．伝統的な価値観と近代以後の価値観の相違を理解する。

準備学習（予習・復習等）
（予習）第２回以降、授業の前に、前回の配付プリントを再読して、当該講義に備える。
（復習）受講後、講義内容の要点をまとめる。
（その他）平常点は、出席するのみならず、授業の内容を理解して、ともに学ぶという態度を示し、授業に寄与しているか否かを評
価します。
授業中に課された提出物は、形式と内容を整えて、その授業の終わりに提出しなさい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 佐藤　真知子 はじめに／日本の詩歌 和歌と連歌と俳諧
第２回 佐藤　真知子 俳諧の歴史 俳諧の字義および誕生　俳諧の確立と諸流派
第３回 佐藤　真知子 俳句創作 作品理解の一段階としての創作
第４回 佐藤　真知子 芭蕉 伝記的事項と人物像の把握
第５回 佐藤　真知子 芭蕉 蕉風確立に至るまでの俳諧作品
第６回 佐藤　真知子 芭蕉 蕉風確立以後の俳諧作品
第７回 佐藤　真知子 芭蕉の紀行文 旅人の自覚『野ざらし紀行』
第８回 佐藤　真知子 芭蕉の紀行文 『奥の細道』の成立
第９回 佐藤　真知子 芭蕉と同時代の作品（演劇） 曽根崎心中（１）
第10回 佐藤　真知子 芭蕉と同時代の作品（演劇） 曽根崎心中（２）
第11回 佐藤　真知子 芭蕉と同時代の作品（散文） 井原西鶴
第12回 佐藤　真知子 想像力を喚起する／おわりに いろいろな俳句を読む

成績評価方法
レポート（65点）
平常点（35点）配点内訳：出席と授業に対する積極的な取組意欲・態度、授業中の課題レポートを総合的に評価する。

教科書
プリントを配付する。

指定参考書
新編日本古典文学全集 70『松尾芭蕉集①』（1995年）小学館
新編日本古典文学全集 71『松尾芭蕉集②』（1997年）小学館

オフィスアワー
講義時間の前後とする。

日本文化論      
1年次～ 2年次
前期 選択 1単位
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担当教員名 非常勤講師 佐藤　真知子
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一般目標（GIO）
アメリカ文化と日本文化を比較検討し、それぞれの文化の独自性を理解することによって、国際社会に参加するための基本的態度
を養う。グローバルな文脈の中で日米関係を捉え直すことによって、現代日本がかかえる問題を解明する１つの手がかりとする。

到達目標（SBOs）
１．異文化を理解することの意味を明らかにすることができる。
２．異文化を知ることで自国の文化を新たな視点で見直すことができる。
３．アメリカ文化と日本文化を比較することで両者の相違点を概説できる。
４．アメリカ文化と日本文化を比較することで両者の共通点を概説できる。
５．映画、文学作品、アニメ、スポーツなどの媒介を通して、アメリカ人と日本人の発想、視点、思想の違いを概説できる。
６．人文科学、社会科学の思考方法を習得することができる。

準備学習（予習・復習等）
新聞、ニュース、映画、大衆小説などを通して、できるだけアメリカと日本の関係に興味を持ってほしい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 相本　資子 導入 異文化理解の意味
第２回 相本　資子 日本から見たアメリカ 拝米と排米

第３回 相本　資子 アメリカのジャポニズム 歴史的背景
博覧会『キング・コング』

第４回 相本　資子 アメリカのジャポニズム 『蝶々夫人』
第５回 相本　資子 日本文化の発信 岡倉天心『茶の本』『日本の目覚め』
第６回 相本　資子 日本文化の発信 新渡戸稲造『武士道』
第７回 相本　資子 戦時中のアメリカから見た日本 日系アメリカ人
第８回 相本　資子 戦時中のアメリカから見た日本 強制収容所　写真花嫁
第９回 相本　資子 戦後のアメリカから見た日本 アメリカ映画に現れた日本のイメージ『SAYONARA』
第10回 相本　資子 高度成長期の日本とアメリカ アメリカ映画に現れた日本のイメージ『GUNG…HO』
第11回 相本　資子 アメリカ文化と日本文化 アメリカのアニメーションと日本のアニメ
第12回 相本　資子 アメリカ文化と日本文化 アメリカのアニメーションと日本のアニメ

成績評価方法
レポート（80点）平常点（20点）配点内訳：出席、受講態度、コメント、小レポートで評価する｡

教科書
トピックごとにそのつどプリントを用意する。

指定参考書
小田隆裕他編『事典現代のアメリカ』大修館書店
新渡戸稲造『武士道』…PHP 文庫
岡倉天心『茶の本―英文収録』講談社学術文庫
… … 『東洋の理想』講談社学術文庫

オフィスアワー
質問は講義の前後で対応、または予約にて対応する。

異文化理解
1年次
後期 選択 1単位
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担当教員名 非常勤講師 相本　資子
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一般目標（GIO）
日本語と英語の比較、及び、日本文化と英語圏の文化に関する考察を通して、言語とは何か、文化とは何か、また言語と文化の関
係について概観する。

到達目標（SBOs）
１．「言語」とは何かを概説できる。
２．「文化」とは何かを概説できる。
３．日本文化と英語圏の文化について概説できる。
４．日本語と英語の共通点と相違点について概説できる。
５．「言語」と「文化」の関係について概説できる。
６．異文化に関する理解の必要性・重要性を概説できる。

準備学習（予習・復習等）
授業の内容はある程度連続性があるので毎回出席するようにして下さい。定期試験のみで評価を行なう予定ですが、受講者の数次
第でその他の評価方法を採用する場合もあります。授業の内容が前後したりシラバスとは若干異なる場合も可能性としてあります
が、最終的にはほぼシラバスに記載されている内容をカバーする予定です。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 友繁　義典 イントロダクション 授業の内容等について説明する。
第２回 友繁　義典 言語に関して 言語とは何かを考える。
第３回 友繁　義典 言語に関して 言語とは何かを考える。
第４回 友繁　義典 文化に関して 文化とは何かを考える。
第５回 友繁　義典 文化に関して 文化とは何かを考える。
第６回 友繁　義典 日本文化と西洋文化 日本文化と西洋文化を比較する。
第７回 友繁　義典 日本文化と西洋文化 日本文化と西洋文化を比較する。
第８回 友繁　義典 日本語と英語の比較 日英の動詞及び名詞と冠詞を中心に考える。
第９回 友繁　義典 日本語と英語の比較 特に否定表現を中心に日英の表現と発想について考える。
第10回 友繁　義典 日本語と英語の比較 日英の時間意識と時制、相、及び法を中心に考える。
第11回 友繁　義典 日本語と英語の比較 無生物主語と抽象名詞などについて考える。
第12回 友繁　義典 まとめ 授業内容の総括を行う。

成績評価方法
定期試験（100点満点）（注：状況次第で評価方法を多少変更する可能性があります。）

教科書
特になし。

指定参考書
必要があれば適宜伝えます。

オフィスアワー
質問等は授業の前後で対応します。

言語と文化      
1年次～ 2年次
前期 選択 1単位
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担当教員名 非常勤講師 友繁　義典
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一般目標（GIO）
英語を学ぶ人にとって、国際語、地球語（Global…Language）として確固たる地位を占める現代英語がどのような歴史的経緯を辿っ
てきたかを理解することは重要である。約 1500 年前、北ドイツのゲルマン部族の方言に端を発し、ブリテン島での言語的成長と
体系化を経て、全世界へと広がった英語の変化、発達、普及の過程を概観する。年代的には、特に古い時代の言語形態を重点的に
紹介し、シェークスピアの誕生直前までの英語史を学習する。

到達目標（SBOs）
１．国際語としての現代英語の特徴を概説できる。
２．英語史の時代区分と特徴を、「400年サイクル説」によって概説できる。
３．英語の起源について概説できる。
４．英語の語彙に見られる「借用関係」を例をあげて説明できる。
５．英語が世界史の流れに与えた社会的、文化的影響を指摘できる。

準備学習（予習・復習等）
前の時間に説明された内容や、術語、人名、などを配布プリントで再確認したうえで次の授業に臨むと理解の程度が違います。また、
疑問を抱いた言語現象や英語の事実を自分の辞書などで自分なりに調査することなども有益で楽しいでしょう。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 田中　研治 国際語としての英語とその多様性
（１）

今日、世界各地で特有の発達を示す英語は、The…English…
Languages…とか、The…new…Englishes…と呼ばれる。これら
の変種英語の多様性と特徴について略述する。「400 年サイ
クル説」の紹介。

第２回 田中　研治 同上（２） 同上
第３回 田中　研治 同上（３） 同上

第４回 田中　研治 英語の起源（１）
印欧語祖語からゲルマン語派へ、更にはゲルマン基語から古
英語への言語的分岐や歴史的背景などを略述する。基本的な
英語史の時代区分について概観する。

第５回 田中　研治 同上（２） 同上
第６回 田中　研治 同上（３） 同上

第７回 田中　研治 英語の創成期（１）

８世紀ごろから 11世紀末の英語。古英語（Old…English）の
言語的特徴や、語彙の性格、現代英語との関連性、当時の時
代背景などを略述する。古英語の代表的韻文作品「ベーオウ
ルフ」の原文を紹介し、音読する練習なども行う。

第８回 田中　研治 同上（２） 同上
第９回 田中　研治 同上（３） 同上

第10回 田中　研治 英語の成長期（１）

12 世紀ごろから 15 世紀末の英語。中英語（Middle…
English）の言語的特徴や、ノルマン・フレンチとの言語接触、
当時の時代背景などを略述する。Chaucer の代表的作品「カ
ンタベリー物語」（14世紀末）の冒頭部分を原文で読む予定。
時間があれば、英語の成熟期（16世紀以降の近代英語）にも
言及する。

第11回 田中　研治 同上（２） 同上

第12回 田中　研治 同上（３） 同上（できればシェークスピアに関する「不思議発見」ＤＶ
Ｄを鑑賞する予定）

成績評価方法
筆記試験（定期試験 80点）と、毎時間提出の出席・受講態度調査票（合わせて 20点の平常点）を総合して評価する。（ほとんど）
すべての授業に欠席して、定期試験と再試験だけを要領よく受ける学生には一切単位は賦与しない。

教科書
なし

指定参考書
なし

オフィスアワー
毎週火曜日、木曜日昼休み

英語の歴史      
1年次～ 2年次
前期 選択 1単位
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担当教員名 特別教授 田中　研治
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一般目標（GIO）
薬学領域の学習と併行して、人文科学、社会科学などを広く学び、知識を獲得し、さまざまな考え方、感じ方に触れ、物事を多角
的にみる能力を養う。そして見識ある人間としての基礎を築くために、自分自身の洞察を深め、生涯にわたって自己研鑽に努める
習慣を身につける。

到達目標（SBOs）
１．文化・芸術に幅広く興味を持ち、その価値について討議する。
２．有史以前から現在にいたるまでの音楽の発展過程を理解する。
３．現代社会において音楽の果たしている役割を理解する。
４．音楽のありようを通して「現代とはどのような時代か」という問いに対して自分なりに考え、答えを模索する。

準備学習（予習・復習等）
耳掃除 ear-cleaning の時間と考えてください。雑音を出さずに、「聴くこと」に集中する訓練を（私語厳禁）。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 畑　公也 ガイダンス これは何でしょう？（様々な音源を聴いて）
第２回 畑　公也 音楽とは何か 音楽の発生と本質を考える
第３回 畑　公也 現代の音楽的状況 200年前と比較して
第４回 畑　公也 ジャンルとは何か 音楽におけるジャンル分けの意義
第５回 畑　公也 西洋音楽の歴史 調性って何？
第６回 畑　公也 現代の音楽Ⅰ ロック論Ⅰ：ロックのルーツとしてのブルース
第７回 畑　公也 現代の音楽Ⅱ ロック論Ⅱ：ロックの原初型としてのロックン・ロール
第８回 畑　公也 現代の音楽Ⅲ ロック論Ⅲ：ロックの多様性
第９回 畑　公也 西洋音楽の歴史Ⅱ ベートーベンとは何者か？
第10回 畑　公也 西洋音楽の歴史Ⅲ オペラを見てみよう
第11回 畑　公也 現代の音楽Ⅳ 音楽のメッセージ性－フォークとロック
第12回 畑　公也 現代の音楽Ⅴ 「泣ける音楽・泣かせる音楽」はあるか？

成績評価方法
期末試験 80点、出席・平常点 20点

教科書
特になし

指定参考書
特になし

オフィスアワー
月、火の昼休み。それ以外でも在室時は随時相談、質問に応じます。
メールも可：k-hata@kobepharma-u.ac.jp

現代の音楽
1年次
後期 選択 1単位
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担当教員名 教授 畑　公也
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一般目標（GIO）
現代の医学・医療および医療技術の発展が社会に与える種々様々な影響を、できる限り深く、多面的に理解する。

到達目標（SBOs）
１．終末期医療の問題点を理解する。
２．脳死と死の定義の変更の意味について理解する。
３．生命の神聖性という原則と生命の質という原則の相違について理解する。
４．人工妊娠中絶をめぐる倫理問題を理解する。
５．重度新生障害児をめぐる倫理問題を理解する。
６．安楽死をめぐる倫理問題を理解する。
７．医療倫理学の特徴を理解する。

準備学習（予習・復習等）
内容が内容なので自分で内容を整理し、理解し、考えることが必要です。その意味で、授業への積極的な参加態度が求められます。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 松家　次朗 生命倫理学入門 新しい倫理学としての生命倫理学
第２回 松家　次朗 死後の誕生　その１ 脳死の女性の出産をめぐる問題
第３回 松家　次朗 死後の誕生　その２ 脳死は人の死か
第４回 松家　次朗 死の再定義　その１ 人の死はどのようにして再定義されたか　その１
第５回 松家　次朗 死の再定義　その２ 人の死はどのようにして再定義されたか　その２
第６回 松家　次朗 中間のまとめ
第７回 松家　次朗 シャン博士のジレンマ 脳死と移植医療をめぐる問題

第８回 松家　次朗 トニー・ブランドと人命の神聖性
の問題 生と死の選択

第９回 松家　次朗 中絶をめぐる争い プロチョイス派とプロライフ派の争い
第10回 松家　次朗 生命の質に基づく判断を下す 生きるに値しない生命は存在するか
第11回 松家　次朗 死を依頼する 安楽死をめぐる争い
第12回 松家　次朗 まとめ

成績評価方法
定期試験とする。

教科書
ピーター・シンガー『生と死の倫理学』昭和堂

指定参考書
特になし。

オフィスアワー
必要に応じて対応する。

医療と人間
1年次
後期 選択 1単位
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担当教員名 准教授 松家　次朗
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一般目標（GIO）
日常的に「コミュニケーションが大切」、「コミュニケーション能力を重視する」などという言葉を耳にする昨今、「コミュニケーショ
ン」とはどのようなものであるのか改めて考え直してみる。

到達目標（SBOs）
１．普段私たちが何気なく使っている「コミュニケーション」という用語について考え直してみる。
２．臨床心理学的な理論に基づき「コミュニケーション」について考える｡
３．上記 2．を通じて自己理解を深める｡
４．上記 2．に基づき他者理解への礎とする｡
５．言語的・意図的な対人姿勢を自覚し､ よりよい対人関係の手がかりにする｡
６．非言語的な要因にも目を向け､ 意図せず対人関係に及ぼす影響について考える｡
７．「コミュニケーション」の場で起きうる現象について知る。
８．「コミュニケーション」の一形態である ｢学ぶ｣ ことについて､ 授業という実践を通して考える｡

準備学習（予習・復習等）
出席を重視します（遅刻は欠席とみなします）。全授業のうち、8割以上の出席がなければ、定期試験の受験資格はありません。授
業では毎回、当日の授業内容に関する 800字程度の小レポートを課し、小レポートの内容も評価の対象とします。小レポートの内
容により、授業の進捗状況が変化することがあります。授業を通じての「コミュニケーション」を円滑にするため、私語厳禁とします。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 新道　賢一 オリエンテーション ～この授業は、コミュニケーション法を教える授業ではない

第２回 新道　賢一 「コミュニケーション」は会話力
か ? ～幅広すぎる「コミュニケーション」の意味

第３回 新道　賢一 私という他人 ～誰と「コミュニケーション」するのか
第４回 新道　賢一 わからないから、わかりたい　 ～「わからない」という方法
第５回 新道　賢一 「バカ」…は罵詈雑言か愛情表現か ～文脈が意味を決定する

第６回 新道　賢一 「あれちゃうちゃうちゃうんちゃ
う ?」 ～送信者と受信者に共有されているもの

第７回 新道　賢一 「もうかってまっか ?」「ぼちぼち
でんな」 ～つながりを確認するための会話

第８回 新道　賢一 意味と感情　 ～「コミュニケーション」でやりとりされるもの
第９回 新道　賢一 知りたくないことは知らない　 ～「バカの壁」と「防衛機制」
第10回 新道　賢一 「私服でお越しください」の罠 ～わかりにくく構造化された「コミュニケーション」
第11回 新道　賢一 教師のファッションに注意すべし ～「非言語的コミュニケーション」
第12回 新道　賢一 まとめ ～声なき声に耳をすませる

成績評価方法
1．出席と受講態度（60点）
2．定期試験（40点）

教科書
必要が生じた場合、適宜プリントを配布します。

指定参考書
｢プロカウンセラーの聞く技術｣ 東山紘久著　創元社
｢看護のための精神医学｣ 中井久夫 ･山口直彦著　医学書院
｢先生はえらい｣ 内田樹　ちくまプリマー新書

オフィスアワー
随時

コミュニケーション論    
1年次
後期 選択 1単位
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担当教員名 非常勤講師 新道　賢一
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一般目標（GIO）
人間の社会場面での行動、認知、態度を決定する心理的メカニズムを理解する。

到達目標（SBOs）
１．日常生活で体験している事象を心理学の視点から捉えなおす。
２．自己への洞察を深める。
３．他者への理解を深める。
４．良好な対人関係を築くために心理学的な知識を活用する。
５．自分の感情の役割を知り自己表現の大切さを確認する。

準備学習（予習・復習等）
自分を理解しさらに他者を理解して、自分の感情を調整したり、自己表現できることは、様々な問題に対処する能力にむすびつく
ものです。心理学から解明されている人間の考えや行動のメカニズムを知り、自己や他者をよりよく理解し、よりよく生きるため
に利用してもらいたいと思います。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 中島　園美 心理学入門 心理学のトピックスや理論の紹介

第２回 中島　園美 自己イメージ 自分が作りあげた自己イメージによって左右される自分の行
動や考え方

第３回 中島　園美 自分を知るワーク 自己イメージや自己表現のスタイルを知る
第４回 中島　園美 本当の自分とみせたい自分 自分をどのように他者にみせるか
第５回 中島　園美 周囲から影響を受ける自己 周りにいる人によって左右される私たちの行動や態度
第６回 中島　園美 他者のイメージ 私たちはどのように他者を判断しているか
第７回 中島　園美 他者に感じる魅力 なぜある人に魅力を感じるか
第８回 中島　園美 対人関係の形成 対人関係を発展させるには何が必要か
第９回 中島　園美 自己と他者の感情 共感力や感情制御を促進させるもの
第10回 中島　園美 援助 人はどのようなときに援助的になるか

第11回 中島　園美 態度の形成と変化 私たちの態度はどのように形成されるか、またどのようなと
きに態度を変化させるか

第12回 中島　園美 集団の中の私 集団に属するメリットとデメリット

成績評価方法
１．レポート（50点）
２．平常点（50点）配点内訳：出席、授業中の小レポート

教科書
適宜、資料を配布する。

指定参考書
特になし。

オフィスアワー
講義終了後に個別質問を受け付けます。

社会心理学      
1年次～ 2年次
前期 選択 1単位
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担当教員名 非常勤講師 中島　園美
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一般目標（GIO）
現代社会におけるさまざまな倫理的問題の分析を通して、現代社会の特徴と現代社会を動かしている原理についての理解を深める
と同時に、民主主義社会における問題解決の原則と具体的な方法について考える。

到達目標（SBOs）
１．現代社会の特徴についての理解を深める。
２．民主主義社会を理解するうえで不可欠な原理について学ぶ。
３．現代社会におけるさまざまな政治的・倫理的な問題の解決方法に必要な原則について理解を深める。
４．自由、平等、公平、義務、責任といった概念の民主主義社会における意味を明確に理解する。
５．個人と、公共などの言葉の意味するところを理解する。

準備学習（予習・復習等）
多くの受講生は講義内容に通じていないと思われるので、講義内容に出てくる用語等についてその都度確認することが必要だと思
われます。また、さまざまな考え方を紹介することになるので、これらに関しても辞典等で確認する必要があるかと思います。講
義に出席し、わからないところは質問するという姿勢が必要です。質問は授業中であってもかまいません。授業中にこちらから質
問したり、意見を求めたりすることがあります。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 松家　次朗 現代社会の特徴　その１
第２回 松家　次朗 現代社会の特徴　その２
第３回 松家　次朗 現代社会の特徴　その３
第４回 松家　次朗 現代社会の特徴　その４
第５回 松家　次朗 現代社会の特徴　その５
第６回 松家　次朗 現代社会の特徴　その６
第７回 松家　次朗 民主主義社会の倫理的原則　その１
第８回 松家　次朗 民主主義社会の倫理的原則　その２
第９回 松家　次朗 民主主義社会の倫理的原則　その３

第10回 松家　次朗 民主主義社会における問題解決の方法
について考える　その１

第11回 松家　次朗 民主主義社会における問題解決の方法
について考える　その２

第12回 松家　次朗 まとめ

成績評価方法
定期試験とする。

教科書
特になし。

指定参考書
特になし。

オフィスアワー
授業中に指示する。

現代社会論      
1年次～ 2年次
前期 選択 1単位
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担当教員名 准教授 松家　次朗
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一般目標（GIO）
社会科学における広義の経営学、その中の商学に属する消費者行動研究を学ぶことを通して、経済社会の諸関係、特に組織間・組
織と個人間、個人間の取引関係を認識・考察・分析する能力を養うことを目指す。

到達目標（SBOs）
マーケティング論に関する基礎知識の修得と、消費者行動分析の視点やツールの修得を目指す。

準備学習（予習・復習等）
日常の生活シーンにおいて、我々は常に購買・消費に関する意思決定に直面している。本講義を受講する学生諸君は、「何故、この
製品を購入するのか」、「何故、このお店は来店客が多いのか」、「このＣＭは何を意味しているのか」等について、関心を持つよう
にしてほしい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 西村　順二 イントロダクション 講義の目標・評価方法・運営方式も確認と講義全体の概要説明

第２回 西村　順二 社会科学の中の消費者行動論
社会科学における下位研究領域としての消費者行動論の学問的
特徴の説明、そして消費者行動論の研究対象の特徴について説
明

第３回 西村　順二 マーケティングと消費者行動 マーケティングの基礎概念についての説明、生産と消費の懸隔
に対する架橋概念の議論についての理解

第４回 西村　順二 消費者ニーズ概念
消費者ニーズの本質について説明：ニーズ、ウォンツ、デマン
ド
欲求創造の意味について考える

第５回 西村　順二
マーケティング・ミックス編成について
（１）製品戦略
（２）流通戦略

マーケティング・ミックスにおける製品戦略についての説明：
「製品は属性の束である」
マーケティング・ミックスにおける流通戦略についての説明：
「流通と商業の相違」

第６回 西村　順二
マーケティング・ミックス編成について
（３）販売促進戦略
（４）価格戦略

マーケティング・ミックスにおける販売促進戦略についての説
明：「消費者と企業のコミュニケーションの困難性」
マーケティング・ミックスにおける価格戦略の説明：「４Pにお
ける市場浸透と上層吸収」

第７回 西村　順二 消費と購買、そして消費者の動態 消費行行動の基本類型（AIDMA，AISAS）の理解と、STP 分析（セ
グメンテーション・ターゲティング・ポジショニング）の実際

第８回 西村　順二 供給サイドと需要サイドのマッチング 流通懸隔と流通フロー、それらを統制する流通機能についての
概要説明

第９回 西村　順二 販売・顧客適応と仕入れ・生産適応 取引連動性に基づく流通の動態を顧客適応と生産適応の視点か
ら説明

第10回 西村　順二 流通業態の変化 取引連動性から見る流通の小売業態・卸売業態の変化に関する
理論モデル説明

第11回 西村　順二 標的市場の設定に基づく消費者分析 STP 分析に基づく標的市場設定の事例研究

第12回 西村　順二 マーケティング事象の実際
まとめ

グループディスカッションによる現実のマーケティング問題へ
の課題分析
講義全体の総括と近年の消費者行動についての動向説明

成績評価方法
学期末試験　70％
レポート　　15％
授業へのコミットメント　15％
上記に基づき、総合的な評価を行う

教科書
西村順二著（2009）『卸売流通動態論ー中間流通における仕入れと販売の取引連動性』千倉書房。

指定参考書
特になし

オフィスアワー
講義時間帯の前後

消費者行動論    
1年次
後期 選択 1単位
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担当教員名 非常勤講師 西村　順二
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一般目標（GIO）
社会科学における経営学、その中の経営論を学ぶことを通して、経済社会の認識・考察・分析力を養うことを目指す。

到達目標（SBOs）
財務会計に関する基礎知識の習得後、薬局の経営に関する分析視点の習得を目指す。

準備学習（予習・復習等）
授業時間の中で社会科学のひとつの見方を楽しみ、日常生活の中で、将来の方向性を考えるひとつの材料としてください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 辻　峰男 オリエンテーション
第２回 辻　峰男 企業と財務諸表
第３回 辻　峰男 貸借対照表
第４回 辻　峰男 損益計算書
第５回 辻　峰男 安全性の分析
第６回 辻　峰男 安全性の分析
第７回 辻　峰男 収益性の分析
第８回 辻　峰男 収益性の分析
第９回 辻　峰男 事例分析
第10回 辻　峰男 事例分析
第11回 辻　峰男 ステークホルダー
第12回 辻　峰男 まとめ

成績評価方法
定期試験（100％）。ただし、別途授業内課題を加味する場合がある。

教科書
新田忠誓『経営分析（仮題）』（中央経済社）

指定参考書
武井一浩『会社法を活かす経営』（日本経済新聞社）
伊丹敬之『ゼミナール経営学入門』（日本経済新聞社）
新田忠誓『全商　会計実務検定試験テキスト　財務諸表分析』（実教出版）

オフィスアワー
非常勤講師のため、質問等は授業の前後に講師控室または教室で受け付けます。

薬局経営論      
1年次
後期 選択 1単位
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担当教員名 非常勤講師 辻　峰男
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一般目標（GIO）
生活の中で必要な情報を選択できるための基本的な知識を身に付けることを目標とする。選択ためには、大きな柱が３つある。
１つ目は情報を正確に理解する力である。詳細は各授業内で講義をするが、まずは情報の意味するところを理解できなければ、自
己との関わりを判断することができない。２つ目は情報が必要か否かを判別する力である。生活の中で、あるいは将来の生活を考
えた上で、ある情報が自分にとって必要であるのか、不要であるのかを判断できなければならない。そうでなければ情報にふりま
わされることになる。限られた人生の時間の中で徒労に終わるような判断ミスは避けるべきである。３つ目は情報をいかに活用す
るのかを知ることである。自分にとって有益な情報であったとしても、それを活用しなければ宝の持ち腐れである。どのように活
用すべきかを工夫することも生活の中では必要である。
これらの３つの柱はそれぞれ連動しているので、現実的な生活の中で切り離して考えられるものではない。よって多くの事例から
講義内で説明をしていく。成果としては情報を正しく理解し、選択でき、そして活用できるようになる素地をつくれることである。

到達目標（SBOs）
上記に示した一般目標の３つの柱のそれぞれをどの程度理解できたのかを到達目標とする。１から３までの柱のいずれも７割は理
解して到達すべき目標である。具体的には以下の７つのことができることが目安となる。
１．情報から発信源と商品名が記憶できる
２．空間の中で、情報源を５つ以上見つけることができる
３．対人した場合に、その人についての特徴を５つ以上記憶できる。
４．生活場面で、過去との相違を述べる知識がある。
５．生活情報の変遷が理解できる。
６．必要な情報を活用するためのツールを選択できる。
７．情報の受信あるいは発信のための最適な条件を判断できる。

準備学習（予習・復習等）
予習としては主に経済に関するニュースやトピックスについては注意を払い、その情報がどこから発信されたのか、どのように取
り上げられているのかを覚えておくことである。そのためにニュースなどは１日に 15分程度はふれるように心がけてほしい。イン
ターネットのツイッターやブログを使用している人はそこでの話題も心にとめておく。
復習としては、授業で取り上げた例が本当に街中でも話題になっているのか否かを注意すること。また配布したプリントを教科書
と共に再読すること。次の講義までには２０分程度目をとおしてもらいたい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 辻　幸恵 概要説明：イントロダクション

授業の進め方、教材、評価、注意事項などの授業に関する説
明と、科目である生活情報とは何を示すのかという領域の説
明をおこなう。具体的には、授業の進め方については、特に
評価と連動しているので、しっかりと理解してもらうために
丁寧に説明をする。生活情報については広告を想起しがちで
あるが、それだけではなく、服飾をはじめとする流行や、空
間などからも情報を得るので、学問領域の説明をおこなう。

第２回 辻　幸恵 生活者としての情報接触態度と行
動の理論

生活環境の中からどのように必要な情報を得るのかというこ
とを理論的に学ぶ。ここではアイドマの法則とジンメルのト
リクルダウン・セオリを中心に、態度と行動との関係を説明
する。これらの２つの理論は、マーケティング論の分野でも
よく利用されている。

第３回 辻　幸恵 外観のパワーと情報

人は外観で判断することがある。この外観こそが、情報発信
であり、生活者からみれば受信できる情報になる。たとえば、
病院内で白衣の男性にあえば、医者であると判断する場合が
多い。これは白衣が医者であることをあらわし、情報として
発信されているのである。もちろん、白衣を着ていても医者
ではないかもしれない。その事実はわからないが、少なくと
も患者ではないと人々は思うのである。この回では多くの外
観のパワーの事例として主にファッションの事例を紹介する。

生活情報論      
1年次～ 2年次
前期 選択 1単位
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担当教員名 非常勤講師 辻　幸恵
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第４回 辻　幸恵 法律にもとづく生活情報の例示

たとえば、食品衛生法では食品全般についての開示について
規則がある。これは安全を確保する目的で施行されている。
製造業者氏名、住所、製造年月日、成分、重量、添加物など
が袋や缶に記載されている。食品だけではなく、家電でも電
気用品取締法によって安全のために法律がある。このような
安全のための開示も生活の中では重要な情報のひとつである。
最近は、産地の記載に消費者は敏感だといわれている。この
ように身近な商品からの情報について学ぶと共に、風評被害
とは何か、その恐ろしさについても事例を交えて説明をする。
薬事法において薬も内容量、有効期間、製造番号などは開示
されなければならない。それらの情報をどのようにしたら正
確に消費者に届けることができるのか、記載だけでは不十分
であるといわれる原因なども説明をする。

第５回 辻　幸恵 サービスに関する情報と課題

生活をする上で様々なサービスを利用することは快適に生活
するためのツールである。サービスといっても行政サービス、
金融サービス、教育サービスなど内容は豊富である。もちろ
ん医療サービスは現在、もっとも消費者のニーズが高い分野
である。医療サービスは受け手は患者であったが、今後は、
患者とは限らない場合も想定される。高齢化社会における医
療サービスの課題についてもここでは取り上げる。

第６回 辻　幸恵 個別の生活情報とライフスタイル

生活を外と内に分類し、それぞれの場面での情報接触と収集
について具体的に考えてみる。例えば、街中は外の世界である。
そこにある看板、表示、音楽、商品は多種多様である。その
中から個人はそのライフスタイルによって、情報を選択し、
商品を選択、購入していくのである。それらのプロセスを解
明する。商品やサービスへの関心度の高い人と低い人との基
本属性を比較しながら、情報をいかに生活に我々は取り入れ
て、活用しているのかを学ぶ。

第７回 辻　幸恵 口コミの世界のひろがり

最近は企業が発信する情報、いわゆる広告よりも消費者間の
口コミの方が信頼できるということまで言われている。個人
のブログ、ツイッターなど、消費者サイドからの情報発信や
情報交換も日常的におこなわれている。インターネットで何
かを検索したら、かならず、そこにはコメントが付されている。
そのような自由な立場からの評判は、友達を通じて拡散して
いくのである。少し前には悪ふざけをした若者の動画がイン
ターネット上に配信され、社会問題にまで発展をした。この
口コミは、風評被害もおこす可能性がある。また都市伝説を
生む原因にもなりえるのである。医療を考えた場合、まちがっ
た情報が口コミによって流れることは困った常態を生じるこ
とになる。よって、ここでは口コミのしくみについて学ぶ。

第８回 辻　幸恵 生活情報の伝播とこだわり

情報の伝播にはいくつかのパターンが存在をする。ここでは
そのパターンについて学ぶ。中心から徐々に周囲にひろがる
波紋型、上から下へ階層を流れるように移動する情報、この
逆に下から上への階層に浸透する音楽や風習などを例示しな
がら、情報の伝播について考える。また、こだわり商品、た
とえば趣味のものなどがいかに仲間的な社会の中でひろがる
のかも例示する。生活情報は必需品のみならず嗜好品のよう
なものも対象となる。

第９回 辻　幸恵 大学生の選択基準の変化

ここでは 2002 年と 2011 年の調査結果を比較しながら、大
学生たちの日常品、情報品、ブランド品に対する選択基準の
変化について分析をする。特に情報品には機能面と好悪とい
う心理面の２面からの選択基準が存在しているが、それらに
影響を及ぼす情報源は何かを解明していく。そのことによっ
て、生活を形成する上でどのような商品を求め、それを選ん
でいるのかが理解できる。

第10回 辻　幸恵 化粧品、医薬品、キャラクター商
品へのこだわりと価値観

化粧品と医薬品は似て非なるものである。しかし売り場構成
を見ると、販売方法は似ている。そこで選択されるためには、
何が必要であるのかを考えた場合、広告、信頼度、認知度な
どがあげられる。この要因はキャラクター商品あるいはブラ
ンド品を販売するときと同じ要因である。そこで、ここでは
販売するという視点から消費者（生活者）に正しくどのよう
な情報を伝えるべきかについて考える。

第11回 辻　幸恵 情報の本質と変化

前回にこだわりと価値観を学んだがそれの続きになる。価値
観からこだわりが生じてきているのだが、それらの概念を形
成する多くの情報は、どのように選択されるのかということ、
そしてそれらの本質について考える。本質の中には、真実と
ありのままの姿という他に、本来的にそれが必要か役にたつ
のかということがある。特に医療品はそれに効用があるのか
ということが本質になる。また、その薬が誰に必要であるの
かということも問題になる。生活の変化の中でその基準が過
去とは異なる場合、それらをいかに正しく提示していくのか、
正しく受け止める力を養うのかということが必要になってく
る。
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第12回 辻　幸恵 まとめ：快適な生活をおくるため
の情報

これまで生活の中であつかわれる情報がどこから発信されて
いるのか、どのように受け止められるのかについて学んだ。
例示として日常品と情報品などの比較もした。また、具体的
には化粧品や医療品についても考察をした。情報は伝わり方
によっては害になることもある。正しく伝える方法、正しく
受け取る態度が必要になる。それらがなされれば快適は生活
の土台にもなる。この回で生活情報論のまとめをおこなう。

成績評価方法
日常点（１と２）と期末確認テスト点（３）の２つで評価をする。
１．毎回の授業内（2回目～ 11回目の 10回）で４問ずつ問題を出すので、それを授業時間内に解答し、提出する。４問正解の場

合は４点となる。１問しかできなかった場合は１点とする。これで４点× 10回分とし最高 40点となる。
２．毎回の授業内（2回目～ 12回目の 11回）で授業テーマにそって、質問をするので挙手で解答できた場合など解答点を与える。

これは簡単な問いかけの場合は２点、非常に高度な質問に対する解答については５点とし、こちらからの質問のたびに点数は
明示する。これを発言点とし、上記１に加点する（20点）。

３．12回目の授業内で確認テストを実施する。配点は 40点とする。
上記１から３の合計で 100点とする。

教科書
『こだわりと日本人－若者の新生活感：選択基準と購買行動－』辻幸恵著、白桃書房、2013年。
教科書以外には随時配布資料がある。

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時
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一般目標（GIO）
社会科学における経営学、その中の企業論を学ぶことを通して、経済社会の認識・考察・分析力を養うことを目指す。

到達目標（SBOs）
会計に関する基礎知識の習得後、医薬品企業の経営に関する分析視点の習得を目指す。

準備学習（予習・復習等）
授業時間の中で社会科学のひとつの見方を楽しみ、日常生活の中で、将来の方向性を考えるひとつの材料としてください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 辻　峰男 オリエンテーション
第２回 辻　峰男 財務諸表 財務諸表の読み方
第３回 辻　峰男 簿記 初級簿記知識
第４回 辻　峰男 原価 第２章　原価と原価計算　（章番号は教科書）
第５回 辻　峰男 材料費 第４章　材料費の計算と記帳
第６回 辻　峰男 労務費 第５章　労務費の計算と記帳
第７回 辻　峰男 経費 第６章　経費の計算と記帳
第８回 辻　峰男 個別原価 第７章　個別原価計算
第９回 辻　峰男 部門別原価 第８章　部門別個別原価計算
第10回 辻　峰男 総合原価 第９章　総合原価計算
第11回 辻　峰男 工程別原価 第 10章　工程別総合原価計算
第12回 辻　峰男 事例研究 財務諸表分析

成績評価方法
期末筆記試験 100％。ただし、授業内確認テストなどを加味することがある。

教科書
伊藤博・小林哲夫『最新工業簿記』（実教出版）

指定参考書
TAC株式会社『合格テキスト日商簿記 2級工業簿記』（TAC株式会社）
TAC株式会社『合格トレーニング日商簿記 2級工業簿記』（TAC株式会社）

オフィスアワー
授業の前後

医薬品企業論
1年次～ 2年次
前期 選択 1単位

担当教員名 非常勤講師 辻　峰男
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一般目標（GIO）
社会において薬剤師が果たすべき責任、義務等を正しく理解できるようになるために、薬学を取り巻く法律、制度および薬局業務
に関する基本的知識を修得し、それらを活用するための基本的技能と態度を身につける。

到達目標（SBOs）
１．「薬とは何か」を概説できる。
２．薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割を概説できる。
３．…一般用医薬品と医療用医薬品の違いを概説できる。
４．医薬分業のしくみと意義を説明できる。
５．地域薬局の役割を列挙できる。
６．日本薬局方の意義と内容を概説できる。
７．薬剤師を取り巻く法律と制度の基本的知識を修得する
８．薬害の歴史と内容を概説できる
９．医薬品開発の流れを概説できる

準備学習（予習・復習等）
特になし

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 田内　義彦 薬と社会Ⅰ 薬学教育 6年制と新しい薬剤師像
社会薬学の意義 B（1）-3-1

第２回 田内　義彦 薬と社会Ⅱ 社会における医薬品
薬局薬剤師の役割

B（1）-3-5
C18（3）-1-1

第３回 田内　義彦 薬と社会Ⅲ くすりと薬学の歴史と社会における役割 B（1）-1-1
第４回 田内　義彦 薬と社会Ⅳ 医薬分業の歴史と意義 C18（3）-2-1
第５回 田内　義彦 日本薬局方について 日本薬局方の意義と構成 B（1）-5-1
第６回 中江　裕子 法律と制度 薬剤師に関連する法令の構成、制度の精神 C18（1）
第７回 中江　裕子 法律と制度 薬剤師に関連する法令の内容 C18（1）
第８回 中江　裕子 薬害 薬害の歴史と内容 C17（1）-5
第９回 中江　裕子 薬害 被害救済制度等 C18（1）
第10回 中江　裕子 医薬品開発Ⅰ 医薬品開発の概要 C17（1）
第11回 中江　裕子 医薬品開発Ⅱ 臨床試験 C17（1）
第12回 中江　裕子 医薬品開発Ⅲ 市販後制度 C17（1）

成績評価方法
試験（100点）または試験とレポートの合計点（100点）により行う。

教科書
大久保・山本・松家編「社会薬学入門」－薬と社会と法を考える（法律文化社）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

社会薬学Ⅰ      
1年次
前期 必修 1単位
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担当教員名 教授 田内　義彦
特任教授 中江　裕子
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一般目標（GIO）
１．社会における薬剤師の果たすべき役割、責任、義務等を正しく理解することができるように、薬剤師という職業にかかわる制度、

法律、倫理に関する基本的知識を学ぶ。
２．生命倫理の歴史を学ぶことによって、生命倫理の主要な問題と考え方を学ぶ。

到達目標（SBOs）
１．生命倫理の歴史を通して生命倫理の主要な問題を理解する。
２．生命倫理の歴史を通して生命倫理の基本的な考え方を理解する。
３．医療専門職としての薬剤師の倫理についてその基本を理解する。
４．薬事法の基本について理解する。

準備学習（予習・復習等）
わからないことは積極的に質問するように。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 松家　次朗 1．生命倫理学とは何か。 生命倫理学とはどのような学問かを概説する。 A（2）-3-1

第２回 松家　次朗 2．生命倫理学の歴史ーアメリカ編　その１ 生命倫理学が成立した背景をアメリカのさまざ
まな事例を参考に説明する。… A（2）-3-1

第３回 松家　次朗 3．生命倫理学の歴史ーアメリカ編　その２ 同上… A（2）-3-1
第４回 松家　次朗 4．生命倫理学の歴史ーアメリカ編　その３ 同上… A（2）-3-1
第５回 松家　次朗 5．生命倫理学の歴史ーアメリカ編　その４ 同上… A（2）-3-1

第６回 松家　次朗 6．生命倫理学の特徴　その１ 以上の説明を受けて生命倫理学の中心的な考え
方と原則について概説する。 A（1）-1-1 ～ 4

第７回 松家　次朗 7．薬剤師と倫理　その１ 医療専門職の特質とその社会的な意義について
概説する。… A（1）-1-1 ～ 4

第８回 松家　次朗 8．薬剤師と倫理　その２ 医療専門職の義務と責任について考える。… A（2）-2-1 ～ 3
第９回 松家　次朗 9．薬剤師と倫理　その３ 医療専門職の役割について考察する。… A（2）-2-1 ～ 3
第10回 松家　次朗 10．薬剤師と倫理　その４ 医療専門職の倫理について概説する。… A（2）-2-1 ～ 3

第11回 田内　義彦 11．薬事法とくすり　その１ 「薬事法の起源と変遷」及び「薬事法の規制対象
物」について概説する… A（2）-2-1 ～ 3

第12回 田内　義彦 12．薬事法とくすり　その２ 「医薬品の品質管理」及び「薬局と医薬品販売」
について概説する A（2）-2-1 ～ 3

成績評価方法
定期試験とする。

教科書
『社会薬学入門』（大久保、松家、山本編、法律文化社）

指定参考書
特になし。

オフィスアワー
必要に応じて対応する。

社会薬学Ⅱ      
1年次
後期 必修 1単位

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

教
養
教
育
専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

担当教員名 教授 田内　義彦
准教授 松家　次朗
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一般目標（GIO）
アスピリンを中心としていくつかの非ステロイド性抗炎症剤（NSAIDs）をモデル薬物としてとりあげ、これらの薬物はどのように
して体内で作用を発現するか、また臨床現場で適正に使用するための問題点を学ぶ。これらのことを理解するために、薬学の各専
門科目の学修がどのように関わっているかを把握し、今後の薬学の各専門科目の学修目的と科目間の連関を学ぶ。

到達目標（SBOs）
１．アスピリン及び関連する薬物がどのようにして作用するかを説明できる。
２．アスピリン及び関連する薬物を適正に使用するための問題点を説明できる。
３．アスピリン及び関連する薬物の理解に多数の専門科目が関わっていることを説明できる。
４．薬学の各科目間の繋がりを説明できる。

準備学習（予習・復習等）
医療、医薬品を理解するためには、どのような学問を学ぶべきかを考えて、予習・復習をしてください。また、スモールグループディ
スカッションでの課題では、各自責任を持って考察し、考えをまとめてからスモールグループディスカッションに臨んでください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 北河　修治 くすりの歴史 講義の概要と目的、アスピリンを初めとするくすりの歴史 B（1）-1-1
B（1）-3-2,3

第２回 上田　昌史 化学系薬学の観点から アスピリン及び関連薬物の合成、反応、官能基の役割 B（1）-3-3
第３回 田中　将史 物理系薬学の観点から アスピリン及び関連薬物の安定性、溶解性 B（1）-3-3
第４回 水谷　暢明 薬理学、生物系薬学の観点から１ アスピリン及び関連薬物の薬理作用１ B（1）-3-3
第５回 水谷　暢明 薬理学、生物系薬学の観点から２ アスピリン及び関連薬物の薬理作用２ B（1）-3-3
第６回 江本　憲昭 薬物治療学の観点から アスピリン及び関連薬物による薬物治療 B（1）-3-3
第７回 上田　久美子 薬剤学の観点から アスピリン及び関連薬物の薬剤学 B（1）-3-3

第８回 土生　康司 臨床現場の観点から１ アスピリン及び関連薬物の臨床での適正使用１ B（1）-2-3
B（1）-3-3

第９回 土生　康司 臨床現場の観点から２ アスピリン及び関連薬物の臨床での適正使用２ B（1）-2-3
B（1）-3-3

第10回

上田　昌史
水谷　暢明
上田　久美子
田中　将史
土生　康司

まとめ１ スモールグループディスカッション１… B（1）-3-3

第11回

上田　昌史
水谷　暢明
上田　久美子
田中　将史
土生　康司

まとめ２ スモールグループディスカッション２ B（1）-3-3

第12回

上田　昌史
水谷　暢明
上田　久美子
田中　将史
土生　康司

まとめ３ スモールグループディスカッション内容の発表及び討論 B（1）-3-3

成績評価方法
定期試験（70点）、スモールグループディスカッションに関するレポートおよび出席点（30点）の合計で評価する。追再試験受験
者の評価は、追再試験のみで行う。

教科書
パワーポイントおよびプリント使用

指定参考書
治療薬マニュアル 2014（高久史麿・矢崎義雄　監修、医学書院）

オフィスアワー
随時

薬学入門        
1年次
前期 必修 1単位
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担当教員名 教授 北河　修治 講師 上田　久美子
教授 江本　憲昭 講師 田中　将史
准教授 上田　昌史 講師 土生　康司
准教授 水谷　暢明
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一般目標（GIO）
物質の変換過程を理解するために、化学反応速度論、および反応速度に影響を与える諸因子に関する基本的知識と技能を修得する。

到達目標（SBOs）
１．反応次数と速度定数について説明できる。
２．代表的な反応次数の決定法を列挙し、その特徴を説明できる。
３．反応速度と温度との関係を説明できる。
４．拡散および溶解速度について説明できる。
５．沈降現象、流動現象および粘度について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
予習として指数、対数計算、簡単な微分積分の復習をしておいて下さい。
復習では配布する計算問題プリントの問題を十分に活用すること。
①指数と対数計算　②一次反応　③基本反応（１）④基本反応（２）　⑤複合反応、温度の効果
各プリントの所要時間は 60～ 120分
テスト直前だけの勉強では対応できません。
物理や数学（微分・積分）への苦手意識のある人にはハードルが高いかもしれません。数学で簡単な微分、積分ができるようにし
ておいて下さい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 中山　尋量 1．反応速度 反応次数と速度定数 C1（4）-1-1
第２回 中山　尋量 2．反応速度 速度式の変換 C1（4）-1-2
第３回 中山　尋量 3．反応速度 代表的な反応次数の反応の特徴 C1（4）-1-3
第４回 中山　尋量 4．反応速度 代表的な反応次数の決定法 C1（4）-1-3
第５回 中山　尋量 5．反応速度 （擬）一次反応速度と反応速度定数 C1（4）-1-4
第６回 中山　尋量 6．反応速度 代表的な触媒反応 C1（4）-1-9
第７回 中山　尋量 7．反応速度 反応速度と温度との関係 C1（4）-1-6
第８回 中山　尋量 8．反応速度 代表的な複合反応 C1（4）-1-5
第９回 中山　尋量 9．反応速度 酵素反応 C1（4）-1-9

第10回 中山　尋量 10．反応速度 衝突理論
遷移状態理論

C1（4）-1-7
C1（4）-1-8

第11回 中山　尋量 11．物質の移動 拡散および溶解速度 C1（4）-2-1

第12回 中山　尋量 12．物質の移動 沈降現象
流動現象および粘度

C1（4）-2-2
C1（4）-2-3

成績評価方法
出席および試験によって総合的に評価する。

教科書
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会編）第２巻「物理系薬学Ⅰ物質の物理的性質　第２版」東京化学同人

指定参考書
「物理化学演習」（三輪、青木著）京都廣川書店
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会編）第２巻「物理系薬学Ⅳ演習編」東京化学同人

オフィスアワー
随時

物理化学Ⅰ      
1年次
後期 必修 1単位
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担当教員名 教授 中山　尋量
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一般目標（GIO）
医薬品の化学分析において、溶液中の酸塩基反応、沈殿生成反応、錯体生成反応、酸化還元反応が重要な役割を果たしている。本
講義では、これら化学反応の定量的な理解に必須となる化学平衡と、その定量分析への応用について論じる。

到達目標（SBOs）
１．酸・塩基の定義と酸塩基平衡について説明できる。
２．各種水溶液の水素イオン濃度pHを計算することができる。
３．酸塩基滴定の原理を説明し、滴定曲線を作成することができる。
４．沈殿平衡について説明できる。
５．沈殿滴定の原理を説明し、滴定曲線を作成することができる。
６．錯体、キレートの定義と錯体生成平衡について説明できる。
７．キレート滴定の原理を説明し、滴定曲線を作成することができる。
８．酸化・還元の定義と酸化還元平衡について説明できる。
９．酸化還元滴定の原理を説明し、滴定曲線を作成することができる。
10．分配平衡とイオン交換平衡について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
化学平衡に関する基本的な計算問題を解けることが求められます。
復習が必須。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 小林　典裕 分析化学概論 薬学領域における分析化学の役割と方法論

第２回 小林　典裕 酸塩基平衡（1） 酸・塩基の定義、共役酸塩基対、酸塩基平衡と電離定数、弱酸・
弱塩基の分子形 /イオン形存在比の pHによる変化 C2（1）-1-1

第３回 小林　典裕 酸塩基平衡（2） 各種の酸、塩基及び塩の水溶液のpH計算法 C2（1）-1-3
第４回 小林　典裕 酸塩基平衡（3） 各種の酸、塩基及び塩の水溶液のpH計算法 C2（1）-1-3
第５回 小林　典裕 酸塩基滴定の基礎 酸塩基滴定の理論、滴定曲線の作成と当量点の決定法 C2（2）-3-1
第６回 小林　典裕 沈殿平衡 難溶性塩の沈殿平衡と溶解度積 C2（1）-2-2
第７回 小林　典裕 沈殿滴定の基礎 沈殿滴定の理論、滴定曲線の作成と当量点の決定法 C2（2）-3-4
第８回 小林　典裕 錯体生成平衡 金属錯体の種類、錯体生成平衡と安定度定数 C2（1）-2-1
第９回 小林　典裕 キレート滴定の基礎 キレート滴定の理論、滴定曲線の作成と当量点の決定法 C2（2）-3-3

第10回 小林　典裕 酸化還元平衡 酸化・還元の定義、共役酸化還元対、酸化還元電位、酸化還
元平衡と平衡定数 C2（1）-2-4

第11回 小林　典裕 酸化還元滴定の基礎 酸化還元滴定の理論、滴定曲線の作成と当量点の決定法 C2（2）-3-5

第12回 小林　典裕 分配平衡とイオン交換平衡 分配平衡と溶媒抽出への応用、およびイオン交換反応の化学
平衡と物質の分離・精製への応用

C2（1）-2-5
C2（1）-2-6

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
『NEW薬品分析化学』（第 2版）（小林典裕、藤井洋一編、廣川書店）

指定参考書
1．『よくある質問　分析化学の基礎』（澤田　清、山田眞吉著、講談社）
2．『化学サポートシリーズ　酸と塩基』（水町邦彦著、裳華房）
3．『コアカリ対応分析化学』（前田昌子ら編、丸善）

オフィスアワー
質問は随時受け付けます。
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担当教員名 教授 小林　典裕
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一般目標（GIO）
基本的な無機化合物の構造、物性、反応性を理解するために、電子配置、電子密度、化学結合の性質などに関する基本的知識を修
得する。

到達目標（SBOs）
１．代表的な典型元素を列挙し、その特徴を説明できる。
２．代表的な遷移元素を列挙し、その特徴を説明できる。
３．代表的な無機医薬品を列挙できる。
４．代表的な錯体の名称、立体構造、基本的性質を説明できる。
５．錯体の安定性、反応性について説明できる。
６．医薬品として用いられる代表的な錯体を列挙できる。

準備学習（予習・復習等）
各項目について事前に高校の教科書を読んで予習をしておくこと
授業の内容（ノート）を十分に復習しておくこと。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 中山　尋量 1．無機化合物 元素と周期表
第２回 中山　尋量 2．無機化合物 代表的な典型元素とその特徴 C4（1）-3-1
第３回 中山　尋量 3．無機化合物 窒素酸化物の名称、構造、性質 C4（1）-3-3
第４回 中山　尋量 5．無機化合物 イオウ、リン、ハロゲンの酸化物、オキソ化合物 C4（1）-3-4
第５回 中山　尋量 5．無機化合物 活性酸素の構造、電子配置と性質 C6（1）-3-2
第６回 中山　尋量 6．無機化合物 亜酸化窒素・一酸化窒素の電子配置と性質 C6（1）-3-3

第７回 中山　尋量 7．無機化合物 代表的な無機医薬品
生体必須元素と生理作用 C4（1）-3-5

第８回 中山　尋量 8．無機化合物 代表的な遷移元素とその特徴 C4（1）-3-2
第９回 中山　尋量 9．錯体 代表的な錯体の名称、立体構造、基本的性質 C4（1）-4-1
第10回 中山　尋量 10．錯体 配位結合 C4（1）-4-2

第11回 中山　尋量 11．錯体
代表的な配位子、配位基、キレート試薬
錯体の安定度定数と配位子のキレート効果
錯体の反応性

C4（1）-4-3
C4（1）-4-5
C4（1）-4-4

第12回 中山　尋量 12．錯体 医薬品として用いられる代表的な錯体
生体内に存在する代表的な金属イオンと錯体の機能

C4（1）-4-7
C6（1）-3-1

成績評価方法
出席および試験によって総合的に評価する。

教科書
薬学のための無機化学（桜井　弘編著）化学同人

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

無機・錯体化学  
1年次
後期 必修 1単位

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

教
養
教
育
専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

担当教員名 教授 中山　尋量
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一般目標（GIO）
基本的な有機化合物の構造、物性、反応性を理解するために、電子配置、電子密度、化学結合の性質などに関する基本的知識を修
得する。また有機化合物の基本構造、命名法、および立体化学に関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．基本的な化合物を命名し、ルイス構造で書くことができる。
２．軌道の混成について説明できる。
３．炭素原子を含む反応中間体（カルボカチオン、カルバニオン、ラジカル）の構造と性質を説明できる
４．Brønsted-Lowry あるいは Lewis による酸と塩基の定義について説明できる。
５．アルコール、チオール、カルボン酸の酸性度を比較して説明できる。
６．有機化合物の性質に及ぼす共鳴の性質について説明できる。
７．基本的な炭化水素、ハロゲン化アルキル、アルコール、エーテル、アミンおよびアルキル基を IUPACの規則に従って命名する

ことができる。
８．アルカン、ハロゲン化アルキル、アルコール、エーテル、アミンの基本的な物性について説明できる。
９．アルカンの構造異性体を図示し、その数を示すことができる。
10．エタンおよびブタンの立体配座と安定性について説明できる。
11．シクロアルカンの環の歪みを決定する要因について説明できる。
12．シクロヘキサンのいす形配座と舟形配座を図示できる。
13．シクロヘキサンのいす形配座における水素の結合方向（アキシアル、エクアトリアル）を図示できる。
14．置換シクロヘキサンの安定な立体配座を決定する要因について説明できる。
15．構造異性体と立体異性体について説明できる。
16．キラリティーと光学活性を概説できる。
17．エナンチオマーとジアステレオマーについて説明できる。
18．ラセミ体とメソ化合物について説明できる。
19．絶対配置の表示法を説明できる。
20．Fischer 投影式とNewman投影式を用いて有機化合物の構造を書くことができる。
21．光学活性化合物を得るための代表的な手法（光学分割）を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
この科目の範囲内に限定せず、関連の化学系科目の内容も参照しながら、教科書や参考書をよく読みこむことが重要です。練習問
題を解くことで、理解度を認識し、日々復習に努めて下さい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 棚橋　孝雄 電子構造と結合１ イオン結合、共有結合、極性共有結合、構造の表示（Lewis 構造、
Kekulé 構造、簡略構造）

C1（1）-1-1
C4（1）-1-1

第２回 棚橋　孝雄 電子構造と結合２ 混成軌道、シグマ結合とパイ結合 C1（1）-1-2,3
C4（1）-1-7

第３回 棚橋　孝雄 共鳴 非局在化電子と共鳴の基礎と電子の非局在化による安定性 C1（1）-1-4
C4（1）-1-3

第４回 棚橋　孝雄 酸と塩基 酸と塩基の基礎と酸性度に及ぼす構造の影響 C4（1）-1-6

第５回 棚橋　孝雄 有機化合物の基礎１ 炭化水素、ハロゲン化アルキル、アルコール、エーテル、ア
ミンの物理的性質

C1（1）-2
C4（2）-1-2

第６回 棚橋　孝雄 有機化合物の基礎２ アルカンの立体配座と安定性 C4（1）-2-7
第７回 棚橋　孝雄 有機化合物の基礎３ シクロアルカンの立体配座と安定性 C4（2）-1-4,5,6,7

第８回 竹仲　由希子 有機化合物の基礎４ 直鎖アルカン、シクロアルカン、ハロゲン化アルキルの命名
法と構造の表示法、アルコール、エーテル、アミンの命名法

C4（2）-1-1,2
C4（3）-1-1

第９回 竹仲　由希子 アルケン１ アルケン、アルキンの命名法と構造 C4（3）-1-2
第10回 竹仲　由希子 アルケン２ シスートランス異性と E,Z 表記 C4（1）-2-1

第11回 竹仲　由希子 立体化学 1 キラル中心と立体配置の R,S 表記（キラル分子とアキラル分
子） C4（1）-2-2,5,6

第12回 竹仲　由希子 立体化学２ 複数の不斉炭素を持つ異性体（エナンチオマー、ジアステレ
オマーおよびメソ化合物） C4（1）-2-3,4

成績評価方法
定期試験 95点、小テスト５点

教科書
ブルース有機化学（第５版）上・下（大船泰史ら監訳）…化学同人

有機化学Ⅰ      
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担当教員名 教授 棚橋　孝雄
講師 竹仲　由希子
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指定参考書
スタンダード薬学シリーズ　化学系薬学 I、II、III（日本薬学会編）東京化学同人
ソロモンの新有機化学（第９版）上・下（花房昭静ら訳）廣川書店

オフィスアワー
随時
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一般目標（GIO）
脂肪族炭化水素、特に炭素－炭素多重結合の性質を理解するために、それぞれの基本構造、物理的性質、反応性に関する基本的知
識を修得する。また官能基が有機化合物に与える効果を理解するために、官能基を有する化合物について、反応性およびその他の
性質に関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．有機反応を電子の動きを示す矢印を用いて説明できる。
２．アルケンへのハロゲン化水素の付加反応の位置選択性（Markovnikov 則）について説明できる。
３．カルボカチオンの級数と安定性について説明できる。
４．アルケンへの代表的なシン付加反応を列挙し、反応機構を説明できる。
５．アルケンへの臭素の付加反応の機構を図示し、反応の立体特異性（アンチ付加）を説明できる。
６．共役ジエンへのハロゲン化水素の付加反応の特徴について説明できる。
７．アルケンの酸化的開裂反応を列挙し、構造解析への応用について説明できる。
８．アルキンの代表的な反応を列挙し、説明できる。
９．Diels-Alder 反応の特徴を具体例を用いて説明できる。
10．有機ハロゲン化合物の代表的な性質と反応を列挙し、説明できる。
11．求核置換反応（SN1および SN2反応）の機構について、立体化学を含めて説明できる。
12．ハロゲン化アルキルの脱ハロゲン化水素（E1および E2反応）の機構を図示し、反応の位置選択性（Zayzeff 則）を説明できる。
13．有機ハロゲン化合物の代表的な合成法について説明できる。
14．代表的な位置選択的反応を列挙し、その機構と応用例について説明できる。
15．代表的な立体選択的反応を列挙し、その機構と応用例について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
講義の前に教科書を読み予習しておくこと。講義後は章末問題を解いて復習すること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 和田　昭盛
沖津　貴志 反応機構の書き方 曲がった矢印の意味と使用法、求核剤と求電子剤 C4（1）-1-9

第２回 和田　昭盛 アルケンの反応 1 ハロゲン化水素や水、アルコールのアルケンへの求電子付加
反応とカルボカチオンの安定性

C4（2）-2-3
C4（2）-2-4
C5（1）-3
C5（1）-4

第３回 和田　昭盛 アルケンの反応 2 アルケンへのシン付加（接触水素化、エポキシ化、ヒドロホ
ウ素化－酸化）

C4（2）-2-1
C5（1）-4

第４回 和田　昭盛 アルケンの反応 3 アルケンへのアンチ付加（臭素の付加） C4（2）-2-2
C5（1）-3

第５回 和田　昭盛 アルケンの反応 4 アルケンのジオール化と酸化的開裂 C4（2）-2-6
C5（1）-4

第６回 和田　昭盛 共役ジエンの反応 ハロゲン化水素の 1,2- 付加と 1,4- 付加、Diels-Alder 反応 C4（2）-2-5
C5（2）-1-1

第７回 和田　昭盛 アルキンの反応 水素化、ハロゲン化、水和反応、末端アルキンのアルキル化 C4（2）-2-7

第８回 沖津　貴志 ハロゲン化合物の反応 1 ハロゲン化アルキルの求核置換反応（SN2反応） C4（3）-2-2
C5（2）-2-2

第９回 沖津　貴志 ハロゲン化合物の反応 2 ハロゲン化アルキルの求核置換反応（SN1反応） C4（2）-2-4
C4（3）-2-2

第10回 沖津　貴志 ハロゲン化合物の反応 3 ハロゲン化アルキルの脱離反応（E1、E2反応）

C4（2）-2-4
C4（3）-2-3
C5（2）-2-1
C5（2）-2-2

第11回 沖津　貴志 ハロゲン化合物の反応 4 求核置換反応と脱離反応のまとめ C4（3）-2-1

第12回 沖津　貴志 ラジカルの反応 ラジカルの安定性、ラジカルのアルケンへの付加、ラジカル
置換反応 C5（1）-3

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
ブルース有機化学（第 5版）（大船泰史ら監訳）化学同人
パサバ薬学演習シリーズ 4（上西、和田）「有機化学演習」京都廣川書店

有機化学Ⅱ      
1年次
後期 必修 1単位

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

教
養
教
育
専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

担当教員名 教授 和田　昭盛
講師 沖津　貴志
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指定参考書
スタンダード薬学シリーズ 3「化学系薬学Ⅰ．化学物質の性質と反応」（日本薬学会編）東京化学同人
ソロモンの新有機化学（第 9版）上（花房昭静ら訳）廣川書店

オフィスアワー
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一般目標（GIO）
芳香族炭化水素の性質を理解するために、それぞれの基本構造、物理的性質、反応性に関する基本的知識を修得する。また官能基
が有機化合物に与える効果を理解するために、官能基を有する化合物について、反応性およびその他の性質に関する基本的知識を
修得する。

到達目標（SBOs）
１．アルコール類の代表的な性質と反応性を列挙し、説明できる。
２．エーテル類の代表的な性質と反応性を列挙し、説明できる。
３．エポキシド類の開環反応における立体特異性と位置選択性を説明できる。
４．代表的な芳香族化合物を列挙し、その物性と反応性を説明できる。
５．芳香族性（Hückel 則）の概念を説明できる。
６．芳香族化合物の求電子置換反応の機構を説明できる。
７．芳香族化合物の求電子置換反応の反応性および配向性に及ぼす置換基の効果を説明できる。
８．芳香族化合物の代表的な求核置換反応について説明できる。
９．フェノール類の代表的な性質と反応性を列挙し、説明できる。
10．アルコール、チオール、フェノール、カルボン酸などの酸性度を比較して説明できる。
11．フェノールおよびその誘導体の酸性度の影響を及ぼす因子を列挙し、説明できる。
12．アミン類の代表的な性質と反応性を列挙し、説明できる。
13．含窒素化合物の塩基性度を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
この科目の範囲内に限定せず、関連の有機化学系科目の内容も参照しながら、教科書や参考書をよく読みこむことが重要です。ま
た、教科書の問題や章末問題を自分で解きながら復習してください。この講義では、ブルースの教科書の７章の一部、10章、14章、
15章および 20章について解説します。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 棚橋　孝雄 アルコール１ アルコールの置換反応 C4（3）–3
第２回 棚橋　孝雄 アルコール２ アルコールの脱離反応 C4（3）–3

第３回 棚橋　孝雄 アルコール３とエーテル アルコールの酸化反応とエーテルの置換反応 C4（3）–3
C4（3）–4

第４回 棚橋　孝雄 エポキシドと含硫黄化合物 エポキシドの開環反応と含硫黄化合物の反応 C4（3）–4
C4（3）–3

第５回 棚橋　孝雄 芳香族化合物１ ベンゼンの構造と安定性 C4（3）–3
第６回 棚橋　孝雄 芳香族化合物２ 芳香族性（Hückel 則） C4（3）–3

第７回 西村　克己 芳香族化合物３ ベンゼンと置換ベンゼンの求電子置換反応（反応性と配向性） C4（3）–3
C4（2）–3

第８回 西村　克己 芳香族化合物４ アレーンジアゾニウム塩の生成と反応 C4（2）–3
C4（3）–6

第９回 西村　克己 芳香族化合物５ 芳香族求核置換反応とナフタレンの求電子置換反応 C4（2）–3
第10回 西村　克己 芳香族化合物６ pKaに及ぼす置換基の効果 C4（2）–3

第11回 西村　克己 アミンと複素環化合物１ 含窒素化合物の塩基性度とアミンの脱離反応、転位反応 C4（3）–6
C4（3）-7

第12回 西村　克己 アミンと複素環化合物２ 複素環化合物の性質および反応 C4（3）–6

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
ブルース有機化学（第５版）上・下（大船泰史ら訳）化学同人

指定参考書
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会編）第３巻『化学系薬学 I、II、III』東京化学同人
ソロモンの新有機化学（第９版）上・下（池田正澄ら訳）廣川書店

オフィスアワー
質問は随時受け付ける。また、薬学基礎教育センターでのオフィスアワーを予定している。
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担当教員名 教授 棚橋　孝雄
講師 西村　克己
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一般目標（GIO）
薬として用いられる動物・植物・鉱物由来の生薬の性質を基礎から理解することを目的とする。そのために、薬用資源の基原、性状、
含有成分、生合成、品質評価、歴史的背景などについての基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．代表的な生薬を列挙し、その特徴を説明できる。
２．生薬の歴史について概説できる。
３．生薬の生産と流通について概説できる。
４．代表的な薬用植物の形態を観察する。
５．代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効などを列挙できる。
６．代表的な生薬の産地と基原植物の関係について、具体例を挙げて説明できる。
７．代表的な薬用植物を形態が似ている植物と区別できる。
８．代表的な薬用植物に含有される薬効成分を説明できる。
９．動物、鉱物由来の医薬品について具体例を挙げて説明できる。

準備学習（予習・復習等）
１．予習、復習をしっかり行うこと。特に復習は、講義終了後の5分や10分を使って重要ポイントをまとめるなど、直ちに行うこと。

この作業が、専門用語などを長期的に記憶する礎となる。
２．薬用資源となる各植物については、植物名、使用部位、薬効、薬用成分など覚えることが非常に多い。各自、「生薬単」などの

指定参考書も利用し、単語の意味などをより深く理解しておくこと。さらには、薬用植物園に出向き実際の薬用植物を観察し、
生きた植物としての魅力を含めて学べるとなお良い。

３．不明な点はそのままにせず、できるだけ質問して解消すること。1号館 2階の生薬化学研究室にいるので、夕方以降などの時
間を利用して質問を行い、完全に理解するよう努めること。

４．講義を通して行うレポートや小テストを提出、受験すること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 士反　伸和 総論 薬用植物が用いられてきた歴史、その資源と成分の総論 C7（1）-1-1,2
第２回 士反　伸和 細胞 植物細胞の基本的な構造 C7（1）-2-1,2
第３回 士反　伸和 組織細胞の形態と組織 植物の組織細胞の形態と組織 C7（1）-2-1,2
第４回 士反　伸和 茎、葉、根 茎、葉、根の形態、およびこれらを用いる生薬 C7（1）-2-1,2,4
第５回 士反　伸和 花、果実、種子 花、果実、種子の形態、およびこれらを用いる生薬 C7（1）-2-1,2,4

第６回 士反　伸和 薬用植物の生産と利用 薬用植物の栽培、育種と生産、加工 C7（1）-1-3
C7（1）-2-3

第７回 士反　伸和 健康食品・健康被害 薬用植物に由来する健康食品、また関連する健康被害 C7（1）-2-4,5
第８回 士反　伸和 薬用植物のバイオテクノロジー バイオテクノロジーを用いた有用物質生産 C7（1）-2-2,5
第９回 士反　伸和 系統と分類 植物の分類と名称・学名 C7（1）-2-2

第10回 士反　伸和 天然物を起源とする医薬品 天然物由来の医薬品 C7（1）-2-1,2,5
C7（1）-3-1

第11回 士反　伸和 薬用植物各論１ 代表的な薬用植物の学名、薬用部位、成分 C7（1）-1-1
C7（1）-2-1,2,5

第12回 士反　伸和 薬用植物各論２ 代表的な薬用植物の学名、薬用部位、成分 C7（1）-1-1
C7（1）-2-1,2,5

成績評価方法
・定期試験（90点）
・小テストと課題レポート（10点）

教科書
・薬用植物学　改訂第７版（南江堂）

指定参考書
・写真で見る植物用語（全国農村教育協会）
・自分で採れる薬になる植物図鑑（柏書房）
・生薬単（NTS）

オフィスアワー
随時
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担当教員名 准教授 士反　伸和
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一般目標（GIO）
自然界に存在する植物・動物・鉱物を薬として利用するために、それらの基原および部位、性状、含有成分、薬効、修治などにつ
いての基本的知識を習得する。また、医薬品としての生薬の特性を理解し、日本薬局方収載の生薬については品質評価に関しても
理解を深める。

到達目標（SBOs）
1．多成分系の医薬品としての生薬を説明できる。
2．生薬の歴史、生産と流通について概説できる。
3．代表的な生薬の産地と基原植物および部位の関係について、具体例を挙げて説明できる。
4．代表的な生薬の薬効と薬効成分について説明できる。
5．生薬の同定と品質評価法について概説できる。
6．日本薬局方の生薬総則および生薬試験法について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
この科目の修得には覚えることがたくさんあり、また幅広い知識も要求されます。学習内容を自分なりにまとめておくことを勧め
ます。特に、覚える内容を整理して、分類したり表にすることで、ただ単に暗記するのではなく、いろいろな事に関連付けて覚え
る事が大切です。講義では、生薬の標本を回覧するので、生薬に触れて生薬を身近に感じて欲しいと思います。興味を持って勉強
することが、暗記できる一番の近道だと思います。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 西山　由美
生薬とは何か？生薬学とはどのよ
うな学問か？世界の伝統医学につ
いて

生薬とはどのような薬で、生薬学では何を学ぶのかを知る。
そして、伝統医学において、生薬は治療薬の主役であり、そ
の豊富な経験に基づいて、現在でも実際の医療現場で生薬が
用いられていることを学ぶ。

C7（1）-1-2
C7（2）-1-2

第２回 西山　由美

生薬の生産と流通および法と制度
について
生薬の基原と使用部位、修治につ
いて

天然物である生薬はどこで生産され、どう流通しているのか
を知る。また、天然物である生薬ならではの問題点があるので、
それを理解する。そして、生薬に関する法と制度についても
学ぶ。
代表的な生薬の基原植物と薬用部について学ぶ。また、生薬
の修治について学ぶ。

C7（1）-1-3
C7（2）-1-3
C7（1）-2-3

第３回 西山　由美 生薬の品質評価と医薬品としての
生薬成分について

生薬の品質評価について、何故、必要なのか、どのような評
価法があるのかを学ぶ。また、生薬等の天然物に含まれてい
る成分が、医薬品あるいは医薬品開発のシーズとなっている
ことを学ぶ。

C7（1）-6-5
C7（2）-1-1

第４回 西山　由美 各論１：双子葉植物綱　合弁花植
物由来の生薬（１）

各生薬について、生薬名、基原植物、科名、薬用部、成分、
薬効／適用などを学ぶ。
　双子葉植物綱　合弁花植物由来の生薬

C7（1）-2-1 ～ 5

第５回 西山　由美 各論２：双子葉植物綱　合弁花植
物由来の生薬（２）

各生薬について、生薬名、基原植物、科名、薬用部、成分、
薬効／適用などを学ぶ。
　双子葉植物綱　合弁花植物由来の生薬

C7（1）-2-1 ～ 5

第６回 西山　由美 各論３：双子葉植物綱　離弁花植
物由来の生薬（１）

各生薬について、生薬名、基原植物、科名、薬用部、成分、
薬効／適用などを学ぶ。
　双子葉植物綱　離弁花植物由来の生薬

C7（1）-2-1 ～ 5

第７回 西山　由美 各論４：双子葉植物綱　離弁花植
物由来の生薬（２）

各生薬について、生薬名、基原植物、科名、薬用部、成分、
薬効／適用などを学ぶ。
　双子葉植物綱　離弁花植物由来の生薬

C7（1）-2-1 ～ 5

第８回 西山　由美 各論５：双子葉植物綱　離弁花植
物由来の生薬（３）

各生薬について、生薬名、基原植物、科名、薬用部、成分、
薬効／適用などを学ぶ。
　双子葉植物綱　離弁花植物由来の生薬

C7（1）-2-1 ～ 5

第９回 西山　由美 各論６：単子葉植物綱由来の生薬
各生薬について、生薬名、基原植物、科名、薬用部、成分、
薬効／適用などを学ぶ。
　単子葉植物綱由来の生薬

C7（1）-2-1 ～ 5

第10回 西山　由美
各論７：裸子植物、藻類、菌類由
来の生薬
各論８：動物、鉱物由来の生薬

各生薬について、生薬名、基原植物、科名、薬用部、成分、
薬効／適用などを学ぶ。
　裸子植物、藻類、菌類由来の生薬
　動物、鉱物由来の生薬

C7（1）-2-1 ～ 5
C7（1）-3-1

第11回 西山　由美 代表的な生薬の薬効や薬用部位、
成分などによる分類について

代表的な生薬を学んだ上で、生薬を薬用部位や薬効等により
分類し、それぞれの生薬についての知識を深め定着させる。 C7（1）-1-1

第12回 西山　由美 日本薬局方収載の生薬と関連する
試験法について 日本薬局方の生薬総則と試験法、特に確認試験について学ぶ。 C7（1）-6-1
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担当教員名 講師 西山　由美
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成績評価方法
定期試験（90%）、授業中の課題レポート（10%）

教科書
伝統医薬学・生薬学（南江堂）、プリント冊子

指定参考書
生薬単（NTS）
カラーグラフィックス（廣川書店）、
スタンダード薬学シリーズ３化学系薬学 III…自然が生み出す薬物（東京化学同人）

オフィスアワー
随時
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一般目標（GIO）
生命の活動単位としての細胞の成り立ちを分子レベルで理解するために、
その構成分子の構造、生合成、性状、機能に関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．グルコースの構造、性質、役割を説明できる。
２．グルコース以外の代表的な単糖、および二糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。
３．代表的な多糖の構造と役割を説明できる。
４．脂質を分類し、構造の特徴と役割を説明できる。
５．脂肪酸の種類、役割、生合成経路を説明できる。
６．コレステロールの生合成経路と代謝を説明できる。
７．アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。
８．アミノ酸分子中の炭素および窒素の代謝について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
授業時間を厳守し、私語を慎むこと。
予習を必ず行ってから授業を受けること。
自分のノートを作成し、活用すること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 児玉　典子 糖質の種類と構造 単糖の種類と構造
二糖、多糖の種類と構造 C9（1）-2-1,2

第２回 児玉　典子 糖質の種類、構造、機能 複合糖質の種類と構造および機能 C9（1）-2-3

第３回 多河　典子 脂質の種類、構造、機能 脂肪酸、中性脂肪、ステロールの種類と構造および機能
ステロイドの種類と構造および機能 C9（1）-1-1,2

第４回 多河　典子 複合脂質の種類 複合脂質の構造と機能 C9（1）-1-1
第５回 多河　典子 脂質と生体膜 生体膜の構造と性質および機能 C9（1）-1-1
第６回 多河　典子 脂質代謝 脂肪酸の生合成、β酸化 C9（1）-1-3

第７回 多河　典子 脂質代謝 脂肪の吸収、リポタンパク質の代謝
コレステロールの生合成と代謝 C9（1）-1-2,3,4

第８回 多河　典子 脂質代謝 ステロイドホルモンの生合成 C9（1）-1-3

第９回 多河　典子 アミノ酸の種類、構造、性質 アミノ酸の種類と構造および性質
ペプチド結合 C9（1）-3-1

第10回 多河　典子 アミノ酸代謝 タンパク質の消化、吸収 C9（1）-3-2
第11回 多河　典子 アミノ酸代謝 アミノ酸の同化と異化 C9（1）-3-2

第12回 多河　典子 アミノ酸代謝 アンモニアの代謝と尿素サイクル
先天性代謝異常症 C9（1）-3-2

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
New生化学（豊田基郎…他編）広川書店

指定参考書
特になし

オフィスアワー
オフィスアワーは必要に応じて行う。

生化学Ⅰ        
1年次
後期 必修 1単位
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教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

教
養
教
育
専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

担当教員名 講師 児玉　典子
講師 多河　典子
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一般目標（GIO）
医療・福祉の現状と薬剤師を取り巻く環境を理解し、薬学生として学習に対するモチベーションを高めるために、創薬・医薬品供給・
医療・福祉の現場などを体験し、将来医療の担い手となる自覚を持つ。

到達目標（SBOs）
１．病院における薬剤師および他の医療スタッフの業務を見聞し、その重要性について自分の意見をまとめ、発表する。
２．開局薬剤師の業務を見聞し、その重要性について自分の意見をまとめ、発表する。

準備学習（予習・復習等）
積極的なグループ学習への参加を求めます。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 オリエンテーション 全体オリエンテーション B（2）
第２回 ガイダンス 早期体験学習の概要 B（2）
第３回 導入講義 早期体験学習の実際 B（2）
第４回 導入講義 コミュニケーション研修 B（2）
第５回 導入講義 マナー講座 B（2）
第６回 導入講義 施設からの提言 B（2）

第７回 訪問準備 訪問施設の事前調査
プロトコルの作成 B（2）

第８回 施設訪問 1 病院、薬局を訪問 B（2）
第９回 施設訪問 2 製薬企業、公的機関、福祉施設などを訪問 B（2）

第10回 訪問報告 プロトコルの完成
訪問報告書の作成 B（2）

第11回 SGD 体験した内容について、グループに分かれてスモールグルー
プディスカッションを行う B（2）

第12回 発表会準備 発表スライド・ポスターの作成 B（2）
第13回 発表会 1 クラス内発表会 B（2）
第14回 発表会 2 全体発表会 B（2）

成績評価方法
出席、レポート、発表を総合的に判断して、評価する。

教科書
特になし

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

早期体験学習    
1年次
通年 必修 2単位

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

教
養
教
育
専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

担当教員名 教授 北河　修治 教授 濵口　常男 准教授 赤井　朋子
教授 和田　昭盛 教授 加藤　郁夫 准教授 寺岡　麗子
教授 杉山　正敏 特別教授 田中　研治 准教授 中川　公恵
教授 内田　吉昭 准教授 松家　次朗 准教授 玉巻　欣子
教授 畑　公也 准教授 竹内　敦子 講師 安岡　由美
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一般目標（GIO）
実験器具の正確な名称とその正しい使い方、実験装置の正しい組み立て方とその操作法など化学実験の基本を修得する。

到達目標（SBOs）
１．化学実験を行うに際しての注意点を説明できる。
２．簡単なガラス細工を修得する。
３．実験器具の正しい名称と使い方を修得する。
４．昇華、再結晶、蒸留などの基本的な精製法を修得する。
５．簡単な無機医薬品を合成する。
６．溶液の水素イオン濃度（pH）を測定できる。
７．目的の濃度の溶液を調製できる。

準備学習（予習・復習等）
無断欠席、遅刻厳禁です。実習内容をよく頭に入れて実習すること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回
中山　尋量
前田　秀子
林　亜紀

1．化学実験の注意点
2．昇華法による固体の精製

化学実験における事故防止のための注意
昇華法による固体の精製

第２回
中山　尋量
前田　秀子
林　亜紀

3．ガラス細工 ガラス細工の基本と簡単なガラス器具の製作

第３回
中山　尋量
前田　秀子
林　亜紀

4．ホウ酸の合成と精製 ホウ酸の合成と再結晶による精製

第４回
中山　尋量
前田　秀子
林　亜紀

5．アセトアニリドの合成 アセトアニリドの合成と再結晶による精製

第５回
中山　尋量
前田　秀子
林　亜紀

6．蒸留による液体の精製 酢酸エチルの蒸留

第６回
中山　尋量
前田　秀子
林　亜紀

7．中和滴定 溶液の調製、pH…測定による滴定曲線の作製と緩衝液の理解 C2（1）-1-2

成績評価方法
レポートなど提出物（50点）配点内容：課題等提出物、最終レポート
平常点（50点）配点内容：出席、受講（実習）態度

教科書
基礎化学実習書（機能性分子化学研究室編）
わかりやすい化学実験（津波古、内藤他）廣川書店

指定参考書
薬科学大辞典　廣川書店
日本薬局方解説書　廣川書店

オフィスアワー
随時

基礎化学実習    
1年次
後期 必修 1単位

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

教
養
教
育
専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

担当教員名 教授 中山　尋量
講師 前田　秀子
助教 林　亜紀
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一般目標（GIO）
簡単な有機化合物の合成、分離、精製、および同定法を修得する。

到達目標（SBOs）
１．簡単なガラス細工を修得する。
２．薄層クロマトグラフにおいて、化合物を分析し、Rf 値の違いを試料の吸着力および移動層の溶離力より説明できる。
３．カラムクロマトグラフィーにより化合物を分離、精製できる。
４．分液ロートを正しく使用できる。
５．簡単な有機化合物を合成できる。
６．吸引ろ過、自然ろ過法を修得する。
７．融点の測定ができる。

準備学習（予習・復習等）
「わかりやすい化学実験」などの参考書で、基本操作法を予習しておくとともに、有機化学の教科書で、反応機構なども予習、復習
しておくこと。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回
棚橋　孝雄
竹仲　由希子
西村　克己

ガラス細工
薄層クロマトグラフィー

実験に使用する簡単なガラス器具の製作
官能基の異なる芳香族化合物の分析 C2（2）-5-3

第２回
棚橋　孝雄
竹仲　由希子
西村　克己

フルオレノールの合成 フルオレノンからフルオレノールへの還元 C5（1）-12
C5（2）-5-3

第３回
棚橋　孝雄
竹仲　由希子
西村　克己

カラムクロマトグラフィー フルオレノンとフルオレノールの分離 C4（3）-1-5

第４回
棚橋　孝雄
竹仲　由希子
西村　克己

安息香酸メチルの合成 安息香酸のメチル化

第５回
棚橋　孝雄
竹仲　由希子
西村　克己

３－ニトロ安息香酸メチルの合成 安息香酸メチルのニトロ化

第６回
棚橋　孝雄
竹仲　由希子
西村　克己

ジベンザルアセトンの合成 ベンズアルデヒドとアセトンのアルドール縮合

成績評価方法
出席点（60点）
平常点（40点）配点内訳：課題プリント、レポート、実習態度など。

教科書
有機化学系 I 実習書（薬化学研究室編）

指定参考書
「わかりやすい化学実験」（津波古充朝　他著）廣川書店

オフィスアワー
随時

有機化学系Ⅰ実習
1年次
後期 必修 1単位
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育

教
養
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育
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門

教
育
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教
育

教
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教
育
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門
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門
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専
門
教
育

担当教員名 教授 棚橋　孝雄
講師 竹仲　由希子
講師 西村　克己
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一般目標（GIO）
神戸大学医学部との連携により医学科学生、保健学科学生と混成チームを構成して、保健医療の実践現場
を訪問し患者、医師、薬剤師、看護師など様々な人に接することにより、チーム医療の実際を知ることで、
多職種間医療人協働（インタープロフェッショナルワーク：…IPW）の重要性を認識する。

到達目標（SBOs）
１．患者中心の医療において、各専門職の役割や協働の重要性について述べることができる。
２．病院での患者や実習指導者などと意見交換を行うことで、薬剤師の専門職としての社会的使命を把握する。

準備学習（予習・復習等）
神戸大学医学部学生とのグループ学習に積極的に参加してください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 オリエンテーション
第２回 グループ学習
第３回 患者代表者による講義

第４回
チーム医療の実際（医学部医学科
学生、保健学科学生との混成チー
ムによる施設見学）

第５回 見学成果のまとめ
第６回 グループ別討論
第７回 合同発表会

成績評価方法
出席調査書、レポート、発表を総合的に判断して評価する。

教科書
特になし

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

初期体験臨床実習
1年次
通年 選択 1単位

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

教
養
教
育
専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

担当教員名 教授 中山　尋量 教授 内田　吉昭
教授 吉野　伸 臨床特命教授 渡　雅克
教授 杉山　正敏 准教授 松家　次朗
教授 江本　憲昭 講師 猪野　彩
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一般目標（GIO）
統計学は今日、医薬品の品質管理や薬効評価を含めて広く活用されており、薬学の分野でその統計的技術はますます重要視されて
いる。この講義では薬学においてよく使われる統計学の基礎を習得し、それらを応用するための基本的技能を身につける。

到達目標（SBOs）
１．確率の概念を理解する。
２．確率変数と確率分布の概念を理解し、それを用いた計算ができる。
３．母集団と標本の概念を理解する。
４．統計量の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
５．離散的な確率分布（2項分布、ポアッソン分布）の概念を理解し、計算ができる。
６．正規分布の概念を理解し、分布表を用いて計算ができる。
７．正規分布を用いて、推定ができる。
８．検定の概念を理解し、帰無仮説・対立仮説の意味を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
授業に出席し、説明を聞き、理解に努めること。後刻、教科書を読み、復習すること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 確率 確率に関する基本的概念、確率の計算 F（6）-2
第２回 母集団と標本 母集団と標本の概念、標本データの整理、標本統計量 F（6）-2
第３回 確率分布 確率変数と確率分布、平均と分散、標準偏差､…2 項分布 F（6）-2
第４回 ポアッソン分布 ポアッソン分布の考え方と計算 F（6）-2

第５回 正規分布 連続的確率変数と密度関数、正規分布の考え方と計算、正規
分布表 F（6）-2

第６回 中心極限定理 中心極限定理の解説 F（6）-2
第７回 推定 区間推定と信頼水準、母平均の推定とその計算 F（6）-2
第８回 検定 検定の考え方 F（6）-2
第９回 仮説 帰無仮説と対立仮説、過誤、有意水準 F（6）-2
第10回 ｔ検定 自由度、平均値の検定 F（6）-2
第11回 ｔ検定 ２群の平均値の比較検定 F（6）-2
第12回 検出力 標本数と検出力 F（6）-2

成績評価方法
・定期試験（100点）
・平常点（15点）配点内訳：小テスト、課題レポート、受講態度で評価する。
ただし、100点を超える場合には 100点とする。

教科書
医学・薬学系のための生物統計学入門…［第３版］今野秀二／味村良雄…共著……ムイスリ出版

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問のある学生は研究室に来てください。

統計学Ⅰ
2年次
前期 必修 1単位

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

教
養
教
育
専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
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育

担当教員名 教授 内田　吉昭
講師 森脇　健介
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一般目標（GIO）
統計学は今日、医薬品の品質管理や薬効評価を含めて広く活用されており、薬学の分野でその統計的技術はますます重要視されて
いる。この講義では薬学においてよく使われる統計学の基礎を習得し、それらを応用するための基本的技能を身につける。

到達目標（SBOs）
１．カイ 2乗検定の意味を理解し、計算によって検定ができる。
２．分散分析の概念を理解し、計算によって検定ができる。
３．最小 2乗法・回帰直線の概念を理解し、推定や検定ができる。
４．相関分析の概念を理解し、相関係数を計算によって求めることができる。
５．いくつかのノンパラメトリックな検定を理解する。
６．生存時間、生存率の推定ができる。

準備学習（予習・復習等）
授業に出席し、説明を聞き、理解に努めること。後刻、教科書を読み、復習すること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 カイ２乗検定 母分散の推定と検定、分割表 F（6）-2
第２回 カイ２乗検定 独立性の検定、フィッシャーの直接確率法 F（6）-2
第３回 Ｆ検定 母分散の比較、実験計画と無作為化 F（6）-2
第４回 分散分析 １因子分散分析 F（6）-2
第５回 分散分析 ２因子分散分析（その１） F（6）-2
第６回 回帰直線 回帰直線 F（6）-2
第７回 回帰直線 回帰直線（最小２乗法） F（6）-2
第８回 相関分析 相関係数 F（6）-2
第９回 相関分析 順位相関 F（6）-2
第10回 符号検定 ノンパラメトリック検定 F（6）-2
第11回 符号検定 ウィルコクソン検定 F（6）-2
第12回 生存時間 Kaplan-Meier の方法 F（6）-2

成績評価方法
・定期試験（100点）
・平常点（15点）配点内訳：小テスト、課題レポート、受講態度で評価する。
ただし、100点を超える場合には 100点とする。

教科書
医学・薬学系のための生物統計学入門［第３版］今野秀二／味村良雄…共著ムイスリ出版

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問のある学生は研究室に来てください。

統計学Ⅱ
2年次
後期 必修 1単位
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担当教員名 教授 内田　吉昭
講師 森脇　健介
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一般目標（GIO）
国内有名企業（理系中心）の会社説明文を教材として、まとまった英文の読解力と語彙力増強を目指す。英文構造の総合的理解を
向上させる目的で、日本語による翻訳文作成訓練を行う。

到達目標（SBOs）
１．初歩的な科学英語とビジネス英語の構造を理解し、その形式的特徴や意味を説明できる。
２．日常的に使用される単語が、科学英語、ビジネス英語の文章ではどのような意味内容で使用されているかを説明できると同時に、

英文作成に応用できる。
３．具体的文脈（コンテキスト）における重要構文や表現をレポート作成などに応用できる。
４．英語表現を意味的、構造的に正しく理解し、それを正確な日本語に翻訳することができる。

準備学習（予習・復習等）
地道に辞書を参照しながら、具体的な文脈の中で、語句や表現の意味内容を確認してほしい。そのうえで、英文の構造をよく考え
ながら、明快な日本語の翻訳文を作成してほしい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 田中　研治 授業の進め方についてのガイダンス
第２回 田中　研治 Chapter…1: キューピー ＣＤ聴取、パラグラフ（１）～（４）の読解、翻訳文作成演習
第３回 田中　研治 同上 ＣＤ聴取、パラグラフ（５）～（７）の読解、翻訳文作成演習
第４回 田中　研治 同上 練習問題②～⑥
第５回 田中　研治 Chapter…2: 島津製作所 ＣＤ聴取、パラグラフ（１）～（４）の読解、翻訳文作成演習
第６回 田中　研治 同上 ＣＤ聴取、パラグラフ（５）～（７）の読解、翻訳文作成演習
第７回 田中　研治 同上 練習問題②～⑥
第８回 田中　研治 Chapter…3: 光岡自動車 ＣＤ聴取、パラグラフ（１）～（４）の読解、翻訳文作成演習
第９回 田中　研治 同上 ＣＤ聴取、パラグラフ（５）～（７）の読解、翻訳文作成演習
第10回 田中　研治 同上 練習問題②～⑥
第11回 田中　研治 Chapter…4: ワコール ＣＤ聴取、パラグラフ（１）～（５）の読解、翻訳文作成演習

第12回 田中　研治 同上 ＣＤ聴取、パラグラフ（６）～（７）の読解、翻訳文作成演習
練習問題②～⑥

成績評価方法
１．定期試験（70点）２．平常点（30点：提出物、小テスト結果、出席、受講態度）

教科書
Front-runners…in…the…21st…century:…12…outstanding…companies（挑戦する企業 -- ものづくりへの情熱とビジネス成功の秘訣）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
毎週火曜日、木曜日昼休み

英語Ⅴ
2年次
前期 必修 1単位

担当教員名 特別教授 田中　研治



162

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

教
養
教
育
専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

一般目標（GIO）
これからの医療について、英語で読み、考え、話すことができるようになるための基礎力を養成する。

到達目標（SBOs）
１．英語で書かれた医療に関する著述の内容を正確に説明できる。
２．医療に関する英語の単語や熟語のうち代表的なものについてその意味を説明できる。
３．英語による日常会話（特に医療機関における会話）での簡単な質疑応答ができる。
４．英語で論文やレポートを書くために必要な基本構文を使用できる。

準備学習（予習・復習等）
必ず予習をし、ノートを取りながら授業を受けると、よりよく理解できます。質問は講義の終了後やオフィス・アワーに受け付け
ますが、時間が足りない場合には予約にて対応します。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 赤井　朋子 ガイダンス 授業の進め方や評価方法等についての説明
F（2）-1-3,4
F（2）-2-2
F（2）-3-2,3

第２回 赤井　朋子 Part…I.…Chapter…1. A…Holistic…View…of…Humans 〃
第３回 赤井　朋子 Part…I.…Chapter…1. A…Holistic…View…of…Humans 〃
第４回 赤井　朋子 Part…I.…Chapter…2.… Homeostasis,…Stress,…and…Adaptation 〃
第５回 赤井　朋子 Part…I.…Chapter…2. Homeostasis,…Stress,…and…Adaptation 〃
第６回 赤井　朋子 Part…II.…Chapter…1. Sports…Medicine…and…the…Overtraining…Syndrome 〃
第７回 赤井　朋子 Part…II.…Chapter…1. Sports…Medicine…and…the…Overtraining…syndrome 〃
第８回 赤井　朋子 Part…III.…Chapter…1. The…Health…Care…Team 〃
第９回 赤井　朋子 Part…III.…Chapter…1. The…Health…Care…Team 〃
第10回 赤井　朋子 Part…III.…Chapter…2. Communication…Skills 〃
第11回 赤井　朋子 Part…III.…Chapter…2. Communication…Skills 〃
第12回 赤井　朋子 まとめ 前期のまとめ 〃

成績評価方法
・定期試験（70点）
・平常点（30点）配点内訳：出席と受講態度で評価する

教科書
Health…Care…Today…（Asahi…Press）
適宜プリントを使用

指定参考書
特になし

オフィスアワー
木曜４時限

英語Ⅴ
2年次
前期 必修 1単位

担当教員名 准教授 赤井　朋子
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一般目標（GIO）
医療トピックスについての英文を読み、速読力や要旨を読み取る力を養う。リスニング力、医学英語語彙力の向上も目指す。授業
で扱ったトピックスについて自分の意見を英語で述べられる力も養う。

到達目標（SBOs）
１．基本的な医学英語語彙を聞き取り、意味を理解できる。
２．英語での患者との会話を聞き取り、発音できる。
３．医療系トピックについての英文を速読できる。
４．医療系トピックについて考え、英語で意見を述べられる。

準備学習（予習・復習等）
1 時間の授業時間の前半は、e- ラーニング教材を使って医学英語教材を自己学習します。後半には、教員がその内容を解説。更に
英語でロールプレイをして、学習した英語を実際に使えるようにします。音声と共に自己学習できる e- ラーニングと、英語教員に
よる対面授業を融合した医学英語の授業です。出席重視します。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 玉巻　欣子 講義概要
e- ラーニング自己学習、教員の解説

講義概要：この授業の目的、授業の流れについて、
ALCNetAcademy2 の学習方法について
語彙…Unit1
読解　Unit11:…Attacking…Asthma…（1）

第２回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、教員の解説 語彙…Unit…2
読解　Unit12:…Attacking…Asthma…（2）

第３回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、教員の解説 語彙…Unit…3……
読解…Unit13:…Extinct…Animal…May…Get…Second…Chance…（1）

第４回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、教員の解説 語彙…Unit…4……
読解…Unit14:…Extinct…Animal…May…Get…Second…Chance…（2）

第５回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、発展的な読解
教員の解説

語彙…Unit…5………………
読解…発展教材

第６回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、教員の解説 語彙…復習
読解…Unit15:…Scientists…Map…Genetic…Code…For…Humans…（1）

第７回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、教員の解説 語彙…Unit…6…
読解…Unit16:…Scientists…Map…Genetic…Code…For…Humans…（2）

第８回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、発展的な読解
教員の解説

語彙…Unit…7…
読解…発展教材

第９回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、教員の解説 語彙…Unit…8…
読解…Unit17:Trouble…on…the…Table…（1）

第10回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、教員の解説 語彙…Unit…9…
読解…Unit18:Trouble…on…the…Table…（2）

第11回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、教員の解説 語彙…Unit…10…
読解…Unit19:Trouble…on…the…Table…（3）

第12回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、教員の解説
前期のまとめと確認

語彙…復習　…
読解…Unit…20:…Trouble…on…the…Table…（4）
前期のまとめと確認

成績評価方法
定期試験（70%）、平常点（30%）
出席重視。

教科書
e- ラーニング学習システムALCNetAcademy2 医学英語＜基礎＞コース　
（書籍ではないので購入の必要はありません）

指定参考書
メジカルビュー社「第３版これだけは知っておきた医学英語の基本用語と表現」

オフィスアワー
在室時はいつでも質問ＯＫです。
4号館 2階 206

英語Ⅴ
2年次
前期 必修 1単位

担当教員名 准教授 玉巻　欣子
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一般目標（GIO）
This…content-based…English…course… is…designed…to…use…various…topics…to…practice…reading,… listening,…and…speaking… in…
English,…and…to…increase…vocabulary.…
This… is…an…high-beginner…course,…with…a…study…program…which…can…work…particularly…well… for… lower… level…students…to…
strengthen…their…basic…English…skills.
Each…class…will… include:…question…dictation,… listening,… reading,…vocabulary,…and…speaking…practice,…and…ends…with…a…
10-point…quiz.

到達目標（SBOs）
１．To…read…&…speak…English…quickly,…clearly,…and…smoothly.
２．To…learn…and…use…new…English…vocabulary.
３．To…improve…English…reading,…listening,…and…speaking…skills.
４．To…develop…fluency…in…English…conversations.

準備学習（予習・復習等）
In…class,…please…focus…on…learning…to…speak…English…quickly,…clearly,…and…smoothly!…Remember…that…learning…English…is…
like…playing…sports…or…music:…To…get…better…you…must…practice,…practice,…practice!…So… let’s…enjoy…practicing…English…
together.

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 レイ　フランクリン Introductions…&…Course…
Overview

第２回 レイ　フランクリン Lesson…1 Twins:…Will…You…Marry…Us?
第３回 レイ　フランクリン Lesson…2 An…Unusual…Proposal
第４回 レイ　フランクリン Lesson…3 What's…So…Funny?
第５回 レイ　フランクリン Lesson…4 Friendship…Is…Good…for…Your…Health
第６回 レイ　フランクリン Lesson…5 Sleeping…on…the…Job
第７回 レイ　フランクリン Lesson…6 The…Home…Office
第８回 レイ　フランクリン Lesson…7 No…Homework…Tonight
第９回 レイ　フランクリン Lesson…8 Learning…Online
第10回 レイ　フランクリン Lesson…9 Visiting…Pets
第11回 レイ　フランクリン Lesson…10 Guide…Horses
第12回 レイ　フランクリン Culture…Lesson USA…Independence…Day

成績評価方法
Attendance…&…Participation…30%
Quizzes…&…Test…70%

教科書
Read…On…1…（by…Nancy…Nici…Mare,…published…by…McGraw…Hill,…ISBN…007-123647-3）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

英語Ⅴ
2年次
前期 必修 1単位

担当教員名 非常勤講師 レイ　フランクリン
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一般目標（GIO）
This…course… is…designed…to…help…upper… intermediate… level…students… further… increase…their…general…oral…fluency.… …The…
textbook,…videos…and…supplemental…materials…will… include…a…wide…variety…of… topics… including…history,…social… issues,…
interpersonal…relationships…and…humor.……Class…work…will…include…listening,…writing,…reading…and…speaking.……In…addition,…
there…will…be…a…final…group…project…based…on…our…class…work.

到達目標（SBOs）
１．To…increase…oral…fluency.
２．To…expand…English…discussion…skills…with…an…emphasis…on…expressing…opinions…in…a…confident…and…creative…manner.
３．To…improve…reading…and…listening…skills.
４．To…learn…and…use…English…terms…related…to…a…wide…variety…of…social…situations.

準備学習（予習・復習等）
Some…of…the…movies…that…are… included… in…the…course…are…Roman…Holiday,…Wall…Street,…A…Night…at…the…Museum…and…
Groundhog…Day.……Previewing…any…or…all…of…these…movies…would…be…a…great…help…in…preparing…for…class.

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 ジェイムズ　ハジュンズ Vocabulary…and…Phrases
第２回 ジェイムズ　ハジュンズ Text:…Unit…1 Listening…&…Speaking
第３回 ジェイムズ　ハジュンズ Text:…Unit…2 Listening…&…Speaking
第４回 ジェイムズ　ハジュンズ Text:…Unit…3 Listening…&…Speaking
第５回 ジェイムズ　ハジュンズ Text:…Unit…4 Listening…&…Speaking
第６回 ジェイムズ　ハジュンズ Text:…Unit…5 Listening…&…Speaking
第７回 ジェイムズ　ハジュンズ Text:…Unit…6 Listening…&…Speaking
第８回 ジェイムズ　ハジュンズ Text:…Unit…7… Listening…&…Speaking
第９回 ジェイムズ　ハジュンズ Text:…Unit…8 Listening…&…Speaking
第10回 ジェイムズ　ハジュンズ Group…Project…Preparation
第11回 ジェイムズ　ハジュンズ Presentations
第12回 ジェイムズ　ハジュンズ Study…Guide/…Test…Review

成績評価方法
Attendance…&…Participation…30%
Quizzes,…Tests…&…Group…Presentation…70%

教科書
Golden…Age…of…Hollywood…（Macmillan…Languagehouse）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

英語Ⅴ
2年次
前期 必修 1単位

担当教員名 非常勤講師 ジェイムズ　ハジュンズ
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一般目標（GIO）
アメリカでのホームステイに出発してから帰国するまでの場面を扱った総合教材を用いて、ホームステイ中に円滑にコミュニケー
ションができる英語力の習得を目指す。

到達目標（SBOs）
１．生活語彙を中心にした語彙力を増強する。
２．リスニング力を強化し、ホームステイ中に経験するさまざまな場面の英語を正確に理解できる。
３．リスニング・リーディングでインプットした表現を応用し、主にライティングで置かれた状況に見合うアウトプットができる。
４．入国カードから現地の語学学校入学願書まで、ホームステイ中に記入を求められる書式に対応できる。

準備学習（予習・復習等）

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 髙木　一幸 オリエンテーション
第２回 髙木　一幸 Chapter…1 Airplane…Announcements…&…Immigration…
第３回 髙木　一幸 Chapter…2 Akiko…Meets…Her…Host…Family
第４回 髙木　一幸 Chapter…3 Arriving…at…the…Miller's
第５回 髙木　一幸 Chapter…4 Giving…Gifts
第６回 髙木　一幸 Chapter…5 A…Short…Tour…of…the…House
第７回 髙木　一幸 Chapter…6 Akiko's…Family
第８回 髙木　一幸 Chapter…7 At…Breakfast
第９回 髙木　一幸 Chapter…8 At…Dinner
第10回 髙木　一幸 Chapter…9 Shopping…at…a…Supermarket
第11回 髙木　一幸 Chapter…10 Getting…Permission…and…Asking…for…Favors
第12回 髙木　一幸 Chapter…11 Eating…Out

成績評価方法
定期試験（70点）
平常点（30点）

教科書
American…Homestay…Album（成美堂…1996）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問は随時受け付ける。

英語Ⅴ
2年次
前期 必修 1単位

担当教員名 非常勤講師 髙木　一幸
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一般目標（GIO）
聞き取り能力、発話能力や表現能力などの英語運用能力、および、音声の基礎的知識を習得する。

到達目標（SBOs）
１．リスニングの技術・訓練方法を学ぶ。
２．音声的な面における、英語と日本語の違いを学ぶ。
３．TOEIC 形式に慣れる。
４．英語で簡単なプレゼンテーションができる。

準備学習（予習・復習等）
・単語を調べる際、発音やアクセント位置も調べること。また、できるだけ例文にも目を通すこと。
・英語をできるだけ声に出してみること。
・日本語に訳そうとせず、英語文の順序で理解しようとすること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 大深　悦子 オリエンテーション 授業内容・評価方法などの説明
第２回 大深　悦子 Unit…1 Restaurant
第３回 大深　悦子 Unit…2 Hotel
第４回 大深　悦子 Unit…3 Shopping
第５回 大深　悦子 Unit…4 Financing
第６回 大深　悦子 Unit…5 Hospital
第７回 大深　悦子 Unit…6 Airport
第８回 大深　悦子 Review…+…Presentation 最終準備 口頭発表に向けての準備など
第９回 大深　悦子 Oral…Presentations…（1） 英語での簡単な口頭発表（１）
第10回 大深　悦子 Oral…Presentations…（2） 英語での簡単な口頭発表（２）

第11回 大深　悦子 Oral…Presentations のまとめ プレゼンテーションの予備日
プレゼンテーションに対する講評および反省会

第12回 大深　悦子 まとめ 今期の授業で行ったことのまとめ

成績評価方法
・定期試験（70%）
・平常点（30%）

教科書
Overall…Skills…for…the…TOEIC®…Test…（SEIBIDO）…

指定参考書
特になし

オフィスアワー
非常勤のため、質問は、E-mail で行うか、講義時間の前後、あるいは予約にて対応する。

英語Ⅴ
2年次
前期 必修 1単位

担当教員名 非常勤講師 大深　悦子
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一般目標（GIO）
国内有名企業（理系中心）の会社説明文を教材として、まとまった英文の読解力と語彙力増強を目指す。英文構造の総合的理解を
向上させる目的で、日本語による翻訳文作成訓練を行う。

到達目標（SBOs）
１．初歩的な科学英語とビジネス英語の構造を理解し、その形式的特徴や意味を説明できる。
２．日常的に使用される単語が、科学英語、ビジネス英語の文章ではどのような意味内容で使用されているかを説明できると同時に、

英文作成に応用できる。
３．具体的文脈（コンテキスト）における重要構文や表現をレポート作成などに応用できる。
４．英語表現を意味的、構造的に正しく理解し、それを正確な日本語に翻訳することができる。

準備学習（予習・復習等）
地道に辞書を参照しながら、具体的な文脈の中で、語句や表現の意味内容を確認してほしい。そのうえで、英文の構造をよく考え
ながら、明快な日本語の翻訳文を作成してほしい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 田中　研治 授業の進め方についてのガイダンス
第２回 田中　研治 Chapter…6:KGS… ＣＤ聴取、パラグラフ（１）～（４）の読解、翻訳文作成演習
第３回 田中　研治 同上 ＣＤ聴取、パラグラフ（５）～（７）の読解、翻訳文作成演習
第４回 田中　研治 同上 練習問題②～⑥
第５回 田中　研治 Chapter…7: カシオ計算機 ＣＤ聴取、パラグラフ（１）～（４）の読解、翻訳文作成演習
第６回 田中　研治 同上 ＣＤ聴取、パラグラフ（５）～（８）の読解、翻訳文作成演習
第７回 田中　研治 同上 練習問題②～⑥
第８回 田中　研治 Chapter…8: 三和酒類 ＣＤ聴取、パラグラフ（１）～（３）の読解、翻訳文作成演習
第９回 田中　研治 同上 ＣＤ聴取、パラグラフ（４）～（６）の読解、翻訳文作成演習
第10回 田中　研治 同上 練習問題②～⑥
第11回 田中　研治 Chapter…9: 花王 ＣＤ聴取、パラグラフ（１）～（４）の読解、翻訳文作成演習

第12回 田中　研治 同上 ＣＤ聴取、パラグラフ（５）～（８）の読解、翻訳文作成演習
練習問題②～⑥

成績評価方法
１．定期試験（70点）２．平常点（30点：提出物、小テスト結果、出席、受講態度）

教科書
Front-runners…in…the…21st…century:…12…outstanding…companies
（挑戦する企業 -- ものづくりへの情熱とビジネス成功の秘訣）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
毎週火曜日、木曜日昼休み

英語Ⅵ
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 特別教授 田中　研治
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一般目標（GIO）
これからの医療について、英語で読み、考え、話すことができるようになるための基礎力を養成する。

到達目標（SBOs）
１．英語で書かれた医療に関する著述の内容を正確に説明できる。
２．医療に関する英語の単語や熟語のうち代表的なものについてその意味を説明できる。
３．英語による日常会話（特に医療機関における会話）での簡単な質疑応答ができる。
４．英語で論文やレポートを書くために必要な基本構文を使用できる。

準備学習（予習・復習等）
必ず予習をし、ノートを取りながら授業を受けると、よりよく理解できます。質問は講義の終了後やオフィス・アワーに受け付け
ますが、時間が足りない場合には予約にて対応します。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 赤井　朋子 Part…IV.…Chapter…1. Rest…and…Sleep
F（2）-1-3,4
F（2）-2-2
F（2）-3-2,3

第２回 赤井　朋子 Part…IV.…Chapter…1. Rest…and…Sleep 〃
第３回 赤井　朋子 Part…IV.…Chapter…2. Vital…Signs 〃
第４回 赤井　朋子 Part…IV.…Chapter…2.… Vital…signs 〃
第５回 赤井　朋子 Part…V.…Chapter…2. Medication 〃
第６回 赤井　朋子 Part…V.…Chapter…2. Medication 〃
第７回 赤井　朋子 Part…V.…Chapter…3. Cancer…Therapy 〃
第８回 赤井　朋子 Part…V.…Chapter…3. Cancer…Therapy 〃
第９回 赤井　朋子 Part…VI.…Chapter…1. Ethical…and…Legal…Concerns 〃
第10回 赤井　朋子 Part…VI.…Chapter…1. Ethical…and…Legal…Concerns 〃
第11回 赤井　朋子 映像 外国の医療事情について 〃
第12回 赤井　朋子 まとめ 後期のまとめ 〃

成績評価方法
・定期試験（70点）
・平常点（30点）配点内訳：出席と受講態度で評価する

教科書
Health…Care…Today…（Asahi…Press）
適宜プリントや映像を使用

指定参考書
特になし

オフィスアワー
木曜４時限

英語Ⅵ
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 准教授 赤井　朋子
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一般目標（GIO）
医療トピックスについての英文を読み、速読力や要旨を読み取る力を養う。リスニング力、医学英語語彙力の向上も目指す。授業
で扱ったトピックスについて自分の意見を英語で述べられる力も養う。

到達目標（SBOs）
１．基本的な医学英語語彙を聞き取り、意味を理解できる。
２．英語での患者との会話を聞き取り、発音できる。　
３．医療系トピックについての英文を速読できる。
４．医療系トピックについて考え、英語で意見を述べられる。

準備学習（予習・復習等）
1 時間の授業時間の前半は、e- ラーニング教材を使って医学英語教材を自己学習します。後半には、教員がその内容を解説。更に
英語でロールプレイをして、学習した英語を実際に使えるようにします。音声と共に自己学習できる e- ラーニングと、英語教員に
よる対面授業を融合した医学英語の授業です。出席重視します。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 玉巻　欣子 講義概要
e- ラーニング自己学習、教員の解説

講義概要：この授業の目的、授業の流れについて、
ALCNetAcademy2 の学習方法について
語彙…Unit…11　…
読解…Unit…21:…Dangerous…Season…（1）　

第２回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、教員の解説 語彙…Unit…12
読解…Unit…22:…Dangerous…Season…（2）

第３回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、教員の解説 語彙…Unit…13
読解…Unit…23:…Dangerous…Season…（3）

第４回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、教員の解説 語彙…Unit…14…
読解…Unit…24:…Dangerous…Season…（4）

第５回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、発展的な読解
教員の解説

語彙…Unit…15………………
読解…発展教材

第６回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、教員の解説 語彙…復習
読解…Unit…25:…Spare…a…Kidney?…（1）

第７回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、教員の解説 語彙…Unit…16…
読解…Unit…26:…Spare…a…Kidney?…（2）

第８回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、発展的な読解
教員の解説

語彙…Unit…17…
読解…Unit…27:…Spare…a…Kidney?…（3）

第９回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、教員の解説 語彙…Unit…18…
読解…発展教材

第10回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、教員の解説 語彙…Unit…19…
読解…Unit…28:Facts…on…Fiber…（1）

第11回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、教員の解説 語彙…Unit…20…
読解…Unit…29:Facts…on…Fiber…（2）

第12回 玉巻　欣子 e- ラーニング自己学習、教員の解説
後期のまとめと確認

語彙…復習　…
読解…Unit…30:…Facts…on…Fiber…（3）
後期のまとめと確認

成績評価方法
定期試験（70%）、平常点（30%）
出席重視。

教科書
e- ラーニング学習システムALCNetAcademy2 医学英語＜基礎＞コース　
（書籍ではないので購入の必要はありません）

指定参考書
メジカルビュー社「第３版これだけは知っておきた医学英語の基本用語と表現」

オフィスアワー
在室時はいつでも質問ＯＫです。
4号館 2階 206

英語Ⅵ
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 准教授 玉巻　欣子
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一般目標（GIO）
This…content-based…English…course… is…designed…to…use…various…topics…to…practice…reading,… listening,…and…speaking… in…
English,…and…to…increase…vocabulary.…
This… is…an…high-beginner…course,…with…a…study…program…which…can…work…particularly…well… for… lower… level…students…to…
strengthen…their…basic…English…skills.
Each…class…will… include:…question…dictation,… listening,… reading,…vocabulary,…and…speaking…practice,…and…ends…with…a…
10-point…quiz.

到達目標（SBOs）
１．To…read…&…speak…English…quickly,…clearly,…and…smoothly.
２．To…learn…and…use…English…vocabulary.
３．To…improve…English…reading,…listening,…and…speaking…skills.
４．To…develop…fluency…in…English…conversations.

準備学習（予習・復習等）
In…class,…please…focus…on…learning…to…speak…English…quickly,…clearly,…and…smoothly!…Remember…that…learning…English…is…
like…playing…sports…or…music:…To…get…better…you…must…practice,…practice,…practice!…So… let’s…enjoy…practicing…English…
together.

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 レイ　フランクリン Summer…Vacation Follow-up…Questions
第２回 レイ　フランクリン Lesson…11 A…Cool…Hotel
第３回 レイ　フランクリン Lesson…12 A…Monkey…Bath
第４回 レイ　フランクリン Lesson…13 The…Bear…Man
第５回 レイ　フランクリン Lesson…14 The…Tree…Lady
第６回 レイ　フランクリン Culture…Lesson… Halloween
第７回 レイ　フランクリン Lesson…15 Ghost…Month
第８回 レイ　フランクリン Lesson…16 A…Modern…Tradition
第９回 レイ　フランクリン Lesson…17 Smart…Refrigerators
第10回 レイ　フランクリン Lesson…18 The…Home…of…the…Future
第11回 レイ　フランクリン Lesson…19 Tornado…Warning!
第12回 レイ　フランクリン Lesson…20 The…Highest…Peak

成績評価方法
Attendance…&…Participation…30%
Quizzes…&…Test…70%

教科書
Read…On…1…（by…Nancy…Nici…Mare,…published…by…McGraw…Hill,…ISBN…007-123647-3）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

英語Ⅵ
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 非常勤講師 レイ　フランクリン
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一般目標（GIO）
This…course… is…designed…to…help…upper… intermediate… level…students… further… increase…their…general…oral…fluency.… …The…
textbook,…videos…and…supplemental…materials…will… include…a…wide…variety…of… topics… including…history,…social… issues,…
interpersonal…relationships…and…humor.……Class…work…will…include…listening,…writing,…reading…and…speaking.……In…addition,…
there…will…be…a…final…group…project…based…on…our…class…work.

到達目標（SBOs）
１．To…increase…oral…fluency.
２．To…expand…English…discussion…skills…with…an…emphasis…on…expressing…opinions…in…a…confident…and…creative…manner.
３．To…improve…reading…and…listening…skills.
４．To…learn…and…use…English…terms…related…to…a…wide…variety…of…social…situations.

準備学習（予習・復習等）
Some…of…the…movies…that…are… included… in…the…course…are…Roman…Holiday,…Wall…Street,…A…Night…at…the…Museum…and…
Groundhog…Day.……Previewing…any…or…all…of…these…movies…would…be…a…great…help…in…preparing…for…class.

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 ジェイムズ　ハジュンズ Text:…Unit…7 Listening…&…Speaking
第２回 ジェイムズ　ハジュンズ Text:…Unit…8 Listening…&…Speaking
第３回 ジェイムズ　ハジュンズ Text:…Unit…9 Listening…&…Speaking
第４回 ジェイムズ　ハジュンズ Text:…Unit…10 Listening…&…Speaking
第５回 ジェイムズ　ハジュンズ Text:…Unit…11 Listening…&…Speaking
第６回 ジェイムズ　ハジュンズ Text:…Unit…12 Listening…&…Speaking
第７回 ジェイムズ　ハジュンズ Text:…Unit…12 Listening…&…Speaking
第８回 ジェイムズ　ハジュンズ Review
第９回 ジェイムズ　ハジュンズ Group…Preparation

第10回 ジェイムズ　ハジュンズ Group…Preparation…and…
Practice

第11回 ジェイムズ　ハジュンズ Group…Presentation
第12回 ジェイムズ　ハジュンズ Study…Guide/…Test…Review

成績評価方法
Attendance…&…Participation…30%
Quizzes,…Tests…&…Group…Presentation…70%

教科書
Golden…Age…of…Hollywood…（Macmillan…Languagehouse）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

英語Ⅵ
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 非常勤講師 ジェイムズ　ハジュンズ
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一般目標（GIO）
アメリカでのホームステイに出発してから帰国するまでの場面を扱った総合教材を用いて、ホームステイ中に円滑にコミュニケー
ションができる英語力の習得を目指す。

到達目標（SBOs）
１．生活語彙を中心にした語彙力を増強する。
２．リスニング力を強化し、ホームステイ中に経験するさまざまな場面の英語を正確に理解できる。
３．リスニング・リーディングでインプットした表現を応用し、主にライティングで置かれた状況に見合うアウトプットができる。
４．入国カードから現地の語学学校入学願書まで、ホームステイ中に記入を求められる書式に対応できる。

準備学習（予習・復習等）

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 髙木　一幸 Chapter…12 Making…an…Overseas…Call
第２回 髙木　一幸 Chapter…13 Talking…about…Japan's…Climate
第３回 髙木　一幸 Chapter…14 Talking…about…Schools
第４回 髙木　一幸 Chapter…15 Talking…about…Japanese…Houses
第５回 髙木　一幸 Chapter…16 A…Campus…Tour…with…Cathy
第６回 髙木　一幸 Chapter…17 Going…to…a…Fast-Food…Restaurant
第７回 髙木　一幸 Chapter…18 At…a…Post…Office
第８回 髙木　一幸 Chapter…19 Akiko…Gets…Sick
第９回 髙木　一幸 Chapter…20 Preparing…Japanese…Food
第10回 髙木　一幸 Chapter…21 Buying…a…Souvenir
第11回 髙木　一幸 Chapter…22 Going…Back…to…Japan
第12回 髙木　一幸 プリント

成績評価方法
定期試験（70点）
平常点（30点）

教科書
American…Homestay…Album（成美堂…1996）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問は随時受け付ける。

英語Ⅵ
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 非常勤講師 髙木　一幸
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一般目標（GIO）
聞き取り能力、発話能力や表現能力などの英語運用能力、および、音声の基礎的知識を習得する。

到達目標（SBOs）
１．リスニングの技術・訓練方法を学ぶ。
２．音声的な面における、英語と日本語の違いを学ぶ。
３．TOEIC 形式に慣れる。
４．英語で簡単なプレゼンテーションができる。

準備学習（予習・復習等）
・単語を調べる際、発音やアクセント位置も調べること。また、できるだけ例文にも目を通すこと。
・英語をできるだけ声に出してみること。
・日本語に訳そうとせず、英語文の順序で理解しようとすること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 大深　悦子 授業内容・評価方法などの説明 今期のプレゼンテーションの説明などを行う。
第２回 大深　悦子 Unit…7… Transportation
第３回 大深　悦子 Unit…8 Sightseeing
第４回 大深　悦子 Unit…9 Business
第５回 大深　悦子 Unit…10 Office…Issues
第６回 大深　悦子 Unit…11 Sports…Events
第７回 大深　悦子 Unit…12 Computers

第８回 大深　悦子 Review…+…
Oral…presentation 最終準備

第９回 大深　悦子 Oral…Presentations…（1） 英語での簡単な口頭発表（１）
第10回 大深　悦子 Oral…Presentations…（2） 英語での簡単な口頭発表（２）

第11回 大深　悦子 Oral…Presentations のまとめ プレゼンテーションの予備日
プレゼンテーションに対する講評および反省会

第12回 大深　悦子 まとめ 後期のまとめ

成績評価方法
・定期試験（70%）
・平常点（30%）…

教科書
Overall…Skills…for…the…TOEIC®…Test…（SEIBIDO）……

指定参考書
特になし

オフィスアワー
非常勤のため、質問は、E-mail で行うか、講義時間の前後、あるいは予約にて対応する。

英語Ⅵ
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 非常勤講師 大深　悦子
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一般目標（GIO）
１．自らの問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案する。
２．自らの考え・主張を論理的にかつ証拠にもとづいて展開する能力を磨く。
３．他者との討論・議論を通して、他者の考え・主張をより深く理解する。
４．ヨーロッパという巨大な文化・歴史共同体にみられる様々な特質を日本人の立場から捉え、理解する。

到達目標（SBOs）
１．テーマを適切に選び、研究目標を明快に設定することができる。
２．テーマにふさわしい資料を探し、それを分かりやすく要約・紹介することができる。
３．調査結果を分かりやすく報告し、聞き手と討論することができる。
４．自分の考えを適切な日本語で正確に表現することができる。
５．ヨーロッパの文化、歴史、言語の特質を調べ、自分の言葉で説明できる。

準備学習（予習・復習等）
できるだけ多くのテーマ文献を探して、それらを丹念に読み込み、著者の意見を鵜呑みにせず、自分なりの考え方を確立すること
が大切。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 田中　研治 前期ゼミガイダンス（１） ゼミの進め方や、レジュメの作り方、評価などについてプリ
ントで説明。

第２回 田中　研治 前期ゼミガイダンス（２） グループ分け、関連文献の要約発表順などの決定。
第３回

～

第７回
田中　研治 要約発表・討論 グループ（または個人）ごとに関連文献を要約し、順番に口

頭発表する。内容について全員で討論する。

第８回 田中　研治 要約発表のまとめと講評、反省 発表内容に対する講評と全体討論。予備発表への取り組みと
説明。

第９回

～

第11回
田中　研治 予備発表・討論 グループ（または個人）で発表・全体討論。

第12回 田中　研治 前期の要約発表、予備発表について
のまとめ

前期の発表全体に関する講評、反省、討論、後期へ向けての
準備と予告。

第13回 田中　研治 後期ゼミガイダンス 後期に行う本発表の説明と順番の決定。
第14回

～

第23回
田中　研治 口頭発表（本発表）・討論 グループ（または個人）ごとに選定したテーマについての口

頭発表（本発表）と全体討論を行う。

第24回 田中　研治 後期のまとめ、反省、レポート指導
全部の本発表についてのコメントを全員で出しあい、討論す
る。学期末に提出するレポートの書き方を指導する。１年間
のゼミ活動に関する講評と感想の交換と成果の確認。

成績評価方法
１．演習点（60点）配点内訳：レポート、口頭発表、レジュメ作成
２．平常点（40点）配点内訳：出席、授業への積極的な参加、態度

教科書
なし

指定参考書
なし

オフィスアワー
毎週火曜日、木曜日の昼休み

総合文化演習    
2年次
通年 必修 2単位

担当教員名 特別教授 田中　研治



176

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

教
養
教
育
専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

一般目標（GIO）
１．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考察する。
２．自らの考え主張を論理的にかつ証拠にもとづいて展開する能力を磨く。
３．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解する。

到達目標（SBOs）
１．テーマを適切に選び、研究目標を明快に設定することができる。
２．テーマに相応しい資料を探し、それを分かりやすく要約紹介することができる。
３．調査結果を分かりやすく報告し、討論することができる。
４．自分の考えを適切な日本語で表現することができる。

準備学習（予習・復習等）
発表の準備には、できるだけ早くとりかかってください。
また、気軽に質問や相談をしてください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 赤井　朋子 ガイダンス 授業の概要とゼミのテーマ（映画演劇論）についての説明。 F（1）-1,3,4
第２回
第３回 赤井　朋子 自己紹介 各自、鑑賞経験のある映画や演劇作品について紹介する。 F（1）-1,3,4

F（8）-1
第４回 赤井　朋子 作品鑑賞の前に 授業で鑑賞する作品についての予備的な講義。 F（1）-1,3,4
第５回
第６回 赤井　朋子 作品鑑賞 DVDを使用して作品を鑑賞する。 F（1）-1,3,4

第７回
第８回 赤井　朋子 作品分析 小グループに分かれて作品を分析し、報告する。 F（1）-1,3,4

F（8）-2

第９回 赤井　朋子 批評の講読 作品に関する批評を読む。 F（1）-1,3,4
F（8）-1

第10回 赤井　朋子 テーマの立て方 鑑賞した作品を例に、発表テーマやアウトラインを仮に考え
てみる。

F（1）-1,3,4
F（8）-1,2

第11回 赤井　朋子 文献検索 資料の探し方を学ぶ。 F（1）-1,3,4

第12回 赤井　朋子 口頭発表の準備 １人または２、３人のグループに分かれ、後期の発表計画を
立て、報告する。

F（1）-1,3,4
F（8）-1,2

第13回 赤井　朋子 後期のガイダンス 後期の口頭発表とレポートについての説明。 F（1）-1,3,4
第14回

～

第23回
赤井　朋子 口頭発表

映画や演劇に関する口頭発表を行う。（テーマは自由。１回の
授業につき１グループの発表、及び、その発表に関する質疑
応答を行う。

F（1）-1,3,4
F（8）-1 ～ 5

第24回 赤井　朋子 まとめ １年間のまとめ F（1）-1,3,4

成績評価方法
１．授業への積極的な出席
２．…一定水準のレポートの所定の期日までの提出
３．授業に対する寄与度

教科書
特になし

指定参考書
特になし

オフィスアワー
木曜日 4時限

総合文化演習    
2年次
通年 必修 2単位

担当教員名 准教授 赤井　朋子
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一般目標（GIO）
１．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案する。
２．自らの考え主張を論理的にかつ証拠にもとづいて展開する能力を磨く。
３．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解する。
４．「現代の音楽」…とは何かという問題について、自分なりに答えを模索することによって、現代という時代そのものについても考

える習慣を身に付ける。

到達目標（SBOs）
１．テーマを適切に選び、研究目標を明確に設定することができる。
２．テーマにふさわしい資料を探し、それをわかりやすく要約紹介することができる。
３．調査結果をわかりやすく報告し、討論することができる。
４．自分の考えを適切な日本語で表現することができる。
５．人類が始まって以来、音楽がどのように発展してきたかを理解する。
６．現代社会において音楽が果たしている役割りについて考える。
７．「現代の音楽とは何か」、「現代とはどのような時代か」…という問いに対して自分の意見を持ち、人と議論することができる。

準備学習（予習・復習等）
テーマは音楽に関連するものなら、何でも良い。自由に選んでください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 畑　公也 ガイダンス …
第２回 畑　公也 音楽付き自己紹介 自分が普段聴いている音楽を紹介しながら、自己アピール
第３回 畑　公也 討論 テーマ「音楽とは何か」
第４回

～

第11回
畑　公也 発表（１） 個人またはグループで発表

第12回 畑　公也 前期反省会 前期発表について反省し、後期発表の抱負を語る
第13回

～

第23回
畑　公也 発表（２） 前期の発表を踏まえ、テーマを更に発展させ、まとまりのあ

る発表を行う

第24回 畑　公也 反省会 前後期の発表について、反省し、成果を検討

成績評価方法
1．演習点（60点）配点内訳：レポート、口頭発表、レジュメ作成
2．平常点（40点）配点内訳：出席、授業への積極的な参加、態度

教科書
特になし

指定参考書
特になし

オフィスアワー
月、火の昼休み。それ以外でも在室時はいつでも相談、質問に応じます。メールも可：…k-hata@kobepharma-u.ac.jp

総合文化演習    
2年次
通年 必修 2単位

担当教員名 教授 畑　公也
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一般目標（GIO）
１．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考察する。
２．自らの考え主張を論理的にかつ証拠にもとづいて展開する能力を磨く。
３．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解する。

到達目標（SBOs）
１．テーマを適切に選び、研究目標を明快に設定することができる。
２．テーマにふさわしい資料を探し、それを分かりやすく要約紹介することができる。
３．調査結果を分かりやすく報告し、討論することができる。
４．自分の考えを適切な日本語で表現することができる。
５．他者の発表を聞き理解し、それに対して自分の意見を述べることができる。
６．アメリカ文化の様々な現象をとりあげ、それがアメリカのもつ理想や信条とどう関わっているかを考える。
７．グローバルな文脈の中で日米関係を捉え直すことによって、現代日本がかかえる問題を解明する１つの手がかりとする。

準備学習（予習・復習等）

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 相本　資子 ガイダンス 年間計画
第２回
第３回 相本　資子 映画鑑賞と議論１ あるテーマを決めて、講義、映画鑑賞の後、グループにわか

れて議論し、発表する。
（例：アメリカの銃社会、戦争、医療保険、人種問題など）第４回

第５回 相本　資子 映画鑑賞と議論２

第６回

～

第11回
相本　資子 グループごとの予備発表

一人から三人のグループに分かれ、テーマを選定し、予備的
発表を行う。
レジュメやパワーポイントも用意する。

第12回 相本　資子 レポートの書き方 レポートの書き方について説明する
第13回 相本　資子 後期の発表について 後期の本発表用の詳しいレジュメを提出

第14回

～

第23回
相本　資子 グループによる口頭発表

それぞれのグループによる本発表
その後質疑応答
発表が終わったグループから順次レポートを書いて提出して
もらい、教員が添削して返す。

第24回 相本　資子 まとめ 清書したレポートを提出。
一年間の感想や反省を話し合う。

成績評価方法
演習点（60点）配点内訳：レポート、口頭発表、レジュメ作成
平常点（40点）配点内訳：出席、授業への積極的な参加、態度

教科書
特になし

指定参考書
小田隆裕他編『事典現代のアメリカ』　大修館書店
亀井俊介編『アメリカ文化事典』　研究社出版
明石紀雄編『２１世紀アメリカ社会を知るための６７章』　明石書店

オフィスアワー
質問は講義の前後で対応、または予約にて対応する。

総合文化演習    
2年次
通年 必修 2単位

担当教員名 非常勤講師 相本　資子
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一般目標（GIO）
１．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案する。
２．自らの考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開する能力を磨く。
３．他者との討論・議論を通じて、他者の考え、主張をより深く理解する。
４．日本文学作品を解釈して、その問題点を考察しつつ、作品の背景にある日本文化についての理解を深める。

到達目標（SBOs）
１．テーマを適切に選び、研究目標を明確に設定することができる。
２．テーマにふさわしい資料を探し、それを分かりやすく要約紹介することができる。
３．調査結果を分かりやすく報告し、討論することができる。
４．自分の考えを適切な日本語で表現することができる。
５．文学の様々な研究方法について理解する。
６．文化の時空（歴史と地理）について理解する。
７．問題を多角的に把握する。
８．日本語の美しさを理解して、語彙を豊かにする。

準備学習（予習・復習等）
（予習）必須の事前学習として、自己のテーマを決定し、口頭発表に必要なレジュメ、スライド等を作成し、レポートを完成させる。
（復習）演習後に、その演習内容の要点をまとめる。
第２回以降、返却された自己の提出物を再読し、その改善点について点検する。
（その他）演習形式なので、テーマについて発表者と聞き手が協力して、ともに理解を深めていきましょう。
演習内容に沿って、合理的に計画を立てること、そして形式と内容ともに備わったレポートを提出することを望みます。提出物は
提出期限を厳守して下さい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 佐藤　真知子 はじめに ガイダンスおよびテーマ選定に向けての解説
第２回 佐藤　真知子 文献探索法 資料の取り扱い・データベースの活用など
第３回 佐藤　真知子 ディベート 意見発表・討論の能力をさらに高めるための解説
第４回
第５回 佐藤　真知子 「利他」について 宮沢賢治『銀河鉄道の夜』

第６回
第７回 佐藤　真知子 ディベート演習 原稿作成およびグループディスカッション

第８回

～

第11回
佐藤　真知子 学生による発表 口頭発表と質疑応答を行う。

第12回 佐藤　真知子 レポート指導 夏休みの課題（レポート完成に向けて）について説明する。
第13回

～

第23回
佐藤　真知子 後期

学生による発表 口頭発表と質疑応答を行う。

第24回 佐藤　真知子 学生による発表
まとめ

口頭発表と質疑応答を行う。
全体の講評をする。

成績評価方法
1 演習点（60点）配点内訳：レポート、口頭発表、レジュメ作成
2平常点（40点）配点内訳：出席、授業への積極的な参加、態度

教科書
特になし。

指定参考書
特に指定しない。

オフィスアワー
演習時間の前後とする。

総合文化演習    
2年次
通年 必修 2単位

担当教員名 非常勤講師 佐藤　真知子
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一般目標（GIO）
少人数のゼミ形式により、読解力、文章表現力、意見発表・討論の能力を養う。

到達目標（SBOs）
１．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案する。
２．自らの考え・主張を論理的に、かつ証拠に基づいて展開する能力を磨く。
３．他者との討論・議論を通して、他者の考え・主張をより深く理解する。
４．さまざまな視点から薬剤師と医療との関係について考察し、新しい時代の薬剤師像を考案する。

準備学習（予習・復習等）
ゼミ形式の授業は参加者の授業への積極的なかかわりが大前提です。相互に刺激を与えるよう努力することが求められます。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 松家　次朗 ガイダンス 前期
第２回
第３回 松家　次朗 課題探索と調査　

第４回

～

第12回
松家　次朗 発表準備と発表

第13回 松家　次朗 自由研究　その１ 後期
自由研究のプロトコール作成

第14回

～

第24回
松家　次朗 自由研究　その２～その 12

成績評価方法
授業への積極的な参加、一定水準のレポートの所定の期日までの提出、授業に対する寄与度の 3点を総合的に判断する。

教科書
特になし。

指定参考書
特になし。

オフィスアワー
必要に応じて対応する。

総合文化演習    
2年次
通年 必修 2単位

担当教員名 准教授 松家　次朗
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一般目標（GIO）
社会科学の一領域である商学に属するマーケティング論の視点、課題発見、問題接近、検証という一連の考え方を学び、それらか
らマーケティング・ロジックの修得を目指す。

到達目標（SBOs）
医薬品製造企業、医薬品流通企業の戦略行動、医薬品取扱組織の編成やその役割等についての理解、そして医薬品の消費行動につ
いての行動規範の理解を促す視点、論理思考の修得を目指す。

準備学習（予習・復習等）
本講義は少人数の演習形式で行われる。したがって、個人研究だけではなく、グループ研究も行われる。集団の一員であることを
強く自覚し、最低限の責任は果たすように自覚をしてほしい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 西村　順二 ゼミガイダンス（グループ分けなど）
第２回

～

第11回
西村　順二 教科書の輪読により、内容と要点をグループ

ごとに口頭発表する。

第12回 西村　順二 中間まとめ

第13回

～

第23回
西村　順二

個人またはグループごとに、選定したテーマ
についての口頭発表、および討論を行う。…口
頭発表したテーマで年度末には所定のレポー
トを書き提出する。…必要な資料類はプリント
で配付予定。

（詳細は ｢総合文化演習Ｉのしおり｣ 参照。）

第24回 西村　順二 1年間のまとめ

成績評価方法
出席、クラスアクティビティへの参加、ディスカッション等への貢献に基づき、総合評価を行う。

教科書
特になし

指定参考書
特になし

オフィスアワー
講義時間帯の前後

総合文化演習    
2年次
通年 必修 2単位

担当教員名 非常勤講師 西村　順二
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一般目標（GIO）
1．新聞の経済欄等から製薬会社の経営状態や今後の見通しを立てるための基礎能力を身につけます。企業の経営状況を分析評価し、

社会に対する自己判断力を養います。
2．少人数のゼミ形式により、人文科学、社会科学、自然科学系諸学の基礎的観点や思考方法を学ぶことを通じて、読解力、文章表現力、

意見発表・討論の能力を養います。

到達目標（SBOs）
前半　オリエンテーション及び簿記会計学の基礎
日商簿記3級の教材を用いて財務諸表の作成方法を学習します。11月の日商簿記検定試験の受験を視野に入れた講義を行います。
簿記とは、お金の流れを示す書類を作成する技術です。この技術を習得することで、卒業後の生活に役立てようとするものです。
また検定試験対策を行います。講義中、例題・問題演習などに取り組みます。

後半　財務諸表分析の基礎
　自発的な雰囲気の中、少人数グループによる企業研究と発表を行います。

準備学習（予習・復習等）
早めの着席。説明のスピードが速いため検定試験を受ける場合は個人的な努力を要します。後期は、前期の学習成果を活かし、学術的・
実務的な企業研究と発表を楽しんでください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 辻　峰男 オリエンテーション 演習の進め方
第２回 辻　峰男 簿記の全体像の理解
第３回

～

第10回
辻　峰男 商業簿記の講義と演習

第11回
第12回 辻　峰男 総合問題演習

第13回 辻　峰男 企業分析の基礎
第14回 辻　峰男 プレゼンテーション演習
第15回
第16回 辻　峰男 企業研究の実施

第17回
第18回 辻　峰男 研究の中間報告

第19回
第20回 辻　峰男 企業研究の実施

第21回 辻　峰男 研究の中間報告
第22回
第23回 辻　峰男 研究の最終報告

第24回 辻　峰男 全体の統括

成績評価方法
①演習点（60点）　②平常点（40点）
③別途、日商簿記検定合格者には考慮

教科書
前期　『TAC合格テキスト 3級商業簿記』（TAC出版）、『TAC合格トレーニング 3級商業簿記』（TAC出版）
後期　桜井久勝『財務会計講義』（中央経済社）

指定参考書
新田忠誓『経営分析（仮題）』（中央経済社）
井手正介『ビジネスゼミナール経営財務入門』（日本経済新聞出版社）

オフィスアワー
非常勤講師のため、授業の前後に講師控室または教室で受け付けます。

総合文化演習    
2年次
通年 必修 2単位

担当教員名 非常勤講師 辻　峰男
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一般目標（GIO）
１．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案する｡
２．自らの考え主張を論理的かつ証拠にもとづいて展開する能力を磨く。
３．他者との討論・議論を通じて、他者の考え、主張をより深く理解する｡
４．人間の ｢心｣ とはいかなるものか､ について考えることを通して臨床心理学的な考え方にふれる｡

到達目標（SBOs）
１．テーマを適切に選び､ 研究目標を明快に設定することができる｡
２．テーマにふさわしい資料を探し､ それを分かりやすく要約紹介することができる。
３．調査結果を分かりやすく報告し､ 討論することができる｡
４．自分の考えを適切な日本語で表現することができる｡
５．人間の ｢心｣ の幅広さ､ 奥深さについて実感することができる｡
６．人間の ｢心｣ について考える際に生じる不可知性､ 曖昧さにとどまることができる｡
７．日常生活における何気ない疑問や気づきを演習のテーマに沿った問題へと彫琢することができる｡
８．自らの研究成果を 4000字相当のレポートとしてまとめることができる｡

準備学習（予習・復習等）
発表方法、レポートの書き方について、適宜講義を行うため、基本的にすべての回に出席することを義務づけます。授業は講師と
受講者の双方によって作られるものです｡ 演習形式の授業であれば､ そのような性質はより､ 色濃くなります｡ 互いに協力しあっ
て意義のある演習にしていきましょう｡

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 新道　賢一 オリエンテーション 演習の進め方に関する説明
第２回 新道　賢一 偏愛マップ交換 自分の好きなものを述べあい自己紹介する
第３回

～

第９回
新道　賢一 前期発表 自分の興味のある素材の魅力について口頭発表し、討論する

第10回

～

第12回
新道　賢一 研究テーマを考える 前期発表から、人間の心について考えるテーマを探す

第13回

～

第18回
新道　賢一 後期発表 素材を用いて ｢人間の心とは ?｣ について口頭発表と討論

第19回

～

第22回
新道　賢一 よりよいレポートを目指して 読み手を意識したレポートの書き方について

第23回 新道　賢一 最終レポート提出 後期発表の内容を最終レポートにまとめる
第24回 新道　賢一 まとめ 1年間の授業を通してみえてきた ｢人間の心｣ について考える

成績評価方法
1．演習点（60点）　配点内訳：レポート、口頭発表、レジュメ作成
2．平常点（40点）　配点内訳：出席、授業への積極的参加、態度

教科書
戸田山和久『新版…論文の教室　レポートから卒論まで』　日本放送出版協会　2012年

指定参考書
山形大学基盤教育院『スタートアップセミナー…学習マニュアル…なせば成る !』山形大学出版会　2010年

オフィスアワー
随時

総合文化演習    
2年次
通年 必修 2単位

担当教員名 非常勤講師 新道　賢一
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一般目標（GIO）
１．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案する。
２．自らの考え主張を論理的にかつ証拠にもとづいて展開する能力を磨く。
３．他者との討論・議論を通じて、他者の考え、主張をより深く理解する。
４．対人関係に影響する心理学の理論を理解し、それを日常的に活用できるようにする。

到達目標（SBOs）
１．テーマを適切に選び、研究目標を明快に設定することができる。
２．テーマにふさわしい資料を探し、それを分かりやすく要約紹介することができる。
３．調査結果を分かりやすく報告し、討論することができる。
４．自分の考えを適切な日本語で表現することができる。
５．心の無意識の理論である精神分析の考え方を知る。
６．「聞く」ことの力、「話す」ことの意味について理解する。
７．ディスカッションで、対人関係の理論の理解を実感する。

準備学習（予習・復習等）

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 松本　拓真 メンバーの自己紹介とオリエン
テーション

一年間の流れを説明し、受講生の自己紹介と各自の関心につ
いて発表してもらう。

第２回

～

第10回
松本　拓真 対人関係の心理学理論と映画・小

説などの心理学的考察の講義

第11回 松本　拓真 前期のまとめ

第12回 松本　拓真 テーマの選択とレポートの書き方
の説明

第13回

～

第23回
松本　拓真 学生による発表 各自が選んだテーマにもとづいて、個人単位での発表をする。

また、交代で司会も一人一回担当する。

第24回 松本　拓真 まとめ

成績評価方法
1．演習点（60点）：配点内訳：レポート、口頭発表、レジュメ作成
2．平常点（40点）：配点内訳：出席、授業への積極的な参加、態度

教科書
その都度、指定する

指定参考書
『学校現場に生かす精神分析【実践編】─学ぶことの関係性』（平井正三監訳、岩崎学術出版社）
『対象関係論を学ぶ』（松木邦裕、岩崎学術出版社）
『こどもの精神分析―クライン派・対象関係論からのアプローチ』（木部則雄、岩崎学術出版社）

オフィスアワー
質問は講義前後に受け付けます。

総合文化演習    
2年次
通年 必修 2単位

担当教員名 非常勤講師 松本　拓真
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一般目標（GIO）
１．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考察する。
２．自らの考え・主張を論理的にかつ証拠にもとづいて展開する能力を磨く。
３．他者との討論・議論を通して、他者の考え・主張をより深く理解する。
４．生命について考えを深め、将来医療に携わる職業人としての意識を高める。

到達目標（SBOs）
１．テーマを適切に選び、目標を明快に設定することができる。
２．テーマにふさわしい資料を探し、それをわかりやすく要約、紹介することができる。
３．調査内容を分かりやすく報告し、聞き手と討論することができる。
４．自分の考えを適切な日本語で正確に表現することができる。
５．コラージュを製作し、自分の作品（イメージ）について語ることで、自己表現力を磨く。
６．イメージ（作品）に関して物語を語ることでの自己理解、イメージ（作品）を共有することでの他者理解の能力を養う。

準備学習（予習・復習等）
本演習は、制作したコラージュ作品をもとにディスカッションするため、自分の作品を他のゼミ生に見せ、イメージを語ることに
抵抗感のないことが必要となる。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 中島　園美 ガイダンス

第２回

～

第16回
中島　園美 コラージュ制作やテーマに関する

映画のグループ発表

コラージュ制作とコラージュ作品についてワークシートを用
いて認知物語を作成。それらをグループで発表。
コラージュ作成日以外は、テーマに関する映画のグループ発
表とグループ・ディスカッション。

第17回 中島　園美 パワーポイントを用いたプレゼン
テーションの準備

第18回

～

第23回
中島　園美 プレゼンテーション

第24回 中島　園美 １年間の総まとめ

成績評価方法
１．演習点（60点）配点内訳：レポート・口頭発表・レジュメ作成
２．平常点（40点）配点内訳：出席、授業への積極的な参加、態度

教科書
特になし

指定参考書
特になし。適宜プリント類を配布

オフィスアワー
講義時間の前後で質問を受け付ける。

総合文化演習    
2年次
通年 必修 2単位

担当教員名 非常勤講師 中島　園美
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一般目標（GIO）
１．自らの問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案する。
２．自らの考え・主張を論理的にかつ証拠にもとづいて展開する能力を磨く。
３．他者との討論・議論を通して、他者の考え・主張をより深く理解する。
４．現代医療（西洋医学）、伝統医療、民間療法の特質（長所、問題点）を理解し、薬剤師として医療に関わる者としての見識を養う。

到達目標（SBOs）
１．テーマを適切に選び、研究目標を明快に設定することができる。
２．テーマにふさわしい資料を探し、それを分かりやすく要約・紹介することができる。
３．調査結果を分かりやすく報告し、聞き手と討論することができる。
４．自分の考えを適切な日本語で正確に表現することができる。
５．現代医療（西洋医学）、伝統医療、民間療法の長所を理解するとともに不足する点、欠点について、科学的根拠に基づいて批判

できる能力を身につける。

準備学習（予習・復習等）
本などの資料やインターネット上の情報を利用し、西洋医学、伝統医療（東洋医学、アユルベーダ医学、ユナニー医学など）に関
する知識を収集しておきましょう。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回

～

第４回
守安　正恭 講義 現代医療、世界各地の伝統医療、日本を中心として行われて

きた民間療法について概説する。

第５回
第６回 守安　正恭 研究課題の決定 設定した課題名を発表し、そのテーマを調査したい理由を発

表する。
第７回

～

第14回
守安　正恭 各調査結果の中間（1回目の）発表 調査した課題について 1回目の発表を行い、議論する

第15回

～

第22回
守安　正恭 各調査結果のまとめ（２回目の）発表 中間発表で議論した内容を含め調査結果をまとめて発表、議

論する

第23回
第24回 守安　正恭 総合討論とレポートのまとめ 各発表内容に関して全員で議論し、まとめのレポートの準備

をする

成績評価方法
演習点（60点　レポート、口頭発表の内容）と平常点（40点　出席、授業への積極的参加、態度、提出物の期限内の提出など）

教科書
特になし

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時（ただし、水曜を除く）

総合文化演習    
2年次
通年 必修 2単位

担当教員名 特別教授 守安　正恭
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一般目標（GIO）
TOEIC などの英語語学試験に向けて、英語の語彙力、速読力、文法力、リスニング力の向上を目指す。

到達目標（SBOs）
１．英文を聞き取り、意味を理解し発音できる。
２．英文を速読し大意を把握できる。　
３．英文をスラスラ音読できる。
４．TOEIC の出題形式に慣れる。

準備学習（予習・復習等）
この授業では、英語e-ラーニング学習システムALC…NetAcademy2と、従来型の教材を利用してTOEIC受験に必要な英語力のアッ
プを目指します。授業前半は、e- ラーニングの強み（速読のスピード測定や分かるまで何度も英文を聞き直せる等）を生かした自
己学習をします。授業後半は、教員が準備した教材を使って文法問題と解説を行います。
3年次から、カレッジ TOEIC または TOEIC で高得点をとれば 1単位が認定される「語学英語」（専門教育選択科目）が開講されます。
「実用英語」の授業で「語学英語」受講のための準備をしてはどうでしょう。　ALCNetAcademy2 は本学の 2年生以上の人は自
宅でも学習も可能な教材ですが、自分一人での学習だとくじけそうになる人、大学の授業の中で試験対策もやりたい人には「実用
英語」受講が是非お勧めです。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 玉巻　欣子 講義概要　レベル診断テスト
本コースの目的と授業の進め方、e- ラーニング教材の学習方
法について説明。
レベル診断テストを行い、各自の学習レベルを確認する。

第２回 玉巻　欣子 e- ラーニング、解説 リスニング（1）、リーディング（1）…
学生の自己学習、教員による解説

第３回 玉巻　欣子 e- ラーニング、解説 リスニング（2）、リーディング（２）…
学生の自己学習、教員による解説

第４回 玉巻　欣子 e- ラーニング、解説 リスニング（3）、リーディング（３）…
学生の自己学習、教員による解説

第５回 玉巻　欣子 TOEIC 演習（1）、解説 カレッジ TOEIC 受験に向けて学生の自己学習、教員による
解説

第６回 玉巻　欣子 TOEIC 演習（2）、解説… カレッジ TOEIC 受験に向けて学生の自己学習、教員による
解説

第７回 玉巻　欣子 e- ラーニング、解説 リスニング（4）、リーディング（4）…
学生の自己学習、教員による解説

第８回 玉巻　欣子 e- ラーニング、解説、グループワーク リスニング（5）、リーディング（5）…
学生の自己学習、教員による解説

第９回 玉巻　欣子 e- ラーニング、解説、グループワーク リスニング（6）、リーディング（6）…
学生の自己学習、教員による解説

第10回 玉巻　欣子 TOEIC 演習（3）、解説 学生の自己学習、教員による解説
第11回 玉巻　欣子 TOEIC 演習（4）、解説 学生の自己学習、教員による解説

第12回 玉巻　欣子 e- ラーニング、解説
レベル診断テスト（終了テスト） 各自、終了テストを行い、スコアの変化を確認する。

成績評価方法
定期試験（60%）、平常点（出席、e- ラーニング学習履歴、小テストなど）（40%）
出席重視します。

教科書
e- ラーニング学習システム（ALCNetAcademy2）
（書籍ではありませんので購入の必要はありません）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
在室中はいつでも質問ＯＫです。
4号館 2階 2-206

実用英語
2年次
前期 選択 1単位

担当教員名 准教授 玉巻　欣子
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一般目標（GIO）
物質の状態および相互変換過程を解析できるようになるために、熱力学の基本的知識と技能を修得する。

到達目標（SBOs）
１．熱、仕事、エネルギーの概念について説明できる。
２．熱力学の基本法則について説明できる。
３．代表的な過程における熱と仕事を計算できる。
４．エンタルピー、エントロピー、自由エネルギーについて説明できる。
５．代表的な変化に伴う標準エンタルピー変化を計算できる。
６．代表的な変化に伴うエントロピー変化を計算できる。
７．自発的な変化の方向と程度を予測できる。

準備学習（予習・復習等）
問題演習による前の授業の復習と教科書の予習により次回の授業に備える。予習：教科書に目を通す（30分）。今週の講義内容、
理解し難い点を把握する程度で良い。復習：参考書などを利用し、授業で行った範囲の問題を解く（1時間）。簡単な微分と積分を
復習しておくこと。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 向　高弘 総論 物理化学に必要な数学、状態方程式 C1（2）-1-1
第２回 向　高弘 総論 気体分子の運動とエネルギー C1（2）-1-1,2
第３回 向　高弘 総論 エネルギーの量子化とボルツマン分布 C1（2）-1-3
第４回 向　高弘 エネルギー 熱および仕事の概念、状態関数 C1（2）-2-1,2,3
第５回 向　高弘 エネルギー 熱力学第一法則（エネルギー保存則）、熱容量 C1（2）-2-4,5
第６回 向　高弘 エネルギー エンタルピーと反応熱 C1（2）-2-6,7
第７回 向　高弘 エネルギー 物理変化 ･化学変化に伴うエンタルピー変化 C1（2）-2-8,9
第８回 向　高弘 自発的な変化 エントロピー C1（2）-3-1
第９回 向　高弘 自発的な変化 熱力学第二法則 C1（2）-3-2
第10回 向　高弘 自発的な変化 物理変化 ･化学変化に伴うエントロピー変化、熱力学第三法則 C1（2）-3-3,4
第11回 向　高弘 自発的な変化 自由エネルギーと化学ポテンシャル C1（2）-3-5,6
第12回 向　高弘 自発的な変化 自由エネルギーと平衡定数の温度依存性 C1（2）-3-7,8,9

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
スタンダード薬学シリーズ 2　物理系薬学Ⅰ．物質の物理的性質　第 2版（日本薬学会編）東京化学同人

指定参考書
パザパ薬学演習シリーズ２　物理化学演習（三輪嘉尚ら著）京都廣川書店
演習　化学熱力学［新訂版］（渡辺啓著）サイエンス社
新教科書シリーズ　大学生のための化学熱力学（宮崎榮三著）裳華房

オフィスアワー
随時

物理化学Ⅱ      
2年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 向　高弘
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一般目標（GIO）
複雑な系における物質の状態および相互変換過程を熱力学に基づき解析できるようになるために、溶液および電気化学に関する基
本的知識と技能を修得する。

到達目標（SBOs）
１．相平衡、溶解平衡などの物理的な平衡について説明できる。
２．非電解質および電解質溶液の物理化学的性質について説明できる。
３．エネルギーの代表的な変換過程である化学電池反応について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
予習として教科書に目を通す。復習として講義の後に、その回の内容を読み、講義ノートを整理する。また、指定参考書などを利用し、
問題演習を解く。本講義は物理化学Ⅱと関連が深いため、しっかり復習をしておくこと。質問は随時受け付ける。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 萩森　政頼 物理平衡 相変化に伴う熱の移動とクラウジウス - クラペイロンの式 C1（3）-1-1
第２回 萩森　政頼 物理平衡 相平衡と相律 C1（3）-1-2
第３回 萩森　政頼 物理平衡 相図（1） C1（3）-1-3
第４回 萩森　政頼 物理平衡 相図（2） C1（3）-1-3
第５回 萩森　政頼 物理平衡 物質の溶解平衡、溶液の束一的性質 C1（3）-1-4,5
第６回 萩森　政頼 溶液の化学 活量と活量係数 C1（3）-2-2
第７回 萩森　政頼 溶液の化学 平衡と化学ポテンシャル C1（3）-2-1,3
第８回 萩森　政頼 溶液の化学 電解質溶液の電気伝導性 C1（3）-2-4
第９回 萩森　政頼 溶液の化学 イオンの輸送と移動度 C1（3）-2-5
第10回 萩森　政頼 溶液の化学 電解質溶液の活量係数とイオン強度 C1（3）-2-6,7
第11回 萩森　政頼 電気化学 化学電池の種類と構成 C1（3）-3-1,2
第12回 萩森　政頼 電気化学 起電力と標準自由エネルギー変化、ネルンストの式と濃淡電池 C1（3）-3-3,4,5

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
スタンダード薬学シリーズ 2　物理系薬学Ｉ．物質の物理的性質　第 2版（日本薬学会編）東京化学同人

指定参考書
薬学物理化学演習　第 3版（小野行雄編）廣川書店
ライフサイエンスの物理化学演習（中村和郎著）三共出版
パザパ薬学演習シリーズ 2物理化学演習（三輪嘉尚ら著）京都廣川書店

オフィスアワー
随時

物理化学Ⅲ      
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 講師 萩森　政頼
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一般目標（GIO）
放射線の種類や放射性同位元素の基本的な物理的性質が十分理解でき、放射線の物質に与える影響、放射化学的原理などを説明で
きる。さらに放射性医薬品の性質とその医療利用、放射性同位元素の薬学領域における活用についての理解を深める。

到達目標（SBOs）
１．放射線の特性と種類を理解する
２．放射性核種と電離放射線の基本的な物理的性質について学ぶ。
３．天然に存在する放射性物質と人工の放射性物質について学ぶ。
４．放射性核種の製造方法について学ぶ
５．放射性物質を利用した各種医薬品・診断薬について学ぶ。
６．放射性物質を利用した薬学領域における様々な実験について学ぶ。

準備学習（予習・復習等）
予習：教科書を読むこと（1時間）。復習：各章の問題を解くこと（1時間）。放射性同位元素を構成元素として含む放射性医薬品は、
核医学の分野で広く利用され、医療に大いに貢献している。したがって、放射線、放射性同位元素に関する正しい知識と認識を持っ
ておくことは、科学に携わるものとしては勿論、薬剤師として活動する上においても、最も重要な知識の一つである。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 安岡　由美 原子と原子核 原子の構造と放射壊変について説明できる。 C1（1）-4-1

第２回 安岡　由美 放射性壊変 1 電離放射線の種類を列挙し、それらの物質との相互作用につ
いて説明できる。 C1（1）-4-2

第３回 安岡　由美 放射性壊変 2 電離放射線の種類を列挙し、それらの物質との相互作用につ
いて説明できる。 C1（1）-4-2

第４回 安岡　由美 放射平衡と比放射能 放射平衡と比放射能…放射平衡について説明できる。 C1（1）-4-4

第５回 安岡　由美 放射線と物質との相互作用
電離放射線の種類を列挙し、それらの物質との相互作用につ
いて説明できる。放射線の物質への吸収と放射線量の評価で
きる。

C1（1）-4-2

第６回 安岡　由美 天然放射性核種と核反応
放射性同位元素の製造

自然に存在する放射性同位元素と人工的原子核反応について
説明できる。
放射性同位元素の製造について説明できる。

C1（1）-4-4
C12（2）-1-7

第７回 向　高弘 薬学領域における放射性同位元素
の利用 1 代表的な放射性核種の物理的性質について説明できる。 C1（1）-4-3

第８回 向　高弘 薬学領域における放射性同位元素
の利用 2 代表的な放射性核種の物理的性質について説明できる。 C1（1）-4-3

第９回 向　高弘 放射性医薬品 1 代表的な放射性医薬品について説明できる。

C1（1）-4-3
C2（3）-2-7,8
C12（1）-5-6
C18（1）-4-2

第10回 向　高弘 放射性医薬品 2 代表的な放射性医薬品について説明できる。 〃
第11回 向　高弘 放射性医薬品 3 代表的な放射性医薬品について説明できる。 〃
第12回 向　高弘 放射性医薬品 4 代表的な放射性医薬品について説明できる。 〃

成績評価方法
定期試験（100％）

教科書
「New放射化学・放射薬品学（第 2版）」廣川書店

指定参考書
「新放射化学・放射性医薬品学（改訂第 3版）」南江堂
「核医学ノート（第 5版）」金原出版
「放射線を科学的に理解する」丸善出版

オフィスアワー
授業に関する質問には、随時対応します。

放射化学        
2年次
後期 必修 1単位 担当教員名 教授 向　高弘

講師 安岡　由美
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一般目標（GIO）
医薬品の品質を確保するために、主成分および混入が想定される物質の定性分析 ･定量分析が行われる。本講義では、こうした医
薬品分析に用いられる代表的な分析法について解説する。

到達目標（SBOs）
１．医薬品の確認試験 ･純度試験について説明できる。
２．重量分析の原理、操作、特徴について説明できる。
３．容量分析の原理、操作、特徴について説明できる。
４．酸塩基滴定の医薬品定量への応用について説明できる。
５．非水滴定の原理と医薬品定量への応用について説明できる。
６．沈殿滴定の医薬品定量への応用について説明できる。
７．キレート滴定の医薬品定量への応用について説明できる。
８．酸化還元滴定の医薬品定量への応用について説明できる。
９．紫外可視吸光度測定法の原理と医薬品定量への応用について説明できる。
10．蛍光光度法の原理と医薬品定量への応用について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
容量分析は、…キーになる化学反応の当量関係を把握することが重要。
吸光度測定法では分析機器のしくみを把握することも必要。復習が必須。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 小林　典裕 定性反応 医薬品の定性反応と確認試験 ･純度試験への応用 C2（2）-1-1 ～ 3
第２回 小林　典裕 重量分析 重量分析の原理と医薬品定量への応用 C2（2）-2-3
第３回 小林　典裕 容量分析総論 標準液の調製と標定、定量計算の方法 C2（2）-2-4
第４回 小林　典裕 酸塩基滴定（1） 医薬品定量への応用 C2（2）-3-1
第５回 小林　典裕 酸塩基滴定（2） 医薬品定量への応用 C2（2）-3-1
第６回 小林　典裕 非水滴定 原理と医薬品定量への応用 C2（2）-3-2
第７回 小林　典裕 沈殿滴定 医薬品定量への応用 C2（2）-3-4
第８回 小林　典裕 キレート滴定 医薬品定量への応用 C2（2）-3-3
第９回 小林　典裕 酸化還元滴定（1） 医薬品定量への応用 C2（2）-3-5
第10回 小林　典裕 酸化還元滴定（2） 医薬品定量への応用 C2（2）-3-5
第11回 小林　典裕 紫外可視吸光度測定法 原理と医薬品定量への応用 C3（1）-1-1
第12回 小林　典裕 蛍光光度法 原理と医薬品定量への応用 C3（1）-1-2

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
『NEW薬品分析化学』（第 2版）（小林典裕、藤井洋一編、廣川書店）

指定参考書
1．『分析化学（第３版）』（前田昌子、今井一洋編、丸善）
2．『ベーシック薬学教科書シリーズ２分析化学』（萩中　淳編、化学同人）
3．『スタンダード薬学シリーズ２．物理系薬学Ⅱ．化学物質の分析』（日本薬学会編、東京化学同人）

オフィスアワー
随時

分析化学Ⅱ      
2年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 小林　典裕
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一般目標（GIO）
薬学研究や臨床検査で生体分子を解析するために必要な代表的な分析法の基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．様々なクロマトグラフィーの原理、種類、分離機構および検出法の説明ができ、試料の定性・定量ができる。
２．電気泳動の原理および応用例を説明できる。
３．分析目的に即した前処理を説明できる。
４．X線結晶解析、粉末 X線回折測定法の原理および応用例を概説できる。
５．旋光度測定法（旋光分散）、円偏光二色性測定法の原理および応用例を説明できる。
６．臨床分析の分野で用いられる代表的な分析法を列挙できる。
７．免疫反応を用いた分析法の原理および応用例を説明できる。
８．酵素を用いた代表的な分析法の原理を説明できる。
９．代表的なセンサーについて原理および応用例を説明できる。
10．代表的なドライケミストリーについて概説できる。
11．代表的な画像診断技術（X線検査、CTスキャン、MRI、超音波、核医学検査など）について概説できる。
12．画像診断薬（造影剤、放射性医薬品など）について概説できる。
13．毒物中毒における生体試料の取扱いについて説明できる。
14．代表的な中毒原因物質・乱用薬物のスクリーニング法について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
分離分析系：各内容の項目プリントを配布するので、授業で習った重要ポイントを自分でそのプリントに復習しながらまとめてい
くこと。所要時間としては 1時間程度とする。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 小山　淳子 クロマトグラフィー（1） クロマトグラフィーの原理と種類 C2（2）-5-1

第２回 小山　淳子 クロマトグラフィー（2） 代表的な検出法と装置
医薬品および生体分子定量への応用 C2（2）-5-2,3

第３回 小山　淳子 電気泳動法（1） 電気泳動法の原理 C2（3）-2-4

第４回 小山　淳子 電気泳動法（2）
試料の前処理

電気泳動法の応用例
生体試料等の目的に即した前処理

C2（3）-2-4
C2（3）-1-1

第５回 小山　淳子 X線結晶解析
旋光度

X線結晶解析法の原理と生体分子解析への応用
旋光分散および円偏光二色性の原理と応用

C3（1）-1-5
C3（1）-4-1,2
C4（4）-7-1,2,3

第６回 小林　典裕 臨床分析概論 臨床分析で多用される分析法の分類と特徴 C2（3）-2-1
第７回 小林　典裕 免疫測定法 免疫測定法の原理、分類と応用 C2（3）-2-2
第８回 小林　典裕 酵素を用いる分析法 酵素を試薬とする生体分子分析の原理と応用 C2（3）-2-3
第９回 小林　典裕 センサーとドライケミストリー センサーとドライケミストリーの原理、分類と応用 C2（3）-2-5,6

第10回 小林　典裕 画像診断技術 X線検査、CTスキャン、MRI、超音波、核医学検査の原理と
応用 C2（3）-2-7

第11回 小林　典裕 画像診断薬 X線検査、CTスキャン、MRI、超音波、核医学検査に用いら
れる画像診断薬 C2（3）-2-8

第12回 小林　典裕 薬毒物分析 代表的な中毒原因物質、乱用薬物の分析法 C2（3）-3-1,2

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
「臨床検査に用いられる分析法」（プリント冊子）
「NEW薬学機器分析」（第 2版）（萩中…淳、和田昭盛編）廣川書店
プリント

指定参考書
「分析化学」（第 3版）（前田昌子、今井一洋編）丸善
「ベーシック薬学教科書シリーズ 2　分析科学」（第 2版）（萩中…淳編）化学同人
「スタンダード薬学シリーズ第 2巻　物理系薬学 I.」（日本薬学会編）東京化学同人
「スタンダード薬学シリーズ第 2巻　物理系薬学 II.」（日本薬学会編）東京化学同人
「スタンダード薬学シリーズ第 2巻　物理系薬学 III.」（日本薬学会編）東京化学同人

オフィスアワー
質問は随時受け付けます。

分析化学Ⅲ      
2年次
後期 必修 1単位 担当教員名 教授 小林　典裕

教授 小山　淳子
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一般目標（GIO）
官能基が有機化合物に与える効果を理解するために、官能基を有する化合物の合成と反応に関する基本的知識を修得する。
個々の官能基を導入、変換するために、それらに関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．アルデヒド類およびケトン類の性質と、代表的な求核付加反応を列挙し、説明できる。
２．カルボン酸およびカルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、酸無水物、エステル、アミド、ニトリル）の代表的な性質と反応を列挙し、

説明できる。
３．アルデヒド類、ケトン類、カルボン酸およびカルボン酸誘導体の酸性度に影響を及ぼす因子を列挙し、説明できる。
４．アルデヒド類およびケトン類の代表的な合成法について説明できる。
５．カルボン酸およびカルボン酸誘導体の代表的な合成法について説明できる。
６．代表的な官能基選択的反応を列挙し、その機構と応用例について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
復習が大切です。教科書やノートを見ているだけでなく、自分で構造式や反応式を書いて理解を深めて下さい。
教科書に沢山書かれている反応式の、生成物の構造式や原料の一部の構造式、あるいは試薬の構造式を紙で隠して、その構造式を
紙に書く練習から始めて下さい。
同時に、反応機構を曲がった矢印で書く練習をして下さい。
また、章内に記載されている練習問題は、基本的な問題が多いので、理解度を確認するために利用して下さい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 上田　昌史 カルボン酸誘導体の反応特性 カルボン酸とカルボン酸誘導体の反応性の比較 C4（3）-5-2,3

第２回 上田　昌史 カルボン酸誘導体の反応１
（カルボニル炭素上での反応）

求核アシル置換反応
　ハロゲン化アシル、酸無水物、エステルの反応
カルボン酸誘導体の合成法

C4（3）-5-2,3
C5（1）-9

第３回 上田　昌史 カルボン酸誘導体の反応２
（カルボニル炭素上での反応）

エステル、アミド、イミド、ニトリルの加水分解反応
エステル交換反応

C4（3）-5-3
C5（1）-8

第４回 上田　昌史 カルボニル化合物の反応特性１ カルボニル化合物の反応性の比較 C4（3）-5-1

第５回 上田　昌史 カルボニル化合物の反応１
（カルボニル炭素上での反応） カルボニル化合物と炭素求核剤、ヒドリドイオンとの反応

C4（3）-5-1
C5（1）-11
C5（2）-1-4

第６回 上田　昌史 カルボニル化合物の反応２
（カルボニル炭素上での反応）

カルボニル化合物と窒素求核剤、酸素求核剤との反応
α,β - 不飽和カルボニル化合物の反応

C4（3）-5-1
C5（2）-2-1
C5（2）-3-1

第７回 山野　由美子 カルボニル化合物の反応特性２ α - 水素の酸性度
エノールおよびエノラートイオンの生成

C4（3）-5-1
C5（2）-1-3

第８回 山野　由美子 カルボニル化合物の反応３
（α炭素上での反応）

α炭素のハロゲン化とα - ハロ置換カルボニル化合物の合成
への応用
α炭素のアルキル化
エナミンの反応

C4（3）-5-1
C5（1）-3
C4（3）-5-1
C5（2）-1-4

第９回 山野　由美子 カルボニル化合物の反応４
（α炭素上での反応）

アルドール反応およびクライゼン縮合
３- オキソカルボン酸の脱炭酸と合成への応用
　マロン酸エステル合成、
　アセト酢酸エステル合成

C4（3）-5-1,3
C5（2）-1-4
C4（3）-5-3
C5（2）-1-4

第10回 山野　由美子 カルボニル化合物の反応７
（β炭素上での反応）

マイケル反応
Robinson 環化

C4（3）-5-1
C5（2）-1-4

第11回 山野　由美子 還元反応 アルケンおよびアルキンの還元
カルボニル化合物の還元

C4（2）-2-1,7
C5（1）-3
C5（2）-2-2

第12回 山野　由美子 酸化反応
アルコール、アルデヒド、ケトンの酸化
アルケンのエポキシ化
アルケンおよびアルキンの酸化的開裂

C4（2）-2-6,7
C5（1）-7

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
ブルース　有機化学（第 4版）上・下（大船泰史ら監訳）化学同人

有機化学Ⅳ      
2年次
前期 必修 1単位 担当教員名 准教授 山野　由美子

准教授 上田　昌史
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指定参考書
スタンダード薬学シリーズ 3（日本薬学会編）「化学系薬学Ⅰ．化学物質の性質と反応」
ソロモンの新有機化学（第 7版）上・下（花房昭静ら監訳）廣川書店
ボルハルト・ショアー　現代有機化学（第 4版）上・下（古賀憲司ら監訳）化学同人

オフィスアワー
質問は随時受け付けます。



195

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

教
養
教
育

一般目標（GIO）
基本的な化学物質の構造決定ができるようになるために、核磁気共鳴（NMR）スペクトル、赤外吸収スペクトル（IR）、マススペク
トルなどの機器分析法の基本知識と、データ解析のための基本的技能を習得する。

到達目標（SBOs）
１．質量分析（MS）法の原理を説明できる。
２．マススペクトルの概要と測定法を説明できる。
３．イオン化の方法を列挙し、それらの特徴を説明できる。
４．ピークの種類（基準ピーク、分子イオンピーク、同位体ピーク、フラグメントピーク）を説明できる。
５．塩素原子や臭素原子を含む化合物のマススペクトルの特徴を説明できる。
６．代表的なフラグメンテーションについて概説できる。
７．高分解能マススペクトルにおける分子式の決定法を説明できる。
８．基本的な化合物のマススペクトルを解析できる。（技能）
９．生体分子の解析への質量分析（MS）法の応用例について説明できる。
10．IR スペクトルの概要と測定法を説明できる。
11．IR スペクトルの基本的な官能基の特性吸収を列挙し、帰属することができる。（知識・技能）
12．スピンとその磁気共鳴について説明できる。
13．核磁気共鳴スペクトル測定法の原理を説明できる。
14．NMRスペクトルの概要と測定法を説明できる。
15．化学シフトに及ぼす構造的要因を説明できる。
16．有機化合物中の代表的水素原子について、おおよその化学シフト値を示すことができる。
17．重水添加による重水素置換の方法と原理を説明できる。
18．1HNMRの積分値の意味を説明できる。
19．1HNMRシグナルが近接プロトンにより分裂（カップリング）する理由と、分裂様式を説明できる。
20．1HNMRのスピン結合定数から得られる情報を列挙し、その内容を説明できる。
21．代表的化合物の部分構造を 1HNMRから決定できる。（技能）
22．13CNMRの測定により得られる情報の概略を説明できる。
23．代表的な構造中の炭素について、おおよその化学シフト値を示すことができる。
24．電子スピン共鳴（ESR）スペクトル測定法の原理と生体分子の解析への応用例について説明きでる。
25．生体分子の解析への核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法の応用例について説明できる。
26．代表的な機器分析法を用いて、基本的な化合物の構造決定ができる。（技能）

準備学習（予習・復習等）
実際の各種スペクトルを見ながら構造解析をやってみることが肝要である。
質問は１号館５階生命有機化学研究室または、10号館２階中央分析室。
随時受け付ける。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 竹内　敦子 ＭＳスペクトル１ 質量分析（MS）法の原理及びイオン化法と質量分析計の種類 C3（1）-3-1
C4（4）-6-1,2

第２回 竹内　敦子 ＭＳスペクトル２ マススペクトルの概要と解析法 C4（4）-6-1,3 ～ 7
第３回 竹内　敦子 ＭＳスペクトル３ 質量分析（MS）法を用いる応用例 C3（1）-3-2
第４回 都出　千里 磁気共鳴スペクトル１ 1HNMRスペクトルの解析法１ C4（4）-2-1

第５回 都出　千里 磁気共鳴スペクトル２ NMR および ESR スペクトル測定法の原理と得られるパラ
メータ

C3（1）-1-4
C3（1）-2-1
C4（4）-2-1,2

第６回 都出　千里 磁気共鳴スペクトル３ NMR化学シフトと結合定数 C3（1）-2-1
C4（4）-2-2,3,5,6,7

第７回 都出　千里 磁気共鳴スペクトル４ NMR緩和時間とNOEおよび生体分子解析への応用
C3（1）-2-1
C3（1）-1-4
C3（1）-2-2

第８回 都出　千里 磁気共鳴スペクトル５ 1HNMRスペクトルの解析法２および 13CNMRスペクトル
の解析法

C4（4）-2-4,8
C4（4）-3-1,2

第９回 和田　昭盛 IR スペクトル IR スペクトルの原理と概要および解析法 C4（4）-4-1,2
第10回 和田　昭盛 総合演習１ 各種スペクトルからの構造解析１ C4（4）-8-1
第11回 和田　昭盛 総合演習２ 各種スペクトルからの構造解析２ C4（4）-8-1
第12回 和田　昭盛 総合演習３ 各種スペクトルからの構造解析３ C4（4）-8-1

構造解析学      
2年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 和田　昭盛
准教授 竹内　敦子
講師 都出　千里
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成績評価方法
定期試験およびレポートによって総合的に評価する。

教科書
NEW薬学機器分析（伊藤允好ら著）　廣川書店
基礎から学ぶスペクトル解析（和田昭盛）　廣川書店

指定参考書
スタンダード薬学シリーズ２（日本薬学会編）
「物理系薬学 III．生体分子・化学物質の構造決定」
有機化合物のスペクトルによる同定法（第７版）（荒木峻ら訳）　東京化学同人
ブルース有機化学（第４版）上・下（大船泰史ら監訳）　化学同人

オフィスアワー
随時
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一般目標（GIO）
生体分子の機能を理解するために、生体分子の基本構造とその化学的性質に関する基本知識を習得する。

到達目標（SBOs）
１．代表的な単糖、二糖および多糖の種類、構造、性質を説明できる。
２．グリコシドの生成について説明できる。
３．アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。
４．タンパク質の高次構造を規定する結合（アミド基間の水素結合、ジスルフィド結合など）および相互作用について説明できる。
５．タンパク質のアミノ酸配列決定法を説明できる。
６．生体膜を構成する脂質の化学構造の特徴を説明できる
７．生体内に存在する代表的な複素環化合物を列挙し、構造式を書くことができる。
８．核酸塩基の構造を書き、水素結合を形成する位置を示すことができる。
９．生体内に存在する代表的な金属イオンおよび錯体の機能について説明できる。
10．活性酸素の構造、電子配置と性質を説明できる。
11．一酸化窒素の電子配置と性質を説明できる。
12．代表的な酵素の基質結合部分が有する構造上の特徴を具体例を挙げて説明できる。

準備学習（予習・復習等）
復習が大切です。
自分で構造式や反応式を実際に紙に書いて理解を深めて下さい。
生体分子は複雑なようですが、反応に預かるのは一部の官能基です。
その官能基を見極めて下さい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 山野　由美子 糖類１

糖類の種類を構造から分類できる。
代表的な単糖の立体異性体について説明できる。
代表的な単糖の構造を Fischer 投影式、Haworth 式、安定
ないず形の構造式で図示できる。

C4（1）-2-3,6
C6（1）-1-2
C9（1）-2-1,2

第２回 山野　由美子 糖類 2
代表的な単糖の性質や反応（酸化、還元など）について説明
できる。
グリコシドの生成について説明できる。

C4（3）-5-1
C9（1）-2-1,4

第３回 山野　由美子 糖類 3 二糖類、多糖類の構造と性質を説明できる。
グリコシド結合について説明できる。

C6（1）-1-2
C9（1）-2-2

第４回 山野　由美子 アミノ酸 1
アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。
アミノ酸のアミノ基、カルボキシル基、側鎖官能基の酸性度、
塩基性度について説明できる。

C4（3）-7-1,2,3
C9（1）-3-1

第５回 山野　由美子 アミノ酸 2

アミノ酸の pHによるイオン形の変化を説明できる。
アミノ酸の等電点を計算できる。
アミノ酸を分離する方法を説明できる。
アミノ酸の確認方法について説明できる。
アミノ酸の代表的な合成法について説明できる。

C2（1）-1-6
C9（1）-3-1
C2（2）-5-1
C2（3）-2-4

第６回 山野　由美子 タンパク質
タンパク質の高次構造を規定する結合および相互作用につい
て説明できる。
タンパク質のアミノ酸配列決定法を説明できる。

C6（1）-1-1
C9（3）-1-2
C9（3）-4-3

第７回 和田　昭盛 生体の複素環化合物１ 複素環の構造と名称 C6（1）-2-1
第８回 和田　昭盛 生体の複素環化合物２ 補酵素 C6（1）-2-3
第９回 和田　昭盛 生体に存在する金属 ペプチドの加水分解酵素 C6（1）-3-1

第10回 和田　昭盛 脂質
核酸

E1CB機構と脂質合成
構造と特徴

C6（1）-1-5
C6（1）-2-1

第11回 和田　昭盛 活性酸素と一酸化窒素 電子配置と作用 C6（1）-3-2,3
第12回 和田　昭盛 生物有機化学の例 ビタミンAと視覚作用 C6

成績評価方法
和田担当は、レポート（10点分）と定期試験（40点分）とする。
山野担当分は、定期試験（50点分）とする。
両名合わせた合計点（100点）で評価を行う。

教科書
ブルース有機化学（第４版）下（大船泰史ら監訳）化学同人

生物有機化学    
2年次
後期 必修 1単位 担当教員名 教授 和田　昭盛

准教授 山野　由美子
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指定参考書
スタンダード薬学シリーズ 3（日本薬学会編）
「化学系薬学Ⅱ．ターゲット分子の合成と生体分子・医薬品に化学」

オフィスアワー
随時質問は受け付けます。
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一般目標（GIO）
この演習では、薬学を勉強する上で重要な有機化学の基礎知識を習熟する。

到達目標（SBOs）
１．有機化合物を３次元的に捉え、立体異性体の構造を紙面上で正しく表すことができる。
２．カーブした矢印の意味と使用法を理解する。
３．電子の動きを示す矢印を用いて、有機化合物の性質（酸、塩基など）を説明できる。
４．有機化学反応（置換、脱離、付加反応など）を電子の動きを示す矢印を用いて説明できる。

準備学習（予習・復習等）
・生体成分や医薬品の大部分は有機化合物であることを肝に銘じて、勉強すること。
・記憶すべきことと、丸暗記してはダメなことを見極めた勉強をすること。
・電子の動きを矢印で書けるように訓練すれば、問題解決できることを実感しよう。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 和田　昭盛
宮田　興子 受講前テスト 習熟度別にクラス分けするため、有機化学Ⅰ～Ⅳの全範囲か

らテストを行う。

第２回 和田　昭盛
宮田　興子 立体異性体 表示法、配座異性体、配置異性体 C4（1）-2

C4（2）-1-5,6,7

第３回 和田　昭盛
宮田　興子 曲がった矢印の使用法 曲がった矢印の意味と使用法 C4（1）-1-9

第４回 和田　昭盛
宮田　興子 共鳴構造 曲がった矢印を用いた共鳴構造の書き方 C4（1）-1-3,9

第５回 和田　昭盛
宮田　興子 酸と塩基 酸と塩基の強弱に関わる因子 C4（1）-1-6

C4（3）-7

第６回 和田　昭盛
宮田　興子 求核置換反応 SN1、SN2反応

C4（2）-2-4
C4（3）-2-2
C5（2）-2-2

第７回 和田　昭盛
宮田　興子 脱離反応 E1、E2反応

C4（2）-2-4
C4（3）-2-3
C5（2）-2-2

第８回 和田　昭盛
宮田　興子 アルケン類の付加反応 アンチ付加、シン付加反応、Diels-Alder 反応など C4（2）-2

C5（2）-1-1

第９回 和田　昭盛
宮田　興子 アルケン類の酸化反応 エポキシ化、ジヒドロキシ化、オキシラン類の開環反応、

酸化的開裂など
C4（2）-2-1,6
C4（3）-4-2

第10回 和田　昭盛
宮田　興子 芳香族化合物の性質と反応 芳香族性、芳香族求電子置換反応、置換基効果

C4（2）-3
C5（2）-2-1
C6（2）-2-3,4

第11回 和田　昭盛
宮田　興子

アルデヒドおよびケトンの性質と
反応 求核付加反応、エノラートの反応 C4（3）-5-1

C5（2）-1-4

第12回 和田　昭盛
宮田　興子 カルボン酸誘導体の性質と反応 求核付加—脱離反応、エノラートの反応 C4（3）-5-2,3

C5（2）-1-4

成績評価方法
定期試験は行わない。受講前総合試験（40点）および平常点（75点：出席点と課題点）で評価する。

教科書
プリント冊子

指定参考書
ブルース　有機化学（第 5版）上・下（大船泰史ら監訳）化学同人
スタンダード薬学シリーズ 3　「化学系薬学Ⅰ．化学物質の性質と反応」　東京化学同人

オフィスアワー
随時

有機化学演習Ａ
2年次
後期 必修 1単位 担当教員名 教授 和田　昭盛

教授 宮田　興子
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一般目標（GIO）
この演習では、薬学を勉強する上で重要な有機化学の基礎知識を習熟する。

到達目標（SBOs）
１．有機化合物を３次元的に捉え、立体異性体の構造を紙面上で正しく表すことができる。
２．カーブした矢印の意味と使用法を理解する。
３．電子の動きを示す矢印を用いて、有機化合物の性質（酸、塩基など）を説明できる。
４．有機化学反応（置換、脱離、付加反応など）を電子の動きを示す矢印を用いて説明できる。

準備学習（予習・復習等）
教科書をよく読んで、しっかり予習、復習をして下さい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 棚橋　孝雄 受講前テスト 習熟度別にクラス分けするため、有機化学Ⅰ～Ⅳの全範囲か
らテストを行う。

第２回 棚橋　孝雄 立体異性体 表示法、配座異性体、配置異性体 C4（1）-2
C4（2）-1-5,6,7

第３回 棚橋　孝雄 曲がった矢印の使用法 曲がった矢印の意味と使用法 C4（1）-1-9
第４回 棚橋　孝雄 共鳴構造 曲がった矢印を用いた共鳴構造の書き方 C4（1）-1-3,9

第５回 棚橋　孝雄 酸と塩基 酸と塩基の強弱に関わる因子 C4（1）-1-6
C4（3）-7

第６回 棚橋　孝雄 求核置換反応 SN1、SN2反応
C4（2）-2-4
C4（3）-2-2
C5（2）-2-2

第７回 棚橋　孝雄 脱離反応 E1、E2反応
C4（2）-2-4
C4（3）-2-3
C5（2）-2-2

第８回 棚橋　孝雄 アルケン類の付加反応 アンチ付加、シン付加反応、Diels-Alder 反応など C4（2）-2
C5（2）-1-1

第９回 棚橋　孝雄 アルケン類の酸化反応 エポキシ化、ジヒドロキシ化、オキシラン類の開環反応、酸
化的開裂など

C4（2）-2-1,6
C4（3）-4-2

第10回 棚橋　孝雄 芳香族化合物の性質と反応 芳香族性、芳香族求電子置換反応、置換基効果
C4（2）-3
C5（2）-2-1
C6（2）-2-3,4

第11回 棚橋　孝雄 アルデヒドおよびケトンの性質と
反応 求核付加反応、エノラートの反応 C4（3）-5-1

C5（2）-1-4

第12回 棚橋　孝雄 カルボン酸誘導体の性質と反応 求核付加—脱離反応、エノラートの反応 C4（3）-5-2,3
C5（2）-1-4

成績評価方法
第１回目受講日に行う総合試験の成績により、A～Cの３グループに分かれて演習を行う。
　A：学年人数－約 160人
　B：約 80人（約 40人× 2クラス）
　C：約 80人（約 20人× 4クラス）
Aグループ：定期試験は行わない。受講前総合試験（40点）および平常点（75点：出席点と課題点）で評価する。
BおよびCグループ：受講前総合試験（40点）、定期試験（60点）および出席点（15点）で評価する。
受講前総合試験を未受験の場合は、理由の如何を問わずCグループでの受講となり、定期試験（85点）と出席点（15点）で評価する。
追再試験受験者の評価は、追再試験のみで行う。
5回以上欠席の場合は、定期試験の受験資格なしとし、再試験（85点中 60点以上で合格）のみで評価する。

教科書
プリント冊子

指定参考書
ブルース　有機化学（第 5版）上・下（大船泰史ら監訳）化学同人
スタンダード薬学シリーズ 3　「化学系薬学Ⅰ．化学物質の性質と反応」　東京化学同人

オフィスアワー
随時

有機化学演習Ｂ１
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 教授 棚橋　孝雄
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一般目標（GIO）
この演習では、薬学を勉強する上で重要な有機化学の基礎知識を習熟する。

到達目標（SBOs）
１．有機化合物を３次元的に捉え、立体異性体の構造を紙面上で正しく表すことができる。
２．カーブした矢印の意味と使用法を理解する。
３．電子の動きを示す矢印を用いて、有機化合物の性質（酸、塩基など）を説明できる。
４．有機化学反応（置換、脱離、付加反応など）を電子の動きを示す矢印を用いて説明できる。

準備学習（予習・復習等）
この演習では、多くの問題に触れることで有機化学を体得することを重要視しているので、予習の段階で各自問題を解いておくこと。
また演習後は間違えた問題を確認してしっかりと復習しておくこと。宿題を出すこともある

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 山野　由美子 受講前テスト 習熟度別にクラス分けするため、有機化学Ⅰ～Ⅳの全範囲か
らテストを行う。

第２回 山野　由美子 立体異性体 表示法、配座異性体、配置異性体 C4（1）-2
C4（2）-1-5,6,7

第３回 山野　由美子 曲がった矢印の使用法… 曲がった矢印の使用法… C4（1）-1-9
第４回 山野　由美子 共鳴構造 曲がった矢印を用いた共鳴構造の書き方 C4（1）-1-3,9

第５回 山野　由美子 酸と塩基 酸と塩基の強弱に関わる因子 C4（1）-1-6
C4（3）-7

第６回 山野　由美子 求核置換反応 SN1、SN2反応
C4（2）-2-4
C4（3）-2-2
C5（2）-2-2

第７回 山野　由美子 脱離反応 E1、E2反応
C4（2）-2-4
C4（3）-2-3
C5（2）-2-2

第８回 山野　由美子 アルケン類の付加反応 アンチ付加、シン付加反応、Diels-Alder 反応など C4（2）-2
C5（2）-1-1

第９回 山野　由美子 アルケン類の酸化反応 エポキシ化、ジヒドロキシ化、オキシラン類の開環反応、酸
化的開裂など

C4（2）-2-1,6
C4（3）-4-2

第10回 山野　由美子 芳香族化合物の性質と反応 芳香族性、芳香族求電子置換反応、置換基効果
C4（2）-3
C5（2）-2-1
C6（2）-2-3,4

第11回 山野　由美子 アルデヒドおよびケトンの性質と
反応 求核付加反応、エノラートの反応 C4（3）-5-1

C5（2）-1-4

第12回 山野　由美子 カルボン酸誘導体の性質と反応 求核付加—脱離反応、エノラートの反応 C4（3）-5-2,3
C5（2）-1-4

成績評価方法
第１回目受講日に行う総合試験の成績により、A～Cの３グループに分かれて演習を行う。
　A：学年人数－約 160人
　B：約 80人（約 40人× 2クラス）
　C：約 80人（約 20人× 4クラス）
Aグループ：定期試験は行わない。受講前総合試験（40点）および平常点（75点：出席点と課題点）で評価する。
BおよびCグループ：受講前総合試験（40点）、定期試験（60点）および出席点（15点）で評価する。
受講前総合試験を未受験の場合は、理由の如何を問わずCグループでの受講となり、定期試験（85点）と出席点（15点）で評価する。
追再試験受験者の評価は、追再試験のみで行う。
5回以上欠席の場合は、定期試験の受験資格なしとし、再試験（85点中 60点以上で合格）のみで評価する。

教科書
プリント冊子

指定参考書
ブルース　有機化学（第 5版）上・下（大船泰史ら監訳）化学同人
スタンダード薬学シリーズ 3　「化学系薬学Ⅰ．化学物質の性質と反応」　東京化学同人

オフィスアワー
質問は随時受け付けます。

有機化学演習Ｂ２
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 准教授 山野　由美子
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一般目標（GIO）
この演習では、薬学を勉強する上で重要な有機化学の基礎知識を習熟する。

到達目標（SBOs）
１．有機化合物を三次元的に捉え、立体異性体の構造を紙面上で正しく表すことができる。
２．曲がった矢印の意味と使用法を理解する。
３．電子の動きを示す矢印を用いて、有機化合物の性質（酸、塩基など）を説明できる。
４．有機化学反応（置換、脱離、付加反応など）を電子の動きを示す矢印を用いて説明できる。

準備学習（予習・復習等）
この演習では、多くの問題に触れることで有機化学を体得することを重要視しているので、予習の段階で各自問題を解いておくこと。
また演習後は間違えた問題を確認してしっかりと復習しておくこと。宿題を出すこともある。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 竹仲　由希子 受講前テスト 習熟度別にクラス分けするため、有機化学Ⅰ～Ⅳの全範囲か
らテストを行う。

第２回 竹仲　由希子 立体異性体 表示法、配座異性体、配置異性体 C4（1）-2
C4（2）-1-5,6,7

第３回 竹仲　由希子 曲がった矢印の使用法 曲がった矢印の意味と使用法 C4（1）-1-9
第４回 竹仲　由希子 共鳴構造 曲がった矢印を用いた共鳴構造の書き方 C4（1）-1-3,9

第５回 竹仲　由希子 酸と塩基 酸と塩基の強弱に関わる因子 C4（1）-1-6
C4（3）-7

第６回 竹仲　由希子 求核置換反応 SN1、SN2反応
C4（2）-2-4
C4（3）-2-2
C5（2）-2-2

第７回 竹仲　由希子 脱離反応 E1、E2反応
C4（2）-2-4
C4（3）-2-3
C5（2）-2-2

第８回 竹仲　由希子 アルケン類の付加反応 アンチ付加、シン付加反応、Diels-Alder 反応など C4（2）-2
C5（2）-1-1

第９回 竹仲　由希子 アルケン類の酸化反応 エポキシ化、ジヒドロキシ化、オキシラン類の開環反応、酸
化的開裂など

C4（2）-2-1,6
C4（3）-4-2

第10回 竹仲　由希子 芳香族化合物の性質と反応 芳香族性、芳香族求電子置換反応、置換基効果
C4（2）-3
C5（2）-2-1
C6（2）-2-3,4

第11回 竹仲　由希子 アルデヒドおよびケトンの性質と
反応 求核付加反応、エノラートの反応 C4（3）-5-1

C5（2）-1-4

第12回 竹仲　由希子 カルボン酸誘導体の性質と反応 求核付加—脱離反応、エノラートの反応 C4（3）-5-2,3
C5（2）-1-4

成績評価方法
第１回目受講日に行う総合試験の成績により、A～Cの３グループに分かれて演習を行う。
　A：学年人数－約 160人
　B：約 80人（約 40人× 2クラス）
　C：約 80人（約 20人× 4クラス）
Aグループ：定期試験は行わない。受講前総合試験（40点）および平常点（75点：出席点と課題点）で評価する。
BおよびCグループ：受講前総合試験（40点）、定期試験（60点）および出席点（15点）で評価する。
受講前総合試験を未受験の場合は、理由の如何を問わずCグループでの受講となり、定期試験（85点）と出席点（15点）で評価する。
追再試験受験者の評価は、追再試験のみで行う。
5回以上欠席の場合は、定期試験の受験資格なしとし、再試験（85点中 60点以上で合格）のみで評価する。

教科書
プリント冊子

指定参考書
ブルース　有機化学（第 5版）上・下（大船泰史ら監訳）化学同人
スタンダード薬学シリーズ 3　「化学系薬学Ⅰ．化学物質の性質と反応」　東京化学同人

オフィスアワー
随時

有機化学演習Ｃ１
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 講師 竹仲　由希子
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一般目標（GIO）
この演習では、薬学を勉強する上で重要な有機化学の基礎知識を習熟する。

到達目標（SBOs）
１．有機化合物を三次元的に捉え、立体異性体の構造を紙面上で正しく表すことができる。
２．曲がった矢印の意味と使用法を理解する。
３．電子の動きを示す矢印を用いて、有機化合物の性質（酸、塩基など）を説明できる。
４．有機化学反応（置換、脱離、付加反応など）を電子の動きを示す矢印を用いて説明できる。

準備学習（予習・復習等）
この演習では、多くの問題に触れることで有機化学を体得することを重要視しているので、予習の段階で各自問題を解いておくこと。
また演習後は間違えた問題を確認してしっかりと復習しておくこと。宿題を出すこともある。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 西村　克己 受講前テスト 習熟度別にクラス分けするため、有機化学Ⅰ～Ⅳの全範囲か
らテストを行う。

第２回 西村　克己 立体異性体 表示法、配座異性体、配置異性体 C4（1）-2
C4（2）-1-5,6,7

第３回 西村　克己 曲がった矢印の使用法 曲がった矢印の意味と使用法 C4（1）-1-9
第４回 西村　克己 共鳴構造 曲がった矢印を用いた共鳴構造の書き方 C4（1）-1-3,9

第５回 西村　克己 酸と塩基 酸と塩基の強弱に関わる因子 C4（1）-1-6
C4（3）-7

第６回 西村　克己 求核置換反応 SN1、SN2反応
C4（2）-2-4
C4（3）-2-2
C5（2）-2-2

第７回 西村　克己 脱離反応 E1、E2反応
C4（2）-2-4
C4（3）-2-3
C5（2）-2-2

第８回 西村　克己 アルケン類の付加反応 アンチ付加、シン付加反応、Diels-Alder 反応など C4（2）-2
C5（2）-1-1

第９回 西村　克己 アルケン類の酸化反応 エポキシ化、ジヒドロキシ化、オキシラン類の開環反応、酸
化的開裂など

C4（2）-2-1,6
C4（3）-4-2

第10回 西村　克己 芳香族化合物の性質と反応 芳香族性、芳香族求電子置換反応、置換基効果
C4（2）-3
C5（2）-2-1
C6（2）-2-3,4

第11回 西村　克己 アルデヒドおよびケトンの性質と
反応 求核付加反応、エノラートの反応 C4（3）-5-1

C5（2）-1-4

第12回 西村　克己 カルボン酸誘導体の性質と反応 求核付加—脱離反応、エノラートの反応 C4（3）-5-2,3
C5（2）-1-4

成績評価方法
　第１回目受講日に行う総合試験の成績により、A～Cの３グループに分かれて演習を行う。
　A：学年人数－約 160人
　B：約 80人（約 40人× 2クラス）
　C：約 80人（約 20人× 4クラス）
Aグループ：定期試験は行わない。受講前総合試験（40点）および平常点（75点：出席点と課題点）で評価する。
BおよびCグループ：受講前総合試験（40点）、定期試験（60点）および出席点（15点）で評価する。
受講前総合試験を未受験の場合は、理由の如何を問わずCグループでの受講となり、定期試験（85点）と出席点（15点）で評価する。
追再試験受験者の評価は、追再試験のみで行う。
5回以上欠席の場合は、定期試験の受験資格なしとし、再試験（85点中 60点以上で合格）のみで評価する。

教科書
プリント冊子

指定参考書
ブルース　有機化学（第 5版）上・下（大船泰史ら監訳）化学同人
スタンダード薬学シリーズ 3　「化学系薬学Ⅰ．化学物質の性質と反応」　東京化学同人

オフィスアワー
随時

有機化学演習Ｃ２
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 講師 西村　克己
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一般目標（GIO）
この演習では、薬学を勉強する上で重要な有機化学の基礎知識を習熟する。

到達目標（SBOs）
１．有機化合物を三次元的に捉え、立体異性体の構造を紙面上で正しく表すことができる。
２．曲がった矢印の意味と使用法を理解する。
３．電子の動きを示す矢印を用いて、有機化合物の性質（酸、塩基など）を説明できる。
４．有機化学反応（置換、脱離、付加反応など）を電子の動きを示す矢印を用いて説明できる。

準備学習（予習・復習等）
この演習では、多くの問題に触れることで有機化学を体得することを重要視しているので、予習の段階で各自問題を解いておくこと。
また演習後は間違えた問題を確認してしっかりと復習しておくこと。宿題を出すこともある。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 上田　昌史 受講前テスト 習熟度別にクラス分けするため、有機化学Ⅰ～Ⅳの全範囲か
らテストを行う。

第２回 上田　昌史 立体異性体 表示法、配座異性体、配置異性体 C4（1）-2
C4（2）-1-5,6,7

第３回 上田　昌史 曲がった矢印の意味と使用法 曲がった矢印の意味と使用法 C4（1）-1-9
第４回 上田　昌史 共鳴構造 曲がった矢印を用いた共鳴構造の書き方 C4（1）-1-3,9

第５回 上田　昌史 酸と塩基 酸と塩基の強弱に関わる因子 C4（1）-1-6
C4（3）-7

第６回 上田　昌史 求核置換反応 SN1、SN2反応
C4（2）-2-4
C4（3）-2-2
C5（2）-2-2

第７回 上田　昌史 脱離反応 E1、E2反応
C4（2）-2-4
C4（3）-2-3
C5（2）-2-2

第８回 上田　昌史 アルケン類の付加反応 アンチ付加、シン付加反応、Diels-Alder 反応など C4（2）-2
C5（2）-1-1

第９回 上田　昌史 アルケン類の酸化反応… エポキシ化、ジヒドロキシ化、オキシラン類の開環反応、酸
化的開裂など

C4（2）-2-1,6
C4（3）-4-2

第10回 上田　昌史 芳香族化合物の性質と反応 芳香族性、芳香族求電子置換反応、置換基効果
C4（2）-3
C5（2）-2-1
C6（2）-2-3,4

第11回 上田　昌史 アルデヒドおよびケトンの性質と
反応 求核付加反応、エノラートの反応 C4（3）-5-1

C5（2）-1-4

第12回 上田　昌史 カルボン酸誘導体の性質と反応 求核付加—脱離反応、エノラートの反応 C4（3）-5-2,3
C5（2）-1-4

成績評価方法
第１回目受講日に行う総合試験の成績により、A～Cの３グループに分かれて演習を行う。
　A：学年人数－約 160人
　B：約 80人（約 40人× 2クラス）
　C：約 80人（約 20人× 4クラス）
Aグループ：定期試験は行わない。受講前総合試験（40点）および平常点（75点：出席点と課題点）で評価する。
BおよびCグループ：受講前総合試験（40点）、定期試験（60点）および出席点（15点）で評価する。
受講前総合試験を未受験の場合は、理由の如何を問わずCグループでの受講となり、定期試験（85点）と出席点（15点）で評価する。
追再試験受験者の評価は、追再試験のみで行う。
5回以上欠席の場合は、定期試験の受験資格なしとし、再試験（85点中 60点以上で合格）のみで評価する。

教科書
プリント冊子

指定参考書
ブルース　有機化学（第 5版）上・下（大船泰史ら監訳）化学同人
スタンダード薬学シリーズ 3　「化学系薬学Ⅰ．化学物質の性質と反応」　東京化学同人

オフィスアワー
随時

有機化学演習Ｃ３
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 准教授 上田　昌史
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一般目標（GIO）
この演習では、薬学を勉強する上で重要な有機化学の基礎知識を習熟する。

到達目標（SBOs）
１．有機化合物を三次元的に捉え、立体異性体の構造を紙面上で正しく表すことができる。
２．曲がった矢印の意味と使用法を理解する。
３．電子の動きを示す矢印を用いて、有機化合物の性質（酸、塩基など）を説明できる。
４．有機化学反応（置換、脱離、付加反応など）を電子の動きを示す矢印を用いて説明できる。

準備学習（予習・復習等）
この演習では、多くの問題に触れることで有機化学を体得することを重要視しているので、予習の段階で各自問題を解いておくこと。
また演習後は間違えた問題を確認してしっかりと復習しておくこと。宿題を出すこともある。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 沖津　貴志 受講前テスト 習熟度別にクラス分けするため、有機化学Ⅰ～Ⅳの全範囲か
らテストを行う。

第２回 沖津　貴志 立体異性体 表示法、配座異性体、配置異性体 C4（1）-2
C4（2）-1-5,6,7

第３回 沖津　貴志 曲がった矢印の使用法 曲がった矢印の意味と使用法 C4（1）-1-9
第４回 沖津　貴志 共鳴構造 曲がった矢印を用いた共鳴構造の書き方 C4（1）-1-3,9

第５回 沖津　貴志 酸と塩基 酸と塩基の強弱に関わる因子 C4（1）-1-6
C4（3）-7

第６回 沖津　貴志 求核置換反応 SN1、SN2反応
C4（2）-2-4
C4（3）-2-2
C5（2）-2-2

第７回 沖津　貴志 脱離反応 E1、E2反応
C4（2）-2-4
C4（3）-2-3
C5（2）-2-2

第８回 沖津　貴志 アルケン類の付加反応 アンチ付加、シン付加反応、Diels-Alder 反応など C4（2）-2
C5（2）-1-1

第９回 沖津　貴志 アルケン類の酸化反応 エポキシ化、ジヒドロキシ化、オキシラン類の開環反応、酸
化的開裂など

C4（2）-2-1,6
C4（3）-4-2

第10回 沖津　貴志 芳香族化合物の性質と反応 芳香族性、芳香族求電子置換反応、置換基効果
C4（2）-3
C5（2）-2-1
C6（2）-2-3,4

第11回 沖津　貴志 アルデヒドおよびケトンの性質と
反応 求核付加反応、エノラートの反応 C4（3）-5-1

C5（2）-1-4

第12回 沖津　貴志 カルボン酸誘導体の性質と反応 求核付加—脱離反応、エノラートの反応 C4（3）-5-2,3
C5（2）-1-4

成績評価方法
第１回目受講日に行う総合試験の成績により、A～Cの３グループに分かれて演習を行う。
　A：学年人数－約 160人
　B：約 80人（約 40人× 2クラス）
　C：約 80人（約 20人× 4クラス）
Aグループ：定期試験は行わない。受講前総合試験（40点）および平常点（75点：出席点と課題点）で評価する。
BおよびCグループ：受講前総合試験（40点）、定期試験（60点）および出席点（15点）で評価する。
受講前総合試験を未受験の場合は、理由の如何を問わずCグループでの受講となり、定期試験（85点）と出席点（15点）で評価する。
追再試験受験者の評価は、追再試験のみで行う。
5回以上欠席の場合は、定期試験の受験資格なしとし、再試験（85点中 60点以上で合格）のみで評価する。

教科書
プリント冊子

指定参考書
ブルース　有機化学（第 5版）上・下（大船泰史ら監訳）化学同人
スタンダード薬学シリーズ 3　「化学系薬学Ⅰ．化学物質の性質と反応」　東京化学同人

オフィスアワー
随時

有機化学演習Ｃ４
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 講師 沖津　貴志
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一般目標（GIO）
自然界に存在する物質を医薬品として利用するために、代表的な天然物質の起源、特色、臨床応用および天然物質の含有成分の単離、
構造、物性、生合成系等についての基本的知識と、それらを活用するための基本的技能を修得する。

到達目標（SBOs）
１．代表的な生薬成分を化学構造から分類できる。
２．代表的な生薬成分の構造を生合成経路に基づいて説明し、その基原植物を挙げることができる。
３．天然物質の農薬、香粧品などの原料としての有用性について、具体例を挙げて説明できる。
４．医薬品として使われている天然有機化合物およびその誘導体を、具体例を挙げて説明できる。
５．天然物質の代表的な抽出法、分離精製法、天然有機化合物の構造決定法について具体例を挙げて概説できる。
６．微生物由来の医薬品について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
天然物化学は、有機、分析、生化学、薬理学などを基盤にした総合科学である。従って、講義した化合物については、上記科目と
リンクさせて覚えて欲しい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 士反　伸和 天然物と医薬品開発、その生合成
について

医薬品として使われている天然有機化合物、及びそれらの生
合成経路を学ぶ

C7（1）-4-1
C7（2）-1-1

第２回 士反　伸和 脂肪酸とポリケタイド 代表的なポリケタイド化合物の構造と生合成経路、その基原
植物を学ぶ C7（1）-4-7

第３回 士反　伸和 芳香族化合物１ 代表的なフェニルプロパノイド化合物の構造と生合成経路、
その基原植物を学ぶ C7（1）-4-6

第４回 士反　伸和 芳香族化合物２ 代表的なフラボノイド化合物の構造と生合成経路、その基原
植物を学ぶ C7（1）-4-5

第５回 士反　伸和 テルペノイドとステロイド１ 代表的なテルペノイド化合物の構造と生合成経路を学ぶ C7（1）-4-2

第６回 士反　伸和 テルペノイドとステロイド２ モノテルペンやジテルペンなどの生合成と基原植物を学ぶ C7（1）-4-2
C7（1）-4-3

第７回 西山　由美 アルカロイド化合物１
代表的なアルカロイド化合物の構造と生合成経路、その基原
植物を学ぶ
（アルカロイドについて、脂肪族アミノ酸由来のアルカロイド）

C7（1）-4-4

第８回 西山　由美 アルカロイド化合物２

代表的なアルカロイド化合物の構造と生合成経路、その基原
植物を学ぶ
（チロシン由来のアルカロイド、トリプトファン由来のアルカ
ロイド）

C7（1）-4-4

第９回 西山　由美 アルカロイド化合物３

代表的なアルカロイド化合物の構造と生合成経路、その基原
植物を学ぶ
（その他のアルカロイド、ペプチド、アミノ酸およびアミノ酸
誘導体）

C7（1）-4-4

第10回 西山　由美 天然物質の取り扱い 天然物質の代表的な抽出方法、分離精製法、構造決定法につ
いて学ぶ

C7（2）-2-1
C7（2）-2-2

第11回 西山　由美 天然物由来の医薬品１ 天然の農薬・香粧品、微生物由来の抗生物質などを学ぶ

C7（1）-5-1
C7（2）-3-1
C7（2）-4-1
C7（2）-5-1

第12回 西山　由美 天然物由来の医薬品２ 医薬品として使われている天然有機化合物およびその誘導体
について学ぶ C7（2）-1-1

成績評価方法
定期試験（90%）、小テスト・レポート（10%）

教科書
パートナー天然物化学……改訂第２版（南江堂）

指定参考書
伝統医薬学・生薬学（南江堂）、生薬単（NTS）、カラーグラフィックス（廣川書店）
第十六改正日本薬局方解説書医薬品各条生薬等（廣川書店）

オフィスアワー
随時

生薬化学        
2年次
後期 必修 1単位 担当教員名 准教授 士反　伸和

講師 西山　由美
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一般目標（GIO）
人体の基本構造を理解するために、各器官系の構造と機能に関する基本的知識を修得し、また、恒常性の維持機構を個体レベルで
理解するために、生体の調節機構に関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．ヒトの身体を構成する臓器の名称、形態および体内での位置、各臓器の役割分担を説明できる。
２．臓器、組織を構成する代表的な細胞の種類を列挙し、形態的および機能的特徴を説明できる。
３．神経系の構成と機能を説明できる。
４．主な骨と関節、骨格筋の名称を挙げ、位置を示すことができる。
５．心臓、血管系、リンパ系について機能と構造を関連づけて説明できる。
６．肺、気管支について機能と構造を関連づけて説明できる。
７．消化管、肝臓、膵臓、胆嚢について機能と構造を関連づけて説明できる。
８．泌尿器・生殖器系臓器について機能と構造を関連づけて説明できる。
９．内分泌系臓器について機能と構造を関連づけて説明できる。
10．眼、耳、鼻などの感覚器、および皮膚について機能と構造を関連づけて説明できる。
11．骨髄、脾臓、胸腺などの血液・造血器系臓器について機能と構造を関連づけて説明できる。

準備学習（予習・復習等）
高校卒業までに学習した「生物」の知識は必須です。
特に受験で「生物」を選択しなかった学生は、「生物」をよく復習してから講義に臨んでください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 江本　憲昭 解剖学総論 人体の区分、各臓器の名称・形態・位置の概説 C8（1）-1-1,2

第２回 波多江　崇 組織学総論
内分泌系・体液の恒常性

人体構成組織の構造と機能
内分泌系の構造と機能および体液調節機構

C8（1）-10-1
C8（2）-1-1,2
C8（3）-2-1,2
C8（3）-4-1,2

第３回 波多江　崇 神経系・骨格系・筋肉系（１） 中枢神経系および末梢神経系の構造と機能 C8（1）-2-1,2
C8（3）-1-1,2,3

第４回 波多江　崇 神経系・骨格系・筋肉系（２） 骨・関節・筋肉の構造と機能 C8（1）-3-1,2
C8（3）-1-4

第５回 江本　憲昭 循環器系（１） 心臓の構造と機能 C8（1）-5-1

第６回 江本　憲昭 循環器系（２） 血管系・リンパ系の構造と機能
血液・造血器系臓器について機能と構造

C8（1）-5-2,3
C8（1）-12-1
C8（3）-3-3

第７回 江本　憲昭 循環器系（３） 血圧の調節機構 C8（3）-3-1

第８回 江本　憲昭 呼吸器系 呼吸器の構造と機能
肺および組織におけるガス交換

C8（1）-6-1
C8（3）-3-2

第９回 江本　憲昭 消化器系 消化器系の構造と機能 C8（1）-7-1,2
C8（3）-5-1,2

第10回 江本　憲昭 泌尿器系 泌尿器系の構造と機能 C8（1）-8-1
第11回 波多江　崇 皮膚・感覚器系 皮膚および感覚器の構造と機能 C8（1）-11-1
第12回 江本　憲昭 生殖器系 生殖器系の構造と機能 C8（1）-9-1

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
得意になる解剖生理（照林社）美田誠二　
プリント

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

機能形態生理学  
2年次
前期 必修 1単位 担当教員名 教授 江本　憲昭

准教授 波多江　崇
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一般目標（GIO）
生命活動の担い手であるタンパク質、酵素について理解するために、その構造、性状、代謝についての基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．タンパク質の主要な機能を列挙できる。
２．タンパク質の構造と機能発現に必要な翻訳後修飾について説明できる。
３．タンパク質の取扱いについて説明できる。
４．酵素反応の特性を一般的な化学反応と対応させて説明できる。
５．代表的な酵素反応様式と酵素反応における補酵素、微量金属の役割を説明できる。
６．酵素反応速度論と代表的な酵素活性調節機構について説明できる。
７．酵素以外の機能タンパク質・生理活性分子・シグナル分子の構造と機能が概説できる。

準備学習（予習・復習等）
教科書を使用した復習が大前提である。講義中に強調した用語や、教科書で青字になっている用語を中心にまとめること（30分程
度）。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 三上　雅久 タンパク質の機能と構造 タンパク質の性質と分類 C9（3）-1-1
第２回 三上　雅久 タンパク質の機能と構造 タンパク質の立体構造 C9（3）-1-2

第３回 三上　雅久 タンパク質の機能と構造
タンパク質代謝

タンパク質の翻訳後修飾と種類
タンパク質の修飾・細胞内局在・分解 C9（3）-1-3

第４回 三上　雅久 タンパク質の取扱い タンパク質の分離・精製法・研究法 C9（3）-4-2,3

第５回 三上　雅久 酵素の一般的性質
酵素反応速度論

酵素の性質と分類・補酵素
酵素反応の条件 C9（3）-2-1,2,3

第６回 三上　雅久 酵素反応速度論 酵素反応速度論 C9（3）-2-4
第７回 三上　雅久 酵素反応速度論 酵素反応の阻害 C9（3）-2-4
第８回 三上　雅久 酵素の形態と活性調節 酵素の形態と調節酵素 C9（3）-2-5

第９回 三上　雅久 機能タンパク質 細胞内外の物質や情報の授受に必要なタンパク質 C9（3）-3-1,4
C9（5）-5-1

第10回 三上　雅久 機能タンパク質 細胞内情報伝達関連タンパク質 C9（5）-5-2,3,4
第11回 三上　雅久 機能タンパク質 サイトカイン C9（5）-4-1,2,3

第12回 三上　雅久 機能タンパク質 物質の輸送を担うタンパク質・血漿リポタンパク質
細胞骨格タンパク質 C9（3）-3-2,3,5

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
NEW生化学…第 2版（廣川書店）

指定参考書
スタンダード薬学教育シリーズ 4　生物系薬学 II（東京化学同人）
ヴォートの生化学（東京化学同人）
ビジュアルワイド図説生物（東京書籍）

オフィスアワー
質問は随時受け付ける。

生化学Ⅱ        
2年次
前期 必修 1単位

担当教員名 講師 三上　雅久
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一般目標（GIO）
生命活動が生体エネルギーによって支えられていることを理解するために、食物成分からのエネルギー産生、および糖質、脂質、
タンパク質の代謝に関わる基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．食物中の栄養成分の消化・吸収、体内運搬について概説できる。
２．ATPが高エネルギー化合物であることを化学構造をもとに説明できる。
３．解糖系、クエン酸回路、電子伝達系（酸化的リン酸化）について説明できる。
４．ペントースリン酸回路、アルコール発酵、乳酸発酵の生理的役割を説明できる。
５．糖新生とグリコーゲンの役割について説明できる。
６．飢餓状態のエネルギー代謝について説明できる。
７．食餌性の血糖変動、インスリンとグルカゴンの役割を説明できる。
８．核酸塩基の代謝（生合成と分解）を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
教科書を中心とした講義を行うので、授業中に重要と言った部分に線を引き、その部分を必ず復習すること（３０分程度）。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 三上　雅久 エネルギーと生命 栄養素の利用
ATPの産生

C9（4）-1-1
C9（4）-2-1

第２回 三上　雅久 糖質代謝 解糖系 C9（4）-2-2
第３回 三上　雅久 糖質代謝 アルコール発酵、乳酸発酵 C9（4）-2-10
第４回 三上　雅久 糖質代謝 クエン酸サイクル C9（4）-2-3

第５回 三上　雅久 糖質代謝 ミトコンドリアの役割と電子伝達系
酸化的リン酸化 C9（4）-2-4,7,8

第６回 三上　雅久 糖質代謝 ペントースリン酸回路とその他のエネルギー代謝経路 C9（4）-2-5,6,9
第７回 北川　裕之 糖質代謝 糖新生 C9（4）-3-2
第８回 北川　裕之 糖質代謝 グリコーゲンの合成と分解 C9（4）-3-1,6
第９回 北川　裕之 糖質代謝 飢餓状態のエネルギー代謝 C9（4）-3-3
第10回 北川　裕之 糖質代謝 血糖変動とホルモン調節 C9（4）-3-4,5,6
第11回 北川　裕之 糖質代謝 まとめ C9（4）-3-7,8
第12回 北川　裕之 糖質代謝 核酸塩基の生合成と分解 C9（2）-1-1

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
NEW生化学…第 2版（廣川書店）

指定参考書
スタンダード薬学教育シリーズ 4　生物系薬学 II（東京化学同人）
ヴォートの生化学（東京化学同人）
ビジュアルワイド図説生物（東京書籍）

オフィスアワー
質問は随時受け付ける。

生化学Ⅲ        
2年次
後期 必修 1単位 担当教員名 教授 北川　裕之

講師 三上　雅久



210

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

教
養
教
育
専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

一般目標（GIO）
生命のプログラムである遺伝子を理解するために、核酸の構造、機能および代謝に関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．核酸塩基の代謝（生合成と分解）を説明できる。
２．DNAと RNAの構造について説明できる。
３．遺伝子発現に関するセントラルドグマについて概説できる。
４．染色体の構造を説明できる。
５．RNAの種類と働きについて説明できる。
６．DNAから RNAへの転写について説明できる。
７．RNAからタンパク質への翻訳の過程について説明できる。
８．DNAの複製と修復の過程について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
教科書を中心とした講義を行うので、授業中に重要と言った部分に線を引き、その部分を必ず復習すること（３０分程度）。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 北川　裕之 核酸とその構成成分　 核酸の構成成分とヌクレオチド関連化合物 C9（2）-1-1
第２回 北川　裕之 核酸とその構成成分 DNAの構造 C9（2）-1-2

第３回 北川　裕之 核酸とその構成成分 RNAの構造 C9（2）-1-3
C9（2）-2-6

第４回 北川　裕之 核酸とその構成成分 核酸の性質と構造変化 C9（2）-2-2
C9（2）-4-2

第５回 北川　裕之 遺伝子と染色体 遺伝子の本体 C9（2）-2-3,…4
第６回 北川　裕之 遺伝子と染色体 遺伝情報の流れ C9（2）-2-1
第７回 北川　裕之 遺伝子と染色体 DNAの超らせん化 C9（2）-2-4

第８回 北川　裕之 遺伝子と染色体 染色体とクロマチン、ゲノムの構造 C9（2）-2-4,…5
C9（2）-5-1

第９回 北川　裕之 DNAの代謝 DNA複製 C9（2）-4-1
第10回 北川　裕之 DNAの代謝 DNA修復とDNA組換え C9（2）-4-2,…3
第11回 北川　裕之 遺伝子発現 DNAから RNAへの転写 C9（2）-3-1

第12回 北川　裕之 遺伝子発現 転写の調節と RNAプロセッシング
RNAからタンパク質への翻訳 C9（2）-3-2,…3,…4,…5

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
NEW生化学　第２版（廣川書店）

指定参考書
スタンダード薬学シリーズ 4…生物系薬学Ⅱ（東京化学同人）
Essential…細胞生物学（南江堂）
ビジュアルワイド図説生物（東京書籍）

オフィスアワー
質問は随時受け付けます。

分子生物学Ⅰ    
2年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 北川　裕之
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一般目標（GIO）
感染症に対し、適切に治療を行うためには、微生物の種類と、各微生物の増殖能や特有の構造を理解する必要がある。微生物学Ⅰでは、
微生物を大きく細菌、真菌、原虫、ウイルスに分け、それぞれの特徴を理解することを目標とする。

到達目標（SBOs）
１．生態系の中での微生物の役割について説明できる。
２．原核生物と真核生物の違いを説明できる。
３．細菌の構造と増殖機構を説明できる。
４．グラム陽性菌と陰性菌、好気性菌と嫌気性菌の違いを説明できる。
５．腸内細菌の役割について説明できる。
６．代表的な原虫、寄生虫の疾患について概説できる。
７．代表的なウイルスの構造と増殖過程を説明できる。
８．代表的な細菌毒素の作用を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
微生物は、疾病の原因として重要な位置をしめるのみならず、生態系の維持やヒトの生命活動にも深く関わる。このように重要な
役割を担う微生物を理解するためには、生物学、生化学、分子生物学など多岐にわたる知識が必要とされる。微生物学を受講する
前に、一年生で学んだことをもう一度復習してから、講義にのぞむことを希望する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 小西　守周 微生物とは 生態系の中での微生物の役割と腸内細菌、常在菌の役割につ
いて

C8（4）-1-1
C8（4）-2-5

第２回 小西　守周 原核生物と真核生物 原核生物と真核生物の違い C8（4）-1-2
C8（4）-2-2

第３回 小西　守周 細菌の構造 細菌の構造（１） C8（4）-2-1
第４回 小西　守周 細菌の構造 細菌の構造（２） C8（4）-2-1
第５回 小西　守周 細菌の構造 細胞壁におけるペプチドグリカンについて C8（4）-2-1
第６回 小西　守周 細菌の構造 グラム陽性菌と陰性菌について C8（4）-2-3
第７回 小西　守周 細菌の増殖、エネルギー代謝 細菌の増殖機構 C8（4）-2-1

第８回 小西　守周 真菌、原虫について 代表的な真菌、原虫、寄生虫について
C8（4）-5-1
C8（4）-5-2
C10（3）-1-13

第９回 小西　守周 ウイルス総論 ウイルスの構造について C8（4）-4-1
C8（4）-4-2

第10回 小西　守周 ウイルス総論 ウイルスの増殖過程について（１） C8（4）-4-1
C8（4）-4-3

第11回 小西　守周 ウイルス総論 ウイルスの増殖過程について（２） C8（4）-4-1
第12回 小西　守周 細菌毒素 代表的な細菌毒素の作用 C8（4）-3-1

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
ポイントがわかる薬科微生物学第２版（京都廣川書店）

指定参考書
なし

オフィスアワー
必要に応じて開催する可能性がある。質問は２号館３階微生物化学研究室にて対応する。

微生物学Ⅰ      
2年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 小西　守周
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一般目標（GIO）
薬剤耐性化などを起こしうる病原微生物に対しては、適切かつ効率的な治療法の開発、選択が必要とされる。微生物学Ⅱでは、微
生物学Ⅰで学んだ基礎知識をもとに、細菌の多様性を生む遺伝子伝達や、個々の微生物の特徴、関連する疾患について理解するこ
とを目標とする。

到達目標（SBOs）
１．細菌の遺伝子伝達（接合、形質導入、形質転換）について説明できる。
２．グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レンサ球菌）の細菌学的特徴とそれが引きおこす代表的な疾患について概説できる。
３．グラム陽性桿菌（破傷風菌、ボツリヌス菌など）の細菌学的特徴とそれが引きおこす代表的な疾患について概説できる。
４．グラム陰性球菌（淋菌）の細菌学的特徴とそれが引きおこす代表的な疾患について概説できる。
５．グラム陰性桿菌（大腸菌、赤痢菌、サルモネラ菌、コレラ菌、腸炎ビブリオなど）の細菌学的特徴とそれが引きおこす代表的

な疾患について概説できる。
６．グラム陰性スピリルム属病原菌（ヘリコバクター・ピロリ菌など）の細菌学的特徴とそれが引きおこす代表的な疾患について

概説できる。
７．抗酸菌（結核菌など）の細菌学的特徴とそれが引きおこす代表的な疾患について概説できる。
８．スピロヘータ、マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアについてその特性を説明できる。
９．スピロヘータ、マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアの微生物学的特徴とそれが引きおこす代表的な疾患について概説できる。
10．真菌（アスペルギルス、クリプトコッカス、カンジダなど）の微生物学的特徴とそれが引きおこす代表的な疾患について概説

できる。
11．主なDNAウイルス（ヒトヘルペスウイルス、B型肝炎ウイルス）が引きおこす代表的な疾患について概説できる。
12．主な RNAウイルス（A型肝炎ウイルス、C型肝炎ウイルス、インフルエンザウイルス）が引きおこす代表的な疾患について

概説できる。
13．レトロウイルス（HIV、HTLV）が引きおこす疾患について概説できる。
14．プリオン感染症の病原体の特徴と発症機序について概説できる。

準備学習（予習・復習等）
微生物が起こす疾病を理解するためには、各微生物に対する知識が必要となる。その知識が治療法の選択、開発へと繋がる。微生
物学Ⅱは最終的に治療へと結びつく重要な講義であることを理解し、毎回、30分程度であっても、復習することにより確実に知識
を習得していくことが望まれる。
短い時間であるため、各微生物における重要な項目を選択して講義する。したがって、講義を受けた者が、講義で触れられなかっ
た部分に関しては、自ら知識を拡充していくことを推奨する。
質問は 2号館 3階の微生物化学研究室まで。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 小西　守周 細菌の遺伝子伝達 接合 C8（4）-2-6
第２回 小西　守周 細菌の遺伝子伝達 形質転換、形質導入 C8（4）-2-6
第３回 小西　守周 グラム陽性菌 グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レンサ球菌） C10（3）-1-4
第４回 小西　守周 グラム陽性菌 有芽胞グラム陽性桿菌（破傷風菌、ボツリヌス菌など） C10（3）-1-6
第５回 小西　守周 グラム陽性菌 グラム陽性桿菌（ジフテリア菌、結核菌など） C10（3）-1-6,9
第６回 小西　守周 グラム陰性菌 グラム陰性球菌（淋菌）グラム陰性桿菌（緑膿菌など） C10（3）-1-5,7
第７回 小西　守周 グラム陰性菌 グラム陰性桿菌（大腸菌など） C10（3）-1-7

第８回 小西　守周 グラム陰性菌 グラム陰性桿菌（コレラ菌など）とグラム陰性スピリルム属病原菌（ヘリコ
バクター・ピロリ菌） C10（3）-1-7,8

第９回 小西　守周 スピロヘータなど スピロヘーター、マイコプラズマ、リケッチア、クラミジア、プリオンなど C8（4）-2-5
C10（3）-1-7,10

第10回 小西　守周 真菌による感染症 病原性真菌の各論 C10（3）-1-11
第11回 小西　守周 DNAウイルス各論 単純ヘルペスウイルスと B型肝炎ウイルスなど C10（3）-1-1
第12回 小西　守周 RNAウイルス各論 C型肝炎ウイルスとインフルエンザウイルス、レトロウイルスなど C10（3）-1-2,3

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
ポイントがわかる薬科微生物学第２版（京都廣川書店）

指定参考書
なし

オフィスアワー
必要に応じて開催する可能性がある。質問は２号館３階微生物化学研究室にて対応する。

微生物学Ⅱ      
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 教授 小西　守周
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一般目標（GIO）
健康維持に必要な栄養素を科学的に理解するために、栄養素、代謝、食品の安全性と衛生管理などに関する基本的知識と技能を修
得する。

到達目標（SBOs）
【栄養素】
１．栄養素（三大栄養素、ビタミン、ミネラル）を列挙し、それぞれの役割について説明できる。
２．各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセスを概説できる。
３．脂質の体内運搬における血漿リポタンパク質の栄養学的意義を説明できる。
４．食品中のタンパク質の栄養的な価値（栄養価）を説明できる。
５．エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼吸商、エネルギー所要量の意味を説明できる。
６．栄養素の食事摂取基準の意義について説明できる。
７．日本における栄養摂取の現状と問題点について説明できる。
８．栄養素の過不足による主な疾病を列挙し、説明できる。
【食品の品質と管理】
１．食品が腐敗する機構について説明できる。
２．油脂が変敗する機構を説明できる。
３．食品の褐変を引き起こす主な反応とその機構を説明できる。
４．食品の変質を防ぐ方法（保存法）を説明できる。
５．代表的な保健機能食品を列挙し、その特徴を説明できる。
６．遺伝子組換え食品の現状を説明できる。
【食中毒】
１．食中毒の種類を列挙し、発生状況を説明できる。
２．代表的な細菌性・ウイルス性食中毒を列挙し、それらの原因となる微生物の性質、症状、原因食品および予防方法について説

明できる。
３．食中毒の原因となる自然毒を列挙し、その原因物質、作用機構、症状の特徴を説明できる。
４．代表的なマイコトキシンを列挙し、それによる健康障害について概説できる。
５．化学物質（重金属、残留農薬など）による食品汚染の具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影響を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
講義前に講義予定範囲の教科書を一通り読み、講義日には配布プリントを活用しながら復習ノートを作成しましょう（30分）。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 津川　尚子 栄養素とは 栄養素の役割と消化・吸収機構 C11（1）-1-1,2

第２回 津川　尚子 糖質、脂質の栄養学的意義 糖質および脂質の代謝と栄養学的意義。血漿リポタンパク質の
種類と役割 C11（1）-1-1,2,3

第３回 津川　尚子 タンパク質の栄養学的意義と栄養
価の評価

タンパク質の代謝と栄養学的意義。食品中タンパク質の栄養価
（生物価、アミノ酸スコア）の評価… C11（1）-1-1,4

第４回 津川　尚子 ミネラル・食物繊維 ミネラルと食物繊維の生体内での役割 C11（1）-1-1
第５回 津川　尚子 脂溶性ビタミン 脂溶性ビタミンの生体内での役割と作用機構 C11（1）-1-1
第６回 津川　尚子 水溶性ビタミン 水溶性ビタミンの生体内での役割と作用機構 C11（1）-1-1
第７回 津川　尚子 エネルギー代謝 栄養素のエネルギー、呼吸商、エネルギー測定法、基礎代謝量 C11（1）-1-5

第８回 津川　尚子 食事摂取基準、食品成分、遺伝子
組換え食品

エネルギーおよび栄養素の摂取基準。日本における栄養摂取の
現状と問題点
保健機能食品、特別用途食品、アレルギー物質を含む食品の表
示制度　遺伝子組み換え食品の種類、安全性評価、表示制度

C11（1）-1-6,7,8
C11（1）-2-9,10

第９回 岡野　登志夫 食品の腐敗と保存 食品の腐敗によって生成する成分。食品の保存方法… C11（1）-2-1,4
第10回 岡野　登志夫 油脂の変敗、褐変現象 油脂の変敗機構とその指標。食品の褐変の主な反応とその機構 C11（1）-2-2,3

第11回 岡野　登志夫 細菌性・ウイルス性食中毒 細菌性・ウイルス性食中毒の原因となる微生物の性質、症状、
原因食品 C11（1）-3-1,2

第12回 岡野　登志夫 自然毒食中毒 自然毒食中毒の原因物質やマイコトキシンの作用機構と症状…
化学物質による食品汚染例と健康への影響 C11（1）-3-3,4,5

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
New衛生薬学（岡野登志夫、山﨑裕康編、廣川書店）
衛生薬学サブノート（岡野登志夫他、廣川書店）

衛生薬学Ⅰ      
2年次
後期 必修 1単位 担当教員名 教授 岡野　登志夫

准教授 津川　尚子
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指定参考書
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会編）第５巻「健康と環境」東京化学同人、
国民衛生の動向 2012/2013（厚生統計協会）、
国民健康・栄養の現状　平成２１年厚生労働省国民栄養調査結果（第一出版）

オフィスアワー
随時



215

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

教
養
教
育

一般目標（GIO）
地球生態系や生活環境を保全、維持できるようになるために、環境汚染物質などの成因、測定法、生体への影響、汚染防止、汚染
除去などに関する基本的知識、技能、態度を身につける。

到達目標（SBOs）
１．地球環境の成り立ち、生態系の構成員とその相互関係を説明できる。
２．水の浄化法と消毒法の原理と問題点について説明できる。
３．水道水の水質基準の主な項目を列挙し、測定法を説明できる。
４．下水処理および排水処理の主な方法について説明できる。
５．土壌汚染および水質汚濁の主な指標を列挙し、測定法を説明できる。
６．大気汚染物質を列挙し、発生源、測定法、発生防止対策について説明できる。
７．電離・非電離放射線の性質と生体影響について説明できる。
８．室内環境の評価指標、測定法、健康影響について説明できる。
９．廃棄物の種類と処理法、産業廃棄物・医療廃棄物について説明できる。
10．マニフェスト制度、循環型社会、PRTR 法について説明できる。
11．典型七公害、四大公害事例、環境基本法の理念について説明できる。
12．地球環境保全とその問題点および対策について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
医療人として常に環境問題に注意を払うことが重要です。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 岡野　登志夫 地球環境と生態系
地球環境の成り立ち、生態系の構造と特徴、生態系の要素、
炭素・窒素循環、生分解、食物連鎖と生物濃縮、難分解性、
非意図的生成物、化学物質の環境内動態と健康影響

C12（2）-1-1,2,3,4,5,6

第２回 岡野　登志夫 水環境Ⅰ．水の衛生 原水、水の浄化法、消毒法、消毒基準、塩素消毒の問題点 C12（2）-2-1,2,3

第３回 岡野　登志夫 水環境Ⅱ．水道水の水質基準
水道水の水質基準項目（一般細菌、大腸菌、有機物、硝酸態・
亜硝酸態窒素、アンモニア性窒素、硬度、残留塩素など）と
測定法

C12（2）-2-4

第４回 岡野　登志夫 水環境Ⅲ．下水・排水の処理
下水処理工程、活性汚泥法、オキシデーションディッチ法、
生物膜法、酸化池法、汚泥消化法、脱窒、脱リン、産業排水
処理法

C12（2）-2-5

第５回 岡野　登志夫 水環境Ⅳ．水質汚濁 水質汚濁物質（溶存酸素、生物化学的酸素要求量、化学的酸
素要求量、全窒素、全リン、n- ヘキサン抽出物）と測定法 C12（2）-2-6,7

第６回 岡野　登志夫 大気環境Ⅰ．大気汚染物質とその
測定法

大気の組成、大気汚染物質の種類、発生源、健康影響、気象要因、
測定法 C12（2）-3-1,2,3,4

第７回 岡野　登志夫 大気環境Ⅱ．大気汚染に係る環境
基準と汚染防止対策

環境基本法による排出基準と総量規制基準、排煙処理法、常
時監視と緊急時の措置、生態系への影響 C12（2）-6-2,3

第８回 岡野　登志夫 室内環境と法規制 室内環境基準項目と測定法、室内環境の健康影響 C12（2）-4-1,2,3,4

第９回 岡野　登志夫 廃棄物
廃棄物の種類と処理方法、産業廃棄物と医療廃棄物、マニフェ
スト制度、PRTR 制度、MSDS 制度、循環型社会形成、現状
と問題点

C12（2）-5-1,2,3,4,5

第10回 岡野　登志夫 環境保全と法的規制
環境基本法の理念と環境基準、典型七公害、四大公害事例、
オゾン層破壊、酸性雨、地球温暖化、海洋汚染、富栄養化、
放射性物質による環境汚染、汚染防止対策

C12（2）-1-4,5,6,7
C12（2）-2-8
C12（2）-6-1,2,3,4

第11回 岡野　登志夫 電離放射線 電離放射線の種類と性質、生体影響、防御方法、電離放射線
による環境問題 C12（1）-5-1,2,3,4,5,6

第12回 岡野　登志夫 非電離放射線 非電離放射線の種類と性質、生体影響 C12（1）-6-1,2,3

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
New衛生薬学（岡野登志夫、山﨑裕康編、廣川書店）、衛生薬学サブノート（岡野登志夫他、廣川書店）

環境衛生学      
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 教授 岡野　登志夫
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指定参考書
衛生試験法・注解 2010
衛生試験法・要説 2005
国民衛生の動向 2012/2013（厚生労働統計協会）
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会編）第 5巻『健康と環境』東京化学同人

オフィスアワー
質問は在室中ならいつでも結構です。
お気軽におこしください。
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一般目標（GIO）
薬物が生体に与える効果について、理論的に考察できるようになるために、体内で薬物と生体内分子がどのように関わりあい、作
用を示すのか学ぶ。

到達目標（SBOs）
１．薬物の用量と作用の関係、主作用、副作用、有害作用、毒性について説明できる。
２．アゴニストとアンタゴニストについて説明できる。
３．薬物が作用するしくみについて、受容体、酵素、およびチャネルを例に挙げて説明できる。
４．代表的な薬物受容体を列挙し、刺激あるいは阻害された場合の生理反応を説明できる。
５．薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内情報伝達系を列挙し、活性化された場合の生理反応を説明できる。
６．薬効に個人差が生じる理由、薬物相互作用、薬物依存性について説明できる
７．自律神経系、運動神経系、神経節に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作

用について説明できる。
８．局所麻酔薬について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
予習よりも復習を勧めます。
薬理学Ｉは、教科書　最新薬理学の１から１３４ページまでの講義です。
予習するのであれば、その内容を予習してください。
復習についてですが、授業では、主にプリントを使います。
プリントで受けた講義内容を、教科書　最新薬理学を使って復習してください。
薬がなぜ効くのか理解するために必要な基礎的知識を習得する科目です。
他の科目の内容を理解する上でも必要な知識ですので、２年次の間に内容を理解してください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 八巻　耕也 薬理学総論Ⅰ 受容体と細胞内情報伝達、薬物の用量と作用 C13（1）-1-1 ～ 5
C13（1）-3-1 ～ 2

第２回 八巻　耕也 薬理学総論Ⅱ 薬効に関与する因子 C13（1）-1-6 ～ 8
C13（1）-2-1 ～ 5

第３回 八巻　耕也 神経伝達 神経の一般的伝達機構とその機能
C13（1）-1-3 ～ 5
C13（2）-2-1 ～ 3
C13（2）-3-1 ～ 2

第４回 八巻　耕也 生理活性物質Ⅰ アセチルコリン 〃
第５回 八巻　耕也 生理活性物質Ⅱ カテコールアミン 〃
第６回 八巻　耕也 生理活性物質Ⅲ その他の生理活性物質 〃

第７回 八巻　耕也 アドレナリンα、β受容体作動薬 アドレナリンαおよびβ受容体作動薬の薬理作用、作用機序、
副作用 C13（2）-2-1

第８回 八巻　耕也 アドレナリンα、β受容体遮断薬
アドレナリン作動性神経遮断薬

アドレナリンαおよびβ受容体遮断薬の薬理作用、作用機序、
副作用
アドレナリン作動性神経遮断薬の薬理作用、作用機序、副作
用

C13（2）-2-1

第９回 八巻　耕也 コリン作動薬
抗コリン薬

コリン作動薬の薬理作用、作用機序、副作用
抗コリン薬の薬理作用、作用機序、副作用 C13（2）-2-2

第10回 八巻　耕也 自律神経節に作用する薬物 自律神経節に作用する薬物の薬理作用、作用機序、副作用 C13（2）-2-3
第11回 八巻　耕也 神経筋接合部に作用する薬物 神経筋接合部に作用する薬物の薬理作用、作用機序、副作用 C13（2）-3-2
第12回 八巻　耕也 局所麻酔薬 局所麻酔薬の薬理作用、作用機序、副作用 C13（2）-3-1

成績評価方法
定期試験 100点

教科書
最新薬理学（廣川書店）

指定参考書
グッドマン・ギルマン　薬理書（廣川書店）
ＮＥＷ薬理学（南江堂）

オフィスアワー
年１回　12月中旬から下旬ごろに、質問を受け付けるオフィスアワーを設けます。

薬理学Ⅰ        
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 講師 八巻　耕也
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一般目標（GIO）
薬物と製剤材料の性質を理解し、応用するために、それらの物性に関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．溶液の濃度と性質について説明できる。
２．物質の溶解とその速度および溶解した物質の膜透過速度について説明できる。
３．物質の溶解に対して酸・塩基反応が果たす役割を説明できる。
４．界面の性質および代表的な界面活性剤の種類と性質について説明できる。
５．乳剤の型と性質について説明できる。
６．代表的な分散系を列挙し、その性質と分散粒子の沈降現象について説明できる。
７．流動と変形（レオロジー）の概念を理解し、代表的なモデルについて説明できる。
８．製剤分野で汎用される高分子の物性について説明できる。
９．粉体の性質について説明できる。
10．製剤材料としての分子集合体について説明できる。
11．薬物と製剤材料の安定性に影響する要因、安定化方法を列挙できる。

準備学習（予習・復習等）
製剤学の基礎となる分野であり数式を扱うことも多く、講義内容の理解には日常の復習が不可欠です。毎時間行う小テストの見直し、
授業で配布する練習問題については、その日行った範囲の問題は次回の授業までに必ず各自で解いておくこと。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 北河　修治 分散系 界面の性質、代表的な界面活性剤の種類と性質 C16（1）-2-1,2
第２回 北河　修治 分散系 乳剤の型と性質 C16（1）-2-3
第３回 北河　修治 分散系 代表的な分散系の性質、分散粒子の沈降現象　 C16（1）-2-4,5
第４回 北河　修治 製剤材料の物性 流動と変形 C16（1）-3-1
第５回 北河　修治 製剤材料の物性 高分子の性質、製剤用高分子 C16（1）-3-2,3
第６回 北河　修治 製剤材料の物性 粉体の性質（1） C16（1）-3-4
第７回 北河　修治 製剤材料の物性 粉体の性質（2）　 C16（1）-3-4
第８回 北河　修治 製剤材料の物性 粉体の性質（3）… C16（1）-3-4
第９回 北河　修治 物質の溶解　 溶液の濃度と性質、溶解度、溶解度の調節 C16（1）-1-1,4
第10回 北河　修治 物質の溶解　 拡散と溶解速度… C16（1）-1-2,3
第11回 北河　修治 製剤材料の物性 複合体、薬物と製剤材料の安定性に影響する要因 C16（1）-3-6
第12回 北河　修治 製剤材料の物性 粉末Ｘ線回折測定、製剤材料の物性測定 C16（1）-3-7,8

成績評価方法
定期試験（90点）、小テスト（10点）

教科書
ベーシック薬学教科書シリーズ 20　薬剤学第２版（北河修治　編）化学同人

指定参考書
NEWパワーブック物理薬剤学・製剤学第２版（金尾義治、北河修治　編）廣川書店

オフィスアワー
質問は講義日のお昼休みと放課後、10号館１階製剤学研究室にて対応します。

創薬物理薬剤学  
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 教授 北河　修治
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一般目標（GIO）
生体分子や医薬品、放射性物質の物理化学的性質を調べる実験を通して、薬学における物理化学的思考や基本的実験手法を修得する。

到達目標（SBOs）
１．旋光度測定法や導電率測定法などの日本薬局方に収載されている物理化学的試験法について説明できる。
２．表面張力、活性化エネルギーなどの測定原理や方法について説明できる。
３．生体分子の立体構造や安定性、医薬品との相互作用について具体例を挙げて説明できる。
４．放射線の測定原理や方法について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
出席と実習態度を重要視しますので、無断欠席やふまじめな態度は厳禁です。
予習も大切ですので、実習テキストを前もって読んでくること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回
向　高弘
田中　将史
萩森　政頼

旋光度 旋光度測定によるショ糖加水分解反応の追跡 C1（4）-1-3

第２回
向　高弘
田中　将史
萩森　政頼

表面張力 SDS水溶液の表面張力および導電率測定 C1（3）-1-6

第３回
向　高弘
田中　将史
萩森　政頼

薬物の膜結合性１ 生体膜モデル粒子（リポソーム）の調製と濃度決定 C3（2）-2-3

第４回
向　高弘
田中　将史
萩森　政頼

薬物の膜結合性２ 生体膜モデル粒子（リポソーム）への薬物の分配係数の決定 C3（2）-2-4

第５回
向　高弘
田中　将史
萩森　政頼

放射線の測定 GM計数管によるβ線の測定、計数の統計的変動の理解 C1（1）-4-5

第６回
向　高弘
田中　将史
萩森　政頼

放射線防護 サーベイメータによる空間線量測定と汚染検査 C1（1）-4-5

成績評価方法
・レポート（50%）
・平常点（50%）配点内訳：出席と受講（実習）態度で評価する。

教科書
物理化学実習テキスト（薬品物理化学研究室編）

指定参考書
製剤への物理化学　第２版（廣川書店）
生体膜の動的構造　第２版（東京大学出版会）
図解　放射性同位元素等取扱者必携（オーム社）

オフィスアワー
随時

物理化学系実習  
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 教授 向　高弘
講師 田中　将史
講師 萩森　政頼
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一般目標（GIO）
医薬品の化学的および物理的定量分析に必要な基本的知識を修得し、…試薬の取扱いや装置…・…器具の的確な操作法を身につける。

到達目標（SBOs）
１．酸塩基滴定の原理、操作法を修得する。
２．酸化還元滴定の原理、…操作法を修得する。
３．代表的な日本薬局方収載医薬品の容量分析について説明できる。
４．実験値を用いた計算および簡単な統計処理ができる。
５．紫外可視吸光度測定法の原理を説明し、測定操作ができる。
６．液体クロマトグラフィーの分離機構を説明し、化学物質の分離分析ができる。
７．分析試料の適切な取り扱いと目的に即した前処理ができる。
８．標準物質を用いた定量ができる。

準備学習（予習・復習等）
安全が第一。必ず保護眼鏡を使用し慎重な動作を。説明に従った実験を機械的に行うにとどまらず、学習した理論の実践・検証の
場であることが望まれます。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 小林　典裕
大山　浩之 酸塩基滴定１… 塩酸標準液の調製と標定 C2（2）-3-7

第２回 小林　典裕
大山　浩之 酸塩基滴定２… 塩酸標準液による局方医薬品の定量 C2（2）-3-7

第３回 小林　典裕
大山　浩之 酸化還元滴定１… チオ硫酸ナトリウム標準液の調製と標定 C2（2）-3-7

第４回 小林　典裕
大山　浩之 酸化還元滴定２… チオ硫酸ナトリウム標準液による局方医薬品の定量 C2（2）-3-7

第５回 小林　典裕
大山　浩之 紫外可視吸光度測定法 局方医薬品の定量 C3（1）-1-6

第６回 小林　典裕
大山　浩之 液体クロマトグラフィー 分析試料の前処理と局方医薬品の定量 C2（2）-5-3

成績評価方法
・レポート（40点）
・平常点（60点）配点内訳：出席と実習態度

教科書
分析化学実習書（神戸薬科大学生命分析化学研究室編）

指定参考書
NEW薬品分析化学（小林典裕、藤井洋一編著、廣川書店）

オフィスアワー
随時

分析化学系実習  
2年次
前期 必修 1単位 担当教員名 教授 小林　典裕

助教 大山　浩之
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一般目標（GIO）
有機化学系 I 実習で習得した有機化学実験の基本操作を応用して医薬品の合成を行い、創薬の基礎を修得する。さらに、医薬品の化
学的性質を理解するために代表的な確認反応を行い、医薬品の性質を修得する。

到達目標（SBOs）
１．アミンを酸アミドに変換できる。
２．メチル基をカルボキシル基へ変換できる。
３．酸アミドをアミンに変換できる。
４．カルボン酸をエステルに変換できる。
５．アルドール縮合反応ができる。
６．Michael 付加反応ができる。
７．ケトンからエナミンに変換できる。
８．各種定性反応ができる。
９．各種化学反応を行い、その結果から論理的思考ができる。

準備学習（予習・復習等）
毎回行われる実習内容説明を傾聴し、正しい実験装置を組み立て、正しい実験操作を行い、正しく実験結果を理解できるように絶
えず考えながら実習を行うことが重要である。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回
宮田　興子
上田　昌史
武田　紀彦

Ethyl…p-aminobenzoate の合成
各種官能基の確認反応

N-Acetyl-p-toluidine の合成
各種官能基の確認反応

C4（3）-1-4,5
C5（1）-12
C5（2）-5-2,3

第２回
宮田　興子
上田　昌史
武田　紀彦

Ethyl…p-aminobenzoate の合成
各種官能基の確認反応

p-Acetamidobenzoic…acid の合成
各種官能基の確認反応

C4（3）-1-4,5
C5（1）-12
C5（2）-5-2,3

第３回
宮田　興子
上田　昌史
武田　紀彦

Ethyl…p-aminobenzoate の合成
各種官能基の確認反応

p-Aminobenzoic…acid の合成
p-Aminobenzoic…acid の混融測定
各種官能基の確認反応

C4（3）-1-4,5
C5（1）-12
C5（2）-5-2,3

第４回
宮田　興子
上田　昌史
武田　紀彦

Ethyl…p-aminobenzoate の合成
各種官能基の確認反応

Ethyl…p-aminobenzoate の合成
Ethyl…p-aminobenzoate の確認反応
各種官能基の確認反応

C4（3）-1-4,5
C5（1）-12
C5（2）-5-2,3

第５回
宮田　興子
上田　昌史
武田　紀彦

Nifedipine の合成
各種官能基の確認反応

Nifedipine の合成
各種官能基の確認反応

C4（3）-1-4,5
C5（1）-12
C5（2）-5-2,3

第６回
宮田　興子
上田　昌史
武田　紀彦

Nifedipine の合成
各種官能基の確認反応

Nifedipine の確認反応
各種官能基の確認反応

C4（3）-1-4,5
C5（1）-12
C5（2）-5-2,3

成績評価方法
レポート（40点）
平常点（60点）配点内訳：出席、実習態度およびディスカッション内容で総合的に評価する。

教科書
有機化学系Ⅱ実習書（薬品化学研究室編）

指定参考書
わかりやすい化学実験（津波古、内藤、上地編著）廣川書店
パートナー医薬品化学（佐野、内藤、堀口編著）南江堂
第４版有機薬品製造化学（栗原、内藤編著）廣川書店
日本薬局方解説書　廣川書店

オフィスアワー
随時

有機化学系Ⅱ実習
2年次
後期 必修 1単位

担当教員名 教授 宮田　興子
准教授 上田　昌史
助教 武田　紀彦
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一般目標（GIO）
・薬として用いられる植物・動物・鉱物由来の生薬の基本的性質を理解するための基本的技能を修得する。
・医薬品開発における天然物の重要性と多様性を理解するための基本的技能を修得する。
・現代医療で使用される生薬・漢方薬について理解するための基本的技能を修得する。

到達目標（SBOs）
１．代表的な薬用植物の形態を観察する。
２．代表的な薬用植物を形態が似ている植物と区別できる。
３．代表的な生薬を鑑別できる。
４．代表的な生薬の確認試験を実施できる。
５．代表的な生薬の純度試験を実施できる。
６．天然物の代表的な抽出法・分離精製法を列挙し、実施できる。

準備学習（予習・復習等）
実習書をあらかじめ読んで、予習しておくこと。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 士反　伸和
西山　由美 キナ皮からキニーネの抽出と精製１ キナ（植物）からアルカロイドを抽出する。 C7（2）-2-1

第２回 士反　伸和
西山　由美 キナ皮からキニーネの抽出と精製２ アルカロイド抽出物からキニーネの単離・精製を行う。 C7（2）-2-1

第３回 士反　伸和
西山　由美 局方生薬の確認試験 重要な局方生薬の確認試験を行う。 C7（1）-6-1,3,5

第４回 士反　伸和
西山　由美 局方生薬の純度試験 重要な局方生薬の純度試験を行う。 C7（1）-6-1,4,5

第５回 士反　伸和
西山　由美 代表的な生薬の形態観察と鑑別 重要な局方生薬の形態観察と鑑別を行う C7（1）-2-1,4

C7（1）-6-2

第６回 士反　伸和
西山　由美 重要な漢方処方の調製 重要な局方収載の漢方処方を調製し、構成生薬を確認する。 C7（3）-1-6

成績評価方法
・平常点（60点）配点内訳：出席と実習態度で評価する。
・小テスト・レポート（40点）＊レポート未提出の場合は、平常点からも減点する。

教科書
生薬化学実習書（生薬化学研究室編）
生薬単（NTS）

指定参考書
第十六改正日本薬局方解説書

オフィスアワー
随時

生薬化学実習    
2年次
前期 必修 1単位 担当教員名 准教授 士反　伸和

講師 西山　由美
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一般目標（GIO）
英語を学習手段として、医療や薬学などを中心とする自然科学の分野で必要とされる基礎的な知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．英語で書かれた医療や薬学などに関連する文章を読んで､ その大意や内容を説明できる｡
２．医療や薬学などに関連する日本文を文法にかなった英文に訳し､ 朗読できる｡
３．医療や薬学などに関連する専門用語（人体部位名､ 病名､ 医薬品名など）を英語で書き､ 発音できる｡
４．医療や薬学などに関連する実験に基づく図表等の英語表現を正しく解釈して説明したり､ 書くことができる。
５．英語で書かれた分野横断的な内容の文章を読んで、各分野を関連づけ・統合することができる。
６．英語で書かれた専門的な内容から命題を引き出し、その思考過程を説明したり、問題点を提起できる。

準備学習（予習・復習等）
オリエンテーションで説明を受けた方法で予習・復習し、講義に出席すること。
授業の内容を既習科目と関連づけて予習・復習をする。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 オリエンテーション
Part…1…Origin…and…Evolution…of…Human…Life

授業内容と進め方などの説明
Unit…1 ～ 4から選択 F（2）

第２回 Part…1…Origin…and…Evolution…of…Human…Life Unit…1 ～ 4から選択 F（2）
第３回 Part…1…Origin…and…Evolution…of…Human…Life Unit…1 ～ 4から選択 F（2）
第４回 Part…1…Origin…and…Evolution…of…Human…Life Unit…1 ～ 4から選択 F（2）
第５回 Part…2…Evolution…of…Civilized…Society Unit…5 ～ 13から選択 F（2）
第６回 Part…2…Evolution…of…Civilized…Society Unit…5 ～ 13から選択 F（2）
第７回 Part…2…Evolution…of…Civilized…Society Unit…5 ～ 13から選択 F（2）
第８回 Part…2…Evolution…of…Civilized…Society Unit…5 ～ 13から選択 F（2）

第９回 Part…3…Evolution…of…Technical…Civilization
Part…4…High-Tech…Civilization Unit…14 ～ 22から選択 F（2）

第10回 Part…3…Evolution…of…Technical…Civilization
Part…4…High-Tech…Civilization Unit…14 ～ 22から選択 F（2）

第11回 Part…3…Evolution…of…Technical…Civilization
Part…4…High-Tech…Civilization Unit…14 ～ 22から選択 F（2）

第12回
Part…3…Evolution…of…Technical…Civilization
Part…4…High-Tech…Civilization
まとめ

Unit…14 ～ 22から選択
前期のまとめと復習 F（2）

成績評価方法
定期試験（85%）および平常点（15%：出席､ レポートと受講態度）で評価する。
追再試験受験者は、追再試験のみで評価する。

教科書
HUMAN…READER…生命科学英語…-life…and…disease-（京都廣川書店）
配布プリント

指定参考書
スクエア最新図説生物　吉里勝利監修（第一学習社）
illustrated…基礎生命科学（京都廣川書店）

オフィスアワー
質問は都合がつく限り受け付ける。

薬学英語入門Ⅰ
3年次
前期 必修 1単位

担当教員名 准教授 竹内　敦子
講師 児玉　典子
講師 田中　将史
助教 細川　美香
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一般目標（GIO）
英語を学習手段として、医療や薬学などを中心とする自然科学の分野で必要とされる基礎的な知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．英語で書かれた医療や薬学などに関連する文章を読んで､ その大意や内容を説明できる｡
２．医療や薬学などに関連する日本文を文法にかなった英文に訳し､ 朗読できる｡
３．医療や薬学などに関連する専門用語（人体部位名､ 病名､ 医薬品名など）を英語で書き､ 発音できる｡
４．医療や薬学などに関連する実験に基づく図表等の英語表現を正しく解釈して説明したり､ 書くことができる。
５．英語で書かれた分野横断的な内容の文章を読んで、各分野を関連づけ・統合することができる。
６．英語で書かれた専門的な内容から命題を引き出し、その思考過程を説明したり、問題点を提起できる。

準備学習（予習・復習等）
オリエンテーションで説明を受けた方法で予習・復習し、講義に出席すること。
授業の内容を既習科目と関連づけて予習・復習をする。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 オリエンテーション
Part…1…Origin…and…Evolution…of…Human…Life

授業内容と進め方などの説明
Unit…1 ～ 4から選択 F（2）

第２回 Part…1…Origin…and…Evolution…of…Human…Life Unit…1 ～ 4から選択 F（2）
第３回 Part…1…Origin…and…Evolution…of…Human…Life Unit…1 ～ 4から選択 F（2）
第４回 Part…1…Origin…and…Evolution…of…Human…Life Unit…1 ～ 4から選択 F（2）
第５回 Part…2…Evolution…of…Civilized…Society Unit…5 ～ 13から選択 F（2）
第６回 Part…2…Evolution…of…Civilized…Society Unit…5 ～ 13から選択 F（2）
第７回 Part…2…Evolution…of…Civilized…Society Unit…5 ～ 13から選択 F（2）
第８回 Part…2…Evolution…of…Civilized…Society Unit…5 ～ 13から選択 F（2）

第９回 Part…3…Evolution…of…Technical…Civilization
Part…4…High-Tech…Civilization Unit…14 ～ 22から選択 F（2）

第10回 Part…3…Evolution…of…Technical…Civilization
Part…4…High-Tech…Civilization Unit…14 ～ 22から選択 F（2）

第11回 Part…3…Evolution…of…Technical…Civilization
Part…4…High-Tech…Civilization Unit…14 ～ 22から選択 F（2）

第12回
Part…3…Evolution…of…Technical…Civilization
Part…4…High-Tech…Civilization
まとめ

Unit…14 ～ 22から選択
前期のまとめと復習 F（2）

成績評価方法
定期試験（85%）および平常点（15%：出席､ レポートと受講態度）で評価する。
追再試験受験者は、追再試験のみで評価する。

教科書
HUMAN…READER…生命科学英語…-life…and…disease-（京都廣川書店）
配布プリント

指定参考書
スクエア最新図説生物　吉里勝利監修（第一学習社）
illustrated…基礎生命科学（京都廣川書店）

オフィスアワー
質問は都合がつく限り受け付ける。

薬学英語入門Ⅱ
3年次
後期 必修 1単位

担当教員名 准教授 竹内　敦子
講師 児玉　典子
講師 藤波　綾
助教 細川　美香
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一般目標（GIO）
生命倫理学の基本的な考え方を理論と具体的問題を通して学ぶ。

到達目標（SBOs）
１．生命倫理学の一般的理論を理解する。
２．従来の一般的な倫理学と生命倫理学の関係について理解する。
３．法律と生命倫理学との関係について理解する。
４．具体的な事例を通して、理論と実践との関係を理解する。
５．生命倫理学の問題を解決するうえでの医療専門職の役割について理解する。

準備学習（予習・復習等）
医療における倫理的問題を理解し、それにより適切に対応するには、合理的判断と同時に道徳的な感覚も必要です。そのバランス
を整理する手段の基礎は言葉です。その訓練の最適な機会だと思って、生命倫理学のキーワードおよび問題を自分の言葉で説明で
きるように努力してほしい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 松家　次朗 １．生命倫理学入門　その１
医療倫理の特質を実例を用いて概説する。倫理的
行為とはどういうもののことか、などについて説
明する。…

A（2）-2-2

第２回 松家　次朗 ２．生命倫理学入門　その２ 医療倫理の特質を事例を用いて概説する。倫理的
判断の構造について概説する。…… A（2）-2-2

第３回 松家　次朗 ３．生命倫理学入門　その３ 医療倫理の特質を事例を用いて概説する。倫理的
推論について概説する。…… A（1）-1-3

第４回 松家　次朗 ４．医療倫理の 4原則　その１ 医療倫理の 4原則を事例を用いて説明する。…… A（1）-1-3
第５回 松家　次朗 ５．医療倫理の 4原則　その２ 医療倫理の 4原則を事例を用いて説明する。…… A（1）-1-3

第６回 松家　次朗 ６．医療倫理の 4原則　その３ 医療倫理の 4原則をどのように応用するのかにつ
いて概説する。… A（1）-1-3

第７回 松家　次朗 ７．医療行為と法 医療行為に関係する法律、特に、診療契約や診療
行為に関係する法律とその倫理的意味を論ずる。…… A（1）-1-3

第８回 松家　次朗 ８．医療専門職と患者との関係　その１ 医療専門職の特質と義務と責任について概説する。…… A（1）-1-3

第９回 松家　次朗 ９．医療専門職と患者との関係　その２ 医療専門職と患者・家族との関係の在り方につい
て概説する。… A（1）-1-3

第10回 松家　次朗 10．インフォームド・コンセント　その１ インフォームド・コンセントの法的位置づけを概
説する。…… A（1）-1-3

第11回 松家　次朗 11．インフォームド・コンセント　その２ インフォームド・コンセントの成立要件等につい
て倫理学的な説明を行う。…… A（1）-1-3

第12回 松家　次朗 12．守秘義務と個人情報法保護 守秘義務の範囲と限界について、実際の裁判事例
等を用いて説明する。 A（2）-2-3

成績評価方法
定期試験とする。

教科書
『入門・医療倫理Ⅰ』（赤林　朗編、勁草書房）

指定参考書
特になし。

オフィスアワー
必要に応じて対応する。

生命倫理学      
3年次
前期 必修 1単位

担当教員名 准教授 松家　次朗
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一般目標（GIO）
医療倫理学の基本的な考え方を具体的な問題を通して学ぶ。

到達目標（SBOs）
１．医療倫理学の基礎を学ぶ。
２．医療倫理学のさまざまな問題点を理解する。
３．医療倫理学と現代社会の関係を理解する。
４．医療における倫理的問題の解決に果たす医療専門職の役割について考える。
５．法律と倫理との関係について学ぶ。

準備学習（予習・復習等）
学ぶべきことが非常に多く、また複雑なので、授業の都度内容を整理して理解しておくことが望ましい。その上で、わからないと
ころや曖昧なところは担当者に確認してほしい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 松家　次朗 １．生殖医療　その１ 人工妊娠中絶をめぐる法的・倫理的問題を扱う。… A（1）-1-3
第２回 松家　次朗 ２．生殖医療　その２ 生殖補助医療をめぐる倫理的問題を扱う。…… A（1）-1-2

第３回 松家　次朗 ３．新遺伝学・クローニング 遺伝子診断、遺伝子治療、遺伝子情報の取り扱いに関する倫
理的問題と再生医学に関係する倫理的問題を扱う。…… A（1）-1-2

第４回 松家　次朗 ４．終末期医療　その１ 安楽死をめぐる法的・倫理的問題を扱う。… A（1）-3-1
第５回 松家　次朗 ５．終末期医療　その２ 終末期の医療と緩和医療に関する倫理的問題を扱う。… A（1）-3-1
第６回 松家　次朗 ６．脳死と臓器移植 脳死からの臓器移植に関する倫理的、制度的問題を扱う。 A（1）-3-1

第７回 松家　次朗 ７．医療資源の配分　その１
医療サービスと医療費の関係を論じ、実際にどのような問題
が生じているのか、また生じる可能性が大きいのかについて
論じる。……

A（1）-1-4

第８回 松家　次朗 ８．医療資源の配分　その２ 医療資源の配分ではどのような手段が考えられているのか、
またその手段の倫理的問題点を論じる。…… A（1）-1-4

第９回 松家　次朗 ９．医療事故と法　その１ 医療事故と医療過誤の違い、民事責任の成立要件等について
概説する。… A（1）-1-4

第10回 松家　次朗 10．医療事故と法　その２ 損害賠償責任の発生要件等について、民法における根拠条文
等の概説を行う。… A（1）-1-4

第11回 松家　次朗 11．研究倫理 人を対象とした生物医学的研究における法的、倫理的問題を
扱う。… A（1）-1-4

第12回 松家　次朗 12．まとめ まとめと補足説明を行う。 A（1）-1-3

成績評価方法
定期試験による。

教科書
『入門・医療倫理…Ⅰ』（赤林　朗編、勁草書房）

指定参考書
特になし。

オフィスアワー
必要に応じて対応する。

医療倫理学
3年次
後期 必修 1単位

担当教員名 准教授 松家　次朗
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一般目標（GIO）
生体分子の機能および医薬品の働きを立体的、動的にとらえるために、タンパク質、核酸および脂質などの立体構造やそれらの相
互作用に関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．生体分子（タンパク質、核酸、生体膜など）の立体構造を概説できる。
２．生体分子（タンパク質、核酸、生体膜など）の立体構造を規定する相互作用について、具体例を挙げて説明できる。
３．鍵と鍵穴モデルおよび誘導適合モデルについて、具体例を挙げて説明できる。
４．脂質の水中における分子集合構造（膜、ミセル、膜タンパク質など）について説明できる。
５．生体内界面活性物質などの吸着平衡について説明できる。
６．生体分子間相互作用、あるいは生体分子と医薬品との相互作用について、具体例を挙げて説明できる。

準備学習（予習・復習等）
生体分子に関する基礎的知識をある程度持っていることを前提に講義を行いますので関連科目の復習をしてくること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 田中　将史 物理平衡 表面張力と界面活性剤
C1（3）–1-6
C1（3）–1-7
C1（3）–1-8

第２回 田中　将史 物理平衡 吸着等温式
コロイド粒子

C1（3）–1-6
C1（3）–1-7
C1（3）–1-8

第３回 田中　将史 生体膜の立体構造 脂質の水中における分子集合構造 C3（2）–2-3
第４回 田中　将史 生体膜の立体構造 生体膜の非対称構造・動的構造 C3（2）–1-1
第５回 田中　将史 生体膜の立体構造 膜タンパク質・脂質ラフト C3（2）–1-6
第６回 田中　将史 タンパク質の立体構造 基本構造 C3（2）–1-1

第７回 田中　将史 タンパク質の立体構造 立体構造の自由度
タンパク質の折りたたみ

C3（2）–1-2
C3（2）–1-4

第８回 田中　将史 タンパク質の立体構造 立体構造を規定する相互作用 C3（2）–1-3
第９回 田中　将史 核酸の立体構造 立体構造を規定する相互作用 C3（2）–1-5
第10回 田中　将史 核酸の立体構造 核酸の分光学的性質と構造変化 C3（2）–1-5

第11回 田中　将史 生体分子間相互作用… 鍵と鍵穴モデルと誘導適合モデル
アロステリック相互作用

C3（2）–2-1
C3（2）–2-2

第12回 田中　将史 生体分子と医薬品との相互作用 C3（2）–2-4

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
プリント冊子
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会　編）「物理系薬学　Ⅰ　物質の物理的性質」（東京化学同人）

指定参考書
薬学生のための生物物理化学入門（廣川書店）
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会　編）「物理系薬学　Ⅲ　生体分子・化学物質の構造決定」（東京化学同人）
生命薬学テキストシリーズ　物理化学　下（共立出版）

オフィスアワー
質問には随時対応する。ただし、自分自身でしっかり考え、どこまで理解できているかを説明できるようにしておくこと。

物理化学Ⅳ      
3年次
前期 必修 1単位

担当教員名 講師 田中　将史
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一般目標（GIO）
医薬品の作用を化学構造と関連づけて理解するために、医薬品に含まれる代表的な構造とその性質に関する知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．代表的な医薬品のコア構造（ファーマコフォア）を指摘し、分類できる。
２．医薬品に含まれる代表的な官能基の性質を医薬品の効果と結びつけて説明できる。
３．医薬品に含まれる代表的な複素環化合物の性質を医薬品の効果と結びつけて説明できる。
４．神経伝達物質アナログの医薬品を列挙し、それらの化学構造を比較できる。
５．ステロイドアナログの医薬品を列挙し、それらの化学構造を比較できる。
６．核酸アナログの医薬品を列挙し、それらの化学構造を比較できる。
７．ペプチドアナログの医薬品を列挙し、それらの化学構造を比較できる。
８．DNAとアルキル化剤の反応及びインターカレーターの作用機序を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
医薬品を化学物質として眺めるため、有機化学の知識が必要である。
従って有機化学もその都度復習しながら講義を聴くと理解しやすい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 宮田　興子
上田　昌史 医薬品と生体との関わり 医薬品のファーマコフォアと相互作用 C6（2）-1-1

第２回 宮田　興子
上田　昌史 ベンゼン置換医薬品 フェノールおよびアニリン類の化学的性質と作用 C6（2）-1-2

第３回 宮田　興子
上田　昌史 核酸塩基類似医薬品 ピリミジン、プリン類および抗がん薬の化学的性質と作用 C6（2）-4-4

第４回 宮田　興子
上田　昌史 アシル尿素類似医薬品 アシル尿素類の化学的性質の共通点と作用 C6（2）-2-2

第５回 宮田　興子
上田　昌史 ベンゾジアゼピン系医薬品 ベンゾジアゼピン類の化学的性質と作用 C6（2）-2-2

第６回 宮田　興子
上田　昌史 ピリジンおよびアゾール関連医薬品 ピリジン類およびアゾール類の化学的性質と作用 C6（2）-2-3

第７回 宮田　興子
上田　昌史

インドール関連医薬品、含酸素複素環
医薬品

インドール類の化学的性質と作用、含酸素複素環化合物の特
徴と作用 C6（2）-2-3

第８回 宮田　興子
上田　昌史 アセチルコリン類似医薬品 アンモニウム塩構造を有する医薬品の化学的性質と作用 C6（2）-4-2

第９回 宮田　興子
上田　昌史 生体アミン関連医薬品 フェニルエチルアミン系の化学的性質と作用、オピオイド系

の化学的性質と作用 C6（2）-4-1

第10回 宮田　興子
上田　昌史 ステロイド医薬品 ステロイド系医薬品の化学的性質と作用 C6（2）-4-3

第11回 宮田　興子
上田　昌史 アミノ酸とペプチド関連医薬品 アミノ酸及びβラクタム抗生物質を含むペプチド類の化学的

性質と作用
C6（2）-4-5
C6（2）-5-3

第12回 宮田　興子
上田　昌史 脂肪酸関連医薬品 脂肪酸類およびプロスタグランジン類の化学的性質と作用 C6（2）-5

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
化学構造と薬理作用―医薬品を化学的に読む―（編集西出喜代治、佐々木茂貴、栄田敏之）…廣川書店

指定参考書
パートナー医薬品化学（佐野、内藤、堀口編著）南江堂
スタンダード薬学シリーズ３（日本薬学会編）『化学系薬学Ⅱ．ベーシック薬学教科書シリーズ６『創薬科学・医薬化学』化学同人
第 15改正日本薬局方解説書　廣川書店

オフィスアワー
質問は随時受け付ける。

医薬品化学
3年次
後期 必修 1単位 担当教員名 教授 宮田　興子

准教授 上田　昌史
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一般目標（GIO）
バイオテクノロジーを薬学領域で応用できるようになるために、遺伝子操作に関する基礎知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．組換えDNA技術や遺伝子クローニング法の概要を説明できる。
２．cDNAとゲノミックDNAの違いについて説明できる。
３．遺伝子ライブラリーや PCR法による遺伝子増幅の原理を説明できる。
４．RNAの逆転写と逆転写酵素について説明できる。
５．DNA塩基配列の決定法を説明できる。
６．細胞（組織）における特定のDNAおよび RNAを検出する方法を説明できる。
７．外来遺伝子を細胞中で発現させる方法を概説できる。
８．…一塩基変異（SNPs）が機能におよぼす影響について概説できる。
９．組換え体医薬品の特色と有用性を説明できる。
10．代表的な組換え体医薬品を列挙できる。
11．組換え体医薬品の安全性について概説できる。

準備学習（予習・復習等）
授業中に重要と言った部分に線を引き、その部分を必ず復習すること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 灘中　里美 組換えDNA技術 組換えDNA技術に必要な酵素類（１） C9（6）-1-1
第２回 灘中　里美 組換えDNA技術 組換えDNA技術に必要な酵素類（２） C9（6）-1-1

第３回 灘中　里美 組換えDNA技術 宿主とベクター C9（6）-1-1
C9（6）-2-1,2

第４回 灘中　里美 遺伝子クローニング 遺伝子ライブラリー C9（6）-2-2,3,5
第５回 灘中　里美 遺伝子クローニング PCR法を用いたクローニング C9（6）-2-4
第６回 灘中　里美 遺伝子の機能解析 電気泳動法とブロッティング法 C9（6）-3-1
第７回 灘中　里美 遺伝子の機能解析 DNA塩基配列決定法 C9（6）-2-6

第８回 灘中　里美 遺伝子の機能解析 遺伝子の発現と RNA干渉、遺伝子組換え動物 C9（6）-3-2
C9（6）-3-3

第９回 灘中　里美 医学・薬学への応用 組換え医薬品、遺伝子変異と診断 C9（6）-3-4
C17（3）-1-1,2,3

第10回 灘中　里美 医学・薬学への応用 テーラーメイド医療、遺伝子治療 C9（6）-3-4
C17（3）-2-1

第11回 灘中　里美 病気の分子生物学 ガン遺伝子とガン抑制遺伝子 C9（6）-3-4
C17（3）-5-1,2

第12回 灘中　里美 病気の分子生物学 分子標的医薬品、ゲノム創薬 C9（6）-3-4
C17（3）-4-1 ～ 4

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
NEW生化学…第２版（廣川書店）

指定参考書
スタンダード薬学シリーズ 4…生物系薬学Ⅱ（東京化学同人）
Essential 細胞生物学（南江堂）
医薬分子生物学（南江堂）

オフィスアワー
質問は随時受け付けます。

分子生物学Ⅱ    
3年次
後期 必修 1単位

担当教員名 講師 灘中　里美
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一般目標（GIO）
感染性の疾病などの予防および治癒に関しては、免疫による生体防御機構が重要な役割を果たす。さらには、免疫異常による疾患
の理解や、生体移植といった治療法にも、免疫の基礎が必須となる。そこで、免疫学では、免疫に関する基礎的な知識の習得を目
標とする。また、この免疫のシステムが破綻したときに起こる病態について理解することを目標とする。

到達目標（SBOs）
１．異物の侵入に対する物理的、生理的、化学的バリアーと自然免疫と獲得免疫の特徴とその違いを説明できる
２．免疫に関与する組織と細胞を列挙できる。
３．体液性免疫と細胞性免疫を比較して説明できる
４．食細胞が自然免疫で果たす役割を説明できる。
５．抗体分子の種類、構造、役割、その多様性を生み出す機構を説明できる。
６．補体について、その活性化経路と機能を説明できる。
７．免疫反応におけるおもな細胞間ネットワークとその情報伝達のメカニズムについて説明できる。
８．アレルギーについて分類し、担当細胞および反応機構を説明できる
９．代表的な自己免疫疾患と免疫不全症候群の特徴と成因について説明できる。
10．炎症の一般的性状、担当細胞および反応機構について説明できる。
11．臓器移植と免疫反応のかかわり（拒絶反応、免疫抑制薬など）、感染症における免疫応答について説明できる。
12．腫瘍排除に関与する免疫反応について説明できる

準備学習（予習・復習等）
免疫の理解は、近年医学薬学領域において、重要性が高まってきている。この免疫学を理解するためには、生物学、生化学、分子生物学、
微生物学の知識が必要である。免疫学の前に、以上の授業内容を復習し、充分理解してから免疫学を学ぶこと。講義前の予習が効
果的であるため、毎回 30分程度の予習をしてから講義に臨むことを推奨する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 小西　守周 免疫学の概論 異物の侵入に対する物理的、生理的、化学的バリアーと自然
免疫と獲得免疫の特徴とその違い C10（1）-1-1,2,4

第２回 小西　守周 免疫担当細胞と組織について 免疫に関与する組織と細胞 C10（1）-2-1,2
C10（1）-3-3

第３回 小西　守周 免疫のしくみ 体液性免疫と細胞性免疫の比較 C10（1）-1-6
C10（1）-2-4

第４回 小西　守周 免疫のしくみ 食細胞が免疫機構で果たす役割 C10（1）-2-3,4

第５回 小西　守周 免疫のしくみ 抗体分子の種類、構造、役割、その多様性を生み出す機構 C10（1）-1-5
C10（1）-3-1,4

第６回 小西　守周 免疫のしくみ 補体について、その活性化経路と機能 C10（1）-1-3

第７回 小西　守周 免疫における細胞間の相互作用 免疫反応におけるおもな細胞間ネットワークとその情報伝達
のメカニズムについて

C10（1）-2-4
C10（1）-3-2,3,5

第８回 小西　守周 アレルギー アレルギーにおける担当細胞および反応機構 C10（2）-1-1

第９回 小西　守周 自己免疫疾患と免疫不全症候群 代表的な自己免疫疾患と免疫不全症候群の特徴と成因につい
て C10（2）-1-3,4

第10回 小西　守周 炎症 炎症の一般的性状、担当細胞および反応機構について C10（2）-1-2

第11回 小西　守周 移植、感染と免疫 臓器移植と免疫反応のかかわり（拒絶反応、免疫抑制薬など）、
あるいは感染症と免疫の関わり C10（2）-2-1,2

第12回 小西　守周 腫瘍と免疫 腫瘍排除に関与する免疫反応 C10（2）-2-3,4

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
薬学領域の微生物学・免疫学（廣川書店）

指定参考書
日本薬学会編　スタンダード薬学シリーズ　生物系薬学Ⅲ．生体防御（東京化学同人）

オフィスアワー
必要に応じて開催する可能性がある。質問は２号館３階微生物化学研究室にて対応する。

免疫学          
3年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 小西　守周
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一般目標（GIO）
社会における集団の健康と疾病の現状およびその影響要因を把握するために、保健統計と疫学に関する基本的知識、技能、態度を
修得する。
公衆衛生の向上に貢献するために、感染症、生活習慣病、職業病についての現状とその予防に関する基本的知識、技能、態度を修
得する。

到達目標（SBOs）
＜社会・集団と健康＞
１．集団の健康と疾病の現状を把握するうえでの保健統計の意義を概説できる。
２．人口静態と人口動態および国勢調査の目的と意義について説明できる。
３．死亡に関する様々な指標や死因別死亡率の変遷について説明できる。
４．日本における人口の推移、人口の将来予測、高齢化と少子化によりもたらされる問題点について説明できる。
５．疾病予防における疫学の役割や疫学の三要因・種類を説明できる。
６．患者 ･対照研究と要因 ･対照研究（コホート研究）の方法の概要を説明し、各々の評価指標が計算できる。
７．医薬品の作用・副作用調査における疫学的手法の有用性を概説できる。
＜疾病の予防＞
１．健康と疾病の概念の変遷とその理由を説明し、世界保健機関（WHO）の役割について概説できる。また、疾病の予防について、

一次、二次、三次予防という言葉を用いて説明できる。
２．疾病の予防における予防接種の意義について説明できる。また、新生児マススクリーニングの意義について説明し、代表的な

検査項目を列挙できる。
３．現代における感染症（日和見感染、院内感染、国際感染症など）の特徴、新興感染症および再興感染症について説明できる。
４．…一、二、三類感染症および代表的な四、五類感染症を列挙し、分類の根拠を説明できる。また、母子感染する疾患を列挙し、

その予防対策について説明できる。
５．性行為感染症を列挙し、その予防対策と治療について説明できる。また、予防接種法に定める定期予防接種の種類をあげ、接

種時期などを説明できる。
６．生活習慣病の種類とその動向について説明できる。
７．主な職業病を列挙し、その原因と症状を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
統計的手法や疫学的手法を用いることにより、集団のいわば「顔」がより鮮明に見えてきます。グラフや表の内容につき「興味をもつ」
ことから「理解」が深まります。また、感染症や生活習慣病の要因・予防・治療は、薬剤師として公衆衛生向上に貢献するために
重要な知識です。身近な問題としてとらえながら修得していきましょう。講義前には教科書の講義予定範囲を一読し、講義後は講
義ノートをこまめにまとめましょう（復習時間 30分～ 1時間）。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 津川　尚子
保健統計
人口静態
人口動態

集団の健康と疾病の現状把握における保健統計の意義
国勢調査と人口構成
出生統計と死亡統計

C11-（2）-1-1,2,3,4,5

第２回 津川　尚子
死因別死亡率の変遷
生命表
人口問題高齢化と少子化

死亡・疾病・傷病発生状況
生命表と平均余命・平均寿命
人口の推移と将来予測
高齢化と少子化の現状と問題点

C11-（2）-2-1,2,3

第３回 津川　尚子
疫学とは
疫学の要因と種類
患者 ･対照研究

疾病予防における疫学の役割
疫学における三要因
記述疫学と分析疫学
患者 ･対照研究とオッズ比の計算

C11-（2）-3-1,2,3,4

第４回 津川　尚子 要因 ･対照研究　 要因 ･対照研究（コホート研究）と相対危険度、寄与危険度の
計算 C11-（2）-3-5

第５回 津川　尚子 疫学データ
医薬品の評価

医薬品の作用・副作用の評価における有用性
疫学データを解釈する上での注意点 C11-（2）-3-6,7

第６回 津川　尚子

生活習慣病とその要因
職業病とその予防
衛生行政と関係法規
保健対策

生活習慣病の種類と動向、リスク要因、食生活と喫煙など生活
習慣と疾病の関わり
主な職業病とその原因・症状
地域保健法、学校保健安全法、衛生関係法規
母子保健、高齢者保健、学校保健

C11（3）-4-1,2,3
C11（3）-5-1
C18（3）-1-3

第７回 中川　公恵 健康とは
疾病の予防とは

健康と疾病の概念の変遷および世界保健機構（WHO）の役割
一次、二次、三次予防と予防接種の意義

C11（3）-1-1,2
C11（3）-2-1,2

第８回 中川　公恵 新生児マススクリーニング
薬剤師の役割

新生児マススクリーニングの意義
疾病の予防における薬剤師の役割 C11（3）-2-3,4

衛生薬学Ⅱ      
3年次
前期 必修 1単位 担当教員名 准教授 津川　尚子

准教授 中川　公恵
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第９回 中川　公恵 現代における感染症
代表的感染症

日和見感染、院内感染、国際感染症の特徴
新興感染症と再興感染症 C11（3）-3-1,2

第10回 中川　公恵 感染症の分類 一、二、三類感染症および代表的な四、五類感染症 C11（3）-3-3
第11回 中川　公恵 母子感染症 母子感染する疾患とその予防対策 C11（3）-3-4

第12回 中川　公恵 性行為感染症
予防接種

性行為感染症の予防対策と治療
予防接種法に定める定期予防接種の種類と接種時期 C11（3）-3-5,6

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
New衛生薬学（岡野登志夫他、廣川書店）、衛生薬学サブノート（岡野登志夫他、廣川書店）

指定参考書
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会編）第５巻『健康と環境』東京化学同人
国民衛生の動向 2013/2014（厚生統計協会）
公衆衛生マニュアル 2013（南山堂）

オフィスアワー
随時
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一般目標（GIO）
有害化学物質に対する生体防御を目的として、化学物質の毒性などに関する基本的知識を修得し、これに関連する基本的技能と態
度を身につける。

到達目標（SBOs）
１．代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、排泄の基本的なプロセスについて説明できる。
２．第一相反応および第二相反応が関わる代謝および代謝的活性化について概説できる。
３．発がん性物質などの代謝的活性化の機構を列挙し、その反応機構を説明できる。また、発がんのイニシエーションとプロモーショ

ンについて概説できる。
４．化学物質の毒性を評価するための主な試験法を列挙し、概説できる。
５．肝臓、腎臓、神経などに特異的に毒性を示す主な化学物質を列挙できる。
６．重金属や活性酸素による障害を防ぐための生体防御因子について具体例を挙げて説明できる。
７．毒性試験の結果を評価するのに必要な量・反応関係、閾値、無毒性量（NOAEL）、化学物質の安全摂取量（１日許容摂取量など）

などについて説明できる。
８．有害化学物質による人体影響を防ぐための法的規制（化審法など）を説明できる。
９．代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明できる。
10．食品成分由来の発がん物質を列挙し、その生成機構を説明できる。
11．化学物質（重金属、残留農薬など）による食品汚染の具体例を概説できる。
12．代表的な食品添加物を用途別に列挙し、それらの働きを説明できる。また、食品添加物の法的規制と問題点について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
この講義で勉強する「化学物質の生体への影響」は、国家試験問題で頻出される分野のひとつです。私たちの身近に存在する化学
物質について、しっかり理解しましょう。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 岡野　登志夫 化学物質の体内動態
第一相反応

代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、排泄の基本的プ
ロセス
第一相反応が関わる代謝、代謝的活性化

C12（1）-1-1,2

第２回 岡野　登志夫 第二相反応 第二相反応が関わる代謝、代謝的活性化 C12（1）-1-3

第３回 岡野　登志夫 化学物質の毒性の組織特異性 肝臓、腎臓、神経などに特異的に毒性を示す主な化学物質の
特徴 C12（1）-3-2

第４回 岡野　登志夫 化学物質の急性・慢性毒性 代表的な有害化学物質（重金属、農薬、ダイオキシン類など）
の急性・慢性毒性の特徴 C12（1）-3-3

第５回 岡野　登志夫 内分泌撹乱化学物質
食品添加物

内分泌撹乱化学物質の特徴
代表的な食品添加物を用途別に列挙し、それらの働きを説明
できる。
食品添加物の法的規制と問題点について説明できる。

C12（1）-3-8
C11（1）-2-6,7

第６回 岡野　登志夫 生体防御因子 重金属や活性酸素種による障害を防ぐための生体防御因子 C12（1）-3-4

第７回 中川　公恵 化学物質による発がん
変異原性試験

発がん性物質などの代謝的活性化の機構
変異原性試験（Ames 試験など）の原理と実施法

C11（1）-2-5
C12（1）-2-1,2

第８回 中川　公恵 発がん機構
がん遺伝子・がん抑制遺伝子

発がんのイニシエーションとプロモーション
代表的ながん遺伝子、がん抑制遺伝子、その異常とがん化 C12（1）-2-3,4

第９回 中川　公恵 化学物質の毒性 化学物質の毒性を評価する主な試験法 C12（1）-3-1

第10回 中川　公恵 毒性評価指標、安全摂取量
毒性評価に必要な指標（量・反応関係、閾値、NOAEL など）
及び化学物質の安全摂取量（１日許容摂取量及び耐容１日摂
取量など）

C12（1）-3-5,6

第11回 中川　公恵 有害化学物質の法的規制 有害化学物質の人への影響を防ぐための法的規制 C12（1）-3-7

第12回 中川　公恵 化学物質による中毒と処置 代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む）の中毒症状、作用
器官、解毒処置法、分析法 C12（1）-4-1,2

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
New衛生薬学（岡野登志夫他、廣川書店）、衛生薬学サブノート（岡野登志夫他、廣川書店）

衛生薬学Ⅲ      
3年次
後期 必修 1単位 担当教員名 教授 岡野　登志夫

准教授 中川　公恵
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指定参考書
第７版食品添加物公定書解説書（廣川書店）
国民衛生の動向 2013/2014（厚生統計協会）
公衆衛生マニュアル 2013
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会編）第５巻『健康と環境』東京化学同人

オフィスアワー
随時
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一般目標（GIO）
中枢神経系、循環器系、泌尿器・生殖器系に作用する薬物に関する基本的知識を習得する。

到達目標（SBOs）
１．中枢神経系に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、作用機序、主な副作用について説明できる。
２．循環器系疾患に用いる代表的な薬物を挙げ、薬理作用、作用機序、主な副作用について説明できる。
３．泌尿器系疾患に用いる代表的な薬物を挙げ、薬理作用、作用機序、主な副作用について説明できる。
４．産婦人科領域に用いる代表的な薬物を挙げ、薬理作用、作用機序、主な副作用について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
シラバスを読み、予め講義の内容を教科書や配布プリントなどで確認しておくこと。復習は、記述問題をやって理解を深めておく
こと。…

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 水谷　暢明 精神病に用いる薬物 抗精神病薬の薬理作用、機序、副作用 C13（2）-1-5

第２回 水谷　暢明 うつ病に用いる薬物 抗うつ薬・気分安定薬・精神刺激薬の薬理作用、機序、副作
用 C13（2）-1-5

第３回 水谷　暢明 てんかん、パーキンソン病、アル
ツハイマー病に用いる薬物

抗てんかん薬、抗パーキンソン病薬、抗アルツハイマー病薬
の薬理作用、機序、副作用 C13（2）-1-4

第４回 水谷　暢明 催眠・麻酔に用いる薬物 催眠薬・全身麻酔薬の薬理作用、機序、副作用 C13（2）-1-1,2
第５回 水谷　暢明 疼痛に用いる薬物 麻薬性鎮痛薬の薬理作用、機序、副作用 C13（2）-1-3
第６回 水谷　暢明 不整脈に用いる薬物 抗不整脈薬の薬理作用、機序、副作用 C13（2）-4-1
第７回 水谷　暢明 心不全に用いる薬物 心不全治療薬の薬理作用、機序、副作用 C13（2）-4-2
第８回 水谷　暢明 虚血性心疾患に用いる薬物 狭心症治療薬の薬理作用、機序、副作用 C13（2）-4-3
第９回 水谷　暢明 高血圧症に用いる薬物 高血圧症治療薬の薬理作用、機序、副作用 C13（2）-4-4
第10回 水谷　暢明 血栓症に用いる薬物 血栓症治療薬の薬理作用、機序、副作用 C13（3）-4-1,2
第11回 水谷　暢明 貧血に用いる薬物 貧血治療薬の薬理作用、機序、副作用 C13（3）-4-3

第12回 水谷　暢明 泌尿器系、生殖器系に作用する薬
物 利尿薬、子宮筋に作用する薬物の薬理作用、機序、副作用 C13（3）-3-1

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
最新薬理学　廣川書店

指定参考書
グッドマン・ギルマン薬理書、高折、福田、藤原、大森、高木、上條　監訳、廣川書店

オフィスアワー
随時

薬理学Ⅱ        
3年次
前期 必修 1単位

担当教員名 准教授 水谷　暢明
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一般目標（GIO）
呼吸器系、消化器系、免疫・炎症、内分泌系、感覚器系に作用する薬物に関する基本的知識を習得する。

到達目標（SBOs）
１．呼吸器系疾患に用いる代表的な薬物を挙げ、薬理作用、作用機序、主な副作用について説明できる。
２．消化器系疾患に用いる代表的な薬物を挙げ、薬理作用、作用機序、主な副作用について説明できる。
３．免疫・炎症疾患に用いる代表的な薬物を挙げ、薬理作用、作用機序、主な副作用について説明できる。
４．内分泌・代謝性疾患に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、作用機序、主な副作用について説明できる。
５．感覚器系疾患に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、作用機序、主な副作用について説明できる。
６．悪性腫瘍に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、作用機序、主な副作用について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
講義前にシラバスおよびテキストを読んで予習をする。講義後は配布されたプリントにある選択問題および記述問題に解答し復習
する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 吉野　伸 呼吸興奮、鎮咳、去痰に用いる薬
物 呼吸興奮薬、鎮咳薬、去痰薬の薬理作用、機序、副作用 C13（2）-5-1,2

第２回 吉野　伸 気管支喘息に用いる薬物 気管支喘息治療薬の薬理作用、機序、副作用 C13（2）-5-3
第３回 吉野　伸 消化性潰瘍に用いる薬物 消化性潰瘍治療薬の薬理作用、機序、副作用 C13（3）-2-1

第４回 吉野　伸 慢性胃炎、嘔吐、下痢に用いる薬
物 健胃薬、制吐薬、止瀉薬の薬理作用、機序、副作用 C13（3）-2-2,3

第５回 吉野　伸 便秘、膵炎、胆道疾患に用いる薬
物

下瀉薬、膵炎治療薬、催胆薬、排胆薬の薬理作用、機序、副
作用 C13（3）-2-2,4,5

第６回 吉野　伸 免疫系に作用する薬物 免疫抑制薬の薬理作用、機序、副作用 C13（3）-6-2,3
第７回 吉野　伸 アレルギー疾患に用いる薬物 アレルギー疾患治療薬の薬理作用、機序、副作用 C13（3）-6-3

第８回 吉野　伸 炎症疾患、関節リウマチに用いる
薬物

ステロイド性・非ステロイド性抗炎症薬、抗リウマチ薬の薬
理作用、機序、副作用 C13（3）-6-1,2

第９回 吉野　伸 糖尿病に用いる薬物 糖尿病治療薬の薬理作用、機序、副作用 C13（3）-5-1
第10回 吉野　伸 脂質異常症に用いる薬物 脂質異常症治療薬の薬理作用、機序、副作用 C13（3）-5-2

第11回 吉野　伸 骨粗鬆症、痛風、感覚器系疾患に
用いる薬物

骨粗鬆症・痛風治療薬、緑内障・白内障治療薬の薬理作用、機序、
副作用

C13（3）-5-3,4
C14（4）-4-1 ～ 3

第12回 吉野　伸 悪性腫瘍に用いる薬物 抗悪性腫瘍薬の薬理作用、機序、副作用 C14（5）-8-1 ～ 7

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
最新薬理学　廣川書店

指定参考書
グッドマン・ギルマン薬理書、高折、福田、藤原、大森、高木、上條　監訳、廣川書店

オフィスアワー
随時

薬理学Ⅲ        
3年次
後期 必修 1単位

担当教員名 教授 吉野　伸
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一般目標（GIO）
医薬品毒性とその発現機序に関する基本的知識を習得する。

到達目標（SBOs）
１．医薬品毒性発現機序の基本について説明できる。
２．医薬品毒性発現の変動要因について説明できる。
３．医薬品による病態発現とその機序について説明できる。
４．医薬品による器官毒性とその発現機序について説明できる。
５．医薬品の相互作用とその対応について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
講義前にシラバスおよびテキストを読んで予習をする。講義後は配布されたプリントにある選択問題および記述問題に解答し復習
する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 吉野　伸 医薬品の安全性と医療倫理 医薬品トキシコロジー、薬害、医薬品開発、インフォームド
コンセント C13（1）-3-1,…2

第２回 吉野　伸 薬物の作用 毒性発現機序の基本、予想される作用、予想されない作用 C13（1）-3-1,…2
第３回 吉野　伸 副作用の変動要因（１） 薬物代謝酵素の遺伝子多形、標的組織の感受性（受容体） C13（1）-3-1,…2
第４回 吉野　伸 副作用の変動要因（２） 後天性の要因、薬物依存性、薬物耐性 C13（1）-3-1,…2
第５回 吉野　伸 病態発現と副作用（１） 感染、免疫異常 C13（1）-3-1,…2
第６回 吉野　伸 病態発現と副作用（２） アレルギー、炎症、腫瘍、先天異常、発生・遺伝毒性 C13（1）-3-1,…2
第７回 八巻　耕也 器官毒性（１） 循環器系、呼吸器系 C13（1）-3-1,…2
第８回 八巻　耕也 器官毒性（２） 消化器系、泌尿器系 C13（1）-3-1,…2
第９回 八巻　耕也 器官毒性（３） 生殖器系、血液・造血器系、内分泌・代謝系 C13（1）-3-1,…2
第10回 水谷　暢明 器官毒性（４） 皮膚・粘膜系、骨・筋系 C13（1）-3-1,…2
第11回 水谷　暢明 器官毒性（５） 感覚器系、神経系 C13（1）-3-1,…2
第12回 水谷　暢明 臨床トキシコロジー トキシコキネティクス、医薬品の相互作用とその対応 C13（1）-3-1,…2

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
医薬品トキシコロジー（南江堂）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

医薬品毒性学    
3年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 吉野　伸
准教授 水谷　暢明
講師 八巻　耕也
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一般目標（GIO）
薬物の生体内運命を理解するために、…吸収、…分布、…代謝、排泄の過程に関する基礎的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．薬物の生体膜輸送機構を分類し、その特徴を説明できる。
２．経口投与後や非経口投与後の薬物吸収の特徴を説明できる。
３．薬物の吸収に影響する因子を列挙し、説明できる。
４．薬物の各種臓器、組織への移行の特徴について、説明できる。
５．薬物代謝の様式を列挙し、説明できる。
６．薬物の尿中排泄や胆汁中排泄について説明できる。
７．薬物相互作用の代表的な例を挙げ、…回避のための方法を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
教科書各章の最後には練習問題があるので、解答してみること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 岩川　精吾 薬物の吸収、分布、代謝、排泄過
程の概要 薬物の吸収、分布、代謝、排泄過程の概要を紹介する C13（4）

第２回 岩川　精吾 生体膜の構造と薬物の生体膜輸送
機構 生体膜の構造と薬物の生体膜輸送機構を講義する C13（4）-1-3,4

第３回 岩川　精吾 消化管からの薬物吸収 消化管からの薬物吸収を講義する C13（4）-1-1,2
第４回 岩川　精吾 消化管以外からの薬物吸収 消化管以外からの薬物吸収を講義する C13（4）-1-5,6
第５回 岩川　精吾 薬物の体内分布 薬物の体内分布を講義する C13（4）-2-1,2,3,5,6
第６回 岩川　精吾 薬物のタンパク結合 薬物のタンパク結合を講義する C13（4）-2-4,7
第７回 岩川　精吾 薬物代謝 薬物代謝を講義する C13（4）-3-1 ～ 8
第８回 岩川　精吾 薬物の腎排泄 薬物の腎排泄を講義する C13（4）-4-1,2,3,7
第９回 岩川　精吾 薬物の腎以外からの排泄 薬物の腎以外からの排泄を講義する C13（4）-4-4,5,6
第10回 岩川　精吾 薬物相互作用と薬効 薬物相互作用と薬効の関係を講義する C13（4）-5-1,2
第11回 岩川　精吾 薬物動態学的相互作用 薬物動態学的相互作用を講義する C13（4）-5-1
第12回 岩川　精吾 薬力的相互作用 薬力学的相互作用を講義する C13（4）-5-2

成績評価方法
出席状況と定期試験から総合的に評価する。

教科書
わかりやすい生物薬剤学第４版　辻　彰編…（廣川書店）

指定参考書
生物薬剤学改訂第２版（南江堂）

オフィスアワー
随時

薬物動態学Ⅰ
3年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 岩川　精吾
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一般目標（GIO）
薬効や副作用を体内の薬物動態から定量的に理解できるようになるために、薬物動態の理論的解析に関する基本的知識と技能を修
得する。

到達目標（SBOs）
１．薬物動態に関わる代表的なパラメーターを列挙し、概説できる。
２．線形コンパートメントモデルを説明し、これに基づいた計算ができる。
３．生物学的半減期、全身クリアランス、肝・腎クリアランスについて説明し、計算できる。
４．経口投与、点滴静注ならびに連続投与における血中濃度計算ができる。
５．線形コンパートメントモデルと非線形コンパートメントモデルの違いを説明でき、非線形性の薬物動態について具体例を挙げ

て説明できる。
６．生理学的モデルならびにモデルによらない薬物動態の解析法を列挙し説明できる。
７．薬力学、薬動力学について概説できる。

準備学習（予習・復習等）
薬剤師として薬物の投与量、投与間隔などを考える上で非常に重要です。数式を取り扱うため、慣れるのに時間を要しますが、問
題を繰り返し解いて理解してください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 上田　久美子 薬物速度論入門 薬物速度論が役立つ場面、薬物動態に関わる代表的なパラメー
ター C13（5）-1-1

第２回 上田　久美子 コンパートメントモデル１ 線形 1- コンパートメントモデル（静脈内投与１） C13（5）-1-3,6
第３回 上田　久美子 コンパートメントモデル２ 線形 1- コンパートメントモデル（点滴静注） C13（5）-1-11
第４回 上田　久美子 コンパートメントモデル３ 線形 1- コンパートメントモデル（経口投与） C13（5）-1-3
第５回 上田　久美子 コンパートメントモデル４ 線形 1- コンパートメントモデル（連続投与） C13（5）-1-12
第６回 上田　久美子 コンパートメントモデル５ 線形 2- コンパートメントモデル C13（5）-1-4
第７回 上田　久美子 非線形薬物速度論 非線形コンパートメントモデル C13（5）-1-5,8
第８回 上田　久美子 クリアランス１ 組織クリアランス、全身クリアランス C13（5）-1-7,10

第９回 上田　久美子 クリアランス２ 肝固有クリアランス、肝初回通過効果、バイオアベイラビリ
ティー C13（5）-1-2,10

第10回 上田　久美子 その他の解析法 生理学的モデル、モデルによらない解析法 C13（5）-1-9
第11回 上田　久美子 薬力学、薬動力学概論 薬力学、薬動力学
第12回 上田　久美子 治療的薬物モニタリング入門 治療的薬物モニタリング（TDM）の意義、投与計画 C13（5）-2-1,4

成績評価方法
・定期試験（90点）
・平常点（10点）配点内訳：出席と受講態度

教科書
わかりやすい生物薬剤学　第４版　廣川書店
プリント冊子

指定参考書
ベーシック薬学教科書シリーズ 18薬物動態学　橋田充編　化学同人
徹底解説　薬物動態の数学　九川文彦編　廣川書店
エピソード薬物動態学―薬物動態学の解明―　辻彰総監修　京都廣川書店

オフィスアワー
講義中の感想、疑問点は講義時間中に配布する用紙に記入、次回の講義で回答する。
空きコマにオフィスアワーを設定予定（１回程度）。

薬物動態学Ⅱ
3年次
後期 必修 1単位

担当教員名 講師 上田　久美子
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一般目標（GIO）
身体の病的変化を病態生理学的に理解するために、臨床検査値に関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．臨床検査の基準範囲の意味と測定値の評価について説明できる。
２．腎臓機能、肝臓機能、感染・炎症関係について、代表的な機能検査を列挙し、…その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げ

ることができる。
３．心臓機能、呼吸機能、動脈血ガス分析、電解質の検査項目を列挙し、その検査値の臨床的意義を説明できる。…

準備学習（予習・復習等）
授業時間を厳守し、私語を慎むこと。復習を必ず行うこと。
復習には自分のノートを作成し、十分に活用すること。
講義は連続性があるため、毎回出席すること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 多河　典子 臨床検査の基礎 基準範囲の意味と測定値の信頼性
第２回 多河　典子 肝臓・腎臓関連 血清タンパク質、肝硬変、ネフロ－ゼ症候群、多発性骨髄腫 C14（1）-2-1,2

第３回 多河　典子 感染・炎症関連
血清異常タンパク質

炎症マーカー、C反応性タンパク質（CRP）、赤血球沈降速
度、末梢白血球数、抗ストレプトリジンO抗体力価（ASLO）、
α - フェトプロテイン、癌胎児性抗原

C14（1）-2-7,8

第４回 多河　典子 腎臓関連
尿素、クレアチン、クレアチニン、腎不全、尿路結石、糸球
体腎炎、
糖尿病性腎症、近位尿細管障害

C14（1）-2-2

第５回 多河　典子 尿酸代謝
肝臓・胆臓関連

尿酸、痛風
生体色素（ビリルビン、ヘモグロビン）、閉塞性黄疸、胆石、
胆肝癌

C14（1）-2-2,6,9
C14（1）-2-1

第６回 多河　典子 肝臓関連
逸脱酵素：トランスアミナーゼ（AST、ALT）、乳酸デヒドロ
ゲナーゼ（LD）、急性肝炎、脂肪肝、慢性肝炎、アルコール
性肝炎

C14（1）-2-1

第７回 多河　典子 心臓機能関連 クレアチンキナーゼ（CK）、心筋梗塞、進行性筋ジストロフィー C14（1）-2-4

第８回 多河　典子 肝臓・胆臓関連
膵臓関連

コリンエステラーゼ（ChE）、アルカリホスファターゼ（ALP）、
γ - グルタミルトランスペプチダーゼ（γ -GT）、ロイシンア
ミノペプチダーゼ（LAP）
アミラーゼ、急性膵炎

C14（1）-2-1
C14（1）-1-1

第９回 多河　典子 電解質 血清ナトリウムイオン、カリウムイオン、副腎皮質機能亢進症、
副腎皮質機能低下症 C14（1）-2-6

第10回 多河　典子 無機質 血清塩素イオン、重炭酸イオン、
pH、代謝性・呼吸性アシドーシス /アルカローシス C14（1）-2-10

第11回 多河　典子 無機質 カルシウム、リン、マグネシウム、鉄、銅、副甲状腺機能亢進症、
副甲状腺機能低下症 C14（1）-2-6

第12回 多河　典子
心臓機能検査
呼吸機能検査
動脈血ガス分析

心電図
ガス代謝（スパイロメトリー）
酸素分圧、炭酸ガス分圧

C14（1）-2-3,4,10

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
薬学領域における臨床医学（篠原力雄、太田光煕、松葉和久…著）広川書店

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

臨床検査学Ⅰ
3年次
前期 必修 1単位

担当教員名 講師 多河　典子
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一般目標（GIO）
・身体の病的変化から疾患を推測できるようになるために、代表的な症候、病態・臨床検査値に関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．代表的なフィジカルアセスメントの検査項目（体温、呼吸数、脈拍数、血圧）を列挙し、検査目的と異常所見を説明できる。
２．以下の症候・病態について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患を挙げ、患者情報をもとに疾患を推測できる。
… … ショック、高血圧、低血圧、発熱、けいれん、意識障害・失神、チアノーゼ、脱水、全身倦怠感、肥満・やせ、黄疸、発疹、貧血、

出血傾向、リンパ節腫脹、浮腫、心悸亢進・動悸、胸水、胸痛、呼吸困難、咳・痰、血痰・喀血、めまい、頭痛、運動麻痺・
不随意運動・筋力低下、腹痛、悪心・嘔吐、嚥下困難・障害、食欲不振、下痢・便秘、吐血・下血、腹部膨満（腹水を含む）、
たんぱく尿、血尿、尿量・排尿の異常、月経異常、関節痛・関節腫脹、腰背部痛、記憶障害、知覚異常（しびれを含む）・神経痛、
視力障害、聴力障害

３．病態に関連した臨床検査項目について
… … ①尿検査および糞便検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。
… … ②血液検査、血液凝固機能検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。
… … ③糖質代謝、脂質代謝、悪性腫瘍について、代表的な検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げること

ができる。
… … ④代表的な臓器機能検査を列記し、症候、基本的検査所見をもとに、症例を解析できる。

準備学習（予習・復習等）
病態を正しく捉えるためには臨床検査値を理解しておくことが大切です。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 太田　光煕 臨床検査概要とフィジカルアセス
メント

代表的なバイタルサインを列挙し、目的と異常所見を説明で
きる。 C14（1）-2-11

第２回 太田　光煕

症候・病態について、生じる原因
とそれらを伴う代表的疾患を挙
げ、患者情報をもとに疾患を推測
できる　その 1

ショック、高血圧、低血圧、発熱、けいれん、意識障害・失神、
チアノーゼ、脱水、全身倦怠感、肥満・やせ、黄疸、発疹、貧血、
出血傾向、リンパ節腫脹、浮腫、心悸亢進・動悸、胸水、胸
痛、呼吸困難、咳・痰、血痰・喀血、めまい、頭痛、運動麻痺・
不随意運動・筋力低下

C14（1）-1

第３回 太田　光煕

症候・病態について、生じる原因
とそれらを伴う代表的疾患を挙
げ、患者情報をもとに疾患を推測
できる　その 2

腹痛、悪心・嘔吐、嚥下困難・障害、食欲不振、下痢・便秘、
吐血・下血、腹部膨満（腹水を含む）、たんぱく尿、血尿、尿量・
排尿の異常、月経異常、関節痛・関節腫脹、腰背部痛、記憶障害、
知覚異常（しびれを含む）・神経痛、視力障害、聴力障害

C14（1）-1

第４回 太田　光煕 血液検査 1 赤血球、白血球、血小板 C14（1）-2-5
第５回 太田　光煕 血液検査 2 出血・凝固検査、凝固因子、血友病、DIC、線溶系 C14（1）-2-5
第６回 太田　光煕 代謝系検査 糖質検査 C14（1）-2-6
第７回 太田　光煕 代謝系検査 脂質検査 C14（1）-2-6
第８回 太田　光煕 尿検査 1 尿タンパク、尿糖、潜血、ケトン体 C14（1）-2-9
第９回 太田　光煕 尿検査 2 ウロビリノーゲン、比重、pH、亜硝酸塩、混濁 C14（1）-2-9

第10回 太田　光煕 尿・便検査、主たる悪性腫瘍マー
カー

沈渣、潜血、腫瘍マーカー（AFP、PIVKA-II、CEA、CA19-
9、CYFRA21、SCC、CA15-3、BCA225、CA125、CA19-
9、PSA、PAP、γ -Sm）

C14（1）-2-8,9

第11回 太田　光煕 臓器機能検査と症例解析 1 肝機能検査、腎機能検査 C14（1）-2-1,2
第12回 太田　光煕 臓器機能検査と症例解析 2 造血器検査と尿検査 C14（1）-2-5,9

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
プリント…（冊子）
『薬学領域における臨床医学』（篠原力雄、太田光煕、松葉和久著）廣川書店

指定参考書
特になし。

オフィスアワー
質問は随時受け付けます。

臨床検査学Ⅱ    
3年次
前期 必修 1単位

担当教員名 特任教授 太田　光煕
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一般目標（GIO）
代表的な内分泌・代謝…（糖尿病）…疾患の病態とその治療薬の作用機序や副作用を理解するために必要な基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．ホルモンの作用機序（細胞内情報伝達）を説明できる。
２．ホルモンの種類と作用を臓器別に説明できる。
３．ホルモンの分泌調節機序を説明できる。
４．代表的な内分泌疾患を挙げ、その病態と発症機序を説明できる。
５．代表的な内分泌疾患の治療法を説明できる。
６．生殖器疾患の病態、治療薬およびその使用上の注意について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
配布するプリントと教科書を有効に活用し必ず復習をすること。
質問は随時研究室に尋ねて来てください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 加藤　郁夫
ホルモンの概要と作用機序（細
胞内情報伝達）、細胞膜受容体・
核内（細胞内）受容体

C8（1）-11-1
C9（5）-5-1 ～ 4

第２回 加藤　郁夫 ホルモンの種類と構造… タンパク、ペプチドホルモン、アミノ酸・アミン系、ステロイ
ドホルモン C9（5）-1-1 ～ 3

第３回 加藤　郁夫 ホルモンの作用と分泌調節機序 視床下部－下垂体－甲状腺系、視床下部－下垂体－副腎系など

C8（1）-9-1
C8（1）-11-1
C8（3）-2-1,2
C9（5）-1-1 ～ 4

第４回 加藤　郁夫 ホルモンの作用と分泌調節機序 視床下部－下垂体－甲状腺系、視床下部－下垂体－副腎系など 〃
第５回 加藤　郁夫 ホルモンの作用と分泌調節機序 視床下部－下垂体－甲状腺系、視床下部－下垂体－副腎系など 〃
第６回 加藤　郁夫 ホルモンの作用と分泌調節機序 視床下部－下垂体－甲状腺系、視床下部－下垂体－副腎系など 〃
第７回 加藤　郁夫 ホルモンの作用と分泌調節機序 視床下部－下垂体－甲状腺系、視床下部－下垂体－副腎系など 〃

第８回 加藤　郁夫 生理活性アミン、ペプチドの生
合成と作用 C9（5）-2-4,5

第９回 加藤　郁夫
代表的な内分泌疾患の病態、発
症機序、治療薬、副作用、検査
法

ａ）下垂体前葉機能低下症、成長ホルモン分泌不全症、先端巨
大症・巨人症

ｂ）甲状腺機能亢進症、甲状腺機能低下症（クレチン病、橋本病）
ｃ）クッシング症候群
ｄ）アジソン病、原発性アルドステロン症、褐色細胞種

C13（3）-1-1
C14（1）-2-6
C14（3）-4-1 ～ 5

第10回 加藤　郁夫
代表的な内分泌疾患の病態、発
症機序、治療薬、副作用、検査
法

ａ）下垂体前葉機能低下症、成長ホルモン分泌不全症、先端巨
大症・巨人症

ｂ）甲状腺機能亢進症、甲状腺機能低下症（クレチン病、橋本病）
ｃ）クッシング症候群
ｄ）アジソン病、原発性アルドステロン症、褐色細胞種

〃

第11回 多河　典子 生殖器疾患の病態、発症機序、
治療薬とその使用上の注意

ａ）子宮内膜症、乳癌、子宮癌の治療薬
ｂ）前立腺肥大症の病態生理、治療薬およびその使用上の注意
ｃ）前立腺癌、子宮癌、子宮内膜症の概説

C13（3）-1-1,3
C14（3）-2-1 ～ 3

第12回 多河　典子 生殖器疾患の病態、発症機序、
治療薬とその使用上の注意

ａ）子宮内膜症、乳癌、子宮癌の治療薬
ｂ）前立腺肥大症の病態生理、治療薬およびその使用上の注意
ｃ）前立腺癌、子宮癌、子宮内膜症の概説

〃

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
基礎から学ぶ内分泌薬学（厚味巌一編）エルゼビア・ジャパン、プリント

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

内分泌学        
3年次
後期 必修 1単位 担当教員名 教授 加藤　郁夫

講師 多河　典子
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一般目標（GIO）
生体内で異常に増殖あるいは複製することにより人体に疾患を生じる細菌、ウイルス、真菌、原虫・寄生虫などに対する薬物の作
用機序を理解し、薬物治療へ応用できるようになるために、抗菌薬、抗ウイルス薬、抗真菌薬、抗原虫・寄生虫薬に関する基本的
知識を修得し、治療に必要な情報収集・解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を身につける。

到達目標（SBOs）
１．病原微生物に対する化学療法の基本概念について説明できる。
２．代表的な抗菌薬の薬理（薬理作用、機序、抗菌スペクトル、主な副作用、相互作用、組織移行性）および臨床応用を説明できる。
３．主な抗菌薬の耐性獲得機構および耐性菌出現への対応を説明できる。
４．代表的な細菌感染症、ウイルス感染症、真菌感染症、原虫・寄生虫感染症の治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、予

防方法および病態（病態生理、症状等）、薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
・授業開始時間を厳守し、私語を慎むこと。
・予習・復習を必ず行ってから授業を受けること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 児玉　典子 感染制御学概論・感染症診断の基本 感染経路・感染部位，原因微生物，感染症治療薬の選択・治療・
副作用 C14（5）

第２回 児玉　典子 原因微生物の基本 細菌，真菌，ウイルス，原虫・寄生虫 C14（5）-1

第３回 児玉　典子 グラム陽性菌感染症に関する病態・
治療 ブドウ球菌，肺炎球菌，腸球菌など C14（5）-2

第４回 児玉　典子 グラム陽性菌感染症に関する病態・
治療 クロストリジウム属菌，リステリア，セレウス菌，炭疽菌など C14（5）-2

第５回 児玉　典子 グラム陰性菌感染症に関する病態・
治療 腸内細菌群，インフルエンザ菌，百日咳菌など C14（5）-2

第６回 児玉　典子 グラム陰性菌感染症に関する病態・
治療 淋菌，髄膜炎菌，ピロリ菌など C14（5）-2

第７回 厚味　厳一 その他の細菌感染症に関する病態・
治療

結核菌，らい菌，マイコプラズマ，リケッチア，クラミジア，
レジオネラ，スピロヘータ，梅毒など C14（5）-2

第８回 厚味　厳一 ウイルス感染症に関する病態・治療
単純ヘルペスウイルス，EBウイルス，サイトメガロウイルス，
インフルエンザウイルス，麻疹ウイルス，風疹ウイルス，ライ
ノウイルス，SARS コロナウイルス，アデノウイルスなど

C14（5）-5

第９回 厚味　厳一 ウイルス感染症に関する病態・治療 ウイルス性肝炎ウイルス（HAV，HBV，HCV），エイズウイル
ス（HIV） C14（5）-5

第10回 厚味　厳一 真菌感染症に関する病態・治療 白癬菌，カンジダ，クリプトコッカス，ニューモシスチス，ア
スペルギルスなど C14（5）-4

第11回 児玉　典子 感染症治療薬のまとめ 抗菌薬，抗真菌薬，抗ウイルス薬，抗原虫・寄生虫薬の薬理（薬
理作用・機序・主な副作用） C14（5）

第12回 児玉　典子 薬剤耐性菌による院内感染
MRSA，VRE，セラチア，多剤耐性緑膿菌などの薬剤耐性菌の
耐性獲得機構及び院内感染の感染経路・予防方法・病態・薬物
治療

C14（5）-6

成績評価方法
定期試験（100%）

教科書
・化学療法学、医療のあるべき姿を見据えて、―抗生物質最前線―　山口　明人著（京都廣川書店）
・感染制御学授業テキスト（京都廣川書店）
・必要に応じてプリントの配布、スライドを用いた講義を行う。

指定参考書
・スタンダード薬学シリーズ 6　薬と疾病Ⅲ .　薬物治療（2）および薬物治療に役立つ情報（東京化学同人）
・感染症まるごとこの一冊　矢野晴美著（南山堂）

オフィスアワー
オフィスアワーは必要に応じて行う。

感染制御学      
3年次
後期 必修 1単位 担当教員名 講師 児玉　典子

担当教員名 非常勤講師 厚味　厳一
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一般目標（GIO）
将来、適切な薬物治療に貢献できるようになるために、脳血管系疾患、神経・筋の疾患、代謝性疾患、血液・造血器の疾患につい
ての病態生理、…およびそれらの治療に用いられる代表的な医薬品に関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．脳血管疾患の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。
２．てんかんの病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。
３．パーキンソン病、アルツハイマー病の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。
４．神経・筋に関する代表的な疾患の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。
５．糖尿病とその合併症の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。
６．脂質異常症の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。
７．高尿酸血症・痛風の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。
８．貧血の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。
９．白血病の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。
10．播種性血管内凝固症候群（DIC）、血友病、紫斑病の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
配布するプリントを十分に活用し、必ず復習する事。
質問は随時研究室に尋ねて来てください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 加藤　郁夫 脳血管系疾患 脳出血、くも膜下出血、脳梗塞（アテローム血栓症、心原性、
ラクナ）、TIA C14（3）-6-2

第２回 加藤　郁夫 てんかん 強直間代発作、…精神運動発作、…小発作 C14（3）-6-3
第３回 加藤　郁夫 神経変性疾患 パーキンソン病、アルツハイマー病 C14（3）-6-4,5

第４回 加藤　郁夫 神経・筋疾患 重症筋無力症、脳炎、髄膜炎、脳腫瘍、多発性硬化症、GBS、
ALS C14（3）-6-1

第５回 加藤　郁夫 血液・造血器疾患 貧血、白血病、DIC、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、血友病、
紫斑病、…vWD C14（2）-3-1 ～ 5

第６回 加藤　郁夫 血液・造血器疾患 貧血、白血病、DIC、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、血友病、
紫斑病、…vWD C14（2）-3-1 ～ 5

第７回 加藤　郁夫 血液・造血器疾患 貧血、白血病、DIC、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、血友病、
紫斑病、…vWD C14（2）-3-1 ～ 5

第８回 加藤　郁夫 代謝性疾患 糖尿病（１型、２型） C14（3）-5-1
第９回 加藤　郁夫 代謝性疾患 糖尿病（１型、２型） C14（3）-5-1
第10回 加藤　郁夫 代謝性疾患 脂質異常症 C14（3）-5-2
第11回 加藤　郁夫 代謝性疾患 脂質異常症 C14（3）-5-2
第12回 加藤　郁夫 代謝性疾患 高尿酸血症・痛風 C14（3）-5-3

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
プリント

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

薬物治療学Ⅰ
3年次
後期 必修 1単位

担当教員名 教授 加藤　郁夫
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一般目標（GIO）
将来、適切な薬物治療に貢献できるようになるために、悪性腫瘍の疫学と検査法、薬物治療の位置づけを修得する。また、消化器
系疾患の病態、診断に利用される代表的な検査法と、治療に用いられる代表的な医薬品に関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．腫瘍の定義、悪性腫瘍の疫学とリスク因子、検査法、薬物治療の位置づけについて説明できる。
２．腹部疾患の代表的な画像検査法について説明できる。
３．消化管疾患の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。
４．肝胆膵疾患の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
準備学習としては、関連分野の生理学、薬理学の知識の整理が必要です。
授業後は必ず資料を見直し、分からないことがあれば自己学習や質問で解決してください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 水野　成人 腫瘍学総論 腫瘍の定義、疫学、検査法 C12（5）-7-1
第２回 水野　成人 腹部画像診断 腹部超音波検査、内視鏡検査、CT検査、MRI 検査 C2（3）-2-7
第３回 水野　成人 消化管疾患① 胃食道逆流症、消化性潰瘍 C12（2）-4-1,2
第４回 水野　成人 消化管疾患② 炎症性腸疾患、消化管感染症 C12（2）-4-3,6
第５回 水野　成人 消化管疾患③ 薬剤性消化管障害、機能性消化管障害 C12（2）-4-1,2,3
第６回 水野　成人 消化管疾患④ その他の消化管疾患、消化器症状 C12（2）-4-1,6
第７回 水野　成人 消化管疾患⑤ 消化管悪性腫瘍 C12（2）-4-6
第８回 水野　成人 消化管疾患⑥ 消化管悪性腫瘍 C12（2）-4-6
第９回 水野　成人 肝胆膵疾患① ウイルス性肝炎 C12（2）-4-4
第10回 水野　成人 肝胆膵疾患② 非アルコール性脂肪性肝疾患、肝硬変 C12（2）-4-4
第11回 水野　成人 肝胆膵疾患③ 胆石症、胆道感染症、膵炎 C12（2）-4-5,6
第12回 水野　成人 肝胆膵疾患④ 肝胆膵悪性腫瘍 C12（2）-4-6

成績評価方法
定期試験（80％）、受講態度（20％）

教科書
資料を配布

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問がある時は随時受け付けます（5号館 2階　医療薬学研究室）

薬物治療学Ⅱ    
3年次
後期 必修 1単位

担当教員名 教授 水野　成人
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一般目標（GIO）
将来、適切な薬物治療に貢献できるようになるために、心臓と血管系疾患、腎臓と尿路の疾患、呼吸器・胸部疾患、耳鼻咽喉の疾患、
皮膚の疾患、眼疾患およびそれらの治療に用いられる代表的な医薬品に関する基本的知識を修得する。併せて、薬物治療実施に必
要な情報を自ら収集するための基本的技能を身につける。

到達目標（SBOs）
１．心臓および血管系における代表的な疾患を挙げることができ、不整脈、心不全、高血圧、虚血性心疾患の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。
２．腎臓および尿路における代表的な疾患を挙げることができ、腎不全、ネフローゼ症候群の病態生理、適切な治療薬、およびそ

の使用上の注意について説明できる。
３．肺と気道に関する代表的な疾患を挙げることができ、閉塞性気道疾患（気管支喘息、肺気腫）の病態生理、適切な治療薬、お

よびその使用上の注意について説明できる。
４．耳鼻咽喉に関する代表的な疾患を挙げることができ、めまいの病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説

明できる。
５．皮膚に関する代表的な疾患を挙げることができ、アトピー性皮膚炎、皮膚真菌症の病態生理、適切な治療薬、およびその使用

上の注意について説明できる。
６．眼に関する代表的な疾患を挙げることができ、緑内障、白内障の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について

説明できる。

準備学習（予習・復習等）
薬物治療に関する基本的知識と技能を修得するためには、疾患の病態生理および薬理学を含めた広範な知識とその応用が必要です。
これまで学んだことをよく復習して講義に臨んでください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 江本　憲昭 心臓・血管系の疾患（１） 循環器疾患総論
C14（1）-1-1
C14（1）-2-4
C14（2）-2-1

第２回 江本　憲昭 心臓・血管系の疾患（２） 心不全 C14（2）-2-3
第３回 江本　憲昭 心臓・血管系の疾患（３） 虚血性心疾患① C14（2）-2-5
第４回 江本　憲昭 心臓・血管系の疾患（４） 虚血性心疾患② C14（2）-2-5
第５回 江本　憲昭 心臓・血管系の疾患（５） 不整脈① C14（2）-2-2
第６回 江本　憲昭 心臓・血管系の疾患（６） 不整脈② C14（2）-2-2
第７回 江本　憲昭 心臓・血管系の疾患（７） 高血圧① C14（2）-2-4
第８回 江本　憲昭 心臓・血管系の疾患（８） 高血圧② C14（2）-2-4
第９回 江本　憲昭 心臓・血管系の疾患（９） 血管疾患、心原性ショック C14（2）-2-6

第10回 八木　敬子 呼吸器・胸部の疾患（１） 呼吸器・胸部の疾患総論
C14（1）-1-1
C14（1）-2-3
C14（3）-3-1

第11回 八木　敬子 呼吸器・胸部の疾患（２） 閉塞性気道疾患 C14（3）-3-2

第12回 八木　敬子 呼吸器・胸部の疾患（３） 上気道炎、インフルエンザ、慢性閉塞性肺疾患、肺炎、肺結核、
肺癌、乳がん、胸郭疾患 C14（3）-3-3

成績評価方法
定期試験（100％）

教科書
病態生理ビジュアルマップⅠ　呼吸器疾患／循環器疾患（医学書院）
プリント

指定参考書
病気が見える vol.2　循環器（MEDIC…MEDIA）
病気が見える vol.4　呼吸器（MEDIC…MEDIA）

オフィスアワー
随時

薬物治療学Ⅲ    
3年次
後期 必修 1単位

担当教員名 教授 江本　憲昭
准教授 池田　宏二
講師 八木　敬子
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一般目標（GIO）
病院および薬局における薬剤師の基本的な業務は、調剤である。調剤とは、処方せんに記載されているとおりに、間違いなく取り
揃えるだけの行為ではなく、患者が安心して、安全に薬物治療を継続するためには、処方せんの鑑査、疑義照会、調剤後鑑査、服
薬指導、薬剤服用歴への記録など、薬剤師としての多くのスキルを要する。調剤学Ⅰでは、薬剤師の使命、保険調剤、処方せんな
どの法的な部分を含む調剤の基本的な知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．医療における薬剤師の使命や倫理などについて概説できる。
２．医療の現状をふまえて、薬剤師の位置づけと役割、保険調剤について概説できる。
３．医薬分業の仕組みと意義を概説できる。
４．医療チームの構成や各構成員の役割、連携と責任体制を説明できる。
５．チーム医療における薬剤師の役割を説明できる。
６．疑義照会の意義について、法的根拠を含めて説明できる。
７．処方せんの法的位置づけと機能について説明できる。
８．処方オーダリングシステムを概説できる。
９．服薬指導の意義を法的、倫理的、科学的根拠に基づいて説明できる。
10．患者の基本的権利、自己決定権、インフォームドコンセント、守秘義務などについて具体的に説明できる。
11．代表的な医薬品の用法・用量および投与計画について説明できる。
12．患者の特性（新生児、小児、高齢者、妊婦など）に適した用法・用量について説明できる。
13．患者の特性に適した用量を計算できる。
14．病態（腎、肝疾患など）に適した用量設定について説明できる。
15．院内感染の回避方法について説明できる。
16．代表的な消毒薬の用途、使用濃度を説明できる。
17．消毒薬調製時の注意点を説明できる。
18．院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管理などについて説明できる。

準備学習（予習・復習等）
講義内容については、４年次の実務実習事前教育および５年次の実務実習だけでなく、薬剤師としても必要な知識である。講義内
容を復習して、しっかりと理解しておくこと。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 田内　義彦
医療における薬剤師の使命
薬剤師の位置づけと役割
保険調剤と医薬分業の仕組み

医療における薬剤師の使命や倫理などについて概説できる
医療の現状をふまえて、薬剤師の位置づけと役割、保険調剤について
概説できる。
医薬分業の仕組みと意義を概説できる

D1

第２回 田内　義彦

疑義照会の意義
医療チームの構成や各構成員の役
割
チーム医療における薬剤師の役割

疑義照会の意義について、法的根拠を含めて説明できる
医療チームの構成や各構成員の役割、連携と責任体制を説明できる
チーム医療における薬剤師の役割を説明できる

D1

第３回 猪野　彩 処方せんの法的位置づけと機能
処方オーダリングシステム

処方せんの法的位置づけと機能について説明できる。
処方オーダリングシステムを概説できる。
処方せんの種類、特徴、必要記載事項について説明できる。
調剤を法的根拠に基づいて説明できる。
不適切な処方せんの処置について説明できる。

D1

第４回 猪野　彩 服薬指導の意義
患者の基本的権利

服薬指導の意義を法的、倫理的、科学的根拠に基づいて説明できる。
患者の基本的権利、自己決定権、インフォームド・コンセント、守秘
義務などについて具体的に説明できる。

D1

第５回 辰見　明俊 代表的な医薬品の用法・用量　そ
の１

代表的な医薬品の用法・用量および投与計画について説明できる。
その１ D1

第６回 辰見　明俊 代表的な医薬品の用法・用量　そ
の２

代表的な医薬品の用法・用量および投与計画について説明できる。
その２ D1

第７回 杉山　正敏 患者の特性に適した用法・用量
患者の特性（新生児、小児、高齢者、妊婦など）に適した用法・用量
について説明できる。
患者の特性に適した用量を計算できる。

D1

第８回 杉山　正敏 病態に適した用量設定　その１ 病態（腎、肝疾患など）に適した用量設定について説明できる。
その１ D1

第９回 杉山　正敏 病態に適した用量設定　その２ 病態（腎、肝疾患など）に適した用量設定について説明できる。
その２ D1

第10回 河内　正二 院内感染の回避方法 院内感染の回避方法について説明できる。 D1

調剤学Ⅰ
3年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 杉山　正敏
教授 田内　義彦
講師 辰見　明俊
講師 猪野　彩
助教 河内　正二
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第11回 河内　正二 代表的な消毒薬 代表的な消毒薬の用途、使用濃度を説明できる。
消毒薬調製時の注意点を説明できる。 D1

第12回 辰見　明俊 院内製剤の意義と品質管理 院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管理などについて説明できる。
無菌操作の原理を説明できる。 D1

成績評価方法
定期試験のみで評価を行う。

教科書
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会…編）第 10巻「実務実習事前学習…病院・薬局実習に行く前に」東京化学同人

指定参考書
調剤指針〈第 13改訂〉・日本薬剤師会編・薬事日報社

オフィスアワー
随時
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一般目標（GIO）
病院および薬局における薬剤師の基本的な業務は、調剤である。調剤とは、処方せんに記載されているとおりに、間違いなく取り
揃えるだけの行為ではなく、患者が安心して、安全に薬物治療を継続するためには、処方せんの鑑査、疑義照会、調剤後鑑査、服
薬指導、薬剤服用歴への記録など、薬剤師としての多くのスキルを要する。調剤学Ⅱでは、医薬品管理および服薬指導を中心に薬
剤師として必要な知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．医薬品管理の意義と重要性について説明できる。
２．代表的な剤形の安定性、保存性について説明できる。
３．毒薬・劇薬の管理及び取り扱いについて説明ができる。
４．麻薬、向精神薬などの管理取り扱いについて説明できる。
５．血漿分画製剤の管理及び取り扱いについて説明ができる。
６．輸血用血液製剤の管理及び取り扱いについて説明できる。
７．代表的な生物製剤の種類と適応を説明できる。
８．生物製剤の管理と取り扱いについて説明できる。
９．患者接遇に際し、配慮しなければならない注意点を列挙できる。
10．代代表的な医薬品の服薬指導上の注意点を列挙できる。
11．代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる。
12．服薬指導に必要な患者情報を列挙できる。
13．医師、看護師などとの情報の共有化の重要性を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
講義内容については、4年次の実務実習事前教育および 5年次の実務実習だけでなく、薬剤師としても必要な知識である。講義内
容を復習して、しっかりと理解していくこと。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 濵口　常男 計数・計量調剤のシミュレート（１） 処方せん例に従って、実際の計数・計量調剤の要点解説 D1

第２回 濵口　常男 計数・計量調剤のシミュレート（2）およ
び医薬品製剤の管理

実際の計数・計量調剤の演習および医薬品製剤の購入、在庫、
供給、使用及び経済の管理について D1

第３回 濵口　常男 医薬品製剤の安定性・保存性 代表的な剤形の安定性と保存性について D1

第４回 竹下　治範 毒薬・劇薬、麻薬・向精神薬、血漿分画製
剤および輸血製剤

毒薬・劇薬および麻薬・向精神薬、血漿分画製剤および輸血製
剤の管理と取り扱い D1

第５回 竹下　治範 生物製剤 生物製剤の管理および取り扱い（投薬、廃棄など） D1
第６回 沼田　千賀子 患者接遇 患者接遇に必要な基本的なコミュニケーションスキルについて D1

第７回 沼田　千賀子 代表的な医薬品の服薬指導上の注意点
代表的な疾患の注意すべき生活指導項目 病院（病棟）薬剤師の業務に関連したものを中心に扱う。 D1

第８回 沼田　千賀子 代表的な医薬品の服薬指導上の注意点
代表的な疾患の注意すべき生活指導項目 病院（病棟）薬剤師の業務に関連したものを中心に扱う。 D1

第９回 波多江　崇 代表的な医薬品の服薬指導上の注意点
代表的な疾患の注意すべき生活指導項目 薬局薬剤師の業務に関連したものを中心に扱う。 D1

第10回 波多江　崇 代表的な医薬品の服薬指導上の注意点
代表的な疾患の注意すべき生活指導項目 薬局薬剤師の業務に関連したものを中心に扱う。 D1

第11回 沼田　千賀子 服薬指導に必要な患者情報
医師、看護師などとの情報の共有化

問題志向型システム（POS）に基づく SOAP 方式による服薬
指導の記録 D1

第12回 波多江　崇 服薬指導に必要な患者情報
医師、看護師などとの情報の共有化 薬局薬剤師の業務に関連したものを中心に扱う。 D1

成績評価方法
定期試験のみで評価を行う。

教科書
配布プリント

指定参考書
スタンダード薬学シリーズ 9　薬学と社会（第 3版）　日本薬学会編（東京化学同人）
薬学生のための計算実践トレーニング帳（前田初男編）化学同人

オフィスアワー
随時

調剤学Ⅱ
3年次
後期 必修 1単位

担当教員名 教授 濵口　常男
教授 沼田　千賀子
准教授 波多江　崇
助教 竹下　治範
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一般目標（GIO）
医薬品の用途に応じた適切な剤形を調製するために、製剤の種類、有効性、安全性、品質などに関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．代表的な剤形の種類と特徴を説明できる。
２．経口投与する製剤の種類と性質について説明できる。
３．皮膚などに適用する製剤の種類と性質について説明できる。
４．直腸、膣に適用する製剤の種類と性質について説明できる。
５．気管支・肺に適用する製剤の種類と性質について説明できる。
６．注射により投与する製剤の種類と性質について説明できる。
７．目、耳、鼻に投与する製剤の種類と性質について説明できる。
８．代表的な製剤添加物の種類と性質について説明できる。
９．代表的な製剤の有効性と安全性評価法について説明できる。
10．製剤化の単位操作及び汎用される製剤機械について説明できる。
11．汎用される容器、包装の種類や特徴について説明できる。
12．日本薬局方の製剤に関連する試験法を列挙できる。

準備学習（予習・復習等）
特になし

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 寺岡　麗子 代表的な剤形の種類 日本薬局方製剤総則における剤形分類について C16（2）-1-1

第２回 寺岡　麗子 経口投与する製剤
口腔内に適用する製剤

錠剤、カプセル剤、顆粒剤について
散剤、経口液剤、シロップ剤、経口ゼリー剤について
口腔用錠剤、口腔用スプレー剤、口腔用半固形剤、口腔用液剤について

C16（2）-1-2
C16（2）-1-2,4

第３回 寺岡　麗子 注射により投与する製剤 注射剤について C16（2）-1-5

第４回 寺岡　麗子 粘膜に適用する製剤（点眼剤、
吸入剤など） 点眼剤、眼軟膏剤、点耳剤、点鼻剤、吸入剤について C16（2）-1-4,5

第５回 寺岡　麗子 直腸・膣に適用する製剤 坐剤、直腸用半固形剤、注腸剤、膣錠、膣用坐剤について C16（2）-1-3

第６回 寺岡　麗子 皮膚に適用する製剤 外用固形剤、外用液剤、スプレー剤、軟膏剤、クリーム剤、ゲル剤、貼付剤
について C16（2）-1-3,4,6

第７回 寺岡　麗子 その他の製剤 生薬関連製剤、透析に用いる製剤について C16（2）-1-1

第８回 寺岡　麗子 代表的な製剤添加剤
製剤の有効性と安全性評価法

固形剤、半固形剤、液状製剤に用いられる添加剤の種類と代表的な添加剤に
ついて
製剤の有効性と安全性の評価について
製剤の安定性評価法について

C16（2）-1-7
C16（2）-1-8

第９回 寺岡　麗子 製剤の単位操作 製剤化の単位操作と使用される製剤機械 C16（2）-2-1

第10回 寺岡　麗子 製剤の製造
製剤の容器・包装

錠剤、注射剤の製造について
固形剤、半固形剤、注射剤に用いられる容器と包装 C16（2）-2-1,3

第11回 寺岡　麗子 製剤に関連する代表的な試験法
化学的試験法、物理的試験法、粉体物性測定、生物学的試験法などについて
製剤試験法について
参考情報について

C16（2）-3-1

第12回 寺岡　麗子 医薬品企業での製剤開発研究 製薬企業での製剤開発の実際について C16（2）-2-1,3

成績評価方法
定期試験（90点）、平常点（受講態度、レポート）（10点）

教科書
ベーシック薬学教科書シリーズ 20…薬剤学第２版（北河修治　編、化学同人）

指定参考書
基礎から学ぶ製剤化のサイエンス（増補版）（山本恵司監修　高山幸三、寺田勝英、宮嶋勝春編、エルゼビア・ジャパン）
最新製剤学第３版（上釜兼人、川島嘉明、松田芳久編、廣川書店）
NEWパワーブック物理薬剤学・製剤学　第 2版（金尾義治、北河修治編集、廣川書店）
第十六改正日本薬局方解説書…（廣川書店）
必携　日本薬局方試験法ガイド日局 16対応（社）医薬品医療機器レギュラトリーサイエンス財団編

オフィスアワー
質問は随時。…病院で処方された医薬品の添付文書をインターネット等で調べ、用いられている添加剤を確認してみて下さい。また、
それぞれの添加剤がどのような目的で添加されているのか考えてみてください。

薬剤設計学Ⅰ    
3年次
前期 必修 1単位

担当教員名 准教授 寺岡　麗子
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一般目標（GIO）
医薬品開発、治験業務、薬剤疫学、薬剤経済学などの領域におけるプロトコル作成、データ解析および評価に必要な統計学の基本
的知識と技能を習得する。

到達目標（SBOs）
１．統計学的推定および仮説検定の考え方を理解できる
２．根拠に基づく医療（EBM：Evidence-Based…Medicine）の考え方と実践のプロセスを概説できる
３．臨床研究でよく用いられるデザインの特徴やバイアスの回避法、評価指標について概説できる
４．各種検定の特徴を理解し、データに応じた適切な解析方法を選択できる
５．線形回帰分析の理論と医療分野での応用について概説できる
６．多重比較の考え方と代表的な方法について説明できる
７．ロジスティック回帰や生存時間分析、メタアナリシスなど医療分野での統計解析手法について理解できる

準備学習（予習・復習等）
教科書をベースに適宜、板書・視覚教材を援用しながら講義を行う。講義外の自主的な学習を推奨する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 森脇　健介 医療統計学入門 なぜ医療統計学は必要か？、データの要約、確率分布、標本
抽出と推定、仮説検定

C15（1）-5
C17（5）-1,2

第２回 森脇　健介 研究デザイン 根拠に基づく医療（EBM）、研究デザインの種類と主要な要
素

C15（1）-5
C17（5）-1,2

第３回 森脇　健介 臨床試験 ランダム化比較試験（RCT）、盲検化、エンドポイント、サン
プルサイズ設計

C15（1）-5
C17（5）-1,2

第４回 森脇　健介 量的データの解析 対応のある 2群の比較、対応のない 2群の比較 C15（1）-5
C17（5）-1,2

第５回 森脇　健介 コホート研究と症例対照研究 利点と欠点、相対リスク比とオッズ比 C15（1）-5
C17（5）-1,2

第６回 森脇　健介 質的データの解析 対応のある 2群の比較、対応のない 2群の比較 C15（1）-5
C17（5）-1,2

第７回 森脇　健介 交絡因子と調整 交絡因子、層別解析、調整 C15（1）-5
C17（5）-1,2

第８回 森脇　健介 3つ以上の集団の比較 分散分析、多重比較検定、トレンド検定 C15（1）-5
C17（5）-1,2

第９回 森脇　健介 線型回帰分析 相関と回帰、線型回帰の理論、重回帰分析 C15（1）-5
C17（5）-1,2

第10回 森脇　健介 ロジスティック回帰分析 ロジスティック回帰、最尤法、統計学的モデルの問題点 C15（1）-5
C17（5）-1,2

第11回 森脇　健介 生存時間分析 カプランマイヤー法、ログランク検定、Cox 比例ハザードモ
デル

C15（1）-5
C17（5）-1,2

第12回 森脇　健介 メタアナリシス システマティックレビュー、メタアナリシス、固定効果と変
量効果

C15（1）-5
C17（5）-1,2

成績評価方法
出席・受講態度（30％）および試験（70％）により評価する。

教科書
医学への統計学…第３版（古川俊之…監修／丹後俊郎…著）朝倉書店
※必要に応じて資料を配布する。

指定参考書
１．入門…医療統計学――Evidence を見出すために（森實敏夫…著）東京図書
２．これからの臨床試験…―医薬品の科学的評価―原理と方法―（椿広計、藤田利治、佐藤俊哉…編）朝倉書店

オフィスアワー
いつでも結構です。

医療統計学Ⅰ
3年次
前期 必修 1単位

担当教員名 講師 森脇　健介
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一般目標（GIO）
核医学診断法は最先端医療に不可欠なものとなっている。そのため、放射性物質を安全かつ有効に取り扱えるように、放射線の性
質や人体に及ぼす影響に関する基礎知識を修得する。そして、薬剤師として必要な放射性医薬品をはじめとした放射線を用いた診断・
治療について理解する。

到達目標（SBOs）
１．放射線の生体への影響が説明できる。
２．代表的な画像診断技術について概説できる。
３．放射性医薬品の特徴について説明できる。
４．代表的な放射性医薬品の種類と用途を説明できる。
５．放射性医薬品の品質管理に関する試験法を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
復習：練習問題を解くこと（1時間）。放射線取扱主任者（国家資格）の資格を取ることができれば、仕事の選択の幅も広がります。
放射線取扱主任者（国家資格）に関する質問には、随時対応します（5号館 2階　放射線管理室）。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 安岡　由美 放射と放射能 1 電離放射線の種類と性質 C1（1）-4-1,2

第２回 安岡　由美 放射と放射能 2 核反応、放射平衡、 C1（1）-4-3,4
C12（2）-1-7

第３回 安岡　由美 放射と放射能 3 放射線測定 1 C1（1）-4-5
第４回 安岡　由美 放射と放射能 4 放射線測定 2 C1（1）-4-5

第５回 安岡　由美 人体への影響 1 体外被ばくと体内被ばく
生体組織の放射線感受性 C12（1）-5-1,2

第６回 安岡　由美 人体への影響 2 電離放射線の防御 C12（1）-5-3,4,5

第７回 安岡　由美 画像診断技術 1 画像診断技術（X線診断、CTスキャン、MRI） C2（3）-2-7
C12（1）-5-6

第８回 安岡　由美 画像診断技術 2
画像診断薬

画像診断技術（超音波他）
造影剤について

C2（3）-2-7,8
C12（1）-5-6

第９回 安岡　由美 放射性医薬品 1 SPECT検査・PET検査 C2（3）-2-8
C12（1）-5-6

第10回 安岡　由美 放射性医薬品 2 ガンの放射線治療 C2（3）-2-8
C12（1）-5-6

第11回 安岡　由美 安全管理 1 放射性医薬品の管理 C18（1）-4-1,2
第12回 安岡　由美 安全管理 2 事故例と対策 C18（1）-4-1,2

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
放射線管理学テキスト（放射線管理室編）
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会編）第 2巻「物理系薬学Ｉ．物質の物理的性質」束京化学同人

指定参考書
放射線取扱の基礎―第 1種放射線取扱主任者試験の要点―（第 6版）日本アイソトープ協会編、丸善
放射線概論―第 1種放射線試験受験用テキスト（第 8版）、柴田徳思（編）通商産業社
第 1種放射線取扱主任者試験…マスター・ノート（第 2版）、福士政広（編）メジカルビュー社

オフィスアワー
授業に関する質問には、随時対応します（5号館 2階　放射線管理室）。

放射線管理学    
3年次
前期 選択 1単位

担当教員名 講師 安岡　由美
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一般目標（GIO）
薬剤師および薬学生にとって必要な統計とは、研究データを集計・解析したり、添付文書やインタビューフォーム、治療ガイドラ
インに掲載されているデータを理解できることである。そこで、本科目では、エクセルを使用して、実際にデータの集計・解析の
経験を通して、医療統計に関する基本的な知識と技能を修得する。
医療統計学ⅡAは、統計を苦手とする学生を対象に、基本的な内容を実際の計算などを通して理解を深め、CBTおよび薬剤師国家
試験の問題に対応できるようにする。

到達目標（SBOs）
１．標本と母集団との関係を説明できる。
２．基本統計量の意味を説明できる。
３．電卓を使って、基本統計量を求めることができる。
４．医薬品の添付文書、インタビューフォームのデータを説明できる。
５．医薬品の添付文書、インタビューフォームのデータをのデータ加工できる。

準備学習（予習・復習等）
データの意味を理解し、加工できることは、卒業研究や実務実習、将来の薬剤師業務にとって重要なスキルである。その場限りの
技能にせず、いつでも使えるように、復習しておくこと。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 波多江　崇 リスク因子の評価（症例対照研究・
コホート研究） 臨床研究の手法の特徴 C15（1）-5

C17（5）-2

第２回 波多江　崇 リスク因子の評価（症例対照研究・
コホート研究） データ表の作成 C15（1）-5

C17（5）-2

第３回 波多江　崇 リスク因子の評価（症例対照研究・
コホート研究） クロス集計表の見方 C15（1）-5

C17（5）-2

第４回 波多江　崇 リスク因子の評価（症例対照研究・
コホート研究） クロス集計表の作成 C15（1）-5

C17（5）-2

第５回 波多江　崇 リスク因子の評価（症例対照研究・
コホート研究） 相対リスク減少率、絶対リスク減少率、治療必要数の意味 C15（1）-5

C17（5）-2

第６回 波多江　崇 リスク因子の評価（症例対照研究・
コホート研究） 相対リスク減少率、絶対リスク減少率、治療必要数の計算 C15（1）-5

C17（5）-2

第７回 波多江　崇 リスク因子の評価（症例対照研究・
コホート研究） オッズ比の意味 C15（1）-5

C17（5）-2

第８回 波多江　崇 リスク因子の評価（症例対照研究・
コホート研究） オッズ比の計算 C15（1）-5

C17（5）-2

第９回 波多江　崇 リスク因子の評価（症例対照研究・
コホート研究）

医療用医薬品の添付文書、インタビューフォームから評価の
実践

C15（1）-5
C17（5）-2

第10回 波多江　崇 リスク因子の評価（症例対照研究・
コホート研究）

医療用医薬品の添付文書、インタビューフォームから評価の
実践

C15（1）-5
C17（5）-2

第11回 波多江　崇 リスク因子の評価（メタアナリシス） 医療用医薬品の添付文書、インタビューフォームから評価の
実践

C15（1）-5
C17（5）-2

第12回 波多江　崇 リスク因子の評価（メタアナリシス） 医療用医薬品の添付文書、インタビューフォームから評価の
実践

C15（1）-5
C17（5）-2

成績評価方法
2 コマ連続の演習形式で開講するため、定期試験は実施しない。
平常点（50点）出席と受講態度で評価する。
（出席重視：欠席、遅刻は厳禁）
レポート（課題提出）（50点）

教科書
「実践薬学統計（仮）」（出版社：京都廣川書店）より出版予定
詳細については、出版後に、掲示で連絡する。

指定参考書

オフィスアワー
随時

医療統計学ⅡＡ  
3年次
後期 選択 1単位

担当教員名 准教授 波多江　崇
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一般目標（GIO）
医薬品開発、治験業務、薬剤疫学、薬剤経済学などの領域における統計解析の理論を理解し結果を正しく解釈するための知識、ま
た統計解析ソフト等を利用し目的に応じた適切なデータ解析を行うための実践的技能の習得を目指す。統計解析ソフトには、Stata
または EZRを使用する予定である。

到達目標（SBOs）
統計解析ソフト等を利用し以下を実践できる；
１．データの扱い方を理解し、図表・基本統計量による要約を行うことができる
２．量的・質的データにおける各種検定の特徴を理解し、データに応じた適切な解析を実践できる
３．線形回帰分析の理論を理解し重回帰分析を実践できる
４．多重比較の考え方を理解し適切な解析を実践できる
５．ロジスティック回帰の理論を理解し実践できる
６．生存時間分析の理論を理解し実践できる
７．メタアナリシスの理論を理解し実践できる

準備学習（予習・復習等）
統計解析ソフト（StataまたはEZR）を使用した演習形式でデータ解析を実践してもらう。必要に応じて教科書をベースに適宜、板書・
視覚教材を援用しながら講義を行う。
講義外の自主的な学習を推奨する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 森脇　健介 オリエンテーション 解析ソフトの基本操作 C15（1）-5
C17（5）-1,2

第２回 森脇　健介 データマネジメント データのクリーニング、図表・基本統計量による要約 〃
第３回 森脇　健介 量的データの解析１ 相関・回帰分析の理論と実践 〃
第４回 森脇　健介 量的データの解析２ 2群間の比較、各種検定の使い分けと実践 〃
第５回 森脇　健介 質的データの解析１ クロス集計表による要約、相対リスク比、オッズ比の算出 〃
第６回 森脇　健介 質的データの解析２ 2群間の比較、各種検定の使い分けと実践 〃
第７回 森脇　健介 3つ以上の集団の比較１ 分散分析、多重比較の理論 〃
第８回 森脇　健介 3つ以上の集団の比較２ 分散分析、多重比較の実践 〃
第９回 森脇　健介 線形回帰分析 重回帰分析の理論と実践 〃
第10回 森脇　健介 ロジスティック回帰 ロジスティック回帰の理論と実践 〃

第11回 森脇　健介 生存時間分析 カプランマイヤー曲線、ログランク検定、Cox 比例ハザード
モデルによる分析の実践 〃

第12回 森脇　健介 メタアナリシス システマティックレビュー、メタアナリシスの実践、固定効
果と変量効果 〃

成績評価方法
出席・受講態度（50％）およびレポート（50％）により評価する。

教科書
１．医学への統計学…第３版（古川俊之…監修／丹後俊郎…著）朝倉書店
２．（仮）臨床研究のための Stata マニュアル　第 2版（東…尚弘、林野…泰明、杉岡…隆、山本…洋介…著）認定NPO法人健康医療評

価研究機構（iHope）
※必要に応じて資料を配布する。
… … ２. については演習で使用する統計解析ソフトが確定し次第、掲示等により購入の要否を連絡します。

指定参考書
１．入門…医療統計学――Evidence を見出すために（森實敏夫…著）東京図書
２．これからの臨床試験…―医薬品の科学的評価―原理と方法―（椿広計、藤田利治、佐藤俊哉…編）朝倉書店

オフィスアワー
いつでも結構です。

医療統計学ⅡＢ
3年次
後期 選択 1単位

担当教員名 講師 森脇　健介



257

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

教
養
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

一般目標（GIO）
基本的な化学物質の構造決定ができるようになるために、代表的な機器分析法の基礎的知識と、データ解析のための基礎的技能を
修得する。
分離分析法の基礎的知識と技能を修得する。

到達目標（SBOs）
１．化学物質の構造決定における紫外可視吸収スペクトルの役割を説明し、測定操作ができる。
２．NMRスペクトルの概要と測定法を説明し、基本的な化合物の 1H-NMRスペクトルを解析できる。
３．マススペクトルの概要と測定法を説明し、基本的な化合物のマススペクトルを解析できる。
４．IR スペクトル測定法を修得し、IR スペクトル上の基本的な官能基の特性吸収を列挙し、帰属することができる。
５．代表的な機器分析法を用いて、基本的な化合物の構造決定ができる。
６．クロマトグラフィーの種類を列挙し、それぞれの特徴と分離機構を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
手際よく実験が行えるよう、操作説明をよく聞き、メモを取ること。実習は手足を動かすのみではなく、目的、操作の原理などに
ついて考えながら実習を行うこと。予習をしてくること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回
和田　昭盛
山野　由美子
沖津　貴志

紫外可視吸収スペクトル
共役系の異なる化合物の紫外可視吸収スペクトル測定
助色団の異なる化合物の紫外可視吸収スペクトル測定
モル吸光係数の算出

C3（1）-1-1
C4（1）-1-3
C4（4）-5-1

第２回
和田　昭盛
山野　由美子
沖津　貴志

1H-NMRスペクトル
1H-NMRスペクトル測定法の見学
5-methyl-2,4-hexadienal の 1H-NMR スペクトルによる立
体構造決定

C3（1）-2-1
C4（4）-2

第３回
和田　昭盛
山野　由美子
沖津　貴志

マススペクトル
IR スペクトル

マススペクトル測定法の見学
種々の官能基をもつ化合物の IR スペクトル測定と特性吸収帯
の帰属

C3（1）-1-3
C3（1）-3
C4（4）-4,6

第４回
和田　昭盛
山野　由美子
沖津　貴志

薄層クロマトグラフィー
液体クロマトグラフィー

極性官能基の異なる化合物のシリカゲルを用いた分離分析
アルキルベンゼン誘導体のODSカラムを用いた分離分析

C2（2）-5
C4（3）-1-5

第５回
和田　昭盛
山野　由美子
沖津　貴志

ガスクロマトグラフィー 低級アルコールの分離と同定
クロマトグラムからの分離度と理論段数の算出

C2（2）-5
C4（3）-1-5

第６回
和田　昭盛
山野　由美子
沖津　貴志

未知化合物の構造決定 各種スペクトルデータによる未知化合物の構造決定
C3（1）-1,2,3
C4（4）-1-1
C4（4）-8-1

成績評価方法
・レポート（40点）
・平常点（60点）配点内訳：出席と実習態度で評価する。

教科書
有機化学系Ⅲ実習書
NEW薬学機器分析（第 2版）（廣川書店）
第 15改正日本薬局方解説書（廣川書店）
プリント冊子

指定参考書
機器分析入門（日本分析化学会　九州支部編、改訂第 3版）（南江堂）
有機化合物のスペクトルによる同定法（第 7版）（荒木ら訳）（東京化学同人）
機器分析のてびき 1～ 3（第 2版）（化学同人）

オフィスアワー
随時

有機化学系Ⅲ実習
3年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 和田　昭盛
准教授 山野　由美子
講師 沖津　貴志
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一般目標（GIO）
１．細胞の機能や生命活動を支える生体分子の役割についての基本的知識を修得し、併せてそれらの生体分子を取り扱うための基

本的技能を身につける。
２．バイオテクノロジーを薬学領域で応用できるようになるために、遺伝子操作に関する基本的知識、技能、態度を修得する。

到達目標（SBOs）
１．糖質の定量法を実施できる。
２．代表的な酵素活性を測定できる。
３．細胞からDNAを抽出できる。
４．DNAを制限酵素により切断し、電気泳動法により分離できる。
５．PCR法による遺伝子増幅の原理を説明し、実施できる。
６．遺伝子の取扱いに関する安全性と倫理について配慮する。

準備学習（予習・復習等）
必ず予習をして、それぞれの実験の目的や操作の原理を十分に理解した上で実習に臨むこと。
レポート等の提出期限は厳守すること。無断欠席は一切認めない。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回
北川　裕之
三上　雅久
灘中　里美

グリコーゲンの単離 ラット肝臓からのグリコーゲンの精製 C9（1）-2-4

第２回
北川　裕之
三上　雅久
灘中　里美

グリコーゲンの定量 グリコーゲンの酸加水分解と定量 C9（1）-2-4
C9（3）-2-6

第３回
北川　裕之
三上　雅久
灘中　里美

α－グルコシダーゼを用いた酵素
反応（１） 酵素のpH依存性、基質特異性 C9（3）-2-6

第４回
北川　裕之
三上　雅久
灘中　里美

α－グルコシダーゼを用いた酵素
反応（２） 酵素反応の速度論パラメーターの解析 C9（3）-2-6

第５回
北川　裕之
三上　雅久
灘中　里美

DNAの単離 ラット精巣からのDNAの分離精製 C9（6）-1-2
C9（6）-2-4

第６回
北川　裕之
三上　雅久
灘中　里美

PCRとアガロースゲル電気泳動 アルデヒドデヒドロゲナーゼの多型解析 C9（6）-1-3,4,5

成績評価方法
レポート（40点）
平常点（60点）配点内訳：出席、実習態度、口頭試問等で評価する。

教科書
生物学系Ⅰ実習（生化学実習）テキスト

指定参考書
NEW生化学…第 2版（廣川書店）
スタンダード薬学教育シリーズ 4　生物系薬学Ⅱ（東京化学同人）
細胞の分子生物学…第 3版（中村桂子…他訳）（ニュートンプレス）

オフィスアワー
随時

生物学系Ⅰ実習  
3年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 北川　裕之
講師 三上　雅久
講師 灘中　里美
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一般目標（GIO）
微生物の取扱い、検出、同定についての基本的技能などを修得する。

到達目標（SBOs）
１．主な滅菌法を実施できる。
２．グラム染色を実施できる。
３．無菌操作を実施できる。
４．代表的な細菌または真菌の分離培養、純培養を実施できる。
５．細菌の同定に用いる代表的な試験法（生化学的性状試験）について説明できる。
６．代表的な細菌を同定できる。

準備学習（予習・復習等）
病原微生物を取り扱うので、感染とバイオハザードの危険性を念頭において、注意深く実習を行うこと。実習の前に、予習として
教科書の 452ページから 455ページ（大腸菌について）、391ページから 415ページ（培養、検査方法について）を読んでおく
ことを推奨する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 小西　守周
増田　有紀 マウス腸内細菌の検索（１） マウス腸内細菌の採取と選択培地による培養 C8（4）-7-2,3

第２回 小西　守周
増田　有紀 マウス腸内細菌の検索（２） 器具類の滅菌操作と腸内細菌の単離培養 C8（4）-7-2,3

C8（4）-6-3

第３回 小西　守周
増田　有紀

マウス腸内細菌の検索（３）
薬剤中の混入微生物の検出（１）

TSI 寒天培地による腸内細菌の生化学的性状の確認と薬剤中
に混入した細菌の検出および定量 C8（4）-7-2,3,4

第４回 小西　守周
増田　有紀

マウス腸内細菌の検索（４）
薬剤中の混入微生物の検出（２）

グラム染色による腸内細菌の種類の確認と薬剤中に混入した
細菌の培養 C8（4）-7-1,2,3

第５回 小西　守周
増田　有紀

マウス腸内細菌の検索（５）
抗生物質の抗菌力テスト（１）

INVIC システムによる大腸菌の同定と、感受性ディスク法、
あるいは系列希釈法による抗生物質の抗菌スペクトラムの検
討。

C8（4）-7-2,4,5

第６回 小西　守周
増田　有紀 抗生物質の抗菌力テスト（２） 昨日の結果による抗生物質の抗菌スペクトラムの解析。 C8（4）-7-2

成績評価方法
レポート（20点）
平常点（80点）　内訳：出席と実習態度で評価する。

教科書
実習前に配布する実習書

指定参考書
特になし

オフィスアワー
開講しない。質問は２号館３階微生物化学研究室にて対応する。

生物学系Ⅱ実習  
3年次
後期 必修 1単位 担当教員名 教授 小西　守周

助教 増田　有紀
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一般目標（GIO）
食品衛生および環境衛生の維持、向上に貢献できるようになるために、代表的な衛生試験法に関する基礎的知識と技能を修得する。

到達目標（SBOs）
１．油脂が変敗する機構を説明し、油脂の変質試験を実施できる。
２．主な食品添加物の試験法を実施できる。
３．水道水の水質基準の主な項目を列挙し、測定できる。
４．水質汚濁の主な指標を列挙し、測定できる。
５．主な大気汚染物質の濃度を測定し、健康影響について説明できる。
６．室内環境を評価するための代表的な指標を列挙し、測定できる。

準備学習（予習・復習等）
予習用プリント（第１回実習日に配布する）の該当部分に必要事項を記入し、各実験項目の手順および原理を理解しておくこと。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回
岡野　登志夫
津川　尚子
中川　公恵

注意事項の説明
試薬調製
水道水の水質試験

実習に関する注意事項の説明、実習で使用する試薬の調製
水道水の残留塩素および硬度の測定 C12（2）-2-4

第２回
岡野　登志夫
津川　尚子
中川　公恵

油脂の変質試験 脂肪油の過酸化物価、酸価、ヨウ素価の測定 C11（1）-2-2

第３回
岡野　登志夫
津川　尚子
中川　公恵

食品添加物試験（着色料の定性試験） 薄層クロマトグラフィー法による着色料の定性試験 C11（1）-2-8

第４回
岡野　登志夫
津川　尚子
中川　公恵

大気汚染物質の測定 大気中イオウ酸化物、窒素酸化物の測定 C12（2）-3-3

第５回
岡野　登志夫
津川　尚子
中川　公恵

室内空気試験
河川水の水質試験（重金属の測定）

実習室・講義室内の感覚温度、炭酸ガス、一酸化炭素、じんあい、
照度および騒音の測定
河川水を対象とした原子吸光光度法によるカドミウムの定量

C12（2）-4-1
C12（2）-2-6

第６回
岡野　登志夫
津川　尚子
中川　公恵

湖沼水の水質試験（生活環境項目の
測定）
排水処理施設の見学
小テスト

湖沼水を対象としたpH、DO、CODの測定 C12（2）-2-5,7

成績評価方法
レポート（50点）
平常点（50点）配点内訳：出席、実習・演習態度、小テスト

教科書
衛生薬学系実習書
New衛生薬学（岡野登志夫、山﨑裕康編、廣川書店）

指定参考書
衛生試験法・注解　2010年版（金原出版）
衛生試験法・要説　2005年版（金原出版）
国民衛生の動向 2013／ 2014（厚生労働統計協会）

オフィスアワー
随時

衛生薬学系実習  
3年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 岡野　登志夫
准教授 津川　尚子
准教授 中川　公恵
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一般目標（GIO）
薬物が生体にどのような影響を及ぼすか明らかにできるようになるために、薬物の生体への投与や投与薬物によりおこる生体反応
の解釈に必要な知識、技能、態度を修得する。

到達目標（SBOs）
１．動物実験における倫理について配慮できる。
２．代表的な実験動物を適正に取り扱うことができる。
３．実験動物での代表的な薬物投与法を実施できる。
４．中枢神経系に作用する代表的な薬物の効果を評価できる。
５．自律神経系に作用する代表的な薬物の効果を評価できる。
６．知覚神経、運動神経に作用する代表的な薬物の効果を評価できる。
７．代表的な抗アレルギー薬の効果を評価できる。

準備学習（予習・復習等）
薬理学実習では、生体反応を観察する。生体反応は開始すれば止まることはなく進み続けるため、集中して観察、測定を行うこと。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回
吉野　伸
水谷　暢明
八巻　耕也

動物実験における倫理・薬物投与
法

動物実験の倫理的配慮、腹腔内投与、経口投与、皮下投与の
実施 C13（1）-4-1,2,3

第２回
吉野　伸
水谷　暢明
八巻　耕也

中枢神経系に作用する薬物の効果
の評価 I 全身麻酔薬による麻酔作用の観察 C13（2）-1-6

第３回
吉野　伸
水谷　暢明
八巻　耕也

中枢神経系に作用する薬物の効果
の評価Ⅱ

中枢興奮薬、およびそれらに対する筋弛緩薬、抗てんかん薬
の作用の観察 C13（2）-1-6

第４回
吉野　伸
水谷　暢明
八巻　耕也

知覚神経に作用する薬物の効果の
評価 酢酸ライジング反応に対する鎮痛薬の作用の測定 C13（2）-3-3

第５回
吉野　伸
水谷　暢明
八巻　耕也

自律神経系に作用する薬物の効果
の評価 自律神経遮断薬の消化管運動に対する作用の測定 C13（2）-2-4

第６回
吉野　伸
水谷　暢明
八巻　耕也

抗アレルギー作用を持つ薬物の効
果の評価

アレルギー性刺激による血管透過性亢進に対する抗アレル
ギー薬の抑制作用の測定

成績評価方法
レポート（50点）、平常点（50点：出席および実習態度）

教科書
配付プリント

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

薬理学実習      
3年次
後期 必修 1単位

担当教員名 教授 吉野　伸
准教授 水谷　暢明
講師 八巻　耕也
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一般目標（GIO）
薬学研究や臨床現場で分析技術を適切に応用するために、代表的な分析法の基本的知識と技能を修得する。

到達目標（SBOs）
１．代表的な生体試料について、目的に即した前処理と適切な取扱いができる。
２．臨床分析における精度管理および標準物質の意義を説明できる。
３．臨床分析の分野で用いられる代表的な分析法を列挙できる。
４．免疫反応を用いた分析法の原理、実施法および応用例を説明できる。
５．酵素を用いた代表的な分析法の原理を説明し、実施できる。
６．電気泳動法の原理を説明し、実施できる。
７．代表的なドライケミストリーについて概説できる。
８．心臓機能・呼吸機能、肝臓機能、腎臓機能に関する代表的な検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げ

ることができる。
９．代表的な代謝疾患に関する検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。
10．尿を用いた代表的な臨床検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。

準備学習（予習・復習等）
必ず予習をして、それぞれの実験日の目的や操作の原理を充分に理解した上で実習に臨むこと。検査値と疾病を関連付け、その発
症原因と治療薬も考えてみること。レポート等は決められた日に提出すること。各自が積極的に実験・討論に参加すること。無断
欠席は一切認めない。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回
加藤　郁夫
多河　典子
藤波　綾

実習講義 各項目の説明と実習を行うための諸注意
C2（3）-1-1,2
C2（3）-2-1 ～ 3
C3（1）-1-1

第２回
加藤　郁夫
多河　典子
藤波　綾

総ビリルビン、血糖、尿酸、
共存する薬物の影響肝機能、代謝
性疾患関連

総ビリルビン、血糖、尿酸、共存する薬物の影響
C2（3）-2-1,3
C14（1）-1-1
C14（1）-2-1,6

第３回
加藤　郁夫
多河　典子
藤波　綾

血清酵素、血清無機質・電解質関
連

アルカリホスファターゼ／乳酸脱水素酵素
トランスアミナーゼ…（AST/ALT）
血清鉄

C2（3）-2-1,3
C14（1）-1-1
C14（1）-2-1,4,5,7,8,10

第４回
加藤　郁夫
多河　典子
藤波　綾

血清タンパク質、リポタンパク質
関連

総タンパク質
電気泳動法による血清タンパク質分画及びリポタンパク質分
画

C2（3）-2-4
C14（1）-1-1
C14（1）-2-1,2,6,7

第５回
加藤　郁夫
多河　典子
藤波　綾

血清脂質関連
分析技術の臨床応用

総コレステロール、…HDL- コレステロール、トリグリセライド
ドライケミストリー

C2（3）-2-1,3
C14（1）-1-1
C14（1）-2-4,6
C2（3）-2-2,6

第６回
加藤　郁夫
多河　典子
藤波　綾

腎機能関連
生理機能検査
分析技術の臨床応用

クレアチニン、尿検査
心電図、スパイロメトリー、
妊娠診断補助検査

C14（1）-1-1
C14（1）-2-1 ～ 6,9,11
C2（3）-2-1 ～ 3

成績評価方法
平常点（100点）配点内訳：出席点（50点）、レポート（予習、結果、考察）、ディスカッション内容、実習態度、手技の習得、口
頭試問等で総合的に評価する。

教科書
実習プリント、実習解説書
薬学領域における臨床医学（篠原力雄、太田光煕、松葉和久…著）廣川書店

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

臨床検査実習    
3年次
後期 必修 1単位

担当教員名 教授 加藤　郁夫
講師 多河　典子
講師 藤波　綾
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一般目標（GIO）
薬剤学実習では薬物の体内動態解析や薬物血中濃度モニタリングによる薬物投与設計の基礎並びに薬物のタンパク結合解析法を修
得する。
製剤学実習では、製剤化の方法と意義を理解するために、薬物と製剤材料の物性、医薬品への加工に関する基本的事項を修得する。

到達目標（SBOs）
１．線形１－コンパートメントモデルを説明し、これに基づいた計算ができる。…
２．患者固有の薬物動態学的パラメーターを用いた至適血中濃度を維持するための投与設計を説明できる。…
３．代表的な薬物のタンパク結合能を測定できる。…
４．粉体の性質について説明できる。
５．製剤材料の物性を測定できる。
６．単位操作を組み合わせて代表的製剤を調製できる。
７．日本薬局方の製剤に関する代表的な試験法を実施し、…品質管理に適用できる。

準備学習（予習・復習等）
実習書に綴じこまれてあるページを利用してレポートを作成すること。（薬剤学実習）
実習書をあらかじめよく読んで実習にのぞむとともに、実験の各操作を考えながら行うこと。（製剤学実習）

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 １－コンパートメントモデルのシ
ミュレーション実験…

1 －コンパートメントモデルを用いた薬物の分布容積、クリ
アランス、吸収速度定数等の薬物動態パラメーターの計算と
評価

C13（5）-1-3,6,7

第２回 薬物血中濃度測定に基づく投与設
計（TDM） 模擬血清試料を用いた薬物の血中濃度測定と投与設計 C13（5）-2-3,4,5

第３回 薬物のタンパク結合の解析… モデル薬物を用いた薬物のアルブミンへの結合性の評価 C13（4）-2-7

第４回 製剤の製造
粉体物性の測定

顆粒の製造
粉体の流動性の評価

C16（2）-1-2
C16（2）-2-1,2
C16（2）-3-1,2
C16（1）-3-4,8
C16（2）-3-1

第５回 製剤試験 製剤均一性試験法、溶出試験法、崩壊試験法、硬度測定 C16（2）-3-1,2

第６回 半固形製剤の調製とレオロジー測
定

親水クリームの調製
展延性、粘度測定

C16（1）-2-1,2,3
C16（1）-3-1,8
C16（2）-1-3

成績評価方法
出席、受講態度、レポートなどによって総合的に評価する。

教科書
薬剤学製剤学実習テキスト
臨床への薬物動態学　岩川、菅原、灘井、渡辺編（廣川書店）
ベーシック薬学教科書シリーズ　薬剤学、北河修治編（化学同人）

指定参考書
第十六改正日本薬局方

オフィスアワー
随時

薬剤学・製剤学実習
3年次
後期 必修 1単位

担当教員名 教授 岩川　精吾
准教授 寺岡　麗子
講師 上田　久美子
助教 細川　美香
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一般目標（GIO）
語学試験（TOEIC）の自発的な受験を通して、製薬企業をはじめグローバル化著しい昨今の社会から求められる総合的な英語運用
能力の向上を目指す。
3年次から 5年次までの間に何度でもカレッジ TOEIC 受験を可能とするので、高得点取得を目指し継続的に英語自己学習を行う自
立的学習態度を養う。

到達目標（SBOs）
TOEIC600 点以上（スコアの上限はない）を取得できるだけの、語彙力、文法力、読解力、そしてリスニング力を有する。

準備学習（予習・復習等）
１．本学全学生が学内外でアクセス可能な英語 eラーニング学習システムALC…NetAcademy2「スーパースタンダード」コース」
２．TOEIC 対策用問題集など（特に文法問題集）
これらの教材を利用して各自で学習を進めて下さい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

成績評価方法
①　スコアの基準
　　TOEIC またはカレッジ TOEIC の成績を認定基準として用いる。その他の語学試験結果は認めない。
②　成績結果評価の有効期限

本学入学以降から卒業時までに受験した TOEIC の成績を有効とする。この期間中に取得した成績のうち、最もよい成績を教務
課に提出する。成績提出は 1回のみ認める。

③　単位認定の「成績評価」の仕方
　　TOEIC またはカレッジ TOEIC の成績を以下の基準に従って成績評価する。

… 750 点以上… … ・・・秀
… 700 点以上 750点未満… ・・・優
… 650 点以上 700点未満… ・・・良
… 600 点以上 650点未満… ・・・可

④　カレッジ TOEIC 試験実施方法について
1年次後期から 5年次後期までの期間、任意受験とし、その受験料を無償化する。
複数回の受験でも受験料は無償とする。無償化は学内で実施されるカレッジ TOEIC に限る。

⑤　単位認定方法
３～６年次に単位認定します。３年次以降の後期定期試験期間を申請期間とし、公開テストの場合は「公式認定証」を、カレッ
ジ TOEIC の場合は「スコアレポート」を申請用紙に添付して教務課へ提出。
後期定期試験結果発表で成績を通知します。

教科書
英語 eラーニング学習システムALC…NetAcademy2「スーパースタンダード」コース

指定参考書
TOEIC テスト新公式問題集Vol.1 ～ Vol.5（国際ビジネスコミュニケーション協会）

オフィスアワー
随時

語学検定        
3年次
通年 選択 1単位 担当教員名 准教授 赤井　朋子

准教授 玉巻　欣子
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一般目標（GIO）
心の問題への理解と方法を学ぶことを通して、自分や他人への深い人間理解を得るとともに、心理的問題への予防および適切な対
処をすることができる。

到達目標（SBOs）
１．さまざまな心の問題について学びや概説することができる。
２．心の問題へのアセスメントや見立てについて学び概説できる。
３．代表的な心理療法・カウンセリングの考え方や方法論について学び概説できる。

準備学習（予習・復習等）
本科目を通して、人間理解に長けて、こころある薬剤師となることを期待しています。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 渡邉　登至明 臨床心理学の周辺① ひとの性格 A（3）
第２回 渡邉　登至明 臨床心理学の周辺② こころの発達 A（3）
第３回 渡邉　登至明 臨床心理学の対象① 子ども時代のこころの問題 A（3）
第４回 渡邉　登至明 臨床心理学の対象② 若者時代のこころの問題 A（3）
第５回 渡邉　登至明 臨床心理学の対象③ 成人のこころの問題 A（3）
第６回 渡邉　登至明 臨床心理学の対象④ 現代的なこころの問題① A（3）
第７回 渡邉　登至明 臨床心理学の方法⑤ 現代的なこころの問題② A（3）
第８回 渡邉　登至明 臨床心理学の方法① 心理療法・カウンセリングの考え方と方法① A（3）
第９回 渡邉　登至明 臨床心理学の方法② 心理療法・カウンセリングの考え方と方法② A（3）
第10回 渡邉　登至明 臨床心理学の方法③ 心理療法・カウンセリングの考え方と方法③ A（3）
第11回 渡邉　登至明 臨床心理学の方法④ 心理療法・カウンセリングにおける人間関係 A（3）
第12回 渡邉　登至明 まとめ まとめ A（3）

成績評価方法
定期試験（100％）

教科書
特になし
適宜、資料を配布します。

指定参考書
馬場禮子「臨床心理学・改訂版」放送大学教育振興会
小野けい子「心理臨床の基礎」放送大学教育振興会

オフィスアワー
質問は講義の前後に受け付けます。

臨床心理学      
4年次
前期 必修 1単位

担当教員名 非常勤講師 渡邉　登至明
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一般目標（GIO）
化学物質（医薬品および生体物質を含む）の基本的な反応性を理解するために、代表的な反応、分離法、構造決定法などについて
の基本的知識を修得する。
入手容易な化合物を出発物質として、医薬品を含む目的化合物へ化学変換するために、有機合成法の基本的知識を修得する。
生体分子の機能と医薬品の作用を化学構造と関連づけて理解するために、それらに関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．代表的な官能基選択的反応を列挙し、その機構と応用例について説明できる。
２．課題として与えられた化合物の合成法を立案できる。
３．キラリティーと光学活性を概説できる。
４．光学活性化合物を得るための代表的な手法（光学分割、不斉合成など）を説明できる。
５．代表的な機器分析法を用いて、基本的な化合物の構造決定ができる。
６．代表的な医薬品のコア構造（ファーマコフォア）を指摘し、分類できる。
７．医薬品に含まれる代表的な官能基を、その性質によって分類し、医薬品の効果と結びつけて説明できる。

準備学習（予習・復習等）
この講義では、医薬品を含む有機化合物を題材として、有機化学 I から VI で学んだ事柄を一括して総合的に取り扱う。これまでの
学習内容の復習と応用を心がけてほしい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 和田　昭盛 逆合成の基礎
簡単な化合物の逆合成

逆合成とUmpoulung
2- ヘキサノンの合成

C5（5）-1
C5（1）-7

第２回 和田　昭盛 化合物の合成経路の立案 抗肥満薬や鎮静薬の逆合成と実際の合成経路 C5（2）
第３回 和田　昭盛 医薬品の合成経路 バルビツール類や複雑な化合物の合成 C5（2）

第４回 西村　克己 d- クロルフェニラミン…マレイン
酸塩の合成法とスペクトル

Mannich 反応、アルコールの脱水反応、光学分割、NMRお
よび IR スペクトルなど

C4（4）-2,4
C5（2）-1-4
C5（2）-4-1

第５回 西村　克己 インドメタシンの合成法とスペク
トル

Fischer のインドール合成、官能基の保護、NMRおよび IR
スペクトルなど

C4（4）-2,4
C5（2）-1-4
C5（2）-3-1

第６回 西村　克己 アドレナリンの合成法とスペクト
ル

Friedel–Crafts アシル化、Henry 反応、還元的N- メチル化、
光学分割、NMRおよび IR スペクトルなど

C4（4）-2,4
C5（2）-1-4
C5（2）-4-1

第７回 山野　由美子 イブプロフェンとケトプロフェン
の製法とスペクトル

IR,…NMRおよび吸光度測定法
炭素ー炭素結合反応、求核置換反応、加水分解反応、酸化反応、
ラジカル反応など

C4（4）-2-2,3
C4（4）-4-1,2
C4（3）-2-2
C4（3）-4-2
C4（3）-5-1,3
C5（2）-1-4

第８回 山野　由美子 ケトプロフェンの逆合成解析 グリニャール反応、Friedel-Crafts アシル化反応など C4（2）-3-3,4
C5（2）-1-4

第９回 山野　由美子 アクリノールの製法 芳香環の反応性
芳香族求電子置換反応、芳香族求核置換反応など C4（2）-3-3,4,5

第10回 宮田　興子 医薬品の官能基の性質と反応性 具体的にインフルエンザ治療薬の官能基の性質と反応 C5（1）

第11回 宮田　興子 医薬品の官能基と酵素の相互作用 具体的にノイラミノダーゼ阻害薬とノイラミニダーゼとの相
互作用 C6（2）

第12回 宮田　興子 医薬品の合成経路の立案
医薬品の合成経路

オセルタミビルの逆合成解析
既知のオセルタミビルの合成法

C17（2）
C5（2）,C17（2）

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
プリント冊子

指定参考書
ブルース　有機化学（第４版）上・下（大船泰史ら監訳）化学同人
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会編）第３巻『化学系薬学 I、II、IV』東京化学同人

オフィスアワー
質問は各担当者が随時受け付ける。

有機化学Ⅶ      
4年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 和田　昭盛
教授 宮田　興子
准教授 山野　由美子
講師 西村　克己



269

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

教
養
教
育
専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

一般目標（GIO）
現代医療で使用される生薬・漢方薬について理解するために、漢方医学の考え方、代表的な漢方処方の適用、薬効評価法について
の基本的知識を習得する。

到達目標（SBOs）
１．漢方医学の特徴について概説出来る。
２．漢方薬と民間薬、代替医療との相違について説明出来る。
３．漢方薬と西洋薬の基本的な利用法の違いを概説出来る。
４．漢方処方と「証」との関係について概説出来る。
５．代表的な漢方処方の適応症と配合生薬を説明出来る。
６．漢方処方に配合されている代表的な生薬を例示し、その有効成分を説明出来る。
７．漢方エキス製剤の特徴を煎液と比較して列挙出来る。
８．代表的な疾患に用いられる生薬及び漢方処方の応用、使用上の注意について概説出来る。
９．漢方薬の代表的な副作用や注意事項を説明出来る。

準備学習（予習・復習等）
東洋医学（漢方）の基本理念を理解し、主要な処方について復習し、使用法などをよく理解すること。薬剤師としての職能が発揮
できる分野なので臨床応用を意識して講義に臨んでもらいたい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 守安　正恭

世界の民族医療、民間薬と漢方薬、代
替医療と漢方、東洋医学（漢方）の歴
史ならびに西洋医学との相違
漢方薬の剤形、エキス剤と煎液

C7（3）-1-2,3,7

第２回 守安　正恭 漢方の基本概念　その１（気血水、陰
陽、虚実、熱寒、表裏、証など） C7（3）-1-1,4

第３回 守安　正恭
漢方の基本概念　その２（六病位、五
臓、四診など）
桂枝湯類と麻黄剤

C7（3）-1-1,4,5,6

第４回 守安　正恭 柴胡剤と瀉心湯類、芩連剤 C7（3）-1-5,6
第５回 守安　正恭 大黄剤、石膏剤、理気剤 C7（3）-1-5,6

第６回 守安　正恭 参耆剤など補気剤、附子剤、利水剤（苓
朮剤、半夏剤） C7（3）-1-5,6

第７回 守安　正恭 地黄剤、補血剤　駆お血剤、滋陰剤（補
陰剤） C7（3）-1-5,6

第８回 田内　義彦 医療に於ける漢方治療の実際…その１ C7（3）-2-1,2
第９回 田内　義彦 医療に於ける漢方治療の実際…その２ C7（3）-2-1,2
第10回 田内　義彦 漢方処方の実践…その１（調剤について） C7（3）-2-1,2

第11回 田内　義彦 漢方処方の実践…その２（使用上の注意、
副作用） C7（3）-2-1,2

第12回 田内　義彦 漢方処方の実践…その３（服薬指導） C7（3）-2-1,2

成績評価方法
定期試験（90点）、平常点（10点、出席と受講態度）

教科書
病態から見た漢方薬物ガイドライン（岡村　信幸、京都廣川書店）

指定参考書
第 16改正日本薬局方解説書医薬品各条生薬等（廣川書店）
学生のための漢方医学テキスト（日本東洋医学会学術教育委員会）

オフィスアワー
随時

漢方医学
4年次
前期 必修 1単位 担当教員名 教授 田内　義彦

特別教授 守安　正恭



270

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

教
養
教
育
専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

一般目標（GIO）
薬効や副作用を体内の薬物動態から定量的に理解できるようになるために、薬物動態の理論的解析に関する基本的知識と技能を修
得する。

到達目標（SBOs）
１．薬物動態に関わる代表的なパラメーターを列挙し、概説できる。
２．線形コンパートメントモデルを説明し、これに基づいた計算ができる。
３．生物学的半減期、全身クリアランス、肝・腎クリアランスについて説明し、計算できる。
４．経口投与、点滴静注ならびに連続投与における血中濃度計算ができる。
５．線形コンパートメントモデルと非線形コンパートメントモデルの違いを説明でき、非線形性の薬物動態について具体例を挙げ

て説明できる。
６．生理学的モデルならびにモデルによらない薬物動態の解析法を列挙し説明できる。
７．薬力学、薬動力学について概説できる。

準備学習（予習・復習等）
薬剤師として薬物の投与量、投与間隔などを考える上で非常に重要です。数式を取り扱うため、慣れるのに時間を要しますが、問
題を繰り返し解いて理解してください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 上田　久美子 薬物速度論入門 薬物速度論が役立つ場面、薬物動態に関わる代表的なパラメー
ター C13（5）-1-1

第２回 上田　久美子 コンパートメントモデル１ 線形 1- コンパートメントモデル（静脈内投与） C13（5）-1-3,6
第３回 上田　久美子 コンパートメントモデル２ 線形 1- コンパートメントモデル（点滴静注） C13（5）-1-11
第４回 上田　久美子 コンパートメントモデル３ 線形 1- コンパートメントモデル（経口投与） C13（5）-1-3
第５回 上田　久美子 コンパートメントモデル４ 線形 1- コンパートメントモデル（連続投与） C13（5）-1-12
第６回 上田　久美子 コンパートメントモデル５ 線形 2- コンパートメントモデル C13（5）-1-4
第７回 上田　久美子 非線形薬物速度論 非線形コンパートメントモデル C13（5）-1-5,8
第８回 上田　久美子 クリアランス１ 組織クリアランス、全身クリアランス C13（5）-1-7,10

第９回 上田　久美子 クリアランス２ 肝固有クリアランス、肝初回通過効果、バイオアベイラビリ
ティー C13（5）-1-2,10

第10回 上田　久美子 その他の解析法 生理学的モデル、モデルによらない解析法 C13（5）-1-9
第11回 上田　久美子 薬力学、薬動力学概論 薬力学、薬動力学
第12回 上田　久美子 治療的薬物モニタリング入門 治療的薬物モニタリング（TDM）の意義、投与計画 C13（5）-2-1,4

成績評価方法
・定期試験（90点）
・平常点（10点）配点内訳：出席と受講態度

教科書
わかりやすい生物薬剤学　第４版　廣川書店
プリント冊子

指定参考書
ベーシック薬学教科書シリーズ 18薬物動態学　橋田充編　化学同人
徹底解説　薬物動態の数学　九川文彦編　廣川書店
エピソード薬物動態学―薬物動態学の解明―　辻彰総監修　京都廣川書店

オフィスアワー
講義中の感想、疑問点は講義時間中に配布する用紙に記入、次回の講義で回答する。
空きコマにオフィスアワーを設定予定（４－５月、１回程度）。

薬物動態学Ⅰ    
4年次
前期 必修 1単位

担当教員名 講師 上田　久美子
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一般目標（GIO）
薬物の生体内運命を理解するために、…吸収、…分布、…代謝、排泄の過程に関する基礎的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．薬物の生体膜輸送機構を分類し、その特徴を説明できる。
２．経口投与後や非経口投与後の薬物吸収の特徴を説明できる。
３．薬物の吸収に影響する因子を列挙し、説明できる。
４．薬物の各種臓器、組織への移行の特徴について、説明できる。
５．薬物代謝の様式を列挙し、説明できる。
６．薬物の尿中排泄や胆汁中排泄について説明できる。
７．薬物相互作用の代表的な例を挙げ、…回避のための方法を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
関連する薬物動態学 I と同時期の開講となるため、２科目を積極的に受講し、薬物動態学の基礎を固めること。教科書の各章の最後
には練習問題があるので解答してみること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 岩川　精吾 薬物の吸収、分布、代謝、排泄過
程の概要 薬物の吸収、分布、代謝、排泄過程の概要を紹介する C13（4）

第２回 岩川　精吾 生体膜の構造と薬物の生体膜輸送
機構 生体膜の構造と薬物の生体膜輸送機構を講義する C13（4）-1-3,4

第３回 岩川　精吾 消化管からの薬物吸収 消化管からの薬物吸収を講義する C13（4）-1-1,2
第４回 岩川　精吾 消化管以外からの薬物吸収 消化管以外からの薬物吸収を講義する C13（4）-1-5,6
第５回 岩川　精吾 薬物の体内分布 薬物の体内分布を講義する C13（4）-2-1,2,3,5,6
第６回 岩川　精吾 薬物のタンパク結合 薬物のタンパク結合を講義する C13（4）-2-4,7
第７回 岩川　精吾 薬物代謝 薬物代謝を講義する C13（4）-3-1 ～ 8
第８回 岩川　精吾 薬物の腎排泄 薬物の腎排泄を講義する C13（4）-4-1,2,3,7
第９回 岩川　精吾 薬物の腎以外からの排泄 薬物の腎以外からの排泄を講義する C13（4）-4-4,5,6
第10回 岩川　精吾 薬物相互作用と薬効 薬物相互作用と薬効の関係を講義する C13（4）-5-1,2
第11回 岩川　精吾 薬物動態学的相互作用 薬物動態学的相互作用を講義する C13（4）-5-1
第12回 岩川　精吾 薬力的相互作用 薬力学的相互作用を講義する C13（4）-5-2

成績評価方法
出席状況と定期試験から総合的に評価する。

教科書
わかりやすい生物薬剤学第４版　辻　彰編…（廣川書店）

指定参考書
生物薬剤学改訂第２版（南江堂）

オフィスアワー
随時

薬物動態学Ⅱ    
4年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 岩川　精吾
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一般目標（GIO）
・身体の病的変化を病態生理学的に理解するために、…臨床検査値に関する基本的知識を修得する。
・臨床検査で用いられる代表的な生体成分の分析法の基本的知識と技能を修得する。

到達目標（SBOs）
１．代謝疾患、血液および血液凝固、悪性腫瘍、尿および糞便に関する代表的な検査を列挙し、その検査値の異常から推測される

主な疾病を挙げることができる。
２．臨床検査に用いられる代表的な分析法を列挙できる。
３．酵素を用いた代表的な分析法の原理を説明できる。
４．免疫反応を用いた分析法の原理、実施法および応用例を説明できる。
５．代表的なセンサーを列挙し、原理および応用例を説明できる。
６．代表的なドライケミストリーについて概説できる。
７．代表的な画像診断技術（X…線検査、CT…スキャン、MRI、超音波、核医学検査など）について概説できる。
８．画像診断薬（造影剤、放射性医薬品など）について概説できる。
９．毒物中毒における生体試料の取扱いについて説明できる。
10．代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む）のスクリーニング法を列挙し、説明できる。

準備学習（予習・復習等）
質問は遠慮なく来てください（生命分析化学研究室）。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 太田　光煕 血液検査 1 血球検査（赤血球、白血球、血小板） C14（1）-2-5

第２回 太田　光煕 血液検査 2 凝固系検査（出血・凝固検査、凝固因子、血友病、DIC、線
溶系 C14（1）-2-5

第３回 太田　光煕 代謝系検査 1
糖質検査（血糖、HbA1c、グリコアルブミン、1,5-AG、イ
ンスリン、C- ペプチド、HOMA-R）、メタボリックシンドロー
ム

C14（1）-2-6

第４回 太田　光煕 代謝系検査 2 脂質（トリグリセリド、コレステロール、コレステロールエ
ステル、リン脂質、遊離脂肪酸、リポタンパク質） C14（1）-2-6

第５回 太田　光煕 尿および便検査 尿タンパク、尿糖、潜血、ケトン体、ウロビリノーゲン、比重、
pH、亜硝酸塩、混濁、尿沈渣、便潜血反応 C14（1）-2-9

第６回 太田　光煕 悪性腫瘍マーカー PSA、ACP、CA125、CA19-9、SCC、CEA、AFP、
PIVKA-II C14（1）-2-8

第７回 小林　典裕 臨床分析概論 臨床検査に用いられる分析法の分類と特徴 C2（3）-2-1
第８回 小林　典裕 酵素を用いる分析法 酵素法による生体成分分析の原理と応用 C2（3）-2-3
第９回 小林　典裕 免疫測定法 免疫測定法の原理、分類と応用 C2（3）-2-2
第10回 小林　典裕 センサーとドライケミストリー センサーとドライケミストリーの原理と応用 C2（3）-2-5,6

第11回 小林　典裕 画像診断技術と画像診断薬 X線検査、…CT…スキャン、…MRI、超音波、核医学検査の原理、
装置と応用ならびに画像診断薬の用途と応用 C2（3）-2-7,8

第12回 小林　典裕 薬毒物分析 代表的な中毒原因物質、乱用薬物の分析法 C2（3）-3-1,2

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
プリント（冊子）
『薬学領域における臨床医学』（篠原力雄、太田光煕、松葉和久著）廣川書店
『臨床検査に用いられる分析法』…（プリント冊子）

指定参考書
『分析化学（第３版）』（前田昌子、今井一洋編、丸善）
『ベーシック薬学教科書シリーズ・分析科学』（萩中　淳編）

オフィスアワー
随時

臨床検査学Ⅱ
4年次
前期 必修 1単位 担当教員名 教授 小林　典裕

特任教授 太田　光煕
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一般目標（GIO）
将来、適切な薬物治療に貢献できるようになるために、消化器系疾患、精神疾患、アレルギー・免疫疾患、骨・関節疾患、および
それらの治療に用いられる代表的な医薬品に関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．消化管疾患の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。
２．肝胆膵疾患の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。
３．精神疾患の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。
４．アレルギー・免疫疾患の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。
５．骨・関節疾患の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。
６．移植に関連した病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。
７．癌性疼痛に対して使用される薬物を列挙し、使用上の注意について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
準備学習としては、関連分野の生理学、薬理学の知識の整理が必要です。
授業後は必ず資料を見直し、分からないことがあれば自己学習や質問で解決してください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 水野　成人 精神疾患① 依存症候群、統合失調症 C14（4）-1-2,4
第２回 水野　成人 精神疾患② 気分障害、不安障害 C14（4）-1-3,4
第３回 水野　成人 消化管疾患① 胃食道逆流症、消化性潰瘍、炎症性腸疾患 C14（2）-4-1,2,3,6
第４回 水野　成人 消化管疾患② 消化管感染症、薬剤性消化管障害、機能性消化管障害 C14（2）-4-1,3,6
第５回 水野　成人 消化管疾患③ 消化管悪性腫瘍 C14（2）-4-6
第６回 水野　成人 肝胆膵疾患① ウイルス性肝炎、非アルコール性脂肪性肝疾患、肝硬変 C14（2）-4-4
第７回 水野　成人 肝胆膵疾患② 胆石症、胆道感染症、膵炎 C14（2）-4-5,6
第８回 水野　成人 肝胆膵疾患③ 肝胆膵悪性腫瘍 C14（2）-4-6
第９回 水野　成人 緩和医療 がん性疼痛の治療 C14（4）-8-1

第10回 水野　成人 免疫疾患① アナフィラキシー、自己免疫疾患 C14（4）-6-1,2,3
C14（4）-5-3

第11回 水野　成人 免疫疾患② 後天性免疫不全症候群、移植医療 C14（4）-6-4
C14（4）-7-1

第12回 水野　成人 骨関節疾患 骨粗鬆症、変形性関節症 C14（4）-5-1,2,4

成績評価方法
定期試験（80％）、受講態度（20％）

教科書
資料を配布します

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問がある時は随時受け付けます（5号館 2階　医療薬学研究室）

薬物治療学Ⅱ    
4年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 水野　成人
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一般目標（GIO）
将来、適切な薬物治療に貢献できるようになるために、心臓と血管系疾患、腎臓と尿路の疾患、呼吸器・胸部疾患、耳鼻咽喉の疾患、
皮膚の疾患、眼疾患およびそれらの治療に用いられる代表的な医薬品に関する基本的知識を修得する。併せて、薬物治療実施に必
要な情報を自ら収集するための基本的技能を身につける。

到達目標（SBOs）
１．心臓および血管系における代表的な疾患を挙げることができ、不整脈、心不全、高血圧、虚血性心疾患の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。
２．腎臓および尿路における代表的な疾患を挙げることができ、腎不全、ネフローゼ症候群の病態生理、適切な治療薬、およびそ

の使用上の注意について説明できる。
３．肺と気道に関する代表的な疾患を挙げることができ、閉塞性気道疾患（気管支喘息、肺気腫）の病態生理、適切な治療薬、お

よびその使用上の注意について説明できる。
４．耳鼻咽喉に関する代表的な疾患を挙げることができ、めまいの病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説

明できる。
５．皮膚に関する代表的な疾患を挙げることができ、アトピー性皮膚炎、皮膚真菌症の病態生理、適切な治療薬、およびその使用

上の注意について説明できる。
６．眼に関する代表的な疾患を挙げることができ、緑内障、白内障の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について

説明できる。

準備学習（予習・復習等）
薬物治療に関する基本的知識と技能を修得するためには、疾患の病態生理および薬理学を含めた広範な知識とその応用が必要です。
これまで学んだことをよく復習して講義に臨んでください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 江本　憲昭 心臓・血管系の疾患（１） 循環器総論
C14（1）-1-1
C14（1）-2-4
C14（2）-2-1

第２回 江本　憲昭 心臓・血管系の疾患（２） 心不全 C14（2）-2-3
第３回 江本　憲昭 心臓・血管系の疾患（３） 虚血性心疾患 C14（2）-2-5
第４回 江本　憲昭 心臓・血管系の疾患（４） 不整脈 C14（2）-2-2
第５回 江本　憲昭 心臓・血管系の疾患（５） 高血圧 C14（2）-2-4
第６回 江本　憲昭 心臓・血管系の疾患（６） 閉塞性動脈硬化症、心原性ショック C14（2）-2-6

第７回 江本　憲昭 腎臓・尿路の疾患（１） 腎臓・尿路系疾患総論
C14（1）-1-1
C14（1）-2-2
C14（3）-1-1

第８回 江本　憲昭 腎臓・尿路の疾患（２） 腎不全、ネフローゼ症候群、糸球体腎炎、糖尿病性腎症、尿
路感染症、薬剤性腎炎、尿路結石

C14（3）-1-2,3,4
C14（3）-2-2

第９回 江本　憲昭 眼疾患・皮膚疾患
緑内障、白内障、結膜炎、網膜症
アトピー性皮膚炎、皮膚真菌症、蕁麻疹、薬疹、水疱症、乾癬、
接触性皮膚炎、光線過敏症

C14（1）-1-1
C14（4）-3-1 ～ 4
C14（4）-4-1 ～ 4

第10回 八木　敬子 呼吸器・胸部の疾患（１） 呼吸器・胸部の疾患総論
C14（1）-1-1
C14（1）-2-3
C14（3）-3-1

第11回 八木　敬子 呼吸器・胸部の疾患（２） 閉塞性気道疾患、上気道炎、インフルエンザ、慢性閉塞性肺
疾患、肺炎、肺結核、肺癌、乳がん、胸郭疾患 C14（3）-3-2,3

第12回 八木　敬子 耳鼻咽喉の疾患 めまい、メニエール病、アレルギー性鼻炎、花粉症、副鼻腔炎、
中耳炎

C14（1）-1-1
C14（4）-2-1,2,3

成績評価方法
定期試験（100％）

教科書
病態生理ビジュアルマップ　Ⅰ　呼吸器疾患／循環器疾患（医学書院）
プリント

指定参考書
病気が見える vol.2　循環器（MEDIC…MEDIA）
病気が見える vol.4　呼吸器（MEDIC…MEDIA）

オフィスアワー
随時

薬物治療学Ⅲ    
4年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 江本　憲昭
准教授 池田　宏二
講師 八木　敬子
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一般目標（GIO）
薬物治療に必要な情報を医療チームおよび患者に提供するために、医薬品情報ならびに患者から得られる情報の収集、評価、加工
などに関する基本的知識を習得し、それらを活用するための基本的技能と態度を身につける。

到達目標（SBOs）
１．医薬品として必須の情報を列挙できる。
２．医薬品の開発過程と市販後で得られる情報の種類を列挙できる。
３．厚生労働省、製薬企業などの発行する資料を列挙し、それらの特徴を説明できる。
４．医薬品添付文書、インタビューフォームの位置づけと用途を説明できる。
５．代表的な医薬品情報データベースを列挙し、それらの特徴を説明できる。
６．ＥＢＭの基本概念と有用性と実践のプロセスを説明できる。
７．問題志向型システム（POS）を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
今後予定されている長期の医療現場での実習の際、医薬品情報の必要な知識を習得しておくことにより、医療チームおよび患者に
必要な情報を提供することに役立つため意欲をもって学んで欲しい。講義の前後に教科書や情報源、関連サイト等を見て、医薬品
情報の収集・活用の理解を深めること。
質問は随時、情報支援室に尋ねに来てほしい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 田中　良子 日本の医療体制と薬剤師の役割と
求められる医薬品情報

激動化する医療体制の中で病院、薬局等で薬剤師に求められ
る役割と求められる医薬品情報 C15（1）

第２回 田中　良子 医療用医薬品の添付文書 添付文書の記載要領と利用方法 C15（1）
第３回 田中　良子 一般用医薬品の添付文書 一般用医薬品の記載要領と利用方法 C15（1）

第４回 田中　良子 医薬品の主な情報源、医薬品情報
の加工と提供

厚労省、製薬企業などの発行する資料と特徴、目的に合った
情報源の選択、収集、加工、提供の方法 C15（1）

第５回 田中　良子 医薬品の開発過程で得られる情報 医薬品の開発の流れ、非臨床試験、臨床試験と治験 C15（1）
第６回 田中　良子 市販後調査 市販後調査の目的、市販後調査制度… C15（1）

第７回 土生　康司 臨床試験の代表的な研究デザイン 無作為化比較試験、コホート研究、症例対照研究、メタ分析
やバイアスの種類と回避法、リスク因子の解析 C15（1）

第８回 土生　康司 EBM（根拠に基づいた医療） EBMの概念と有用性、実践のプロセス C15（1）

第９回 土生　康司 医薬品に関わるデータベース 医薬品情報データベース、インターネット上の医薬品情報と
情報検索 C15（1）

第10回 土生　康司 テーラーメイド薬物療法 薬物治療の個別化に関する基礎知識 C15（3）

第11回 土生　康司 医療に必要な情報、POS（問題志
向型システム）

患者情報の収集・評価・管理、入院患者に対する薬剤管理指
導業務、薬局における服薬指導、POSの構成、POSの実践、
SOAPによる経過記録

C15（2）

第12回 土生　康司 医療現場での医薬品情報の活用法 外来・入院担当医師からの質疑、薬剤管理指導業務の面談 C15（2）

成績評価方法
定期試験（88点）と平常点（12点）（配点内訳：出席と受講態度）で評価する。

教科書
医薬品情報学（廣川書店）

指定参考書
薬効別服薬指導マニュアル（第７版）（じほう）

オフィスアワー
随時

医薬品情報学    
4年次
前期 必修 1単位 担当教員名 講師 土生　康司

非常勤講師 田中　良子
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一般目標（GIO）
治療的薬物モニタリング（TDM）…の意義を説明でき、個々の患者に応じた投与設計を立案できるようになるために、薬物治療の個
別化（テーラーメイド薬物治療）に関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．TDMが必要とされる代表的な薬物を列挙でき、その薬物の体内動態の特徴を説明できる。
２．至適血中濃度を維持するための投与計画について、薬動学的パラメーターを用いて説明できる。…
３．薬物動態に影響する遺伝的素因を列挙し、説明できる。…
４．新生児、乳児、幼児に対する薬物治療で注意すべき点を説明できる。…
５．高齢者に対する薬物治療で注意すべき点を説明できる。…
６．妊婦、授乳婦に対する薬物治療で注意すべき点を説明できる。…
７．腎疾患、肝疾患、心疾患を伴った患者に対する薬物治療で注意すべき点を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
関連する薬物動態学 I と薬物動態学 II を理解し、予習、復習を怠らないようにすること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 岩川　精吾 TDMの概要 TDMの概要を講義する C13（5）-2-1

第２回 岩川　精吾 TDMが必要とされる代表的な薬
物… TDMが必要とされる代表的な薬物を講義する C13（5）-2-2

第３回 岩川　精吾 ポピュレーションファーマコキネ
ティックスの概念と応用

ポピュレーションファーマコキネティックスの概念と応用を
講義する

C13（5）-2-4
C15（3）-5-1,2

第４回 岩川　精吾 至適血中濃度を維持するための投
与計画… 至適血中濃度を維持するための投与計画を講義する C13（5）-2-5

第５回 岩川　精吾 患者の薬動学的パラメーターを用
いた投与設計のシミュレート

患者の薬動学的パラメーターを用いた投与設計のシミュレー
トを講義する

C13（5）-2-5
C15（3）-5-3,4

第６回 岩川　精吾 遺伝的素因による薬物動態の変動… 遺伝的素因による薬物動態の変動を講義する C15（3）-1-1,2
第７回 岩川　精吾 遺伝的素因による薬物動態の変動 遺伝的素因による薬物動態の変動を講義する C15（3）-1-3

第８回 岩川　精吾 年齢による薬物動態、薬効の変動：
小児

年齢による薬物動態、薬効の変動：小児での体内動態につい
て講義する C15（3）-2-1,2

第９回 岩川　精吾 年齢や肥満による薬物動態、薬効
の変動：高齢者

年齢や肥満による薬物動態、薬効の変動：高齢者や肥満患者
での体内動態について講義する

C15（3）-2-3
C15（3）-3-3

第10回 岩川　精吾 妊婦、授乳婦での薬物動態 妊婦、授乳婦での薬物動態について講義する C15（3）-3-1,2

第11回 岩川　精吾 腎疾患を伴った患者での薬物投与
設計

腎疾患を伴った患者での薬物投与設計で循環器用薬を例に講
義する C15（3）-4-1

第12回 岩川　精吾 肝疾患、心疾患を伴った患者での
薬物投与設計

肝疾患、心疾患を伴った患者での薬物投与設計で抗菌薬を例
に講義する C15（3）-4-2,3

成績評価方法
出席状況と定期試験から総合的に評価する。

教科書
臨床への薬物動態学　岩川精吾、菅原和信、灘井雅行、渡辺善照編（廣川書店）

指定参考書
臨床薬物動態学改訂第４版（南江堂）

オフィスアワー
随時

臨床薬物動態学  
4年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 岩川　精吾
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一般目標（GIO）
薬物治療の有効性、安全性、信頼性を高めるために、薬物の投与形態や薬物体内動態の制御法などを工夫したDDS（Drug…
Delivery…System: 薬物送達システム）に関する基本的知識を修得する。また、DDS製剤を使用した処方せんも利用して、調剤学の
重要ポイントについて学ぶ。

到達目標（SBOs）
１．DDSの概念と従来の医薬品製剤と比較した場合の有用性について説明できる。
２．放出制御型製剤（徐放性製剤を含む）の利点について説明でき、代表例を列挙できる。
３．代表的な徐放性製剤における徐放化の手段、用いられる製剤材料について説明できる。…
４．経皮投与製剤、腸溶製剤の特徴と利点について説明できる。
５．ターゲティングの概要と意義、代表的なドラッグキャリアーについて説明できる。
６．代表的なプロドラッグを列挙し、そのメカニズムと有用性について説明できる。
７．処方せん例に従って、計数・計量調剤をシミュレートできる。
８．医薬品製剤の管理の意義と必要性について説明できる。
９．代表的な剤形の安定性、保存性について説明できる。…
10．毒薬・劇薬、麻薬・向精神薬、血漿分画製剤、生物製剤の管理及び取り扱いについて説明できる。

準備学習（予習・復習等）
関連科目の復習をしながら理解を図ること。北河担当分については、講義時に配布するプリントの練習問題を講義終了後に必ず解
いておくこと。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 北河　修治 DDSの必要性、放出制御型製剤 DDSの概念と有用性、放出制御型製剤の利点、放出制御の基
礎理論 C16（3）-1-1,2

第２回 北河　修治 放出制御型製剤 徐放性製剤に用いられる製剤材料の種類と性質、放出制御型
注射剤、放出制御型経口製剤、放出制御型経粘膜製剤 C16（3）-2-2,4,6

第３回 北河　修治 放出制御型製剤 放出制御型経皮適用製剤 C16（3）-2-5

第４回 北河　修治 ターゲティング ターゲティングの目的と方法、運搬体を利用したターゲティ
ング C16（3）-3-1,2

第５回 北河　修治 ターゲティング 分子標的薬 C16（3）-2
第６回 北河　修治 プロドラッグ プロドラッグの目的と代表的なプロドラッグ１ C16（3）-4-1
第７回 北河　修治 その他のDDS 生体膜透過促進法、遺伝子治療におけるDDS C16（3）-5-1
第８回 濵口　常男 計数・計量調剤のシミュレート（1） 処方せん例に従って、実際の計数・計量調剤の要点解説 D1

第９回 濵口　常男 計数・計量調剤のシミュレート（2）
および医薬品製剤の管理

実際の計数・計量調剤の演習および医薬品製剤の購入、在庫、
供給、使用及び経済の管理について D1

第10回 濵口　常男 医薬品製剤の安定性・保存性 代表的な剤形の安定性と保存性について D1

第11回 濵口　常男 毒薬・劇薬、麻薬・向精神薬、血
漿分画製剤および輸血製剤

毒薬・劇薬および麻薬・向精神薬、血漿分画製剤および輸血
製剤の管理と取り扱い D1

第12回 濵口　常男 生物製剤 生物製剤の管理および取り扱い D1

成績評価方法
定期試験（90点）、平常点（10点）配点内訳：出席と受講態度で評価する。

教科書
ベーシック薬学教科書シリーズ 20　薬剤学第２版（北河修治　編）化学同人

指定参考書
NEWパワーブック物理薬剤学・製剤学第２版（金尾義治、北河修治　編）廣川書店
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会…編）第 10巻「実務実習事前学習…病院・薬局実習に行く前に」東京化学同人
薬学生のための計算実践トレーニング帳（前田初男編）化学同人

オフィスアワー
質問は講義日のお昼休みと放課後、10号館１階製剤学研究室あるいは 11号館１階薬学臨床教育センターにて対応します。

機能性製剤学    
4年次
前期 必修 1単位 担当教員名 教授 北河　修治

教授 濵口　常男
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一般目標（GIO）
薬学を学ぶ者は医薬品がどのように開発されるかを学習する必要がある。医薬品開発過程では最終的に候補化合物のヒトでの試験
を欠かすことができないが、ヒトでの臨床試験のうち国の承認を得るために行われるものを治験と呼ぶ。本科目では、この治験に
ついて一般的な知識を習得することを目標とする。

到達目標（SBOs）
１．医薬品開発の概要を知る。
２．治験の社会的意義を考える。
３．治験の仕組みを学ぶ。
４．治験の実施方法を学ぶ。
５．治験の課題を考える。

準備学習（予習・復習等）
細かい知識を暗記するのでなく、治験を大づかみに理解することが将来役立つことになるので、そのように講義に接すること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 中江　裕子 医薬品開発の概要 医薬品開発過程の概要を学習する。 C17（4）-1-2
第２回 中江　裕子 臨床試験の仕組み１ 治験の定義、意義を学習する。 C17（4）-1-2
第３回 中江　裕子 臨床試験の仕組み２ 臨床試験の種類、相を学習する。 C17（4）-1-3
第４回 中江　裕子 臨床試験の仕組み３ 試験のデザインを学習する C17（4）-1-2
第５回 中江　裕子 臨床試験の仕組み４ 治験の実例を学ぶ。 C17（4）-1-3
第６回 中江　裕子 臨床試験の仕組み５ 結果の評価方法を学習する。 C17（4）-1-3
第７回 中江　裕子 治験の手順、実施方法１ 治験の組織と役割を知る C17（4）-1-6
第８回 中江　裕子 治験の手順、実施方法２ 治験の倫理、ヘルシンキ宣言を学習する。 C17（4）-1-1
第９回 中江　裕子 治験の手順、実施方法３ 治験に関する規制を学ぶ。 C17（4）-1-4

第10回 中江　裕子 治験の手順、実施方法４ 治験審査委員会、インフォームドコンセント等の治験の流れ
を学習する。 C17（4）-1-2

第11回 中江　裕子 治験の手順、実施方法５ 治験と薬剤師の関わりを考える。 C17（4）-2-1
第12回 中江　裕子 治験の将来と課題 国際共同治験などの現状から今後の課題について考える。 C17（4）-1-2

成績評価方法
定期試験（100%）

教科書
プリント使用

指定参考書
スタンダード薬学シリーズ８「医薬品の開発と生産」東京化学同人

オフィスアワー
随時

治験            
4年次
前期 必修 1単位

担当教員名 特任教授 中江　裕子
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一般目標（GIO）
患者の権利を考慮し、責任を持って医療に参画できるようになるために、薬事法、薬剤師法などの医療および薬事関係法規、制度
の精神とその施行に関する基本的知識を修得し、それらを遵守する態度を身につける。

到達目標（SBOs）
１．薬剤師の医療の担い手としての倫理的責任を自覚し、医療過誤、リスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を果たし、また、

製造物責任法を概説することができる。
２．薬剤師に関連する法令の構成、薬剤師法の重要な項目を列挙し、その内容を説明できる。
３．薬事法の重要な項目を列挙し、その内容を説明できる。
４．薬剤師に関わる医療法の内容を説明できる。
５．医師法、歯科医師法、保健師助産師看護師法などの関連法規と薬剤師の関わりを説明できる。
６．医薬品による副作用が生じた場合の被害救済について、その制度と内容を概説できる。
７．麻薬及び向精神薬取締法を概説し、規制される代表的な医薬品を列挙できる。
８．覚せい剤取締法を概説し、規制される代表的な医薬品を列挙できる。
９．大麻取締法およびあへん法を概説できる。
10．毒物および劇物取締法を概説できる。
11．医療保険制度のしくみおよび医療保険法について説明できる。
12．介護保険制度のしくみおよび介護保険法について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
法律文は一般分と比較すると明らかに特殊であるため、一読しただけで理解することは難しい。薬事法規や制度は文章を読むだけ
でなく、理解するためには対象、目的、定義によって分類整理し、系統づけることが重要である。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 濵口　常男 法、倫理、責任 薬剤師の倫理と責任、製造物責任法について C18（1）-1-1
C18（1）-2-1,7

第２回 濵口　常男 薬剤師法および薬事法（1） 薬剤師の資格・任務・業務および薬事法での規制対象の定義
について C18（1）-2-1,3

第３回 濵口　常男 薬事法（2） 薬局、医薬品の販売業および医療機器の販売業・賃貸業・修
理業について C18（1）-2-2

第４回 濵口　常男 薬事法（3） 医薬品の製造販売業・製造業、医薬品の基準及び検定につい
て C18（1）-2-2

第５回 濵口　常男 薬事法（4） 医薬品製造後の安全対策、流通、生物由来製品、監督、指定
薬物の取り扱いについて C18（1）-2-2

第６回 濵口　常男 機構法 副作用の定義と救済制度について C18（1）-2-6

第７回 濵口　常男 麻薬及び向精神薬取締法、大麻取
締法及びあへん法

麻薬、向精神薬の取り扱い及び大麻、あへんの定義と取り扱
いについて C18（1）-3-1

第８回 濵口　常男 覚せい剤取締法 覚せい剤、覚せい剤原料及び取り扱いの定義について C18（1）-3-2
第９回 濵口　常男 医療法、医師法、歯科医師法等 医療施設・医療提供体制の規定並びに医師等の任務について C18（1）-2-5
第10回 猪野　彩 毒物、劇物取締法 毒物、劇物及び取り扱いの定義について C18（1）-3-4
第11回 猪野　彩 医療保険制度 保険医療の実施、　保険給付のしくみ、診療報酬について C18（2）-2-2,3
第12回 猪野　彩 介護保険法 介護保険制度のしくみについて C18（2）-1-3

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
わかりやすい薬事関係法規・制度（廣川書店）

指定参考書
今日の薬事法規・制度（京都廣川書店）
薬事衛生六法（薬事日報社）

オフィスアワー
わからない点について質問してください。（11号館１階）

薬事関係法規・薬事制度  
4年次
前期 必修 1単位 担当教員名 教授 濵口　常男

講師 猪野　彩
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一般目標（GIO）
公平で質の高い医療を受ける患者の権利を保障するしくみを理解するために、社会保障制度と薬剤経済の基本的知識と技能を修得
する。

到達目標（SBOs）
１．日本における社会保障制度のしくみを説明できる。
２．社会保障制度の中での医療保険制度の役割を概説できる。
３．介護保険制度のしくみを説明できる。
４．高齢者医療保険制度のしくみを説明できる。
５．医療保険の成り立ちと現状を説明できる。
６．医療保険のしくみを説明できる。
７．医療保険の種類を列挙できる。
８．国民の福祉健康における医療保険の貢献と問題点について概説できる。
９．国民医療費の動向を概説できる。
10．保険医療と薬価制度の関係を概説できる。
11．診療報酬と薬価基準について説明できる。
12．医療費の内訳を概説できる。
13．薬物治療の経済評価手法を概説できる。
14．代表的な症例をもとに、薬物治療を経済的な観点から解析できる。

準備学習（予習・復習等）
近年の日本における社会保障制度は変革期にあることから、日頃から新聞、テレビおよびインターネットなどでの関連情報にも目
を向けて受講してください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 杉山　正敏 社会保障制度 社会保障制度のしくみ C18（2）-1-1
第２回 杉山　正敏 医療保険制度 医療保険制度の役割 C18（2）-1-2
第３回 波多江　崇 介護保険制度 介護保険制度のしくみ（１） C18（2）-1-3
第４回 波多江　崇 介護保険制度 介護保険制度のしくみ（２） C18（2）-1-3
第５回 波多江　崇 高齢者医療保険制度 高齢者医療保険制度のしくみ C18（2）-1-4

第６回 辰見　明俊 医療保険 医療保険の成り立ちと現状
医療保険のしくみ

C18（2）-2-1
C18（2）-2-2

第７回 辰見　明俊 医療保険 医療保険の種類
医療保険の貢献と問題点

C18（2）-2-3
C18（2）-2-4

第８回 辰見　明俊 薬剤経済 国民医療費の動向 C18（2）-3-1
第９回 辰見　明俊 薬剤経済 保険医療と薬価制度の関係 C18（2）-3-2

第10回 辰見　明俊 薬剤経済 診療報酬と薬価基準
医療費の内訳

C18（2）-3-3
C18（2）-3-4

第11回 辰見　明俊 薬剤経済 薬物治療の経済評価手法 C18（2）-3-5
第12回 辰見　明俊 薬剤経済 薬物治療の経済的観点からの解析 C18（2）-3-6

成績評価方法
定期試験（90点）、小テスト（10点）

教科書
スタンダード薬学シリーズ 9　薬学と社会（第 3版）日本薬学会編（東京化学同人）

指定参考書
やさしく学ぶ薬剤経済学　坂巻著（じほう）

オフィスアワー
質問や相談は適時受け付けます。

社会保障制度と薬剤経済  
4年次
後期 必修 1単位

担当教員名 教授 杉山　正敏
准教授 波多江　崇
講師 辰見　明俊
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一般目標（GIO）
「薬学モデル・コアカリキュラム」のうち「A．全学年を通して：ヒューマニズムについて学ぶ」、「B．イントロダクション」、「C．
薬学専門教育：物理系薬学、化学系薬学、生物系薬学、健康と環境、薬と疾病、医薬品をつくる、薬学と社会」、および「実務実習
モデル・コアカリキュラム」のうち「実務実習事前学習」に関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．ヒューマニズム
２．イントロダクション
３．物理系薬学
４．化学系薬学
５．生物系薬学
６．健康と環境
７．薬と疾病
８．医薬品をつくる
９．薬学と社会
10．実務実習事前学習

準備学習（予習・復習等）
予習・復習をすること。
授業には積極的に出席すること。
試験は毎回必ず受けること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 講義

ヒューマニズム
イントロダクション
物理系薬学
化学系薬学
生物系薬学
健康と環境
薬と疾病
医薬品をつくる
薬学と社会
実務実習事前学習

第２回 コンピュータ演習

ヒューマニズム
イントロダクション
物理系薬学
化学系薬学
生物系薬学
健康と環境
薬と疾病
医薬品をつくる
薬学と社会
実務実習事前学習

成績評価方法
出席および試験によって総合的に評価する。

教科書
担当教員指定テキスト

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

基礎薬学演習    
4年次
後期 必修 1単位

担当教員名 教授 和田　昭盛…他
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一般目標（GIO）
薬物が生体にどのような影響を及ぼすか明らかにできるようになるために、薬物の生体への投与や投与薬物によりおこる生体反応
の解釈に必要な知識、技能、態度を修得する。

到達目標（SBOs）
１．動物実験における倫理について配慮できる。
２．代表的な実験動物を適正に取り扱うことができる。
３．実験動物での代表的な薬物投与法を実施できる。
４．中枢神経系に作用する代表的な薬物の効果を評価できる。
５．自律神経系に作用する代表的な薬物の効果を評価できる。
６．知覚神経、運動神経に作用する代表的な薬物の効果を評価できる。
７．代表的な抗アレルギー薬の効果を評価できる。

準備学習（予習・復習等）
薬理学実習では、生体反応を観察する。生体反応は開始すれば止まることはなく進み続けるため、集中して観察、測定を行うこと。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回
吉野　伸
水谷　暢明
八巻　耕也

動物実験における倫理・薬物投与
法

動物実験の倫理的配慮、腹腔内投与、経口投与、皮下投与の
実施 C13（1）-4-1,2,3

第２回
吉野　伸
水谷　暢明
八巻　耕也

中枢神経系に作用する薬物の効果
の評価 I 全身麻酔薬による麻酔作用の観察 C13（2）-1-6

第３回
吉野　伸
水谷　暢明
八巻　耕也

中枢神経系に作用する薬物の効果
の評価Ⅱ

中枢興奮薬、およびそれらに対する筋弛緩薬、抗てんかん薬
の作用の観察 C13（2）-1-6

第４回
吉野　伸
水谷　暢明
八巻　耕也

知覚神経に作用する薬物の効果の
評価 酢酸ライジング反応に対する鎮痛薬の作用の測定 C13（2）-3-3

第５回
吉野　伸
水谷　暢明
八巻　耕也

自律神経系に作用する薬物の効果
の評価 自律神経遮断薬の消化管運動に対する作用の測定 C13（2）-2-4

第６回
吉野　伸
水谷　暢明
八巻　耕也

抗アレルギー作用を持つ薬物の効
果の評価

アレルギー性刺激による血管透過性亢進に対する抗アレル
ギー薬の抑制作用の測定

成績評価方法
レポート…（50点）、平常点（50点：出席および実習態度）

教科書
配付プリント

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

薬理学実習      
4年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 吉野　伸
准教授 水谷　暢明
講師 八巻　耕也
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一般目標（GIO）
薬学研究や臨床現場で分析技術を適切に応用するために、代表的な分析法の基本的知識と技能を修得する。

到達目標（SBOs）
１．代表的な生体試料について、目的に即した前処理と適切な取扱いができる。
２．臨床分析における精度管理および標準物質の意義を説明できる。
３．臨床分析の分野で用いられる代表的な分析法を列挙できる。
４．免疫反応を用いた分析法の原理、実施法および応用例を説明できる。
５．酵素を用いた代表的な分析法の原理を説明し、実施できる。
６．電気泳動法の原理を説明し、実施できる。
７．代表的なドライケミストリーについて概説できる。
８．心臓機能・呼吸機能、肝臓機能、腎臓機能に関する代表的な検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げ

ることができる。
９．代表的な代謝疾患に関する検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。
10．尿を用いた代表的な臨床検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。

準備学習（予習・復習等）
必ず予習をして、それぞれの実験日の目的や操作の原理を充分に理解した上で実習に臨むこと。検査値と疾病を関連付け、その発
症原因と治療薬も考えてみること。レポート等は決められた日に提出すること。各自が積極的に実験・討論に参加すること。無断
欠席は一切認めない。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回
加藤　郁夫
多河　典子
藤波　綾

実習講義 各項目の説明と実習を行うための諸注意
C2（3）-1-1,2
C2（3）-2-1 ～ 3
C3（1）-1-1

第２回
加藤　郁夫
多河　典子
藤波　綾

肝機能、代謝性疾患関連 総ビリルビン、血糖、尿酸、共存する薬物の影響
C2（3）-2-1,3
C14（1）-1-1
C14（1）-2-1,6

第３回
加藤　郁夫
多河　典子
藤波　綾

血清酵素、血清無機質・電解質関
連

アルカリホスファターゼ／乳酸脱水素酵素
トランスアミナーゼ…（AST/ALT）
血清鉄

C2（3）-2-1,3
C14（1）-1-1
C14（1）-2-1,4,5,7,8,10

第４回
加藤　郁夫
多河　典子
藤波　綾

血清タンパク質、リポタンパク質
関連

総タンパク質
電気泳動法による血清タンパク質分画及びリポタンパク質分
画

C2（3）-2-4
C14（1）-1-1
C14（1）-2-1,2,6,7

第５回
加藤　郁夫
多河　典子
藤波　綾

血清脂質関連
分析技術の臨床応用

総コレステロール、…HDL- コレステロール、トリグリセライド
ドライケミストリー

C2（3）-2-1,3
C14（1）-1-1
C14（1）-2-4,6
C2（3）-2-2,6

第６回
加藤　郁夫
多河　典子
藤波　綾

腎機能関連
生理機能検査
分析技術の臨床応用

クレアチニン、尿検査
心電図、スパイロメトリー、
妊娠診断補助検査

C14（1）-1-1
C14（1）-2-1 ～ 6,9,11
C2（3）-2-1 ～ 3

成績評価方法
平常点（100点）配点内訳：出席点（50点）、レポート（予習、結果、考察）、ディスカッション内容、実習態度、手技の習得、口
頭試問等で総合的に評価する。

教科書
実習プリント、実習解説書
薬学領域における臨床医学（篠原力雄、太田光煕、松葉和久…著）廣川書店

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

臨床検査実習    
4年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 加藤　郁夫
講師 多河　典子
講師 藤波　綾
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一般目標（GIO）
急速な国際化が進む昨今、外国人の姿を見ない日はなくなってきた。在住外国人や旅行で訪れる外国人に、英語で問診や服薬指導
できるための基礎知識を学ぶ。

到達目標（SBOs）
英語で
１．患者の症状を聞くことができる。
２．患者の history…taking ができる。
３．用法・用量の指導ができる。
４．効能・副作用についての説明ができる。
５．英文の患者向け薬剤説明書を理解できる。
… … ネイティブスピーカーでなくても、英語を共通語として会話する人は世界中に 10億人以上いるといわれている。日本人の患者

に日本語で服薬指導するのと同じように、英語で服薬指導ができれば、それだけでも患者さんは安心されるでしょう。

準備学習（予習・復習等）
英会話は一度に上達するというものではなく、日々の繰り返しによって身について行きます。
授業で学習した会話は、復習して覚えましょう。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 西野　かおる 講義概要・服薬指導の動詞
日本語で言えば簡単なことでも、いざ英語にすると単語の選
択に迷うことがあります。服薬指導時によく使う動詞を勉強
します。

G（1）

第２回 西野　かおる 薬の効能・効果 薬の効能の説明や簡単な薬理を英語で表現する。 G（1）

第３回 西野　かおる 服薬指導の基本的表現 服薬指導時によく使うフレーズを英語で言えるように練習す
る。 G（1）

第４回 西野　かおる ショートロールプレイ（かぜ薬）
リスニング１ 基本となる会話を「風邪薬の投薬」の場面を想定して練習する。 G（1）

第５回 西野　かおる
ショートロールプレイ（ドライシ
ロップ）
リスニング２

小児に処方されたドライシロップの飲ませ方の説明を練習す
る。 G（1）

第６回 西野　かおる ロールプレイ（問診を取る） 初めて薬局に来た患者さんへの問診の取り方を練習する。 G（1）
第７回 西野　かおる ネイティブスピーカーとの会話 スカイプを使って、アメリカ人と会話する。 G（1）

第８回 西野　かおる

ショートロールプレイ（坐薬の使
い方・
点眼薬）
リスニング３

坐薬が処方された時の使用方法の説明を練習する。
2種類の点眼薬が処方された時の使用方法の説明を練習する。 G（1）

第９回 西野　かおる ネイティブスピーカーの会話 録音されたネイティブスピーカー同士の会話を聞き取り、確
認する。 G（1）

第10回 西野　かおる ショートロールプレイ（低血糖）
りスニング４

最も危険な副作用の１つである低血糖についての説明を練習
する。 G（1）

第11回 西野　かおる ショートロールプレイ（抗凝固薬） 抜歯前の患者が抗凝固薬を中止する時の説明を練習する。 G（1）
第12回 西野　かおる まとめ 前期に学習したことの確認 G（1）

成績評価方法
出席・授業の取り組み姿勢（10点）、筆記試験（40点）、ロールプレイ（50点）
出席日数が基準に達しない場合に、試験を受けられない場合があります。

教科書
講師が資料を用意

指定参考書
東京化学同人「薬学生・薬剤師のための英会話ハンドブック」

オフィスアワー
随時

実用薬学英語Ⅰ  
4年次
前期 選択 1単位

担当教員名 非常勤講師 西野　かおる
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一般目標（GIO）
外国人患者さんに対する英語での問診・服薬指導や、薬学・医療関係の英文資料を読むための基本的な医学用語や表現を修得する。

到達目標（SBOs）
１．基本的な医学英語用語・表現（身体の部位、症状、病名など）を理解し発音できる。
２．英語で問診できる。
３．英語で薬についての簡単な説明ができる。
４．病気や薬に関する英文資料を読み、薬に関する英語表現を理解できる。
５．患者―薬剤師間の英語でのやり取りを聞き取ることができる。

準備学習（予習・復習等）
薬局を訪れた外国人患者さんに落ち着いて英語で対応できるよう、基本的な医学用語を復習し、英語での会話練習を行います。お
互いに英語で問診したり、薬について説明したりするロールプレイを行って病気の症状などの医学英語の習得を目指します。毎回
英語を使っているうちに自信がついてくると思います。患者―薬剤師の会話のリスニングも毎回行います。実践に役立つ薬学英語
会話の基礎を楽しく学んでほしいと思います。
尚、この科目は通年科目ではありませんが、実用医療英語 I、II は連続した内容ですので両方履修することが必須です。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 玉巻　欣子 講義概要 講義概要
　本コースの目的と授業の進め方について G（1）

第２回 玉巻　欣子 患者インタビュー 薬物アレルギー、生活習慣、薬歴などについて学生間で英語
でインタビューする。 G（1）

第３回 玉巻　欣子 症状に関する表現（1）
花粉症（鼻水、くしゃみ） 患者との会話リスニング、英語表現確認、会話練習 G（1）

第４回 玉巻　欣子 症状に関する表現（2）
風邪（熱、咳）

患者との会話リスニング、英文家庭医学書で英語表現確認、
会話練習　 G（1）

第５回 玉巻　欣子 OTC薬局での会話（1）
風邪薬 患者との会話リスニング、英語表現確認、会話練習 G（1）

第６回 玉巻　欣子 薬に関する英文読解（1） 家庭用医学書（呼吸器系薬）を読んで、グループ内で話し合う。 G（1）

第７回 玉巻　欣子 症状に関する表現（3）
胃痛・むかつき 患者との会話リスニング、英語表現確認、会話練習 G（1）

第８回 玉巻　欣子 症状に関する表現（4）
下痢・便秘

患者との会話リスニング、英文家庭医学書で英語表現確認、
会話練習 G（1）

第９回 玉巻　欣子 OTC薬局での会話（2）
消化器系薬 患者との会話リスニング、英語表現確認、会話練習 G（1）

第10回 玉巻　欣子 薬に関する英文読解（2） 家庭用医学書（消化器系薬）を読んで、グループ内で話し合う。 G（1）

第11回 玉巻　欣子 グループ発表準備 4人一組のグループ毎に、薬局での患者とのやりとりのロー
ルプレイシナリオを作成し発表準備。 G（1）

第12回 玉巻　欣子 グループ発表、まとめ グループでロールプレイを発表。前期のまとめ。 G（1）

成績評価方法
１．出席（10点）、２．筆記試験（60点）、３．平常点（授業の取り組み、レポート、グループ発表など）（30点）出席重視。

教科書
メジカルビュー社『第３版　これだけは知っておきたい医学英語の基本用語と表現』

指定参考書
特になし

オフィスアワー
在室中はいつでも質問ＯＫです。
4号館 2階 2-206

実用医療英語Ⅰ  
4年次
前期 選択 1単位

担当教員名 准教授 玉巻　欣子
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一般目標（GIO）
前期に習得した服薬指導の英語を活かして、薬局や医療現場で交わされる患者との会話を英語で通訳できるレベルまで話せること
を目指す。

到達目標（SBOs）
１．患者の訴えを理解したり、質問に答えたり説明したりできる。
２．健康や薬に関するニュースを英語で聴いて、内容を日本語で説明できる。
３．医療に関する用語を瞬時に英語→日本語、日本語→英語に変換できる。
４．OTCの薬局で、患者の訴えを聞き、薬の説明ができる。
５．日本語と同様に英語で患者に服薬指導ができる。

今期も、スカイプを通して、あるいは録音されたネイティブスピーカーの音声を聴いて、実際の英語に触れる。

準備学習（予習・復習等）
授業後に配布する例文を参考に、自分の言いやすい表現を見つけましょう。
復習は必ずしてください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 西野　かおる 服薬指導基本フレーズ（前期の復習）
ショートロールプレイ（ニトロペン）

前期に学習した服薬指導の基本フレーズを確認する。
ニトロペンを投薬する時の使用方法の説明を練習する。 G（1）

第２回 西野　かおる OTCの会話（緩下剤） 市販の緩下剤を買いにきた外国人に、薬を選んで服用方法を
説明する。 G（1）

第３回 西野　かおる 薬局での会話制作（グリミクロンとグル
コバイ）

場面を想定して、そこで交わされると考えられる会話をグルー
プで製作し発表する。 G（1）

第４回 西野　かおる ロールプレイ（抗コリン薬の副作用） 副作用の多い抗コリン薬の処方を使って、副作用の説明を練
習する。 G（1）

第５回 西野　かおる ロールプレイ（ジェネリック医薬品） 最近、調剤される機会の増えたジェネリック医薬品について
の説明を練習する。 G（1）

第６回 西野　かおる 薬局での会話制作（抗生物質とキレート
結合）

市販のキャベジンと医療用のキャベジンの違いや、抗生物質
との併用についての患者への説明を練習する。 G（1）

第７回 西野　かおる ネイティブスピーカーとの会話 スカイプを使って、アメリカ人と会話する。 G（1）

第８回 西野　かおる ロールプレイ（ARBと ACE阻害薬）１ ACE 阻害薬で副作用が出て、処方がARB に変わった患者へ
の説明を練習する。 G（1）

第９回 西野　かおる ネイティブスピーカーの会話を聴く
（小児への投薬のコツ）

録音されたネイティブスピーカー２人の会話を聴きとり、確
認する。 G（1）

第10回 西野　かおる グループワーク 通年で学習したことを使って、処方箋を見て、あるいは薬局
での場面を想定して会話を作る。 G（1）

第11回 西野　かおる プレゼンテーション１ 制作した会話を薬剤師と患者になって演ずる。 G（1）

第12回 西野　かおる プレゼンテーション２
まとめ 前回の続き G（1）

成績評価方法
出席・授業の取り組み態度（10点）、ロールプレイ制作（40点）、ロールプレイ発表（50点）
出席日数が基準に達していないと第 10回第 11回 12回のルールプレイ制作及びその発表に参加できない場合があります。

教科書
講師が資料を用意する。

指定参考書
東京化学同人「薬学生・薬剤師のための英会話ハンドブック

オフィスアワー
随時

実用薬学英語Ⅱ  
4年次
後期 選択 1単位

担当教員名 非常勤講師 西野　かおる
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一般目標（GIO）
外国人患者さんに英語で問診、服薬指導を行うのに必要な基本的な医学用語や表現を修得し、外国人患者さんとの会話力を養う。

到達目標（SBOs）
１．基本的な医学英語用語・表現（身体の部位、症状、病名など）を理解し発音できる。
２．患者さんの訴えや質問に英語で答えることができる。
３．英語で服薬指導、薬の効能・副作用等の説明ができる。
４．英文薬剤説明書などの内容を理解できる。
５．患者―薬剤師間の英語でのやり取りを聞き取ることができる。

準備学習（予習・復習等）
後期は、保険薬局や病院で外国人患者さんに英語で対応するために必要な表現をおさえ、服薬指導などの会話練習を行います。ミニ・
ロールプレイを毎回の授業で行いますので、自信を持って外国人患者さんと話せるようになりましょう。この授業の最終プロジェ
クトとして、教員との英語インタビューも行います。より実践的な薬学英語会話を楽しく学びましょう。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 玉巻　欣子
講義概要
OTC薬局での会話（1）
目薬

患者との会話リスニング、英語表現確認、会話練習 G（1）

第２回 玉巻　欣子 OTC薬局での会話（2）
乗り物酔い薬 患者との会話リスニング、英語表現確認、会話練習 G（1）

第３回 玉巻　欣子 OTC薬局での会話（3）
禁煙補助薬… 患者との会話リスニング、英語表現確認、会話練習 G（1）

第４回 玉巻　欣子 保険薬局での会話
外国の処方箋… 患者との会話リスニング、英語表現確認、会話練習 G（1）

第５回 玉巻　欣子 服薬指導（1）
用法・用量の説明：経口薬 患者との会話リスニング、英語表現確認、会話練習 G（1）

第６回 玉巻　欣子
服薬指導（2）
用法・用量の説明：いろいろなタ
イプの薬

患者との会話リスニング、英語表現確認、会話練習 G（1）

第７回 玉巻　欣子 服薬指導（3）
妊婦への服薬指導 英文家庭医学書を読んでグループで話し合う。 G（1）

第８回 玉巻　欣子 服薬指導（4）
小児用薬の投与法説明 患者との会話リスニング、英語表現確認、会話練習　 G（1）

第９回 玉巻　欣子 服薬指導（5）
副作用の説明 患者との会話リスニング、英語表現確認、会話練習 G（1）

第10回 玉巻　欣子
服薬指導（6）
飲み忘れ・食物との飲み合わせの
指導

患者との会話リスニング、英語表現確認、会話練習 G（1）

第11回 玉巻　欣子 後期のまとめ 後期の内容のまとめ G（1）
第12回 玉巻　欣子 英語インタビュー 薬剤師ー患者ロールプレイを教員と行う。 G（1）

成績評価方法
１．出席（10点）、２．定期試験（50点）、３．平常点（グループ発表、小テストなど）（40点）出席重視。

教科書
メジカルビュー社『第３版　これだけは知っておきたい医学英語の基本用語と表現』

指定参考書
特になし

オフィスアワー
在室時はいつでも質問ＯＫです。
4号館 2階 206

実用医療英語Ⅱ
4年次
後期 選択 1単位

担当教員名 准教授 玉巻　欣子
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一般目標（GIO）
核医学診断法は最先端医療に不可欠なものとなっている。そのため、放射性物質を安全かつ有効に取り扱えるように、放射線の性
質や人体に及ぼす影響に関する基礎知識を修得する。そして、薬剤師として必要な放射性医薬品をはじめとした放射線を用いた診断・
治療について理解する。

到達目標（SBOs）
１．放射線の生体への影響が説明できる。
２．代表的な画像診断技術について概説できる。
３．放射性医薬品の特徴について説明できる。
４．代表的な放射性医薬品の種類と用途を説明できる。
５．放射性医薬品の品質管理に関する試験法を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
復習：練習問題を解くこと（1時間）。問題放射線取扱主任者（国家資格）の資格を取ることができれば、仕事の選択の幅も広がります。
放射線取扱主任者（国家資格）に関する質問には、随時対応します（5号館 2階　放射線管理室）。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 安岡　由美 放射と放射能　1 電離放射線の種類と性質 C1（1）-4-1,2

第２回 安岡　由美 放射と放射能　2 核反応、放射平衡、 C1（1）-4-3,4
C12（2）-1-7

第３回 安岡　由美 放射と放射能　3 放射線測定 C1（1）-4-5

第４回 安岡　由美 人体への影響 1 体外被ばくと体内被ばく
生体組織の放射線感受性 C12（1）-5-1,2

第５回 安岡　由美 人体への影響 2 生体組織の放射線感受性
電離放射線の防御 C12（1）-5-3,4,5

第６回 安岡　由美 画像診断技術 1 画像診断技術（X線診断、CTスキャン、MRI） C2（3）-2-7
C12（1）-5-6

第７回 安岡　由美 画像診断技術 2
画像診断薬

画像診断技術（超音波他）
造影剤について

C2（3）-2-7,8
C12（1）-5-6

第８回 安岡　由美 放射性医薬品 1 SPECT検査 C2（3）-2-7,8
C12（1）-5-6

第９回 安岡　由美 放射性医薬品 2 SPECT検査・PET検査 C2（3）-2-7,8
C12（1）-5-6

第10回 安岡　由美 放射性医薬品 3 ガンの放射線治療 C2（3）-2-8
C12（1）-5-6

第11回 安岡　由美 安全管理 1 放射性医薬品の管理 C18（1）-4-1,2
第12回 安岡　由美 安全管理 2 事故例と対策 C18（1）-4-1,2

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
放射線管理学テキスト（放射線管理室編）
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会編）第 2巻「物理系薬学Ⅰ．物質の物理的性質」束京化学同人

指定参考書
放射線取扱の基礎―第 1種放射線取扱主任者試験の要点―（第 6版）日本アイソトープ協会編、丸善
放射線概論―第 1種放射線試験受験用テキスト（第 8版）、柴田徳思（編）通商産業社
第 1種放射線取扱主任者試験…マスター・ノート（第 2版）、福士政広（編）メジカルビュー社

オフィスアワー
授業に関する質問には、随時対応します（5号館 2階　放射線管理室）。

放射線管理学    
4年次
前期 選択 1単位

担当教員名 講師 安岡　由美
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一般目標（GIO）
薬の専門家である薬剤師が、患者の栄養状態を正確に把握したうえで、適切な薬物治療を行うことができるようになるために、臨
床栄養に関する基本的知識・技能を修得する。

到達目標（SBOs）
１．臨床栄養の基礎理論および活用理論について説明できる。
２．栄養アセスメントの意義と実施方法について説明できる。
３．臨床検査値に基づく栄養必要量の算出法について説明できる。
４．栄養療法の意義と栄養補給法の選択基準について説明できる。
５．ライフステージ別の栄養補給の特徴と問題点について説明できる。
６．代謝性疾患における栄養アセスメントおよび栄養管理について説明できる。
７．消化器系疾患における栄養アセスメントおよび栄養管理について説明できる。
８．循環器系疾患における栄養アセスメントおよび栄養管理について説明できる。
９．運動器系疾患における栄養アセスメントおよび栄養管理について説明できる。
10．神経精神疾患における栄養アセスメントおよび栄養管理について説明できる。
11．ストレス時・術後の栄養アセスメントおよび栄養管理について説明できる。
12．症例別栄養管理演習

準備学習（予習・復習等）
病気の治療には薬物療法とともに患者自身の栄養・代謝改善、体力と免疫力の回復が大切です。臨床栄養を理解するには、これま
でに学んできた病態生理と栄養・生化学的知識が不可欠ですので、よく復習して講義に臨んでください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 岡野　登志夫 臨床栄養の基礎理論および活用理
論

健常者と患者に対する栄養生理の考え方、食事療法の基本的
な考え方、一般食と治療食 C11（1）-1-1 ～ 8

第２回 岡野　登志夫 栄養アセスメントの意義と実施方
法

栄養スクリーニング、主観的包括的評価、客観的栄養評価、
栄養不良の分類と診断（マラスムスとクワシオコール、マラ
スムス性クワシオコール）、栄養危険指数と予後判定栄養指数

C11（1）-1-1,2,3

第３回 岡野　登志夫 臨床検査値に基づく栄養必要量の
算出法

患者におけるエネルギー、炭水化物、たんぱく質、脂質、食
物繊維、水分、電解質、ビタミン・ミネラル必要量の算出法、
身体計測評価法

C11（1）-1-1,2,3
C15（3）-3-3

第４回 岡野　登志夫 栄養療法の意義と栄養補給法の選
択基準

消化管機能と栄養補給法、経腸栄養法と経静脈栄養法、選択
基準、経腸・経静脈栄養剤の特徴、合併症 C15（3）-3-3

第５回 岡野　登志夫 ライフステージ別の栄養補給の特
徴と問題点

小児・高齢者の栄養病態の特徴と栄養管理、栄養素・薬物相
互作用、NSTの現状と問題点 C15（3）-3-3

第６回 岡野　登志夫 代謝性疾患における栄養アセスメ
ントおよび栄養管理…

肥満、糖尿病、メタボリックシンドローム、痛風における栄
養病態と栄養管理

C15（3）-3-3
C14（3）-5-1,2,3

第７回 田中　清 消化器系疾患における栄養アセス
メントおよび栄養管理

胃腸疾患、慢性肝疾患（特に肝硬変）、胆・膵疾患における栄
養病態と栄養管理

C15（3）-3-3
C14（2）-4-1,6

第８回 田中　清 循環器系疾患における栄養アセス
メントおよび栄養管理

虚血性心疾患、脳出血、脳梗塞、動脈硬化症における栄養病
態と栄養管理

C15（3）-3-3
C14（2）-2-1,5

第９回 田中　清 運動器系疾患における栄養アセス
メントおよび栄養管理

慢性関節リウマチ、変形性膝関節症、骨粗粗症における栄養
病態と栄養管理

C15（3）-3-3
C14（4）-5-1,2,3,4

第10回 田中　清 神経・精神疾患における栄養アセ
スメントおよび栄養管理

認知症（特に老人性およびアルツハイマー型認知症）におけ
る栄養病態と栄養管理

C15（3）-3-3
C14（4）-1-1,2,3,4

第11回 田中　清 呼吸器系疾患における栄養アセス
メントおよび栄養管理

肺炎、喘息、インフルエンザ、COPDにおける栄養病態と栄
養管理

C15（3）-3-3
C14（3）-3-1,2,3

第12回 田中　清 悪性腫瘍、ストレス時・術後の栄
養アセスメントおよび栄養管理

胃がん、肝がん、乳がん、大腸がん、周術期における栄養病
態と栄養管理

C15（3）-3-3
C14（5）-7-1

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
病態栄養ガイドブック（日本病態栄養学会編、メディカルレビュー社）

指定参考書
臨床栄養治療の実践・病態別編（岡田　正監修、金原出版）
最新栄養学第 9版（木村修一、小林修平監修、建帛社）

臨床栄養学      
4年次
後期 選択 1単位 担当教員名 教授 岡野　登志夫

非常勤講師 田中　清
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オフィスアワー
質問は在室中ならいつでも結構です。
お気軽におこしください。
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一般目標（GIO）
臨床検査は医療において重要であり、…薬剤師が服薬指導を行う場合は、病態を理解した上で薬物の有効性や副作用、相互作用につい
て適切な判断を行うことが必要となる。…臨床検査医学では代表的臨床検査について解説し、次に心電図、超音波検査、呼吸機能検査、
内視鏡検査など各種の検査機器を用いた臨床生理検査に関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．臨床生理検査の目的やその概要を説明できる。
２．代表的疾患での生理検査の変動について説明できる。
３．心電図や呼吸機能検査の診断、…治療における重要性について説明できる。
４．CT画像やMRI 画像の診断、…治療における重要性について説明できる。
５．超音波検査、内視鏡検査の診断、治療における重要性について説明できる。
６．生理検査での異常データとアーチファクトを識別する場合の注意点を列挙できる。

準備学習（予習・復習等）
授業を受ける前に、関連する生理学、病態などの知識を再確認しておいてください。授業後には配布資料や授業ノートを復習し、
わからない点は自己学習や質問等で解決してください。
シラバスの授業内容（回数）と実際の授業日程は異なります。授業予定は開講前に配布します。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 太田　光煕 臨床検査について 総論
第２回 太田　光煕 臨床検査について 代表的な機能検査（肝機能検査、腎機能検査、膵機能検査など）
第３回 大西　一男 循環器疾患と検査 CT、…MRI の原理と検査の実際 C14（1）-2-4
第４回 大西　一男 循環器疾患と検査 循環器疾患概説と画像診断 C14（1）-2-4
第５回 大西　一男 循環器疾患と検査 心電図検査 C14（1）-2-4
第６回 大西　一男 循環器疾患と検査 心臓超音波検査 C14（1）-2-4
第７回 大西　一男 RI を用いた画像検査 SPECTと PET C14（1）-2-4
第８回 西村　善博 呼吸器疾患と検査 呼吸器疾患概説と生理検査 C14（1）-2-3

第９回 西村　善博 呼吸器疾患と検査 呼吸機能検査・動脈血液ガス分析 C14（1）-2-3
C14（1）-2-10

第10回 西村　善博 呼吸器疾患と検査 呼吸器疾患における異常所見の解釈 C14（1）-2-3
第11回 水野　成人 消化器疾患と検査 腹部画像検査の選択と超音波断層検査 C14（1）-2-8
第12回 水野　成人 消化器疾患と検査 消化管内視鏡検査と薬剤 C14（1）-2-8

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
特になし（プリント資料を配布）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

臨床検査医学
4年次
後期 選択 1単位

担当教員名 教授 水野　成人
特任教授 太田　光煕
非常勤講師 大西　一男
非常勤講師 西村　善博
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一般目標（GIO）
薬剤師業務が人命にかかわる仕事であることを認識し、患者が被る危険を回避できるようになるために、医薬品の副作用、調剤上
の危険因子とその対策、院内感染などに関する基本的知識、技能、態度を修得する。

到達目標（SBOs）
１．薬剤師業務の中で起こりやすい事故事例を列挙し、その原因を説明できる。
２．誤りを生じやすい投薬例を列挙できる。
３．院内感染の回避方法について説明できる。
４．誤りを生じやすい調剤例を列挙できる。
５．リスクを回避するための具体策を提案する。

準備学習（予習・復習等）
医療の安全確保は医療人である薬剤師の重要な役割です。この授業をとおして薬剤師業務における安全管理の考え方を学んで下さ
い。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 濵口　常男 医療法と医療安全 医療機関における医療事故防止対策の法的整備の変遷 C18（1）
第２回 濵口　常男 注射薬調剤の安全管理 注射薬調剤の要点および注射薬調剤事故の防止対策 C18（1）
第３回 濵口　常男 薬事法と医療安全 薬局における医療事故防止対策の法的整備 C18（1）
第４回 濵口　常男 安全な医療システムの考え方 リスクマネジメントの基本概念と現状 C18（1）

第５回 濵口　常男 薬剤師業務の中で起こりやすい事
故事例とその原因 内服薬の調剤事故防止対策 C18（1）

第６回 濵口　常男 輸血製剤の医療安全 輸血療法の中で起こりやすい事故事例とその原因 C18（1）
第７回 濵口　常男 医療機器、医療器具の医療安全 医療機器等による事故事例とその原因 C18（1）
第８回 濵口　常男 病棟の療養環境における医療安全 転倒転落による事故事例とその原因 C18（1）
第９回 濵口　常男 医療法における院内感染防止対策 院内感染の回避方法 D1

第10回 濵口　常男 誤りを生じやすい薬剤に関する医
療事故事例とその対策 「してはいけないこと」と「間違えてはいけない薬剤」 C18（1）

第11回 濵口　常男 リスクを回避するための具体策 調剤過誤におけるヒューマンエラーの要因解析 C18（1）
第12回 濵口　常男 インシデントレポートの分析法 インシデントレポートの分析手法と特徴 C18（1）

成績評価方法
定期試験（100点）

教科書
配布プリント

指定参考書
薬学生のための医薬品安全管理入門（医学書院）
新人薬剤師・薬学生のための医療安全学入門一調剤過誤防止から副作用の早期回避まで一（薬ゼミファーマプック）

オフィスアワー
わからない点は質問してください。（11号館１階）

安全管理医療
4年次
後期 選択 1単位

担当教員名 教授 濵口　常男
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一般目標（GIO）
コミュニティーファーマシー（地域薬局）のあり方と業務を理解するために、薬局の役割や業務内容、医薬分業の意義、セルフメディ
ケーションなどに関する基本的知識と、それらを活用するための基本的態度を修得する。

到達目標（SBOs）
１．地域薬局の役割を列挙できる。
２．医薬分業のしくみと意義を説明できる。
３．医薬分業の現状を概説し、将来像を展望する。
４．かかりつけ薬局の意義を説明できる。
５．保険薬剤師療養担当規則および保険医療担当規則を概説できる。
６．薬局の形態および業務運営ガイドラインを概説できる。
７．調剤報酬および調剤報酬明細書（レセプト）について説明できる。　
８．地域住民のセルフメディケーションのために薬剤師が果たす役割を討議する。

準備学習（予習・復習等）
予習：次回授業で予定している教科書の範囲を読んでおくこと。
復習：授業中に学んだ教科書の範囲を復習しておくこと。
普段より一般新聞で記載されている授業に関連する記事内容に興味を持つこと。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 笠井　眞二 薬剤師と薬局の業務 保険調剤、医薬品の供給及び医薬品一元管理について C18（1）
第２回 笠井　眞二 保険薬局① 薬局・薬剤師において重要な法律の解釈について C18（1）

第３回 笠井　眞二 保険薬局② 医療保険制度、保険給付、保険外併用療養費及び規制緩和是
非について C18（2）

第４回 笠井　眞二 保険薬局③ 国民医療費の動向、薬剤師に必要な薬剤経済的観点について C18（2）
第５回 笠井　眞二 薬局製剤 薬局製剤の種類、製造及び販売について C18（3）

第６回 笠井　眞二 在宅医療 在宅医療における薬局・薬剤師の役割及び介護保険制度につ
いて C18（3）

第７回 笠井　眞二 医薬分業 医薬分業の経緯、現状、将来像について C18（3）

第８回 笠井　眞二 かかりつけ薬局① かかりつけ薬局の仕組み、薬局業務運営ガイドラインについ
て C18（3）

第９回 笠井　眞二 かかりつけ薬局② 処方せん医薬品、零売について C18（1）
第10回 笠井　眞二 保険薬局の業務運営 保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則について C18（3）
第11回 笠井　眞二 保険調剤報酬 薬価基準、調剤報酬の構成及びその意義について C18（3）

第12回 笠井　眞二 セルフメディケーション 一般用医薬品の販売区分、スイッチOTC薬、相談販売につ
いて C18（3）

成績評価方法
試験期間中に筆記試験を実施（100点）

教科書
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会編）
第 9巻「薬学と社会」東京化学同人

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問については、非常勤のため講義の前後あるいは文書にて受付け、次回講義時に対応する。

薬局ヘルスケア論
4年次
前期 選択 1単位

担当教員名 非常勤講師 笠井　眞二
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一般目標（GIO）
将来のキャリアに関連する企業や団体において実習、研修的な就業体験を行うことで、自己の適性を把握し、…就業意識を向上させる。

到達目標（SBOs）
１．就業体験により職業意識やキャリア意識を喚起し、自己の適性を把握する。
２．実社会に触れることにより学習意識を向上させる。
３．受入先の企業や団体の方々や参加した他大学の学生との交流を図る。

準備学習（予習・復習等）
自分の将来を見据えて、積極的な姿勢で受講してください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 ※「インターンシップガイダンス」
へ出席する。

4年次　4月 14日（月）講義終了後
5年次　4月 4日（金）学年オリエンテーション終了後
※単位修得要件

G（7）

第２回 「公募制インターンシップガイダ
ンス」 6月 8日（日）12…：30～ G（7）

第３回 ※「ビジネス・マナー講座」へ出
席する。

6月 8日（日）15：00～
※単位修得要件 G（7）

第４回
「公募制インターンシップ」への
希望者は各自で企業等へ応募し、
選考を受ける。

6月～ G（7）

第５回 「大学推薦制インターンシップ」
の受入先を大学が公表する。 6月上旬～ G（7）

第６回
「大学推薦制インターンシップ」
は、希望する受入先へ志望書を提
出し、面接等による選考を受ける。…

6 月 21日（土）企業面接日
6月 28日（土）大学による面接日 G（7）

第７回 ※事前説明会・報告会うちあわせ
へ出席する。

7月６日（日）10：00～
※単位修得要件 G（7）

第８回 インターンシップの実施 インターンシップ実施（学生夏季休暇中の３日間以上） G（7）
第９回 「日報」「報告書」の提出 9月 22日（月）17：00提出期限 G（7）

第10回 ※報告会で発表し、情報交換会へ
出席する。

10月 25日（土）14：00～
※単位修得要件 G（7）

成績評価方法
受入先からの「評価表」と「報告会発表」の結果を総合的に評価する。
「単位制インターンシップ」の「受講届」は、受講決定後、自動登録されます。
各自で「受講届」の提出は不要です。

教科書
特になし

指定参考書
特になし

オフィスアワー
特になし

インターンシップ
4年次～ 5年次
通年 選択 1単位
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担当教員名 教授 中山　尋量 教授 沼田　千賀子
教授 岡野　登志夫 教授 田内　義彦
教授 吉野　伸 教授 向　高弘
教授 北川　裕之 教授 加藤　郁夫
教授 内田　吉昭 准教授 津川　尚子
教授 濵口　常男 准教授 棚橋　俊仁
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一般目標（GIO）
薬剤師業務の先進国であるアメリカにおける薬剤師の職能や役割を見学・研修し、国際感覚を身に付けると共に、今後の進路の参
考となり得るよう、国内外の薬剤師業務を深く理解する。

到達目標（SBOs）
１．日米の医療保険制度の違い（特徴と問題点）を概説できる。
２．日米の病院薬剤師の業務内容について比較検討ができる。
３．日米の保険薬局の薬剤師業務について比較検討ができる。
４．日米の薬剤師業務の違いとテクニシャン制度について概説できる。
５．薬学教育について、日米で比較検討できる。
６．特定の課題に関し英語で質問でき、相手の答えを聞き取ることができる。

準備学習（予習・復習等）
今後薬剤師として活躍するためのモチベーション及びアイデンティティーの確保に寄与できる様、事前講義・海外研修を通して、
日米の薬剤師の職能について理解してください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 辰見　明俊
河内　正二 海外薬学研修事前講義① 日本における病院薬剤師の業務について G（2）

第２回 田内　義彦 海外薬学研修事前講義② 日本における保険薬局薬剤師の業務について G（2）
第３回 田内　義彦 海外薬学研修事前講義③ 日米の医療保険制度について G（2）
第４回 田内　義彦 海外薬学研修事前講義④ 日米の薬学教育について G（2）
第５回 玉巻　欣子 海外薬学研修事前講義⑤ 研修に活用できる英会話トレーニング G（2）

第６回 田内　義彦 海外薬学研修（2週間）

1日目… Opening…Ceremony,…Academic…Orientation
… Student…Service…Orientation
2 日目… 語学研修（米国の文化と実践英語①）
… 講義（米国の保険医療制度について）
3日目… 語学研修（薬学、薬局に関して）
… 社会福祉施設訪問
4日目… Research…Laboratory 見学
… 語学研修（実践英語②）
5日目… 薬科大学見学（事前教育実習見学）
… 製薬企業、研究室見学
6日目… 病院見学（薬剤師業務の講義、臨床研究）
… 病院見学（講義、実習生との質疑応答）
7日目… 講義（地域薬局の役割、業務内容）
… 地域保険薬局見学
8日目… まとめの講義、ディスカッション…Closing…Ceremony

G（2）

第７回 田内　義彦 海外薬学研修報告会 レポートに基づいた研修内容の発表（ポスター形式） G（2）

成績評価方法
事前講義及び海外研修受講時の態度、レポート、報告発表のすべてを総合的に評価する。　

教科書
特になし

指定参考書
PHARMACY：…what…it…is…and…how…it…works…（CRC…Press）

オフィスアワー
随時

海外薬学研修    
4年次～ 5年次
前期 選択 1単位
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担当教員名 教授 北河　修治
教授 田内　義彦
准教授 玉巻　欣子
講師 辰見　明俊
助教 河内　正二
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一般目標（GIO）
薬学・医学・栄養学・食品学の科学的知識をもとに、健康食品の一次機能（栄養）、二次機能（嗜好）、三次機能（種々の体調調節
機能による健康の維持、疾病の予防、体調リズムの調節、老化制御など）に関する知識を習得するとともに、これらの食品の利用
法を適切に判断できる能力を養う。

到達目標（SBOs）
１．健康食品の関連法規を理解する。
２．健康食品に関する栄養学を基盤とする基礎知識を理解する。
３．健康食品に関する食品学を基盤とする基礎知識を理解する。
４．健康食品に関する薬学を基盤とする基礎知識を理解する。
５．健康食品に関する医学を基盤とする基礎知識を理解する。

準備学習（予習・復習等）
　

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

成績評価方法
【出席・レポート提出】
　①レポートの提出について
… … ・提出期限：受講から 1週間以内（講義当日、記入用紙配付）
… … ・提出場所：1号館 2階　エクステンションセンター

　※受講講座申出方法
… … ・申出期間：平成 26年 4月 7日（月）～平成 26年 4月 15日（火）
… … … （各日 10時～15時まで）
… … ・申出場所：1号館 2階　エクステンションセンター　

＊注意　受講予定講座を止むを得ず欠席する場合は、該当日前日までにエクステンションセンターまで必ず連絡す
ること。

教科書
　

指定参考書
　

オフィスアワー
　

健康食品        
4～ 5年次
通年 選択 1単位
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担当教員名 特任教授 太田　光煕
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専
門
教
育

一般目標（GIO）
医療の高度化、急速な高齢化の進展と経済基調の変化のなかで医療環境は大きく変化してきており、医療の担い手としての薬剤師
に大きな期待が寄せられている。実践薬学では、様々な分野で活躍する薬剤師を支援するプログラムを実施しており、将来薬剤師
として活躍するために必要な知識や技能・態度を修得すると共に、薬剤師の職能の意義を理解する。

到達目標（SBOs）
１．チーム医療の一員としてファーマシューティカルケアを実践するために必要　な知識・技能・態度等の資質向上を図る。
２．薬剤師の職能を理解する。

準備学習（予習・復習等）

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 卒後研修講座 最新の医療や薬学について

第２回 リカレントセミナー
職域別に、より専門的で高度な内容のテーマについて総論的
な内容と実務に即した内容を組み合わせたセミナー形式の講
義

第３回 薬剤師実践塾
在宅医療におけるチーム医療（多職種連携）での実践力を身
につけるために、実践的かつワークショップ形式を取り入れ
たより少人数の参加型セミナー

第４回 シンポジウム
医療の現場で薬剤師に求められているもの、また薬剤師は何
をすべきか等社会のニーズを的確に捉えて、様々な角度から
意見交換を行う

成績評価方法
【出席・レポート提出】
　①レポートの提出について
… … ・提出期限：受講から 1週間以内（講義当日、記入用紙配付）
… … ・提出場所：1号館 2階　エクステンションセンター

　※受講講座申出方法
… … ・申出期間：平成 26年 4月 7日（月）～平成 26年 4月 15日（火）
… … … （各日 10時～15時まで）
… … ・申出場所：1号館 2階　エクステンションセンター　

＊注意　受講制限を設けている講座については先着順とする。
受講予定講座を止むを得ず欠席する場合は、該当日の前日までにエクステンションセンターまで必ず連絡すること。

教科書
　

指定参考書

オフィスアワー

実践薬学        
4～ 6年次
通年 選択 1単位
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担当教員名 特任教授 太田　光煕
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実務実習事前教育
4年次
（前期分）

通年 必修 4単位

一般目標（GIO）
卒業後、医療に参画できるようになるために、病院実務実習・薬局実務実習に先立って、大学内で調剤および製剤、服薬指導などの
薬剤師職務に必要な基本的知識、技能、態度を修得する。

（1） 事前学習を始めるにあたって
一般目標（GIO）
事前学習に積極的に取り組むために、…病院と薬局での薬剤師業務の概要と社会的使命を理解する。

到達目標（SBOs）
《薬剤師業務に注目する》
１．医療における薬剤師の使命や倫理などについて概説できる。
２．医療の現状をふまえて、薬剤師の位置づけと役割、保険調剤について概説できる。
３．薬剤師が行う業務が患者本位のファーマシューティカルケアの概念にそったものであることについて討議する。（態度）
《チーム医療に注目する》
４．医療チームの構成や各構成員の役割、…連携と責任体制を説明できる。
５．チーム医療における薬剤師の役割を説明できる。
６．自分の能力や責任範囲の限界と他の医療従事者との連携について討議する。（態度）
《医薬分業に注目する》
７．医薬分業の仕組みと意義を概説できる。

（2） 処方せんと調剤
一般目標（GIO）
医療チームの一員として調剤を正確に実施できるようになるために、処方せん授受から服薬指導までの流れに関連する基本的知識、
技能、態度を修得する。

到達目標（SBOs）
《処方せんの基礎》
１．処方せんの法的位置づけと機能について説明できる。
２．処方オーダリングシステムを概説できる。
３．処方せんの種類、特徴、必要記載事項について説明できる。
４．調剤を法的根拠に基づいて説明できる。
５．代表的な処方せん例の鑑査における注意点を説明できる。（知識・技能）
６．不適切な処方せんの処置について説明できる。
《医薬品の用法・用量》
７．代表的な医薬品の用法・用量および投与計画について説明できる。
８．患者に適した剤形を選択できる。（知識・技能）
９．患者の特性（新生児、小児、高齢者、妊婦など）に適した用法・用量について説明できる。
10．患者の特性に適した要領を計算できる。（技能）
11．病態（腎、肝疾患など）に適した用量設定について説明できる。
《服薬指導の基礎》
12．服薬指導の意義を法的、倫理的、科学的根拠に基づいて説明できる。
《調剤室業務入門》
13．処方せんの鑑査の意義とその必要性について討議する。（態度）

（3） 医薬品の管理と供給
一般目標（GIO）
病院・薬局における医薬品の管理と供給を正しく行うために、内服薬、注射薬などの取扱い、および院内製剤・薬局製剤に関する基
本的知識と技能を修得する。

到達目標（SBOs）
《特別な配慮を要する医薬品》
１．麻薬の取扱いをシミュレートできる。（技能）
２．代表的な放射性医薬品の種類と用途を説明できる。
３．放射性医薬品の管理と取扱い（投薬、廃棄など）について説明できる。
《製剤化の基礎》
４．院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管理などについて説明できる。
５．薬局製剤の意義、調製上の手続き、品質管理などについて説明できる。
６．代表的な院内製剤を調製できる。（技能）
《消毒薬》
７．代表的な消毒薬の用途、使用濃度を説明できる。

担当教員名 教授 北河　修治 臨床特命教授 韓　秀妃 講師 安岡　由美
教授 岩川　精吾 臨床特命教授 渡　雅克 講師 辰見　明俊
教授 水野　成人 准教授 寺岡　麗子 講師 猪野　彩
教授 杉山　正敏 准教授 波多江　崇 講師 土生　康司
教授 江本　憲昭 准教授 棚橋　俊仁 助教 細川　美香
教授 濵口　常男 准教授 池田　宏二 助教 河内　正二
教授 沼田　千賀子 講師 八木　敬子 助教 堀部　紗世
教授 田内　義彦 講師 上田　久美子 助教 竹下　治範
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８．消毒薬調製時の注意点を説明できる。

（4） リスクマネジメント
一般目標（GIO）
薬剤師業務が人命にかかわる仕事であることを認識し、患者が被る危険を回避できるようになるために、医薬品の副作用、調剤上の
危険因子とその対策、院内感染などに関する基本的知識、技能、態度を修得する。

到達目標（SBOs）
《安全管理に注目する》
１．薬剤師業務の中で起こりやすい事故事例を列挙し、その原因を説明できる。
２．誤りを生じやすい投薬例を列挙できる。
３．院内感染の回避方法について説明できる。
《副作用に注目する》
４．代表的な医薬品の副作用の初期症状と検査所見を具体的に説明できる。
《リスクマネジメント入門》
５．誤りを生じやすい調剤例を列挙できる。
６．リスクを回避するための具体策を提案する。（態度）
７．事故が起こった場合の対処方法について提案する。（態度）

準備学習（予習・復習等）
本実習は多岐にわたる項目を多数の教員が分担するので、各担当教員の指示に基づき、教科書、実習テキスト等で実習内容を把握し
た上で実習に臨むこと。また、実習内容は 5年次の実務実習を行う上で必要なスキルなので、復習を充分に行い修得すること。

授業内容（項目・内容）
上記（1）～（4）の各教育目標を達成するための講義、演習（スモールグループディスカッションを含む）、実習

成績評価方法
出席、観察記録、レポート、受講態度等によって総合的に評価する。詳細については「実務実習事前教育の受講に関する手引き」に
提示する。薬学共用試験OSCEに合格することが必要要件である。

教科書
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会…編）第 10巻「実務実習事前学習…病院・薬局実習に行く前に」
東京化学同人
実務実習事前教育テキスト（前期用）
治療薬マニュアル 2014（高久…監修、医学書院）

指定参考書
今日の治療薬 2014…（水島…編、南江堂）
グラフィックガイド薬剤師の技能（京都廣川書店）
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一般目標（GIO）
薬剤学関連実習では、薬物の体内動態解析や薬物血中濃度モニタリングによる薬物投与設計の基礎並びに薬物のタンパク結合解析
法を修得する。また、薬袋記載事項の点訳法を修得する。…

到達目標（SBOs）
１．線形１－コンパートメントモデルを説明し、これに基づいた計算ができる。…
２．患者固有の薬物動態学的パラメーターを用いた至適血中濃度を維持するための投与設計を説明できる。…
３．代表的な薬物のタンパク結合能を測定できる。…
４．処方せんの記載事項を薬袋に正確に点訳できる。…

準備学習（予習・復習等）
実習テキストに綴じこまれているページを利用してレポートを作成します。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 １－コンパートメントモデルのシ
ミュレーション実験

第２回 薬物血中濃度測定に基づく投与設
計（TDM）

第３回 薬物のタンパク結合の解析
第４回 薬袋記載事項の点訳実習

成績評価方法
出席、受講態度、レポートなどによって総合的に評価する。

教科書
実務実習事前教育テキスト（前期用）…
臨床への薬物動態学　岩川、菅原、灘井、渡辺編（廣川書店）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

実務実習事前教育（薬剤学関連実習）
4年次
前期 必修 4単位

担当教員名 教授 岩川　精吾
講師 上田　久美子
助教 細川　美香
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一般目標（GIO）
製剤化の方法と意義を理解するために、薬物と製剤材料の物性、医薬品への加工に関する基本的技能を修得する。

到達目標（SBOs）
１．粉体の性質について説明できる。
２．製剤材料の物性を測定できる。
３．単位操作を組み合わせて代表的製剤を調製できる。
４．日本薬局方の製剤に関する代表的な試験法を実施し、…品質管理に適用できる。

準備学習（予習・復習等）
実習書をあらかじめよく読んで実習にのぞむとともに、実験の各操作を考えながら行うこと。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 製剤の調製 顆粒剤の製造 C16（2）-1-2
C16（2）-2-1,…2

第２回 製剤の調製 軟膏、クリーム基剤の調製 C16（1）-2-1,2,3
第３回 製剤試験法 崩壊試験法、溶出試験法 C16（2）-3-1,…2
第４回 製剤試験法 製剤均一性試験法、硬度測定、摩損度試験法 C16（2）-3-1,…2

第５回 製剤・製剤材料の物性測定 粉体の流動性評価、粒度測定 C16（1）-3-4,…8
C16（2）-3-1

第６回 製剤・製剤材料の物性測定 半固形製剤のレオロジー測定 C16（1）-3-1,…8
C16（2）-1-3

成績評価方法
出席、実習態度、レポート作成で評価する（最終的に実務実習事前教育として総合的に成績評価する）。

教科書
実務実習事前教育テキス…ト…

指定参考書
第十六改正日本薬局方

オフィスアワー
随時

実務実習事前教育（製剤学関連実習）
4年次
前期 必修 4単位 担当教員名 教授 北河　修治

准教授 寺岡　麗子
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実務実習事前教育
4年次
（後期分）

通年 必修 4単位

一般目標（GIO）
卒業後、医療に参画できるようになるために、病院実務実習・薬局実務実習に先立って、大学内で調剤および製剤、服薬指導などの
薬剤師職務に必要な基本的知識、技能、態度を修得する。

（1） 処方せんと調剤
一般目標（GIO）
医療チームの一員として調剤を正確に実施できるようになるために、処方せん授受から服薬指導までの流れに関連する基本的知識、
技能、態度を修得する。

到達目標（SBOs）
《調剤室業務入門》
１．代表的な処方せん例の鑑査をシミュレートできる。（技能）
２．処方せん例に従って、計数調剤をシミュレートできる。（技能）
３．処方せん例に従って、計量調剤をシミュレートできる。（技能）
４．調剤された医薬品の鑑査をシミュレートできる。（技能）

（2）疑義照会
一般目標（GIO）
処方せん上の問題点が指摘できるようになるために、用法・用量、禁忌、相互作用などを含む調剤上注意すべき事項に関する基本的
知識、技能、態度を修得する。

到達目標（SBOs）
《疑義照会の意義と根拠》
１．疑義照会の意義について、法的根拠を含めて説明できる。
２．代表的な配合変化の組合せとその理由を説明できる。
３．特定の配合によって生じる医薬品の性状、外観の変化を観察する。（技能）
４．不適切な処方せん例について、その理由を説明できる。
《疑義照会入門》
５．処方せんの問題点を解決するための薬剤師と医師の連携の重要性を討議する。（態度）
６．代表的な医薬品について効能・効果、用法・用量を列挙できる。
７．代表的な医薬品について警告、禁忌、副作用を列挙できる。
８．代表的な医薬品について相互作用を列挙できる。
９．疑義照会の流れを説明できる。
10．疑義照会をシミュレートする。（技能・態度）

（3）医薬品の管理と供給
一般目標（GIO）
病院・薬局における医薬品の管理と供給を正しく行うために、内服薬、注射薬などの取扱い、および院内製剤・薬局製剤に関する基
本的知識と技能を修得する。

到達目標（SBOs）
《製剤化の基礎》
１．無菌操作の原理を説明し、基本的な無菌操作を実施できる。（知識・技能）
２．抗悪性腫瘍剤などの取扱いにおけるケミカルハザード回避の基本的手技を実施できる。（技能）
《注射剤と輸液》
３．注射剤の代表的な配合変化を列挙し、その原因を説明できる。
４．代表的な配合変化を検出できる。（技能）
５．代表的な輪液と経管栄養剤の種類と適応を説明できる。
６．体内電解質の過不足を判断して補正できる。（技能）

（4）服薬指導と患者情報
一般目標（GIO）
患者の安全確保とQOL向上に貢献できるようになるために、服薬指導などに関する基本的知識、技能、態度を修得する。

到達目標（SBOs）
《服薬指導に必要な技能と態度》
１．患者の基本的権利、自己決定権、インフォームド・コンセント、守秘義務などについて具体的に説明できる。
２．代表的な医薬品の服薬指導上の注意点を列挙できる。
３．代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる。
４．インフォームド・コンセント、守秘義務などに配慮する。（態度）

担当教員名 教授 北河　修治 臨床特命教授 韓　秀妃 講師 安岡　由美
教授 岩川　精吾 臨床特命教授 渡　雅克 講師 辰見　明俊
教授 水野　成人 准教授 寺岡　麗子 講師 猪野　彩
教授 杉山　正敏 准教授 波多江　崇 講師 土生　康司
教授 江本　憲昭 准教授 棚橋　俊仁 助教 細川　美香
教授 濵口　常男 准教授 池田　宏二 助教 河内　正二
教授 沼田　千賀子 講師 八木　敬子 助教 堀部　紗世
教授 田内　義彦 講師 上田　久美子 助教 竹下　治範
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５．適切な言葉を選び、適切な手順を経て服薬指導する。（技能・態度）
６．医薬品に不安、抵抗感を持つ理由を理解し、それを除く努力をする。（知識・態度）
７．患者接遇に際し、配慮しなければならない注意点を列挙できる。
《患者情報の重要性に注目する》
８．服薬指導に必要な患者情報を列挙できる。
９．患者背景、情報（コンプライアンス、経過、診療録、薬歴など）を把握できる。（技能）
10．医師、看護師などとの情報の共有化の重要性を説明できる。
《服薬指導入門》
11．代表的な医薬品について、適切な服薬指導ができる。（知識・技能）
12．共感的態度で患者インタビューを行う。（技能・態度）
13．患者背景に配慮した服薬指導ができる。（技能）
14．代表的な症例についての服薬指導の内容を適切に記録できる。（技能）

（5）事前学習のまとめ
一般目標（GIO）
病院実務実習・薬局実務実習に先立って大学内で行った事前学習の効果を高めるために、調剤および服薬指導などの薬剤師職務を総
合的に実習する。

準備学習（予習・復習等）
本実習は多岐にわたる項目を多数の教員が分担するので、各担当教員の指示に基づき、教科書、実習テキスト等で実習内容を把握し
た上で実習に臨むこと。また、実習内容は 5年次の実務実習を行う上で必要なスキルなので、復習を充分に行い修得すること。

授業内容（項目・内容）
上記（1）～（5）の各教育目標を達成するための講義、演習（スモールグループディスカッションを含む）、実習

成績評価方法
出席、観察記録、レポート、受講態度等によって総合的に評価する。詳細については「実務実習事前教育の受講に関する手引き」に
提示する。薬学共用試験OSCEに合格することが必要要件である。

教科書
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会…編）第 10巻「実務実習事前学習…病院・薬局実習に行く前に」
東京化学同人
実務実習事前教育テキスト（後期用）
治療薬マニュアル 2014（高久…監修、医学書院）

指定参考書
今日の治療薬 2014（水島…編、南江堂）
薬学生のための計算実践トレーニング帳（前田初男編）化学同人
グラフィックガイド…薬剤師の技能（京都廣川書店）
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卒業研究Ⅰ      
5年次
通年 必修 12単位

担当教員名（308・309ページ参照）

一般目標（GIO）
研究室に配属して、研究課題に基づき研究室の教員による研究指導を受けて、研究活動に必要となる研究論文などからの知識の習
得方法や研究課題の具体的な実施方法を学ぶ。…そして研究成果を積み重ねて行くことで、研究分野における研究論文の理解や研究
技能・態度の向上を図る。これらの一連の過程を指導教員によるマンツーマン的な直接指導や研究室内でのディスカッション等を
通して推進することにより、問題発見・解決能力の基盤を構築するとともに、その研究の今後の展開方策を探る能力を磨く。

到達目標（SBOs）
１．研究課題を理解し、その課題について積極的に取り組むことができる。
２．研究課題に取り組むために関連論文を読み、…論理的思考に基づいた具体的な研究方法を検討できる。
３．研究課題に取り組むための問題点を把握して、教員や学生との討論にも積極的に参加できる。
４．研究活動に関わる諸規則を守り、倫理にも配慮して研究に取り組むことができる。
５．研究課題について指導教員とともに研究計画を作成して、その研究を計画的に推進できる。
６．研究成果をまとめて、それを考察することができ、そしてその成果を発表し、質疑応答ができる。

授業内容（項目・内容）
研究室ごとのテーマ

成績評価方法
研究への積極的な取り組み、研究成果のまとめ、質疑応答や報告などを総合的に評価する。

教科書
特になし

指定参考書
特になし
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研究室名 担当教員名 題目 

機能性分子化学…

教授　　中山　尋量…

・新しい薬物…carrier…を目指した機能性材料の開発…講師　　前田　秀子

助教　　林　　亜紀……

薬化学…

教授　　棚橋　孝雄…
・生物活性を持つ天然物有機化合物の構造、合成および生合成に関する
研究講師　　竹仲　由希子…

講師　　西村　克己…

薬品化学

教授　　宮田　興子…
・地球環境にやさしい環境調和適応型合成反応の開発
・連続したヘテロ原子によって創り出される新反応の開発
・新規生物活性物質の合成研究…

准教授　上田　昌史…

助教　　武田　紀彦

生命分析化学…
教授　　小林　典裕…

・抗体のバイオテクノロジーと分析化学への応用
助教　　大山　浩之…

生薬化学…
准教授　士反　伸和… ・生薬および植物成分の構造解析および生物活性と植物を用いた有用物

質生産
・漢方および世界の民族医療における薬用植物の利用…講師　　西山　由美…

薬品物理化学…

教授　　向　　高弘…

・生命・自然現象の解明と疾患の診断や治療を目指した物理化学的研究講師　　田中　将史…

講師　　萩森　政頼…

生命有機化学…

教授　　和田　昭盛… ・生物機能解明を指向した鍵化合物の合成
・新規な有機化学反応や合成法の開発
・新規な有機化学反応や化合物合成法に関する調査研究…

准教授　山野　由美子…

講師　　沖津　貴志…

薬剤学…

教授　　岩川　精吾…
・トランスポーターやレセプターを利用した新規薬物療法の開発ならび
に薬物の体内動態制御

・医薬品開発、医薬品適正使用に関連する臨床研究情報解析
講師　　上田　久美子…

助教　　細川　美香…

製剤学…
教授　　北河　修治… ・ポリフェノールの経皮吸収製剤の開発研究および軟膏剤の混合性評価

に関する研究
・医薬品の安定性評価とフェンタニル貼布剤および抗HIV薬の適正使用
に関する研究准教授　寺岡　麗子…

微生物化学…
教授　　小西　守周… ・免疫、炎症などにおける細胞外分泌因子のシグナルの解明

・真菌由来多糖体の生理活性とそのメカニズムの解明…助教　　増田　有紀…

薬理学…

教授　　吉野　　伸…

・アレルギーおよび自己免疫疾患の発症機序の解明と免疫薬理学的制御准教授　水谷　暢明…

講師　　八巻　耕也

生化学…

教授　　北川　裕之…

・糖鎖の機能解析とそれに基づく創薬と医療応用…講師　　三上　雅久…

講師　　灘中　里美…

病態生化学

教授　　加藤　郁夫 ・代謝疾患・神経疾患の病態研究と診断マーカーの探索
・内分泌・代謝系に関わるステロイドホルモンの基礎的、臨床的研究
・健康食品や天然物の効能評価

講師　　多河　典子…

講師　　藤波　　綾…
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研究室名 担当教員名 題目 

衛生化学…

教授　　岡野　登志夫…

・ビタミンの生命科学と臨床・栄養疫学…准教授　津川　尚子…

准教授　中川　公恵…

臨床薬学…

教授　　江本　憲昭…

・循環器疾患の病態解明と治療法開発のための基礎臨床研究…准教授　池田　宏二…

講師　　八木　敬子

医療薬学…

教授　　水野　成人…

・消化器疾患および悪性腫瘍の病態解明と治療法開発准教授　棚橋　俊仁…

助教　　堀部　紗世…

薬学臨床教育センター…

教授　　濵口　常男…

・臨床研究コース：病院、薬局に出向き、指導薬剤師のもと臨床研究を
行う。

・調査研究コース：医療チームの一員として医薬品の適正使用の推進に
貢献する病院薬剤業務に関する調査研究を行う。

・神戸大学コース：神戸大学医学部附属病院薬剤部における臨床研究を
行う。

教授　　杉山　正敏…

教授　　沼田　千賀子…

教授　　田内　義彦…

准教授　波多江　崇…

講師　　辰見　明俊…

講師　　猪野　　彩…

助教　　河内　正二

助教　　竹下　治範

中央分析…
准教授　竹内　敦子… ・質量分析による生理活性物質の分析

・NMRの新しい利用方法の開発…講師　　都出　千里…
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病院実習        
5年次
通年 必修 10単位

一般目標（GIO）
病院薬剤師の業務と責任を理解し、チーム医療に参画できるようになるために、調剤および製剤、服薬指導などの薬剤師業務に関す
る基本的知識、技能、態度を修得する。

（１）病院調剤を実践する
一般目標（GIO）
病院において調剤を通して患者に最善の医療を提供するために、調剤、医薬品の適正な使用ならびにリスクマネジメントに関連する
基本的知識、技能、態度を修得する。

到達目標（SBOs）
《病院調剤業務の全体の流れ》
１．患者の診療過程に同行し、その体験を通して診療システムを概説できる。
２．病院内での患者情報の流れを図式化できる。
３．病院に所属する医療スタッフの職種名を列挙し、その業務内容を相互に関連づけて説明できる。
４．薬剤部門を構成する各セクションの業務を体験し、その業務内容を相互に関連づけて説明できる。
５．処方せん（外来、入院患者を含む）の受付から患者への医薬品交付、服薬指導に至るまでの流れを概説できる。
６．病院薬剤師と薬局薬剤師の連携の重要性を説明できる。
《計数・計量調剤》
７．処方せん（麻薬、注射剤を含む）の形式、種類および記載事項について説明できる。
８．処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・用量など）が整っているか確認できる。
９．代表的な処方せんについて、処方内容が適正であるか判断できる。
10．薬歴に基づき、処方内容が適正であるか判断できる。
11．適切な疑義照会の実務を体験する。
12．薬袋、薬札に記載すべき事項を列挙し、記入できる。
13．処方せんの記載に従って正しく医薬品の取りそろえができる。（技能）
14．錠剤、カプセル剤の計数調剤ができる。（技能）
15．代表的な医薬品の剤形を列挙できる。
16．代表的な医薬品を色・形、識別コードから識別できる。（技能）
17．医薬品の識別に色、形などの外観が重要であることを、具体例を挙げて説明できる。
18．代表的な医薬品の商品名と一般名を対比できる。
19．異なる商品名で、同一有効成分を含む代表的な医薬品を列挙できる。
20．毒薬・劇薬、麻薬、向精神薬などの調剤ができる。（技能）
21．一回量（一包化）調剤の必要性を判断し、実施できる。（知識・技能）
22．散剤、液剤などの計量調剤ができる。（技能）
23．調剤機器（秤量器、分包機など）の基本的な取扱いができる。（技能）
24．細胞毒性のある医薬品の調剤について説明できる。
25．特別な注意を要する医薬品（抗悪性腫瘍薬など）の取扱いを体験する。（技能）
26．錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否を判断し、実施できる。（知識・技能）
27．調剤された医薬品に対して、鑑査の実務を体験する。（技能）
《服薬指導》
28．患者向けの説明文書の必要性を理解して、作成、交付できる。（知識・技能）
29．患者に使用上の説明が必要な眼軟膏、坐剤、吸入剤などの取扱い方を説明できる。
30．自己注射が承認されている代表的な医薬品を調剤し、その取扱い方を説明できる。
31．お薬受け渡し窓口において、薬剤の服用方法、保管方法および使用上の注意について適切に説明できる。
32．期待する効果が充分に現れていないか、あるいは副作用が疑われる場合のお薬受け渡し窓口における対処法について提案する。
（知識・態度）
《注射剤調剤》
33．注射剤調剤の流れを概説できる。
34．注射処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・用量など）が整っているか確認できる。（技能）
35．代表的な注射処方せんについて、処方内容が適正であるか判断できる。（技能）
36．処方せんの記載に従って正しく注射剤の取りそろえができる。（知識・技能）
37．注射剤（高カロリー輸液など）の混合操作を実施できる。（技能）
38．注射剤の配合変化に関して実施されている回避方法を列挙できる。
39．毒薬・劇薬、麻薬、向精神薬などの注射剤の調剤と適切な取扱いができる。（技能）
40．細胞毒性のある注射剤の調剤について説明できる。
41．特別な注意を要する注射剤（抗悪性腫瘍薬など）の取扱いを体験する。（技能）
42．調剤された注射剤に対して、正しい鑑査の実務を体験する。（技能）
《安全対策》
43．リスクマネジメントにおいて薬剤師が果たしている役割を説明できる。
44．調剤過誤を防止するために、実際に工夫されている事項を列挙できる。

担当教員名 教授 …濵口…常男…他
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45．商品名の綴り、発音あるいは外観が類似した代表的な医薬品を列挙できる。
46．医薬品に関わる過失あるいは過誤について、適切な対処法を討議する。（態度）
47．インシデント、アクシデント報告の実例や、現場での体験をもとに、リスクマネジメントについて討議する。（態度）
48．職務上の過失、過誤を未然に防ぐための方策を提案できる。（態度）
49．実習中に生じた諸問題（調剤ミス、過誤、事故、クレームなど）を、当該機関で用いられるフォーマットに正しく記入できる。（技能）

（２）医薬品を動かす・確保する
一般目標（GIO）
医薬品を正確かつ円滑に供給し、その品質を確保するために、医薬品の管理、供給、保存に必要な基本的知識、技能、態度を修得する。

到達目標（SBOs）
《医薬品の管理・供給・保存》
１．医薬品管理の流れを概説できる。
２．医薬品の適正在庫の意義を説明できる。
３．納品から使用までの医薬品の動きに係わる人達の仕事を見学し、薬剤師業務と関連づけて説明できる。
４．医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を説明できる。
５．納入医薬品の検収を体験し、そのチェック項目を列挙できる。
６．同一商品名の医薬品に異なった規格があるものについて具体例を列挙できる。
７．院内における医薬品の供給方法について説明できる。
８．請求のあった医薬品を取り揃えることができる。（技能）
《特別な配慮を要する医薬品》
９．麻薬・向精神薬および覚せい剤原料の取扱いを体験する。（技能）
10．毒薬、劇薬を適切に取り扱うことができる。（技能）
11．血漿分画製剤の取扱いを体験する。（技能）
12．法的な管理が義務付けられている医薬品（麻薬、向精神薬、劇薬、毒薬、特定生物由来製剤など）を挙げ、その保管方法を見学

し、その意義について考察する。（態度）
《医薬品の採用・使用中止》
13．医薬品の採用と使用中止の手続きを説明できる。
14．代表的な同種・同効薬を列挙できる。

（３）情報を正しく使う
一般目標（GIO）
医薬品の適正使用に必要な情報を提供できるようになるために、薬剤部門における医薬品情報管理（DI）業務に必要な基本的知識、
技能、態度を修得する。

到達目標（SBOs）
《病院での医薬品情報》
１．医薬品情報源のなかで、当該病院で使用しているものの種類と特徴を説明できる。
２．院内への医薬品情報提供の手段、方法を概説できる。
３．緊急安全性情報、不良品回収、製造中止などの緊急情報の取扱い方法について説明できる。
４．患者、医療スタッフへの情報提供における留意点を列挙できる。
５．医薬品の基本的な情報を、文献、MR（医薬情報担当者）などの様々な情報源から収集できる。（技能）
６．DI ニュースなどを作成するために、医薬品情報の評価、加工を体験する。（技能）
７．医薬品・医療用具等安全性情報報告用紙に、必要事項を記載できる。（知識・技能）
《情報提供》
８．医療スタッフからの質問に対する適切な報告書の作成を体験する。（知識・技能）
９．医療スタッフのニーズに合った情報提供を体験する。（技能・態度）
10．患者のニーズに合った情報の収集、加工および提供を体験する。（技能・態度）
11．情報提供内容が適切か否かを追跡できる。（技能）

（４）ベッドサイドで学ぶ
一般目標（GIO）
入院患者に有効性と安全性の高い薬物治療を提供するために、薬剤師病棟業務の基本的知識、技能、態度を修得する。

到達目標（SBOs）
《病棟業務の概説》
１．病棟業務における薬剤師の業務（薬剤管理、与薬、リスクマネジメント、供給管理など）を概説できる。
２．薬剤師の業務内容について、正確に記録をとり、報告することの目的を説明できる。
３．病棟における薬剤の管理と取扱いを体験する。（知識・技能・態度）
《医療チームへの参加》
４．医療スタッフが日常使っている専門用語を適切に使用できる。（技能）
５．病棟において医療チームの一員として他の医療スタッフとコミュニケートする。（技能・態度）
《薬剤管理指導業務》
６．診療録、看護記録、重要な検査所見など、種々の情報源から必要な情報を収集できる。（技能）
７．報告に必要な要素（5W1H）に留意して、収集した情報を正確に記載できる（薬歴、服薬指導歴など）。（技能）
８．収集した情報ごとに誰に報告すべきか判断できる。（技能）
９．患者の診断名、病態から薬物治療方針を把握できる。（技能）
10．使用医薬品の使用上の注意と副作用を説明できる。
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11．臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性を説明できる。
12．医師の治療方針を理解したうえで、患者への適切な服薬指導を体験する。（技能・態度）
13．患者の薬に対する理解を確かめるための開放型質問方法を実施する。（技能・態度）
14．薬に関する患者の質問に分かり易く答える。（技能・態度）
15．患者との会話を通して、服薬状況を把握することができる。（知識・技能）
16．代表的な医薬品の効き目を、患者との会話や患者の様子から確かめることができる。（知識・技能）
17．代表的な医薬品の副作用を、患者との会話や患者の様子から気づくことができる。（知識・技能）
18．患者がリラックスし自らすすんで話ができるようなコミュニーケションを実施できる。（技能・態度）
19．患者に共感的態度で接する。（態度）
20．患者の薬物治療上の問題点をリストアップし、SOAPを作成できる。（技能）
21．期待する効果が現れていないか、あるいは不十分と思われる場合の対処法について提案する。（知識・技能）
22．副作用が疑われる場合の適切な対処法について提案する。（知識・態度）
《処方支援への関与》
23．治療方針決定のプロセスおよびその実施における薬剤師の関わりを見学し、他の医療スタッフ、医療機関との連携の重要性を感

じとる。（態度）
24．適正な薬物治療の実施について、他の医療スタッフと必要な意見を交換する。（態度）

（５）薬剤を造る・調べる
一般目標（GIO）
患者個々の状況に応じた適切な剤形の医薬品を提供するため、院内製剤の必要性を認識し、院内製剤の調製ならびにそれらの試験に
必要とされる基本的知識、技能、態度を修得する。

到達目標（SBOs）
《院内で調製する製剤》
１．院内製剤の必要性を理解し、以下に例示する製剤のいずれかを調製できる。（軟膏、坐剤、散剤、液状製剤（消毒薬を含む）など）

（技能）
２．無菌製剤の必要性を理解し、以下に例示する製剤のいずれかを調製できる。（点眼液、注射液など）（技能）
《薬物モニタリング》
３．実際の患者例に基づき TDMのデータを解析し、薬物治療の適正化について討議する。（技能・態度）
《中毒医療への貢献》
４．薬物中毒患者の中毒原因物質の検出方法と解毒方法について討議する。（知識、態度）

（６）医療人としての薬剤師
一般目標（GIO）
常に患者の存在を念頭におき、倫理観を持ち、かつ責任感のある薬剤師となるために、医療の担い手としてふさわしい態度を修得する。

到達目標（SBOs）
１．患者および医薬品に関連する情報の授受と共有の重要性を感じとる。（態度）
２．患者にとって薬に関する窓口である薬剤師の果たすべき役割を討議し、その重要性を感じとる。（態度）
３．患者の健康の回復と維持に薬剤師が積極的に貢献することの重要性を討議する。（態度）
４．生命に関わる職種であることを自覚し、ふさわしい態度で行動する。（態度）
５．医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守する。（態度）
６．職務上知り得た情報について守秘義務を守る。（態度）

準備学習（予習・復習等）
患者の視点に立ち、医療人としての姿勢を学ぶとともに、病院の社会的役割と責任を理解し、病院薬剤師業務に関する到達目標の予
習・復習を行い、病院薬剤師としての基本的な知識、技能、態度の修得を目指す。

授業内容（項目・内容）
上記（１）～（６）の各教育目標を達成するための病院における11週間の実務実習を行う。病院実習終了後、ポスター形式で報告を行う。

成績評価方法
実習出席日数及び実習態度、実習施設指導薬剤師の総括的評価資料、実習記録、実習報告会での発表、実習レポート等により総合的
に評価する。

教科書
薬学生のための病院・薬局実習テキスト 2014年版（病院・薬局実務実習近畿地区調整機構監修）
治療薬マニュアル 2013（高久監修、医学書院）

指定参考書
今日の治療薬 2014（水島編、南江堂）
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薬局実習        
5年次
通年 必修 10単位

一般目標（GIO）
薬局の社会的役割と責任を理解し、地域医療に参画できるようになるために、保険調剤、医薬品などの供給・管理、情報提供、健康
相談、医療機関や地域との関わりについての基本的な知識、技能、態度を修得する。

（１）薬局アイテムと管理
一般目標（GIO）
薬局で取り扱うアイテム（品目）の医療、保健・衛生における役割を理解し、それらの管理と保存に関する基本的知識と技能を修得する。

到達目標（SBOs）
《薬局アイテムの流れ》
１．薬局で取り扱うアイテムが医療の中で果たす役割について説明できる。
２．薬局で取り扱うアイテムの保健・衛生、生活の質の向上に果たす役割を説明できる。
３．薬局アイテムの流通機構に係わる人達の仕事を見学し、薬剤師業務と関連づけて説明できる。
《薬局製剤》
４．代表的な薬局製剤・漢方製剤について概説できる。
５．代表的な薬局製剤・漢方製剤を調製できる。
《薬局アイテムの管理と保存》
６．医薬品の適正在庫とその意義を説明できる。
７．納入医薬品の検収を体験し、そのチェック項目（使用期限、ロットなど）を列挙できる。
８．薬局におけるアイテムの管理、配列の概要を把握し、実務を体験する。（知識・技能）
《特別な配慮を要する医薬品》
９．麻薬、向精神薬などの規制医薬品の取扱いについて説明できる。
10．毒物、劇物の取扱いについて説明できる。
11．法的な管理が義務付けられている医薬品（麻薬、向精神薬、劇薬、毒薬、特定生物由来製剤など）を挙げ、その保管方法を見学

し、その意義について考察する。（態度）

（２）情報のアクセスと活用
一般目標（GIO）
医薬品の適正使用に必要な情報を提供できるようになるために、薬局における医薬品情報管理業務に関する基本的知識、技能、態度
を修得する。

到達目標（SBOs）
《薬剤師の心構え》
１．医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守する。（態度）
２．職務上知り得た情報について守秘義務を守る。（態度）
《情報の入手と加工》
３．医薬品の基本的な情報源（厚生労働省、日本製薬工業協会、製薬企業、日本薬剤師会、卸など）の種類と特徴を正しく理解し、

適切に選択できる。（知識・技能）
４．基本的な医薬品情報（警告、禁忌、効能、副作用、相互作用など）を収集できる。（技能）
５．処方内容から得られる患者情報を的確に把握できる。（技能）
６．薬歴簿から得られる患者情報を的確に把握できる。（技能）
７．緊急安全性情報、不良品回収、製造中止などの緊急情報の取扱い方法を説明できる。
８．問い合わせに対し、根拠に基づいた論理的な報告書を作成できる。（知識・技能）
９．医薬品・医療用具等安全性情報報告用紙に必要事項を記載できる。（知識・技能）
《情報の提供》
10．入手した情報を評価し、患者に対してわかりやすい言葉、表現で適切に説明できる。（技能・態度）
11．入手した患者情報を、必要に応じ、適正な手続きを経て他の医療従事者に提供できる。（技能・態度）

（３）薬局調剤を実践する
一般目標（GIO）
薬局調剤を適切に行うために、調剤、医薬品の適正な使用、リスクマネジメントに関連する基本的知識、技能、態度を修得する。

到達目標（SBOs）
《保険調剤業務の全体の流れ》
１．保険調剤業務の全体の流れを理解し、処方せんの受付から調剤報酬の請求までの概要を説明できる。
２．保険薬局として認定される条件を、薬局の設備と関連づけて具体的に説明できる。
《処方せんの受付》
３．処方せん（麻薬を含む）の形式および記載事項について説明できる。
４．処方せん受付時の対応および注意事項（患者名の確認、患者の様子、処方せんの使用期限、記載不備、偽造処方せんへの注意など）

について説明できる。

担当教員名 教授 濵口　常男…他
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５．初来局患者への対応と初回質問表の利用について説明できる。
６．初来局および再来局患者から収集すべき情報の内容について説明できる。
７．処方せん受付時の対応ができる。（技能・態度）
８．生命に関わる職種であることを自覚し、ふさわしい態度で行動する。（態度）
９．患者が自らすすんで話ができるように工夫する。（技能・態度）
10．患者との会話などを通じて、服薬上の問題点（服薬状況、副作用の発現など）を把握できる。（技能）
《処方せんの鑑査と疑義照会》
11．処方せんが正しく記載されていることを確認できる。（技能）
12．処方せんに記載された処方薬の妥当性を、医薬品名、分量、用法、用量、薬物相互作用などの知識に基づいて判断できる。（知識・

技能）
13．薬歴簿を参照して処方内容の妥当性を判断できる。（知識・技能）
14．疑義照会の行い方を身につける。（知識・態度）
15．疑義照会事例を通して、医療機関との連携、患者への対応をシミュレートする。（技能・態度）
《計数・計量調剤》
16．薬袋、薬札に記載すべき事項を列挙できる。
17．処方せんの記載に従って正しく医薬品の取りそろえができる。（技能）
18．錠剤、カプセル剤などの計数調剤ができる。（技能）
19．代表的な医薬品の剤形を列挙できる。
20．医薬品の識別に色、形などの外観が重要であることを、具体例を挙げて説明できる。
21．代表的な医薬品の商品名と一般名を対比できる。
22．同一商品名の医薬品に異なった規格があるものについて具体例を列挙できる。
23．異なる商品名で、同一有効成分を含む代表的な医薬品を列挙できる。
24．代表的な同種・同効薬を列挙できる。
25．代表的な医薬品を色・形、識別コードから識別できる。（技能）
26．一回量（一包化）調剤を必要とするケースについて説明できる。
27．一回量（一包化）調剤を実施できる。（技能）
28．錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否を判断し、実施できる。（知識・技能）
29．散剤、液剤などの計量調剤ができる。（技能）
30．調剤機器（秤量器、分包機など）の基本的取扱いができる。（技能）
31．毒薬・劇薬、麻薬、向精神薬などの調剤と取扱いができる。（技能）
32．特別な注意を要する医薬品（抗悪性腫瘍薬など）の取扱いを体験する。（技能）
《計数・計量調剤の鑑査》
33．調剤された医薬品に対して、鑑査の実務を体験する。（技能）
《服薬指導の基礎》
34．適切な服薬指導を行うために、患者から集める情報と伝える情報を予め把握できる。（知識・技能）
35．薬歴管理の意義と重要性を説明できる。
36．薬歴簿の記載事項を列挙し、記入できる。（知識・技能）
37．薬歴簿の保管、管理の方法、期間などについて説明できる。
38．妊婦、小児、高齢者などへの服薬指導において、配慮すべき事項を列挙できる。
39．患者に使用上の説明が必要な眼軟膏、坐剤、吸入剤などの取扱い方を説明できる。（技能）
40．自己注射が承認されている代表的な医薬品を調剤し、その取扱い方を説明できる。
《服薬指導入門実習》
41．指示通りに医薬品を使用するように適切な指導ができる。（技能）
42．薬歴簿を活用した服薬指導ができる。（技能）
43．患者向けの説明文書を使用した服薬指導ができる。（技能）
44．お薬手帳、健康手帳を使用した服薬指導ができる。（技能）
《服薬指導実践実習》
45．患者に共感的態度で接する。（態度）
46．患者との会話を通じて病態、服薬状況（コンプライアンス）、服薬上の問題点などを把握できる。（技能）
47．患者が必要とする情報を的確に把握し、適切に回答できる。（技能・態度）
48．患者との会話を通じて使用薬の効き目、副作用に関する情報を収集し、必要に応じて対処法を提案する。（技能・態度）
49．入手した情報を評価し、患者に対してわかりやすい言葉、表現で適切に説明できる。（技能・態度）
《調剤録と処方せんの保管・管理》
50．調剤録の法的規制について説明できる。
51．調剤録への記入事項について説明できる。
52．調剤録の保管、管理の方法、期間などについて説明できる。
53．調剤後の処方せんへの記入事項について説明できる。
54．処方せんの保管、管理の方法、期間などについて説明できる。
《調剤報酬》
55．調剤報酬を算定し、調剤報酬明細書（レセプト）を作成できる。（技能）
56．薬剤師の技術評価の対象について説明できる。
《安全対策》
57．代表的な医療事故訴訟あるいは調剤過誤事例について調査し、その原因について指導薬剤師と話し合う。（知識・態度）
58．名称あるいは外観が類似した代表的な医薬品を列挙できる。
59．特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、抗糖尿病薬など）を列挙できる。
60．調剤過誤を防止するために、実際に工夫されている事項を列挙できる。
61．調剤中に過誤が起こりやすいポイントについて討議する。（態度）
62．過誤が生じたときの対応策を討議する。（態度）
63．インシデント、アクシデント報告の記載方法を説明できる。
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（４）薬局カウンターで学ぶ
一般目標（GIO）
地域社会での健康管理における薬局と薬剤師の役割を理解するために、薬局カウンターでの患者、顧客の接遇に関する基本的知識、
技能、態度を修得する。

到達目標（SBOs）
《患者・顧客との接遇》
１．かかりつけ薬局・薬剤師の役割について指導薬剤師と話し合う。（態度）
２．患者、顧客に対して適切な態度で接する。（態度）
３．疾病の予防および健康管理についてアドバイスできる。（技能・態度）
４．医師への受診勧告を適切に行うことができる。（技能・態度）
《一般用医薬品・医療用具・健康食品》
５．セルフメディケーションのための一般用医薬品、医療用具、健康食品などを適切に選択・供給できる。（技能）
６．顧客からモニタリングによって得た副作用および相互作用情報への対応策について説明できる。
《カウンター実習》
７．顧客が自らすすんで話ができるように工夫する。（技能・態度）
８．顧客が必要とする情報を的確に把握する。（技能・態度）
９．顧客との会話を通じて使用薬の効き目、副作用に関する情報を収集できる。（技能・態度）
10．入手した情報を評価し、顧客に対してわかりやすい言葉、表現で適切に説明できる。（技能・態度）

（５）地域で活躍する薬剤師
一般目標（GIO）
地域に密着した薬剤師として活躍できるようになるために、在宅医療、地域医療、地域福祉、災害時医療、地域保健などに関する基
本的知識、技能、態度を修得する。

到達目標（SBOs）
《在宅医療》
１．訪問薬剤管理指導業務について説明できる。
２．在宅医療における医療廃棄物の取り扱いについて説明できる。
３．薬剤師が在宅医療に関わることの意義を指導薬剤師と話し合う。（態度）
《地域医療・地域福祉》
４．病院薬剤師と薬局薬剤師の連携の重要性を説明できる。
５．当該地域における休日、夜間診療と薬剤師の役割を説明できる。
６．当該地域での居宅介護、介護支援専門員などの医療福祉活動の状況を把握できる。（知識・技能）
《災害時医療と薬剤師》
７．緊急災害時における、当該薬局および薬剤師の役割について説明できる。
《地域保健》
８．学校薬剤師の職務を見聞し、その役割を説明できる。
９．地域住民に対する医薬品の適正使用の啓発活動における薬剤師の役割を説明できる。
10．麻薬・覚せい剤等薬乱用防止運動における薬剤師の役割について説明できる。
11．日用品に係る薬剤師の役割について説明できる。
12．日用品に含まれる化学物質の危険性を列挙し、わかりやすく説明できる。
13．誤飲、誤食による中毒および食中毒に対して適切なアドバイスできる。（知識・技能）
14．生活環境における消毒の概念について説明できる。
15．話題性のある薬物および健康問題について、科学的にわかりやすく説明できる。

（６）薬局業務を総合的に学ぶ
一般目標（GIO）
調剤、服薬指導、患者・顧客接遇などの薬局薬剤師の職務を総合的に実習する。

到達目標（SBOs）
《総合実習》
１．薬局業務を総合的に実践する。
２．患者の健康の回復と維持に薬剤師が積極的に貢献することの重要性を感じとる。（態度）
３．薬が病気の治癒、進行防止を通して、病気の予後とQOLの改善に貢献していることを感じとる。（態度）

準備学習（予習・復習等）
患者の視点に立ち、医療人としての姿勢を学ぶとともに、薬局の社会的役割と責任を理解し、薬局薬剤師業務に関する到達目標の予
習・復習を行い、薬局薬剤師としての基本的な知識、技能、態度の修得を目指す。

授業内容（項目・内容）
上記（１）～（６）の各教育目標を達成するための薬局における 11週間の実務実習を行う。
薬局実習終了後、実習レポートの提出およびポスター形式で報告を行う。

成績評価方法
実習出席日数及び実習態度、実習施設指導薬剤師の総括的評価資料、実習記録、実習報告会での発表、実習レポート等により総合的
に評価する。
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教科書
薬学生のための病院・薬局実習テキスト 2014年版（病院・薬局実務実習近畿地区調整機構監修）
治療薬マニュアル 2013（高久監修、医学書院）

指定参考書
今日の治療薬 2014（水島編、南江堂）
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一般目標（GIO）
薬学部や医学部で学ぶ学生は、将来それぞれが専門性を発揮して、専門職としての役割を果たし、医療チームの一員として、疾
病や障がいがある人（患者・当事者）とその家族に対して、安全で安心かつ質の高い医療・ケアを行う必要があります。IPW
（Interprofessional… …Work：多職種協働）演習では、専門領域の異なる学生メンバー間で目標を共有し、ディスカッションを行い
問題解決の過程を体験的に学習することを通して、自己・他者の専門性を尊重し、…相互理解を深め、チームで協働することの意義を
理解することを目指します。

到達目標（SBOs）
１．チーム内で情報を共有できる。…
２．関連する他の保健医療職の視点、専門性や役割を理解することができる。
３．問題・課題に関連した臨床的知識を理解することができる。
４．患者ケアについて医学的視点にとどまらず全人的視点で考えることができる。
５．リーダーシップ、メンバーシップを発揮し、チームとして建設的な討論を進めることができる。
６．他の職種と連携・協働してチーム医療を行うことの重要性を理解することができる。
７．学習経験を振り返り（リフレクション）次の行動（アクション）の準備ができる。

準備学習（予習・復習等）
受講可能人数は 39名で、本科目は、複数の専攻学生とともに、シナリオの当事者の視点から問題解決をしていく学習である。重要
なのは、自己に気付き、他者を尊重し理解しようとする関心である。グループメンバー間の積極的なかかわりをとおして学びを深
めて、インタープロフェッショナルな専門職へ成長する基盤にしてほしい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回

神戸大学医学部医学科、保健学科の学生と共に異なる専攻か
らなる学生グループで、提示されたシナリオを基にチュート
リアルに取り組む。
本科目の実施前（前の週）に半日分のオリエンテーションを
行うので必ず出席すること。
本科目は次の期間に集中して行う…：…平成26年12月8日（月）
～ 12日（金）（予定）
チュートリアル 2回とグループ学習、自己学習をとおして学
習を深め、グループ発表会で学習を共有する。
学生は 39グループに分かれ、13グループずつの 3組（A，B，
C組）に分けて、組毎に時間差で神戸大学医学部の教室を利
用し学習を進め…る。

成績評価方法
各学生グループ担当教員による評価を参考に神戸薬科大学と神戸大学医学部医学科、保健学科それぞれの担当教員が最終評価を行
う。評価は、出席度、グループ学習への参加度、課題に対する学習の準備度、グループ発表などから総合的に評価する。

教科書
特になし

指定参考書
医学教育ABC学び方、教え方　P.Cantilon 他編集、吉田一郎監訳（篠原出版新社）

オフィスアワー
随時

ＩＰＷ演習      
5年次
後期 選択 1単位

担当教員名 教授 中山　尋量 教授 田内　義彦
教授 岩川　精吾 教授 加藤　郁夫
教授 水野　成人 臨床特命教授 韓　秀妃
教授 江本　憲昭 臨床特命教授 渡　雅克
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一般目標（GIO）
将来、薬物治療の専門家として処方設計に参加できるようになるために、また地域の医療者として疾患の予防・治療や健康管理に
正しい助言を行えるようになるために、根拠に基づく医療（evidence-based…medicine：EBM）を実践する能力を修得する。

到達目標（SBOs）
１．EBMの 5つのステップについて説明できる。
２．臨床的な問題を定式化し、解決のために必要な資料を検索できる。
３．ランダム化比較試験やシステマティック・レビューなどの論文を批判的に吟味できる。
４．エビデンスを臨床に応用し、その結果を評価できる。
５．スモール・グループ・ディスカッション（SGD）の参加者として適切に行動できる。
６．チューター（補助チューター）として SGDをファシリテートできる。

準備学習（予習・復習等）
ワークショップでは、CASP 資料集、英語論文、効率よく吟味するためのチェックシートが前もって配布されます。チューター（補
助チューター）として SGDに参加するためには、事前準備をしっかりと行ってください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 Student…CASP ワークショップ

本学の Student…CASP ワークショップは、通常年 2回（6月、
11月の日曜日）開催される。
多職種連携によるスモール・グループ・ディスカッション
（SGD）形式で、与えられたシナリオの臨床的な問題を定式
化し、その解決に向けてランダム化比較試験（RCT）やシス
テマティック・レビューなどの英語論文をチェックシートに
従って読み進める。さらに、そのエビデンスがシナリオに適
応できるかを検討する。

C15（1）-5-1,2,3,4,5,6

成績評価方法
1．神戸薬科大学の Student…CASP ワークショップに 2回以上参加し、チュータートレーニングを修了していることが前提条件と

なる。なお、ワークショップへの参加は１年次から可能とする。
2．上記の条件を満たした学生が 5、6年次の 2年間に神戸薬科大学の Student…CASP ワークショップにチューター（補助チューター

も含む）として 2回以上参加した場合に単位として認定する。
3．他大学で実施した Student…CASP ワークショップにチューター（補助チューター）として参加した場合にも、その内容・時間数

が本学の Student…CASP ワークショップと同等であれば単位の条件として考慮する。

教科書
特になし

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問がある時は随時受け付けます（5号館 2階　医療薬学研究室）

Student CASP ワークショップ
5～ 6年次
通年 選択 1単位

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

教
養
教
育
専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

担当教員名 教授 水野　成人
教授 田内　義彦
非常勤講師 高垣　伸匡
非常勤講師 丹下　悦子
非常勤講師 竹内　雅代
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一般目標（GIO）
医薬品開発と生産の実際を理解するために、医薬品創製と製造の各プロセスに関する基本的知識を修得し、社会的重要性に目を向
ける態度を身につける。

到達目標（SBOs）
１．医薬品開発を計画する際に考慮すべき因子を列挙できる。
２．疾病統計により示される日本の疾病の特徴について説明できる。
３．医療用医薬品で日本市場および世界市場での売上高上位の医薬品を列挙できる。
４．新規医薬品の価格を決定する要因について概説できる。
５．ジェネリック医薬品の役割について概説できる。
６．ジェネリック医薬品（オーファンドラッグ）開発の重要性について説明できる。
７．非臨床試験、臨床試験の目的と実施概要を説明できる。
８．医薬品の販売承認申請から、承認までのプロセスを説明できる。
９．市販後調査の制度とその意義について説明できる。
10．医薬品開発における国際的ハーモナイゼイション（ICH）について概説できる。
11．医薬品の工業的規模での製造工程の特色を開発レベルのそれと対比させて概説できる。
12．医薬品の品質管理の意義と、薬剤師の役割について説明できる。
13．医薬品製造において環境保全に配慮すべき点を列挙し、その対処法を概説できる。
14．GLP,GMP、GCP、GPMSP の概略と意義について説明できる。
15．医薬品の創製における知的財産権について概説できる。
16．代表的な薬害の例について、その原因と社会的背景を説明し、これらを回避するための手段を討議する。

準備学習（予習・復習等）
質問は各講義終了後に行ってください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 波多江　崇 医薬品開発のコンセプト　
講義概要
日本の疾病の特徴
医薬品研究開発と考慮すべき因子

C17（1）-1-1

第２回 波多江　崇 医薬品開発のコンセプト　 代表的医薬品 C17（1）-1-1
第３回 寺岡　麗子 医薬品市場と開発すべき医薬品 医薬品の価格を決定する要因 C17（1）-2-2
第４回 寺岡　麗子 医薬品市場と開発すべき医薬品 ジェネリック医薬品、　オーファンドラッグ　 C17（1）-2-3
第５回 中江　裕子 非臨床試験 非臨床試験の目的と実施概要 C17（1）-3-1

第６回 中江　裕子 医薬品の承認　臨床試験 臨床試験の目的と実施概要
医薬品の承認までのプロセス　

C17（1）-4-1
C17（1）-4-2

第７回 中江　裕子 医薬品の承認　市販後調査 市販後調査、国際的ハーモナイゼイション　 C17（1）-4-3
C17（1）-6-1

第８回 藤本　貴司 医薬品の製造と品質管理 医薬品の製造工程
医薬品の品質管理、環境保全　

C17（1）-5-1
C17（1）-6-1
C17（1）-5-2,3
C17（1）-6-1

第９回 柴田　隆司 特許 医薬品の創製における知的財産権１ C17（1）-7-1
第10回 柴田　隆司 特許 医薬品の創製における知的財産権２ C17（1）-7-1
第11回 沼田　千賀子 薬害 薬害被害者との対話 C17（1）-8-1
第12回 沼田　千賀子 薬害 代表的な薬害の原因と社会的背景 C17（1）-8-1

成績評価方法
定期試験（90点）、平常点（10点）配点内訳：出席で評価する。

教科書
スタンダード薬学シリーズ８「医薬品の開発と生産」東京化学同人

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

医薬品開発Ⅰ    
6年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 沼田　千賀子 准教授 波多江　崇
特任教授 中江　裕子 非常勤講師 柴田　隆司
准教授 寺岡　麗子 非常勤講師 藤本　貴司
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一般目標（GIO）
ドラックデザインの科学的な考え方を理解するために、標的生体分子との相互作用および基盤となるサイエンスと技術に関する基
本的知識と技能を修得する。

到達目標（SBOs）
１．医薬品開発の標的となる代表的な生体分子を列挙できる。
２．医薬品と標的生体分子の相互作用を、具体例を挙げて立体化学的観点から説明できる。
３．立体異性体と生物活性の関係について具体例を挙げて説明できる。
４．医薬品の構造とアゴニスト活性、アンタゴニスト活性との関係について具体例を挙げて説明できる。
５．定量的構造活性相関のパラメーターを列挙し、その薬理活性に及ぼす効果について概説できる。
６．生物学的等価性の意義について概説できる。
７．薬物動態を考慮したドラックデザインについて概説できる。

準備学習（予習・復習等）
基礎となる有機化学と生物化学が密接に関連していることを理解し、総合的な薬学的思考を訓練していくことがことが重要です。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 和田　昭盛
宮田　興子 メディシナルケミストリー 創薬のプロセス C17（2）-1-1

第２回 和田　昭盛
宮田　興子 標的・リード化合物の発見法 薬のもととなる化合物 C17（2）-2

第３回 和田　昭盛
宮田　興子 スクリーリング法１ ハイスループット合成 C17（2）-3-1

第４回 和田　昭盛
宮田　興子 スクリーリング法２ コンピューターの利用 C17（2）-3-2

第５回 和田　昭盛
宮田　興子 構造活性相関１ 各種パラメーター C17（2）-4-1

第６回 和田　昭盛 構造活性相関２ 化学的等価性と生物学的等価性 C17（2）-4-2

第７回 宮田　興子
和田　昭盛 薬物の作用の立体化学１ 立体配座の固定 C17（2）-2-2,3

第８回 宮田　興子
和田　昭盛 薬物の作用の立体化学２ 薬物・受容体相互作用 C17（2）-2-2

第９回 宮田　興子
和田　昭盛 構造の最適化１ 置換機効果 C17（2）-4-3

第10回 宮田　興子
和田　昭盛 構造の最適化２ 光学異性 C17（2）-4-3

第11回 榊　秀之 医薬品開発の実際１ C17（2）
第12回 鴻池　敏郎 医薬品開発の実際２ C17（2）

成績評価方法
定期試験　100点

教科書
プリント

指定参考書
創薬化学ー有機化学からのアプローチー（北泰行、平岡哲夫編）東京化学同人

オフィスアワー
質問は随時受け付ける。

医薬品開発Ⅱ    
6年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 和田　昭盛
教授 宮田　興子
非常勤講師 鴻池　敏郎
非常勤講師 榊　秀之
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一般目標（GIO）
現在もなお根治が難しい疾患に対して、先端技術を応用した新しい治療法が開発されつつある。また、先進的なチームアプローチ
による疾患治療に、専門知識を持った薬剤師が活躍の場を広げている。先端医療の現状や課題を学ぶことにより、医薬品開発に関
わるシーズおよびニーズを理解する。

到達目標（SBOs）
１．代表的な先端医療に関して、概要、対象疾患、基盤となる技術、臨床応用の現状を説明できる。
２．先端医療に関わる技術的、社会的、倫理的、経済的な課題を説明できる。
３．先進的な医療の取り組みにおける薬剤師の関わりを説明できる。

準備学習（予習・復習等）
授業ごとに講師が変わります。できるだけ、授業中に質問をするようにしてください。授業後は配布資料等を使って復習を行い、
わからないところは自己学習や質問で解決してください。授業後の質問は医療薬学研究室の水野が受け付けます。
シラバスの授業内容（回数）と授業予定は異なります。授業予定は開講前に配布します。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 白川　利朗 遺伝子治療 C17（3）-2-1
第２回 黒田　良祐 再生医療 C17（3）-3-1
第３回 福本　巧 移植医療 C14（4）-7-1
第４回 南　博信 分子標的治療 C14（5）-7-1
第５回 佐々木　良平 放射線治療 C14（5）-7-1
第６回 石川　剛 がん免疫療法 C14（5）-7-1
第７回 森田　圭紀 内視鏡医療 C14（5）-7-1
第８回 横井　英人 医療情報 C15（2）-1-1
第９回 上田　宏 がん専門薬剤師 C14（5）-7-1
第10回 三宅　圭一 在宅医療 C18（3）-1-2
第11回 室井　延之 NST（栄養サポートチーム） C11（1）-1-7
第12回 矢倉　裕輝 HIV 感染専門薬剤師 C14（4）-6-4
第13回 棚橋　俊仁 多因子疾患と遺伝子多型 C17（3）-4-3

成績評価方法
定期試験（100％）

教科書
特に指定しない

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

医薬品開発Ⅲ
6年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 水野　成人 非常勤講師 福本　巧 非常勤講師 上田　宏
准教授 棚橋　俊仁 非常勤講師 佐々木　良平 非常勤講師 矢倉　裕輝
非常勤講師 南　博信 非常勤講師 黒田　良祐 非常勤講師 三宅　圭一
非常勤講師 横井　英人 非常勤講師 森田　圭紀 非常勤講師 石川　剛
非常勤講師 白川　利朗 非常勤講師 室井　延之
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一般目標（GIO）
１．代表的な疾患や薬学的事例をもとに、薬物の特徴とその最適な使用法を総合的に理解する。
２．代表的な疾患や薬学的事例をもとに、薬物の適正使用に必要な提案について習得する。

到達目標（SBOs）
①　代表的な疾患の病態、経過、治療法について説明できる。
②　薬物の適切な使用方法を説明し、提案できる。
③　薬物治療に必要な薬物の構造活性相関、薬理作用、分析方法について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
授業は処方解析演習と組み合わせて進行します（両方で 1ユニット）。
授業前には、薬理学、薬物治療学、実務実習で学んだ内容を再確認しておいてください。総合薬学講座や将来の薬剤師業務に発展
させるためにも、しっかり復習を行い、疑問点は自己学習や質問で解決するようにしてください。
授業には「治療薬マニュアル」を必ず持ってきてください。
☆…シラバスの授業内容（回数）と授業予定は異なります。授業予定は開講前に配布します。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 水野　成人 消化器疾患 酸関連疾患の病態と治療 E2
第２回 水野　成人 消化器疾患 ウイルス性肝炎の病態と治療 E2
第３回 水野　成人 消化器疾患 便通異常の病態と治療 E2
第４回 水野　成人 代謝疾患 2型糖尿病の病態と治療 E2
第５回 江本　憲昭 循環器疾患 虚血性心疾患の病態、診断および治療 E2
第６回 江本　憲昭 循環器疾患 心不全、心房細動、高血圧の病態、診断および治療 E2
第７回 江本　憲昭 循環器疾患 閉塞性動脈硬化症の病態、診断および治療 E2
第８回 岩川　精吾 神経疾患 認知症の病態と薬物治療 E2
第９回 岩川　精吾 腎疾患 腎疾患の病態と薬物治療 E2
第10回 杉山　正敏 血液悪性腫瘍 血液悪性腫瘍の病態と治療 E2
第11回 杉山　正敏 アトピー性皮膚炎 アトピー性皮膚炎の病態と治療 E2
第12回 杉山　正敏 MRSA感染症 MRSA感染症の病態と治療 E2
第13回 田内　義彦 薬局業務Ⅰ 処方の変更・追加 E2
第14回 田内　義彦 薬局業務Ⅱ 副作用による処方変更 E2
第15回 田内　義彦 薬局業務Ⅲ 禁煙治療 E2
第16回 沼田　千賀子 悪性腫瘍 乳がんの病態と治療 E2
第17回 沼田　千賀子 がん化学療法 がん化学療法における支持療法 E2
第18回 沼田　千賀子 緩和医療 オピオイドの使用方法および補助療法 E2
第19回 濵口　常男 血液疾患 鉄欠乏性貧血および巨赤芽球性貧血の病態と治療 E2
第20回 濵口　常男 中枢神経疾患 てんかんの病態と治療 E2
第21回 波多江　崇 医療統計学 統計の基礎 E2
第22回 波多江　崇 医療統計学 有意差の検定 E2
第23回 波多江　崇 医療統計学 研究デザインとエビデンス E2
第24回 波多江　崇 医療統計学 添付文書等のデータの理解 E2
第25回 棚橋　俊仁 がん化学療法 消化器がんに対するがん薬物療法 E2
第26回 棚橋　俊仁 がん化学療法 消化器がんに対するがん薬物療法 E2
第27回 八木　敬子 呼吸器疾患 気管支喘息の病態と治療 E2
第28回 八木　敬子 呼吸器疾患 肺炎の病態と治療 E2
第29回 辰見　明俊 精神疾患 統合失調症の病態と治療 E2
第30回 辰見　明俊 精神疾患 気分障害の病態と治療 E2
第31回 猪野　彩 眼疾患 主な眼疾患の病態と治療 E2
第32回 猪野　彩 泌尿器系疾患 前立腺関連疾患の病態と治療 E2
第33回 河内　正二 脳血管障害① 出血性疾患（脳出血、クモ膜下出血） E2
第34回 河内　正二 脳血管障害② 脳梗塞 E2
第35回 渡　雅克 感染症 インフルエンザの病態と治療 E2
第36回 竹下　治範 免疫疾患 関節リウマチおよび膠原病の病態と薬物治療 E2

成績評価方法
定期試験（100％）：処方解析演習の範囲からも出題されます

処方解析学
6年次
前期 必修 1単位

担当教員名 教授 岩川　精吾 教授 沼田　千賀子 講師 八木　敬子
教授 水野　成人 教授 田内　義彦 講師 辰見　明俊
教授 杉山　正敏 臨床特命教授 渡　雅克 講師 猪野　彩
教授 江本　憲昭 准教授… 波多江　崇 助教 河内　正二
教授 濵口　常男 准教授… 棚橋　俊仁 助教 竹下　治範
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教科書
特に指定しない

指定参考書
総合薬学講座の教科書，治療薬マニュアル

オフィスアワー
質問は各担当者が随時対応します。
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一般目標（GIO）
１．代表的な疾患や薬学的事例をもとに、薬物の特徴とその最適な使用法を総合的に理解する。
２．代表的な疾患や薬学的事例をもとに、薬物の適正使用に必要な提案について習得する。

到達目標（SBOs）
①　代表的な疾患の病態、経過、治療法について説明できる。
②　薬物の適切な使用方法を説明し、提案できる。
③　薬物治療に必要な薬物の構造活性相関、薬理作用、分析方法について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
授業は処方解析学と組み合わせて進行します（両方で 1ユニット）。
授業前には、薬理学、薬物治療学、実務実習で学んだ内容を再確認しておいてください。総合薬学講座や将来の薬剤師業務に発展
させるためにも、しっかり復習を行い、疑問点は自己学習や質問で解決するようにしてください。
授業には「治療薬マニュアル」を必ず持ってきてください。
☆…シラバスの授業内容（回数）と授業予定は異なります。授業予定は開講前に配布します。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 水野　成人 消化器疾患 酸関連疾患の病態と治療 E2
第２回 水野　成人 消化器疾患 ウイルス性肝炎の病態と治療 E2
第３回 水野　成人 消化器疾患 便通異常の病態と治療 E2
第４回 水野　成人 代謝疾患 2型糖尿病の病態と治療 E2
第５回 江本　憲昭 循環器疾患 虚血性心疾患の病態、診断および治療 E2
第６回 江本　憲昭 循環器疾患 心不全、心房細動、高血圧の病態、診断および治療 E2
第７回 江本　憲昭 循環器疾患 閉塞性動脈硬化症の病態、診断および治療 E2
第８回 岩川　精吾 神経疾患 認知症の病態と薬物治療 E2
第９回 岩川　精吾 腎疾患 腎疾患の病態と薬物治療 E2
第10回 杉山　正敏 血液悪性腫瘍 血液悪性腫瘍の病態と治療 E2
第11回 杉山　正敏 アトピー性皮膚炎 アトピー性皮膚炎の病態と治療 E2
第12回 杉山　正敏 MRSA感染症 MRSA感染症の病態と治療 E2
第13回 田内　義彦 薬局業務Ⅰ 処方の変更・追加 E2
第14回 田内　義彦 薬局業務Ⅱ 副作用による処方変更 E2
第15回 田内　義彦 薬局業務Ⅲ 禁煙治療 E2
第16回 沼田　千賀子 悪性腫瘍 乳がんの病態と治療 E2
第17回 沼田　千賀子 がん化学療法 がん化学療法における支持療法 E2
第18回 沼田　千賀子 緩和医療 オピオイドの使用方法および補助療法 E2
第19回 濵口　常男 血液疾患 鉄欠乏性貧血および巨赤芽球性貧血の病態と治療 E2
第20回 濵口　常男 中枢神経疾患 てんかんの病態と治療 E2
第21回 波多江　崇 医療統計学 統計の基礎 E2
第22回 波多江　崇 医療統計学 有意差の検定 E2
第23回 波多江　崇 医療統計学 研究デザインとエビデンス E2
第24回 波多江　崇 医療統計学 添付文書等のデータの理解 E2
第25回 棚橋　俊仁 がん化学療法 消化器がんに対するがん薬物療法 E2
第26回 棚橋　俊仁 がん化学療法 消化器がんに対するがん薬物療法 E2
第27回 八木　敬子 呼吸器疾患 気管支喘息の病態と治療 E2
第28回 八木　敬子 呼吸器疾患 肺炎の病態と治療 E2
第29回 辰見　明俊 精神疾患 統合失調症の病態と治療 E2
第30回 辰見　明俊 精神疾患 気分障害の病態と治療 E2
第31回 猪野　彩 眼疾患 主な眼疾患の病態と治療 E2
第32回 猪野　彩 泌尿器系疾患 前立腺関連疾患の病態と治療 E2
第33回 河内　正二 脳血管障害① 出血性疾患（脳出血、クモ膜下出血） E2
第34回 河内　正二 脳血管障害② 脳梗塞 E2
第35回 渡　雅克 感染症 インフルエンザの病態と治療 E2
第36回 竹下　治範 免疫疾患 関節リウマチおよび膠原病の病態と薬物治療 E2

成績評価方法
出席確認を兼ねた小テストを行い、その結果を重視します。ガイダンスで指定した回数以上に欠席した場合には、単位を認定しま
せん。

処方解析演習
6年次
前期 必修 5単位

担当教員名 教授 岩川　精吾 教授 沼田　千賀子 講師 八木　敬子
教授 水野　成人 教授 田内　義彦 講師 辰見　明俊
教授 杉山　正敏 臨床特命教授 渡　雅克 講師 猪野　彩
教授 江本　憲昭 准教授… 波多江　崇 助教 河内　正二
教授 濵口　常男 准教授… 棚橋　俊仁 助教 竹下　治範
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教科書
特に指定しない

指定参考書
総合薬学講座の教科書，治療薬マニュアル

オフィスアワー
質問は各担当者が随時対応します。



328

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

教
養
教
育
専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

一般目標（GIO）
卒業後、薬剤師として活躍するために１～６年次に学んだ教科から薬剤師国家試験に関連する主要領域のまとめと領域間を関連づ
けた学習をすることで、実践的な問題解決能力を修得する。

到達目標（SBOs）
１．物理・化学・生物
・物理は医薬品・生体分子を理解する上で必要な物理化学的・分析化学的な考え方を身につけ、説明できる。
・化学は「医薬品の性質を理解する」ことを主題とし、有機化合物としての医薬品の物性、…反応性及び分子レベルでの医薬品の作
用機序等について理解し、説明できる。

・生物は生体の構造、機能及び生体成分の代謝、感染症の病原体、免疫のしくみなどについて理解し、説明できる。
２．衛生
・…衛生化学、公衆衛生学を中心として、栄養化学、環境科学、毒性学、環境微生物学、疫学及び生態学について理解し、説明できる。
衛生関係法規を概説できる。

３．薬理
・薬物の薬理作用や作用機序を理解し、説明できる。

４．薬剤
・薬物の体内動態及び製剤について理解し、説明できる。

５．病態・薬物治療
・患者の病態生理を理解し、適正かつ安全な薬物療法遂行等のために必要な事項について説明できる。

６．法規・制度・倫理
・薬剤師としての業務を遂行するの際して必要な法的知識及びこれらに関連する各種の制度並びに医療の担い手としての任務を
遂行するために保持すべき倫理規範などを理解し、説明できる。

７．実務
・医療や公衆衛生等に携わる薬剤師の業務を理解し、説明できる。

準備学習（予習・復習等）
薬剤師国家試験は 345問出題され、必須問題、一般問題（理論問題、薬学実践問題）に区分されています。薬学実践問題では実務
に関する問題 1…問とそれ以外の領域に関する問題 1…問を合わせた複合問題が 65…（130問）…出題されます。…国家試験に向けた対応
を各自計画的に進めてください。質問がある場合は講義担当者に質問をしてください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 物理・化学・生物

物質の物理学的性質、化学物質の分析、生体分子の構造、化
学物質の性質と反応、ターゲット分子の合成、生体分子・医
薬品の化学、天然物由来薬物、医薬品の開発と生産、生命体
の成り立ち、分子レベルの生命理解、感染症と生体制御

第２回 衛生 健康、環境
第３回 薬理 薬物の効き方
第４回 薬剤 薬物の体内動態、製剤
第５回 病態・薬物治療 薬物治療、薬物治療に役立つ情報
第６回 法規・制度・倫理 薬学と社会、医薬品の開発と生産、ヒューマニズム
第７回 実務 薬剤師業務、病院業務、薬局業務

成績評価方法
出席、定期試験などによって総合的に評価する。

教科書
開講時に案内する。

指定参考書
開講時に案内する。

オフィスアワー
随時

総合薬学講座    
6年次
後期 必修 10単位

担当教員名 教授 宮田　興子…他
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卒業研究Ⅱ A      
6年次
通年 選択必修 10単位

担当教員名（330・331ページ参照）

一般目標（GIO）
研究室に所属して、研究課題に基づき研究室の教員による研究指導を受けて、研究活動に必要となる研究論文などからの知識の習
得方法や研究課題の具体的な実施方法を学ぶ。…そして研究成果を積み重ねて行くことで、研究分野における研究論文の理解や研究
技能・態度の向上を図る。…これら一連の課程を指導教員によるマンツーマン的な直接指導や研究室内でのディスカッション等を通
して推進することにより、問題発見・解決能力の基盤を構築するとともに、その研究の今後の展開方策を探る能力を磨く。

到達目標（SBOs）
１．研究課題に関連するこれまでの研究成果を調査し、評価することができる。
２．研究課題に関連するこれまでの発表論文を読解することができる。
３．研究課題達成のために解決すべき問題点を抽出することができる。
４．実験計画を立案することができる。
５．実験系を組み、実験を実施することができる。
６．実験に用いる薬品、器具、機器を正しく取扱い、管理することができる。
７．研究課題活動中に生じたトラブルを指導者に報告することができる。
８．研究課題の各プロセスを正確に記録することができる。
９．研究課題の結果をまとめることができる。
10．研究課題の結果を考察し、評価することができる。
11．研究課題の成果を発表し、適切に質疑応答することができる。
12．研究課題の成果を報告書や論文としてまとめることができる。
13．自らの研究課題成果に基づいて、次の研究課題を提案することができる。

授業内容（項目・内容）
研究室ごとのテーマ参照

成績評価方法
研究への積極的な取り組み、研究成果のまとめ、質疑応答や報告などを総合的に評価する。

教科書
特になし

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時
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研究室名 担当教員名 題目 

機能性分子化学…

教授　　中山　尋量…

・新しい薬物…carrier…を目指した機能性材料の開発講師　　前田　秀子

助教　　林　　亜紀……

薬化学…

教授　　棚橋　孝雄…
・生物活性を持つ天然物有機化合物の構造、合成および生合成に関する
研究講師　　竹仲　由希子…

講師　　西村　克己…

薬品化学…

教授　　宮田　興子…
・地球環境にやさしい環境調和適応型合成反応の開発
・連続したヘテロ原子によって創り出される新反応の開発
・新規生物活性物質の合成研究…

准教授　上田　昌史…

助教　　武田　紀彦

生命分析化学…
教授　　小林　典裕…

・抗体のバイオテクノロジーと分析化学への応用…
助教　　大山　浩之…

生薬化学…
准教授　士反　伸和… ・生薬および植物成分の構造解析および生物活性と植物を用いた有用物

質生産
・漢方および世界の民族医療における薬用植物の利用講師　　西山　由美…

薬品物理化学…

教授　　向　　高弘…

・生命・自然現象の解明と疾患の診断や治療を目指した物理化学的研究講師　　田中　将史…

講師　　萩森　政頼…

生命有機化学…

教授　　和田　昭盛… ・生物機能解明を指向した鍵化合物の合成
・新規な有機化学反応や合成法の開発
・新規な有機化学反応や化合物合成法に関する調査研究…

准教授　山野　由美子…

講師　　沖津　貴志…

薬剤学…

教授　　岩川　精吾…
・トランスポーターやレセプターを利用した新規薬物療法の開発ならび
に薬物の体内動態制御

・医薬品開発、医薬品適正使用に関連する臨床研究情報解析
講師　　上田　久美子…

助教　　細川　美香…

製剤学…
教授　　北河　修治… ・ポリフェノールの経皮吸収製剤の開発研究および軟膏剤の混合性評価

に関する研究
・医薬品の安定性評価とフェンタニル貼布剤および抗HIV薬の適正使用
に関する研究准教授　寺岡　麗子…

微生物化学…
教授　　小西　守周… ・免疫、炎症などにおける細胞外分泌因子のシグナルの解明

・真菌由来多糖体の生理活性とそのメカニズムの解明…助教　　増田　有紀…

薬理学…

教授　　吉野　　伸…

・アレルギーおよび自己免疫疾患の発症機序の解明と免疫薬理学的制御…准教授　水谷　暢明…

講師　　八巻　耕也

生化学…

教授　　北川　裕之…

・糖鎖の機能解析とそれに基づく創薬と医療応用…講師　　三上　雅久…

講師　　灘中　里美…

病態生化学…

教授　　加藤　郁夫 ・代謝疾患・神経疾患の病態研究と診断マーカーの探索
・内分泌・代謝系に関わるステロイドホルモンの基礎的、臨床的研究
・健康食品や天然物の効能評価…

講師　　多河　典子…

講師　　藤波　　綾…
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研究室名 担当教員名 題目 

衛生化学…

教授　　岡野　登志夫…

・ビタミンの生命科学と臨床・栄養疫学…准教授　津川　尚子…

准教授　中川　公恵…

臨床薬学…

教授　　江本　憲昭…

・循環器疾患の病態解明と治療法開発のための基礎臨床研究准教授　池田　宏二

講師　　八木　敬子

医療薬学…

教授　　水野　成人…

・消化器疾患および悪性腫瘍の病態解明と治療法開発准教授　棚橋　俊仁…

助教　　堀部　紗世

薬学臨床教育センター…

教授　　濵口　常男…

・臨床研究コース：病院、薬局に出向き、指導薬剤師のもと臨床研究を
行う。

・調査研究コース：医療チームの一員として医薬品の適正使用の推進に
貢献する病院薬剤業務に関する調査研究を行う。

教授　　杉山　正敏…

教授　　沼田　千賀子…

教授　　田内　義彦…

准教授　波多江　崇…

講師　　辰見　明俊…

講師　　猪野　　彩…

助教　　河内　正二

助教　　竹下　治範

中央分析…
准教授　竹内　敦子… ・質量分析による生理活性物質の分析

・NMRの新しい利用方法の開発…講師　　都出　千里…
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卒業研究ⅡＢ      
6年次
通年 選択必修 4単位

一般目標（GIO）
研究室に所属して、研究課題に基づき研究室の教員による研究指導を受けて、研究活動に必要となる研究論文などからの知識の習
得方法や研究課題の具体的な実施方法を学ぶ。…そして研究成果を積み重ねて行くことで、研究分野における研究論文の理解や研究
技能・態度の向上を図る。…これら一連の課程を指導教員によるマンツーマン的な直接指導や研究室内でのディスカッション等を通
して推進することにより、問題発見・解決能力の基盤を構築するとともに、その研究の今後の展開方策を探る能力を磨く。

到達目標（SBOs）
１．研究課題に関連するこれまでの研究成果を調査し、評価することができる。
２．研究課題に関連するこれまでの発表論文を読解することができる。
３．研究課題達成のために解決すべき問題点を抽出することができる。
４．実験計画を立案することができる。
５．実験系を組み、実験を実施することができる。
６．実験に用いる薬品、器具、機器を正しく取扱い、管理することができる。
７．研究課題活動中に生じたトラブルを指導者に報告することができる。
８．研究課題の各プロセスを正確に記録することができる。
９．研究課題の結果をまとめることができる。
10．研究課題の結果を考察し、評価することができる。
11．研究課題の成果を発表し、適切に質疑応答することができる。
12．研究課題の成果を報告書や論文としてまとめることができる。
13．自らの研究課題成果に基づいて、次の研究課題を提案することができる。

授業内容（項目・内容）
研究室ごとのテーマ参照

成績評価方法
研究への積極的な取り組み、研究成果のまとめ、質疑応答や報告などを総合的に評価する。

教科書
特になし

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

担当教員名（330・331ページ参照）
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一般目標（GIO）
5 年次までに学んだ知識を総合的に整理し、理解を一層深めることを目標とする。

到達目標（SBOs）
１．必須問題レベルの内容を理解する。
２．予習と復習を習慣付けることで、確かな知識の定着を図る。

準備学習（予習・復習等）
講義内容を復習し、学んだ知識を整理しておくこと。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 物理・化学・生物
第２回 衛生
第３回 薬理
第４回 薬剤
第５回 病態・薬物治療
第６回 法規・制度・倫理
第７回 実務

成績評価方法
出席、小テスト、最終試験を総合的に判断し評価する。

教科書
開講時に指示する

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

薬学演習        
6年次
通年 選択必修 6単位

担当教員名 教授 中山　尋量…他
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一般目標（GIO）
医薬品を含む目的物を合成するために、…代表的な炭素骨格の構築法などに関する基本的知識を修得する。…
入手容易な化合物を出発物質として、医薬品を含む目的化合物へ化学変換するために有機合成法の基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．光学活性化合物を合成するための代表的な手法…（光学分割、不斉合成など）…を説明できる。
２．代表的な官能基を他の官能基に変換できる。
３．代表的な炭素 - 炭素結合生成反応について説明できる。
４．代表的な位置選択的な反応を列挙し、…その機構と応用例について説明できる。
５．代表的な立体選択的な反応を列挙し、…その機構と応用例について説明できる。
６．課題として与えられた化合物の合成法を立案できる。

準備学習（予習・復習等）
基礎となる有機化学反応とそれぞれの反応における立体化学を理解していることが重要です。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 和田　昭盛
宮田　興子 立体化学１ C5（2）-2-2

第２回 和田　昭盛
宮田　興子 立体化学２ C5（2）-2-2

第３回 和田　昭盛
宮田　興子 不斉合成１ C5（2）-4

第４回 和田　昭盛
宮田　興子 不斉合成２ C5（2）-4

第５回 和田　昭盛
宮田　興子 複雑な有機化合物の合成１ C5（2）

第６回 和田　昭盛
宮田　興子 複雑な有機化合物の合成２ C5（2）

第７回 和田　昭盛
宮田　興子 複雑な有機化合物の合成３ C5（2）

第８回 和田　昭盛
宮田　興子 複雑な有機化合物の合成４ C5（2）

第９回 和田　昭盛
宮田　興子 具体的な医薬品合成１ C5（2）

第10回 和田　昭盛
宮田　興子 具体的な医薬品合成２ C5（2）

第11回 和田　昭盛
宮田　興子 具体的な医薬品合成３ C5（2）

第12回 和田　昭盛
宮田　興子 具体的な医薬品合成４ C5（2）

成績評価方法
レポート

教科書
プリント

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問があれば、随時受付けます。

精密有機合成化学
6年次
前期 選択 1単位 担当教員名 教授 和田　昭盛

教授 宮田　興子
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一般目標（GIO）
医薬品開発及び臨床試験の実践に携わる人を想定して必要な基本的知識・技能を修得する。製薬業界、大学、病院、CRO、SMO
等で医薬品開発、臨床試験に携わるものにとって有用な講義としたい。
臨床開発及び臨床試験のプロセスを理解することは、薬が薬であることのエビデンスがいかに得られるか、あるいはいかに得るべ
きかを知ることでもある。
この講義を通じて、単に開発プロセスを理解するだけでなく、いかにエビデンスを構築すべきか、臨床論文からいかにエビデンス
を読みとるかについても教えていきたい。
知識の切り売りに意味はない。要はものを考えることである。
ものを考えられる学生を育てることが本講義の一般目標である。

到達目標（SBOs）
１．臨床開発のプロセスを理解する。
２．プロトコールの立案ができる。
３．ヒトでの安全性評価ができる（第Ⅰ相など）。
４．臨床評価ができる（第Ⅱ相、Ⅲ相）。
５．報告書を作成できる（総括報告書、CTDなど）。
６．最新の臨床開発に関する諸問題について理解する。

準備学習（予習・復習等）
準備学習はしない前提で授業を進めていくが、予習・復習を行う学生は、それだけ多くのものを学ぶであろう。本講義ではそのよ
うな材料を提供する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 森川　敏彦 臨床開発の概要および戦略Ⅰ

臨床開発の概要
情報の収集
開発における着目点
関連ガイドライン

C17（1）

第２回 森川　敏彦 臨床開発の概要および戦略Ⅱ

臨床開発の概要
情報の収集
開発における着目点
関連ガイドライン

C17（1）

第３回 森川　敏彦 臨床試験の計画Ⅰ プロトコールの作成（第Ⅰ相など） C17（1）

第４回 森川　敏彦 臨床試験の計画Ⅱ

プロトコールの作成（第Ⅱ相、第Ⅲ相）
　背景
　エンドポイント
　デザイン
　データの記録
　解析法

C17（1）

第５回 森川　敏彦 臨床試験のデザインⅠ

基本的な臨床試験のデザイン
　並行群間比較デザイン
　クロスオーバーデザイン
　要因デザイン

C17（1）

第６回 森川　敏彦 臨床試験のデザインⅡ

その他の臨床試験のデザイン
　エンリッチメントデザイン
　アドオンデザイン
　クラスターランダム化デザイン

C17（1）

第７回 森川　敏彦 臨床データ管理 データマネージメント業務の概要と留意点 C17（1）
第８回 森川　敏彦 成績の評価Ⅰ 解析計画書の作成 C17（1）

第９回 森川　敏彦 成績の評価Ⅱ

統計解析法と結果の解釈
　ｔ検定
　分散分析
　共分散分析
　ノンパラメトリック法

C17（1）

第10回 森川　敏彦 成績の評価Ⅲ

統計解析と結果の解釈
　重回帰分析
　ロジスティック回帰
　生存解析

C17（1）

第11回 森川　敏彦 成績の報告Ⅰ 臨床試験報告書の作成 C17（1）

第12回 森川　敏彦 成績の報告Ⅱおよびまとめ 医薬品承認申請書の作成
講義全体のまとめ C17（1）

医薬品臨床開発各論
6年次
前期 選択 1単位

担当教員名 非常勤講師 森川　敏彦
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成績評価方法
講義の出席率（30％）、試験（70％）

教科書
特になし

指定参考書
医師のための「治験ハンドブック」第６版（エルゼビア・ジャパン）
丹後・上坂編「臨床試験ハンドブック」（朝倉）、丹後・小西編「医学統計学の事典」（朝倉）
木原訳「医学的研究のデザイン」（メディカル・サイエンス・インターナショナル）
木原訳「国際誌にアクセプトされる医学論文」（メディカル・サイエンス・インターナショナル）

オフィスアワー
質問は講義の間あるいは講義後の時間帯に受けます。
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一般目標（GIO）
香粧品の有用性、機能性、安全性を理解し、適用される皮膚、毛髪の構造と機能、関連する法規、香粧品の原料、製剤についての
基本的知識を身につける。

到達目標（SBOs）
１．香粧品の種類を列挙し、関連する法規について説明できる。
２．皮膚の構造や機能について説明できる。
３．物質の皮膚吸収の特徴について説明できる。
４．代表的な香粧品を列挙し、その有用性について説明できる。
５．香粧品の安全性と評価、試験法について説明できる。
６．代表的な香粧品原料について説明できる。
７．香粧品の剤形と製剤、物性評価、品質保証について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
質問は各講義終了後に行ってください。皮膚の構造と機能、またそれらをできるだけ維持する方法を理解しておくことは薬学生に
とって大事です。講義内容を毎回復習しておくこと。関心のある学生は是非受講してください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 北河　修治
吉井　隆 香粧品学講義概要、香粧品の概念 香粧品学とは、講義スケジュール、香粧品の種類及び分類、

法規
第２回 田中　敏之 オーラルケア 口腔内を対象とする製剤
第３回 岡野　由利 皮膚の構造と機能 皮膚の基本構造、生理作用
第４回 吉井　隆 皮膚用化粧品 美白化粧品、紫外線防御化粧品
第５回 吉井　隆 皮膚用化粧品 メイクアップ化粧品
第６回 岡野　由利 皮膚用化粧品 シミ、シワと化粧品
第７回 吉井　隆 その他の化粧品 毛髪、爪と化粧品、フレグランス化粧品
第８回 岡野　由利 香粧品の安全性 香粧品の安全性と評価、試験法
第９回 吉岡　隆嗣 香粧品原料 香粧品の基本的原料
第10回 吉岡　隆嗣 香粧品の剤形と製剤 化粧品の製剤
第11回 髙木　和行 香粧品の剤形と製剤 化粧品の剤形、容器、製剤技術
第12回 髙木　和行 香粧品の剤形と製剤 化粧品の物性評価、品質保証　

成績評価方法
定期試験（80点）、平常点（20点）配点内訳：出席で評価する。

教科書
特になし（プリント）

指定参考書
化粧品科学ガイド第２版　田上八朗他監修　フレグランスジャーナル社

オフィスアワー
講義終了直後

香粧品学        
6年次
前期 選択 1単位

担当教員名 教授 北河　修治 非常勤講師 吉岡　隆嗣
非常勤講師 吉井　隆 非常勤講師 岡野　由利
非常勤講師 髙木　和行 非常勤講師 田中　敏之





モデル・コアカリキュラム
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薬学教育モデル・コアカリキュラムは、
日本薬学会の許可を得て掲載しています。
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薬剤師国家試験
出題基準





 
 

薬剤師国家試験出題基準 

 

 

薬剤師国家試験出題基準（以下、「出題基準」という。）は、薬剤師国家試験

委員が試験問題を作成するうえで「妥当な出題範囲」と「ほぼ一定の問題水準」

を保つために策定される基準であり、その内容については、学術の進歩及び薬

剤師業務の変化に伴い、おおむね４年を目途に見直しを行い、薬剤師国家試験

の改善を図っていくこととされている。 

 平成１６年３月に策定された出題基準は、４年制の薬学教育課程を前提とし

たものである。平成１８年に薬学教育の修業年限が６年間となり、平成２４年

３月には、６年制課程を修了した薬学生が国家試験を受験することから、新た

な出題基準を策定すべく、医道審議会薬剤師分科会（以下、「分科会」という。）

の下に設置された薬剤師国家試験出題基準改定部会において検討を行った。 

 本出題基準は、分科会及び分科会の下に設置された薬剤師国家試験制度改善

検討部会の議論を経て、平成２１年１２月にまとめられた「新薬剤師国家試験

について」に基づき、６年制教育の基礎となった「薬学教育モデル・コアカリ

キュラム」及び「実務実習モデル・コアカリキュラム」（以下、「薬学教育モデ

ル・コアカリキュラム等」という。）の内容を基本とし、医学・薬学の進歩と

現状を踏まえて策定したものである。 

 

 

（１） 出題領域 

  出題領域については、薬剤師法施行規則（平成２２年１月一部改正）の規

定により、「物理・化学・生物」、「衛生」、「薬理」、「薬剤」、「病態・薬物治

療」、「法規・制度・倫理」及び「実務」の７領域とした。 

 

 

（２） 出題項目 

  今回の出題基準見直しの基本的考え方は、薬学教育モデル･コアカリキュ

ラム等を基本とし、医療や制度の現状を考慮し策定したものである。なお、

各領域の出題項目は、現行の出題基準の体系を参考に、必要に応じて項目間

の入れ替え等を適切に行った上で、「大項目」、「中項目」、「小項目」及び「小

項目の例示」として整理したものであり、必ずしも薬学教育モデル･コアカ

リキュラム等の記載順等に対応するものではない。また、出題項目は、あく

までも出題に際し、準拠すべき基準であって、出題がすべてこの範囲に拘束

されるものではない。 

  各領域の出題項目は、別表Ⅰ～Ⅶに示すとおりである。 
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（３） 留意事項 

① 全般的な留意事項 

・ 薬剤師として具備しなければならない基本的な知識、技能及び態度を

評価する問題とする。 

・ 高い倫理観、医療人としての教養及び医療現場で通用する実践力を確

認することに配慮する。 

・ ７領域の内容については、相互に関連していることから、具体的な問

題の作成に当たっては、重複の無いよう領域間の調整には十分な配慮が

必要である。 

・ 資格試験として過度に難解な問題は避ける。 

・ 問題の文章構成や条件設定に留意し、解答すべき選択肢の数が１つで

ない場合には、正解数を明記することを基本とする。 

・ 分野ごとに問題の難易度が偏らないことを基本とする。 

・ 可能な限り、正しいもの（又は正しいものの組合せ）を問う問題とす

る。 

・ 画像や写真等を利用した問題の出題も検討する。 

・ 各種基準などの数値は、記憶することが必須又は極めて有用な数値で

ある場合を除いて、数値そのものを問う出題はしないこととする。 

・ 各試験法を問う出題については、保健衛生上の意義が大きく、かつ、

当該領域において汎用されているもの、又は原理的に重要なもののみを

出題し、その意義、測定原理など、試験又は測定実施のために必要とさ

れる基礎的事項を問うこととする。また、専門業務において習得すべき

操作などの詳細は出題しないこととする。 

  ・ 末梢的事項や、一部の例外的事項を取り上げるような問題の出題はで

きるだけ避ける。 

 

② 必須問題及び一般問題における留意事項 

 【必須問題】 

  ・ 必須問題は、医療の担い手である薬剤師として特に必要不可欠な基本

的資質を確認するものであることにかんがみ、各領域における基礎的な

内容を問うものとする。 

  ・ 五肢択一形式で問うことを基本とする。なお、正しい設問肢の組合せ

を問う形式や、設問肢の正誤の組合せを問う形式はとらない。 

 

 【一般問題】 

・ 一般問題は、薬剤師が直面する一般的課題を解釈・解決するための資

質を確認するものであることにかんがみ、一般問題（薬学理論問題）は

各領域における技能・態度を含む薬学の理論に基づいた問題となるよう
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留意する。 

・ 一般問題（薬学実践問題）は、医療や公衆衛生等の実務において直面

する一般的課題を解決するための基礎力、実践力及び総合力を確認する

ため、症例、事例を挙げる等、実践に則した問題となるよう留意する。 

 

③ 各領域における留意事項 

【物理・化学・生物】 

・ 「物理」は、医薬品・生体分子を理解する上で必要な物理化学的・分

析化学的な考え方が身についているかどうかを問うことに重点を置いた

問題を中心に出題する。 

・ 「化学」は、「医薬品の性質を理解すること」を主題とし、有機化合物

としての医薬品の物性、反応性及び分子レベルでの医薬品の作用機序等

に関する基礎の理解と、基本的な知識を複数組み合わせた応用力を問う

問題を中心に出題する。 

・ 「生物」は、生体の構造、機能及び生体成分の代謝などに関する基礎

的知識を問う問題を中心に出題する。また感染症の病原体、免疫のしく

みなどに関する基礎的知識を問う問題を出題する。 

・ また、物理、化学及び生物それぞれの問題数が偏らないように留意し

て出題する。 

 

【衛生】 

・ 「衛生」は、衛生化学・公衆衛生学を中心とし、栄養化学、環境科学、

毒性学、環境微生物学、疫学及び生態学などの基礎的知識について出題

する。 

・ 衛生関係法規として、食品衛生法、感染症の予防及び感染症の患者に

関する医療に関する法律、予防接種法、健康増進法、化学物質の審査及

び製造等の規制に関する法律、有害物質を含有する家庭用品の規制に関

する法律、特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促

進に関する法律、環境基本法その他環境保全に係る法規、及び学校保健

安全法については、「衛生」において出題する。 

・ 医薬品の体内動態は原則として「薬剤」で出題されるが、薬毒物を含

む代表的な有害化学物質の体内動態は「衛生」において出題する。また、

栄養化学については、構造等の基本的知識は原則として「物理・化学・

生物」において、その栄養学的内容は「衛生」において出題する。 

 

【薬理】 

 ・ 「薬理」は、薬理作用や作用機序に関する出題を中心として出題する。 

・ 臨床適用時の副作用・相互作用や剤形が問題となる場合を除いて、薬

物名は塩等を付さない薬物本体のみを表記することを基本とする。 
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【薬剤】 

・ 「薬剤」は、薬物の体内動態及び製剤に関する基礎的知識を問う問題

とする。また、これらの問題数が偏らないように留意して出題する。 

 

【病態・薬物治療】 

・ 「病態・薬物治療」は、患者の病態生理を理解し、適正かつ安全な薬

物治療法の遂行等のために必要な知識を問うこととし、代表的な疾患の

病態生理、適切な治療薬の選択、使用上の注意等について出題する。 

・ また、臨床検査の基礎知識等を含めた問題も出題する。 

・ 治療薬の薬理作用や作用機序に関しては「薬理」において出題するこ

とを基本とする。 

 

 

【法規・制度・倫理】 

・ 「法規・制度・倫理」は、薬剤師としての業務を遂行するに際して必

要な法的知識及びこれらの関連する各種の制度並びに医療の担い手とし

ての任務を遂行するために保持すべき倫理規範的知識や態度について問

う問題を出題する。 

・ 法律などに照らして薬剤師の行動等の適正性を問うような問題も出題

する。 

・ 法規制の原則又は例外に焦点を当てた問題を出題する場合には、場面

設定を行うなど、原則を問う問題か、例外を問う問題かが明確になるよ

う配慮する。 

・ 法令、制度の新設や改正内容に関する設問は、当該法令等の改正内容

が周知されるまでの間は、原則として出題しないものとする。 

・ 法律のうち、衛生領域で出題される法規は原則として出題しないもの

とする。 

 

【実務】 

 ・ 「実務」は、医療や公衆衛生等に携わる薬剤師の業務に関する基礎的

及び実践的な知識、技能及び態度を問う問題を出題する。 

・ 「実務」は、薬剤師が、医薬品を一商品としてではなく、生命と関連

性が高いものであることを常に意識し、患者を支援し、副作用の早期発

見・発生防止に努めることを含め、医薬品の安全性と有効性の確保のた

めに薬の専門家として業務に携わるべきことを理解しているかを問うこ

ととする。 

・ また、患者の希望に沿った医療に貢献できるよう人間関係の必要性を

理解し、薬物の適正使用のための情報提供ができるかなどを問う問題を
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出題することとする。 

・ 実践に即した問題抽出・解決能力を確認する観点から、実践の場で取

り得る解答肢の中から最も適切なものを選択する問題も出題する。 

・ 「実務」は、他領域すべてと関連することから、重複のないよう領域

間の調整には十分な配慮が必要となる。 

 

 

（４） 適用時期と次回改定 

  新出題基準については、平成２４年に施行される薬剤師国家試験（第９７

回）から適用する。また、出題基準については、おおむね４年を目途に改定

されるべきものとされているところであるが、薬学教育モデル･コアカリキ

ュラム等薬学教育の見直しの動向を勘案しながら、改定作業を行う必要があ

る。 
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【
別

表
Ⅰ
　
物
理
・
化
学
・
生
物
】

物
質

の
物

理
的

性
質

物
質

の
構

造
化
学
結
合

化
学
結
合
の
成
り
立
ち

軌
道
の
混
成

分
子
軌
道
の
基
本
概
念

共
役
や
共
鳴
の
概
念

分
子
間
相
互
作
用

静
電
相
互
作
用

フ
ァ
ン
デ
ル
ワ
ー
ル
ス
力

双
極
子
間
相
互
作
用

分
散
力

水
素
結
合

電
荷
移
動

疎
水
性
相
互
作
用

原
子
・
分
子

電
磁
波
の
性
質
、
物
質
と
の
相
互
作
用

分
子
の
振
動
、
回
転
、
電
子
遷
移

ス
ピ
ン
と
そ
の
磁
気
共
鳴

分
子
の
分
極
と
双
極
子
モ
ー
メ
ン
ト

偏
光
、
旋
光
性

散
乱
、
干
渉

結
晶
構
造
と
回
折
現
象

放
射
線
と
放
射
能

原
子
の
構
造
と
放
射
壊
変

電
離
放
射
線
の
種
類
、
そ
れ
ら
の
物
質
と
の
相
互
作

用

代
表
的
な
放
射
性
核
種
の
物
理
的
性
質

核
反
応
、
放
射
平
衡

放
射
線
の
測
定
原
理

物
質

の
状

態
Ⅰ

総
論

フ
ァ
ン
デ
ル
ワ
ー
ル
ス
の
状
態
方
程
式

気
体
の
分
子
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係

エ
ネ
ル

ギ
ー
の

量
子

化
と
ボ
ル
ツ
マ
ン
分
布

エ
ネ
ル

ギ
ー

系
、
外

界
、
境

界

状
態
関
数
の
種
類
と
特
徴

仕
事
・
熱
の
概
念

定
容
熱
容
量
、
定
圧
熱
容
量

熱
力
学
第
一
法
則
（
式
を
用
い
た
説
明
）

代
表
的
な
過
程
（
変
化
）
に
お
け
る
熱
と
仕
事

小
項

目
の

例
示

小
項

目
中

項
目

大
項

目
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エ
ン
タ
ル
ピ
ー

代
表
的
な
物
理
変
化
、
化
学
変
化
に
伴
う
標
準
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
変
化

標
準
生
成
エ
ン
タ
ル
ピ
ー

自
発
的
な
変
化

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

熱
力
学
第
二
法
則

代
表
的
な
物
理
変
化
、
化
学
変
化
に
伴
う
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
変
化

熱
力
学
第
三
法
則

自
由

エ
ネ
ル

ギ
ー

自
発
的
な
変
化
の
方
向

自
由
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
圧
力
と
温
度
に
よ
る
変
化
（
式
を
用
い
た
説
明
）

自
由
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
平
衡
定
数
の
温
度
依
存
性
（
va
n
't
H
o
ff
の
式
）

物
質

の
状

態
Ⅱ

物
理
平
衡

相
変
化
に
伴
う
熱
の
移
動
（
C
la
u
si
u
s-
C
la
pe
yr
o
n
の

式
な
ど
）

相
平
衡
と
相
律

代
表
的
な
状
態
図
（
一
成
分
系
、
二
成
分
系
、
三
成
分
系
相
図
）

物
質
の
溶
解
平
衡

溶
液
の
束
一
的
性
質
（
浸
透
圧
、
沸
点
上
昇
、
凝
固
点
降
下
な
ど
）

界
面
に
お
け
る
平
衡

吸
着
平
衡

分
配
平
衡

溶
液
の
化
学

化
学
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

活
量
と
活
量
係
数

平
衡
と
化
学
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
関
係

電
解
質
の
モ
ル
伝
導
度
の
濃
度
変
化

イ
オ
ン
の
輸
率
と
移
動
度

イ
オ
ン
強
度

電
解
質
の
活
量
係
数
の
濃
度
依
存
性
（
D
e
by
e
-
H
u
c
ke
lの

式
）

電
気
化
学

代
表
的
な
化
学
電
池
の
種
類
、
そ
の
構
成

標
準
電
極
電
位

起
電

力
と
標
準

自
由

エ
ネ
ル
ギ
ー
変

化
の

関
係

N
e
rn
st
の
式
の
誘
導

濃
淡
電
池

膜
電
位
と
能
動
輸
送

物
質

の
変

化
反
応
速
度

反
応
次
数
と
速
度
定
数
(微

分
型
速
度
式
と
積
分
型
速

度
式
）

代
表
的
な
反
応
次
数
の
決
定
法

代
表
的
な
（
擬
）
一
次
反
応
の
速
度
定
数

代
表
的
な
複
合
反
応
（
可
逆
反
応
、
平
行
反
応
、
連
続

反
応
な
ど
）
の
特
徴
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反
応
速
度
と
温
度
と
の
関
係
（
A
rr
h
e
n
iu
sの

式
）

衝
突
理
論

遷
移
状
態
理
論

代
表
的
な
触
媒
反
応
（
酸
・
塩
基
触
媒
反
応
な
ど
）

物
質
の
移
動

拡
散
、
溶
解
速
度

沈
降
現
象

流
動
現
象
、
粘
度

化
学

物
質

の
分

析
化

学
平

衡
酸
と
塩
基

水
溶
液
中
で
の
酸
・
塩
基
平
衡

水
素
イ
オ
ン
の
濃
度

ｐ
Ｈ
の
計
算

緩
衝
作
用

代
表
的
な
緩
衝
液
の
特
徴
と
そ
の
調
製
法

化
合
物
の
pH

に
よ
る
化
学
種
と
そ
の
濃
度
の
変
化

各
種
の
化
学
平
衡

錯
体
・
キ
レ
ー
ト
生
成
平
衡

沈
殿
平
衡
（
溶
解
度
と
溶
解
度
積
）

酸
化
還
元
電
位

酸
化
還
元
平
衡

分
配
平
衡

イ
オ
ン
交
換

化
学

物
質

の
定

性
と
定

量
定
性
試
験

代
表
的
な
定
性
反
応

日
本
薬
局
方
収
載
の
代
表
的
な
医
薬
品
の
確
認
試

験
と
そ
の
内
容

日
本
薬
局
方
収
載
の
代
表
的
な
医
薬
品
の
純
度
試

験
と
そ
の
内
容

定
量
の
基
礎

実
験
値
の
統
計
処
理

医
薬
品
分
析
法
の
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン

日
本
薬
局
方
収
載
の
重
量
分
析
法
の
原
理
、
操
作
法

日
本
薬
局
方
収
載
の
容
量
分
析
法

日
本
薬
局
方
収
載
の
生
物
学
的
定
量
法
の
特
徴

容
量
分
析

中
和
滴
定
の
原
理
、
操
作
法
、
応
用

非
水
滴
定
の
原
理
、
操
作
法
、
応
用

キ
レ
ー
ト
滴
定
の
原
理
、
操
作
法
、
応
用

沈
殿
滴
定
の
原
理
、
操
作
法
、
応
用

酸
化
還
元
滴
定
の
原
理
、
操
作
法
、
応
用

電
気
滴
定
（
電
位
差
滴
定
、
電
気
伝
導
度
滴
定
な
ど
）
の
原
理
、
操
作
法
、
応
用

代
表
的
な
医
薬
品
の
容
量
分
析

金
属
元
素
の
分
析

原
子
吸
光
光
度
法
の
原
理
、
操
作
法
、
応
用

発
光
分
析
法
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ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
種
類
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
分

離
機
構

ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
分
離
分
析

光
学
異
性
体
の
分
離
分
析
法

薄
層
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

分
析

技
術

の
臨

床
応

用
分
析
の
準
備

生
体
試
料
の
前
処
理

臨
床
分
析
に
お
け
る
精
度
管
理
、
標
準
物
質

分
析
技
術

臨
床
分
析
の
分
野
で
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
分
析
法

免
疫
反
応
を
用
い
た
分
析
法
の
原
理
、
実
施
法
、
応

用

酵
素
反
応
を
利
用
し
た
分
析

電
気
泳
動
法

代
表
的
な
セ
ン
サ
ー
、
原
理
、
応
用

代
表
的
な
ド
ラ
イ
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー

代
表
的
な
画
像
診
断
技
術
（
X
線
検
査
、
C
T
ス
キ
ャ
ン
、
M
R
I、
超
音
波
、
核
医
学
検
査
な
ど
）

画
像
診
断
薬
（
造
影
剤
、
放
射
性
医
薬
品
な
ど
）

薬
学
領
域
で
繁
用
さ
れ
る
そ
の
他
の
分
析
技
術
（
バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
な
ど
）

薬
毒
物
の
分
析

薬
物
中
毒
に
お
け
る
生
体
試
料
の
取
扱
い

代
表
的
な
中
毒
原
因
物
質
（
乱
用
薬
物
を
除
く
）
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法

中
毒
原
因
物
質
の
分
析

生
体

分
子

の
構

造
生

体
分

子
の

解
析

法
分
光
分
析
法

紫
外
可
視
吸
光
度
測
定
法
の
原
理
、
応
用

蛍
光
光
度
法
の
原
理
、
応
用

赤
外
・
ラ
マ
ン
分
光
ス
ペ
ク
ト
ル
の
原
理
、
応
用

電
子
ス
ピ
ン
共
鳴
（
E
S
R
)ス

ペ
ク
ト
ル
測
定
法
の
原
理

、
応
用

旋
光
度
測
定
法
（
旋
光
分
散
）
、
円
偏
光
二
色
性
測
定

法
の
原
理
、
応
用

核
磁
気
共
鳴
ス
ペ
ク
ト
ル

核
磁
気
共
鳴
ス
ペ
ク
ト
ル
測
定
法
の
原
理
、
応
用

質
量
分
析

質
量
分
析
計
の
種
類
、
質
量
分
析
法

質
量
分
析
の
応
用

Ｘ
線
結
晶
解
析

X
線
結
晶
解
析
の
原
理
、
応
用

相
互
作
用
の
解
析
法

生
体
分
子
間
相
互
作
用
の
解
析
法

立
体
構
造

生
体
分
子
（
タ
ン
パ
ク
質
、
核
酸
、
脂
質
な
ど
）
の
立
体

構
造

タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
の
自
由
度

タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
を
規
定
す
る
因
子
（
疎
水
性

相
互
作
用
、
静
電
相
互
作
用
、
水
素
結
合
な
ど
）

タ
ン
パ
ク
質
の
折
り
た
た
み
過
程

核
酸
の
立
体
構
造
を
規
定
す
る
相
互
作
用

生
体
膜
の
立
体
構
造
を
規
定
す
る
相
互
作
用

生
体

分
子

の
立

体
構

造
と
相

互
作

用
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相
互
作
用

鍵
と
鍵
穴
モ
デ
ル
、
誘
導
適
合
モ
デ
ル

転
写
・
翻
訳
、
シ
グ
ナ
ル
伝
達
に
お
け
る
代
表
的
な
生

体
分
子
間
相
互
作
用

脂
質
の
水
中
に
お
け
る
分
子
集
合
構
造
（
膜
、
ミ
セ
ル

、
膜
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
）

生
体
高
分
子
と
医
薬
品
の
相
互
作
用
に
お
け
る
立
体
構
造
的
要
因
の
重
要
性

化
学

物
質

の
性

質
と
反

応
化

学
物

質
の

基
本

的
性

質
化
学
物
質
の
基
本
事
項

基
本
的
な
化
合
物
の
命
名
、
ル
イ
ス
構
造
式

薬
学
領
域
で
用
い
ら
れ
る
代
表
的
化
合
物
の
慣
用
名

・
IU
P
A
C
命
名
法

有
機
化
合
物
の
性
質
に
及
ぼ
す
共
鳴
の
影
響

有
機
反
応
に
お
け
る
結
合
の
開
裂
と
生
成
の
様
式

基
本
的
な
有
機
反
応
（
置
換
、
付
加
、
脱
離
、
転
位
）
の
特
徴

ル
イ
ス
酸
・
塩
基
の
定
義

炭
素
原
子
を
含
む
反
応
中
間
体
（
カ
ル
ボ
カ
チ
オ
ン
、
カ
ル
バ
ニ
オ
ン
、
ラ
ジ
カ
ル
、
カ
ル
ベ
ン
）
の
構
造
、
性
質

反
応

の
進
行

（
エ
ネ
ル

ギ
ー
図
）

反
応
機
構
（
電
子
の
動
き
）

有
機
化
合
物
の
立
体
構
造

構
造
異
性
体
と
立
体
異
性
体

キ
ラ
リ
テ
ィ
ー
と
光
学
活
性

キ
ラ
リ
テ
ィ
ー
と
薬
理
活
性

エ
ナ
ン
チ
オ
マ
ー
と
ジ
ア
ス
テ
レ
オ
マ
ー

ラ
セ
ミ
体
と
メ
ソ
化
合
物

立
体
配
置
の
表
示
法

F
is
c
h
e
r投

影
式
と
N
e
w
m
an

投
影
式
を
用
い
た
有
機
化
合
物
の
構
造

エ
タ
ン
、
ブ
タ
ン
の
立
体
配
座
と
安
定
性

無
機
化
合
物

代
表
的
な
典
型
元
素
、
そ
の
特
徴

代
表
的
な
遷
移
元
素
、
そ
の
特
徴

窒
素
酸
化
物
の
名
称
、
構
造
、
性
質

イ
オ
ウ
、
リ
ン
、
ハ
ロ
ゲ
ン
の
酸
化
物
、
オ
キ
ソ
化
合
物

の
名

称
、
構

造
、
性

質

代
表
的
な
無
機
医
薬
品

錯
体

代
表
的
な
錯
体
の
名
称
、
構
造
、
基
本
的
性
質

配
位
結
合

代
表
的
な
ド
ナ
ー
原
子
、
配
位
基
、
キ
レ
ー
ト
試
薬

錯
体
の
安
定
度
定
数

錯
体
の
安
定
性
に
与
え
る
配
位
子
の
構
造
的
要
素
（
キ
レ
ー
ト
効
果
）

錯
体
の
反
応
性

医
薬
品
と
し
て
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
錯
体

有
機

化
合

物
の

骨
格

ア
ル
カ
ン

基
本
的
な
炭
化
水
素
・
ア
ル
キ
ル
基
の
IU
P
A
C
の
規

則
に
従
っ
た
命
名

ア
ル
カ
ン
の
基
本
的
な
物
性

ア
ル
カ
ン
の
構
造
異
性
体
の
図
示
、
数
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シ
ク

ロ
ア

ル
カ

ン
の

環
の

歪
み

を
決

定
す

る
要

因

シ
ク

ロ
ヘ

キ
サ

ン
の

い
す

形
配

座
と

舟
形

配
座

シ
ク

ロ
ヘ

キ
サ

ン
の

い
す

形
配

座
に

お
け

る
水

素
の

結
合

方
向

（
ア

キ
シ

ア
ル

、
エ

ク
ア

ト
リ

ア
ル

）

置
換

シ
ク

ロ
ヘ

キ
サ

ン
の

安
定

な
立

体
配

座
を

決
定

す
る

要
因

ア
ル

ケ
ン

・
ア

ル
キ

ン
の

反
応

性
ア

ル
ケ

ン
へ

の
代

表
的

な
シ

ン
型

付
加

反
応

、
反

応
機

構

ア
ル

ケ
ン

へ
の

臭
素

の
付

加
反

応
の

機
構

、
反

応
の

立
体

特
異

性

ア
ル

ケ
ン

へ
の

ハ
ロ

ゲ
ン

化
水

素
の

付
加

反
応

の
位

置
選

択
性

（
M

ar
ko

vn
ik

o
v 

則
）

カ
ル

ボ
カ

チ
オ

ン
の

級
数

と
安

定
性

共
役

ジ
エ

ン
へ

の
ハ

ロ
ゲ

ン
の

付
加

反
応

の
特

徴

ア
ル

ケ
ン

の
酸

化
的

開
裂

反
応

、
構

造
解

析
へ

の
応

用

ア
ル

キ
ン

の
代

表
的

な
反

応

芳
香

族
化

合
物

の
反

応
性

代
表

的
な

芳
香

族
化

合
物

の
物

性
と

反
応

性

芳
香

族
性

（
H

ü
c
ke

l則
）

芳
香

族
化

合
物

の
求

電
子

置
換

反
応

の
機

構

芳
香

族
化

合
物

の
求

電
子

置
換

反
応

の
反

応
性

・
配

向
性

に
及

ぼ
す

置
換

基
の

効
果

芳
香

族
化

合
物

の
代

表
的

な
求

核
置

換
反

応

官
能

基
官

能
基

の
基

本
事

項
代

表
的

な
官

能
基

、
個

々
の

官
能

基
を

有
す

る
化

合
物

の
命

名

複
数

の
官

能
基

を
有

す
る

化
合

物
の

命
名

生
体

内
高

分
子

と
薬

物
の

相
互

作
用

に
お

け
る

各
官

能
基

の
役

割

代
表

的
な

官
能

基
の

定
性

試
験

官
能

基
の

性
質

を
利

用
し

た
分

離
精

製

日
常

生
活

で
用

い
ら

れ
る

化
学

物
質

有
機

ハ
ロ

ゲ
ン

化
合

物
有

機
ハ

ロ
ゲ

ン
化

合
物

の
代

表
的

な
性

質
と

反
応

求
核

置
換

反
応

（
S
N

1
、

S
N

2
反

応
）
の

機
構

、
立

体
化

学

ハ
ロ

ゲ
ン

化
ア

ル
キ

ル
の

脱
ハ

ロ
ゲ

ン
化

水
素

の
機

構
、

反
応

の
位

置
選

択
性

（
S
ay

tz
e
ff
則

）

ア
ル

コ
ー

ル
・
フ

ェ
ノ

ー
ル

・
チ

オ
ー

ル
ア

ル
コ

ー
ル

類
の

代
表

的
な

性
質

と
反

応

フ
ェ

ノ
ー

ル
類

の
代

表
的

な
性

質
と

反
応

フ
ェ

ノ
ー

ル
類

、
チ

オ
ー

ル
類

の
抗

酸
化

作
用

エ
ー

テ
ル

エ
ー

テ
ル

類
の

代
表

的
な

性
質

と
反

応

オ
キ

シ
ラ

ン
類

の
開

環
反

応
に

お
け

る
立

体
特

異
性

と
位

置
選

択
性

ア
ル

デ
ヒ

ド
・
ケ

ト
ン

・
カ

ル
ボ

ン
酸

ア
ル

デ
ヒ

ド
類

お
よ

び
ケ

ト
ン

類
の

性
質

と
代

表
的

な
求

核
付

加
反

応

カ
ル

ボ
ン

酸
の

代
表

的
な

性
質

と
反

応

カ
ル

ボ
ン

酸
誘

導
体

（
酸

ハ
ロ

ゲ
ン

化
物

、
酸

無
水

物
、

エ
ス

テ
ル

、
ア

ミ
ド

、
ニ

ト
リ

ル
）
の

代
表

的
な

性
質

と
反

応

ア
ミ

ン
ア

ミ
ン

類
の

代
表

的
な

性
質

と
反

応

代
表

的
な

生
体

内
ア

ミ
ン

、
構

造
式

官
能

基
の

酸
性

度
・
塩

基
性

度
ア

ル
コ

ー
ル

、
チ

オ
ー

ル
、

フ
ェ

ノ
ー

ル
、

カ
ル

ボ
ン

酸
な

ど
の

酸
性

度
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ア
ル
コ
ー
ル
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
カ
ル
ボ
ン
酸
、
お
よ
び
そ
の
誘
導
体
の
酸
性
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
因
子

含
窒
素
化
合
物
の
塩
基
性
度

化
学

物
質

の
構

造
決

定
各
機
器
分
析
法
の
特
徴

化
学
物
質
の
構
造
決
定
に
用
い
ら
れ
る
機
器
分
析
法

の
特
徴

1
Ｈ
　
Ｎ
Ｍ
Ｒ

N
M
R
ス
ペ
ク
ト
ル
の
概
要
と
測
定
法

化
学
シ
フ
ト
に
及
ぼ
す
構
造
的
要
因

有
機
化
合
物
中
の
代
表
的
水
素
原
子
の
化
学
シ
フ
ト
値

重
水
添
加
に
よ
る
重
水
素
置
換

1
H
N
M
R
の
積
分
値

1
H
N
M
R
シ
グ
ナ
ル
の
分
裂
様
式

1
H
N
M
R
の

ス
ピ
ン
結
合
定
数
か
ら
得
ら
れ
る
情
報

代
表
的
化
合
物
の
部
分
構
造
の
1
H
N
M
R
に
よ
る
決

定

1
3
Ｃ
　
Ｎ
Ｍ
Ｒ

1
3
C
N
M
R
の
測
定
に
よ
り
得
ら
れ
る
情
報

代
表
的
な
構
造
中
の
炭
素
に
関
す
る
お
お
よ
そ
の
化

学
シ
フ
ト
値

ＩＲ
　
ス
ペ
ク
ト
ル

IR
ス
ペ
ク
ト
ル
の
概
要
と
測
定
法

IR
ス
ペ
ク
ト
ル
上
の
基
本
的
な
官
能
基
の
特
性
吸
収

の
帰
属

紫
外
可
視
吸
光
ス
ペ
ク
ト
ル

化
学
物
質
の
構
造
決
定
に
お
け
る
紫
外
可
視
吸
収
ス
ペ
ク
ト
ル
の
役
割

マ
ス
ス
ペ
ク
ト
ル

マ
ス
ス
ペ
ク
ト
ル

の
概

要
と
測

定
法

イ
オ
ン
化
の
方
法

ピ
ー
ク
の
種
類
（
基
準
ピ
ー
ク
、
分
子
イ
オ
ン
ピ
ー
ク
、
同
位

体
ピ
ー
ク
、
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
ピ
ー
ク
）

塩
素
原
子
や
臭
素
原
子
を
含
む
化
合
物
の
マ
ス
ス
ペ
ク
ト
ル

代
表
的
な
フ
ラ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

高
分

解
能

マ
ス
ス
ペ
ク
ト
ル
に
お
け
る
分
子
式
の
決
定
法

基
本

的
な
化

合
物

の
マ
ス
ス
ペ
ク
ト
ル

解
析

比
旋
光
度

比
旋
光
度
測
定
法
の
概
略

実
測
値
を
用
い
る
比
旋
光
度
の
計
算

比
旋
光
度
と
絶
対
配
置
の
関
係

旋
光
分
散
と
円
二
色
性
の
概
略

構
造
決
定

代
表
的
な
機
器
分
析
法
に
よ
る
基
本
的
化
合
物
の
構

造
決
定

タ
ー
ゲ
ッ
ト
分

子
の

合
成

官
能

基
の

導
入

・
変

換
ア
ル
ケ
ン
の
代
表
的
な
合
成
法

ア
ル
キ
ン
の
代
表
的
な
合
成
法

有
機
ハ
ロ
ゲ
ン
化
合
物
の
代
表
的
な
合
成
法

ア
ル
コ
ー
ル
の
代
表
的
な
合
成
法

フ
ェ
ノ
ー
ル
の
代
表
的
な
合
成
法

エ
ー
テ
ル
の
代
表
的
な
合
成
法

ア
ル
デ
ヒ
ド
お
よ
び
ケ
ト
ン
の
代
表
的
な
合
成
法

カ
ル
ボ
ン
酸
の
代
表
的
な
合
成
法
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カ
ル
ボ
ン
酸
誘
導
体
（
エ
ス
テ
ル
、
ア
ミ
ド
、
ニ
ト
リ
ル
、
酸
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
、
酸
無
水
物
）
の
代
表
的
な
合
成
法

ア
ミ
ン
の
代
表
的
な
合
成
法

代
表
的
な
官
能
基
選
択
的
反
応

代
表
的
な
官
能
基
の
他
の
官
能
基
へ
の
変
換

複
雑

な
化

合
物

の
合

成
炭
素
骨
格
の
構
築
法

D
ie
ls
-
A
ld
e
r反

応
の
特
徴

転
位
反
応
を
用
い
た
代
表
的
な
炭
素
骨
格
の
構
築
法

代
表
的
な
炭
素
酸
の
pK

aと
反
応
性

代
表
的
な
炭
素
-
炭
素
結
合
生
成
反
応

位
置
お
よ
び
立
体
選
択
性

代
表
的
な
位
置
選
択
的
反
応

代
表
的
な
立
体
選
択
的
反
応

保
護
基

代
表
的
な
保
護
基

光
学
活
性
化
合
物

光
学
活
性
化
合
物
を
得
る
た
め
の
代
表
的
な
手
法
（
光
学
分
割
、
不
斉
合
成
な
ど
）

目
的
化
合
物
の
合
成

医
薬
品
の
合
成
法

反
応
廃
液
の
処
理
法

生
体

分
子

・
医

薬
品

の
化

学
生

体
分

子
の

コ
ア
と
パ

ー
ツ

生
体
分
子
の
化
学
構
造

タ
ン
パ
ク
質
の
高
次
構
造
を
規
定
す
る
結
合

糖
類
お
よ
び
多
糖
類
の
化
学
構
造

糖
と
タ
ン
パ
ク
質
の
代
表
的
な
結
合
様
式

核
酸
の
立
体
構
造
を
規
定
す
る
化
学
結
合
、
相
互
作
用

生
体
膜
を
構
成
す
る
脂
質
の
化
学
構
造

生
体
内
で
機
能
す
る
複
素
環

生
体
内
に
存
在
す
る
代
表
的
な
複
素
環
化
合
物
の
化

学
構
造

核
酸
塩
基
、
ヌ
ク
レ
オ
シ
ド
、
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
の
化
学
構

造

複
素
環
を
含
む
代
表
的
な
補
酵
素
（
フ
ラ
ビ
ン
、
N
A
D
、
チ
ア
ミ
ン
、
ピ
リ
ド
キ
サ
ー
ル
、
葉
酸
な
ど
）

生
体
内
に
存
在
す
る
代
表
的
な
金
属
イ
オ
ン
お
よ
び
錯
体
の
機
能

活
性
酸
素
の
構
造
、
電
子
配
置
と
性
質

一
酸
化
窒
素
の
電
子
配
置
と
性
質

化
学
か
ら
観
る
生
体
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

代
表
的
な
酵
素
の
基
質
結
合
部
位
が
有
す
る
構
造
上
の
特
徴

代
表
的
な
酵
素
（
キ
モ
ト
リ
プ
シ
ン
、
リ
ボ
ヌ
ク
レ
ア
ー
ゼ
な
ど
）
の
作
用
機
構

タ
ン
パ
ク
質
リ
ン
酸
化
に
お
け
る
A
T
P
の
化
学
的
役
割

医
薬

品
の

コ
ア
と
パ

ー
ツ

医
薬
品
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

代
表
的
な
医
薬
品
の
コ
ア
構
造
（
フ
ァ
ー
マ
コ
フ
ォ
ア
）
、
名
称
、
分
類

医
薬
品
に
含
ま
れ
る
代
表
的
な
官
能
基
の
性
質
に
基

づ
く
分
類
、
医
薬
品
の
効
果
と
の
関
連

医
薬
品
に
含
ま
れ
る
複
素
環

医
薬
品
と
し
て
複
素
環
化
合
物
が
繁
用
さ
れ
る
根
拠

医
薬
品
に
含
ま
れ
る
代
表
的
な
複
素
環
化
合
物

代
表
的
な
芳
香
族
複
素
環
化
合
物
の
性
質

代
表
的
芳
香
族
複
素
環
の
求
電
子
試
薬
に
対
す
る
反
応
性

代
表
的
芳
香
族
複
素
環
の
求
核
試
薬
に
対
す
る
反
応
性

医
薬
品
と
生
体
高
分
子

生
体
高
分
子
と
非
共
有
結
合
的
に
相
互
作
用
し
う
る
官
能
基

生
体
内
で
機
能
す
る
錯
体
・
無
機
化

合
物
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生
体
高
分
子
と
共
有
結
合
で
相
互
作
用
し
う
る
官
能

基

物
質
の
立
体
構
造
の
表
示

代
表
的
医
薬
品
の
構
造
と
作
用
機
序

生
体
分
子
を
模
倣
し
た
医
薬
品

カ
テ
コ
ー
ル
ア
ミ
ン
ア
ナ
ロ
グ
の
医
薬
品

ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
ア
ナ
ロ
グ
の
医
薬
品

ス
テ
ロ
イ
ド
ア
ナ
ロ
グ
の
医
薬
品

核
酸
ア
ナ
ロ
グ
の
医
薬
品

ペ
プ
チ
ド
ア
ナ
ロ
グ
の
医
薬
品

生
体
内
分
子
と
反
応
す
る
医
薬
品

ア
ル
キ
ル
化
剤
と
D
N
A
塩
基
の
反
応

イ
ン
タ
ー
カ
レ
ー
タ
ー
の
作
用
機
序

β
-
ラ
ク
タ
ム
を
持
つ
医
薬
品
の
作
用
機
序

天
然

物
由

来
薬

物
薬

に
な
る
動

植
鉱

物
生
薬
と
は
何
か

代
表
的
な
生
薬
、
そ
の
特
徴

生
薬
の
歴
史

生
薬
の
生
産
と
流
通

薬
用
植
物

代
表
的
な
薬
用
植
物
の
形
態

代
表
的
な
薬
用
植
物
の
学
名
、
薬
用
部
位
、
薬
効
な
ど

代
表
的
な
生
薬
の
産
地
と
基
原
植
物
の
関
係

代
表
的
な
薬
用
植
物
の
形
態
の
鑑
別

代
表
的
な
薬
用
植
物
に
含
有
さ
れ
る
薬
効
成
分

植
物
以
外
の
医
薬
資
源

動
物
、
鉱
物
由
来
の
医
薬
品

生
薬
成
分
の
構
造
と
生
合
成

代
表
的
な
生
薬
成
分
の
化
学
構
造
に
基
づ
く
分
類
、
そ
れ
ら
の
生
合
成
経
路

代
表
的
な
テ
ル
ペ
ノ
イ
ド
の
構
造
と
生
合
成
経
路
、
そ
れ
ら
を
含
む
生
薬
と
そ
の
基
原
植
物

代
表
的
な
強
心
配
糖
体
の
構
造
と
生
合
成
経
路
、
そ
れ
ら
を
含
む
生
薬
と
そ
の
基
原
植
物

代
表
的
な
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
の
構
造
と
生
合
成
経
路
、
そ
れ
ら
を
含
む
生
薬
と
そ
の
基
原
植
物

代
表
的
な
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
の
構
造
と
生
合
成
経
路
、
そ
れ
ら
を
含
む
生
薬
と
そ
の
基
原
植
物

代
表
的
な
フ
ェ
ニ
ル
プ
ロ
パ
ノ
イ
ド
の
構
造
と
生
合
成

経
路
、
そ
れ
ら
を
含
む
生
薬
と
そ
の
基
原
植
物

代
表
的
な
ポ
リ
ケ
チ
ド
の
構
造
と
生
合
成
経
路
、
そ
れ

ら
を
含
む
生
薬
と
そ
の
基
原
植
物

農
薬
、
香
粧
品
、
保
健
機
能
食
品

天
然
物
質
の
農
薬
、
香
粧
品
、
保
健
機
能
食
品
な
ど
の
原
料
と
し
て
の
有
用
性

生
薬
の
同
定
と
品
質
評
価

日
本
薬
局
方
の
生
薬
総
則
お
よ
び
生
薬
試
験
法

代
表
的
な
生
薬
の
鑑
別

代
表
的
な
生
薬
の
確
認
試
験

代
表
的
な
生
薬
の
純
度
試
験

生
薬
の
同
定
と
品
質
評
価
法

薬
の

宝
庫

と
し
て
の

天
然

物
医
薬
品
シ
ー
ズ
の
探
索

医
薬
品
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
天
然
有
機
化
合
物
、
そ
の
誘
導
体

シ
ー
ズ
の
探
索
に
貢
献
し
て
き
た
伝
統
医
学
、
民
族
薬

物
学

医
薬
原
料
と
し
て
の
天
然
物
質
の
資
源
確
保
に
関
す
る
問
題
点
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天
然
物
質
の
取
扱
い

天
然
物
質
の
代
表
的
な
抽
出
法
、
分
離
精
製
法

代
表
的
な
天
然
有
機
化
合
物
の
構
造
決
定
法

微
生
物
が
生
み
出
す
医
薬
品

抗
生
物
質
、
化
学
構
造
に
基
づ
く
分
類

発
酵
に
よ
る
医
薬
品
の
生
産

微
生
物
に
よ
る
抗
生
物
質
（
ペ
ニ
シ
リ
ン
、
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
な
ど
）
生
産
過
程

発
酵
に
よ
る
有
用
物
質
の
生
産

微
生
物
の
生
産
す
る
代
表
的
な
糖
質
、
酵
素
、
利
用

法

医
薬

品
の

開
発

と
生

産
リ
ー
ド
化

合
物

の
創

製
と
最

適
化

医
薬
品
創
製
の
歴
史

古
典
的
な
医
薬
品
開
発
か
ら
理
論
的
な
創
薬
へ
の
歴

史

標
的
生
体
分
子
と
の
相
互
作
用

医
薬
品
開
発
の
標
的
と
な
る
代
表
的
な
生
体
分
子

医
薬
品
と
標
的
生
体
分
子
の
相
互
作
用

立
体
異
性
体
と
生
物
活
性

医
薬
品
の
構
造
と
ア
ゴ
ニ
ス
ト
・
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
活
性

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
対
象
と
な
る
化
合
物
の
起
源

代
表
的
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法

リ
ー
ド
化
合
物
の
最
適
化

定
量
的
構
造
活
性
相
関
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
、
そ
の
薬
理

活
性
に
及
ぼ
す
効
果

生
物
学
的
等
価
性
（
バ
イ
オ
ア
イ
ソ
ス
タ
ー
）
の
意
義

薬
物
動
態
を
考
慮
し
た
ド
ラ
ッ
グ
デ
ザ
イ
ン

生
命

体
の

成
り
立

ち
器

官
の

構
造

と
機

能
神
経
系

中
枢
神
経
系

体
性
神
経
系

自
律
神
経
系

骨
格
・
筋
肉
系

骨
と
関
節

筋
肉
系

皮
膚

皮
膚
・
触
覚

循
環
器
系

心
臓

血
管
系

リ
ン
パ
系

呼
吸
器
系

肺
、
気
管
支

消
化
器
系

消
化
管
（
食
道
、
胃
、
十
二
指
腸
、
小
腸
、
大
腸
）

肝
臓

、
膵

臓
、
胆

嚢

泌
尿
器
系

腎
臓
、
膀
胱

生
殖
器
系

精
巣
、
卵
巣
、
子
宮

性
周
期

内
分
泌
系

脳
下
垂
体
、
視
床
下
部
、
甲
状
腺
、
副
甲
状
腺
、
副
腎

、
膵
臓
ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
島

感
覚
器
系

視
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
、
味
覚
と
関
わ
る
器
官

血
液
・
造
血
器
系

血
液

骨
髄

、
脾

臓
、
胸

腺

細
胞

の
構

造
と
機

能
細
胞
と
組
織

臓
器
、
組
織
を
構
成
す
る
細
胞

組
織
形
態
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細
胞
膜

細
胞
膜
の
構
造
と
性
質

細
胞
膜
を
構
成
す
る
生
体
分
子

膜
電
位
、
膜
透
過

物
質
・
イ
オ
ン
の
移
動

細
胞
小
器
官

核
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
、
粗
面
小
胞
体
、
滑
面
小
胞
体
、
リ
ソ
ソ
ー
ム
、
ゴ
ル
ジ
体
、
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム

細
胞
質
、
細
胞
骨
格
、
細
胞
壁

膜
動
輸
送
、
エ
ン
ド
サ
イ
ト
ー
シ
ス
、
エ
キ
ソ
サ
イ
ト
ー
シ
ス

細
胞
の
分
裂
と
死

体
細
胞
分
裂
の
機
構

細
胞
周
期

ア
ポ
ト
ー
シ
ス
と
ネ
ク
ロ
ー
シ
ス

正
常
細
胞
と
が
ん
細
胞

細
胞
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

接
着
構
造

細
胞
接
着
分
子

細
胞
外
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

生
体

の
機

能
調

節
神
経
・
筋
の
調
節
機
構

神
経
系
の
興
奮
と
伝
導

シ
ナ
プ
ス
伝
達

神
経
系
、
感
覚
器
を
介
す
る
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス

神
経
系
に
よ
る
筋
収
縮
の
調
節

ホ
ル
モ
ン
に
よ
る
調
節
機
構

分
泌
機
構
、
作
用
機
構
、
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
の
調
節

血
糖
の
調
節
機
構

循
環
・
呼
吸
系
の
調
節
機
構

血
圧
の
調
節
機
構

肺
・
組
織
に
お
け
る
ガ
ス
交
換

血
液
凝
固
・
線
溶
系
の
機
構

体
液
の
調
節
機
構

体
液
の
調
節
機
構

尿
の
生
成
機
構
、
尿
量
の
調
節
機
構

消
化
・
吸
収
の
調
節
機
構

神
経
の
作
用

ホ
ル
モ
ン
の
作
用

体
温
の
調
節
機
構

体
温
の
調
節
機
構

生
命

体
の

誕
生

個
体
発
生
と
器
官
形
成

受
精
、
発
生
過
程
、
器
官
形
成

遺
伝
と
疾
患

遺
伝
の
様
式

遺
伝
子
変
異

染
色
体
異
常
に
よ
る
疾
患

微
生

物
・
ウ
イ
ル

ス
微
生
物
の
役
割

生
態
系
の
中
で
の
微
生
物
の
役
割

原
核
生
物
と
真
核
生
物

細
菌

構
造
と
増
殖
機
構

系
統
的
分
類
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グ
ラ
ム
陽
性
菌
と
陰
性
菌
、
好
気
性
菌
と
嫌
気
性
菌

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
、
リ
ケ
ッ
チ
ア
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
、
放

線
菌

腸
内
細
菌

細
菌
の
遺
伝
子
伝
達
（
接
合
、
形
質
導
入
、
形
質
転
換
）

細
菌
毒
素

ウ
イ
ル
ス

構
造
と
増
殖
過
程

ウ
イ
ル
ス
の
分
類

真
菌
・
原
虫
・
寄
生
虫

真
菌
の
性
状

原
虫
、
寄
生
虫
の
生
活
史

消
毒
と
滅
菌

滅
菌
、
消
毒
、
防
腐
お
よ
び
殺
菌
、
静
菌
の
概
念

細
菌
の
同
定
試
験
法

染
色
、
生
化
学
的
性
状
試
験
、
血
清
型
別
試
験
、
分

子
生
物
学
的
試
験
、
好
気
性
・
病
原
性
の
有
無
、
P
C
R
に
よ
る
同
定

分
子

レ
ベ
ル

の
生

命
理

解
細

胞
を
構

成
す
る
分

子
脂
質
の
種
類
・
構
造
と
特
性

脂
肪
酸
（
飽
和
・
不
飽
和
脂
肪
酸
）

ア
シ
ル

グ
リ
セ
ロ
ー
ル

、
ス
テ
ロ
ー
ル
類
、
ワ
ッ
ク
ス

リ
ン
脂
質

糖
脂
質

脂
質
の
生
合
成
・
代
謝
経
路

脂
肪
酸
の
生
合
成

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
生
合
成
・
代
謝

糖
質
の
種
類
・
構
造
と
特
性

グ
ル
コ
ー
ス

グ
ル
コ
ー
ス
以
外
の
主
な
単
糖

二
糖
類

多
糖
類

複
合
多
糖

糖
質
の
定
性
・
定
量
試
験
法

ア
ミ
ノ
酸
の
種
類
・
構
造
と
特
性

標
準
ア
ミ
ノ
酸
、
必
須
ア
ミ
ノ
酸

ア
ミ
ノ
酸
の
生
合
成
・
代
謝
経
路

ア
ミ
ノ
酸
代
謝

尿
素
サ
イ
ク
ル

ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
代
謝

ア
ミ
ノ
酸
の
先
天
的
代
謝
異
常

ア
ミ
ノ
酸
の
定
性
・
定
量
試
験
法

水
溶

性
ビ
タ
ミ
ン
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
、
　
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
２
、
　
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
ナ
イ
ア
シ
ン
、
葉

酸
、
ビ
オ
チ
ン
、
パ

ン
ト
テ
ン
酸
）

脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
（
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
）

遺
伝

子
核
酸
の
種
類
・
構
造
と
特
性

核
酸
塩
基
、
ヌ
ク
レ
オ
シ
ド
、
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド

D
N
A

R
N
A

ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
（
プ
リ
ン
・
ピ
リ
ミ
ジ
ン
）
の
生
合
成
と
分
解

遺
伝
情
報
を
担
う
分
子

遺
伝
情
報
の
流
れ
と
セ
ン
ト
ラ
ル
ド
グ
マ
、
逆
転
写

ビ
タ
ミ
ン
の
種
類
・
構
造
と
特
性
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D
N

A
鎖

と
R

N
A

鎖

染
色

体
と

遺
伝

子
の

構
造

染
色

体
、

ゲ
ノ

ム
、

遺
伝

子

染
色

体
の

構
造

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

、
エ

ン
ハ

ン
サ

ー
、

エ
キ

ソ
ン

、
イ

ン
ト

ロ
ン

R
N

A
の

種
類

と
働

き

転
写

と
翻

訳
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
R

N
A

へ
の

転
写

と
調

節

転
写

の
確

認
（
ノ

ー
ザ

ン
ブ

ロ
ッ

ト
、

Ｒ
Ｔ
-
P
C

R
）

R
N

A
の

プ
ロ

セ
シ

ン
グ

タ
ン

パ
ク

質
へ

の
翻

訳
と

調
節

リ
ボ

ソ
ー

ム
の

構
造

と
機

能

遺
伝

子
の

複
製

・
変

異
・
修

復
D

N
A

の
複

製

遺
伝

子
の

変
異

（
突

然
変

異
）

D
N

A
の

修
復

遺
伝

子
多

型
と

生
体

へ
の

影
響

遺
伝

子
多

型

一
塩

基
多

型
（
S
N

P
）
、

そ
の

種
類

と
意

義

タ
ン

パ
ク

質
タ

ン
パ

ク
質

の
構

造
と

機
能

ペ
プ

チ
ド

、
ペ

プ
チ

ド
結

合

単
純

タ
ン

パ
ク

質

複
合

タ
ン

パ
ク

質

一
次

、
二

次
、

三
次

、
四

次
構

造

タ
ン

パ
ク

質
の

翻
訳

後
修

飾

酵
素

と
酵

素
反

応
反

応
特

性
と

基
質

特
異

性

反
応

様
式

に
基

づ
く
分

類

補
酵

素
、

微
量

金
属

反
応

速
度

論
、

阻
害

様
式

活
性

調
節

機
構

（
ア

ロ
ス

テ
リ

ッ
ク

調
節

）

酵
素

以
外

の
機

能
タ

ン
パ

ク
質

受
容

体
、

イ
オ

ン
チ

ャ
ネ

ル

ト
ラ

ン
ス

ポ
ー

タ
ー

（
輸

送
体

）

血
漿

リ
ポ

タ
ン

パ
ク

質
と

脂
質

輸
送

細
胞

骨
格

タ
ン

パ
ク

質

収
縮

系
タ

ン
パ

ク
質

タ
ン

パ
ク

質
の

取
扱

い
定

性
お

よ
び

定
量

試
験

法

分
離

、
精

製
、

同
定

法
 （

S
D

S
-
P
A

G
E
、

ゲ
ル

ろ
過

・
イ

オ
ン

交
換

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
、

ウ
エ

ス
タ

ン
ブ

ロ
ッ

ト
法

）

生
体

エ
ネ

ル
ギ

ー
代

謝
栄

養
素

の
利

用
消

化
・
吸

収
、

体
内

運
搬

代
謝

経
路

と
Ａ

Ｔ
Ｐ

の
産

生
A

T
P
と

そ
の

他
の

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
合

物

解
糖

系

ク
エ

ン
酸

回
路
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電
子
伝
達
系
（
酸
化
的
リ
ン
酸
化
）

脂
肪
酸
の
β
酸
化

ア
セ
チ
ル

C
o
A
の

役
割

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
役
割

A
T
P
産

生
の

阻
害

物
質

と
そ
の
機

構

ペ
ン
ト
ー
ス
リ
ン
酸
回
路

ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
、
乳
酸
発
酵

飢
餓
・
飽
食
状
態
と
代
謝
変
動

グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
の
合
成
と
分
解

糖
新
生
と
そ
の
前
駆
体

ケ
ト
ン
体
の
利
用

血
糖
変
動
と
膵
臓
ホ
ル
モ
ン

脂
肪
酸
合
成
と
そ
の
前
駆
体

ケ
ト
原
性
ア
ミ
ノ
酸
と
糖
原
性
ア
ミ
ノ
酸

生
理

活
性

分
子

と
シ
グ
ナ
ル

分
子

ペ
プ
チ
ド
性
ホ
ル
モ
ン

ア
ミ
ノ
酸
誘
導
体
ホ
ル
モ
ン

ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン

ホ
ル
モ
ン
異
常
と
疾
患
・
病
態

エ
イ
コ
サ

ノ
イ
ド
の
生
合
成
と
作
用

プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン

ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン

生
理
活
性
ア
ミ
ン
の
生
合
成
と
作
用

セ
ロ
ト
ニ
ン
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン

生
理
活
性
ペ
プ
チ
ド
の
作
用

ア
ン
ギ
オ
テ
ン
シ
ン
、
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン

神
経
伝
達
物
質
の
生
合
成
・
分
解
経

路
と
作
用

ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
、
カ
テ
コ
ー
ル
ア
ミ
ン
類
、
ア
ミ
ノ
酸
・
ペ
プ
チ
ド
類
、
一
酸
化
窒
素

サ
イ
ト
カ
イ
ン
類

の
特

徴
と
作

用
増

殖
因

子
、
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
、
ケ
モ
カ
イ
ン
、
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン

細
胞
内
情
報
伝
達

細
胞
膜
受
容
体

二
次
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
、
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
(カ

ル
モ
ジ
ュ
リ
ン
)

Ｇ
タ
ン
パ
ク
質
、
受
容
体
チ
ロ
シ
ン
キ
ナ
ー
ゼ

タ
ン
パ
ク
質
リ
ン
酸
化
・
脱
リ
ン
酸
化
（
キ
ナ
ー
ゼ
カ
ス
ケ
ー
ド
）

核
内
受
容
体
・
転
写
因
子
、
遺
伝
子
発
現

遺
伝

子
操

作
・
遺

伝
子

工
学

遺
伝
子
操
作
の
基
本

組
換
え
D
N
A
技
術
の
概
要

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生

物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
、
安
全
性
と
倫
理

遺
伝
子
の
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
技
術

遺
伝
子
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
法
の
概
要

ベ
ク
タ
ー

c
D
N
A
と
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
D
N
A

遺
伝
子
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

P
C
R
法

ホ
ル
モ
ン
の
産
生
、
作
用
、
分
泌
調

節
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R
N
A
の
逆
転
写
と
逆
転
写
酵
素

D
N
A
塩
基
配
列
の
決
定
法

遺
伝
子
機
能
の
解
析
技
術

特
定
の
D
N
A
お
よ
び
R
N
A
検
出
法

特
定
遺
伝
子
の
発
現
と
抑
制
法

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
動
物
、
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
動
物
の
作
成

法

E
S
細
胞
お
よ
び
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン

遺
伝
子
工
学
の
応
用
（
病
気
の
診
断
・
治
療
、
遺
伝
子

組
換
え
医
薬
品
・
食
品
、
再
生
医
療
）

ゲ
ノ
ム
情
報
と
創
薬

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
構
造
と
多
様
性

バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス

遺
伝
子
多
型
の
解
析
法
（
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
サ
ザ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
法
な
ど
）

ゲ
ノ
ム
創
薬
、
創
薬
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
探
索
、
分
子
標
的

薬

疾
患
関
連
遺
伝
子

代
表
的
な
疾
患
（
が
ん
、
糖
尿
病
な
ど
）
関
連
遺
伝
子

疾
患
関
連
遺
伝
子
情
報
の
薬
物
療
法
へ
の
応
用

細
胞
を
利
用
し
た
治
療

再
生
医
療
の
原
理
、
方
法
、
倫
理
的
問
題
点

組
換
え
医
薬
品

組
換
え
医
薬
品
の
特
色
、
有
用
性
、
安
全
性

遺
伝
子
治
療

遺
伝
子
治
療
の
原
理
、
方
法
、
倫
理
的
問
題
点

免
疫

・
生

体
防

御
生
体
防
御
反
応

自
然
免
疫
と
獲
得
免
疫

異
物
の
侵
入
に
対
す
る
物
理
的
、
生
理
的
、
化
学
的
バ
リ
ア
ー

補
体
の
活
性
化
経
路
と
機
能

自
己

と
非

自
己

、
特

異
性

、
ク
ロ
ー
ン
、
多

様
性

、
記

憶

ク
ロ
ー
ン
選
択
説

体
液
性
免
疫
と
細
胞
性
免
疫

免
疫
を
担
当
す
る
組
織
・
細
胞

免
疫
に
関
与
す
る
組
織
と
臓
器

免
疫
担
当
細
胞
の
種
類
と
役
割

細
胞
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

免
疫
の
し
く
み

抗
体
分
子
の
種
類
、
構
造
、
役
割

M
H
C
抗
原
の
構
造
と
機
能

T
細
胞
、
N
K
T
、
N
K
細
胞

抗
体
分
子
お
よ
び
T
細
胞
抗
原
受
容
体
の
多
様
性
を
生
み
出
す
機
構

サ
イ
ト
カ
イ
ン
、
ケ
モ
カ
イ
ン
の
働
き

感
染

症
と
生

体
防

御
免

疫
系

の
破

綻
と
制

御
免
疫
系
が
関
係
す
る
疾
患

ア
レ
ル
ギ
ー
の
分
類
、
担
当
細
胞
、
反
応
機
構

炎
症
の
一
般
的
症
状
、
担
当
細
胞
、
反
応
機
構

自
己
免
疫
疾
患
の
特
徴
と
成
因

免
疫
不
全
症
候
群

免
疫
応
答
の
制
御

臓
器
移
植
と
拒
絶
反
応

感
染
症
と
免
疫
応
答
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腫
瘍

排
除

に
関

与
す

る
免

疫
反

応

代
表

的
な

免
疫

賦
活

療
法

予
防

接
種

予
防

接
種

の
原

理
と

ワ
ク

チ
ン

ワ
ク

チ
ン

の
種

類
と

特
徴

（
生

ワ
ク

チ
ン

、
不

活
化

ワ
ク

チ
ン

、
ト

キ
ソ

イ
ド

、
混

合
ワ

ク
チ

ン
）

免
疫

反
応

の
利

用
モ

ノ
ク

ロ
ー

ナ
ル

抗
体

と
ポ

リ
ク

ロ
ー

ナ
ル

抗
体

の
作

製
方

法

抗
原

抗
体

反
応

を
利

用
し

た
検

査

抗
原

検
出

の
原

理
（
E
L
IS

A
法

、
ウ

エ
ス

タ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
な

ど
）

感
染

症
ウ

イ
ル

ス
と

疾
患

D
N

A
ウ

イ
ル

ス
（
サ

イ
ト

メ
ガ

ロ
ウ

イ
ル

ス
、

 E
B

ウ
イ

ル
ス

、
ヒ

ト
ヘ

ル
ペ

ス
ウ

イ
ル

ス
、

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
、

パ
ル

ボ
ウ

イ
ル

ス
B

1
9
、

B
型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

）

R
N

A
ウ

イ
ル

ス
（
ポ

リ
オ

ウ
イ

ル
ス

、
コ

ク
サ

ッ
キ

ー
ウ

イ
ル

ス
、

エ
コ

ー
ウ

イ
ル

ス
、

ラ
イ

ノ
ウ

イ
ル

ス
、

Ａ
型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

、
C

型
肝

炎
ウ

イ
ル

ス
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
、

麻
疹

ウ
イ

ル
ス

、
ム

ン
プ

ス
ウ

イ
ル

ス
）

レ
ト

ロ
ウ

イ
ル

ス
（
H

IV
、

H
T
L
V

）

細
菌

感
染

症
グ

ラ
ム

陽
性

球
菌

（
ブ

ド
ウ

球
菌

、
レ

ン
サ

球
菌

）
と

疾
患

グ
ラ

ム
陰

性
球

菌
（
淋

菌
、

髄
膜

炎
菌

）
と

疾
患

グ
ラ

ム
陽

性
桿

菌
（
破

傷
風

菌
、

ガ
ス

壊
疽

菌
、

ボ
ツ

リ
ヌ

ス
菌

、
ジ

フ
テ

リ
ア

菌
、

炭
疽

菌
、

ウ
ェ

ル
シ

ュ
菌

、
腸

炎
ビ

ブ
リ

オ
菌

）
と

疾
患

グ
ラ

ム
陰

性
桿

菌
（
大

腸
菌

、
赤

痢
菌

、
サ

ル
モ

ネ
ラ

菌
、

チ
フ

ス
菌

、
ペ

ス
ト

菌
、

コ
レ

ラ
菌

、
百

日
咳

菌
、

腸
炎

ビ
ブ

リ
オ

菌
、

緑
膿

菌
、

ブ
ル

セ
ラ

菌
、

レ
ジ

オ
ネ

ラ
菌

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

菌
）
と

疾
患

グ
ラ

ム
陰

性
ス

ピ
リ

ル
ム

属
病

原
菌

（
ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

菌
）
と

疾
患

抗
酸

菌
（
結

核
菌

、
非

定
型

抗
酸

菌
）
と

疾
患

ス
ピ

ロ
ヘ

ー
タ

、
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

、
リ

ケ
ッ

チ
ア

、
ク

ラ
ミ

ジ
ア

と
疾

患

真
菌

、
原

虫
、

そ
の

他
の

微
生

物
深

在
性

真
菌

（
ア

ス
ペ

ル
ギ

ル
ス

、
ク

リ
プ

ト
コ

ッ
ク

ス
、

カ
ン

ジ
ダ

、
ム

ー
コ

ル
）
、

表
在

性
真

菌
（
白

癬
）
と

疾
患

原
虫

、
寄

生
虫

に
よ

る
疾

患

プ
リ

オ
ン

感
染

症
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【
別

表
Ⅱ
　
衛
生
】

健
康

栄
養

と
健

康
栄
養
素

栄
養
素
（
三
大
栄
養
素
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
）
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

各
栄
養
素
の
消
化
、
吸
収
、
代
謝
の
プ
ロ
セ
ス

食
品
中
の
タ
ン
パ
ク
質
の
栄
養
的
な
価
値
（
栄
養

価
）

エ
ネ
ル

ギ
ー
代

謝
に
関

わ
る
基

礎
代

謝
量

、
呼

吸
商

、
推

定
エ
ネ
ル

ギ
ー
必

要
量

食
事
摂
取
基
準

日
本
に
お
け
る
栄
養
摂
取
の
現
状
と
問
題
点

栄
養
素
の
過
不
足
に
よ
る
主
な
疾
病

食
品
の
品
質
と
管
理

食
品
が
腐
敗
す
る
機
構

油
脂
が
変
敗
す
る
機
構
と
変
質
試
験

食
品
の
褐
変
現
象
（
主
な
反
応
と
機
構
）

食
品
の
変
質
を
防
ぐ
方
法
（
保
存
法
）

食
品
成
分
由
来
の
発
が
ん
物
質
、
そ
の
生
成
機

構

代
表
的
な
食
品
添
加
物
、
そ
の
働
き

食
品
添
加
物
の
法
的
規
制
と
問
題
点

主
な
食
品
添
加
物
の
試
験
法

代
表
的
な
保
健
機
能
食
品
、
そ
の
特
徴

ア
レ
ル
ギ
ー
原
因
食
品
の
法
的
規
制

遺
伝
子
組
換
え
食
品
の
現
状
と
問
題
点

食
中
毒

食
中
毒
の
種
類
、
発
生
状
況

代
表
的
な
細
菌
性
・
ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒
、
原
因

微
生
物
の
性
質
、
症
状
、
原
因
食
品
、
予
防
法

自
然
毒
に
よ
る
食
中
毒
、
原
因
物
質
、
作
用
機
構
、
症
状

代
表
的
な
マ
イ
コ
ト
キ
シ
ン
、
そ
れ
に
よ
る
健
康
障
害

化
学
物
質
（
重
金
属
、
残
留
農
薬
な
ど
）
に
よ
る
食

品
汚
染
と
健
康
障
害

社
会

・
集

団
と
健

康
保
健
統
計

集
団
の
健
康
と
疾
病
の
現
状
を
把
握
す
る
上
で
の

人
口
統
計
の
意
義

人
口
静
態
と
人
口
動
態

国
勢
調
査
の
目
的
と
意
義

死
亡
に
関
す
る
指
標
の
定
義
と
意
義

人
口
の
将
来
予
測
に
必
要
な
指
標
、
そ
の
意
義

健
康
と
疾
病
を
め
ぐ
る
日
本
の
現
状

死
因
別
死
亡
率
の
変
遷

日
本
の
人
口
推
移
と
将
来
予
測

高
齢
化
と
少
子
化
の
問
題
点

疫
学

疾
病
予
防
に
お
け
る
疫
学
の
役
割

大
項

目
中

項
目

小
項

目
小

項
目

の
例

示
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疾
病
の
成
因
（
宿
主
要
因
と
環
境
要
因
）

疫
学
の
種
類
（
記
述
疫
学
、
分
析
疫
学
な
ど
）
と
そ
の
方
法

患
者
・
対
照
研
究
の
方
法
の
概
要
と
オ
ッ
ズ
比
の
計
算

要
因
・
対
照
研
究
（
コ
ホ
ー
ト
研
究
）
の
方
法
の
概

要
と
相
対
危
険
度
、
寄
与
危
険
度
の
計
算

医
薬
品
の
作
用
・
副
作
用
の
調
査
に
お
け
る
疫
学
的
手
法
の
有
用
性

疫
学
デ
ー
タ
を
解
釈
す
る
上
で
の
注
意
点

疾
病

の
予

防
健
康
と
は

健
康
と
疾
病
の
概
念
の
変
遷
と
そ
の
理
由

世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
の
役
割

疾
病
の
予
防
と
は

疾
病
の
一
次
、
二
次
、
三
次
予
防

疾
病
の
予
防
に
お
け
る
予
防
接
種
の
意
義

新
生

児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

意
義

、
代

表
的

な
検

査
項

目

疾
病
の
予
防
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割

感
染
症
の
現
状
と
そ
の
予
防

現
代
に
お
け
る
感
染
症
（
日
和
見
感
染
、
院
内
感
染
、
国
際
感
染
症
な
ど
）
の
特
徴

新
興
感
染
症
お
よ
び
再
興
感
染
症

一
、
二
、
三
類
感
染
症
お
よ
び
代
表
的
な
四
、
五

類
感
染
症
、
分
類
の
根
拠

母
子
感
染
す
る
疾
患
、
そ
の
予
防
対
策

性
行
為
感
染
症
、
そ
の
予
防
対
策
と
治
療

予
防
接
種
法
の
定
め
る
定
期
予
防
接
種
の
種
類
、
接
種
時
期

生
活
習
慣
病
と
そ
の
予
防

生
活
習
慣
病
の
種
類
と
そ
の
動
向

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
要
因

食
生
活
や
喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
と
疾
病

職
業
病
と
そ
の
予
防

主
な
職
業
病
、
そ
の
原
因
と
症
状

環
境

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影

響
代
表
的
な
有
害
化
学
物
質
の
吸
収
、
分
布
、
代
謝
、
排
泄
の
基
本
的
プ
ロ
セ
ス

第
一
相
反
応
が
関
わ
る
代
謝
、
代
謝
的
活
性
化

第
二
相
反
応
が
関
わ
る
代
謝
、
代
謝
的
活
性
化

化
学
物
質
に
よ
る
発
が
ん

発
が
ん
性
物
質
な
ど
の
代
謝
的
活
性
化
の
機
構

変
異
原
性
試
験
（
A
m
e
s試

験
な
ど
）
の
原
理
と
実
施
法

発
が

ん
の

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

代
表
的
な
が
ん
遺
伝
子
、
が
ん
抑
制
遺
伝
子
、
そ
の
異
常
と
が
ん
化

化
学
物
質
の
毒
性

化
学
物
質
の
毒
性
を
評
価
す
る
主
な
試
験
法

肝
臓
、
腎
臓
、
神
経
な
ど
に
特
異
的
に
毒
性
を
示

す
主
な
化
学
物
質

代
表
的
な
有
害
化
学
物
質
（
重
金
属
、
農
薬
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
）
の
急
性
・
慢
性
毒
性
の
特
徴

重
金
属
や
活
性
酸
素
種
に
よ
る
障
害
を
防
ぐ
た
め
の
生
体
防
御
因
子

毒
性
評
価
に
必
要
な
指
標
（
量
-
反
応
関
係
、
閾
値
、
N
O
A
E
L
な
ど
）

化
学
物
質
の
安
全
摂
取
量
（
1
日
許
容
摂
取
量
な
ど
）

有
害
化
学
物
質
の
人
へ
の
影
響
を
防
ぐ
た
め
の
法
的
規
制

化
学
物
質
（
乱
用
薬
物
を
含
む
）
の

代
謝
・
代
謝
的
活
性
化

501



内
分

泌
か

く
乱

化
学

物
質

代
表

的
な

中
毒

原
因

物
質

（
乱

用
薬

物
を

含
む

）
の

中
毒

症
状

、
作

用
器

官
、

解
毒

処
置

法

代
表

的
な

中
毒

原
因

物
質

（
乱

用
薬

物
を

含
む

）
の

分
析

法

電
離

放
射

線
の

生
体

へ
の

影
響

人
に

影
響

を
与

え
る

電
離

放
射

線
、

主
な

放
射

性
核

種
（
天

然
・
人

工
）

電
離

放
射

線
被

曝
に

お
け

る
線

量
と

生
体

損
傷

の
関

係
（
体

外
被

曝
・
体

内
被

曝
）

電
離

放
射

線
お

よ
び

放
射

性
核

種
の

標
的

臓
器

・
組

織
、

そ
の

感
受

性
の

差
異

電
離

放
射

線
の

生
体

影
響

に
変

化
を

及
ぼ

す
因

子
（
酸

素
効

果
な

ど
）

電
離

放
射

線
を

防
御

す
る

方
法

電
離

放
射

線
の

医
療

へ
の

応
用

非
電

離
放

射
線

の
生

体
へ

の
影

響
非

電
離

放
射

線
の

種
類

紫
外

線
の

種
類

、
そ

の
特

徴
と

生
体

へ
の

影
響

赤
外

線
の

種
類

、
そ

の
特

徴
と

生
体

へ
の

影
響

生
活

環
境

と
健

康
地

球
環

境
と

生
態

系
地

球
環

境
の

成
り

立
ち

　

生
態

系
の

構
成

員
、

そ
の

特
徴

と
相

互
関

係

生
態

系
の

一
員

で
あ

る
人

の
健

康
と

環
境

地
球

規
模

の
環

境
問

題
の

成
因

、
人

へ
の

影
響

食
物

連
鎖

、
生

物
濃

縮

化
学

物
質

の
環

境
内

動
態

と
人

へ
の

影
響

水
環

境
原

水
の

種
類

、
特

徴

水
の

浄
化

法

水
の

塩
素

処
理

の
原

理
と

問
題

点

水
道

水
の

水
質

基
準

の
主

な
項

目
と

測
定

法

下
水

処
理

・
排

水
処

理
の

主
な

方
法

水
質

汚
濁

の
水

域
ご

と
の

主
な

指
標

、
そ

の
意

味

D
O

, 
B

O
D

, 
C

O
D

の
測

定
法

富
栄

養
化

の
原

因
、

問
題

点
、

対
策

大
気

環
境

空
気

の
成

分

主
な

大
気

汚
染

物
質

、
そ

の
推

移
と

発
生

源

主
な

大
気

汚
染

物
質

の
濃

度
の

測
定

と
健

康
影

響

大
気

汚
染

に
影

響
す

る
気

象
要

因
（
逆

転
層

な
ど

）

室
内

環
境

室
内

環
境

を
評

価
す

る
た

め
の

代
表

的
な

指
標

と
そ

の
測

定

室
内

環
境

と
健

康
と

の
関

係

室
内

環
境

保
全

に
お

け
る

注
意

点

シ
ッ

ク
ハ

ウ
ス

症
候

群

廃
棄

物
廃

棄
物

の
種

類

廃
棄

物
処

理
の

問
題

点
、

そ
の

対
策

化
学

物
質

（
乱

用
薬

物
を

含
む

）
に

よ
る

中
毒

と
処

置
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医
療
廃
棄
物
の
安
全
な
廃
棄
と
処
理

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
制

度

P
R
T
R
法

環
境
保
全
と
法
的
規
制

典
型
七
公
害
と
そ
の
現
状

環
境
基
本
法
の
理
念

大
気
汚
染
防
止
の
た
め
の
法
的
規
制

水
質
汚
濁
防
止
の
た
め
の
法
的
規
制
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【
別

表
Ⅲ

　
薬

理
】

薬
物

の
効

き
方

薬
の

作
用

機
序

用
量

と
作

用
の

関
係

用
量

・
反

応
曲

線
、

E
D

5
0
 (
E
C

5
0
)、

L
D

5
0
 (
L
C

5
0
)

標
的

分
子

受
容

体
、

酵
素

、
チ

ャ
ネ

ル
、

ト
ラ

ン
ス

ポ
ー

タ
ー

受
容

体
刺

激
薬

（
ア

ゴ
ニ

ス
ト

）
と

遮
断

薬
（
ア

ン
タ

ゴ
ニ

ス
ト

）

刺
激

・
遮

断
に

よ
る

生
理

反
応

代
表

的
な

細
胞

内
情

報
伝

達
系

と
そ

の
活

性
化

に
よ

る
生

理
反

応

相
互

作
用

代
表

的
な

薬
物

相
互

作
用

の
機

序

副
作

用
と

毒
性

主
作

用
と

副
作

用
の

関
連

副
作

用
と

毒
性

、
副

作
用

と
有

害
事

象

薬
物

依
存

性

自
律

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
交

感
神

経
系

に
作

用
す

る
薬

交
感

神
経

系
に

作
用

し
、

そ
の

支
配

器
官

の
機

能
を

修
飾

す
る

代
表

的
な

薬
物

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

副
交

感
神

経
系

に
作

用
す

る
薬

副
交

感
神

経
系

に
作

用
し

、
そ

の
支

配
器

官
の

機
能

を
修

飾
す

る
代

表
的

な
薬

物
、

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用

自
律

神
経

節
に

作
用

す
る

薬
自

律
神

経
節

に
作

用
す

る
代

表
的

な
薬

物
、

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用

知
覚

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
知

覚
神

経
に

作
用

す
る

代
表

的
な

薬
物

（
局

所
麻

酔
薬

な
ど

）
、

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用

運
動

神
経

系
及

び
骨

格
筋

に
作

用
す

る
薬

運
動

神
経

系
及

び
骨

格
筋

に
作

用
す

る
代

表
的

な
薬

物
、

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用

中
枢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
全

身
麻

酔
薬

代
表

的
な

全
身

麻
酔

薬
、

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用

催
眠

薬
代

表
的

な
催

眠
薬

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

鎮
痛

薬
代

表
的

な
鎮

痛
薬

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

中
枢

神
経

疾
患

治
療

薬
代

表
的

な
中

枢
神

経
疾

患
（
て

ん
か

ん
、

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
、

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

な
ど

）
の

治
療

薬
、

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用

精
神

疾
患

治
療

薬
代

表
的

な
精

神
疾

患
（
統

合
失

調
症

、
う

つ
病

、
神

経
症

な
ど

）
の

治
療

薬
、

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用

循
環

器
系

に
作

用
す

る
薬

心
不

全
治

療
薬

代
表

的
な

心
不

全
治

療
薬

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

抗
不

整
脈

薬
代

表
的

な
抗

不
整

脈
薬

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

虚
血

性
心

疾
患

治
療

薬
代

表
的

な
虚

血
性

心
疾

患
治

療
薬

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

高
血

圧
治

療
薬

代
表

的
な

高
血

圧
治

療
薬

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

そ
の

他
の

循
環

器
疾

患
治

療
薬

代
表

的
な

低
血

圧
治

療
薬

、
末

梢
血

管
拡

張
薬

な
ど

の
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

腎
に

作
用

す
る

薬
利

尿
薬

代
表

的
な

利
尿

薬
、

機
序

、
主

な
副

作
用

呼
吸

器
系

に
作

用
す

る
薬

呼
吸

興
奮

薬
代

表
的

な
呼

吸
興

奮
薬

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

鎮
咳

・
去

痰
薬

代
表

的
な

鎮
咳

・
去

痰
薬

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

気
管

支
喘

息
治

療
薬

代
表

的
な

気
管

支
喘

息
治

療
薬

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

消
化

器
系

に
作

用
す

る
薬

胃
・
十

二
指

腸
潰

瘍
治

療
薬

代
表

的
な

胃
・
十

二
指

腸
潰

瘍
治

療
薬

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

そ
の

他
の

消
化

性
疾

患
治

療
薬

そ
の

他
の

消
化

性
疾

患
の

代
表

的
な

治
療

薬
、

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用

制
吐

薬
代

表
的

な
制

吐
薬

と
催

吐
薬

、
作

用
機

序
、

主
な

副
作

用

肝
臓

疾
患

治
療

薬
代

表
的

な
肝

臓
疾

患
治

療
薬

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

大
項

目
中

項
目

小
項

目
小

項
目

の
例

示

知
覚

神
経

系
・
運

動
神

経
系

に
作

用
す

る
薬
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膵
臓
疾
患
治
療
薬

代
表
的
な
膵
臓
疾
患
治
療
薬
、
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用

ホ
ル
モ
ン
と
薬

ホ
ル
モ
ン
分
泌
異
常
症
の
治
療
薬

ホ
ル
モ
ン
分
泌
異
常
症
の
代
表
的
な
治
療
薬
、
薬

理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用

糖
質
コ
ル
チ
コ
イ
ド
代
用
薬

代
表
的
な
糖
質
コ
ル
チ
コ
イ
ド
代
用
薬
、
薬
理
作
用
、
機
序
、
臨
床
応
用
、
主
な
副
作
用

性
ホ
ル
モ
ン
代
用
薬
お
よ
び
拮
抗
薬

代
表
的
な
性
ホ
ル
モ
ン
代
用
薬
お
よ
び
拮
抗
薬
、
薬
理
作
用
、
機
序
、
臨
床
応
用
、
主
な
副
作
用

代
謝

系
に
作

用
す
る
薬

糖
尿
病
治
療
薬

代
表
的
な
糖
尿
病
治
療
薬
、
機
序
、
主
な
副
作
用

脂
質
異
常
症
治
療
薬

代
表
的
な
脂
質
異
常
症
治
療
薬
、
機
序
、
主
な
副
作
用

高
尿
酸
血
症
・
痛
風
治
療
薬

代
表
的
な
高
尿
酸
血
症
・
痛
風
治
療
薬
、
機
序
、
主
な
副
作
用

カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
調
節
・
骨
代
謝
に

関
連
す
る
治
療
薬

カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
調
節
・
骨
代
謝
に
関
連
す
る
代

表
的
な
治
療
薬
、
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用

血
液

・
造

血
系

に
作

用
す
る
薬

止
血
薬

代
表
的
な
止
血
薬
、
機
序
、
主
な
副
作
用

抗
血
栓
薬

代
表
的
な
抗
血
栓
薬
、
機
序
、
主
な
副
作
用

造
血
薬

代
表
的
な
造
血
薬
、
機
序
、
主
な
副
作
用

炎
症

・
ア
レ
ル

ギ
ー
と
薬

抗
炎
症
薬

代
表
的
な
炎
症
治
療
薬
、
機
序
、
主
な
副
作
用

関
節
リ
ウ
マ
チ
治
療
薬

代
表
的
な
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
薬
、
機
序
、
主
な
副
作
用

ア
レ
ル

ギ
ー
の

治
療

薬
代

表
的

な
ア
レ
ル

ギ
ー
の

治
療

薬
、
機
序

、
主

な
副

作
用

感
染

症
と
薬

抗
菌
薬

抗
菌
薬
の
作
用
点
に
基
づ
く
分
類

代
表
的
な
抗
菌
薬
、
機
序
、
主
な
副
作
用

代
表
的
な
生
物
学
的
製
剤
、
機
序
、
主
な
副
作
用

抗
原
虫
・
寄
生
虫
薬

代
表
的
な
抗
原
虫
・
寄
生
虫
薬
、
機
序
、
主
な
副

作
用

抗
真
菌
薬

代
表
的
な
抗
真
菌
薬
、
機
序
、
主
な
副
作
用

抗
ウ
イ
ル
ス
薬

代
表
的
な
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
、
機
序
、
副
作
用

悪
性

腫
瘍

と
薬

抗
悪
性
腫
瘍
薬

代
表
的
な
抗
悪
性
腫
瘍
薬
、
機
序
、
主
な
副
作
用

化
学

構
造

構
造
活
性
相
関

代
表
的
な
薬
物
の
基
本
構
造
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【
別

表
Ⅳ
　
薬
剤
】

薬
物

の
体

内
動

態
薬

の
作

用
と
生

体
内

運
命

体
内
動
態
の
基
礎

体
内
動
態
（
吸
収
、
分
布
、
代
謝
、
排
泄
）
と
薬
効
発
現

代
表
的
な
投
与
方
法
（
剤
形
、
投
与
経
路
）
、
そ
の

意
義

経
口
投
与
さ
れ
た
製
剤
か
ら
の
薬
物
の
吸
収
（
崩

壊
、
分
散
、
溶
解
な
ど
）

生
体
内
分
布
に
お
け
る
循
環
系
の
重
要
性

体
内

動
態

の
変

動
要

因
吸
収

主
な
吸
収
部
位

消
化
管
の
構
造
、
機
能
と
薬
物
吸
収

受
動
拡
散
（
単
純
拡
散
）
、
促
進
拡
散
の
特
徴

能
動
輸
送
の
特
徴

非
経
口
投
与
後
の
部
位
別
の
薬
物
吸
収

吸
収
に
影
響
す
る
因
子

分
布

生
体
内
に
取
り
込
ま
れ
た
後
に
組
織
間
で
濃
度
差

が
生
じ
る
要
因

脳
へ
の
移
行
の
機
構
と
血
液
-
脳
関
門
の
意
義

胎
児
へ
の
移
行
の
機
構
と
胎
盤
関
門
の
意
義

体
液
中
で
の
存
在
状
態
（
血
漿
タ
ン
パ
ク
結
合
な
ど
）
、
組
織
へ
の
移
行

薬
物
分
布
の
変
動
要
因
（
血
流
量
、
タ
ン
パ
ク
結

合
性
、
分
布
容
積
な
ど
）

分
布

容
積
が

著
し
く
大
き
い
代

表
的
な
薬

物

代
表
的
な
薬
物
の
タ
ン
パ
ク
結
合
能
の
測
定

代
謝

薬
物
分
子
の
体
内
で
の
化
学
的
変
化
と
そ
れ
が

起
こ
る
部
位

薬
物
代
謝
が
薬
効
に
及
ぼ
す
影
響

薬
物
代
謝
様
式
と
そ
れ
に
関
わ
る
代
表
的
な
酵
素

シ
ト
ク
ロ
ム
P
-
4
5
0
の
構
造
、
性
質
、
反
応
様
式

酸
化
反
応

還
元
・
加
水
分
解
、
抱
合

薬
物
代
謝
酵
素
の
変
動
要
因
（
誘
導
、
阻
害
、
加

齢
、
S
N
P
sな

ど
）

初
回
通
過
効
果

肝
お
よ
び
固
有
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

排
泄

生
体
内
の
薬
物
の
主
要
な
排
泄
経
路

腎
に
お
け
る
排
泄
機
構

腎
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

糸
球

体
ろ
過

速
度

胆
汁
中
排
泄

腸
肝
循
環
、
代
表
的
な
腸
肝
循
環
の
薬
物

大
項

目
中

項
目

小
項

目
小

項
目

の
例

示
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唾
液

・
乳

汁
中

へ
の

排
泄

尿
中

排
泄

率
の

高
い

代
表

的
な

薬
物

相
互

作
用

薬
物

動
態

に
起

因
す

る
相

互
作

用
、

回
避

方
法

薬
効

に
起

因
す

る
相

互
作

用
、

回
避

方
法

薬
物

動
態

の
解

析
薬

動
学

薬
物

動
態

に
関

わ
る

代
表

的
な

パ
ラ

メ
ー

タ
ー

薬
物

の
生

物
学

的
利

用
能

の
意

味
と

そ
の

計
算

法

線
形

1
-
コ

ン
パ

ー
ト

メ
ン

ト
モ

デ
ル

、
こ

れ
に

基
づ

い
た

計
算

線
形

2
-
コ

ン
パ

ー
ト

メ
ン

ト
モ

デ
ル

、
こ

れ
に

基
づ

い
た

計
算

線
形

コ
ン

パ
ー

ト
メ

ン
ト

モ
デ

ル
と

非
線

形
コ

ン
パ

ー
ト

メ
ン

ト
モ

デ
ル

生
物

学
的

半
減

期
、

計
算

全
身

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

、
計

算

非
線

形
性

の
薬

物
動

態

モ
デ

ル
に

よ
ら

な
い

薬
物

動
態

の
解

析
法

薬
物

の
肝

お
よ

び
腎

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

の
計

算

点
滴

静
注

の
血

中
濃

度
計

算

連
続

投
与

に
お

け
る

血
中

濃
度

計
算

治
療

薬
物

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（
T
D

M
）
の

意
義

T
D

M
が

必
要

と
さ

れ
る

代
表

的
な

薬
物

薬
物

血
中

濃
度

の
代

表
的

な
測

定
法

至
適

血
中

濃
度

を
維

持
す

る
た

め
の

投
与

計
画

、
薬

動
学

的
パ

ラ
メ

ー
タ

ー

代
表

的
な

薬
物

に
つ

い
て

モ
デ

ル
デ

ー
タ

か
ら

の
投

与
計

画

製
剤

製
剤

材
料

の
性

質
物

質
の

溶
解

溶
液

の
濃

度
と

性
質

物
質

の
溶

解
と

そ
の

速
度

溶
解

し
た

物
質

の
膜

透
過

速
度

物
質

の
溶

解
に

対
し

て
酸

・
塩

基
反

応
が

果
た

す
役

割

分
散

系
界

面
の

性
質

代
表

的
な

界
面

活
性

剤
の

種
類

と
性

質

乳
剤

の
型

と
性

質

代
表

的
な

分
散

系
と

そ
の

性
質

分
散

粒
子

の
沈

降
現

象

製
剤

材
料

の
物

性
流

動
と

変
形

（
レ

オ
ロ

ジ
ー

）
の

概
念

、
代

表
的

な
モ

デ
ル

高
分

子
の

構
造

と
高

分
子

溶
液

の
性

質

製
剤

分
野

で
汎

用
さ

れ
る

高
分

子
の

物
性

粉
体

の
性

質

製
剤

材
料

と
し

て
の

分
子

集
合

体

薬
物

と
製

剤
材

料
の

安
定

性
に

影
響

す
る

要
因

、
安

定
化

方
法

Ｔ
Ｄ

Ｍ
（
T
h
e
ra

pe
u
ti
c
 D

ru
g

M
o
n
it
o
ri
n
g）
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粉
末
Ｘ
線
回
折
測
定
法
の
原
理
と
利
用
法

製
剤
材
料
の
物
性
の
測
定

製
剤

化
代
表
的
な
製
剤

代
表
的
な
剤
形
の
種
類
と
特
徴

代
表
的
な
固
形
製
剤
の
種
類
と
性
質

代
表
的
な
半
固
形
製
剤
の
種
類
と
性
質

代
表
的
な
液
状
製
剤
の
種
類
と
性
質

代
表
的
な
無
菌
製
剤
の
種
類
と
性
質

エ
ア
ゾ
ー
ル
剤
と
そ
の
類
似
製
剤

代
表
的
な
製
剤
添
加
物
の
種
類
と
性
質

代
表
的
な
製
剤
の
有
効
性
と
安
全
性
評
価
法

製
剤
化
の
方
法

製
剤
化
の
単
位
操
作
お
よ
び
汎
用
さ
れ
る
製
剤
機
械

単
位
操
作
を
組
み
合
わ
せ
た
代
表
的
製
剤
の
調
製

汎
用
さ
れ
る
容
器
、
包
装
の
種
類
や
特
徴

製
剤
試
験
法

日
本
薬
局
方
の
製
剤
に
関
連
す
る
試
験
法

品
質
管
理
へ
の
適
用

Ｄ
Ｄ
Ｓ
（
薬

物
送

達
シ
ス
テ
ム
）

Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
必
要
性

従
来
の
医
薬
品
製
剤
の
有
効
性
、
安
全
性
、
信
頼
性
に
お
け
る
主
な
問
題
点

Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
概
念
と
有
用
性

放
出
制
御
型
製
剤

放
出
制
御
型
製
剤
（
徐
放
性
製
剤
を
含
む
）
の
利

点

代
表
的
な
放
出
制
御
型
製
剤

代
表
的
な
徐
放
性
製
剤
に
お
け
る
徐
放
化
の
手

段

放
出
制
御
型
製
剤
に
用
い
ら
れ
る
製
剤
材
料
の

種
類
と
性
質

経
皮
投
与
製
剤
の
特
徴
と
利
点

腸
溶
製
剤
の
特
徴
と
利
点

タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ

タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
の
概
要
と
意
義

代
表

的
な
ド
ラ
ッ
グ
キ
ャ
リ
ア
ー
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

プ
ロ
ド
ラ
ッ
グ

代
表
的
な
プ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
有

用
性

そ
の
他
の
Ｄ
Ｄ
Ｓ

代
表
的
な
生
体
膜
透
過
促
進
法

代
表
的
な
組
換
え
医
薬
品
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【
別

表
Ⅴ

　
病

態
・
薬

物
治

療
 】

薬
物

治
療

体
の

変
化

症
候

症
候

：
　

全
身

性
；
体

重
増

加
・
減

少
、

発
熱

、
発

疹
、

掻
痒

、
頭

痛
、

チ
ア

ノ
ー

ゼ
、

脱
水

、
浮

腫
、

口
渇

、
悪

心
・
嘔

吐
、

シ
ョ

ッ
ク

、
腫

瘤
　

消
化

器
；
食

欲
不

振
、

吐
血

・
下

血
、

腹
痛

、
下

痢
・
便

秘
、

腹
部

膨
満

、
黄

疸
　

循
環

器
；
胸

痛
、

頻
脈

・
徐

脈
、

高
血

圧
・
低

血
圧

　
呼

吸
器

；
呼

吸
困

難
、

咳
・
痰

、
血

痰
・
喀

血
、

喘
鳴

、
鼻

汁
・
鼻

閉
　

腎
・
泌

尿
器

；
排

尿
障

害
、

血
尿

・
タ

ン
パ

ク
尿

、
多

尿
・
乏

尿
　

神
経

系
；
意

識
障

害
、

知
覚

障
害

、
運

動
障

害
、

睡
眠

障
害

、
視

力
障

害
、

聴
力

障
害

、
め

ま
い

、
け

い
れ

ん
　

婦
人

科
；
月

経
異

常

臨
床

検
査

肝
臓

機
能

検
査

腎
臓

機
能

検
査

呼
吸

機
能

検
査

心
臓

機
能

検
査

血
液

お
よ

び
血

液
凝

固
検

査

内
分

泌
・
代

謝
疾

患
に

関
す

る
検

査

感
染

時
お

よ
び

炎
症

時
の

臨
床

検
査

悪
性

腫
瘍

に
関

す
る

臨
床

検
査

尿
・
便

検
査

血
液

ガ
ス

分
析

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
（
血

圧
、

心
拍

数
、

呼
吸

、
体

温
、

意
識

な
ど

）

循
環

器
系

の
疾

患
不

整
脈

心
不

全

高
血

圧
・
低

血
圧

虚
血

性
心

疾
患

そ
の

他
の

疾
患

：
　

閉
塞

性
動

脈
硬

化
症

、
心

原
性

シ
ョ

ッ
ク

、
弁

膜
症

、
心

筋
症

血
液

系
の

疾
患

貧
血

白
血

病

播
種

性
血

管
内

凝
固

症
候

群
（
D

IC
）

そ
の

他
の

疾
患

：
　

血
友

病
、

悪
性

リ
ン

パ
腫

、
骨

髄
腫

、
紫

斑
病

、
白

血
球

減
少

症
、

血
栓

症
・
塞

栓
症

、
赤

血
球

増
多

症

消
化

器
系

疾
患

消
化

性
潰

瘍

感
染

性
腸

炎

肝
炎

・
肝

硬
変

膵
炎

そ
の

他
の

疾
患

：
　

消
化

器
系

が
ん

（
食

道
が

ん
、

胃
が

ん
、

大
腸

が
ん

、
肝

臓
が

ん
、

す
い

臓
が

ん
）
、

胃
炎

、
薬

剤
性

肝
障

害
、

急
性

胆
嚢

炎
・
胆

管
炎

、
胆

石
症

、
虫

垂
炎

、
ク

ロ
ー

ン
病

、
潰

瘍
性

大
腸

炎
、

過
敏

性
腸

症
候

群
、

痔
疾

患

大
項

目
中

項
目

小
項

目
小

項
目

の
例

示

疾
患

と
薬

物
治

療
（
循

環
器

疾
患

・
血

液
疾

患
・
消

化
器

疾
患

）
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腎
臓
・
尿
路
の
疾
患

腎
不
全

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群

そ
の
他
の
疾
患
：
　
糸
球
体
腎
炎
、
糖
尿
病
性
腎
症
、
尿
路
感
染
症
、
薬
剤
性
腎
症
、
尿
路
結
石
、
ル
ー
プ
ス
腎
炎

生
殖
器
疾
患

前
立
腺
肥
大
症

そ
の
他
の
疾
患
：
　
前
立
腺
が
ん
、
勃
起
不
全
、
異
常
妊
娠
、
異
常
分
娩
、
不
妊
、
子
宮
が
ん
、
子
宮
内
膜
症

呼
吸
器
・
胸
部
の
疾
患

気
管
支
喘
息
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
肺
気
腫
、
慢
性
気
管
支
炎
）

そ
の
他
の
疾
患
：
　
上
気
道
炎
（
か
ぜ
症
候
群
）
、
気
管
支
炎
・
肺
炎
（
肺
真
菌
症
を
含
む
）
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
拘
束
性
肺
疾
患
（
肺
線
維
症
、
間
質
性

肺
炎
）
、
肺
結
核
（
非
定
型
（
非
結
核
性
）
抗
酸
菌

感
染
を
含
む
）
、
肺
が
ん

内
分
泌
系
疾
患

甲
状
腺
機
能
異
常
症

ク
ッ
シ
ン
グ
症
候
群

尿
崩
症

そ
の
他
の
疾
患
：
　
副
甲
状
腺
機
能
異
常
症
、
副
腎
機
能
異
常
症
（
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症
、
ア
ジ
ソ
ン
病
）
、
褐
色
細
胞
腫
、
乳
が
ん

代
謝
性
疾
患

糖
尿
病

脂
質
異
常
症

高
尿
酸
血
症
・
痛
風

そ
の
他
の
疾
患
：
低
血
糖

神
経
・
筋
の
疾
患

脳
血
管
疾
患
（
脳
内
出
血
、
脳
梗
塞
（
脳
血
栓
、
脳
塞
栓
）
、
く
も
膜
下
出
血
）

て
ん
か
ん

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

そ
の
他
の
疾
患
：
　
重
症
筋
無
力
症
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
、
筋
委
縮
性
側
索
硬
化
症
、
多
発
性
硬
化
症
、
ギ
ラ
ン
・
バ
レ
ー
症
候
群
、
脳
炎
・
髄
膜
炎
、

熱
性
け
い
れ
ん
、
脳
腫
瘍
、
脳
血
管
性
認
知
症
、
悪
性
高
熱
症
、
片
頭
痛

精
神
疾
患

統
合
失
調
症

う
つ
病
性
障
害
、
双
極
性
障
害

そ
の
他
の
疾
患
：
　
神
経
症
、
心
身
症
、
薬
物
依
存

症
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
不
眠
症

耳
鼻
咽
喉
の
疾
患

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

中
耳
炎

そ
の
他
の
疾
患
：
　
メ
ニ
エ
ー
ル
病
、
副
鼻
腔
炎
、
咽
頭
炎
・
扁
桃
腺
炎

皮
膚
疾
患

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

皮
膚
真
菌
症

そ
の
他
の
疾
患
：
　
蕁
麻
疹
、
薬
疹
、
水

疱
症
、
乾

癬
、
接

触
性

皮
膚

炎
、
光

線
過

敏
症

、
褥

瘡

眼
疾
患

緑
内
障

白
内
障

そ
の
他
の
疾
患
：
　
結
膜
炎
、
網
膜
症

疾
患

と
薬

物
治

療
（
泌

尿
器

系
疾

患
、
生

殖
器

系
疾

患
、
呼

吸
器

系
疾

患
、
内

分
泌

系
疾

患
、
代

謝
性

疾
患

、
神

経
・
骨

格
筋

疾
患

）

疾
患

と
薬

物
治

療
（
精

神
疾

患
、
耳

鼻
咽

喉
疾

患
、
皮

膚
疾

患
、
眼

疾
患

、
骨

・
関

節
疾

患
、
ア
レ
ル

ギ
ー
・

免
疫

性
疾

患
、
移

植
医

療
、
緩

和
ケ

ア
）
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骨
・
関
節
の
疾
患

関
節
リ
ウ
マ
チ

そ
の
他
の
疾
患
：
　
変
形
性
関
節
症
、
骨
軟
化
症

ア
レ
ル

ギ
ー
・
免

疫
疾

患
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク

自
己
免
疫
疾
患
（
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
シ
ェ
グ
レ
ン
症
候
群
、
抗
リ
ン
脂
質
抗
体
症
候
群
）

後
天
性
免
疫
不
全
症

移
植
医
療

臓
器
移
植
・
造
血
幹
細
胞
移
植

そ
の
他
の
疾
患
：
移
植
片
対
宿
主
病
（
G
V
H
D
）

緩
和
ケ
ア
と
長
期
療
養

が
ん
性
疼
痛

長
期
療
養
に
付
随
す
る
合
併
症

病
原

微
生

物
・
悪

性
新

生
物

感
染
症

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

、
サ

イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

、
ウ
イ
ル

ス
性

脳
炎

・
髄

膜
炎

、
ウ
イ
ル

ス
肝

炎
、
Ｈ
ＩＶ
な
ど
）

細
菌
感
染
症
（
結
核
、
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
、
ブ
ド
ウ
球
菌
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
な
ど
）

真
菌

感
染

症
（
カ
ン
ジ
ダ
症

、
白

癬
菌

症
、
ア
ス
ペ
ル

ギ
ル

ス
症
な
ど
）

そ
の
他
の
感
染
症
（
リ
ケ
ッ
チ
ア
感
染
症
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
寄
生
虫
感
染
症
な
ど
）

悪
性
腫
瘍
の
病
態
と
治
療

悪
性
腫
瘍
の
薬
物
治
療

代
表

的
疾
患

：
白

血
病

、
悪

性
リ
ン
パ

腫
、
骨

髄
腫

、
食

道
が

ん
、
胃

が
ん
、
大
腸

が
ん
、
肝

臓
が

ん
、
す
い
臓

が
ん
、
前

立
腺

が
ん
、
子
宮

が
ん
、
肺

が
ん
、
乳
が
ん
、
褐
色
細
胞

腫
、
脳
腫
瘍

薬
物

治
療

に
役

立
つ
情
報

医
薬

品
情

報
情
報

医
薬
品
情
報

医
薬
品
情
報
に
関
わ
っ
て
い
る
職
種

開
発
過
程
で
得
ら
れ
る
情
報

市
販
後
情
報

法
律
と
制
度

情
報
源

一
次
資
料
、
二
次
資
料
、
三
次
資
料

厚
生
労
働
省
、
製
薬
企
業
な
ど
の
発
行
す
る
資
料

医
薬
品
添
付
文
書

医
薬
品
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ム

収
集
・
評
価
・
加
工
・
提
供
・
管
理

医
薬
品
情
報
を
質
的
に
評
価
す
る
際
に
必
要
な
基
本
的
項
目

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

生
物
統
計
の
基
礎

帰
無
仮
説
の
概
念

パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
検
定
と
ノ
ン
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
検
定
の
使
い
分
け

主
な
多
重
比
較
検
定
法
（
分
散
分
析
、
D
u
n
n
e
tt
検
定
、
T
u
ke
y検

定
な
ど
）

主
な
多
変
量
解
析
の
概
要

E
B
M

ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
、
コ
ホ
ー
ト
研
究
、
症
例
対
照
研
究

メ
タ
ア
ナ
リ
シ
ス
の
概
念
、
結
果
の
評
価

エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト

Ｅ
Ｂ
Ｍ
(E
vi
de
n
c
e
-
B
as
e
d

M
e
di
c
in
e
)
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オ
ッ
ズ
比

、
必

要
治

療
数

、
相

対
危

険
度

患
者

情
報

情
報
と
情
報
源

薬
物
治
療
に
必
要
な
患
者
基
本
情
報

患
者
情
報
源

収
集

・
評
価

・
管

理
問

題
志

向
型

シ
ス
テ
ム
（
P
O
S
)

S
O
A
P

テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
薬

物
治

療
薬
効
の
個
人
差

薬
効
の
個
人
差
の
要
因

遺
伝
的
素
因

遺
伝
的
素
因

年
齢
的
要
因

新
生
児
、
乳
児

幼
児
、
小
児

高
齢
者

生
理
的
要
因

妊
娠
時

授
乳
婦

栄
養
状
態

合
併
症

腎
臓
疾
患

肝
臓
疾
患

心
臓
疾
患

投
与
計
画

患
者
固
有
の
投
与
計
画

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
マ
コ
キ
ネ
テ
ィ
ク
ス

日
内
変
動

治
療

疾
患
関
連
遺
伝
子
と
遺
伝
子
治
療

細
胞
を
利
用
し
た
治
療
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【
別

表
Ⅵ

　
法

規
・
制

度
・
倫

理
 】

薬
学

と
社

会
薬

剤
師

を
取

り
巻

く
法

律
と

制
度

医
療

の
担

い
手

と
し

て
の

使
命

倫
理

的
責

任

民
事

責
任

、
刑

事
責

任
、

行
政

責
任

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・
コ

ン
セ

ン
ト

の
定

義
、

必
要

性

個
人

情
報

の
保

護

法
令

の
構

成
薬

剤
師

に
関

連
す

る
法

令
の

構
成

薬
事

法
薬

局

医
薬

品
等

の
製

造
販

売
業

及
び

製
造

業

登
録

認
証

機
関

医
薬

品
の

販
売

業
及

び
医

療
機

器
の

販
売

業
等

医
薬

品
等

の
基

準
及

び
検

定

医
薬

品
等

（
毒

薬
お

よ
び

劇
薬

、
医

薬
品

、
医

療
機

器
、

化
粧

品
、

医
薬

部
外

品
）
の

取
扱

い

医
薬

品
等

の
広

告

生
物

由
来

製
品

の
特

例

監
督

指
定

薬
物

の
取

扱
い

希
少

疾
病

用
医

薬
品

及
び

希
少

疾
病

用
医

療
機

器
の

指
定

等

雑
則

罰
則

薬
剤

師
法

薬
剤

師
の

任
務

薬
剤

師
免

許

薬
剤

師
国

家
試

験

業
務

罰
則

医
療

法
医

療
法

の
目

的

医
療

に
関

す
る

選
択

の
支

援
等

医
療

の
安

全
の

確
保

病
院

、
診

療
所

及
び

助
産

所

医
療

提
供

体
制

の
確

保

罰
則

医
師

・
歯

科
医

師
の

任
務

、
保

健
師

助
産

師
看

護
師

法
の

目
的

業
務

血
液

供
給

体
制

採
血

、
献

血
、

血
液

製
剤

小
項

目
の

例
示

大
項

目
中

項
目

小
項

目

医
師

法
、

歯
科

医
師

法
、

保
健

師
助

産
師

看
護

師
法
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管
理
薬
に
関
す
る
規
制

麻
薬

向
精
神
薬

覚
せ
い
剤

覚
せ
い
剤
原
料

大
麻

あ
へ
ん

毒
物
お
よ
び
劇
物
に
関
す
る
規
制

毒
物

劇
物

薬
害

と
副

作
用

被
害

健
康
被
害
救
済
制
度

医
薬
品
副
作
用
救
済
制
度

生
物
由
来
製
品
感
染
等
被
害
救
済
業
務

薬
害

薬
害
（
サ
リ
ド
マ
イ
ド
、
ス
モ
ン
、
血
液
製
剤
、
ソ
リ
ブ
ジ
ン
な
ど
）
の
原
因
と
社
会
的
背
景

薬
害
を
防
止
す
る
た
め
の
手
段

製
造
物
責
任

薬
剤
師
が
関
わ
る
製
造
物
責
任
の
概
要

社
会

保
障

制
度

と
薬

剤
経

済
社
会
保
障
制
度

日
本
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
の
し
く
み

社
会
保
障
制
度
の
中
で
の
医
療
保
険
制
度
の
役

割

介
護
保
険
制
度
の
し
く
み

高
齢
者
医
療
制
度
の
し
く
み

医
療
保
険
制
度

医
療
保
険
の
成
り
立
ち
と
現
状

医
療
保
険
の
し
く
み

医
療
保
険
の
種
類

国
民
の
福
祉
健
康
に
お
け
る
医
療
保
険
の
貢
献
と
問
題
点

保
険
薬
剤
師
療
養
担
当
規
則
、
保
険
医
療
養
担
当

規
則

調
剤
報
酬
お
よ
び
調
剤
報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）

保
険
医
療
と
薬
価
制
度
の
関
係

新
規
医
薬
品
の
価
格
を
決
定
す
る
要
因

薬
剤
経
済
・
医
療
統
計

国
民
医
療
費
の
動
向

医
療
費
の
内
訳

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）
の
役
割

医
薬
品
生
産
金
額

医
療
従
事
者
数

医
療
施
設
数
、
薬
局
数

薬
物
治
療
の
経
済
評
価
の
意
義
、
評
価
手
法

地
域
薬
局
・
薬
剤
師

地
域
薬
局
の
役
割

在
宅
医
療
お
よ
び
居
宅
介
護
に
お
け
る
薬
局
と
薬
剤
師
の
役
割

学
校
薬
剤
師
の
役
割

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割

地
域

薬
局
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一
般

用
医

薬
品

の
役

割
と

供
給

薬
局

業
務

運
営

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

医
薬

分
業

医
薬

分
業

の
し

く
み

と
意

義

医
薬

分
業

の
現

状

か
か

り
つ

け
薬

局
の

意
義

医
薬

品
流

通
医

薬
品

の
流

通
の

し
く
み

医
薬

品
の

開
発

と
生

産
医

薬
品

開
発

医
薬

品
開

発
の

コ
ン

セ
プ

ト
医

薬
品

開
発

を
計

画
す

る
際

に
考

慮
す

べ
き

因
子

希
少

疾
病

に
対

す
る

医
薬

品
（
オ

ー
フ

ァ
ン

ド
ラ

ッ
グ

）
開

発
の

重
要

性

医
薬

品
の

承
認

医
薬

品
の

承
認

ま
で

の
プ

ロ
セ

ス

非
臨

床
試

験
の

目
的

と
実

施
概

要

臨
床

試
験

の
目

的
と

実
施

概
要

後
発

医
薬

品
（
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

）

承
認

後
の

制
度

再
審

査
制

度

再
評

価
制

度

副
作

用
・
感

染
症

報
告

制
度

市
販

直
後

調
査

医
薬

品
の

製
造

と
品

質
管

理
医

薬
品

の
品

質
管

理
の

意
義

と
薬

剤
師

の
役

割

医
薬

品
製

造
に

お
け

る
環

境
保

全
に

配
慮

す
べ

き
点

規
範

G
L
P

(G
o
o
d 

L
ab

o
ra

to
ry

 P
ra

c
ti
c
e
)

Ｇ
Ｃ

Ｐ
(G

o
o
d 

C
lin

ic
al

 P
ra

c
ti
c
e
)

G
M

P
(G

o
o
d 

M
an

u
fa

c
tu

ri
n
g 

P
ra

c
ti
c
e
)

Ｇ
Ｖ

Ｐ
(G

o
o
d 

V
ig

ila
n
c
e
 P

ra
c
ti
c
e
)

Ｇ
Ｑ

Ｐ
(G

o
o
d 

Q
u
al

it
y 

P
ra

c
ti
c
e
)

Ｇ
Ｐ

Ｓ
Ｐ

(G
o
o
d 

P
o
st

-
M

ar
ke

ti
n
g 

S
tu

dy
 P

ra
c
ti
c
e
)

治
験

治
験

の
意

義
と

業
務

治
験

の
意

義

治
験

（
第

Ⅰ
、

Ⅱ
お

よ
び

Ⅲ
相

）
の

概
要

治
験

審
査

委
員

会

治
験

に
お

け
る

薬
剤

師
の

役
割

治
験

に
お

け
る

薬
剤

師
の

役
割

（
治

験
薬

管
理

者
、

治
験

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

な
ど

）

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・
コ

ン
セ

ン
ト

と
守

秘
義

務

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ

ム
生

と
死

（
生

命
倫

理
）

生
命

の
尊

厳
誕

生
に

関
わ

る
倫

理
的

問
題

（
生

殖
技

術
、

ク
ロ

ー
ン

技
術

、
出

生
前

診
断

な
ど

）
の

概
略

医
療

に
関

わ
る

倫
理

的
問

題
の

概
略

死
に

関
わ

る
倫

理
的

問
題

（
安

楽
死

、
尊

厳
死

、
脳

死
な

ど
）
の

概
略

医
療

の
目

的
予

防
、

治
療

、
延

命
、

Q
O

L

先
進

医
療

と
生

命
倫

理
遺

伝
子

診
断

、
遺

伝
子

治
療

、
移

植
・
再

生
医

療
、

難
病

治
療

社
会

の
期

待
患

者
中

心
（
本

位
）
の

医
療

医
療

の
担

い
手

と
し

て
の

社
会

の
ニ

ー
ズ

医
療

の
担

い
手

と
し

て
の

こ
こ

ろ
構

え
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医
療
の
担
い
手
と
し
て
の
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
方
法

医
療
の
担
い
手
に
ふ
さ
わ
し
い
態
度

医
療
行
為

ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言

医
療
の
担
い
手
が
守
る
べ
き
倫
理
規
範

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
定
義
と
必
要
性

患
者
の
基
本
的
権
利
と
自
己
決
定
権
の
尊
重

医
療
事
故
回
避
の
重
要
性

研
究
活
動

研
究
の
必
要
性
、
独
創
性

臨
床
研
究
に
関
す
る
倫
理
指
針
、
疫
学
研
究
に
関

す
る
倫
理
指
針
、
動
物
愛
護
と
代
替
試
験
法

医
薬
品
の
創
製
と
供
給

医
薬
品
の
創
製
と
供
給
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響

医
薬
品
の
使
用
に
関
わ
る
事
故
回
避
の
重
要
性

自
己
学
習
・
生
涯
学
習

課
題
抽
出
能
力
・
解
決
能
力

医
療
の
担
い
手
と
し
て
の
生
涯
学
習

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

言
語
的
・
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

意
思
、
情
報
の
伝
達
に
必
要
な
要
素

相
手
の
立
場
、
文
化
、
習
慣
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
の
違
い

相
手
へ
の
配
慮

対
人
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
心
理
的
要
因

病
気
が
患
者
に
及
ぼ
す
心
理
的
影
響
、
患
者
心
理
の
理
解

チ
ー
ム
ワ
ー
ク

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
重
要
性

対
人

業
務
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【
別

表
Ⅶ

　
実

務
】

薬
剤

師
業

務
薬

剤
師

業
務

の
基

礎
薬

剤
師

薬
剤

師
の

使
命

、
倫

理

薬
剤

師
の

役
割

フ
ァ

ー
マ

シ
ュ

ー
テ

ィ
カ

ル
ケ

ア

チ
ー

ム
医

療
医

療
チ

ー
ム

の
構

成
、

構
成

員
、

連
携

と
責

任
体

制

診
療

科
横

断
的

に
行

わ
れ

る
チ

ー
ム

医
療

（
ＩＣ

Ｔ
、

Ｎ
Ｓ

Ｔ
、

褥
瘡

対
策

チ
ー

ム
、

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
な

ど
）
に

お
け

る
薬

剤
師

の
役

割

診
療

科
ご

と
に

行
わ

れ
る

チ
ー

ム
医

療
（
内

科
、

外
科

、
小

児
科

、
泌

尿
器

科
、

耳
鼻

科
な

ど
）
に

お
け

る
薬

剤
師

の
役

割

地
域

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療

チ
ー

ム
医

療
で

の
薬

剤
師

の
責

任
範

囲
、

医
療

従
事

者
と

の
連

携
の

重
要

性

医
薬

分
業

の
仕

組
み

処
方

せ
ん

処
方

せ
ん

の
基

礎
処

方
せ

ん
の

法
的

位
置

づ
け

と
機

能

処
方

オ
ー

ダ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

、
電

子
カ

ル
テ

処
方

せ
ん

の
種

類
、

特
徴

と
記

載
事

項

調
剤

業
務

の
法

的
根

拠

処
方

せ
ん

鑑
査

時
の

留
意

点

医
薬

品
の

用
法

・
用

量
医

薬
品

の
用

法
・
用

量
お

よ
び

投
与

計
画

剤
形

の
特

徴
と

臨
床

上
の

意
義

新
生

児
、

小
児

、
高

齢
者

、
妊

婦
等

の
用

法
・
用

量

新
生

児
、

小
児

、
高

齢
者

、
妊

婦
に

適
し

た
用

量
の

計
算

（
yo

u
n
gの

式
、

vo
n
 H

ar
n
ac

kの
表

な
ど

）

腎
、

肝
疾

患
時

の
用

量
設

定

疑
義

照
会

疑
義

照
会

の
意

義
と

根
拠

疑
義

照
会

の
意

義
（
法

的
根

拠
を

含
め

て
）

代
表

的
な

配
合

変
化

不
適

切
な

処
方

せ
ん

事
例

と
そ

の
理

由

代
表

的
な

医
薬

品
の

効
能

・
効

果
、

用
法

・
用

量

代
表

的
な

医
薬

品
の

警
告

、
禁

忌
、

副
作

用

代
表

的
な

医
薬

品
の

相
互

作
用

疑
義

照
会

の
方

法
疑

義
照

会
の

流
れ

疑
義

照
会

の
手

順
と

注
意

事
項

調
剤

調
剤

の
基

礎
処

方
せ

ん
受

付
、

医
薬

品
交

付
、

服
薬

指
導

処
方

せ
ん

お
よ

び
薬

歴
に

基
づ

く
処

方
内

容
の

適
正

性

薬
袋

，
薬

札
に

記
載

す
べ

き
事

項

計
数

・
計

量
調

剤
錠

剤
、

カ
プ

セ
ル

剤
の

計
数

調
剤

調
剤

過
誤

を
防

止
す

る
た

め
の

工
夫

小
項

目
の

例
示

大
項

目
中

項
目

小
項

目
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代
表
的
な
医
薬
品
の
商
品
名
と
一
般
名

同
一
有
効
成
分
の
医
薬
品

毒
薬
・
劇
薬
、
麻
薬
、
向
精
神
薬
な
ど
の
調
剤

一
回
量
(一

包
化
）
調
剤

散
剤
、
液
剤
な
ど
の
計
量
調
剤

細
胞
毒
性
の
あ
る
医
薬
品
の
調
剤

錠
剤
の
粉
砕
、
お
よ
び
カ
プ
セ
ル
剤
の
開
封
等

鑑
査
の
手
順
と
留
意
点

注
射
剤
調
剤

注
射
剤
調
剤
の
流
れ

注
射
剤
処
方
せ
ん
の
記
載
事
項
（
医
薬
品
名
、
分
量
、
用
法
・
用
量
な
ど
）

代
表
的
な
注
射
剤
処
方
せ
ん
の
適
正
性

注
射
剤
（
高
カ
ロ
リ
ー
栄
養
輸
液
な
ど
）
の
適
応
、
栄
養
成
分
、
微
量
元
素
、
電
解
質
、
カ
ロ
リ
ー
計
算
、
使
用
上
の
注
意
等

細
胞
毒
性
の
あ
る
注
射
剤
の
調
剤
時
の
留
意
点

外
来
化
学
療
法
に
お
け
る
抗
悪
性
腫
瘍
薬
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
の
意
義
と
そ
の
適
正
使
用

注
射
剤
の
鑑
査
の
手
順
と
留
意
点

医
薬

品
の

管
理

と
供

給
医
薬
品
の
管
理

医
薬
品
管
理
の
意
義
と
必
要
性

医
薬
品
の
適
正
在
庫
の
意
義

代
表
的
な
剤
形
の
安
定
性
、
保
存
性

特
別
な
配
慮
を
要
す
る
医
薬
品

毒
薬
・
劇
薬
の
管
理
と
取
扱
い

麻
薬
、
向
精
神
薬
の
管
理
と
取
扱
い

覚
せ
い
剤
原
料
の
管
理
と
取
扱
い

血
漿
分
画
製
剤
の
管
理
と
取
扱
い

輸
血
用
血
液
製
剤
の
管
理
と
取
扱
い

生
物
製
剤
の
種
類
と
適
応

生
物
製
剤
の
管
理
と
取
扱
い

麻
薬
の
取
扱
い
時
の
手
順
と
注
意
事
項

放
射
性
医
薬
品
の
種
類
と
用
途

放
射
性
医
薬
品
の
管
理
と
取
扱
い

製
剤
化
の
基
礎

院
内
製
剤
の
意
義
、
調
製
上
の
手
続
き
、
品
質
管
理

、
滅
菌
が
必
要
な
製
剤

薬
局
製
剤
の
意
義
、
調
製
上
の
手
続
き
、
品
質
管
理
、
滅
菌
が
必
要
な
製
剤

代
表
的
な
院
内
製
剤

代
表
的
な
薬
局
製
剤

無
菌
操
作
の
原
理
と
無
菌
操
作
の
手
順
と
注
意
事
項

抗
悪
性
腫
瘍
薬
な
ど
の
取
扱
い
時
の
ケ
ミ
カ
ル
ハ
ザ

ー
ド
回
避
に
必
要
な
手
技
と
注
意
事
項

注
射
剤
と
輸
液

注
射
剤
の
配
合
変
化
の
原
因
、
回
避
方
法
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高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
と
経
管
栄
養
剤
の
種
類
と
適
応

電
解
質
輸
液
の
種
類
と
適
応

体
内
電
解
質
の
過
不
足
時
の
補
正
の
計
算
、
注
射
剤
の
投
与
経
路
と
特
徴

消
毒
薬

代
表
的
な
消
毒
薬
の
用
途
、
使
用
濃
度

消
毒
薬
調
製
時
の
注
意
点

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

安
全
管
理

薬
剤
師
業
務
の
中
で
の
事
故
事
例
と
そ
の
原
因

誤
り
を
生
じ
や
す
い
投
薬
例

院
内
感
染
の
代
表
事
例
と
回
避
方
法

副
作
用

医
薬
品
の
重
篤
な
副
作
用
の
初
期
症
状
と
検
査
所
見
、
対
処
方
法

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

誤
り
を
生
じ
や
す
い
調
剤
例
と
医
薬
品
の
リ
ス
ク
別
分
類

リ
ス
ク
の
回
避
方
法

特
に
リ
ス
ク
の
高
い
代
表
的
な
医
薬
品

イ
ン
シ
デ
ン
ト
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
、
プ
レ
ア
ボ
イ
ド
報

告

薬
物
の
過
量
投
与
時
の
対
処

職
務
上
の
過
失
、
過
誤
の
予
防

服
薬

指
導

と
患

者
情

報
服
薬
指
導

患
者
の
基
本
的
権
利
、
自
己
決
定
権
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
、
守
秘
義
務

服
薬
指
導
の
意
義
（
法
的
、
倫
理
的
、
科
学
的
根
拠
）

服
薬
指
導
内
容

服
薬
指
導
上
の
注
意
点

代
表
的
な
疾
患
と
注
意
す
べ
き
生
活
指
導
項
目

医
薬
品
へ
の
不
安
、
抵
抗
感

患
者
接
遇
に
お
け
る
注
意
点

効
果
が
現
れ
て
い
な
い
、
副
作
用
が
疑
わ
れ
る
場
合

の
対
処
法

患
者
向
け
説
明
文
書
、
作
成
上
の
留
意
点

患
者
情
報
の
重
要
性

服
薬
指
導
に
必
要
な
患
者
情
報

患
者
情
報
の
収
集
方
法

薬
歴
、
服
薬
指
導
歴
な
ど
へ
の
記
載
事
項
と
留
意
点

Ｐ
Ｏ
Ｓ
に
基
づ
く
薬
剤
管
理
指
導
記
録

薬
歴
管
理
の
意
義
と
重
要
性

薬
歴
簿
の
保
管
、
管
理
の
方
法
、
期
間

医
師
、
看
護
師
な
ど
と
の
情
報
共
有
の
方
策
と
重
要
性

病
院
薬
剤
師
と
薬
局
薬
剤
師
の
連
携

現
代

医
療

の
中

の
生

薬
・
漢

方
薬

漢
方
薬
の
基
礎

漢
方
薬
の
特
徴

西
洋
薬
と
の
相
違

漢
方
処
方
の
解
析

漢
方
処
方
に
配
合
さ
れ
て
い
る
代
表
的
な
生
薬
、
そ
の
有
効
成
分
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疾
患
別
の
漢
方
治
療

代
表
的
な
漢
方
処
方
の
適
応
症
と
配
合
生
薬

代
表
的
な
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
生
薬
お
よ
び
漢
方
処
方
の
応
用
、
使
用
上
の
注
意

漢
方
処
方
の
応
用

漢
方
エ
キ
ス
製
剤
の
特
徴
、
煎
液
と
の
比
較

医
療
用
と
一
般
用
漢
方
処
方
（
漢
方
処
方
の
製
剤
化
）

病
院

業
務

病
院

に
お
け
る
調

剤
病
院
調
剤
業
務
の
流
れ

病
院
に
お
け
る
診
療
の
流
れ

病
院
内
で
の
患
者
情
報
の
流
れ

病
院
に
所
属
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
職
種
名
と
そ
の
業
務
内
容

医
療
の
担
い
手
が
守
る
べ
き
倫
理
規
範

職
務
上
知
り
得
た
情
報
と
守
秘
義
務

薬
剤
部
門
を
構
成
す
る
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
業
務
内
容
と
相
互
の
関
連

医
薬

品
管

理
医
薬
品
の
管
理
・
供
給
・
保
存

医
薬
品
管
理
の
流
れ

医
薬
品
の
納
品
か
ら
使
用
ま
で
に
係
わ
る
職
種
と
薬
剤
師
業
務

医
薬
品
の
品
質
に
影
響
を
与
え
る
因
子
と
保
存
条
件

納
入
医
薬
品
の
検
収
時
の
注
意
点

同
一
商
品
名
の
医
薬
品
に
お
け
る
異
な
っ
た
規
格
の
具
体
例

院
内
に
お
け
る
医
薬
品
の
供
給
方
法

医
薬
品
の
請
求
方
法
の
種
類

医
薬
品
の
採
用
・
使
用
中
止

医
薬
品
の
採
用
の
考
え
方
と
手
続
き

医
薬
品
の
採
用
中
止
の
考
え
方
と
手
続
き

情
報

の
取

扱
い

医
薬
品
情
報
収
集

医
薬
品
の
基
本
的
情
報
の
情
報
源
、
収
集
手
段

院
内
で
の
緊
急
情
報
（
緊
急
安
全
性
情
報
、
不
良
品

回
収
、
製
造
中
止
な
ど
）
の
取
扱
い
方
法

患
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
情
報
の
収
集
、
加
工

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
情
報
の
収
集
、
加
工

医
薬
品
情
報
の
提
供

患
者
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
へ
の
情
報
提
供

医
薬
品
・
医
療
機
器
等
安
全
性
情
報
報
告
の
記
載
時

の
注
意
点

患
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
情
報
の
提
供
方
法

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
情
報
の
提
供
方
法

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）
の
適
正
使
用
の

た
め
に
必
要
な
医
薬
品
情
報

病
棟

業
務

病
棟
業
務
の
概
説

病
棟
業
務
に
お
け
る
薬
剤
師
の
業
務
（
薬
剤
管
理
指
導
、
バ

イ
タ
ル

サ
イ
ン
の

確
認

、
ク
リ
ニ
カ
ル

パ
ス
の

作
成

、
与

薬
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
供

給
管

理
な
ど
）

正
確
な
記
録
と
報
告

病
棟
に
お
け
る
薬
剤
の
管
理
と
取
扱
い

医
療
チ
ー
ム
へ
の
参
加

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
日
常
使
っ
て
い
る
代
表
的
な
専
門
用
語

病
棟
に
お
け
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携

薬
剤
管
理
指
導
業
務

情
報
源
の
種
類
と
特
徴
（
診
療
録
、
看
護
記
録
、
重
要
な
検
査
所
見
な
ど
）

診
断
名
、
病
態
と
薬
物
治
療
方
針
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使
用

医
薬

品
の

薬
効

、
使

用
上

の
注

意
、

副
作

用

臨
床

検
査

値
に

影
響

を
与

え
る

医
薬

品

開
放

型
質

問
の

方
法

患
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ー
ケ

シ
ョ

ン
時

の
留

意
点

薬
物

治
療

上
の

問
題

点

副
作

用
が

疑
わ

れ
る

場
合

の
適

切
な

対
処

法
、

支
持

療
法

Ｔ
Ｄ

Ｍ
（
T
h
e
ra

pe
u
ti
c
 D

ru
g

M
o
n
it
o
ri
n
g）

薬
物

血
中

濃
度

の
デ

ー
タ

と
患

者
情

報
に

基
づ

く
薬

物
療

法
に

お
け

る
問

題
点

と
そ

の
対

策

中
毒

医
療

へ
の

貢
献

薬
物

中
毒

患
者

の
中

毒
原

因
物

質
の

検
出

方
法

と
解

毒
方

法
、

解
毒

薬
の

名
称

と
原

理

薬
局

業
務

薬
局

で
取

扱
う

医
薬

品
等

と
管

理
薬

局
で

取
扱

う
医

薬
品

等
薬

局
で

取
扱

う
医

薬
品

等
が

医
療

の
中

で
果

た
す

役
割

薬
局

で
取

扱
う

医
薬

品
等

の
流

通
機

構

管
理

と
保

存
納

入
医

薬
品

の
検

収
時

の
注

意
点

薬
局

に
お

け
る

医
薬

品
等

の
管

理
、

配
列

方
法

の
概

要

薬
局

に
お

け
る

調
剤

保
険

調
剤

業
務

の
流

れ
保

険
調

剤
業

務
、

調
剤

報
酬

請
求

保
険

薬
局

の
認

定
条

件
と

薬
局

の
構

造
設

備

初
来

局
患

者
へ

の
対

応
と

初
回

質
問

表
の

利
用

初
来

局
・
再

来
局

患
者

か
ら

の
情

報
収

集

調
剤

録
と

処
方

せ
ん

調
剤

録
の

法
的

規
制

調
剤

録
へ

の
記

入
事

項
　

調
剤

録
の

保
管

、
管

理

調
剤

後
の

処
方

せ
ん

へ
の

記
入

事
項

処
方

せ
ん

の
保

管
、

管
理

調
剤

報
酬

調
剤

報
酬

の
算

定
、

調
剤

報
酬

明
細

書
（
レ

セ
プ

ト
）
の

作
成

の
流

れ
と

留
意

点

薬
剤

師
の

技
術

評
価

の
対

象

薬
局

対
面

業
務

患
者

・
顧

客
と

の
接

遇
か

か
り

つ
け

薬
局

・
薬

剤
師

の
役

割

患
者

、
顧

客
に

対
す

る
適

切
な

態
度

疾
病

の
予

防
・
健

康
管

理
に

関
す

る
ア

ド
バ

イ
ス

受
診

勧
奨

地
域

住
民

の
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

薬
剤

師
の

役
割

一
般

用
医

薬
品

（
Ｏ

Ｔ
Ｃ

薬
）
、

使
用

目
的

、
一

般
用

医
薬

品
の

リ
ス

ク
区

分

漢
方

薬
、

生
活

改
善

薬
、

サ
プ

リ
メ

ン
ト

、
健

康
食

品

保
健

機
能

食
品

顧
客

か
ら

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
よ

っ
て

得
た

副
作

用
お

よ
び

相
互

作
用

情
報

へ
の

対
応

策

地
域

に
お

け
る

業
務

在
宅

医
療

在
宅

患
者

訪
問

薬
剤

管
理

指
導

業
務

、
居

宅
療

養
管

理
指

導
業

務

他
職

種
連

携
、

地
域

（
医

薬
）
連

携
チ

ー
ム

医
療

、
地

域
連

携
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

作
成

へ
の

参
加

在
宅

医
療

に
お

け
る

医
療

廃
棄

物
の

取
扱

い

一
般

用
医

薬
品

・
医

療
機

器
・
健

康
食

品
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地
域
医
療

休
日
、
夜
間
診
療
と
薬
剤
師
の
役
割

緊
急
災
害
時
に
お
け
る
、
薬
局
・
薬
剤
師
の
役
割

学
校
薬
剤
師
の
職
務
と
そ
の
役
割

医
薬
品
の
適
正
使
用
の
啓
発
活
動
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
等
薬
物
乱
用
防
止
運
動
、
ド
ー
ピ
ン
グ
防
止
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割

日
用
品
に
係
る
薬
剤
師
の
役
割

日
用
品
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質

誤
飲
、
誤
食
に
よ
る
中
毒
・
食
中
毒
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

生
活
環
境
に
お
け
る
消
毒
の
概
念

話
題
性
の
あ
る
薬
物
・
健
康
問
題
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